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はじめに  

 

クリストファー・クラヴィウス（ 1538-1612 年）は，バイエルンのバンベ

ルクに生まれ， 1555 年にイエズス会に入会し，翌年から 1560 年までポル

トガルのコインブラ大学で修学した。そして，イエズス会の中心的教育機

関であるローマ学院で神学を学んだ後， 1564 年に単式終生誓願司祭に叙品

され， 1567 年から 1612 年まで同ローマ学院で「数学的諸学」の教授を務

めたイエズス会士である。本論文は，この中世の「数学者」「天文学者」

「数学教育者」であるクラヴィウスを研究対象とし，彼が深く関与したイ

エズス会の『学事規定』と，それに準拠した教科書を史料として，イエズ

ス会教育において彼が果たした役割，さらに近代科学の成立に繋がる彼の

功績について追究した研究である。  

 

本論文は，第Ⅰ部「 クラヴィウスとイエズス会教育」と第Ⅱ部「クラヴィウ

スの数学的知見の 伝 播と影響」の 2 部で構成される。  

 

 第 Ⅰ 部 では ， 最初 にイ エ ズ ス会 は なぜ 教育 の 柱 に 「 数 学的 諸学 」 を 置い た

のかを考察する。続 いて，イエズス会教育が高く評価される要因になった『学

事 規 定 』 につ い て， 策定 段 階 での ク ラヴ ィウ ス の 役割 を 探る 。そ し て ，こ の

『 学 事 規 定』 と それ に準 拠 し たク ラ ヴィ ウス 著 の 教科 書 の史 的分 析 に より ，

ク ラ ヴ ィ ウス の 功績 を明 確 に する 。 さら に， 「 科 学の 保 護者 にし て 教 育者 」

で あ っ た イエ ズ ス会 教育 の 転 換点 と なっ た「 ガ リ レオ 裁 判」 を， ク ラ ヴィ ウ
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ス と ガ リ レオ の 関係 から 考 察 する 。 最後 に， ク ラ ヴィ ウ スの 教科 書 は ，ど の

様 に 広 が り， 誰 が 学 び， そ こ から 何 が生 み出 さ れ ，近 代 科学 に繋 が っ たの か

をデカルトを中心 に して考察する。  

 

 第 Ⅱ 部 では ， クラ ヴィ ウ ス の数 学 的知 見の 伝 播 と影 響 につ いて ， 彼 が著 し

た 教 科 書 の史 料 分析 によ り 追 究し て いく 。ク ラ ヴ ィウ ス の教 科書 に は ，教 科

の 概 説 書 の枠 を 超え て， 先 進 の研 究 の成 果が 盛 り 込ま れ てい る。 そ し て， イ

エ ズ ス 会 の中 核 的思 想で あ る アリ ス トテ レス 主 義 とは 異 なり ，プ ラ ト ン主 義

に 大 き く 影響 を 受け てい る 。 特に ， 彼が 「算 術 」 の教 科 書と して 著 し た『 実

用算術概論』 Epitome Arithmeticae Practicae は，近代科学に繋がる彼の数

学 観 が よ く表 れ てい る史 料 で ある 。 そし て， 『 実 用算 術 概論 』は ， 同 時期 の

中国に伝わり，利瑪竇 (授 )，李之藻 (演 )，徐光啓（選）『同文算指』として翻

訳 出 版 さ れた 。 まっ たく 異 な る 歩 み に よ って 形 成 され た 二 つ の世 界 ， 西洋 と

中国 の 「 算術 」 の出 会い で あ った 。 この 『実 用 算 術概 論 』と 『同 文 算 指』 を

比 較 検 討 する こ と に よっ て ， より 深 くク ラヴ ィ ウ スの 思 想を 捉え ， ク ラヴ ィ

ウスが教育面で果 た した意義を明確にすることができると考える。  
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序説   
 
第 1 節  イ エ ズ ス 会 教 育 と ク ラ ヴ ィ ウ ス 研 究  

( 1 )  イ エ ズ ス 会 教 育  

キ リ ス ト 教 の 宗 教 改 革 期 ， カ ト リ ッ ク 側 の 知 的 前 衛 組 織 で あ っ た イ

エ ズ ス 会 は ， ガ リ レ オ 裁 判 の 原 告 側 と し て ， 科 学 に 敵 対 す る 組 織 と 見

な さ れ て き た 。 し か し ， 近 年 の 研 究 で ， 「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育

者 」 １ と 評 価 さ れ る ほ ど ， 近 代 科 学 の 成 立 に 大 き な 役 割 を 果 た し た 組

織 で あ る こ と が 明 ら か に な っ て き た 。 イ エ ズ ス 会 の 科 学 に 関 す る 評 価

は ， 後 世 に 誇 る 教 育 課 程 の 編 成 書 で あ る 『 学 事 規 定 』 ２ に よ る と こ ろ

が 大 き い 。 こ の 『 学 事 規 定 』 に は ， 当 時 ， 他 の 教 育 機 関 で は 重 視 さ れ

な か っ た 「 数 学 的 諸 学 」 ３ が 教 育 課 程 の 重 要 な 柱 に 位 置 づ け ら れ ， 授

業 の 内 容 や 方 法 に 至 る ま で 綿 密 に 示 さ れ て い る 。 こ の 「 数 学 的 諸 学 」

の 教 育 の 重 要 性 を 認 識 し て 『 学 事 規 定 』 に 位 置 づ け ， 教 科 書 の 執 筆 で

も 大 き な 役 割 を 果 た し た の が ク リ ス ト フ ァ ー ・ ク ラ ヴ ィ ウ ス で あ っ

た 。  

イ エ ズ ス 会 学 校 ４ の 教 育 の 主 目 的 は 「 霊 的 成 長 」 ５ に あ り ， 思 考 力

を 高 め る た め に 「 自 由 学 芸 と 自 然 哲 学 」 の 学 習 が 強 調 さ れ た 。 「 霊 的

成 長 」 は ， イ エ ズ ス 会 の 中 心 理 念 で あ る 「 霊 操 」 ６ に 向 か っ て 自 己 を

高 め る こ と で あ り ， 宗 教 的 な 側 面 を 持 つ 。 「 自 由 学 芸 と 自 然 哲 学 」 の

学 習 で は ， 下 級 の 課 程 で 文 法 学 ， 古 典 学 ， 修 辞 学 を 学 び ， 上 級 の 課 程

で 論 理 学 ， 自 然 学 ， 形 而 上 学 ， 倫 理 学 ， 「 数 学 的 諸 学 」 を 学 ぶ 。 イ エ

ズ ス 会 の 学 院 で は ， 「 自 由 学 芸 と 自 然 哲 学 」 の 学 習 の 後 ， 神 学 の 専 門

課 程 に 進 む 。 こ の 教 育 体 系 は ， 西 欧 中 世 の 大 学 の 教 育 体 系 と 同 じ で あ

る 。  
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本 来 の 「 自 由 学 芸 」 は ， 「 人 文 学 」 を 学 習 す る 「 三 学 」 と ， 「 数 学 的

諸 学 」 を 学 ぶ 「 四 科 」 と の 「 七 科 」 か ら 構 成 さ れ る 。 「 数 学 的 諸 学 」

は ， 中 世 前 期 に は 「 自 由 学 芸 」 の 中 核 を 占 め て い た の で あ る が ， 1 6 世

紀 の 大 学 で は そ の 座 を 追 わ れ ， 存 在 す ら 軽 視 さ れ て い た 。  

1 6 世 紀 末 ， 軽 視 さ れ て い た 「 数 学 的 諸 学 」 の 学 習 を 復 権 し ， 組 織 的

に 学 ぶ こ と の で き る 体 制 を 創 り 出 し た の が ， イ エ ズ ス 会 の 教 育 課 程 で

あ り ， そ の 中 心 と な っ た の が ロ ー マ 学 院 「 数 学 的 諸 学 」 の 教 授 で あ っ

た ク ラ ヴ ィ ウ ス で あ る 。 ク ラ ヴ ィ ウ ス が 主 と な っ て 創 り 上 げ た 「 数 学

的 諸 学 」 の 学 習 課 程 は ， イ エ ズ ス 会 を 「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」

と い う 歴 史 的 評 価 に ま で 高 め た 。 こ れ は 「 科 学 革 命 」 へ の 土 台 を 創 り

出 し た こ と を 意 味 し て い る 。  

本 論 は ， イ エ ズ ス 会 教 育 の 本 来 の 主 目 的 「 霊 的 成 長 」 と は 方 向 性 を

異 に す る 「 数 学 的 諸 学 」 の 教 育 が ， ど の よ う に 成 立 し た の か を ， そ の

中 心 人 物 と 考 え ら れ て い る ク ラ ヴ ィ ウ ス の 視 点 か ら 解 明 す る 。 そ し

て ， 彼 の 「 科 学 革 命 」 へ の 貢 献 と と も に ， そ の 限 界 に つ い て も 明 ら か

に す る 。  

 

( 2 )  ク ラ ヴ ィ ウ ス 研 究  

ク ラ ヴ ィ ウ ス の 評 価 と し て ， 著 名 な 『 世 界 数 学 者 人 名 辞 典 』 に は 以 下

の よ う に 記 さ れ て い る 。  

「 イ タ リ ア の 数 学 者 ， ガ リ レ オ 問 題 の 専 門 家 ， エ ウ ク レ イ デ ス の

注 釈 者 で そ の 出 版 者 。 バ ン ベ ル ク 生 ま れ 。 コ イ ン ブ ラ 大 学 （ ポ ル

ト ガ ル ） 卒 業 。 ロ ー マ の イ エ ズ ス 会 の 学 院 で 教 え ， 暦 法 改 正 に 積

極 的 に 参 加 し た 。 業 績 は 算 術 , 三 角 法 お よ び 幾 何 学 に 関 す る も

の 。 1 0 0 0 ま で の 平 方 数 と 立 方 数 の 表 を 作 成 し た 。 割 り 算 を 筆 算
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で 行 う 方 法 を 詳 細 に 述 べ た 。 M . シ ュ テ ィ フ ェ ル と 共 に 分 数 の 主

要 な 性 質 ， 分 数 の 割 り 算 の 規 則 を 定 式 化 し た 。 N . タ ル タ リ ア と

共 に 分 数 の 加 法 ・ 減 法 の 際 に 最 小 の 公 分 母 を 求 め る 必 要 の あ る こ

と を 提 起 し た 。 」 ７  

こ の 記 述 の 中 で ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が 「 ガ リ レ オ 問 題 の 専 門 家 」 で あ っ た

と さ れ た こ と は ， 彼 が ガ リ レ オ の 理 解 者 で あ る と 同 時 に ， 反 科 学 革 命 側

の イ エ ズ ス 会 の 重 鎮 で あ る こ と を 示 し て い る 。 天 文 学 者 と し て は ， 暦 法

改 正 に 関 わ る 成 果 は 世 界 史 的 な 業 績 と 言 え る が ， 天 文 学 の 著 作 に 先 見 性

や 独 創 性 を 見 い だ す こ と は で き な い 。 数 学 の 著 作 に は ， 計 算 領 域 に 関 連

す る 上 記 の 業 績 も あ る が ， 中 世 西 洋 算 術 の 範 囲 内 で あ り ， 世 界 的 な 水 準

と は 言 い 難 い も の で あ る 。 前 述 の よ う な 天 文 学 者 ・ 数 学 者 と し て の 評 価

か ら は ， 近 代 科 学 ・ 近 代 数 学 を 生 み 出 し た ガ リ レ オ や デ カ ル ト に ， ク ラ

ヴ ィ ウ ス が ど の よ う に 影 響 を 与 え た か が 浮 か び 上 が ら な い の で あ る 。  

ク ラ ヴ ィ ウ ス は ， 天 文 学 者 ・ 数 学 者 と さ れ る こ と が 多 い が ， ド イ ツ の

『 百 科 事 典 』 L i t e r a t u r  l e x i k o n で は ， 「 イ エ ズ ス 会 士 ， 教 育 者 ，

数 学 者 ， 天 文 学 者 」 の 順 で 挙 げ ら れ て い る 。 こ の 事 典 で は イ エ ズ ス 会 の

数 学 ・ 科 学 教 育 の 評 価 は 高 く ， そ の 中 心 人 物 で あ る ク ラ ヴ ィ ウ ス の 評 価

も 高 い 。 そ し て ， 最 も 大 き な 功 績 と し て ， 1 5 9 9 年 の イ エ ズ ス 会 『 学 事

規 定 』 完 成 版 で ， 数 学 と ア リ ス ト テ レ ス の 自 然 哲 学 と を 同 等 の 地 位 に 保

つ よ う な 教 育 課 程 を 編 成 し た こ と が 挙 げ ら れ て い る ８ 。  

ク ラ ヴ ィ ウ ス は イ エ ズ ス 会 の 会 士 で あ り ， 1 5 6 7 年 か ら 1 6 1 2 年 ま で

同 会 の 中 核 教 育 機 関 で あ る ロ ー マ 学 院 で ， 「 数 学 的 諸 学 」 の 教 授 を 務

め た 重 鎮 で あ る 。 し か し ， J . ラ テ ィ ス が 「 同 時 代 の 人 た ち が “ 当 代 の

エ ウ ク レ イ デ ス ” と 呼 ん だ こ と か ら は ， 想 像 も で き な い ほ ど ， 今 日 ，

彼 は 無 名 状 態 に あ る 。 同 時 代 の 彼 へ の 賛 同 者 も 中 傷 者 も と も に ， ク ラ
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ヴ ィ ウ ス を 重 要 な 人 物 と み な し て い た 」 ９ と 記 し た よ う に ， 後 世 に お

け る 彼 の 評 価 は 決 し て 高 く は な か っ た 。  

し か し ， 近 年 イ エ ズ ス 会 の 教 育 上 の 評 価 が 高 ま る に つ れ て ， ク ラ ヴ

ィ ウ ス の 評 価 も 見 直 さ れ て き て い る 。 ラ テ ィ ス は ， 数 学 者 と し て の ク

ラ ヴ ィ ウ ス で は な く ， イ エ ズ ス 会 の 『 学 事 規 定 』 や 著 書 の 記 述 に 史 料

価 値 を 置 い て 分 析 し ， 教 育 者 と し て の ク ラ ヴ ィ ウ ス の 功 績 を 示 し て い る

１ ０ 。  

イ エ ズ ス 会 編 纂 の 『 学 事 規 定 』 は ， 「 数 学 的 諸 学 」 を 教 育 課 程 の 重

要 な 柱 に 位 置 づ け ， か つ 授 業 内 容 や 方 法 ま で 綿 密 に 提 示 し た も の で あ

り ， 他 の 教 育 機 関 に は 見 ら れ な い 後 世 に 誇 り 得 る 教 育 課 程 の 編 纂 書 で

あ っ た 。 そ の た め イ エ ズ ス 会 は 「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」 と 評 価

さ れ る よ う に な り ， こ の 書 の 「 数 学 的 諸 学 」 関 連 の 編 纂 や 改 訂 ， そ し

て 教 育 課 程 に 関 わ る 教 科 書 の 執 筆 に 大 き く 貢 献 し た ク ラ ヴ ィ ウ ス の 功

績 が 注 目 さ れ て き た の で あ る 。  

教 育 者 と し て の ク ラ ヴ ィ ウ ス の 再 評 価 は ， 数 学 史 ・ 科 学 史 研 究 か ら

も 行 わ れ た 。 例 え ば ， D . ス モ ラ ス キ ー は 「 大 学 へ の 数 学 的 諸 学 の 導 入

と ク ラ ヴ ィ ウ ス の 教 科 書 は ， そ の 時 代 に お い て 発 達 し て い た 数 学 と 科

学 を ， 何 代 に も 渡 る 学 生 達 が よ り よ く 知 る た め の 基 礎 を 築 い た 」  

１ １ と 記 し ， 数 学 の 教 育 課 程 の 構 築 と 教 科 書 の 発 刊 に 着 目 し て ， 数 学

の 担 い 手 と い う 育 成 の 視 点 か ら ク ラ ヴ ィ ウ ス を 再 評 価 し て い る 。 ま

た ， P . シ ュ ヴ ェ ッ ツ ァ ー は ， 「 ク ラ ヴ ィ ウ ス の 業 績 は ， そ の 時 代 の 数

学 的 な 知 識 を 体 系 化 し た こ と に よ り ， 数 学 の 進 歩 へ 重 要 な 貢 献 を し た

こ と で あ っ た 」 １ ２  と 記 し ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が 当 時 の 数 学 の 知 識 を 体

系 的 に ま と め ， そ れ が 近 代 数 学 へ と つ な が っ た 点 を 再 評 価 し て い る 。  

こ う し て ， イ エ ズ ス 会 史 や 数 学 史 ， 教 育 史 の 視 点 か ら ク ラ ヴ ィ ウ ス
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の 再 評 価 が 進 め ら れ て き た が ， 他 に ガ リ レ オ 研 究 の 視 点 か ら も 言 及 さ

れ て い る 。 例 え ば ， U . バ ル デ ィ ー ニ  は ， 「 近 代 科 学 の 起 源 に 関 係 す

る 力 学 ・ 運 動 学 か ら の ガ リ レ オ 研 究 に よ っ て ， イ エ ズ ス 会 ・ ロ ー マ 学

院 の 果 た し た 役 割 が 評 価 さ れ ， こ の 中 で ク ラ ヴ ィ ウ ス が 再 評 価 さ れ て

き た 」 １ ３ と し て い る 。 W . ラ イ ア ー ド と S . ル ー ク ス は 「 理 論 数 学 に 対

す る 傾 斜 は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の も と で の ロ ー マ 学 院 の イ エ ズ ス 会 士 数 学 者

の 苦 境 を 反 映 す る で あ ろ う 。 数 学 と 自 然 哲 学 と の 関 係 の 位 置 と 状 態 に つ

い て の 議 論 は ， 非 常 に 注 意 を 要 す る 問 題 で あ っ た 」 １ ４ と ， 後 の ガ リ

レ オ 裁 判 で 問 題 と な る ， 学 問 体 系 の 再 構 築 と ア リ ス ト テ レ ス 主 義 に 対 す

る と ら え 方 に つ い て 分 析 し て い る 。  

さ ら に ， 科 学 史 や 東 西 交 流 史 に お い て も ク ラ ヴ ィ ウ ス は 研 究 さ れ て い

る 。 T . ハ ッ ダ ー ド は ク ラ ヴ ィ ウ ス の 業 績 の い く つ か が ， 「 科 学 と 単 に

呼 ぶ と こ ろ の 自 然 哲 学 が ， 中 世 と 近 代 初 期 と の 間 が 連 続 か ， 不 連 続 か に

つ い て の 長 年 の 議 論 に 関 係 す る で あ ろ う こ と 」 １ ５ と ， 自 然 哲 学 と 科

学 の 連 続 に つ い て の 観 点 か ら 分 析 し て い る 。 ま た ， 安 は 『 明 末 西 洋 科 学

東 伝 史 』 に お い て ラ テ ィ ス の 示 し た ク ラ ヴ ィ ウ ス の 科 学 認 識 を も と に ，

ク ラ ヴ ィ ウ ス の 書 の 漢 訳 本 を 史 料 に し て ， 明 朝 末 に お け る 西 洋 科 学 の 受

容 に つ い て ま と め て い る １ ６ 。  

こ の よ う に ， ク ラ ヴ ィ ウ ス 研 究 は ， 数 学 史 や 科 学 史 の み な ら ず ， 教 育

学 史 ， 数 学 思 想 史 ， 科 学 思 想 史 ， 哲 学 史 等 ， 多 方 面 か ら の 追 究 が な さ れ

る よ う に な っ て き た 。  

以 上 を ま と め る と 次 の 3 点 が 指 摘 で き る 。  

① 彼 は 時 代 を 代 表 す る 数 学 者 と し て だ け で は な く ， 教 育 者 と し て

着 目 さ れ る よ う に な っ て き た こ と 。  

② 彼 が 近 代 教 育 の 原 型 と も 言 わ れ る イ エ ズ ス 会 の 教 育 課 程 の 編
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成 ， 教 科 書 執 筆 や 教 員 育 成 等 に 貢 献 し た こ と が 評 価 さ れ る よ う

に な っ た こ と 。  

③ 近 代 科 学 ・ 数 学 を 生 み 出 し た ガ リ レ オ や デ カ ル ト へ の 影 響 に つ

い て も 言 及 さ れ る よ う に な っ て き た こ と 。  

こ れ ら の 研 究 か ら は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が 近 代 数 学 ・ 近 代 科 学 に つ な が る

基 盤 を 造 り 上 げ た こ と が 示 さ れ て い る 。 し か し ， こ れ ら の 評 価 で は ， 彼

が こ の よ う な 基 盤 造 り を ， い か な る 歴 史 的 背 景 の 下 で ， ど の よ う な 思 考

に 基 づ い て 行 い ， そ れ に よ っ て 何 を 果 た そ う と し て い た の か は 明 確 に さ

れ て い な い 。 特 に ， イ エ ズ ス 会 教 育 の 中 核 で あ る 古 典 学 と ， ア リ ス ト テ

レ ス 主 義 及 び 霊 的 成 長 に 関 し て は ， 「 数 学 的 諸 学 」 の 教 育 と の 関 わ り に

つ い て 明 ら か に さ れ て い な い 。 特 に こ の 点 を 踏 ま え て 論 及 し て い く 。  

 

第 2 節  各 部 各 章 の 要 旨  

本 節 で は ， 目 次 に 掲 げ た 内 容 が 理 解 し や す い よ う に ， 各 章 の 主 旨 を

具 体 的 に ま と め た 。  

第 Ⅰ 部 第 1 章 で は ， こ う し た 近 年 の ク ラ ヴ ィ ウ ス 研 究 の 知 見 に 基 づ

き ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が イ エ ズ ス 会 の 教 育 に 及 ぼ し た 影 響 を 探 っ た 。 そ の

際 ， 既 存 の 科 学 史 ・ 数 学 史 の 研 究 で は 十 分 で な か っ た イ エ ズ ス 会 側 の

視 点 か ら ， 次 の 3 点 の 考 察 を 試 み た 。  

第 1 点 は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が ど の よ う な 教 育 を 受 け た か ， ま た ， 「 数 学

的 諸 学 」 に つ い て ど の よ う に 理 解 し ， イ エ ズ ス 会 の 「 数 学 的 諸 学 」 の

教 育 を ど の よ う に 導 こ う と し た か に つ い て 考 察 し た 。 ク ラ ヴ ィ ウ ス は

ポ ル ト ガ ル の コ イ ン ブ ラ 大 学 で ， 他 の 大 学 で は 学 ぶ こ と の で き な か っ

た 領 域 の 数 学 を 学 ぶ 機 会 を 得 た 。 そ れ は ， ア ラ ビ ア 数 学 の 影 響 を 受 け

た 実 用 算 術 と ， 新 プ ラ ト ン 主 義 の 影 響 を 受 け た 幾 何 学 と で あ り ， 以 後
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の 彼 の 数 学 観 を 形 成 し ， イ エ ズ ス 会 の 「 数 学 的 諸 学 」 の 教 育 に 関 し

て ， そ の 方 向 性 を 定 礎 す る こ と に な っ た 。  

第 2 点 は ， 宗 教 改 革 期 ， カ ト リ ッ ク 側 の 知 的 前 衛 で あ っ た イ エ ズ ス 会

が ， な ぜ 教 育 の 分 野 に 進 出 し た の か ， し か も ， 他 の 教 育 機 関 と は 違 い

「 数 学 的 諸 学 」 に 力 点 を 置 い た の か に つ い て 考 察 し た 。 当 時 は ， 近 代

的 な 意 味 で の 数 学 も 物 理 学 も ， さ ら に は 科 学 も 概 念 形 成 さ れ て い な か

っ た 。 「 自 由 七 科 」 の 後 半 の 「 四 科 」 ， 幾 何 学 ・ 算 術 ・ 天 文 学 ・ 音 楽

を 総 括 す る 概 念 と し て “ M a t h e m a t i c a ” （ 数 学 的 諸 学 ） が 使 わ れ て

い た 。 イ エ ズ ス 会 学 校 の 隆 盛 に つ い て ， イ エ ズ ス 会 研 究 者 は 一 般 に ，

当 時 流 行 し て い た 「 人 文 主 義 」 と ， イ エ ズ ス 会 の 宗 教 的 な 「 霊 的 刷

新 」 が 大 き な 理 由 で あ る と 考 え て い る が ， こ の 理 由 の み で は 「 人 文 主

義 」 を 掲 げ る イ エ ズ ス 会 の 学 校 で あ り な が ら 「 自 然 科 学 」 の 礎 を 成 し

た こ と ， ま た ， 「 霊 的 刷 新 」 を 目 的 と す る 学 校 で あ り な が ら 近 代 普 通

教 育 の 原 型 を 成 し た こ と は 説 明 が つ か な い 。 こ の 時 代 は 「 人 文 主 義 」

や 「 霊 的 刷 新 」 よ り 「 数 学 的 諸 学 」 の 教 育 に 大 き な 需 要 が あ り ， イ エ

ズ ス 会 の 学 校 は 時 代 に 合 っ た 経 営 の 仕 組 み や 方 法 を 示 し た の で あ る 。

時 代 が イ エ ズ ス 会 の 学 校 を 選 ん だ の で あ り ， 「 数 学 的 諸 学 」 の 教 育 の

充 実 に よ り ， 後 世 ， イ エ ズ ス 会 は 「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」 と 評

価 さ れ た の で あ る 。  

第 3 点 は ， イ エ ズ ス 会 が 「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」 と な る た め に

は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 功 績 が い か に 大 き か っ た か を 明 ら か に し た 。 彼

は ， イ エ ズ ス 会 学 校 に お い て ， 当 時 の 社 会 が 必 要 と し た 「 数 学 的 諸

学 」 の 教 育 課 程 を 創 り 上 げ た 中 心 人 物 で あ り ， 求 め ら れ て い た 「 数 学

的 諸 学 」 の 必 要 性 を 説 明 す る た め に ， 実 用 面 の 有 用 性 の み な ら ず ， 教

養 的 知 識 と し て の 有 用 性 を も 提 示 し て い る 。 ク ラ ヴ ィ ウ ス が 示 し た ，
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「 数 学 的 諸 学 」 の 実 用 的 な 有 用 性 （ 益 を も た ら す 実 用 性 ） と ， 教 養 的

知 識 と し て の 有 用 性 （ 学 問 的 な 客 観 的 確 実 性 ） は ， 来 る 1 7 世 紀 科 学 革

命 の 中 核 概 念 に つ な が る も の で あ っ た 。 「 有 用 性 」 と 「 確 実 性 」 を 生

み 出 す 手 段 と し て 「 数 学 」 が 位 置 づ け ら れ る の が 科 学 革 命 で あ っ た 。

こ こ で 初 め て “ M a t h e m a t i c a ” が ， 天 文 学 や 地 理 学 ， 音 楽 を も 含 ん

だ 「 数 学 的 諸 学 」 か ら ， そ れ ら の 科 目 の 「 有 用 性 」 と 「 確 実 性 」 を 保

証 す る 基 礎 学 問 と し て の 「 数 学 」 と い う 意 味 へ と 変 化 す る の で あ る 。  

 

第 Ⅰ 部 第 2 章 で は ， 1 5 9 9 年 の イ エ ズ ス 会 『 学 事 規 定 』 を も と に ， イ

エ ズ ス 会 教 育 の 隆 盛 の 理 由 に つ い て ， 次 の 3 点 か ら そ の 考 察 を 試 み た 。  

第 1 点 は ， イ エ ズ ス 会 の 『 会 憲 』 と 『 学 事 規 定 』 に 記 載 さ れ た 「 数 学

的 諸 学 」 の 扱 い 方 に つ い て 考 察 し た 。 1 5 5 8 年 に 定 め ら れ た イ エ ズ ス 会

の 『 会 憲 』 に は ， イ エ ズ ス 会 学 校 で は ， 神 学 の 勉 学 の た め の 思 考 力 を

整 え る た め と ， 神 の 完 全 な 知 識 を 得 て ， そ の 知 識 を 活 用 す る こ と を 助

け る た め に ， 「 自 由 学 芸 と 自 然 哲 学 」 を 学 ぶ こ と が 表 示 さ れ て い る 。

『 会 憲 』 に お け る 「 数 学 的 諸 学 」 の と ら え 方 は ， 神 学 の 勉 学 の た め に

は ， 自 由 学 芸 と 自 然 哲 学 の 学 習 が 必 要 で あ り ， 学 習 の 中 心 は ア リ ス ト

テ レ ス 哲 学 で あ る が ， 「 数 学 的 諸 学 」 の 学 習 も 考 慮 す べ き で あ る と す

る も の で あ っ た 。 つ ま り ， 会 と し て は 「 数 学 的 諸 学 」 を そ れ 程 重 視 し

て い た の で は な か っ た 。 し か し ， 神 学 生 と 一 般 学 生 の 両 者 を 教 育 の 対

象 と し て い た イ エ ズ ス 会 学 校 で は ， 双 方 と も 満 足 さ せ る こ と の で き る

教 育 課 程 を 編 成 し な け れ ば な ら な か っ た 。 こ の 編 成 に ク ラ ヴ ィ ウ ス が

大 き く 関 わ っ た の で あ る 。  

第 2 点 は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 考 え と 主 張 が ど の よ う に 『 学 事 規 定 』 に 反

映 さ れ た の か を 考 察 し た 。 ク ラ ヴ ィ ウ ス は ， 「 幾 何 学 」 と 「 算 術 」 に
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は 多 方 面 に 有 用 性 が あ る こ と を 示 し た 。 第 一 は ， 自 然 哲 学 ・ 神 学 ・ 天

文 学 ・ 地 理 学 の 基 礎 学 問 と し て の 有 用 性 で あ る 。 第 二 は ， 実 用 面 の 有

用 性 で あ り ， 官 僚 ・ 将 校 に は 分 析 と 証 明 に ， 教 会 に は 暦 と 時 間 の 計 算

に ， ま た 専 門 家 に は 航 海 術 と 測 量 術 に ， そ れ ぞ れ 「 幾 何 学 」 と 「 算

術 」 が 応 用 で き る こ と を 具 体 的 に 示 し た 。 ク ラ ヴ ィ ウ ス の 提 案 は 『 学

事 規 定 』 に 盛 り 込 ま れ ， イ エ ズ ス 会 の 教 育 課 程 の 中 で 「 数 学 的 諸 学 」

が 大 き な 位 置 を 占 め る こ と と な っ た 。 教 育 に お い て 人 文 学 教 科 の 学 習

が 重 視 さ れ ， 「 数 学 的 諸 学 」 が 下 位 に 見 ら れ て い た 当 時 の 風 潮 の 中 で

は ， 「 数 学 的 諸 学 」 の 重 視 は 極 め て 稀 な こ と で あ っ た 。  

第 3 点 は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が 著 し た 『 学 事 規 定 』 準 拠 の 「 数 学 的 諸 学 」

の 教 科 書 を 分 析 し た 。 彼 の 著 し た 教 科 書 に は ， 近 代 科 学 の 要 素 と な っ

て い く 概 念 が 溢 れ て い た 。 そ の 一 つ は 無 限 の 扱 い で あ る 。 ク ラ ヴ ィ ウ

ス は ， 2 0 の 平 方 根 を 4 . 4 7 2 と い う 量 で 把 握 し て い る 。 二 つ 目 は 「 幾 何

学 」 と 「 算 術 」 の 統 合 で あ る 。 彼 は ， 理 論 的 な 計 算 値 と 実 際 的 な 測 定

値 と の 整 合 性 を 問 う と い う ， 新 し い 学 問 の 進 む べ き 方 向 を 示 し て い

る 。 こ う し た 彼 の 考 え 方 は ， 後 の 科 学 的 追 究 と 同 じ 意 味 を 示 す も の で

あ り ， 統 一 さ れ た 「 幾 何 と 算 術 」 は 「 数 学 」 を 意 味 し て い る 。 そ れ

故 ， 彼 の 提 案 し た 学 問 的 な 知 識 の 追 究 方 法 は ， 西 洋 各 地 の 数 学 者 ， 遠

く は 中 国 の 学 者 に も 正 確 に 伝 わ り ( 第 Ⅱ 部 で 詳 述 ) ， 彼 の 教 科 書 で 学 ん

だ 多 く の 学 生 た ち の 中 か ら ， 後 年 近 代 的 な 物 理 学 や 数 学 を 創 り 上 げ た

学 者 た ち が 育 つ の で あ る 。  

 

第 Ⅰ 部 第 3 章 で は ， イ エ ズ ス 会 教 育 の 限 界 に つ い て ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の

「 知 的 遺 言 」 を 中 心 に ， 次 の 3 点 か ら そ の 考 察 を 試 み た 。  

第 1 点 は ， ガ リ レ オ ( 1 5 6 4 - 1 6 4 2 年 ) と イ エ ズ ス 会 教 育 ， 特 に ク ラ ヴ
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ィ ウ ス と の 関 わ り を 追 究 し た 。 イ エ ズ ス 会 教 育 の 限 界 が 著 し く 現 れ た

の が ガ リ レ オ 裁 判 で あ っ た が ， 従 来 の 科 学 史 ・ 数 学 史 で は ガ リ レ オ 側

か ら の 考 察 が 中 心 で あ っ た た め ， イ エ ズ ス 会 教 育 を 受 け て い な い ガ リ

レ オ に は ， イ エ ズ ス 会 教 育 と の 関 わ り と い う 視 点 か ら の 研 究 は ほ と ん

ど な か っ た 。 ま た ， 二 人 の 出 会 い は ， ガ リ レ オ が ピ サ 大 学 に 職 を 得 る

た め の 推 薦 状 を ク ラ ヴ ィ ウ ス に 求 め た と き 以 来 で あ る が ， こ の と き ガ

リ レ オ が ク ラ ヴ ィ ウ ス に 提 示 し た 論 文 の 内 容 や そ れ に 対 す る 評 価 に つ

い て も ， こ れ ま で 後 年 の 天 才 ガ リ レ オ の 視 点 か ら 言 及 さ れ る こ と は あ

っ て も ， 青 年 ガ リ レ オ の 視 点 か ら は 十 分 な 説 明 が な さ れ て こ な か っ

た 。 ガ リ レ オ は ， 当 該 論 文 で ア ル キ メ デ ス の 方 法 で は 精 度 に 欠 け る こ

と を 指 摘 す る と 共 に ， 溢 れ 出 る 水 の 量 を 正 確 に 測 定 す る こ と の で き る

実 験 装 置 と 実 験 方 法 を 提 示 し ， 「 数 学 的 方 法 と 実 験 的 方 法 と を 結 合

し ， 数 学 的 関 係 を 法 則 化 す る 」 と い う 近 代 科 学 に 繋 が る 手 法 を 提 示 し

て い る 。 こ こ に ガ リ レ オ の 独 創 性 が あ る 。 し か し こ の 手 法 は ， 当 時 の

主 流 で あ っ た 「 ス コ ラ 哲 学 と 古 代 中 世 自 然 哲 学 の 三 段 論 法 的 論 証 」 を

用 い た 追 究 と は 異 な り ， 「 工 芸 」 的 あ る い は 「 実 用 」 的 な 追 究 と し

て ， 学 問 の 場 で は 下 位 に 見 ら れ て い た 。 そ れ 故 ， ガ リ レ オ が 単 に 実 用

的 な 装 置 を 製 作 し た と い う 低 い 評 価 に 留 ま る の で な く ， 彼 の 追 究 方 法

に ま で 注 目 し ， 彼 の 論 文 の 中 に 「 近 代 科 学 に 繋 が る 手 法 」 を も た ら す

学 問 性 を 見 極 め る こ と は 容 易 な こ と で は な か っ た 。 青 年 ガ リ レ オ 自 身

も ， 自 分 の 論 文 の 中 に あ る 先 進 的 な 学 問 性 を ま だ 十 分 理 解 す る に 至 っ

て い な か っ た 。 し か し ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は こ の 点 を 明 確 に 理 解 し て い た

の で あ る 。  

第 2 点 は ， パ ド ヴ ァ 大 学 教 授 ガ リ レ オ と ク ラ ヴ ィ ウ ス が そ れ ぞ れ 異 な

っ た 関 心 を 示 し て い た 「 実 用 」 に つ い て 史 料 分 析 を 行 っ た 。 ガ リ レ オ
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は 「 実 用 」 に 供 す る 機 器 の 製 作 の た め に ， 学 問 と し て の エ ウ ク レ イ デ

ス 幾 何 学 ， 特 に 比 例 論 を 「 実 用 」 に 合 わ せ て 使 用 し て い た 。 一 方 ， ク

ラ ヴ ィ ウ ス は ， 実 践 的 学 問 に お け る 「 実 用 」 を 中 心 に 教 科 書 を 著 し ，

そ の 思 弁 的 学 問 に 従 属 す る 立 体 幾 何 ， 測 量 術 ， 建 築 術 ， 航 海 術 ， 農 業

な ど の 「 実 用 」 を 考 え て い た 。 ク ラ ヴ ィ ウ ス の 示 し た 「 実 用 」 こ そ

が ， 後 年 ， 天 才 ガ リ レ オ が 示 し た 「 近 代 科 学 に 繋 が る 手 法 」 に 直 結 す

る も の で あ っ た 。 超 新 星 の 出 現 し た 1 6 0 4 年 に ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が ガ リ レ

オ に 贈 っ た 書 『 実 用 幾 何 学 』 は 幾 何 学 を 実 用 的 に 適 用 し た 書 で は な

く ， 小 数 や 近 似 値 が 使 わ れ た 測 量 に 関 す る 学 術 書 で あ り ， 測 定 値 の 数

的 処 理 を 必 要 と す る ガ リ レ オ に と っ て 有 益 な 書 で あ っ た 。  

第 3 点 は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス と 天 文 学 者 ガ リ レ オ と の 交 流 に 関 わ る 史 料 を

読 み 解 き ， イ エ ズ ス 会 教 育 の 限 界 を 明 ら か に し た 。 ガ リ レ オ は ， 自 ら

製 作 し た 天 体 望 遠 鏡 で ， 月 や 太 陽 ， そ し て 木 星 を 観 測 す る こ と で ， ア

リ ス ト テ レ ス ＝ プ ト レ マ イ オ ス 的 宇 宙 論 で は 説 明 で き な い 明 白 な 事 例

を 世 に 提 供 し た 。 そ れ に よ っ て 天 体 観 測 の 第 一 人 者 に な っ た ガ リ レ オ

は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス か ら 「 知 的 遺 言 」 を 託 さ れ た 。 ク ラ ヴ ィ ウ ス が 求 め

た の は ， 実 用 的 学 問 で あ る 「 天 体 観 測 」 で 使 え な い 理 論 な ら ， 「 天 体

観 測 」 の 支 配 学 問 で あ る 「 天 文 学 」 の 修 正 を 行 う べ き で あ る と い う も

の で あ っ た 。 元 来 ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 「 知 的 遺 言 」 は イ エ ズ ス 会 士 に 向

け ら れ た も の で あ っ た 。 し か し ， ア リ ス ト テ レ ス 主 義 を 会 の 中 核 思 想

と す る イ エ ズ ス 会 士 に と っ て ， 観 測 ・ 実 験 で 得 ら れ た 結 果 が ア リ ス ト

テ レ ス の 世 界 観 に 反 す る 場 合 ， そ れ は 受 け 入 れ が た い も の で あ っ た 。

彼 ら は 仮 説 ・ 検 証 の 方 法 論 を 欠 き ， 観 察 ・ 実 験 に 基 づ く 思 考 を 回 避 す

る 姿 勢 に 固 執 し た 。 そ れ 故 ， 隆 盛 を 誇 っ た イ エ ズ ス 会 学 校 の 教 育 も そ

の 限 界 を 露 呈 し ， 「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」 と し て の 立 場 を 失 っ
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て 行 か ざ る を 得 な か っ た の で あ る 。 「 天 文 学 」 の 修 正 は ， 結 局 ， ガ リ

レ オ に 託 さ れ る 課 題 と な っ た 。 し か し ， ガ リ レ オ に は ま だ 「 数 学 的 関

係 の 法 則 化 」 を 導 く 数 学 的 知 識 が 不 足 し て い た 。 「 知 的 遺 言 」 の 履 行

に は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 数 学 を 学 ん だ デ カ ル ト ( 1 5 9 6 - 1 6 5 0 年 ) の 世 代

ま で 待 た ね ば な ら な い 。  

 

第 Ⅰ 部 第 4 章 で は ， イ エ ズ ス 会 教 育 が 三 十 年 戦 争 期 ( 1 6 1 8 - 1 6 4 8 年 )

に ど う 破 綻 し ， そ れ が 担 っ て い た 「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」 と い

う 役 割 が ど う 継 承 さ れ 1 7 世 紀 科 学 革 命 に 繋 が っ た か に つ い て ， デ カ ル

ト を 通 し て 次 の 3 点 か ら そ の 考 察 を 進 め た 。  

第 1 点 は ， デ カ ル ト の 思 想 が 形 成 さ れ た 三 十 年 戦 争 期 の 時 代 背 景 に つ

い て 概 観 し た 。 デ カ ル ト は 国 の 中 枢 を 担 う 「 法 服 の 貴 族 」 の 家 に 生 ま

れ ， 将 来 を 期 待 さ れ て イ エ ズ ス 会 の 学 院 で あ る ラ ・ フ レ ー シ ュ ＝ ア ン

リ 4 世 王 立 学 院 に 進 学 し た 。 イ エ ズ ス 会 自 体 は 三 十 年 戦 争 に よ っ て 財 政

的 危 機 に 追 い 込 ま れ て い く が ， デ カ ル ト は こ こ で ク ラ ヴ ィ ウ ス の 数 学

に 出 会 い 興 味 を 喚 起 さ れ た 。 ま た 三 十 年 戦 争 の 開 戦 時 に は ， 当 時 「 軍

事 ア カ デ ミ ー 」 の 様 相 を 呈 し て い た オ ラ ン ダ 軍 に 加 わ り ， 冬 営 地 ブ レ

ダ で 後 の デ カ ル ト 哲 学 を 生 み 出 す 基 盤 と な っ た 「 決 定 的 な 二 年 間 」 を

過 ご し て い る 。    

第 2 点 は ， デ カ ル ト の 思 想 形 成 に 影 響 を 与 え た イ エ ズ ス 会 教 育 に つ い

て ， 『 方 法 序 説 』 と 『 学 事 規 定 』 の 記 述 を も と に 考 察 し た 。 デ カ ル ト

は 『 方 法 序 説 』 の 中 で ， 数 学 の 持 つ 「 学 問 性 」 の 高 さ と 論 理 的 な 「 確

実 性 」 と と も に ， 数 学 の 実 用 面 の 「 有 用 性 」 に つ い て 学 ん だ こ と を 記

述 し て い る 。 こ れ こ そ が ， デ カ ル ト が ラ ・ フ レ ー シ ュ 学 院 で 特 別 に 学

び 取 っ た ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 数 学 観 ・ 学 問 観 で あ っ た 。  
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第 3 点 は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス と デ カ ル ト の 学 問 観 に つ い て ， 「 尊 厳 」 「 有

用 性 」 「 確 実 性 」 の 三 つ の 視 点 か ら 分 析 し ， ク ラ ヴ ィ ウ ス か ら デ カ ル

ト へ の 学 問 的 影 響 に つ い て 考 察 し た 。 そ の 際 ， ク ラ ヴ ィ ウ ス と デ カ ル

ト の 比 較 に 加 え ， ガ リ レ オ の 学 問 観 と の 比 較 も 行 っ た 。 ガ リ レ オ と デ

カ ル ト は ， そ れ ぞ れ 「 比 例 コ ン パ ス 」 の 研 究 と 製 作 を 行 っ て お り ， 両

者 の 追 究 か ら は 異 な る 学 問 観 が 見 て 取 れ る 。 ク ラ ヴ ィ ウ ス と デ カ ル ト

は ほ ぼ 同 様 な 学 問 規 準 を 枢 要 と 捉 え て い た 。 そ し て ， 二 人 は ガ リ レ オ

と 異 な り ， 実 用 に 供 す る こ と の で き る 新 し い 数 学 を 追 究 し て い た の で

あ る 。 デ カ ル ト は ， こ の 追 究 に よ り 確 実 に 「 知 的 遺 言 」 を 履 行 し て い

る 。 「 数 学 的 自 然 学 を 形 而 上 学 的 に 基 礎 づ け る 」 と い う デ カ ル ト の 考

え は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 「 知 的 遺 言 」 を 哲 学 的 に 実 践 し う る も の で あ っ

た 。 イ エ ズ ス 会 が ク ラ ヴ ィ ウ ス の 学 問 観 に 対 処 で き な か っ た の に 対 し

て ， デ カ ル ト は ク ラ ヴ ィ ウ ス か ら 受 け 継 い だ 学 問 観 を 新 た な 哲 学 に ま

で 展 開 す る こ と が で き た の で あ る 。  

第 Ⅰ 部 の 「 結 」 で は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が イ エ ズ ス 会 の 教 育 ， さ ら に 近

代 科 学 の 成 立 に 果 た し た 役 割 を ま と め た 。  

第 1 点 は ， 数 学 の 「 実 用 」 性 と ， 新 プ ラ ト ン 主 義 に 基 づ く 「 学 知 」 と

を 重 視 し た ク ラ ヴ ィ ウ ス の 数 学 観 が ， イ エ ズ ス 会 の 『 学 事 規 定 』 に 反

映 さ れ ， 「 数 学 的 諸 学 」 を 重 視 し た イ エ ズ ス 会 学 校 に お け る 教 育 の 方

向 性 が 定 ま っ た こ と で あ っ た 。 こ の 方 向 性 は 時 代 の 求 め る と こ ろ と 合

致 し ， イ エ ズ ス 会 学 校 は 急 速 に 発 展 し た の で あ る 。  

第 2 点 は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が 『 学 事 規 定 』 に 準 拠 し た 「 数 学 的 諸 学 」 の

教 科 書 を 著 し ， 教 授 法 も 提 示 す る こ と で ， 基 礎 学 科 と し て の 「 数 学

（ 幾 何 学 と 算 術 ） 」 の 有 用 性 を 示 し た こ と で あ る 。 彼 は ， 数 学 が 思 弁

的 学 問 の 基 礎 理 論 を 提 供 す る だ け で な く ， 実 践 的 学 問 に も 具 体 的 な 数
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値 を 提 供 す る こ と を 示 し た 。 こ れ に よ っ て ， 数 学 を 学 ぶ こ と の 意 味 が

明 確 に な り ， 「 数 学 」 の 担 い 手 に 対 す る 需 要 が 増 大 し た 。 「 数 学 」 の

担 い 手 を 供 給 で き る イ エ ズ ス 会 学 校 は ， さ ら に そ の 設 置 数 を 拡 大 し た

の で あ る 。  

第 3 点 は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が ア リ ス ト テ レ ス 主 義 を 中 核 思 想 と す る イ エ

ズ ス 会 学 校 の 限 界 を 予 見 し ， そ れ を 打 破 す る 道 を 彼 の 「 知 的 遺 言 」 の

中 で 明 確 に 示 し た こ と で あ る 。 こ の 「 知 的 遺 言 」 は イ エ ズ ス 会 士 と ガ

リ レ オ に 託 さ れ た が ， そ れ を 履 行 す る こ と は で き な か っ た 。 自 由 な 学

問 追 究 に 道 を 閉 ざ し た イ エ ズ ス 会 は 「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」 の

地 位 を 失 う の で あ っ た 。  

第 4 点 は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が 目 指 し た 学 問 追 究 の 姿 勢 は ， 彼 の 教 科 書 で

学 ん だ 多 く の 学 徒 に よ っ て 確 実 に 受 け 継 が れ た こ と で あ る 。 特 に ， イ

エ ズ ス 会 の 学 院 で 教 育 を 受 け た デ カ ル ト は ， 受 け 継 い だ ク ラ ヴ ィ ウ ス

の 学 問 観 を 新 た な 哲 学 に ま で 展 開 す る こ と が で き た 。 イ エ ズ ス 会 は ，

デ カ ル ト の 新 た な 哲 学 に 正 面 か ら 対 す る の で は な く ， 会 士 が 論 ず る の

を 禁 じ て 守 勢 に 転 じ た 。 イ エ ズ ス 会 は 「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」

た る こ と を 止 め た が ， そ の 地 位 は 各 国 の 「 科 学 ア カ デ ミ ー 」 が 引 き 継

ぐ こ と に な る 。  

 

第 Ⅰ 部 の 「 結 」 で は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が イ エ ズ ス 会 の 教 育 ， さ ら に 近

代 科 学 の 成 立 に 果 た し た 役 割 を ま と め た 。  

第 1 点 は ， 数 学 の 「 実 用 」 性 と ， 新 プ ラ ト ン 主 義 に 基 づ く 「 学 知 」 と

を 重 視 し た ク ラ ヴ ィ ウ ス の 数 学 観 が ， イ エ ズ ス 会 の 『 学 事 規 定 』 に 反

映 さ れ ， 「 数 学 的 諸 学 」 を 重 視 し た イ エ ズ ス 会 学 校 に お け る 教 育 の 方

向 性 が 定 ま っ た こ と で あ っ た 。 こ の 方 向 性 は 時 代 の 求 め る と こ ろ と 合
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致 し ， イ エ ズ ス 会 学 校 は 急 速 に 発 展 し た の で あ る 。  

第 2 点 は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が 『 学 事 規 定 』 に 準 拠 し た 「 数 学 的 諸 学 」 の

教 科 書 を 著 し ， 教 授 法 も 提 示 す る こ と で ， 基 礎 学 科 と し て の 「 数 学

（ 幾 何 学 と 算 術 ） 」 の 有 用 性 を 示 し た こ と で あ る 。 彼 は ， 数 学 が 思 弁

的 学 問 の 基 礎 理 論 を 提 供 す る だ け で な く ， 実 践 的 学 問 に も 具 体 的 な 数

値 を 提 供 す る こ と を 示 し た 。 こ れ に よ っ て ， 数 学 を 学 ぶ こ と の 意 味 が

明 確 に な り ， 「 数 学 」 の 担 い 手 に 対 す る 需 要 が 増 大 し た 。 「 数 学 」 の

担 い 手 を 供 給 で き る イ エ ズ ス 会 学 校 は ， さ ら に そ の 設 置 数 を 拡 大 し た

の で あ る 。  

第 3 点 は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が ア リ ス ト テ レ ス 主 義 を 中 核 思 想 と す る イ エ

ズ ス 会 学 校 の 限 界 を 予 見 し ， そ れ を 打 破 す る 道 を 彼 の 「 知 的 遺 言 」 の

中 で 明 確 に 示 し た こ と で あ る 。 こ の 「 知 的 遺 言 」 は イ エ ズ ス 会 士 と ガ

リ レ オ に 託 さ れ た が ， そ れ を 履 行 す る こ と は で き な か っ た 。 自 由 な 学

問 追 究 に 道 を 閉 ざ し た イ エ ズ ス 会 は 「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」 の

地 位 を 失 う の で あ っ た 。  

第 4 点 は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が 目 指 し た 学 問 追 究 の 姿 勢 は ， 彼 の 教 科 書 で

学 ん だ 多 く の 学 徒 に よ っ て 確 実 に 受 け 継 が れ た こ と で あ る 。 特 に ， イ

エ ズ ス 会 の 学 院 で 教 育 を 受 け た デ カ ル ト は ， 受 け 継 い だ ク ラ ヴ ィ ウ ス

の 学 問 観 を 新 た な 哲 学 に ま で 展 開 す る こ と が で き た 。 イ エ ズ ス 会 は ，

デ カ ル ト の 新 た な 哲 学 に 正 面 か ら 対 す る の で は な く ， 会 士 が 論 ず る の

を 禁 じ て 守 勢 に 転 じ た 。 イ エ ズ ス 会 は 「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」

た る こ と を 止 め た が ， そ の 地 位 は 各 国 の 「 科 学 ア カ デ ミ ー 」 が 引 き 継

ぐ こ と に な る 。  

 

第 Ⅱ 部 で は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 数 学 的 知 見 が 西 洋 キ リ ス ト 教 世 界 の 圏
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外 ， 特 に 中 国 で ど の よ う に 理 解 さ れ 受 容 さ れ た か に つ い て 追 究 し た 。 ク

ラ ヴ ィ ウ ス の 教 科 書 に は ， 教 科 の 概 説 書 の 枠 を 超 え て ， 先 進 の 研 究 成 果

が 盛 り 込 ま れ て い た 。 特 に ， 彼 が 「 算 術 」 の 教 科 書 と し て 著 し た 『 実 用

算 術 概 論 』 に は ， 近 代 科 学 に 繋 が る 彼 の 数 学 観 が よ く 表 れ て い る 。 こ の

『 実 用 算 術 概 論 』 は 同 時 期 の 中 国 に 伝 わ り ， 利 瑪 竇 ( 授 ) ， 李 之 藻

( 演 ) ， 徐 光 啓 （ 選 ）『 同 文 算 指 』 と し て 翻 訳 出 版 さ れ た 。 そ れ は ま っ た

く 別 途 の 歩 み よ っ て 形 成 さ れ た 西 洋 と 中 国 の 「 算 術 」 の 出 会 い で あ っ

た 。 第 Ⅱ 部 は こ の 『 実 用 算 術 概 論 』 と 漢 訳 本 の 『 同 文 算 指 』 と を 比 較 検

討 す る こ と に よ り ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 数 学 的 知 見 の 伝 播 や 影 響 の み な ら

ず ， 彼 の 思 想 や そ の 意 義 を よ り 明 確 に す る こ と を 目 的 と し ，「 分 数 概

念 」 と 「 三 数 法 」，「 複 式 仮 定 法 」 に つ い て 比 較 分 析 し た 。  

第 Ⅱ 部 第 5 章 （ 章 番 号 は 通 し 番 号 を 使 用 ） で は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が 『 実

用 算 術 概 論 』 の 中 に 記 し た ， 近 代 数 学 に 繋 が る 概 念 に つ い て ，『 同 文 算

指 』 と の 比 較 を 通 し て ， 次 の 3 点 の 分 析 を 行 っ た 。  

第 1 点 は ， ま ず ク ラ ヴ ィ ウ ス が 『 実 用 算 術 概 論 』 に 込 め た ね ら い が

『 同 文 算 指 』 の 漢 訳 者 に 的 確 に 伝 わ っ た か 否 か を 分 析 し た 。 そ の 結 果 ，

学 問 の 「 尊 厳 」 と 「 有 用 性 」 に つ い て ， 漢 訳 者 は 民 族 や 文 化 の 違 い を 越

え て ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 考 え を 深 く 理 解 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

第 2 点 は ，『 実 用 算 術 概 論 』 と 『 同 文 算 指 』 の 計 算 領 域 の 全 問 題 に つ

い て 比 較 分 析 し た 。 こ の 分 析 か ら は ， 分 数 計 算 の 方 法 の み な ら ず 理 論 の

裏 付 け ま で 確 実 に 漢 訳 さ れ て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

第 3 点 は ，『 実 用 算 術 概 論 』 が 中 国 算 術 に 与 え た 影 響 に つ い て 分 析 し

た 。 そ の 結 果 ， 漢 訳 者 は ，『 実 用 算 術 概 論 』 に 記 さ れ た 計 算 の 説 明 が 簡

潔 で 体 系 的 で あ る こ と を 読 み 取 り ， 中 国 算 術 に 工 夫 し て 採 り 入 れ よ う と

し た こ と が 明 ら か に な っ た 。  
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第 Ⅱ 部 第 6 章 で は ， 西 洋 の 中 世 算 術 の 中 心 的 な 技 法 で あ っ た 「 三 数

法 」 の 扱 い に つ い て ， 次 の 3 点 の 考 察 を 行 っ た 。  

第 1 点 は ，「 三 数 法 」 の 扱 い つ い て 西 洋 算 術 と 中 国 算 術 と の 違 い に つ

い て 考 察 し た 。 西 洋 算 術 の 「 三 数 法 」 は イ ン ド ・ ア ラ ビ ア か ら 伝 播 し た

商 用 算 術 の 中 心 技 法 で あ る と 同 時 に ， 神 学 で の 証 明 の 基 礎 理 論 に も そ の

技 法 が 使 わ れ て い た 。 一 方 中 国 で の 名 称 は 「 三 率 法 」 で あ り ， 数 量 で は

な く 「 値 」 と 認 識 さ れ て お り ， 概 念 の 違 い が あ る こ と が 明 ら か に な っ

た 。  

第 2 点 は ，「 三 数 法 」 を 複 数 回 使 用 す る 「 共 同 算 法 」 の 単 元 で ，『 実 用

算 術 概 論 』 と 『 同 文 算 指 』 と の 全 問 題 に つ い て 比 較 分 析 し た 。 こ の 分 析

か ら は ，『 同 文 算 指 』 で は 単 に 逐 語 訳 さ れ て い る の で は な く ， 類 似 す る

場 面 を 一 つ の 問 題 群 に ま と め ， さ ら に 中 国 算 術 の 問 題 で 補 わ れ て い た こ

と が 明 ら か に な っ た 。  

第 3 点 は ，『 実 用 算 術 概 論 』 を 教 授 し た マ テ オ ・ リ ッ チ （ 利 瑪 竇 ） と

漢 訳 者 と の 意 識 の 差 を 考 察 し た 。 両 者 と も そ れ ぞ れ 自 国 の 算 術 が よ り 高

い 水 準 に あ る と 認 識 し て い た 。 し か し 漢 訳 者 は ， 西 洋 算 術 の 内 容 が 古 代

中 国 算 術 を 超 え る も の で は な い と 見 な し つ つ も ， 散 逸 し 学 問 水 準 の 低 下

し た 中 国 算 術 の 再 構 成 の た め に ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 考 え が 参 考 に な る こ と

を 見 抜 い て い た 。  

 

第 Ⅱ 部 第 ７ 章 で は ， 中 世 算 術 の も う 一 つ の 中 心 的 技 法 で あ る 「 複 式 仮

定 法 」 に つ い て ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 理 解 及 び そ の 影 響 を 数 学 史 の 観 点 や

『 同 文 算 指 』 と の 比 較 を 通 し て ， 次 の 3 点 の 考 察 を 行 っ た 。  

第 1 点 は ， 学 問 と し て の 「 複 式 仮 定 法 」 が ど の よ う に 発 展 し た か を 数
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学 史 の 観 点 か ら 考 察 し た 。「 複 式 仮 定 法 」 の 考 え 方 は 古 代 中 国 の 「 盈 不

足 術 」 が 最 初 で あ る 。 そ れ は ， イ ン ド ・ ア ラ ビ ア の 「 ア ル ＝ カ タ ア イ ン

の 方 法 」 を 経 て 中 世 西 洋 の 「 複 式 仮 定 法 」 へ ， そ し て 漢 訳 さ れ て 「 疊 借

互 徴 法 」 と な り ， 世 界 的 に 循 環 し た の で あ る 。  

第 2 点 は ，「 複 式 仮 定 法 」 の 単 元 で 『 実 用 算 術 概 論 』 と 『 同 文 算 指 』

と の 全 問 題 に つ い て 比 較 分 析 し た 。『 同 文 算 指 』 の こ の 単 元 も 逐 次 訳 さ

れ て い る の で は な く ， 大 き く 二 つ の 問 題 群 に ま と め ， さ ら に 中 国 算 術 の

問 題 で 補 わ れ て い る 。 問 題 群 に 分 け た 根 拠 は ， 中 国 と 西 洋 の 代 数 的 処 理

に 関 す る 概 念 の 差 に あ る 。 こ の 点 は 先 の 「 三 数 法 」 の 単 元 と は 大 き く 異

な る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

第 3 点 は ，『 同 文 算 指 』 の 記 述 か ら ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が 示 し た 「 数 学

観 」・「 学 問 観 」 が 中 国 算 術 に 与 え た 影 響 に つ い て 考 察 し た 。 漢 訳 者 は 中

国 算 術 の 置 か れ て い る 状 況 を ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が 示 し た 西 洋 算 術 の 進 む べ

き 方 向 性 と 重 ね 合 わ せ る こ と に よ っ て 深 く 理 解 し ， 彼 の 考 え を 中 国 算 術

の 再 興 に 積 極 的 に 活 用 し よ う と し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。  

 

第 Ⅱ 部 の 「 結 」 で は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 数 学 的 知 見 が ヨ ー ロ ッ パ ・ キ リ

ス ト 教 世 界 の 圏 外 ， こ と に 中 国 で ど の よ う に 理 解 さ れ 受 容 さ れ た か に

つ い て ， 彼 の 著 書 『 実 用 算 術 概 論 』 と 同 時 代 に マ テ オ ・ リ ッ チ よ り 伝

え ら れ 李 之 藻 ・ 徐 光 啓 に よ っ て 漢 訳 さ れ た 『 同 文 算 指 』 の 比 較 分 析 を

通 し て 考 察 し た 。 ま ず 全 体 と し て ク ラ ヴ ィ ウ ス の 数 学 的 知 見 が 近 代 数

学 の 扉 を 開 く ， 多 く の 鍵 を 有 し て い た こ と ， そ し て 彼 の 書 は ， 計 算 術

だ け で な く ， 進 ん だ 学 問 観 を 伝 え て い た こ と を 指 摘 し た 。 ク ラ ヴ ィ ウ

ス の 学 問 観 は ， 言 語 を 超 え ， 宗 教 を 超 え ， 思 想 を 超 え て 正 し く 伝 わ っ

て い る 。  
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具 体 的 に は ， 第 1 点 と し て ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 主 要 な 数 学 的 業 績 と さ れ

て い る 分 数 概 念 に つ い て ま と め た 。 ク ラ ヴ ィ ウ ス が 示 し た 分 数 計 算

を ， 漢 訳 者 は 単 な る 計 算 法 と し て 捉 え た だ け で は な く ， 理 論 的 裏 付 け

ま で 深 く 理 解 し て い た 。 そ れ 故 ， 漢 訳 者 は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 書 か ら 学

ぶ 分 数 に つ い て 「 特 に 奥 深 く 流 暢 で あ る 」 と 記 し て い る 。  

第 2 点 と し て ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が 『 実 用 算 術 概 論 』 で 扱 っ た 中 世 算 術 の

中 心 的 技 法 で あ る 「 三 数 法 」 と 「 複 式 仮 定 法 」 と に つ い て ま と め た 。

彼 の 書 に あ る 「 三 数 法 」 は 古 代 中 国 算 術 を 超 え る も の で は な い が ， 漢

訳 者 に と っ て 散 逸 し 水 準 が 低 下 し た 中 国 算 術 の 再 構 築 に 役 立 つ 技 法 と

認 識 し て い た 。 ま た ， 「 複 式 仮 定 法 」 の 考 え 方 は 古 代 中 国 に 始 ま り イ

ン ド ・ ア ラ ビ ア を 経 て 西 洋 へ ， そ し て 再 び 中 国 に 帰 還 し た ， 「 世 界 的

循 環 」 を な し た 算 法 で あ っ た こ と を 示 し ， こ の 算 法 も 中 国 算 術 の 再 構

築 に 役 立 っ た 概 念 で あ っ た 。  

 

本 論 の 「 結 語 」 と し て ク ラ ヴ ィ ウ ス が 成 し え た 功 績 に つ い て 以 下 の 3

点 を 示 し た 。  

第 1 点 は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は イ エ ズ ス 会 教 育 の 方 向 性 を 決 定 づ け ， イ エ

ズ ス 会 が 後 に 「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」 と 見 な さ れ る ほ ど ， そ の

教 育 を 発 展 さ せ た 中 心 的 存 在 で あ っ た こ と で あ る 。 彼 の 意 見 が 反 映 さ

れ た イ エ ズ ス 会 の 『 学 事 規 定 』 に は ， 当 時 と し て は 稀 な 「 数 学 的 諸

学 」 の 教 育 課 程 が 盛 り 込 ま れ た 。 そ れ に よ っ て イ エ ズ ス 会 学 校 が 会 士

の 育 成 機 関 の 枠 を 超 え て ， 一 般 教 育 の 要 求 ， ひ い て は 国 家 の 中 核 を 担

う 人 材 の 育 成 に も 応 え る こ と が 可 能 と な っ た の で あ る 。  

第 2 点 は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 先 進 的 学 問 観 は ， イ エ ズ ス 会 教 育 の 停 滞 に

も か か わ ら ず ， 彼 の 教 科 書 か ら 学 ん だ 多 く の 学 徒 に よ っ て 継 承 さ れ ，
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デ カ ル ト の 世 代 を 経 て 近 代 科 学 の 成 立 に 寄 与 す る こ と に な っ た こ と で

あ る 。 イ エ ズ ス 会 は 三 十 年 戦 争 に よ る 財 政 危 機 と ， デ カ ル ト 哲 学 の 影

響 か ら 生 じ た 会 士 に 対 す る 学 問 追 究 の 制 限 に よ り ， 「 科 学 の 保 護 者 に

し て 教 育 者 」 の 地 位 を 失 っ て い く が ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 書 は 禁 書 目 録 の

対 象 と は な ら ず ， 彼 の 書 に 込 め ら れ た 先 進 的 な 学 問 観 と 数 学 観 は ， 次

世 代 に 伝 え ら れ た の で あ る 。  

第 3 点 は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 学 問 観 は ， 同 時 代 の 中 国 に も 宗 教 や 思 想 を

超 え て 伝 播 し ， 広 く 理 解 さ れ 受 容 さ れ て い っ た こ と で あ る 。 ク ラ ヴ ィ

ウ ス の 書 は ， 彼 か ら 直 接 学 ん だ イ エ ズ ス 会 士 で あ る マ テ オ ・ リ ッ チ に

よ っ て 中 国 に 伝 え ら れ て 漢 訳 さ れ ， 後 に 『 四 庫 全 書 』 に 納 め ら れ る ほ

ど 重 要 な 書 と 見 な さ れ た 。 漢 訳 書 は 中 国 古 来 の 算 術 の 価 値 を 再 認 識 さ

せ る と と も に ， 旧 来 の 中 国 算 術 の 不 足 を 補 っ て 再 構 成 さ せ る 契 機 を 提

供 し た 。  

 

序 説 註  

                                                   
１  J o h n  H .  B r o o k e ,  S c i e n c e  a n d  R e l i g i o n ,  N e w  Y o r k ,  1 9 9 1 ,  

p . 1 0 9 . “ J e s u i t  a s  p a t r o n s  a n d  t e a c h e r s  o f  s c i e n c e ” の 訳 .  

B r o o k e は イ エ ズ ス 会 の 数 学 的 諸 学 の 教 育 課 程 が 近 代 科 学 を 生 み 出 す

た め の 「 保 護 者 」 で あ り ， 科 学 者 を 育 成 に 貢 献 し た 「 教 育 者 」 で も あ っ た と

評 価 し て い る 。  

 
２  S o c i e t a t i s  I e s u ,  R a t i o  S t u d i o r u m ,  N e a p o l i s ,  1 5 9 9 .  （ コ ン  

プ ル セ ル 大 学 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ） 。 イ エ ズ ス 会 第 5 代 総 長 ク ラ ウ デ ィ

ウ ス ・ ア ク ア ヴ ィ ヴ ァ の も と で ， 1 5 年 の 策 定 作 業 を 経 て 完 成 し た 決 定 版 で

あ る 。 7 6 頁 に 大 学 学 芸 学 部 の 課 程 に 相 当 す る 上 級 コ レ ギ ウ ム の 数 学 的 諸

学 科 教 授 の 規 約 “ R e g u l a e  P r o f e s s o r i s  M a t h e m a t i c a e ” が 記 載 さ

れ て い る 。  

 
３  1 6 世 紀 に お い て M a t h e m a t i c a  は 近 代 の 意 味 で の 数 学 を 表 し て は い な  

い 。 M a t h e m a t i c a は 「 西 欧 的 伝 統 に お い て ， 長 年 ， 幾 何 学 と 算 術 と ， そ
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れ ら の 応 用 的 学 科 を 総 称 し た 学 問 名 で あ っ た 」 （ 佐 々 木 力 『 数 学 史 』 ， 岩

波 書 店 ， 2 0 1 0 年 ， 5 頁 参 照 ） 。 イ エ ズ ス 会 『 学 事 規 定 』 や ク ラ ヴ ィ ウ ス の 著

作 に 示 さ れ て い る 用 語 と 意 味 か ら ， 本 稿 で は ， M a t h e m a t i c a に は 「 数

学 的 諸 学 」 ， m a t h e m a t i c a e  d i s c i p l i n e に は 「 数 学 的 諸 学 科 」 の 訳 語

を 充 て る 。 特 に ， M a t h e m a t i c a 「 数 学 的 諸 学 」 の 中 で ， 後 に 純 粋 数 学 と

呼 ば れ る こ と に な る 幾 何 学 と 算 術 だ け を 範 疇 と し て 使 わ れ る 場 合 に 限 り

「 数 学 」 と 表 記 す る 。 ま た ， M a t h e m a t i c o s （ 数 学 的 ） が 使 用 さ れ て い

る 言 葉 は 数 学 的 原 理 や 数 学 的 概 念 ， 数 学 的 学 知 ， 数 学 観 と 表 す も の

と す る 。  

 
４  高 祖 敏 明 「 イ エ ズ ス 会 学 校 」 ， 上 智 大 学 中 世 思 想 研 究 所 ( 編 ) 『 ル ネ サ ン  

ス の 教 育 思 想 ( 下 ) 』 ， 東 洋 館 出 版 社 ， 1 9 8 6 年 ， 2 7 1 － 2 7 2 頁 参 照 。 高 祖

は 次 の よ う に 説 明 す る 。 「 イ エ ズ ス 会 学 校 と は ， カ ト リ ッ ク の 司 祭 修 道 会 の

ひ と つ イ エ ズ ス 会 S o c i e t a s  I e s u が ， お も に 青 少 年 男 子 の 教 育 を 目 的

と し て 管 理 運 営 し た 教 育 機 関 を 指 す 。 … … … し か し こ こ で は ， お も に 会 外

の 一 般 青 少 年 の 教 育 を 目 的 と し た 学 校 と 大 学 ， つ ま り 広 義 の コ レ ギ ウ ム を

中 心 に し て 考 察 す る 」 。 本 稿 で は 上 記 の 意 味 で 論 究 し ， 期 間 を 1 5 3 4 年 の

イ エ ズ ス 会 創 立 か ら ， W . バ ン ガ ー ト が 「 理 性 の 時 代 と の 対 峙 ( 1 6 8 7 -

1 7 5 7 年 ) 」 （ ウ イ リ ア ム ・ バ ン ガ ー ト ， 上 智 大 学 中 世 思 想 研 究 所 ( 監 修 )

『 イ エ ズ ス 会 の 歴 史 』 ， 原 書 房 ， 2 0 0 4 年 ， 3 3 7 - 4 3 9 頁 ） と 記 述 し た 1 6 8 7

年 以 前 ま で を 対 象 と す る 。  

 
５  D u m i n u c o , V i n c e n t ( e d ) , T h e  J e s u i t  R a t i o  S t u d i o r u m   

4 0 0 t h  A n n i v e r s a r y  P e r s p e c t i v e s ,  N e w  Y o r k ,  2 0 0 0 ，  

p . 2 2 3 . （ “ s p i r i t u a l  d e v e l o p m e n t ” の 訳 ） 。  

 
６  ウ イ リ ア ム ・ バ ン ガ ー ト ， 前 掲 書 ， 7 － 8 頁 参 照 。 バ ン ガ ー ト は 次 の よ う に  

「 霊 操 」 を 説 明 す る 。 「 生 き 方 の 選 定 に つ い て の ， あ る い は 道 が す で に 推

定 し て い る 人 の 場 合 は そ の い っ そ う の 聖 化 に つ い て の ， 重 要 な 決 断 に お

い て 頂 点 に 達 す る 目 的 意 識 を 特 徴 と し て ， そ の 人 が 御 稜 ( み い つ ) 威 の 神

に 仕 え る に あ た っ て 気 高 く 生 き ， 神 の 御 旨 を 忠 実 に 受 け 入 れ る こ と に 至 る

道 を 示 す も の で あ る 」 。   

 
７  A . I . ボ ロ デ ィ ー ン ， A . S . ブ ガ ー イ ( 共 著 ） ， 千 田 健 吾 ・ 山 崎 昇 （ 訳 ） 『 世 界  

数 学 者 人 名 辞 典 』 増 補 版 ， 大 竹 出 版 ， 2 0 0 4 年 ， 1 5 6 - 1 5 7 頁 。 ク ラ ヴ ィ ウ

ス の 業 績 は ， 主 に 算 術 に 関 す る も の が 多 く ， 彼 の 主 著 と し て 示 さ れ た 『 実

用 算 術 概 論 』 E p i t o m e  a r i t h m e t i c a e  p r a c t i c a e に 関 係 す る 内 容 で

あ る 。  

 
８  W a l t h e r  K i l l y ( e d . ) , L i t e r a t u r  l e x i k o n , G ü t e r s l o h ,  1 9 9 3 ,  
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p p . 4 2 9 - 4 3 0 . 「 C h r i s t o p h e r  C l a v i u s  1 5 3 8 年 バ ン ベ ル ク 生 ま れ ，

イ エ ズ ス 会 士 ， 教 育 者 ， 数 学 者 ， 天 文 学 者 。 1 5 5 5 年 入 会 ， コ イ ン ブ ラ 大

学 で 学 び ， 1 5 6 4 年 以 降 1 6 1 2 年 ロ ー マ で 没 す る ま で 天 文 学 と 数 学 を イ エ

ズ ス 会 で 教 え た 。 1 5 9 9 年 『 学 事 規 定 』 で 数 学 と ア リ ス ト テ レ ス の 自 然 哲 学

を 同 等 の 地 位 に 保 つ よ う に 気 遣 っ た 。 彼 の 天 文 学 と 数 学 の 著 作 は イ エ ズ

ス 会 学 校 の 標 準 教 科 書 と な っ た 。 」  

 
９  J a m e s  M .  L a t t i s ,  B e t w e e n  C o p e r n i c u s  a n d  G a l i l e o :   

C h r i s t o p h  C l a v i u s  a n d  t h e  C o l l a p s e  o f  P t o l e m a i c  

C o s m o l o g y ,  C h i c a g o  a n d  L o n d o n ,  1 9 9 4 ,  p . 7 .  

 
１ ０  I b i d . , p . 7 .   

 
１ １  D e n n i s  C .  S m o l a r s k i ,  T h e  J e s u i t  R a t i o  S t u d i o r u m ,   

C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  a n d  t h e  S t u d y  o f  M a t h e m a t i c a l  

S c i e n c e s  i n  U n i v e r s i t i e s ,  i n ,  S c i e n c e  i n  C o n t e x t  

1 5 ( 3 ) , 2 0 0 2 ,  p p . 4 4 7 - 4 5 7 ,  p . 4 4 7 .  

 
１ ２   P a u l  S c h w e t t z e r ,  A n  o v e r v i e w  o f  t h e  l i f e  a n d  w o r k  o f   

C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  i n ,  P r o c e e d i n g  o f  t h e  S y m p o s i u m  

o f  C h r i s t o p h  C l a v i u s ,  U n i v e r s i t y  o f  N o t r e - D a m e ,  2 0 0 5 ,  

p . 1 .  

 
１ ３   U g o  B a l d i n i ,  T h e  A c a d e m y  o f  M a t h e m a t i c s  o f  t h e   

C o l l e g i o  R o m a n o  f r o m  1 5 5 3  t o  1 6 1 2 ,  i n ,  F e i n g o l d ,  

M o r d e c h a i ( e d . ) ,  J e s u i t  S c i e n c e  a n d  t h e  R e p u b l i c  o f   

L e t t e r ,  L o n d o n ,  2 0 0 3 ,  p . 4 7 .  

 
１ ４   L a i r d , W . R . a n d  R o u x , S . ( e d s . ) ,  M e c h a n i c s  a n d  N a t u r a l   

P h i l o s o p h y  b e f o r e  t h e  S c i e n t i f i c  R e v o l u t i o n ,  D o r d r e c h t ,  

2 0 0 8 ,  p . 2 6 3 .  

 
１ ５  T h o m a s  H a d d a d ,  C h r i s t o p h  C l a v i u s , S . J .  O n  t h e  r e a l i t y  

o f  P t o l e m a i c  c o s m o l o g y :  e x s u p p o s i t i o n e  r e a s o n i n g  a n d  

t h e  p r o b l e m  o f  c o n t i n u i t y  o f  e a r l y  m o d e r n  n a t u r a l  

P h i l o s o p h y ,  i n ,  O r g a n o n  ,  4 1 ,  2 0 0 9 ,  p p . 1 9 5 - 2 0 4 ,  p . 1 9 5 .  

 
１ ６  安 大 玉 『 明 末 西 洋 科 学 東 伝 史 』 ， 知 泉 書 館 ， 2 0 0 7 年 ， 2 3 - 2 4 頁 。  
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第Ⅰ部  クラヴィウスとイエズス会教育  
 
序  

ク ラ ヴ ィ ウ ス が 中 心 と な っ て 創 り 上 げ た「 数 学 的 諸 学 」の 教 育 課 程 は ，

イ エ ズ ス 会 を 当 時 の 「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」 １ に 導 く 一 つ の 要 因

と な っ た 。し か し ，設 立 当 初 の イ エ ズ ス 会 は い か な る 教 育 機 関 も 保 有 し

て お ら ず ， 学 問 と 教 育 に つ い て は 否 定 的 で あ っ た 。 会 の 発 展 に 伴 っ て ，

入 会 者 の 教 育 と 宣 教 活 動 の た め の 教 育 機 関 を 必 要 と す る よ う に な り ，そ

の た め の 学 校 を 整 備 拡 充 し て い っ た 。さ ら に ，一 般 の 青 少 年 も 受 け 入 れ

る よ う に な っ て き た 。  

イ エ ズ ス 会 研 究 の 動 向 に つ い て 言 及 す れ ば ，同 会 の 学 校 の 隆 盛 に 関 し

て は 多 く の 研 究 が な さ れ て き た が ，し か し な ぜ「 数 学 的 諸 学 」教 育 を 行

う こ と が 必 要 で あ っ た の か と い う 問 題 に つ い て は 明 ら か に さ れ て い な

か っ た 。一 方 ，ク ラ ヴ ィ ウ ス 研 究 で は ，近 年 ，数 学 教 育 者 と し て の 再 評

価 が な さ れ て き た が ，し か し イ エ ズ ス 会 の 教 育 と の 関 連 に つ い て は ほ と

ん ど 明 ら か に さ れ て い な い 。  

第 Ⅰ 部 で は ，こ う し た 近 年 の ク ラ ヴ ィ ウ ス 研 究 の 知 見 に 基 づ き ，ク ラ

ヴ ィ ウ ス が イ エ ズ ス 会 の 教 育 に 与 え た 影 響 を 探 る 。そ の 際 ，既 存 の 科 学

史・数 学 史 の 研 究 で は 十 分 で な か っ た ，イ エ ズ ス 会 側 の 視 点 か ら 史 的 考

察 を 行 う 。  

第 1 章 で は ，イ エ ズ ス 会 史 よ り イ エ ズ ス 会 教 育 の 成 立 を ，そ し て ク ラ

ヴ ィ ウ ス の 教 科 書 よ り「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」で あ っ た イ エ ズ ス

会 教 育 の 方 向 性 を 探 る 。第 2 章 で は ，ク ラ ヴ ィ ウ ス の 意 見 が 大 き く 影 響

し た イ エ ズ ス 会『 学 事 規 定 』を 中 心 に ，イ エ ズ ス 会 教 育 の 隆 盛 に つ い て

探 る 。第 3 章 で は ，イ エ ズ ス 会 教 育 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ し た ガ リ レ オ と

ク ラ ヴ ィ ウ ス の 関 係 よ り ， イ エ ズ ス 会 教 育 の 限 界 を 探 る 。 第 4 章 で は ，
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ク ラ ヴ ィ ウ ス の 「 知 的 遺 言 」 ２ が ， イ エ ズ ス 会 学 校 で 学 ん だ デ カ ル ト に

よ っ て 履 行 さ れ た こ と よ り ， イ エ ズ ス 会 教 育 の 波 及 に つ い て 探 る 。  

 

第 1 章  
クラヴィウスの示したイエズス会教育の方向性  

  

本 章 で は ，ク ラ ヴ ィ ウ ス の「 数 学 的 諸 学 」に 対 す る と ら え 方 と 時 代 背

景 に つ い て 概 観 す る 。そ し て ，イ エ ズ ス 会 教 育 の 特 徴 ，お よ び イ エ ズ ス

会 が 「 数 学 的 諸 学 」 教 育 を 採 り 上 げ る に 至 っ た 理 由 に つ い て 考 察 す る 。

こ の 二 つ の 考 察 を も と に ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が 示 し た イ エ ズ ス 会 学 校 の「 数

学 的 諸 学 」 教 育 を ど の よ う に 導 こ う と し た か に つ い て 論 及 す る 。  

 

第 1 節  クラヴィウスの数学観  

(1) ク ラ ヴ ィ ウ ス の 「 数 学 的 諸 学 」 の 修 学  

 ク ラ ヴ ィ ウ ス が 1 5 3 8 年  3 月 2 5 日 に ド イ ツ の バ ン ベ ル ク で 生 ま れ た こ

と は ，地 元 の 教 会 の 記 録 に 残 っ て い る 。そ れ 以 後 ， 1 5 5 5 年 に イ エ ズ ス 会

に 入 会 し ， 1 5 5 6 年 か ら 1 5 6 0 年 に ポ ル ト ガ ル の コ イ ン ブ ラ 大 学 で 学 ん だ

こ と は イ エ ズ ス 会 の 記 録 に あ る ３ 。  

 ク ラ ヴ ィ ウ ス が 入 会 し た 1 5 5 5 年 ，教 皇 パ ウ ル ス 4 世 と ス ペ イ ン 王 フ ェ

リ ペ 2 世 の 間 に 緊 張 関 係 が 生 じ て い た た め ， ロ ー マ の 地 で 入 会 者 の 教 育

を 行 う こ と が 困 難 で あ っ た ４ 。 そ の た め ， 多 く の 入 会 者 が 教 育 を 受 け る

た め に 各 地 に 派 遣 さ れ ， そ の 中 で ク ラ ヴ ィ ウ ス は ， 由 緒 あ る ポ ル ト ガ ル

の コ イ ン ブ ラ 大 学 に 入 学 す る の で あ っ た 。  

コ イ ン ブ ラ 大 学 で は ，ペ ド ロ ･ヌ ネ シ ュ（ P e d r o  N u n e s ,  1 5 0 2－ 1 5 7 8 年 ）

か ら ，ギ リ シ ャ 数 学 の 講 義 を 受 け た 。ペ ド ロ ･ヌ ネ シ ュ は 大 航 海 時 代 に 重

要 で あ っ た 航 海 技 術 へ の 貢 献 で 知 ら れ て い る 。 ま た ， ペ ド ロ ・ ヌ ネ シ ュ
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は ， 複 式 簿 記 に 関 す る 文 献 を 最 初 に 記 し 「 会 計 の 父 」 と 呼 ば れ て い る ル

カ ・ パ チ ョ ー リ ( L u c a  P a c i o l i， 1 4 4 5 - 1 5 1 4 年 )の 影 響 も 受 け て い る ５ 。  

 ク ラ ヴ ィ ウ ス が コ イ ン ブ ラ 大 学 で 数 学 を 学 ぶ 機 会 を 得 た の は ， 二 つ の

意 味 で 偶 然 で あ り ， か つ 幸 運 で あ っ た 。 一 つ は ， そ も そ も 当 時 の 大 学 で

「 数 学 的 諸 学 」 は あ ま り 重 要 な 教 科 と し て 見 な さ れ ず ， 高 名 な 教 授 が 少

な い 中 で ， 現 在 に も 名 が 伝 わ っ て い る ヌ ネ シ ュ か ら 高 度 な ギ リ シ ャ 数 学

の 講 義 を 受 け た こ と で あ る 。     

当 時 の 大 学 は 危 機 と も 言 え る 状 況 に あ っ た 。 中 世 の 大 学 は ， 「 自 由 学

芸 」 を 扱 う 学 芸 学 部 の 上 に ， 神 学 部 ， 法 学 部 ， 医 学 部 が 存 在 し て い た 。

神 学 部 ， 法 学 部 ， 医 学 部 に 進 む に は ， 学 芸 学 部 を 経 る 必 要 が あ っ た 。 1 3

世 紀 に は ， キ リ ス ト 教 的 ア リ ス ト テ レ ス 主 義 的 な ギ リ シ ャ 古 典 が ラ テ ン

語 に 翻 訳 さ れ ， そ の 書 は 大 学 で 学 ば れ た 。 「 自 然 哲 学 と 理 性 を 代 表 し て

い る 学 芸 学 部 と ， 神 学 と 啓 示 を 代 表 し て い る 神 学 部 と の 間 で 学 科 上 の 或

る 種 の 緊 張 ， 困 難 が 生 じ た が ， そ れ に も か か わ ら ず 学 芸 学 部 の 教 師 た ち

も 神 学 者 た ち と 同 じ よ う に ア リ ス ト テ レ ス の 自 然 哲 学 の 到 来 を 歓 迎 し

た 。 彼 ら は そ れ を 上 級 教 育 の た め の カ リ キ ュ ラ ム の 基 礎 づ け と す る こ と

に よ っ て 認 め た 」 ６ の で あ る 。  

当 時 の 状 況 に つ い て ， 吉 田 は 「 中 世 末 期 の 大 学 は ， 古 典 学 部 の 一 部 を

除 い て ， 文 芸 復 興 の 運 動 の 埒 外 に 置 か れ ， … … ス コ ラ 哲 学 の 伝 統 の 中 で

安 逸 に 過 ご し ， こ れ に 反 す る よ う な 審 美 的 ， 批 判 的 ， な い し 実 験 的 ， 科

学 的 な 新 し い 学 問 の 方 法 を 無 視 し ， あ る い は 公 然 と 排 斥 し た 」 ７ と 記 述

し て い る 。 リ ー ゼ ン フ ー バ ー は ， 「 学 派 と 学 閥 の 成 立 ， 思 弁 的 学 問 の 停

滞 ， ま た 後 期 ス コ ラ 学 派 の 不 毛 な 論 理 化 と 唯 名 論 の 発 展 」 ８ が 大 学 の 危

機 に 繋 が っ た と 述 べ て い る 。  

 F .カ ジ ョ リ は 「 算 術 は ， そ れ 自 身 の た め に も 学 ば れ ず ， ま た 精 神 陶 冶
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上 の 価 値 あ る も の と し て も 学 習 さ れ な か っ た 。 そ し て こ れ を 学 ぶ 者 は ，

単 に 商 人 階 級 だ け で ， そ れ も 算 術 の 法 則 に 関 す る 知 識 か ら ， 物 質 上 の 利

益 を 得 る た め に 習 っ た の で あ る 」 「 す ぐ れ た 学 者 は ， 群 小 の 数 学 者 の 算

術 書 の 著 作 を 指 導 し 感 化 す る こ と を し な か っ た 」 と 記 し て い る ９ 。 幾 何

学 に つ い て も ， カ リ キ ュ ラ ム か ら 外 さ れ る こ と は な い も の の ， 単 位 を と

る た め の 必 要 性 か ら の み 最 小 限 学 ば れ た だ け で あ っ た 。  

 二 つ は ， コ イ ン ブ ラ が 大 航 海 時 代 に 関 わ る ポ ル ト ガ ル の 学 問 の 中 心 地

で あ り ， イ ス ラ ム と の 関 係 も 深 い 地 で あ っ た こ と で あ る 。 そ の た め ， 航

海 や 交 易 に 関 わ っ て ， 航 海 術 ， 天 体 観 測 術 を は じ め ， 軍 事 や 商 業 に 用 い

ら れ る 「 実 用 算 術 」 が 盛 ん で あ っ た 。  

こ の 地 で は ， イ ス ラ ム よ り 伝 わ っ た 「 幾 何 学 」 や 「 天 文 学 」 に 加 え ，

大 学 と は 別 の 所 で 研 究 さ れ て い た 「 商 用 算 術 」 や 「 代 数 」 も 学 ぶ こ と が

で き た 。 彼 の 学 ん だ 「 商 用 算 術 」 は ， 四 則 計 算 と 比 例 按 分 を 主 と す る 応

用 問 題 の 解 法 が 中 心 で あ る 。 解 き 方 中 心 の 「 行 動 知 識 」 が 求 め ら れ た 。

こ れ は ，「 教 養 知 識 」 １ ０ を 求 め る「 自 由 学 芸 」と は 相 容 れ な い も の で あ

る 。   

た だ し ， イ タ リ ア で 発 達 し ， 多 く の 実 業 学 校 で 学 ば れ て い た こ の 「 商

用 算 術 」も 1 6 世 紀 に は 衰 退 し て い た 。カ ジ ョ リ は そ の 原 因 と し て ，「 １

６ 世 紀 に は ， 算 術 書 が ， 問 答 法 の 形 式 で 書 か れ た 。 1 7 世 紀 に な る と ， 英

国 ， ド イ ツ で は ， こ の 方 法 が か な り 一 般 的 な 事 で あ っ た 。 … … … 質 問 は

生 徒 の 注 意 を 引 き ， 生 徒 が 新 し い 知 識 を 受 け 入 れ る 準 備 を 促 す も の で あ

る 。 し か し 残 念 な こ と に ， そ の 質 問 は い つ で も ， ど の よ う に 解 く か で あ

り ， 決 し て な ぜ そ う す る の か を 示 す も の で は な か っ た 。 … … … 算 術 は ま

す ま す ，む な し い 法 則 集 に 零 落 し た 」 １ １ と ，「 商 用 算 術 」が 答 え を 出 す

こ と だ け に 特 化 し ，学 問 的・教 育 的 に 顧 み ら れ る こ と は な く な っ て い た 。 
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ク ラ ヴ ィ ウ ス は 後 に ， 答 え を 出 す こ と に 特 化 し た 「 商 用 算 術 」 書 で は

な く ，学 問 的 ・ 教 育 的 に 価 値 あ る「 実 用 算 術 」の 教 科 書 を 執 筆 し て い る 。

ク ラ ヴ ィ ウ ス は ， こ の 地 で 「 実 用 的 な 学 問 」 に 供 す る こ と が で き る 「 算

術 」 を ， ヌ ネ シ ュ か ら 確 実 に 学 ん で い た と 考 え ら れ る 。  

1 6 世 紀 は 「 大 学 」 に も 「 商 用 算 術 」 に も 展 望 が 見 え な か っ た 。 実 に ，

不 毛 な 時 期 に ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は 当 時 の 最 高 水 準 の 「 数 学 的 諸 学 」 の 学 問

を 学 ぶ 機 会 を 得 た の で あ っ た 。 そ れ 故 ， 本 当 に 稀 な 存 在 と し て ， イ エ ズ

ス 会 を「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」に す る 動 機 と 能 力 を ク ラ ヴ ィ ウ ス

は 持 っ て い た の で あ っ た 。   

 ク ラ ヴ ィ ウ ス は ， コ イ ン ブ ラ 大 学 で 学 芸 課 程 を 修 了 し ， 続 い て 1 5 6 1

年 に ロ ー マ 学 院 の 神 学 課 程 で 学 び ， 修 了 後 1 5 6 4 年 に は 司 祭 に 叙 品 さ れ

る 。 そ し て 1 5 6 7 年 か ら 1 6 1 2 年 ま で ， イ エ ズ ス 会 学 校 の 中 核 機 関 で あ る

ロ ー マ 学 院 の 「 数 学 的 諸 学 」 の 教 授 を 終 生 務 め た の で あ る 。  

 

( 2 )  ク ラ ヴ ィ ウ ス の 「 数 学 的 諸 学 」 に 対 す る 態 度  

 D .ス モ ラ ス キ ー は ，1 5 7 4 年 に ク ラ ヴ ィ ウ ス が 発 刊 し た エ ウ ク レ イ デ ス

『 原 論 』 の 注 釈 書 に つ い て 次 の よ う に 述 べ て い る 。 「 こ れ は ， 単 に エ ウ

ク レ イ デ ス の 著 作 の 翻 訳 だ け で な く ，エ ウ ク レ イ デ ス の 公 理 論 に 関 す る ，

後 の 多 く の 編 集 者 や 解 説 者 の 注 釈 や ク ラ ヴ ィ ウ ス 自 身 の 説 明 や 注 釈 を も

含 ん だ 教 科 書 で あ っ た 」 １ ２ 。彼 の エ ウ ク レ イ デ ス『 原 論 』の 注 釈 書 は 多

く の 版 が ， 最 新 の 研 究 で 絶 え ず 更 新 さ れ 発 刊 さ れ て き た こ と が 明 ら か に

な っ た 。彼 の 注 釈 書（ E u c l i d i s  E l e m e n t o r u m  L i b r i  X V，1 5 7 4、1 5 8 0，1 5 8 9，

1 6 0 7， 1 6 1 2）は ，没 後 の 1 6 2 7 年 ， 1 6 5 5 年 ， 1 7 3 8 年 版 も 確 認 さ れ て い る 。 

ク ラ ヴ ィ ウ ス 注 釈 の 『 原 論 』 の 時 代 的 な 価 値 と し て ， 「 新 プ ラ ト ン 主

義 的 認 識 論 の 観 点 か ら 数 学 の 学 習 を 鼓 舞 し た プ ロ ク ロ ス に よ る 『 原 論 』
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第 一 巻 へ の 註 釈 書 が ラ テ ン 語 に 翻 訳 さ れ て 紹 介 さ れ た 時 で あ り （ 1 5 6 0

年 ），こ の 著 作 の 思 想 は『 原 論 』の 第 二 版（ 1 5 8 9 年 ）に 取 り こ ま れ た 。」

１ ３ と 佐 々 木 は 述 べ ，イ エ ズ ス 会 の 中 核 思 想 で あ る ア リ ス ト テ レ ス 主 義 に

対 す る ク ラ ヴ ィ ウ ス の と ら え 方 に つ い て 言 及 し て い る 。  

諸 学 の 学 問 的 「 確 実 性 」 を 保 証 す る た め の 「 論 証 」 と し て ， 「 数 学 的

証 明 」 を 採 用 す る 「 新 プ ラ ト ン 主 義 的 認 識 論 の 観 点 」 の 考 え 方 を ， ク ラ

ヴ ィ ウ ス は イ エ ズ ス 会 学 院 で 使 わ れ る 「 幾 何 学 」 の 教 科 書 に 込 め た の で

あ る 。ク ラ ヴ ィ ウ ス の 1 5 8 9 年 版 に 込 め た 考 え 方 は ，一 つ の 彼 の 著 作 の 中

だ け で は な い 。 ス モ ラ ス キ ー が 「 ク ラ ヴ ィ ウ ス の 名 前 は 『 学 事 規 定 』 素

案 に 対 し て 提 案 し た 大 変 詳 細 な 質 問 書 と と も に 見 い 出 せ る 」 １ ４ と 記 し

て い る よ う に ，ク ラ ヴ ィ ウ ス は 自 ら の 考 え 方 を イ エ ズ ス 会 教 育 の 基 本 を

示 す『 学 事 規 定 』に も 反 映 さ れ る こ と を 望 ん だ の で あ る 。つ ま り ，彼 は

自 然 哲 学 に 対 す る 「 数 学 公 理 論 」 の 「 数 学 的 証 明 」 の 有 効 性 を 主 張 し ，

ア リ ス ト テ レ ス 主 義 が 中 核 と な っ て い る イ エ ズ ス 会 に お い て ， 真 逆 の 思

想 を ，彼 は 会 の 教 育 に つ い て 記 す『 学 事 規 定 』に 位 置 づ け よ う と し た の

で あ る 。  

 「 数 学 的 証 明 」 は ， 1 2 世 紀 ル ネ サ ン ス 以 降 ，「 論 証 」 の 主 役 か ら 退 け

ら れ て い た 。 1 6 世 紀 に は ，「 数 学 的 証 明 」 の 有 効 性 を ル ネ サ ン ス 期 に 研

究 が 進 ん だ 新 プ ラ ト ン 主 義 に よ る 裏 付 け で 理 論 武 装 し 「 論 証 」 の 有 効 な

手 段 と し て 復 活 さ せ よ う と し た 試 み が あ っ た 。ク ラ ヴ ィ ウ ス の 意 見 書 も ，

そ の 延 長 線 に あ る 試 み で あ っ た が ， 彼 は ア リ ス ト テ レ ス 主 義 を 採 用 す る

イ エ ズ ス 会 の 方 針 と の 対 立 を 避 け な が ら も ，「 数 学 」の 学 問 と し て の「 確

実 性 」 に つ い て 主 張 し て い た の で あ る 。  

 し か し ， 例 え 「 数 学 」 の 学 問 的 「 確 実 性 」 が 示 さ れ た と し て も ， そ の

こ と だ け で「 数 学 的 諸 学 」が 重 視 さ れ ，結 果 と し て イ エ ズ ス 会 が「 科 学
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の 保 護 者 に し て 教 育 者 」と い う 地 位 を 得 た 理 由 と は 結 び つ か な い 。し か

も ， こ の 「 数 学 的 諸 学 」 は イ エ ズ ス 会 教 育 の 中 核 で あ る 「 霊 的 成 長 」

と は 全 く 異 な る も の で あ る 。  

 

第 2 節  イエズス会教育の特徴  

( 1 )  イ エ ズ ス 会 教 育 隆 盛 の 内 的 要 因  

 「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」と し て 評 価 さ れ て い る イ エ ズ ス 会 の 教

育 に つ い て ，イ エ ズ ス 会 の 立 場 か ら 見 た 歴 史 的 事 実 を ，次 の 文 献 に よ っ

て 確 認 す る 。  

イ エ ズ ス 会 の『 学 事 規 定 』制 定 4 0 0 年 を 記 念 し て ま と め ら れ た 書 T h e  

J e s u i t  R a t i o  S t u d i o r u m  –  4 0 0 t h  A n n i v e r s a r y  P e r s p e c t i v e s １ ５ に は ，

イ エ ズ ス 会 が 教 育 に 携 わ る よ う に な っ た 理 由 が 次 の よ う に 記 載 さ れ て

い る １ ６ 。 （ 数 字 は 項 目 番 号 で あ る ）  

 ( 1 8 4 )  ・ イ エ ズ ス 会 本 来 の 目 的 に 教 育 は 含 ま れ て い な か っ た 。  

( 1 8 5 )  ・イ エ ズ ス 会 は 宣 教 の た め の 効 果 的 手 段 と し て 教 育 に 携 わ る

よ う に な っ た 。  

       ・イ エ ズ ス 会 学 校 は 会 員 の た め に 開 設 さ れ た が ，地 域 の 要 請

に よ っ て 一 般 に 開 放 さ れ た 。  

       ・イ エ ズ ス 会 は 教 育 が「 霊 的 成 長 」に ふ さ わ し い 手 段 と 認 識

し ，さ ら に 宗 教 改 革 に 対 抗 す る 効 果 的 手 段 で あ る と 認 識 し

た 。  

  ・イ エ ズ ス 会 学 校 が 画 期 的 で あ っ た の は ，教 育 内 容 を 古 典 学

１ ７ の 分 野 に ま で 広 げ た こ と と ，学 校 の 管 理 ･運 営 に ま で 拡

大 し た 点 で あ る 。  

( 1 8 7 )  ・イ エ ズ ス 会 の 教 育 の 重 要 事 項 は ，古 典 学 の 強 調 と ，こ の 学
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習 の 上 に 立 っ た 哲 学 ・ 神 学 を 能 動 的 に 学 ぶ こ と で あ っ た 。 

・ イ エ ズ ス 会 学 校 は 無 償 で あ っ た 。  

( 1 8 8 )  ・ イ エ ズ ス 会 の『 学 事 規 定 』は ，実 際 に 教 育 に 携 わ っ て い る

人 々 の 具 体 的 経 験 に 基 づ い て 修 正 さ れ ， 定 め ら れ た 。  

( 1 8 9 )・ イ エ ズ ス 会 員 す べ て が 教 育 に 関 わ る こ と に 同 意 し た の で は  

な か っ た 。  

( 1 9 3 )・ イ エ ズ ス 会 の 『 学 事 規 定 』 に よ る 教 育 体 系 は ， 世 界 史 上 最  

初 の も の で あ っ た 。  

こ れ ら の 記 述 は ， イ エ ズ ス 会 本 来 の 目 的 に は 教 育 が 入 っ て い な か っ

た 。し か し 宣 教 の た め の 有 効 な 手 段 と し て ，ま た プ ロ テ ス タ ン ト へ の 対

抗 手 段 と し て ，教 育 が 採 用 さ れ た こ と を 示 し て い る 。し か し ，会 と し て

は ，教 育 は 二 義 的 な も の で あ り ，教 育 に つ い て 会 全 体 の 考 え 方 が 一 致 し

て い た わ け で は な か っ た 。た だ し ，『 学 事 規 定 』に よ る 教 育 体 系 は「 世

界 史 上 最 初 の も の 」と 自 負 す る ほ ど 卓 越 し た も の で あ っ た 。イ エ ズ ス 会

の 発 展 の た め に は ，『 学 事 規 定 』の 体 系 は 必 要 な も の で あ っ た こ と も 示

し て い る 。  

( 1 8 5 )の 第 2 項 は ， イ エ ズ ス 会 の 学 校 が 宗 教 学 校 だ け で は な い こ と を

意 味 し て い る 。 ( 1 8 7 )の 第 2 項 は ， 一 般 学 生 も 無 償 で 教 育 を 受 け ら れ る

こ と を 意 味 し て い る 。宗 教 学 校 で あ る 修 道 院 学 校 や 大 聖 堂 附 属 学 校 な ら

無 償 で あ っ て も ，寄 進 に よ っ て 学 校 の 資 金 面・運 営 面 と も 大 き な 問 題 は

生 じ な い 。し か し ，イ エ ズ ス 会 の 学 校 は ，設 立 母 体 に 外 部 機 関 が 存 在 し ，

か つ 一 般 学 生 も 受 け 入 れ る 学 校 で あ る の で ，無 償 で あ っ て は 資 金 面・運

営 面 と も に 大 き な 問 題 を 生 じ て く る １ ８ 。  

 ( 1 8 7 )の 第 1 項 に は 二 つ の 注 目 点 が あ る 。 一 つ 目 は 「 古 典 学 」 の 強 調

で あ る 。こ れ は ，「 三 学 」で あ る 文 法 学 ・ 論 理 学 ・ 修 辞 学 の 重 視 で あ る 。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E6%B3%95%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%AB%96%E7%90%86%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BF%AE%E8%BE%9E%E5%AD%A6
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そ れ は ま た ，「 四 科 」 で あ る 幾 何 学 ・ 算 術 ・ 天 文 学 ・ 音 楽 が 重 視 さ れ な

い こ と で も あ る 。イ エ ズ ス 会 の 教 育 で ，当 時 の 他 の 教 育 機 関 と 比 べ ，特

に 評 価 の 高 い の が 「 四 科 」 の 「 数 学 的 諸 学 」 教 育 で あ り ，「 古 典 学 」 の

強 調 に 合 致 し な い 。 二 つ 目 は 「 能 動 的 に 学 ぶ 」 と い う 教 育 方 針 で あ る 。

と こ ろ が ，そ れ は 宗 教 的 方 針 と し て イ エ ズ ス 会 が 求 め る 完 全 な る「 受 容 」

と 反 し て い た 。こ の デ ィ レ ン マ は ，後 の「 ガ リ レ オ 裁 判 」時 に 大 き な 問

題 と な る 。  

 

( 2 )  イ エ ズ ス 会 教 育 隆 盛 の 宗 教 的 要 因  

 前 節 の 内 的 要 因 で あ る ，イ エ ズ ス 会 教 育 の 中 核 を 成 す「 古 典 学 」と「 無

償 」か ら だ け で は ，「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」と し て 評 価 さ れ て い

る イ エ ズ ス 会 教 育 の 隆 盛 は 説 明 で き な い 。  

 外 的 要 因 と し て 先 ず 考 え な け れ ば な ら な い の が ，イ エ ズ ス 会 成 立 期 と

重 な る ，ト リ エ ン ト 公 会 議 ( 1 5 4 5 - 1 5 6 3 年 )に お け る 対 プ ロ テ ス タ ン ト 政

策 で あ ろ う 。 ト リ エ ン ト 公 会 議 に お け る プ ロ テ ス タ ン ト 教 義 の 否 定 は ，

カ ト リ ッ ク 教 義 の 再 確 認 と ， 教 会 の 自 己 改 革 へ と 展 開 し て い っ た 。 プ ロ

テ ス タ ン ト の 聖 書 主 義 に 対 し て は ， 聖 書 と ロ ー マ 教 会 の 伝 統 を 同 じ 価 値

の も の と し ， 伝 統 に 基 づ い た 教 会 が 唯 一 の 聖 書 解 釈 者 だ と 宣 言 し た １ ９ 。

こ れ は 「 聖 書 お よ び 聖 伝 の 意 味 を 判 断 す る 権 限 は 教 会 当 局 に あ っ て い か

な る 個 人 に も な い 」 と す る 原 則 で あ り ， 後 に ガ リ レ オ 裁 判 時 に 大 き な 問

題 と な る 項 目 で あ っ た ２ ０ 。そ し て ，教 会 改 革 に 関 連 し て 司 教 の 定 住 ，司

祭 の 養 成 機 構 の 充 実 な ど 聖 職 者 の 世 俗 化 を 防 止 す る 対 策 が 決 定 さ れ た 。  

 こ の ト リ エ ン ト 公 会 議 に お け る カ ト リ ッ ク の 原 理 化 は ， 思 想 ・ 教 育 の

面 で も 大 き な 変 化 を 生 じ さ せ た 。 ト リ エ ン ト 公 会 議 以 前 の カ ト リ ッ ク 教

会 に は ， 特 別 な 任 務 に 携 わ る 司 祭 を 訓 練 す る こ と に 関 し て 明 確 な 規 定 も

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%BE%E4%BD%95%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AE%97%E8%A1%93
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E6%96%87%E5%AD%A6
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9F%B3%E6%A5%BD


36 

 

な く ， さ ら に 神 学 教 育 以 外 の 教 育 に 関 し て は 全 体 の 教 育 体 系 に 考 慮 が さ

れ て こ な か っ た の で あ る 。  

こ の こ と が 宗 教 改 革 に ど の よ う に 関 連 す る か に つ い て ， P .ジ ョ ン ソ ン

は ， 1 5 世 紀 に「 裕 福 な 都 市 の 住 民 が 聖 職 者 の 体 制 か ら は み だ し た 学 校 に

寄 付 を し 始 め た 」こ と に よ り 教 会 に よ る 学 校 教 育 の 独 占 が 浸 食 さ れ ，「 一

般 信 徒 が す べ て の 教 育 段 階 で ， 教 育 の 分 野 に 決 定 的 に 入 っ て き た 」 と 述

べ て い る 。 さ ら に ， 「 聖 職 者 重 視 が 学 問 や 真 実 の 障 害 に な る こ と が 示 さ

れ て ， 宗 教 改 革 に さ ら に 火 が つ い た 」 と 記 し ， 教 育 目 的 と 教 育 対 象 の 変

化 に よ り ， 中 世 の 修 道 会 に よ る 教 育 の 限 界 を 挙 げ て い る ２ １ 。  

続 け て ， 1 6 世 紀 に「 教 育 を 受 け た 若 者 が ロ ー マ ・ カ ト リ ッ ク に 背 を 向

け る 傾 向 が し だ い に 増 し て き た 。 そ れ に ま た ， プ ロ テ ス タ ン ト の 社 会 は

資 産 全 体 か ら 見 て は る か に 大 き い 割 合 の も の を 教 育 に つ ぎ 込 ん で い た 。

修 道 院 の 解 散 に よ っ て 手 に 入 っ た 基 金 の 多 く が グ ラ マ ー ス ク ー ル や 大 学

に 割 り 当 て ら れ た の で あ る 」２ ２ と ，地 域 の 初 級 学 校 か ら ，神 学 科 を 頂 点

に も つ 大 学 ま で す べ て に 及 ん だ カ ト リ ッ ク 教 育 の 危 機 を 記 し て い る 。 こ

の 危 機 に 対 処 す る に は ， 単 に 聖 職 者 養 成 の 神 学 校 の 整 備 に 留 ま ら ず ， 初

等 教 育 か ら 大 学 教 育 ま で の 一 貫 教 育 体 制 の 構 築 が 必 要 と な っ て い た 。  

 イ エ ズ ス 会 は ， そ の 一 貫 教 育 体 制 の 構 築 を め ざ し ， そ れ ま で 宗 教 教 育

に 留 ま っ て い た こ と を 転 換 し ， 世 俗 教 育 や 大 学 教 育 も 含 め た 対 象 に ま で

広 げ た 。 世 俗 教 育 や 大 学 教 育 に 対 処 す る た め に 必 要 な こ と の 一 つ は ， 教

師 を 含 め た 教 育 課 程 の 整 備 で あ っ た 。  

 イ エ ズ ス 会 の 教 育 の 方 向 性 に つ い て ， 次 の 一 文 が よ く 示 し て い る 。  

   「 文 法 ， 古 典 学 ， そ し て キ リ ス ト 教 精 神 を 学 ぶ 学 校 ， 学 費 な し 」  

（ Sc h o l a  d i  g r a m m a t i c a ,  d’ h u m a n i t a  e  d o t t r i n a  c r i s t i a n a，  

g r a t i s） ２ ３  
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こ れ は ，イ グ ナ テ ィ ウ ス が イ エ ズ ス 会 の 学 校 の モ デ ル に し よ う と し た ，

1 5 5 1 年 に 開 設 さ れ た ロ ー マ 学 院 の 建 物 に 掲 げ ら れ た 銘 文 で あ る 。こ の 銘

文 は ， イ エ ズ ス 会 の 学 校 は 第 一 に 「 古 典 学 」 の 学 習 で あ り ， そ の 学 習 に

よ っ て 深 く キ リ ス ト 教 精 神 を 学 ぶ 学 校 で あ る こ と を 表 し て い る 。 こ れ は

一 般 教 養 の 習 得 と 教 育 の 無 償 化 と い う ， 近 代 教 育 に 結 び つ く 要 素 で も あ

っ た 。  

 ロ ー マ 学 院 設 立 よ り 前 の 1 5 4 8 年 に 開 校 し た ，イ エ ズ ス 会 最 初 の 本 格 的

な 対 外 的 学 校 で あ る メ ッ シ ー ナ 学 院 の 上 級 課 程 は ， 四 年 課 程 の 哲 学 ・ 自

由 学 芸 コ ー ス で あ っ た 。こ の 課 程 の 学 生 は ，論 理 学 ，自 然 哲 学 ，倫 理 学 ，

形 而 上 学 ， そ れ に 「 数 学 的 諸 学 」 を 専 攻 し た 。 そ の ね ら い と す る と こ ろ

は ，雄 弁 の 中 身 を 形 成 す べ き 知 恵 “ sa p i e n t i a” と 知 識 ” sc i e n t i a” の 習

得 で あ っ た ２ ４ 。  

 イ エ ズ ス 会 は ， 会 の 思 想 的 な 中 心 で あ る ア リ ス ト テ レ ス 主 義 の 論 理 に

絶 対 の 自 信 が あ り ， 無 批 判 な 服 従 で な く ， 学 び 理 解 し た 上 で の 服 従 を 求

め た の で あ ろ う 。 そ れ が ， 会 の 中 核 思 想 と 矛 盾 す る 数 学 的 な 論 理 を 学 ぶ

こ と を ， 重 視 し な い ま で も 許 容 し た 理 由 の 一 つ と 考 え ら れ る 。  

 実 際 に ， ア リ ス ト テ レ ス 哲 学 と 「 三 学 」 の 学 習 が 重 視 さ れ た イ エ ズ ス

会 教 育 の 中 に ， 「 数 学 的 諸 学 」 が 入 り 込 む 必 然 性 は ほ と ん ど な い 。 田 中

は ， イ グ ナ テ ィ ウ ス が 「 会 の 目 的 に 反 し な い か ぎ り に お い て 数 学 を 教 え

る こ と を 許 可 し た の は ， イ タ リ ア 諸 大 学 に お け る 新 プ ラ ト ン 主 義 的 自 然

科 学 の 発 展 に 刺 激 さ れ て の こ と だ っ た 」２ ５ と 記 し た よ う に ，イ エ ズ ス 会

と し て ， 「 数 学 （ 幾 何 と 算 術 ） 」 を 教 え る 意 義 に つ い て ， そ れ ほ ど 明 確

な 教 育 理 念 を 持 っ て い た わ け で は な か っ た の で あ る 。  
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( 3 )  イ エ ズ ス 会 教 育 隆 盛 の 非 宗 教 的 要 因  

 前 項 で は ， 宗 教 面 ， 対 プ ロ テ ス タ ン ト 政 策 か ら ， イ エ ズ ス 会 の 教 育

を 考 察 し た が ，そ れ で も「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」と し て 評 価 さ れ

て い る イ エ ズ ス 会 の 教 育 の 隆 盛 は 説 明 で き な い 。  

 1 6 世 紀 末 に お け る イ エ ズ ス 会 の 学 校 は ，近 代 公 教 育 の 原 点 と も 称 さ れ

る ほ ど 革 新 的 な も の で あ っ た 。 そ れ は ， 前 述 し た 「 一 般 教 養 の 習 得 と 教

育 の 無 償 化 」 と い う 設 立 趣 旨 に 示 さ れ て い る 。  

 教 育 の 無 償 化 は ， 修 道 院 で の 教 育 で は 当 た り 前 で あ る が ， 一 般 教 育 で

は 教 育 財 政 の 問 題 を 生 む 。  

イ エ ズ ス 会 初 期 に 作 成 さ れ た 『 会 憲 』 ・ 諸 規 則 に お い て ， 経 済 基 盤 を

移 管 す る 取 り 決 め が あ り ， そ の 中 の 教 育 関 係 に つ い て 以 下 の 記 述 が あ る

２ ６ 。  

①  寄 進 さ れ た コ レ ジ オ 等 の 所 有 権 は そ れ ぞ れ の 機 関 に あ り ， イ

エ ズ ス 会 は 管 理 監 督 権 を 持 つ の に 留 ま る 。  

②  コ レ ジ オ は 原 則 と し て ， 喜 捨 を 求 め る こ と が 禁 じ ら れ た が ，

財 源 不 足 の 時 に は 容 認 さ れ た 。  

③  コ レ ジ オ 等 の 設 立 者 等 の 大 口 寄 付 者 に 対 し て は ， 特 別 な ミ サ

を 挙 行 す る よ う 指 示 が な さ れ た 。  

こ れ ら が 意 味 す る と こ ろ は ， 教 会 や イ エ ズ ス 会 自 体 の 要 求 で は な く ，

カ ト リ ッ ク の 領 主 ・ 諸 侯 の 要 求 に 応 じ て 教 育 事 業 を 提 供 す る こ と を 認 め

る こ と で あ っ た 。 カ ト リ ッ ク の 領 主 ・ 諸 侯 に と っ て ， 教 育 機 関 を 設 立 し

そ れ を 適 切 に 経 営 し た い な ら ， イ エ ズ ス 会 に 申 し 込 み ， 資 金 と 建 物 を 提

供 し た 上 で ， イ エ ズ ス 会 か ら 訓 練 さ れ た 人 員 と 方 法 を 受 け 入 れ れ ば よ か

っ た の で あ っ た 。 こ の 方 法 が ， ロ ー マ 教 会 の 施 策 と も ， 地 域 諸 侯 の 思 惑

と も 合 致 し ， 爆 発 的 と も 言 え る イ エ ズ ス 会 系 の 学 校 の 設 置 に つ な が っ て
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い っ た 。 イ エ ズ ス 会 の 学 校 は 「 結 局 ， 専 門 業 務 を 売 る 現 代 の 多 国 籍 企 業

に 似 て い る 。 そ し て ， そ れ は 国 際 的 な 学 校 教 育 事 業 に ま っ た く 新 し い 統

一 と 秩 序 ， 組 織 化 を も た ら し た 」 ２ ７ の で あ る 。  

 こ れ が ， イ エ ズ ス 会 学 校 の 急 速 な 増 加 の 理 由 の 一 つ で あ る 。 こ の 現 代

的 と も 言 え る 所 有 と 経 営 の 分 離 は ， 経 営 者 （ イ エ ズ ス 会 ） は 結 果 責 任 を

持 ち ， 所 有 者 （ 領 主 ・ 諸 侯 ） へ の 説 明 責 任 を 課 す も の と な っ た 。 経 営 者

の イ エ ズ ス 会 は ， 経 営 マ ニ ュ ア ル を 作 り ， 効 率 的 ・ シ ス テ ム 的 に 運 営 す

る こ と が 求 め ら れ る こ と に な る 。 こ の 経 営 マ ニ ュ ア ル が イ エ ズ ス 会 教 育

の 『 学 事 規 定 』 で あ る 。  

 イ エ ズ ス 会 教 育 の 成 功 は ， 先 進 的 な 『 学 事 規 定 』 に 集 約 さ れ て い る 。

特 に『 学 事 規 定 』1 5 9 9 年 版 が 大 き な 要 素 を 占 め て い る 。『学 事 規 定 』1 5 9 9

年 版 に つ い て は ， 内 容 面 の 評 価 が 多 く な さ れ て い る 。 し か し ， そ れ と 共

に ，改 訂 過 程 の 手 続 き に も 大 き な 意 味 が あ る 。こ の 改 訂 作 業 は 1 5 8 4 年 に

改 訂 委 員 会 が 発 足 し ， 7 ヶ 月 の 集 中 し た 作 業 の 後『 学 事 規 定 お よ び 方 法 』

と し て 作 成 さ れ た 。   

 こ の 『 学 事 規 定 お よ び 方 法 』 は 「 組 織 体 に 重 点 を 置 く 特 徴 に 欠 け ， 6

人 の 委 員 の 個 人 的 関 心 を 映 し 出 し て 養 成 の 哲 学 的 ・ 神 学 的 側 面 を 強 調 す

る ，内 容 的 に ま と ま り の な い 文 書 で あ っ た 」 ２ ８ の で あ る 。こ れ は ，「 組

織 体 に 重 点 を 置 く 特 徴 」 を 欠 く こ と に な れ ば 「 国 際 的 な 学 校 教 育 事 業 に

ま っ た く 新 し い 統 一 と 秩 序 ， 組 織 化 」 す る こ と が で き な く な り ， 「 養 成

の 哲 学 的 ・ 神 学 的 側 面 を 強 調 」 す れ ば 「 所 有 者 （ 領 主 ・ 諸 侯 ） に 説 明 責

任 」 を 果 た す こ と が で き な い こ と を 意 味 す る 。 そ の た め ， 1 5 8 4 年 の 『 学

事 規 定 お よ び 方 法 』 が 教 育 現 場 で 不 採 用 と な っ た こ と は 必 然 で あ っ た 。  

 1 5 8 6 年 に ， イ エ ズ ス 会 第 五 代 総 長 ク ラ ウ デ ィ オ ・ ア ク ア ヴ ィ ヴ ァ は ，

1 5 8 4 年 の『 学 事 規 定 お よ び 方 法 』を 命 令 的 に 通 達 す る の で は な く ，批 判



40 

 

を 求 め て 諸 管 区 に 送 付 し 報 告 を 求 め た 。 諸 管 区 の 委 員 か ら 寄 せ ら れ た 膨

大 な 報 告 書 を 集 約 す る 中 で ， 改 訂 作 業 が 続 け ら れ た 。 報 告 書 を 分 析 し ，

相 互 に 関 連 付 け て 統 合 す る こ と で 新 し い『 学 事 規 定 』の 文 書 が 完 成 し た 。

1 5 9 1 年 に 原 案 を 提 示 し ， さ ら に 3 年 間 の 試 用 期 間 を 経 て 再 集 約 さ れ た 。

策 定 作 業 の 終 了 は 1 5 9 9 年 1 月 で あ り ， 実 に 1 5 年 の 歳 月 を 要 し た の で あ

る 。  

 そ れ は ， 経 営 者 の イ エ ズ ス 会 に は ， 所 有 者 （ 領 主 ・ 諸 侯 ） の 求 め る と

こ ろ を 把 握 し ， 要 求 を 満 た す 経 営 を 行 う 必 要 が あ っ た か ら で あ る 。 し た

が っ て ， 所 有 者 が 必 要 と す る 官 吏 や 将 校 な ど の 人 材 養 成 の た め に は ， 古

典 学 の 学 習 だ け で は 不 十 分 で あ り ， 「 数 学 的 諸 学 」 教 育 が 求 め ら れ た 。

こ こ に 「 有 用 性 」 と し て の 「 数 学 （ 幾 何 と 算 術 ） 」 の 必 要 性 が 生 ま れ た

の で あ る 。  

 バ ン ガ ー ト が「 半 世 紀 の 知 恵 と 経 験 が こ れ を 貫 流 し て い る 」２ ９ と 著 し

て い る『 学 事 規 定 』 1 5 9 9 年 版 が 完 成 し た の で あ る 。バ ン ガ ー ト に よ れ ば

「 古 典 語 の 強 調 と ， ラ テ ン 語 で 考 え を 表 現 す る と い う 理 想 に よ り ， ヨ ー

ロ ッ パ の 人 文 主 義 的 な 伝 統 の 重 要 な 構 成 部 分 と な っ た 」 こ と が 画 期 的 な

も の で あ っ た 。  

 し か し ， 画 期 的 な 『 学 事 規 定 』 で あ る が ， 「 古 典 語 の 強 調 と ， ラ テ ン

語 で 考 え を 表 現 す る 」こ と と「 ヨ ー ロ ッ パ の 人 文 主 義 的 伝 統 」だ け で は ，

イ エ ズ ス 会 が「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」と な っ た と い う 歴 史 的 評 価

に は つ な が ら な い 。  

 一 方 ， 「 ラ テ ン 語 で 考 え を 表 現 す る 」 こ と は ， 地 域 語 に は な い ラ テ ン

語 の 持 つ 広 域 性 と 理 論 記 述 の 正 確 性 が 求 め ら れ た こ と を 示 す 。 古 典 学 で

は ラ テ ン 語 は 古 典 で あ り ， 正 確 に 地 域 語 に 翻 訳 さ れ る こ と が 重 視 さ れ た

の に 対 し ， 「 数 学 的 諸 学 」 で は ラ テ ン 語 は 地 域 を 越 え 書 簡 や 出 版 物 に 使



41 

 

わ れ る 当 時 唯 一 の 共 通 言 語 で あ っ た 。ラ テ ン 語 に よ っ て ，「 数 学 的 諸 学 」

の 知 識 が 地 域 を 越 え て 広 が っ て い た の で あ る 。  

 

第 3 節  クラヴィウスが示した数学の有用性と学問性  

( 1 )  「 数 学 的 諸 学 」 の 有 用 性  

前 章 に お い て ， イ エ ズ ス 会 の 「 数 学 的 諸 学 」 教 育 の 必 要 性 は ， 領 主 ・

諸 侯 が 必 要 と す る 人 材 で あ る 官 吏 や 将 校 養 成 の 側 面 で あ っ た こ と を 示 し

た 。 こ の 側 面 か ら 次 の 議 論 が 導 か れ る 。 そ れ は ， 学 問 と し て の 教 養 的 知

識 で あ る 「 数 学 （ 幾 何 と 算 術 ） 」 と ， 行 動 的 知 識 で あ る 実 用 算 術 （ 商 用

算 術 と 軍 事 等 へ の 応 用 算 術 ） と の 関 係 を ど の よ う に 構 成 し た か で あ る 。

さ ら に ， 大 学 や イ エ ズ ス 会 学 校 等 の 公 的 な 教 育 ・ 研 究 機 関 と ， 私 的 な 研

究 機 関 で あ る ア カ デ ミ ー と を ど の よ う に 位 置 づ け た の か で あ る ３ ０ 。  

こ の 問 題 の 基 底 を な す の が「 有 用 性 」の 理 念 で あ る 。科 学 史 に と っ て ，

1 8 世 紀 は ア カ デ ミ ー の 時 代 と 言 わ れ る ほ ど ，近 代 科 学 の 成 立 に ア カ デ ミ

ー が 果 た し た 役 割 は 大 き な も の で あ る 。 こ の 種 の ア カ デ ミ ー は ル ネ サ ン

ス 期 か ら 続 く も の で あ り ， 近 代 科 学 へ の 端 緒 と も な っ た 。 ク ラ ヴ ィ ウ ス

の 生 き た 1 7 世 紀 初 頭 で は ， 1 8 世 紀 の ア カ デ ミ ー と は 異 な り ， 為 政 者 に

直 接 結 び つ け て 「 有 用 性 」 を 示 す 必 要 性 は 少 な か っ た 。 ク ラ ヴ ィ ウ ス 自

身 も ， 外 部 の ア カ デ ミ ー に 参 加 し て 研 究 活 動 を 行 っ て い る ３ １ 。  

学 問 と し て の 教 養 的 知 識 の 側 面 で は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は 第 １ 節 で 示 し た

よ う に ， イ エ ズ ス 会 の 中 核 思 想 で あ る ア リ ス ト テ レ ス 主 義 と ， ル ネ サ ン

ス 期 の ア カ デ ミ ー の 有 力 思 想 で あ る 新 プ ラ ト ン 主 義 の 両 者 を ，「 新 プ ラ

ト ン 主 義 に よ っ て 折 衷 さ れ た ア リ ス ト テ レ ス 主 義 」 と し て 採 用 し ， 折 り

合 い を つ け た 。  

一 方 ， 行 動 的 知 識 で あ る 実 用 算 術 の 「 有 用 性 」 に つ い て は ， ク ラ ヴ ィ
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ウ ス は 以 下 の よ う に 説 く 。  

「 実 際 に は す べ て 三 数 法 に 基 づ く 共 同 の 規 則 は ， 提 示 さ れ た 例 か

ら 明 ら か に な る よ う に ， 商 人 達 の 間 で 莫 大 な 利 益 を 調 整 す る こ と

を 追 求 す る も の で あ る 。 多 数 の 者 が 協 力 す る と き に は し か し ， 共

同 の 規 則 は 人 々 の 総 計 を 合 わ せ る よ う に 適 用 さ れ て ， 次 の よ う に

実 行 さ れ る 。」（R E G U L A  S O C I E T A T U M ,  C a p .  X X .  S E Q V I T U R  s o c i e t a t u m  

r e g u l a  i m m e n s u m  u s u m  a p u d  m e r c a t o r e s  h a b e n s ,  q u a e  q u i d e m  t o t a  

n i t i t u r  r e g u l a  t r i u m ,  u t  e x  p r o p o s i t i s  e x e m p l i s  f i e t  

p e r s p i c u u m .  A d h i b e t u r  a u t e m ,  q u a n d o  p l u r e s  c o n s o r t i u m  i n e u n t ,  

i t a  u t  s i n g u l i  s u m m a m  q u a n d a m  p e c u n i a e  c o n s e r a n t ,  f i t q u e  h o c  

m o d o .） ３ ２  

こ こ で の 「 三 数 法 に 基 づ く 共 同 の 規 則 」 と は ， a : b = c : d な ら ば d = b× c

÷ a を 適 用 さ せ る 解 答 法 で あ る 。 そ れ は ， 数 の 比 例 按 分 で あ り ， 多 元 方

程 式 の 解 法 に も 適 用 で き る 活 用 性 を 有 す る と と も に ， 数 の 調 和 と い う ピ

ュ タ ゴ ラ ス 音 階 と 同 じ く 神 の 創 り し 規 則 で も あ っ た 。 上 記 の 著 作 の 記 述

か ら は ， 数 の 調 和 と い う 学 問 的 な 説 明 で は な く ， 「 商 人 達 の 間 で 莫 大 な

利 益 を 調 整 す る こ と を 追 求 す る 」と 述 べ て い る よ う に ，算 術 の「 有 用 性 」

を 重 視 し て い る 。 し か し ， 「 有 用 性 」 が 主 体 と な っ た 算 術 書 は 他 に 多 く

出 版 さ れ ， 『 実 用 算 術 概 論 』 は 理 論 的 過 ぎ て ， 「 有 用 性 」 が 求 め ら れ る

商 用 算 術 書 と し て は 失 敗 作 で あ っ た ３ ３ 。そ れ に も か か わ ら ず ，こ の 書 は

算 術 の 教 科 書 と し て は 再 版 を 重 ね る 名 著 で あ っ た 。 こ の こ と は ， イ エ ズ

ス 会 の 数 学 的 諸 学 科 教 育 の 「 有 用 性 」 は 単 に 実 業 に 使 え る 意 味 で の 有 用

で は な く ， 学 問 に お い て 教 養 的 な 知 識 の 中 で の 「 有 用 性 」 で あ る と ， ク

ラ ヴ ィ ウ ス が 認 識 し て い た こ と を 表 し て い る 。  
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( 2 )  数 学 的 諸 学 科 の 学 問 性  

 一 般 に ， 商 用 算 術 や 機 械 論 的 数 学 に お い て 求 め ら れ た “ h o w” を 重 視

す る 追 究 方 法 は ，「 数 量 化 」の 思 想 か ら 科 学 革 命 を 導 き 出 し た と 言 わ れ

て い る ３ ４ 。 し か し ， “ h o w” だ け で は 学 問 的 追 究 の 要 素 で あ る “ w h y”

に 結 び つ く こ と も な く ， さ ら に 普 遍 学 と し て 確 立 す る こ と も で き な い 。

実 際 ， 実 用 的 で “ h o w” を 求 め る だ け な ら ， 『 実 用 算 術 概 論 』 の 内 容 は

1 0 0 0 年 以 上 も 前 の 中 国 算 術 に さ え 及 ば な い 。  

『 実 用 算 術 概 論 』 の 改 訂 版 ( 1 5 8 5 年 )は ， 漢 訳 さ れ ， 利 瑪 竇 (授 )・ 李

之 藻 (演 )・ 徐 光 啓 (選 )『 同 文 算 指 』 ３ ５ と し て 中 国 で 刊 行 さ れ た 。 こ の

内 容 に 関 し て ， リ ッ チ （ 利 瑪 竇 ） は 「 平 方 根 ， 立 方 根 ， 九 乗 根 か ら 無 限

ま で 開 く 方 法 を も 書 き 加 え た 。そ れ は チ ー ナ で は 驚 嘆 に 値 す る こ と だ っ

た 」 ３ ６ と 西 欧 算 術 と 中 国 算 術 の 差 を 著 し て い る 。 一 方 ， 李 之 藻 は 原 著

の 内 容 を 十 分 理 解 し た う え で ，「 以 昭 九 訳 同 文 之 盛 」と 述 べ た 。世 界 規

模 の 算 術 の 知 識 の 循 環 と ，『 九 章 算 術 』由 来 の 中 国 算 術 の 知 識 を 付 加 し

て 発 刊 し た と 認 識 し て い た の で あ る 。  

中 国 算 術 は ，算 術 の 世 界 的 古 典 で あ る『 九 章 算 術 』由 来 の「 問 曰 … …

答 曰 … … 」 の 形 式 が と ら れ る 。 こ れ は ， h o w の 世 界 で あ り ， ど の よ う に

解 く か が 記 載 さ れ て い た 。  

一 方 ，西 洋 で は ギ リ シ ャ 数 学 由 来 の w h y の 追 究 が 主 で あ り ，過 程 の 論

述 が 大 切 に さ れ て い た 。 そ れ 故 ， 数 学 の 論 証 の 最 後 に は ， 今 な お “ Q E D

― q u o d  e r a t  d e m o n s t r a n d u m” （ こ れ が 証 明 す べ き こ と で あ っ た ） と 表

現 さ れ て い る 。  

 『 実 用 算 術 概 論 』の 記 述 は ，問 題 文 ，数 値 や 式 の 説 明 ，答 の 順 に 展 開

さ れ る 。 最 後 の 結 び は ， C a p . 2 0  Q 1 で は 「 提 示 さ れ た 例 に よ っ て あ な た

が 見 る よ う に 」 ３ ７ ， Q 2・ Q 3 で は 「 こ れ は あ な た が 見 る よ う に 」 ３ ８ ，
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Q 4・ Q 5 で は 「 従 っ て 例 題 は こ の よ う に 確 立 す る だ ろ う 」 ３ ９ の よ う で あ

る 。 そ し て ， a : b = c : d  の 表 を 示 し て い る 。 こ の 表 か ら c = a× d÷ b で 答 を

求 め る の で あ る が ，ど う 計 算 す る か は 示 さ れ て い な い 。重 要 な の は こ の

表 に 示 さ れ た 数 値 が ど の よ う に 出 て き た か で あ り ，公 式 に 入 れ て 答 を 出

す こ と は 重 視 さ れ な か っ た 。  

さ ら に ， Q 1 で は 検 算 と し て ， 次 の よ う に 説 明 さ れ て い る 。  

「 も し 一 つ の 総 額 に 集 め ら れ た 皆 の 利 益 が 全 体 の 利 益 に な っ て

い る な ら ，提 示 さ れ た 例 に お い て 実 行 さ れ た こ と を あ な た が み る

よ う に ， こ の こ と の 考 察 は 存 在 す る で あ ろ う 。 」 （ E X A M E N  h u i u s  

r e i  e r i t ,  s i  l u c r a  o m n i u m  i n  u n a m  s u m m a m  c o l l e c t a  e f f i c i a n t  

l u c r u m  t o t u m ,  u t  i n  p r o p o s i t o  e x e m p l o  f a c t u m  e s s e  v i d e s .） 

４ ０ ）  

 記 述 の 違 い に つ い て ， Q 1 の 漢 訳 の 『 同 文 算 指 』 問 の 記 述 と 比 べ る 。  

「 4  人 の 商 人 が 一 緒 に 商 売 を し て 子 銀 6 0 0 0  両 を 得 た 。こ こ で 各

自 が 出 し た 母 銀 は 均 等 で は な か っ た 。 す な わ ち 甲 の 母 銀 は 6 0  

両 ， 乙 の 母 銀 は 1 0 0  両 ， 丙 の 母 銀 は 1 2 0  両 ， 丁 の 母 銀 は 2 0 0  両

で あ っ た 。 各 人 に ふ さ わ し い 子 銀 の 取 り 分 は い く ら か 。 先 ず 4

人 の 母 銀 の 総 額 を 第 1 率 と す る 。得 ら れ た 総 子 銀 を 第 2 率 と す る 。

4  人 の 母 銀 を 分 け て 置 き ，そ れ ぞ れ を 第 3 率 と す る 。第 2 率 を 次 々

に 第 3 率 に 乗 じ て ，第 1 率 で 除 す 。」（ 四 商 共 販 得 子 銀 六 千 両 而

各 出 母 銀 不 同 甲 母 六 十 乙 母 一 百 丙 母 一 百 二 十 丁 母 二 百 毎 人 該 分

子 銀 若 干 先 以 四 人 共 母 為 第 一 率 以 所 得 共 子 銀 為 第 二 率 分 置 四 母

各 一 宗 為 第 三 率 ． 以 第 二 率 逓 乗 第 三 以 一 率 除 ） ４ １  

こ れ は ， 6 0 , 1 0 0 , 1 2 0 , 2 0 0 の 出 資 で 得 ら れ た 6 0 0 0 の 利 益 を ，比 例 配 分

す る 問 で あ り ，問 題 場 面 は『 実 用 算 術 概 論 』と 同 じ で あ る 。『同 文 算 指 』
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で は ，問 題 の 数 値 の 提 示 部 分 か ら す ぐ に 術 に 移 り ，出 資 金 の 総 和 を 第 一

率 ，利 益 金 の 総 和 を 第 二 率 ，各 々 の 出 資 金 を 第 三 率 ，各 々 の 利 益 金 を 第

四 率 と し て 表 に 表 し ，第 二 率 と 第 三 率 を 掛 け ，第 一 率 で 割 っ て 求 め る こ

と を 説 明 し て い る 。  

 こ の 記 述 は『 実 用 算 術 概 論 』の 記 述 と 違 い ，ど の よ う に 三 率 法 を 使 っ

て 解 く か が 記 さ れ ，公 式 の 使 い 方 中 心 で あ る 。こ れ は ，「 問 曰 … … 答 曰

… … 」 の 形 式 で あ り ， “ h o w” の 世 界 で あ る 。 こ の 点 に 関 し て ， 『 同 文

算 指 』で は ど の 設 問 で も 元 本 の『 実 用 算 術 概 論 』よ り 詳 し く 記 述 さ れ て

い る 。 し か し ，『 実 用 算 術 概 論 』で 求 め ら れ た “ w h y”の 追 究 箇 所 に は ，

対 応 す る 訳 語 が 記 述 さ れ て い な い 。  

 こ の こ と よ り ，『 実 用 算 術 概 論 』は 解 法 に 重 点 を お い た 実 用 書 で は な

い こ と が 明 ら か で あ る 。こ の 書 は 学 究 的 な 手 順 を 学 ぶ 理 論 書 で あ っ た の

で あ る 。 た だ し ， 「 算 術 書 」 と し な か っ た の は ， “ Q E D” と 証 明 で き る

ほ ど の 数 理 論 体 系 が 構 築 で き な か っ た か ら で あ ろ う 。新 し い 数 理 論 体 系

の 構 築 は ，こ の 書 を 学 び ，「 普 遍 数 学 」を 指 向 し た デ カ ル ト 世 代 ま で 待

た ね ば な ら な か っ た の で あ る 。  

 

［イエズス会教育の成立と方向性］  

 イ エ ズ ス 会 が「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」と な る た め に は ，ロ ー マ

学 院「 数 学 的 諸 学 」の 教 授 ク ラ ヴ ィ ウ ス の 功 績 が 大 き い 。彼 は イ エ ズ ス

会 学 校 に お い て ，当 時 の 社 会 が 必 要 と し た「 数 学 的 諸 学 」の 教 育 課 程 を

創 り 上 げ た 中 心 人 物 で あ り ，求 め ら れ て い た「 数 学 的 諸 学 」の「 有 用 性 」

に つ い て ，実 用 面 だ け で な く ，教 養 的 知 識 と し て の「 有 用 性 」を 提 案 し

た 。  

 本 来 ，イ エ ズ ス 会 学 校 は 宗 教 的 要 素 で あ る「 霊 的 成 長 」を ね ら い と し ，
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「 古 典 学 」の 学 習 を 中 核 に 置 き ，教 育 を「 無 償 」で 提 供 し た 組 織 で あ る 。

「 霊 的 成 長 」は ，プ ロ テ ス タ ン ト に 対 す る 主 張 で あ り ，カ ト リ ッ ク 側 の

領 主 ・ 諸 侯 が 受 け 入 れ る の に は 効 果 が あ っ た 。こ の「 霊 的 成 長 」の た め

に ，神 の 知 恵 に つ な が る 人 の 知 識 の 獲 得 を 目 指 す 学 問 追 究 の 姿 勢 は ，「 数

学 的 諸 学 」の 教 育 と 多 く の 接 点 を 持 っ た 。「 古 典 学 」に つ い て は ，ル ネ

サ ン ス 期 の 古 典 学 的 思 想 で あ っ た 新 プ ラ ト ン 主 義 を 受 け た 学 問 追 究 が

数 学 的 諸 学 科 の 許 容 に つ な が り ，ラ テ ン 語 の 学 習 が 地 域 を 越 え た 数 学 的

諸 学 科 の 広 が り と 理 論 的 記 述 の 正 確 性 を 支 え た 。そ し て ，「 無 償 」に つ

い て ，学 校 の 所 有 と 経 営 と を 分 離 し ，イ エ ズ ス 会 は 経 営 に 特 化 す る こ と

で 克 服 し た 。そ の た め ，所 有 者 た る 領 主 や 諸 侯 へ の 説 明 責 任 や ，所 有 者

が 必 要 と す る 官 吏・ 将 校 の 育 成 が 求 め ら れ た 。官 吏 ・将 校 の 育 成 に は 欠

か せ な い 知 識 獲 得 と し て ，「 数 学 的 諸 学 」の 教 育 の 有 用 性 が 生 ま れ た の

で あ る 。  

 ク ラ ヴ ィ ウ ス は ， イ エ ズ ス 会 学 校 の 「 霊 的 成 長 」 「 古 典 学 」 「 無 償 」

に 対 し ，対 極 と な る「 数 学 的 諸 学 」の「 知 識 獲 得 」「 自 然 学 」「 有 用 性 」

に つ い て ， 思 想 的 に 折 り 合 い を つ け ， 実 務 的 に 教 育 課 程 を 方 向 付 け た 。

こ の こ と に よ り ，イ エ ズ ス 会 学 校 は ，「 数 学 的 諸 学 」の 教 育 を 一 つ の 柱

と し て 規 模 と 勢 力 を 拡 大 し て い っ た の で あ る 。  

 ク ラ ヴ ィ ウ ス が 示 し た ，「 数 学 的 諸 学 」の 実 用 的 な 有 用 性（ 益 を も た

ら す 実 用 性 ） と ， 教 養 的 知 識 と し て の 有 用 性 （ 学 問 的 な 客 観 的 確 実 性 ）

は ，来 る 1 7 世 紀 科 学 革 命 に お け る 中 核 概 念 で あ る ，「 有 用 性 」（u t i l i t a s）

と 「 確 実 性 」 （ c e r t i t u d o） に つ な が る も の で あ っ た 。 科 学 革 命 で は ，

こ の 有 用 性 と 確 実 性 を 生 み 出 す 手 段 と し て 数 学 が 位 置 づ け ら れ て い た 。

こ こ で 初 め て“ M a t h e m a t i c a”が ，天 文 学 や 地 理 学 ，音 楽 を も 含 ん だ「 数

学 的 諸 学 」か ら ，そ れ ら の 学 科 の 有 用 性 と 確 実 性 を 担 保 と す る 基 礎 学 科
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と し て の 「 数 学 」 と い う 意 味 に 変 化 す る の で あ っ た 。  

 ク ラ ヴ ィ ウ ス は ，こ の 科 学 革 命 の 思 想 を 準 備 し た 。そ れ に は ，「 科 学

の 保 護 者 に し て 教 育 者 」と し て の イ エ ズ ス 会 が 大 き く 関 わ る 。イ エ ズ ス

会 の 『 会 憲 』 ４ ２ に は 数 学 に 関 す る 記 述 は 殆 ど な く ， 辛 う じ て 本 則 の 注

釈 に 見 ら れ る だ け で あ る 。 に も か か わ ら ず ， こ の わ ず か な 記 述 ４ ３ が 後

世 に 大 き な 影 響 を 与 え ，こ の 一 文 を よ り ど こ ろ に し て ，イ エ ズ ス 会 の『 学

事 規 定 』に 数 学 の 占 め る 割 合 と 重 要 性 が 向 上 し た 。こ の『 学 事 規 定 』の

数 学 に 関 し て は ， 彼 の 功 績 に よ る と こ ろ が 大 き い 。  

 科 学 革 命 の 成 立 に 関 す る 科 学 史 の 研 究 で は ，中 世 科 学 に お け る 特 定 の

議 論 と 成 果 が ， ど の よ う に 1 7 世 紀 の 新 し い 科 学 に 貢 献 し た か を 確 認 す

る 作 業 が 多 く な さ れ て き た ４ ４ 。 こ れ ら の 研 究 成 果 は 有 意 義 な も の で は

あ る が ，近 代 的 な 学 問 の 視 点 か ら 中 世 的 な 学 問 を 考 察 し て い る 可 能 性 が

あ る 。ク ラ ヴ ィ ウ ス の 書 に つ い て も ，同 様 に ，中 世 的 な 学 問 の 視 点 で の

成 果 と 影 響 に つ い て 検 証 し 直 す 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。  

 

第 1 章註  
                                                   

１  J o h n  H .  B r o o k e ,  S c i e n c e  a n d  R e l i g i o n ,  N e w  Y o r k ,  1 9 9 1 ,  p . 1 0 9．“ i t  h a r d l y  

d e t r a c t s  f r o m  t h e  a c h i e v e m e n t s  o f  J e s u i t s  a s  p a t r o n s  a n d  t e a c h e r s  o f  

s c i e n c e． ” (それによって科 学 の保 護 者 にして教 育 者 であったイエズス会 の業 績

が傷 つくものではない )の箇 所 で使 われた“ J e s u i t s  a s  p a t r o n s  a n d  t e a c h e r s  o f  

s c i e n c e ”から訳 出 した。  

 

２  アンニバレ・ファントリ 「ガリレオ裁 判 とイエズス会 士 ：サンティリャーナの著 作 をめぐ  

って」，『ソフィア』 2 2 ( 4 )， 1 9 7 4 年 ,  p p . 3 8 6 - 4 4 1 頁 。同 書 の 3 9 5 頁 に，ローマ学

院 の天 文 学 者 が，ガリレオの天 文 学 での発 見 に関 して，躊 躇 しつつも受 け入 れ

たことが，アリストテレスの宇 宙 観 に対 する重 大 な不 忠 実 を含 むことを承 知 し，そ

の思 いを著 作 に中 に記 述 したことが示 されている。この内 容 をファントリは 3 9 5 頁

にクラヴィウスの「知 的 遺 言 」と表 している。詳 細 は本 論 第 3 章 に記 載 。  
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３  J a m e s  L a t t i s ,  B e t w e e n  C o p e r n i c u s  a n d  G a l i l e o :  C h r i s t o p h  C l a v i u s  a n d   

t h e  C o l l a p s e  o f  P t o l e m a i c  C o s m o l o g y ,  C h i c a g o  a n d  L o n d o n ,  1 9 9 4 ,  p . 1 2 .  

 

４  ウィリアム・バンガート，上 智 大 学 中 世 思 想 研 究 所 (監 修 ) 『イエズス会 の歴 史 』，  

原 書 房 ， 2 0 0 4 年 ， p p . 5 3 - 5 4 .  

 

５  J a m e s  L a t t i s ,  o p . c i t . ,  p . 1 3 .  

 

６  エドワード・グラント，小 林 剛 (訳 ) 『中 世 における科 学 の基 礎 づけ』，知 泉 書 館 ，  

2 0 0 7 年 。同 書 2 7 2 - 2 7 3 頁 の「Ⅷ中 世 において近 代 初 期 科 学 の基 礎 づけはどの

ようになされたか」で，科 学 革 命 を可 能 にした背 景 的 前 提 条 件 として次 の三 つが

示 されている。①翻 訳 ，②大 学 ，③神 学 者 ―自 然 哲 学 者 であり，この中 の②大

学 についての引 用 である。  

 

７  吉 田 正 晴 「一 六 世 紀 のフランスの教 育 」，上 智 大 学 教 育 思 想 史 研 究 所 (編 )  

『教 育 思 想 史 第 Ⅵ巻 ルネサンスの教 育 思 想 （下 ） 』 ，東 洋 館 出 版 ， 3 1 - 5 4 頁 ，

1 9 8 6 年 。 3 2 - 3 3 頁 に記 載 。  

 

８  リーゼンフーバー・橋 口 倫 介 ・鈴 木 宣 明 ・高 祖 敏 明 ・木 村 直 司 (共 著 ) 「中 世 の  

人 間 像 と教 育 観 」 , 『ソフィア』 , 7 - 3 6 頁 ,  1 9 8 7 年 。 3 0 頁 参 照 。  

 

９  フロリアン・カジョリ，小 倉 金 之 助 (補 訳 )， 『初 等 数 学 史 』，共 立 出 版 ， 1 9 7 0 年 。  

同 書 2 6 7 頁 の脚 注 にある。そして， 2 9 8 - 2 9 9 頁 で合 理 的 算 術 の発 達 を阻 害 し

た原 因 として記 されている。  

 

１ ０  マルティン ・キンツィンガーは次 のように説 明 する。 「教 養 知 識 はそれゆえたいて  

い学 校 で習 得 できる，理 論 的 あるいは学 術 的 な知 識 と認 識 される。それはまた，

自 由 七 学 芸 と大 学 の授 業 科 目 の伝 統 において，文 書 で伝 承 され，文 学 的 特

徴 も持 ち，多 かれ少 なかれ教 会 的 なものと密 接 な関 連 がある。スコラ哲 学 的 学

識 のある神 学 博 士 は，たとえば典 型 的 タイプとして，教 養 知 識 の担 い手 を体 現

している」  。マルティン・キンツィンガー，井 本 晌 二 ・鈴 木 麻 衣 子 (訳 ) 『中 世 の知

識 と権 力 』，法 政 大 学 出 版 ， 2 0 1 0 年 ， 3 1 頁 参 照 。  

 

１ １  C a j o r i , F l o r i a n，A  H i s t o r y  o f  E l e m e n t a r y  M a t h e m a t i c s ，N e w  Y o r k ,  1 9 1 7 ,  

  p . 1 1 0 .   

 

１ ２  D e n n i s  S m o l a r s k i ，  T e a c h i n g  M a t h e m a t i c s  i n  t h e  S e v e n t e e n t h  a n d   

T w e n t y - f i r s t  C e n t u r i e s ,  i n  ，M a t h e m a t i c s  M a g a z i n e , V o l . 7 5  N o . 4 ,  2 0 0 2，
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p p . 4 4 7 - 4 5 7 .  p . 2 6 1．  

 

１ ３  佐 々木 力 『数 学 史 』 ,岩 波 書 店 ， 2 0 1 0 年 。同 書 の 3 7 8－ 3 7 9 頁 参 照 。「 1 6 世  

紀 前 半 ，数 学 の新 プラトン主 義 的 理 解 にとって重 要 な著 作 であるプロクロス『原

論 』第 1 巻 注 釈 ラテン語 版 の刊 行 があり，このプロクロス的 数 学 論 は，バロッツィ

を介 してクラヴィウスに伝 わり，クラヴィウスの『原 論 』注 釈 を通 して，デカルトに影

響 を及 ぼした」と記 されている。  

 

１ ４  D e n n i s  S m o l a r s k i， o p . c i t . ,  p . 2 6 0 .   

 

１ ５  D u m i n u c o ,  V i n c e n t ,  T h e  J e s u i t  R a t i o  S t u d i o r u m  –  4 0 0 t h  A n n i v e r s a r y  

P e r s p e c t i v e s ,  N e w  Y o r k ,  2 0 0 0 .  

  

１ ６  I b i d . ,  p p . 2 2 3 - 2 2 9 .  

 

１ ７  “ h u m a n i t a t i s ” は 「人 文 学 」 と訳 される こ とが多 いが，イエズス会 『学 事 規 定 』

( S o c i e t a t i s  I e s u ,  R a t i o  a t q u e  I n s t i t u t i o  S t u d i o r u m  S o c i e t a t i s  J e s u ，

N e a p o l i s， 1 5 9 9，コンプルテンセ大 学 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ） 1 2 2 頁 に記 された

教 授 規 則 では， “ h u m a n i t a t i s ”は 「自 然 学 」 と対 比 する意 味 では使 われていな

い。「文 法 学 」や「修 辞 学 」と同 じ範 疇 で，ギリシャ・ローマ古 典 の学 習 を意 味 す

る言 葉 として使 われている。そのため，本 稿 では「古 典 学 」として訳 出 する。  

 

１ ８  マルティン・キンツィンガー，前 掲 ， 4 5 頁 。  

 

１ ９  小 田 垣 雅 也 『キリスト教 の歴 史 』 ,講 談 社 , 1 9 9 5 年 , 1 5 0 頁 ｡  

 

２ ０  ロバー ト ・デ ィ ターズ ，船 川 和 彦 (訳 ) 「 神 学 者 としてのガリ レオ 」 ， 『 ソ フ ィア 』 ，  

4 2 ( 3 )  ， 1 9 9 3 年 ， 3 8 3－ 3 9 8 頁 。 3 8 6 頁 の「聖 書 解 釈 」と， 3 8 6－ 3 8 7 頁 の「ガリ

レオの聖 書 観 」より。  

 

２ １  P a u l  J o h n s o n ,  A  H i s t o r y  o f  C h r i s t i a n i t y ,  N e w  Y o r k ,  1 9 9 5 ,  p . 3 0 0 .  

2 9 9 - 3 0 0 頁 でトリエント公 会 議 ， 3 0 0 - 3 0 3 頁 でイエズス会 について言 及 。  

 

２ ２  I b i d . ,  p p . 3 0 0 - 3 0 1 .  

 

２ ３  アンドレアス・ファルクナー，富 田 裕 (訳 ) 「イエズス会 」，ペーター･ディンツェルバッ  

ハー，ジェイムス・レスター・ホッグ (共 著 )朝 倉 文 市 (監 訳 ) 『修 道 院 文 化 辞 典 』，
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八 坂 書 房 ， 2 0 0 8 年 ， 4 8 2 頁 。  

 

２ ４  高 祖 敏 明 「イエズス会 学 校 」，上 智 大 学 中 世 思 想 研 究 所 (編 ) 『ルネサンスの  

教 育 思 想 (下 ) 』，東 洋 館 出 版 社 ， 1 9 8 6 年 ， 2 9 5 頁 。  

 

２ ５  田 中 仁 彦 『デカルトの旅 /デカルトの夢 』 ,岩 波 書 店 , 1 9 8 9 年 ， 3 7－ 3 9 頁 。イエ  

ズス会 が教 科 としての数 学 を入 れた理 由 として，「将 来 生 徒 たちが軍 人 その他 の

職 についた時 に役 立 つだろうといった卑 近 なことでしかない」と述 べているが，これ

は，神 学 を頂 点 とする学 問 体 系 から見 れば，数 学 が「卑 近 」であるということであ

る。一 方 ，次 章 で論 ずる数 学 の有 用 性 から見 れば，数 学 は学 問 の中 核 となるの

である。デカルトとの関 係 において，「もし，デカルトが若 いときに数 学 に出 会 わな

かったら，おそらくデカルト哲 学 というものもなかったであろうが，この出 会 いはまさ

に偶 然 だったのだ」と記 している。しかし，これは偶 然 ではなく，デカルトのためにク

ラヴィウスが用 意 した必 然 であろう。  

 

２ ６  高 瀬 弘 一 郎 「イエズス会 『会 憲 』等 に見 られる経 済 基 盤 の理 念 とキリシタン教  

会 (中 )－特 にレンタと喜 捨 を中 心 に－」，『史 学 』第 6 2 巻  第 １・ 2 号 ， 1 9 9 2 年 ，

1－ 3 2 頁 。イエズス会 草 創 期 に作 成 された『会 憲 』・諸 規 則 における，経 済 基 盤

に関 する取 り決 めを 2 1 項 目 にまとめた。そのうち教 育 機 関 に関 する記 載 として，

1 頁 のその二 を①， 3 頁 の十 八 を②， 3 頁 の二 十 を③に示 した。  

 

２ ７  P a u l  J o h n s o n， o p . c i t . ,  p . 3 0 2 .同 書 には「教 皇 とイエズス会 の連 携 は第 １期 トリ  

エント公 会 議 中 に強 化 され，布 教 者 ，教 育 者 としてヨーロッパ中 に信 仰 を広 める

ためにほとんど無 条 件 の自 由 が与 えられた」とある。引 用 に続 いて「イエズス会 は

当 初 ，貧 しい人 や病 気 の人 のなかで働 くつもりであった。しかし実 際 には，教 育

的 伝 道 が成 功 したおかげで，金 持 ちや有 力 者 のなかで役 割 を担 うようになった。

つまり，上 流 階 級 の学 校 教 育 の専 門 家 としてである。したがって，ほとんど偶 然

のなりゆきで反 宗 教 改 革 は強 力 な手 段 をつくり上 げたといえる」と，イエズス会 の

教 育 は，中 世 修 道 院 に見 られる「労 働 と祈 り ( l a b o r  e t  o r a t i o ) 」の形 態 からの変

更 であったことが記 されている。  

 

２ ８  ウィリアム・バンガート，前 掲 書 ， 1 2 6 頁 。『学 事 規 定 』改 訂 に当 たったイエズス会  

第 五 代 総 長 クラウディオ・アクアヴィヴァの在 職 期 間 は 1 5 8 1－ 1 6 1 5 年 の 3 3 年

1 1 ヶ月 であり，クラヴィウスの活 躍 した時 期 と重 なる。  

 

２ ９  同 書 ， 1 2 7 頁  

 

３ ０  隠 岐 さや香 『科 学 アカデミーと「有 用 な科 学 」』，名 古 屋 大 学 出 版 会 , 2 0 1 1 年 。  
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4 頁 に「 1 8 世 紀 はアカデミーの世 紀 」，科 学 アカデミーと王 権 は「科 学 と技 芸 によ

る「有 用 性 」 ( u t i l i t e )の追 究 という理 念 である」と記 されている。この場 合 ，アカデ

ミーには「政 治 的 要 因 が強 く作 用 していた」 （同 ， 2 8 頁 ）。しかし， 1 7 世 紀 初 頭

段 階 では政 治 的 要 因 は大 きくない。  

 

３ １  U g o  B a l d i n i ,  T h e  A c a d e m y  o f  M a t h e m a t i c s  o f  t h e  C o l l e g i o  R o m a n o  f r o m  

1 5 5 3  t o  1 6 1 2 ,  i n , F e i n g o l d ,  M o r d e c h a i ( e d ) ,  J e s u i t  S c i e n c e  a n d  t h e  

R e p u b l i c  o f  L e t t e r ,  L o n d o n ,  2 0 0 3 ,  p p . 4 7 - 9 8 .において， 1 5 5 3 年 から 1 6 1 2

年 のローマ学 院 の数 学 アカデミーについて，ルネサンスのプラトンアカデミー由 来

のものであり，大 学 や諸 権 力 とは別 の，多 様 な文 化 的 な集 まりであったと述 べら

れている。そして，大 学 での数 学 の講 義 に含 まれていない程 高 度 な内 容 が研 究

されていた。数 学 諸 学 科 のアカデミーでのクラヴィウスの参 加 も確 認 できると論 じ

ている。  

 

３ ２  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s，E p i t o m e  A r i t h m e t i c a e  P r a c t i c a e ，R o m a， 1 5 8 3 ,   

p . 1 2 3 .  (コンプルテンセ大 学 蔵 書 P D F 史 料 ）  

 

３ ３  下 中 弘 (編 ) 『世 界 名 著 大 事 典 』，平 凡 社 ， 1 9 8 7 年 ， 1 0 7 - 1 0 8 頁 。「本 書 は，  

強 いイエズス会 の教 育 網 によって， 1 6～ 1 7 世 紀 の教 団 にきわめて多 く用 いられ，

また実 用 数 学 書 のゆえをもって初 版 出 版 ３年 後 イタリア訳 も生 まれ，ある程 度 流

布 した。しかし本 書 は僧 職 が用 いるには商 用 臭 多 きにすぎ，また商 人 が用 いるに

はあまりに理 論 的 でありすぎた。当 時 の商 人 はボルギ・フェリチアノ級 の（土 語 によ

る）簡 易 な実 用 書 で満 足 していたのである。要 するに本 書 はヨーロッパ 1 6 世 紀 の

実 用 数 学 書 としては中 途 半 端 な失 敗 作 である」と記 述 されている。  

 

３ ４  アルフレッ ド ・ ク ロ スビー ，小 澤 千 恵 子 (訳 ) 『 数 量 化 革 命 』紀 伊 國 屋 書 店 ，  

2 0 0 3 年 ，参 照 。  

 

３ ５  利 瑪 竇 ・李 之 藻 ・徐 光 啓 『同 文 算 指 』，北 京 ， 1 6 1 3 年 。天 学 初 函 （第 5 巻 に

所 収 ，海 山 仙 館 叢 書 本 （任 繼 愈 主 編 『中 國 科 學 技 術 典 籍 通 彙 數 學 卷 』所

収 ，鄭 州 ， 1 9 9 5 年 ）  

 

３ ６  マテオ・リッチ『中 国 キリスト教 布 教 史 』１，岩 波 書 店 ， 1 9 8 2 年 ， 5 1 4 頁 。  

 

３ ７  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s， o p . c i t . ,  p . 1 2 4 .  “ u t  i n  p r o p o s i t o  e x e m p l o   

f e c t u m  e s s e  v i d e s ”  

 

３ ８  I b i d . ,  p p . 1 2 4 - 1 2 5 .  “ u t  h i c  v i d e s ”  
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３ ９  I b i d . ,  p p . 1 2 5 - 1 2 7 .  “ S i c  e r g o  s t a b i t  e x e m p l u m ”  

 

４ ０  I b i d . ,  p . 1 2 4 .  以 下 に示 す説 明 の後 に表 と答 えが記 されている。その後 に記 さ  

れた検 算 である。  

       Q U A T U O R  m e r c a t o r e s ,  i n i t o  c o n s o r t i o ,  l u c r a t i  s u n t  i n  n u n d i n i s  

q u i b u s d a m  6 0 0 0 .  a u r .  P r i m u s  a u t e m  i l l o r u m  c o n t u l i t  t a n t u m  6 0 .  a u r .  

S e c u n d u s  1 0 0 .  t e r t i u s  1 2 0 .  e t  q u a r t u s  2 0 0 .  I n  q u a e s t i o n e m  i a m  

v o c a t u r ,  q u i d  q u i s q u e  e x  i l l o  l u c r o  a c c i p e r e  d e b e a t ,  h a b i t a  r a t i o n e  

p e c u n i a e ,  q u a m  e x p o s u i t .  A n t e  o m n i a  c o l l i g e n d a  e s t  s u m m a  e x  

o m n i u m  p e c u n i i s ,  q u a e  e s t  4 8 0 .  a u r .  D e i n d e  q u a t e r  i n s t i t u e n d a  e s t  

r e g u l a  t r i u m  h o c  m o d o d .  S i  4 8 0 .  a u r e i  ( q u a e  e s t  p e c u n i a  e x  o m n i u m  

p e c u n i i s  c o l l e c t a )  l u c r a t i  s u n t  6 0 0 0 .  a u r .  q u i d  l u c r a b u n t u r  6 0 .  a u r .  

q u i d  1 0 0 .  Q u i d  1 2 0 .  e t  q u i d  2 0 0 .  q u o s  s i n g u l i  p o s u e r u n t ?  V e l u t i  h i c  

a p p a r e t .  (四 人 の商 人 が連 携 して，ある市 が開 かれる期 間 に 6 , 0 0 0  金 貨

の利 益 を得 た。彼 らのうちの一 番 目 は 6 0  金 貨 だけ出 資 した。二 番 目 は

1 0 0，三 番 目 は 1 2 0，そして四 番 目 は 2 0 0。さて，問 題 に言 われるのは，各

自 の出 資 金 の比 を保 ちつつ，その利 益 から各 々がどれだけ受 け取 るべきか

ということである。まず第 一 に，全 員 の出 資 金 から総 額 が集 められるべきであ

る。それは 4 8 0  金 貨 である。次 に，三 数 法 が以 下 のように 4  回 配 置 される

べきである。もし 4 8 0  金 貨 ，それは各 自 のお金 から集 められたお金 であるが，

6 0 0 0  金 貨 を得 るなら，各 人 達 が出 資 した 6 0， 1 0 0， 1 2 0， 2 0 0 金 貨 は何 を

得 るだろうか。ここに明 らかなように。  

 

４ １  利 瑪 竇 ・李 之 藻 ・徐 光 啓 ，前 掲 ，巻 2 1－ 1 合 数 差 分 法 第 4。  

 

４ ２  S o c i e t a t i s  I e s u ,  C o n s t i t u t i o n e s  S o c i e t a t i s  I e s u  ,  R o m a ,  1 5 5 8 .   

(ニューヨーク公 共 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ）  

 

４ ３  I b i d . ,  p . 1 6 1．第 4 部 1 2 章 3 の註 C に数 学 についての記 載 。  

 

４ ４  エドワード・グラント，前 掲 書 ，序 1 0 頁 。近 代 以 降 の科 学 に対 する中 世 の貢 献  

について，物 理 学 と宇 宙 論 における特 定 の議 論 と成 果 について考 察 するより，

もっと広 い視 点 から考 え直 すことを提 案 している。  
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第 2 章  
イエズス会『学事規定』とクラヴィウスの功績  

 

イ エ ズ ス 会 が 1 5 9 9 年 に 定 め た 『 学 事 規 定 』 １ に は ， 後 の 近 代 教 育 組

織 の 起 源 を 求 め る こ と が で き る 多 く の 要 素 が 含 ま れ て い る 。こ の『 学 事

規 定 』は ，イ エ ズ ス 会 と い う 一 宗 教 組 織 を 超 え て ，世 界 的 な 規 模 で ，ま

た 世 紀 を 超 え て 実 用 に 耐 え た 教 育 課 程 の 編 成 書 で あ っ た 。  

 本 章 は ，従 来 の 科 学 史 の 研 究 成 果 を 参 考 に し つ つ も ，中 世 の 歴 史 的 史

料 で あ る イ エ ズ ス 会 の『 会 憲 』や『 学 事 規 定 』を 読 み 解 き ，『学 事 規 定 』

改 訂 に お け る ク ラ ヴ ィ ウ ス の 役 割 を 追 究 す る 。そ し て ，彼 が 執 筆 し た 教

科 書 の 内 容 を 分 析 し ，科 学 革 命 の 思 想 に 繋 が っ た ク ラ ヴ ィ ウ ス の 功 績 を

考 察 す る 。  

 

第１節  イエズス会の『会憲』と『学事規定』  

( 1 )  『 会 憲 』 に お け る 「 数 学 的 諸 学 」 の 扱 い  

① 『 会 憲 』 に お け る 「 数 学 的 諸 学 」 の 記 載  

イ エ ズ ス 会 学 校 は ， 教 育 を 組 織 的 ・ 体 系 的 に 運 営 し た こ と に よ っ て 大

き な 成 功 を 収 め た 。 こ の 運 営 の マ ニ ュ ア ル が 『 学 事 規 定 』 で あ り ， 「 イ

エ ズ ス 会 の『 学 事 規 定 』に よ る 教 育 体 系 は ，世 界 史 上 最 初 の も の で あ っ

た 」 ２ と 評 価 さ れ て い る 。  

こ の 『 学 事 規 定 』 は ， 1 5 5 8 年 に 定 め ら れ た イ エ ズ ス 会 の 『 会 憲 』 に

基 づ く 。 「 数 学 的 諸 学 」 に 関 し て は 『 会 憲 』 第 4 部 1 2 章 （ 本 会 の 大 学

で 教 え る べ き 科 目 ） の 3 に 記 載 さ れ て い る 。  

「 自 由 学 芸 と 自 然 哲 学 は 神 学 の 勉 学 の た め の 思 考 力 を 整 え ， 神 の

完 全 な 知 識 を 得 て ， そ の 知 識 を 活 用 す る こ と を 助 け ， ま た 上 に 述
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べ た 目 的 を 達 成 す る う え で 支 え と な る の で ， し か る べ き 努 力 に よ

っ て ， 教 育 を 受 け た 指 導 者 （ e r u d i t o s  P r a e c e p t o r e s） か ら 学 び ，

す べ て に お い て わ が 主 な る 神 の 名 誉 と 栄 光 を 求 め な け れ ば な ら

な い 。 」 （ S i c  e t i a m  q u o n i a m  A r t e s ,  v e l  S c i e n t i a e  n a t u r a l e s  

i n g e n i a  d e i s p o n u n t  a d  T h e o l p g i a m ,  e t  a d  p e r f e c t a m  c o g n i t i o n e m  

e t  u s u m  i l l i u s  i n s e r v i u n t ,  e t  p e r  s e i p s a s  a d  e u n d e m  f i n e m  

j u v a n t ;  q u a  d i l i g e n t i a  p a r  e s t ,  e t  p e r  e r u d i t o s  P r a e c e p t o r e s ,  

i n  o m n i b u s  s y n c e r e  h o n o r e m  e t  g l o r i a m  D e i  q u a e r e n d o ,  

t r a c t e n t u r .） ３   

こ の 「 教 育 を 受 け た 指 導 者 」 か ら 学 ぶ 項 目 と し て ， 「 註 C」 が 記 さ れ

て い る 。 こ の 「 註 C」 の 原 文 を 掲 載 す る と 以 下 の よ う で あ る 。  

T r a c t a b i t u r  L o g i c a ,  P h y s i c a ,  M e t a p h y s i c a ,  M o r a l i s  

S c i e n t i a ,  u t  e t i a m  M a t h e m a t i c a e ,  q u a t e n u s  t a m e n  a d  f i n e m  

n o b i s  p r o p o s i t u m  c o n v e n i u n t .  I n  l e g e n d a  u t  s c r i b e n d o  a l i o s  

i n s t i t u e r e ,  o p u s  e t i a m  c h a r i t a t i s  e s s e t ;  S i  i s  p e r s o n a r u m  

n u m e r o u s  S o c i e t a t i  s u p p e t e r e t ,  u t  o m n i b u s  v a c a r e  p o s s e ;  

p r o p t e r  e a r u m  r a m e u m  p e n u r i a r u m  h o c  o r d i a r i e  d o c e r e m u s  

c o n s u e u n i m u s .  ４  

こ の 箇 所 の 前 半 部 分 に つ い て ， D .ス モ ラ ス キ ー は“ L o g i c ,  p h y s i c s ,  

m e t a p h y s i c s ,  a n d  m o r a l  p h i l o s o p h y  w i l l  b e  t r e a t e d ,  a n d  a l s o  

m a t h e m a t i c a l  t o p i c s ,  i n  s o  f a r  a s  t h e y  a r e  i n  a c c o r d  w i t h  t h e  e n d  

p r o p o s e d  t o  u s .”  ５ と 英 訳 し ， イ エ ズ ス 会 日 本 管 区 は ， 「 論 理 学 ，

物 理 学 ， 形 而 上 学 ， 倫 理 学 ， 数 学 は ， 本 会 に お い て は 求 め ら れ る 目 的

に 合 致 す る 範 囲 内 で ， 取 り 扱 わ れ な け れ ば な ら な い 」 ６ と 和 訳 し て い

る 。  
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こ の 英 訳 と 和 訳 は ，『 会 憲 』の ラ テ ン 語 の 用 語 と 意 味 の 相 違 が あ る 。

一 つ 目 は ， 原 著 の P h y s i c a が 英 訳 で は p h y s i c s， 和 訳 で も 「 物 理 学 」

と さ れ て い る 点 で あ る 。 ラ テ ン 語 の P h y s i c a を 起 源 と す る 英 語 の

p h y s i c s が ， 実 験 的 ・ 数 学 的 な 研 究 を 対 象 と す る 学 問 で あ る 「 物 理 学 」

と 理 解 さ れ る の は 1 9 世 紀 に な っ て か ら の こ と で あ り ，『 会 憲 』が 定 め

ら れ た 時 代 に は 存 在 す ら し て い な い 。 一 方 ， 『 会 憲 』 に 記 さ れ て い る

P h y s i c a と は ，ア リ ス ト テ レ ス の 書『 自 然 学 』 P h y s i c a を 学 ぶ 学 問 で あ

り ， 方 法 と し て 測 定 も 実 験 も 行 わ ず ， 計 算 も ほ と ん ど せ ず に ， 地 上 の

す べ て の 作 用 と 全 宇 宙 の 本 質 の 原 因 を 同 じ 法 則 で 説 明 し よ う と す る 学

問 で あ っ た 。 『 会 憲 』 の 成 立 と 同 時 代 に 生 き た ガ リ レ オ ( 1 5 6 4～ 1 6 4 2

年 )は ，後 世 に「 最 初 の 物 理 学 者 」と 称 さ れ る が ，そ れ は ガ リ レ オ が「 彼

の 時 代 に 物 理 学 者 と 呼 ば れ た の で は な か っ た が ， 彼 の 研 究 が 今 日 物 理

学 と 呼 ぶ も の の 核 と な る 手 順 と 成 果 を も た ら し た 」 ７ か ら で あ る 。  

ま た ， 物 理 学 に つ い て は ， 『 会 憲 』 制 定 の 1 1 0 年 後 に 発 刊 さ れ た 物

理 学 の 古 典 で あ る ニ ュ ー ト ン ( 1 6 4 2～ 1 7 2 7 年 )の『 プ リ ン キ ピ ア 』の 表

題 が ,  『 自 然 哲 学 の 数 学 的 諸 原 理 』P h i l o s o p h i a e  n a t u r a l i s  p r i n c i p i a  

m a t h e m a t i c a ８ と さ れ て い る よ う に ,ニ ュ ー ト ン は 中 世 的 学 問 の 用 語 で

あ る P h y s i c a と は 別 に ，新 し い 学 問 理 念 を 提 案 し て い る 。つ ま り ，『会

憲 』 に あ る P h y s i c a は 1 8 世 紀 以 降 の p h y s i c s や 「 物 理 学 」 で は な く ，

ギ リ シ ャ 哲 学 の 意 味 で の 「 自 然 学 」 で あ る 。  

二 つ 目 の 相 違 は ， ラ テ ン 語 の u t  e t i a m  M a t h e m a t i c a e の 部 分 に 見 ら

れ る 。こ こ で は 英 訳 と 和 訳 に 差 が あ り ，英 訳 は a n d  a l s o  m a t h e m a t i c a l  

t o p i c s と し ，和 訳 は 単 に [数 学 ]と し て い る 。英 訳 で は u t  e t i a m を a n d  

a l s o と し て ，前 の 科 目 に 加 え て ，さ ら に そ の 上 に 扱 う 教 科 と の 語 感 が

あ る 。 和 訳 で は 前 の 教 科 と 並 列 で あ る 。 し か も ， 単 に [数 学 ]と 訳 出 し
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て い る 。 『 会 憲 』 が 制 定 さ れ た 時 代 は ， M a t h e m a t i c a は 近 代 的 な 意 味

で の [数 学 ]で は な く ， 自 由 学 芸 「 四 科 」 に 相 当 す る 「 数 学 的 諸 学 」 を

表 し て い た 。 そ の た め ， 英 訳 で は m a t h e m a t i c a l  t o p i c s（ 数 学 的 な 複

数 の 科 目 ） と 訳 出 し て 時 代 を 反 映 さ せ て い る 。  

こ の よ う に P h y s i c a も M a t h e m a t i c a も ， 使 わ れ た 時 代 の 意 味 で 理 解

さ れ な け れ ば な ら な い 用 語 で あ る 。 こ れ ら の 点 か ら 判 断 す る と ， こ の

「 註 C」 の 前 半 部 分 は ， 「 論 理 学 ， 自 然 学 ， 形 而 上 学 ， 倫 理 学 と ， そ

の 上 さ ら に 数 学 的 諸 学 は ， 本 会 に お い て は 求 め ら れ る 目 的 に 合 致 す る

範 囲 内 で ， 取 り 扱 わ れ な け れ ば な ら な い 」 と 訳 出 す る こ と が 妥 当 で あ

ろ う 。  

イ エ ズ ス 会 に と っ て ， 論 理 学 ， 自 然 学 ， 形 而 上 学 ， 倫 理 学 は ア リ ス

ト テ レ ス 哲 学 を 基 底 に 置 く 学 問 で あ る 。 そ し て ， こ れ ら の 学 問 を 学 芸

学 部 の 課 程 で 学 ぶ こ と で ， 専 門 課 程 の 学 問 で あ る 神 学 と 教 会 法 学 の 修

学 へ と 進 む 。 そ れ に よ り ， 学 芸 学 部 の 課 程 で ア リ ス ト テ レ ス 哲 学 の 三

段 論 法 に よ る 論 証 を 学 び ， ア リ ス ト テ レ ス 主 義 の 神 学 と 教 会 法 学 を 学

ぶ と い う 連 続 性 が 確 保 さ れ る の で あ る 。 し か し ， ア リ ス ト テ レ ス 主 義

の 論 証 と は 異 な る ， エ ウ ク レ イ デ ス の 公 理 論 を 用 い る 「 数 学 的 諸 学 」

の 学 習 を 間 に 挟 む こ と は ， 学 習 の 連 続 性 を 損 な う も の で あ っ た 。  

②  『 会 憲 』 に お け る イ グ ナ テ ィ ウ ス の 考 え と 「 数 学 的 諸 学 」  

『 会 憲 』は ，イ エ ズ ス 会 初 代 総 長 イ グ ナ テ ィ ウ ス ・ デ ・ ロ ヨ ラ の 考 え

方 を 表 し た も の で あ り ，そ の 第 4 部 は イ エ ズ ス 会 の 神 学 生 と 一 般 学 生 の

両 者 の 教 育 を 対 象 と し て い た 。こ こ で イ グ ナ テ ィ ウ ス が 描 い た 教 育 目 的

は「 カ ト リ ッ ク の 世 界 観 を も ち ，同 時 代 の 市 民 生 活 ，文 化 生 活 ，宗 教 生

活 に 知 的 か つ 熱 心 に 参 与 す る 教 養 人 の 育 成 に あ っ た 」，そ し て 神 学 生 に

は 「 古 典 学 ， 哲 学 ， 聖 書 学 ， 実 証 神 学 （ 教 会 法 学 ， 教 会 史 な ど ） お よ び
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ス コ ラ 神 学（ 体 系 的 な 教 養 学 ，神 学 的 倫 理 学 な ど ）を 通 し て そ の 人 を 導

き ， 教 会 の 教 え に つ い て 深 く 学 ん で 理 路 整 然 と 把 握 し 明 確 に 思 考 で き

る 」 こ と を 望 ん で い た ９ 。 こ の 教 育 目 的 に あ る 「 同 時 代 の 市 民 生 活 ， 文

化 生 活 」は ，後 世 の 物 理 学 と 数 学 に つ な が る 自 然 学 と「 数 学 的 諸 学 」が

深 く 関 わ る も の で あ る 。し か し ，神 学 生 の 教 育 内 容 に は 自 然 学 と「 数 学

的 諸 学 」 は 入 っ て い な い の で あ っ た 。  

『 会 憲 』 4 章 の 第 1 2 章 に 記 載 さ れ た 学 習 す べ き 「 自 由 学 芸 と 自 然 哲

学 」の 科 目 は ，「 神 学 の 勉 学 の た め の 思 考 力 」を 獲 得 す る た め に 学 ば れ

た の で あ る 。そ れ ら の 科 目 に「 数 学 的 諸 学 」を 追 加 す る た め に は ，「 数

学 的 諸 学 」が「 同 時 代 の 市 民 生 活 ，文 化 生 活 」に は 欠 く こ と の で き な い

科 目 で あ る こ と の み な ら ず ，神 学 生 に と っ て も 必 要 性 が あ る こ と を 示 さ

ね ば な ら な か っ た 。  

神 学 生 と 一 般 学 生 の 両 者 を 教 育 の 対 象 と し て い た イ エ ズ ス 会 学 校 で

は ，両 者 と も 満 足 さ せ る こ と が で き る 教 育 課 程 を 編 成 し な け れ ば な ら な

か っ た 。こ の 編 成 に は ，イ エ ズ ス 会 学 校 の 中 心 校 で あ っ た ロ ー マ 学 院 数

学 的 諸 学 の 教 授 ク ラ ヴ ィ ウ ス が 大 き く 関 わ っ て い く の で あ る 。  

  

( 2 )  『 会 憲 』 の 記 載 と 『 学 事 規 定 』  

 ① 『 会 憲 』 の 註 の 記 載 と 教 育 の 目 的 ， 範 囲 に つ い て  

イ エ ズ ス 会 学 校 で 学 ぶ べ き 内 容 に 自 然 学 と「 数 学 的 諸 学 」が 含 ま れ た

こ と か ら ， 「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」 １ ０ と し て 評 価 を 受 け る イ エ

ズ ス 会 の 教 育 が 始 ま る の で あ る が ， こ の 科 目 が 1 7 世 紀 科 学 革 命 を 担 っ

た 物 理 学 と 数 学 へ と 昇 華 す る の に は ， ま だ 多 く の 時 間 が 必 要 で あ っ た 。 

本 節 で は 『 会 憲 』 か ら ， 具 体 的 な 教 育 課 程 編 成 書 で あ る 『 学 事 規 定 』

に ど の よ う に 繋 が っ て い っ た の か を 考 察 す る 。  
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『 会 憲 』 第 4 部 1 2 章 3 の 「 註 C」 に は ， 教 科 の 記 載 に 続 い て 「 読 む

こ と と 書 く こ と に つ い て 」 （ I n  l e g e n d a  u t  s c r i b e n d o） が あ り ， こ れ

は 初 等 教 育 に つ い て の 言 及 で あ り ， こ れ を 教 え る こ と は 「 神 の 愛 の 業 」

（ o p u s  e t i a m  c h a r i t a t i s） と な る で あ ろ う と 記 述 さ れ て い る 。 こ こ で

示 さ れ た 教 え る こ と の 目 的 は ， 同 1 2 章 １ に 記 載 さ れ て い る 会 の 教 育 の

主 目 的 で あ る「 神 の 知 識 と 愛 を 得 る た め ，ま た 霊 魂 の 救 い の た め 隣 人 を

助 け る 」 １ １ こ と に 繋 が る 。 し か し ， 読 み ・ 書 き は ， 教 え る こ と が 愛 の

業 と な る で あ ろ う が ，イ エ ズ ス 会 士 の 数 が 不 足 し て い る の で 教 え な い と

し て い る 。つ ま り ，イ エ ズ ス 会 教 育 の 対 象 は 後 世 の 中 等 ・ 高 等 教 育 段 階

に 限 定 さ れ た の で あ る 。  

ま た ， 『 会 憲 』 の 第 4 部 ， 第 1 2 章 の 4 に は ， 医 学 と 法 学 は 本 会 の 精

神 か ら 離 れ て い る た め 取 り 扱 わ な い と 記 さ れ て い る 。イ エ ズ ス 会 の 大 学

は ，中 世 大 学 の 専 門 課 程 で あ る 医 学 部 と 法 学 部 は 設 け ず ，ス コ ラ 神 学 と

聖 書 ， 実 証 神 学 を 対 象 と す る 神 学 部 を 主 体 と し た の で あ る 。  

さ ら に ， イ エ ズ ス 会 の 学 院 で は 「 自 由 学 芸 と 自 然 哲 学 」 （ A r t e s  u t  

S c i e n t i a e  n a t u r a l e s）は ，神 学 の 勉 学 の た め の 思 考 力 を 整 え る た め と ，

神 の 完 全 な 知 識 を 得 て ，そ の 知 識 を 活 用 す る こ と を 助 け る た め に 学 ぶ こ

と が 示 さ れ て い る 。こ れ は「 自 由 学 芸 と 自 然 哲 学 」を 学 ぶ 中 で 思 考 力 を

高 め ， そ の 上 で ス コ ラ 神 学 と 聖 書 ， 実 証 神 学 を 学 ぶ こ と を 求 め て い る 。

こ の 教 育 課 程 は ，宗 教 組 織 の 神 学 校 で は な く ，大 学 の 神 学 部 の 教 育 課 程

に 相 当 す る も の で あ っ た 。  

 ② 『 学 事 規 定 』 の 章 立 て と 「 数 学 的 諸 学 」 の と ら え 方  

『 会 憲 』に 記 さ れ た 学 ぶ べ き 項 目 に つ い て ，『 学 事 規 定 』で は 「 教 授

に 関 す る 規 則 」 （ R e g u l a e  P r o f e s s o r i s） が 章 立 て ら れ て い る 。 そ の 内

容 と し て ，宗 教 に 関 係 す る 項 目 と ア リ ス ト テ レ ス 哲 学 に 関 す る 項 目 で あ
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る ，「 聖 書 ， ヘ ブ ラ イ 語 ， イ エ ズ ス 会 研 究 生 の 神 学 ， 道 徳 ， 哲 学 ， 倫 理

学 」（ S a c r a e  S c r i p t u r a e，L i n g u a e  H e b r a e a e，S c h o l a t i c a e  T h e o l o g i a e，

C a s u u m c o n  S c i e n t i a e，P h i l o s o p h i a e，P h i l o s o p h i a e  M o r a l i s )に つ い て ，

そ れ ぞ れ の 教 授 に 関 す る 規 則 が 記 載 さ れ て い る 。そ し て ，最 後 の 章 に「 数

学 的 諸 学 」 （ M a t h e m a t i c a e） が 短 く 記 載 さ れ て い る １ ２ 。 こ れ ら の 内 容

は ，後 世 の 中 等 教 育 が 対 象 と す る 修 辞 学 や 古 典 学 ，文 法 学 と は 区 別 さ れ

て い る 。  

『 会 憲 』に お け る「 数 学 的 諸 学 」の と ら え 方 は ，神 学 の 勉 学 の た め に

は ，自 由 学 芸 と 自 然 哲 学 の 学 習 が 必 要 で あ り ，学 習 の 中 心 は ア リ ス ト テ

レ ス 哲 学 で あ る が ，「 数 学 的 諸 学 」の 学 習 も 考 慮 す べ き で あ る と す る も

の で あ っ た 。  

し か し ，こ の よ う に「 数 学 的 諸 学 」に つ い て『 会 憲 』に 記 載 さ れ て い

る の に も か か わ ら ず ， 「 数 学 的 諸 学 」 の 科 目 と し て の 位 置 づ け は 低 く ，

イ エ ズ ス 会 の 主 要 学 院 に お い て す ら ，設 置 さ れ た 科 目 か ら 削 ら れ て い た

の で あ っ た １ ３ 。  

ま た ， 『 学 事 規 定 』 に お け る 「 数 学 的 諸 学 」 の と ら え 方 は ， G． コ ゼ

ン テ ィ ー ノ が 「 1 6 世 紀 後 半 の 意 味 に お い て の 科 学 的 科 目 で あ っ た 数 学

的 諸 学 を ，イ エ ズ ス 会 の 教 育 の 中 に 位 置 づ け 重 視 し た こ と は 近 代 科 学 の

歴 史 に と っ て 重 要 な こ と で あ る 」 １ ４ と 述 べ て い る よ う に ， 近 代 的 な 数

学 や 科 学 に つ な が る も の で あ っ た 。当 時 ，「 科 学 的 科 目 」（ s c i e n t i f i c  

t o p i c s） は 用 語 も 概 念 も 存 在 し て い な か っ た の で あ る が ， 『 学 事 規 定 』

に は ，世 紀 を 超 え た 後 に 用 語 化 ，概 念 化 さ れ る 考 え 方 が 示 さ れ て い た の

で あ る 。こ の『 学 事 規 定 』に 存 在 す る 先 進 的 な 概 念 が ，ど の よ う に 表 現

さ れ ，議 論 さ れ ，実 行 さ れ た か に つ い て は ，ク ラ ヴ ィ ウ ス が 大 き な 役 割

を 果 た す こ と に な る 。  
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 ③ イ エ ズ ス 会 に お け る 「 数 学 的 諸 学 」 の 教 授 ク ラ ヴ ィ ウ ス の 地 位  

イ エ ズ ス 会 の 教 育 機 関 に お い て 最 も 上 位 に 位 置 す る 神 学 科 は ， 学 芸 学

部 修 士 の 取 得 が 入 学 条 件 で あ っ た 。 こ の 神 学 科 で は ， 同 時 期 の 大 学 と 同

様 に ， 神 学 の 適 切 な 解 明 に ア リ ス ト テ レ ス 主 義 に よ る 自 然 哲 学 が 必 要 不

可 欠 で あ る と 信 じ ら れ て い た 。神 学 と 自 然 哲 学 は 密 接 な 関 係 に あ っ た が ，

当 時 の 大 学 の 学 芸 学 部 の 教 師 た ち は 神 学 的 問 題 を 扱 う こ と が 禁 じ ら れ て

い た 。 そ れ 故 ， 「 自 然 哲 学 を 神 学 に 応 用 し ， 神 学 を 自 然 哲 学 に 応 用 す る

こ と は 神 学 者 の 肩 に 掛 か っ て い た 」１ ５ の で あ っ た 。こ の 場 合 ，神 学 科 に

と っ て 「 数 学 」 の 役 割 は ほ と ん ど な か っ た の で あ る 。  

1 6 世 紀 に お い て も ，大 学 学 芸 学 部 で の「 数 学 的 諸 学 」の 教 授 の 地 位 は

低 い も の で あ っ た 。 ガ リ レ オ を 例 に と る と ， 彼 は 医 学 部 進 学 を 目 指 し ，

ピ サ 大 学 の 学 芸 学 部 に 入 学 し た 。 学 芸 学 部 修 了 後 医 学 部 へ の 進 学 を 断 念

し て ， 「 数 学 」 を 学 ぶ こ と を 志 す の で あ る が ， 父 親 に 大 反 対 さ れ た 。 そ

の 理 由 は ， 「 数 学 」 で は 生 計 が 立 て ら れ な い こ と で あ っ た 。 ま た ， 大 学

で こ れ 以 上 「 数 学 」 を 学 ぶ こ と は で き す ， 結 局 ガ リ レ オ は 学 位 も 得 ず に

中 退 し た の で あ る １ ６ 。  

1 6 世 紀 の「 数 学 」の 置 か れ て い る 状 況 は 厳 し い も の で あ っ た 。論 理 面

で も 方 法 面 で も 学 問 追 究 の 主 流 で は な く ， し か も 数 学 者 の 育 成 面 で も 貧

弱 で あ り ， さ ら に 「 数 学 的 諸 学 」 の 教 授 の 地 位 も 待 遇 も 低 か っ た の で あ

る 。 当 然 ， イ エ ズ ス 会 学 校 で の 彼 ら の 発 言 力 は 弱 く ， ま し て や イ エ ズ ス

会 本 体 で の 発 言 権 は 望 む べ く も な か っ た 。  

次 章 で は ， そ の よ う な 立 場 に あ っ た ク ラ ヴ ィ ウ ス が ， イ エ ズ ス 会 学 校

の 方 向 性 に 関 与 で き た 理 由 と ，ど の よ う に「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」

た る 教 育 課 程 を 構 築 し た か に つ い て 言 及 す る 。  
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第２節  『学事規定』策定におけるクラヴィウスの役割  

( 1 )  『 学 事 規 定 』 の 策 定 方 法  

『 学 事 規 定 』 は ， 学 生 に イ エ ズ ス 会 の 重 要 な 思 想 を 学 ば せ る た め の 教

育 課 程 と し て ， 上 意 下 達 的 に 示 さ れ た も の で は な い 。 1 5 4 8 年 1 0 月 ， イ

エ ズ ス 会 学 校 は 一 般 の 学 生 の た め の 最 初 の 学 校 を シ チ リ ア の メ ッ シ ー ナ

で 開 校 し た 。こ の 学 校 の 管 理 者 や 教 師 を 導 く 規 範 や 指 示 の 定 式 化 の た め ，

イ グ ナ テ ィ ウ ス に よ っ て メ ッ シ ー ナ へ 派 遣 さ れ た ヘ ロ ニ モ・ナ ダ ー ル は ，

1 5 4 8 年 に『 メ ッ シ ー ナ 学 院 の 組 織 』，1 5 5 2 年 に『 一 般 教 養 制 度 と 秩 序 』，

1 5 5 3 年 に 『 学 院 の 勉 学 の た め の 規 則 』 を 著 し た 。 し か し ， こ れ に よ っ て

『 学 事 規 定 』 が 定 ま っ た の で は な か っ た １ ７ 。  

1 5 6 1 年 か ら 各 地 の イ エ ズ ス 会 学 校 の 実 地 調 査 が 始 ま り ， そ れ を 受 け

1 5 6 4 年 か ら 各 地 の イ エ ズ ス 会 学 校 の 教 育 計 画 案 の 収 集 と 集 約 が な さ れ

た 。 こ こ で は ， 「 養 成 の 哲 学 的 ・ 神 学 的 側 面 を 強 調 」 す る こ と へ の 批 判

を も 含 め て 意 見 が 収 集 さ れ た 。そ し て ， 1 5 8 6 年 に 吟 味 さ れ 篩 に か け ら れ

た 『 学 事 規 定 』 草 案 １ ８ が 示 さ れ た 。  

ク ラ ヴ ィ ウ ス は ， イ エ ズ ス 会 学 校 に お け る 「 数 学 的 諸 学 」 の 扱 い に つ

い て 意 見 を 述 べ た １ ９ 。 そ の 彼 の 考 え は 『 学 事 規 定 』 1 5 8 6 年 素 案 に ， 次

の よ う に 反 映 さ れ た 。  

「 我 々 の 学 院 に お い て「 数 学 的 諸 学 」は 高 い 位 置 付 け に は な い が ，

他 の 学 問 は「 幾 何 学 」と「 算 術 」の 援 助 を と て も 必 要 と し て い る 。

そ れ は 事 実 と し て ， 「 数 学 的 諸 学 」 が 関 連 す る 学 問 は ， 詩 人 に は

天 体 の 昇 り 沈 み を ， 歴 史 家 に は 場 所 の 形 と 距 離 を ， 分 析 す る 人 た

ち に は 確 か な 証 明 を ， 政 治 指 導 者 に は 内 政 と 軍 事 と も に 情 勢 を よ

く 管 理 す る た め の 技 術 を ， 自 然 学 者 に は 天 体 の 回 転 ， 光 ， 色 ， 透

明 な 霊 媒 ，音 の 形 式 と 識 別 を ，形 而 上 学 者 に は 球 体 と 知 性 の 数 を ，
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神 学 者 に は 神 の 仕 事 の 主 要 な 役 割 を ， 法 と 教 会 の 習 慣 に は 正 確 に

時 間 を 計 算 す る こ と を 供 給 し 説 明 す る 。 同 時 に 、 我 々 は 数 学 者 の

働 き に よ っ て ， 正 常 で な い 状 況 の 社 会 の 治 癒 の 中 で ， 海 で の 航 海

の 中 で ，農 民 の 仕 事 の 中 で ，共 和 国 へ 利 益 以 上 の も の を も た ら す 」

２ ０  

ク ラ ヴ ィ ウ ス の 主 張 は ，「 数 学 」（ 幾 何 学 と 算 術 ） ２ １ が 他 の 科 目 で も

必 要 と さ れ る 重 要 な も の で あ る こ と と ， 多 方 面 で の 有 用 性 を 表 示 し て い

る 。 こ の 有 用 性 と し て ， イ エ ズ ス 会 学 校 の 所 有 者 で あ る 領 主 ・ 諸 侯 （ 政

治 指 導 者 ）に は ，官 僚 と 将 校 に 必 要 な 分 析 力 と 証 明 力 を 授 け る と と も に ，

「 数 学 」が 天 文 学 ，地 理 学 ，航 海 術 な ど の 基 礎 学 問 と な る こ と を 示 し た 。

ま た ，自 然 哲 学 ・ 神 学 の 基 礎 的 裏 付 け と し て「 数 学 」が 必 要 で あ る こ と ，

「 数 学 」 が 教 会 暦 と 時 間 計 算 ， 測 量 術 等 に 利 用 で き る こ と を 具 体 的 に 示

し た 。     

ス モ ラ ス キ ー は ク ラ ヴ ィ ウ ス の 意 見 の ね ら い を 次 の 2 点 と し て い る

２ ２ 。  一 つ は「 数 学 的 な 学 知 が ，な ぜ 学 知 で な い の か 」と い う 問 い を 投

げ か け ， 数 理 科 学 と し て の 論 証 の 確 実 性 に 言 及 し て い る 。 そ し て も う 一

つ は ， 「 幾 何 学 と 算 術 な し で ， 天 文 学 や 自 然 現 象 を 含 む ほ と ん ど の 自 然

学 は 理 解 で き な い 」 と す る ， 基 礎 教 科 と し て の 「 数 学 」 の 必 要 性 に 言 及

し て い る こ と で あ る 。  

ア リ ス ト テ レ ス 主 義 を 原 理 主 義 的 に 信 奉 す る イ エ ズ ス 会 士 は ，論 証 の

方 法 と し て の「 数 学 」の 証 明 法 を 拒 否 し て い た の で ，当 然 多 く の 反 論 が

寄 せ ら れ た 。ま た ，諸 管 区 で の 意 見 収 集 で は ，学 問 的 な 知 識 に つ い て の

定 義 や ，論 証 の 方 法 と し て の 「 数 学 」 の 有 効 性 に 関 し て ， 領 主 ・ 諸 侯 か

ら 発 言 が あ る と は 考 え に く い 。 し か し ， 領 主 ・ 諸 侯 に と っ て 「 数 学 」 は

徴 税 や 軍 事 の 道 具 と し て 必 要 不 可 欠 な も の で も あ っ た 。 特 に ， 軍 事 面 で
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は ， 大 砲 の 射 程 距 離 が 大 幅 に 伸 び た こ と に よ り 弾 道 が 2 次 曲 線 を 描 き ，

中 世 の 実 用 算 術 の 中 心 で あ っ た 1 次 的 な 比 の 計 算 で は 正 確 な 値 を 求 め る

こ と が で き な く な っ て い た 。 そ こ で ， 正 確 な 弾 道 計 算 の た め に 数 学 が 必

須 と な っ た 。 こ う し た 状 況 下 で は ， 計 算 し て 答 を 求 め る だ け で は な く ，

理 論 的 な 裏 付 け の あ る 確 実 性 が 求 め ら れ る よ う に な っ て い た の で あ る

２ ３ 。  

こ の よ う な ， 時 代 が 求 め る 「 数 学 」 の 有 用 性 と 確 実 性 を ， ク ラ ヴ ィ ウ

ス は 提 案 し た の で あ る 。 さ ら に ， 「 数 学 的 諸 学 」 の 教 育 課 程 を 確 実 に す

る た め に ， 以 下 の 記 述 を 続 け た 。  

「 「 数 学 的 諸 学 」 が 他 の 教 科 の 修 練 と ま っ た く 同 じ よ う に ， 我 々

の 学 校 で 栄 え る よ う に さ れ な く て は な ら な い 。 そ れ に よ っ て 我 々

は 教 会 の さ ま ざ ま な 利 害 関 係 に よ り よ く 対 応 で き る で あ ろ う 。 特

に ， 我 々 イ エ ズ ス 会 が ， 多 く の ， 名 の 通 っ た 都 市 で 切 望 さ れ て い

る ， 数 学 的 項 目 に つ い て の 講 義 を 提 供 で き る 教 授 を 欠 く こ と は ，

少 な か ら ず 不 適 当 で あ る 。 も し ， ロ ー マ で 教 授 職 を 減 ず る な ら ，

こ れ ら の 学 科 を 教 え た り ， 教 会 の 時 間 に つ い て の 議 論 を す る 時 ，

教 皇 庁 で 専 門 家 と し て 助 言 し た り す る 資 格 を 持 つ 人 は ， 誰 一 人 い

な く な る で あ ろ う 。 」 ２ ４  

 こ こ で は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は 繁 栄 し つ つ あ る イ エ ズ ス 会 学 校 に お い て ，

そ の 所 有 者 で あ る 領 主 ・ 諸 侯 が 切 望 す る 「 数 学 的 諸 学 」 の 教 育 の 必 要 性

を 訴 え て い る 。 そ し て ， イ エ ズ ス 会 が 「 数 学 的 諸 学 」 の 教 育 を 軽 視 す る

こ と は ， イ エ ズ ス 会 に と っ て 不 利 益 と な る と 訴 え た 。 理 由 と し て ， 教 会

の 時 間 と い う 有 用 性 の 確 認 と ， 教 皇 庁 で の 専 門 家 と し て の 助 言 と い う 確

実 性 が 担 保 で き な い こ と を 指 摘 し て い る 。  
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そ し て ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は 「 数 学 的 諸 学 」 の 学 習 の 必 要 性 を 強 く 感 じ て

い な い イ エ ズ ス 会 の 司 祭 を 目 指 す 学 生 に 対 し て も ， そ の 必 要 性 を 強 く 抱

い て い る 外 部 か ら の 一 般 生 と 同 様 に ， 「 数 学 的 諸 学 」 の 学 習 の 重 要 性 を

次 の よ う に 訴 え て い る 。  

「 三 学 を 勉 強 し 終 え ， 現 在 哲 学 を 勉 強 中 で ， 神 学 の 研 究 を 始 め る

前 の イ エ ズ ス 会 士 に と っ て ， 「 数 学 的 諸 学 」 を 学 ぶ こ と が 神 学 を

学 ぶ こ と に 貢 献 す る 。 そ の た め に も ， 確 実 に ， 最 初 の ２ 年 間 ， 彼

ら に 数 学 以 外 の 何 も の も 勉 強 さ せ な い 。 ３ 年 次 に お い て ， 学 校 の

中 で 行 わ れ る で あ ろ う ， 短 い ２ つ の 神 学 の 講 義 に 出 席 す る で あ ろ

う が ， そ の 日 の 残 り 全 て を 、 彼 ら は 「 数 学 的 諸 学 」 の た め に 彼 ら

自 身 を 委 ね る で あ ろ う 。 後 日 ， こ の 学 院 の 優 秀 な 数 学 者 は 国 外 へ

行 く で あ ろ う ， そ し て 彼 ら は 戻 る と ， 総 て の 管 区 に お い て こ の 教

科 を 広 め る で あ ろ う ， そ れ は 我 々 イ エ ズ ス 会 の 評 判 を 保 持 す る で

あ ろ う 。 そ し て ， ど の 管 区 に お い て も ， こ の よ う な 素 晴 ら し い 果

実 を 期 待 し て ， 神 学 生 の う ち の 幾 人 か を ， 3 年 間 「 数 学 的 諸 学 」

に 捧 げ る こ と は 問 題 で は な い で あ ろ う 。 」 ２ ５  

 ク ラ ヴ ィ ウ ス は 神 学 部 へ 進 む 前 の 3 年 間 （ イ エ ズ ス 会 学 院 の 哲 学 科 課

程 ） の 教 育 を ， 「 数 学 的 諸 学 」 の 教 育 を 中 心 と す る べ き と 訴 え た 。 こ れ

は ， 「 数 学 的 諸 学 」 の 学 習 を 主 体 と す る こ と が ， 神 学 の た め で あ る こ と

と を 根 拠 と し て ， さ ら に ， こ の 「 数 学 的 諸 学 」 の 充 実 が ， 海 外 宣 教 で も

必 要 で あ り ， イ エ ズ ス 会 学 校 の 評 判 に も 繋 が る こ と を 訴 え て い る の で あ

っ た 。  
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( 2 )『 学 事 規 定 』 に 盛 り 込 ま れ た ク ラ ヴ ィ ウ ス の 考 え  

1 5 8 6 年 に 策 定 に 向 け て 諸 管 区 に 送 付 し 報 告 を 求 め た 『 学 事 規 定 』 素

案 と ， 1 5 9 9 年 の 正 式 版 『 学 事 規 定 』 と の 間 に は ， 「 数 学 」 に 対 す る 見

方 の 変 化 が 生 じ て い る 。 「 数 学 」 に 関 し て は ， 1 5 8 6 年 素 案 の 方 が 革 新

的 で あ っ た 。  

こ の 1 5 8 6 年 素 案 に 盛 り 込 ま れ た ク ラ ヴ ィ ウ ス の 思 想 に つ い て ， 佐 々

木 は 以 下 の 4 点 に ま と め て ，こ れ ら に は 明 ら か に 中 世 を 超 え る 思 想 が 含

ま れ て い た と 述 べ て い る ２ ６ 。  

①  「 数 学 」 は 有 用 で 多 面 的 な 応 用 を も つ こ と  

②  「 数 学 」 は 認 識 論 的 に も 重 視 さ れ る べ き こ と  

③  エ ウ ク レ イ デ ス 以 上 の 数 学 ，た と え ば ア ル キ メ デ ス や ア ポ ロ

ニ オ ス の 著 作 や 代 数 学 も 学 ば れ る べ き こ と  

④  数 学 教 師 は 専 任 で あ る べ き こ と  

ま た ， 安 は ク ラ ヴ ィ ウ ス の 意 見 の 傾 向 に つ い て 以 下 の よ う に ま と め て

い る ２ ７ 。  

○ 明 ら か に エ ウ ク レ イ デ ス の 演 繹 体 系 を 第 一 の 理 想 と し ， し た が

っ て ， 幾 何 学 を 「 数 学 」 の 最 も 完 成 し て い る 分 野 と し て 重 視 す

る 傾 向 が 濃 厚 で あ る 。  

○ 因 果 論 的 説 明 を 科 学 の 最 終 的 な 目 標 と す る ア リ ス ト テ レ ス 的 な

ア プ ロ ー チ か ら 脱 却 し て い な い た め ， 三 段 論 法 に よ る 推 論 が 過

大 に 評 価 さ れ る 傾 向 に あ る 。  

○ 天 文 学 ，実 用 性 の 高 い「 数 学 」へ の バ イ ア ス が 強 く ，代 数 学 は ，

明 ら か に 必 要 十 分 な 地 位 を 得 て い な い 。  

こ れ ら の 研 究 は ，ク ラ ヴ ィ ウ ス が ，自 然 哲 学 に 対 す る「 数 学 的 証 明 法 」

の 有 効 性 の 主 張 し て い る こ と と ， イ エ ズ ス 会 の 中 核 的 な 理 論 で あ る ア リ



66 

 

ス ト テ レ ス 主 義 に 対 し プ ラ ト ン 主 義 に 位 置 付 く 「 数 学 的 公 理 論 」 を 打 ち

出 し た こ と と を 明 ら か に し て い る 。 し か し ， こ の こ と だ け で は ク ラ ヴ ィ

ウ ス の 思 想 が ル ネ サ ン ス の 思 想 の 延 長 線 上 に 留 ま る も の で あ っ て ， 中 世

を 超 え 近 代 の 足 が か り に な っ た と は 言 い 難 い 。 ク ラ ヴ ィ ウ ス が ， 偉 大 な

数 学 者 と し て で は な く 偉 大 な 数 学 教 育 者 と し て 評 価 さ れ て い る の は ，「 数

学 」 を 何 の た め に ， ど の よ う な 内 容 を ， 如 何 な る 方 法 で 学 ん で い け ば よ

い か を 彼 が 明 確 に 示 し た か ら で あ る 。  

『 学 事 規 定 』1 5 8 6 年 素 案 の 教 育 課 程 で は ，上 級 学 校 は 第 1 年 次 に エ ウ

ク レ イ デ ス 『 原 論 』 ， 実 用 算 術 ， 天 球 論 を 学 び ， 第 2 年 次 に 音 楽 理 論 ，

光 学 を ，第 3 年 次 に は 天 文 学 を 学 ぶ と あ る 。こ れ は す べ て「 数 学 的 諸 学 」

で あ り ， 西 欧 伝 統 の 「 四 科 」 の 学 習 の 復 活 で も あ っ た 。 た だ し ， こ れ ほ

ど ま で の 「 数 学 的 諸 学 」 の 重 視 は ， 神 学 や 哲 学 の 関 係 者 か ら の 批 判 も 多

く ， 正 式 の 『 学 事 規 定 』 1 5 9 9 年 版 で は 削 ら れ た の で あ る  

『 学 事 規 定 』 1 5 9 9 年 版 で 示 さ れ て い る 教 育 課 程 は 以 下 の よ う で あ る 。 

(数 学 教 授 規 則 ） ２ ８  

① 哲 学 科 の 学 生 に エ ウ ク レ イ デ ス の 原 論 を 4 5 分 間 授 業 す る 。学 生 が

教 科 に 多 少 精 通 し た 2 ヶ 月 の 後 に ， 地 理 学 ， 天 文 学 ま た は 同 様 な

問 題 を 追 加 す る 。 こ の 追 加 さ れ た 素 材 は ， エ ウ ク レ イ デ ス と 同 じ

日 に ， ま た は 隔 週 の 日 に 行 う 。  

② 毎 月 ， 少 な く と も 隔 月 ， 哲 学 科 と 神 学 科 の 学 生 の 1 人 に 授 業 で 有

名 な 数 学 の 問 題 を 解 答 さ せ ， そ の 後 、 必 要 な ら 議 論 す る 。  

③ 月 に 一 度 ， 一 般 に 土 曜 日 に ， 学 習 の 時 間 に ， そ の 月 に 完 了 さ れ る

課 題 の 点 検 に あ て る ｡  

こ の よ う に 『 学 事 規 定 』 1 5 9 9 年 版 で 示 さ れ た 教 育 内 容 は ， 1 5 8 6 年 素

案 か ら は 大 き く 削 減 さ れ て い る 。し か し ，学 習 方 法 に つ い て は 革 新 的 で
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あ り ，指 導 内 容 や 指 導 方 法 ，授 業 の 概 要 ま で 詳 細 に 及 ん で い る ２ ９ 。そ し

て ， こ こ に は ， 盲 目 的 服 従 で 強 制 的 に 学 ば さ れ る の で は な く ， 自 分 で 考

え ， そ の 後 議 論 し て 学 ぶ と い う 学 習 法 が 貫 か れ て い る 。  

「 数 学 的 諸 学 」の 内 容 が ， 1 5 8 6 年 素 案 よ り 大 き く 減 ら さ れ た『 学 事 規

定 』 1 5 9 9 年 版 に よ る 教 育 課 程 で も ， 他 の 教 育 機 関 の 多 く が 「 人 文 学 」 の

科 目 に 限 定 し た 学 習 で あ る の に 対 し ，イ エ ズ ス 会 の 学 校 は「 数 学 的 諸 学 」

の 科 目 を 学 ぶ こ と の で き る 稀 な 教 育 機 関 で あ っ た 。 そ の た め ， イ エ ズ ス

会 学 校 や ， そ の シ ス テ ム を 手 本 と し た 学 校 に よ っ て の み ， 時 代 を 進 め た

「 （ 後 世 の 意 味 で の ） 科 学 と 数 学 」 に 精 通 し た 学 生 を 生 み 出 し た の で あ

る 。 そ こ で 使 用 さ れ た 「 数 学 的 諸 学 」 の 教 科 書 は ク ラ ヴ ィ ウ ス に よ る も

の で あ っ た 。  

こ の よ う に ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は 大 き な 功 績 を 残 し た 。 し か し ， 当 然 で は

あ る が ，教 育 で の 数 学 の 重 視 は 軋 轢 を 生 む こ と に な る 。こ の 軋 轢 に 対 し ，

彼 は ，学 問 的 な 知 識 に つ い て の 解 釈 で ，イ エ ズ ス 会 の 中 核 の 人 々 と 決 定

的 に 対 立 す る の で は な い 手 段 を 用 い た 。一 つ は 数 学 的 証 明 法 と ア リ ス ト

テ レ ス 三 段 論 法 の 折 り 合 い を つ け る こ と で あ り ，二 つ は ，イ エ ズ ス 会 士

に 対 し て も ， 一 般 学 生 に 対 し て も 納 得 が 得 ら れ る ，「 数 学 」 の 有 用 性 を

提 示 す る こ と で あ っ た 。 彼 の 主 張 に は ， グ レ ゴ リ オ 改 暦 に 関 す る 彼 の 中

心 的 な 役 割 が ， 政 治 的 な 大 き な 後 ろ 盾 と な っ て 生 か さ れ た 。  

こ の よ う な 状 況 で『 学 事 規 定 』 1 5 9 9 年 版 は ，い く つ か の 部 分 修 正 と 制

限 は あ っ た も の の ， 「 数 学 」 が 学 ば れ る 環 境 を 整 え る こ と が で き た の で

あ る 。 こ れ は ク ラ ヴ ィ ウ ス の 大 き な 功 績 の 一 つ で あ っ た 。  
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第３節  クラヴィウスの教科書に見られる近代数学の萌芽  

( 1 )  ク ラ ヴ ィ ウ ス の 「 数 学 的 諸 学 」 の 教 科 書  

ク ラ ヴ ィ ウ ス は 『 学 事 規 定 』 準 拠 の 「 数 学 的 諸 学 」 の 教 科 書 を 多 く 著

し た 。 こ の 教 科 書 は ， 中 世 的 な 自 然 哲 学 や 「 数 学 的 諸 学 」 を 概 観 す る 史

料 的 価 値 を 持 つ も の で あ る 。 そ れ 故 ， 近 代 的 な 物 理 学 や 数 学 で 用 い ら れ

る 思 想 や 方 法 手 段 は 使 わ れ て は い な い 。 し か し ， こ の 教 科 書 を 使 っ て 学

ん だ 多 く の 学 生 か ら ， 近 代 的 な 「 物 理 学 や 数 学 」 を 創 り 上 げ た 学 者 が 育

っ た の は 事 実 で あ る 。 本 節 で は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 著 作 か ら ， ど の よ う な

学 び が 近 代 数 学 を 生 み 出 す 土 台 と な っ た か を 考 察 す る 。  

ク ラ ヴ ィ ウ ス の 「 数 学 的 諸 学 」 の 著 作 を ま と め た 『 数 学 的 諸 学 全 集 』

O p e r a  M a t h e m a t i c a の 内 容 は 次 の よ う で あ る ３ ０ 。  

第 1 巻  ・ エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 『 原 論 』 注 釈    

・ テ オ ド シ ウ ス 『 球 面 幾 何 学 』 注 釈  

       ・ 直 線 の 切 断   ・ 平 面 三 角 法   ・ 球 面 三 角 法  

第 2 巻  ・『 実 用 幾 何 学 』  ・『 実 用 算 術 概 論 』  ・『 代 数 学 』 

第 3 巻  ・ サ ク ロ ボ ス コ 『 天 球 論 』 注 釈   ・ 『 天 体 観 測 儀 』  

第 4 巻  ・ 『 太 陽 の 動 き 』   ・ 『 日 時 計 の 使 い 方 』    

・ 『 新 日 時 計 注 釈 』  

第 5 巻  ・ 『 グ レ ゴ リ オ 暦 』    

・ 『 ロ ー マ の 新 し い 暦 に つ い て の 弁 明 』  

第 1 巻 は 量 を 扱 う 教 科 で あ る 幾 何 学 及 び 幾 何 学 の 応 用 教 科 の 教 科 書 で

あ り ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が 意 見 書 で 示 し た 「 詩 人 に は 天 体 の 昇 り 沈 み を ， 歴

史 家 に は 場 所 の 形 と 距 離 を ，分 析 す る 人 た ち に は 確 か な 証 明 を 」３ １ の 部

分 に 該 当 す る 。  
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第 2 巻 は 数 を 扱 う 教 科 で あ る 算 術 の 教 科 書 で あ る 。 こ こ に 『 実 用 幾 何

学 』 が 入 る こ と で ， 軍 事 的 な 利 用 の 有 効 性 を 示 し ， 「 政 治 指 導 者 に は 内

政 と 軍 事 と も に 情 勢 を よ く 管 理 す る た め の 技 術 」３ ２ を 提 供 し た 。数 を 扱

う 算 術 と ， 量 を 扱 う 幾 何 学 と を 結 び つ け た の で あ る 。 近 代 科 学 の 成 立 の

大 き な 要 素 で あ る 数 と 量 の 統 一 を 指 向 す る も の で あ っ た 。  

第 3 巻 に あ る『 天 球 論 』は 1 3 世 紀 に 発 表 さ れ た ヨ ハ ネ ス ・ ド ・ サ ク ロ

ボ ス コ の『 天 球 論 』３ ３ の 注 釈 書 で あ り ，天 動 説 宇 宙 論 の 教 科 書 と し て「 自

然 哲 学 者 に 天 体 の 回 転 ，光 ，色 ，透 明 な 霊 媒 ，音 の 形 式 と 識 別 」 ３ ４ を 提

供 し た 。 こ の 書 に 基 づ き イ エ ズ ス 会 は 地 動 説 に 対 し て 理 論 武 装 す る の で

あ っ た が ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は 『 天 体 観 測 儀 』 で 天 体 の 測 定 に つ い て 示 し ，

実 測 の 重 要 性 を 提 案 し た ３ ５ 。  

第 4 巻 と 第 5 巻 は 「 神 学 者 に は 神 の 仕 事 の 主 要 な 役 割 を ， 法 と 教 会 の

習 慣 に は 正 確 に 時 間 を 計 算 す る こ と を 供 給 し 説 明 」 ３ ６ す る も の で あ る 。

こ れ 自 体 は 教 科 で は な い が ， 理 論 的 な 計 算 と 実 際 的 な 測 定 を 行 う と い う

学 問 の 方 法 論 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の方法は ，後にガリレオが 「 方 法 論 」

と し て ， 数 学 的 方 法 と 実 験 的 方 法 と を 結 合 し ， 数 学 的 関 係 を 法 則 化 し た

こ と で も あ る 。  

次 に ， 近 代 科 学 を 形 成 す る 大 き な 要 素 ３ ７ と な っ た ， 数 と 量 の 統 一 と ，

数 学 的 方 法 と 実 験 的 方 法 と の 結 合 に つ い て ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 考 え を 考 察

し て い く 。  

 

( 2 )  ク ラ ヴ ィ ウ ス が 示 し た 量 と 数 の 統 一  

中 世 の 神 学 者 は ，キ リ ス ト 教 の 教 義 を た だ 単 に 教 養 と し て 主 張 す る の

で は な く ，神 学 の 多 く の 問 題 で 自 然 哲 学 を 用 い て 説 明 し よ う と し た 。そ

れ は 中 世 に 限 っ た も の で は な か っ た 。近 代 初 期 に お い て も 依 然 と し て こ
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の こ と が 問 題 と さ れ て い た 。 近 代 数 学 を 創 り 上 げ た 一 人 で も あ る G .ラ

イ プ ニ ッ ツ ( 1 6 4 6 - 1 7 1 6 年 )が 問 題 提 起 し 議 論 し た こ と に つ い て ，E .グ ラ

ン ト は 以 下 の よ う に 記 し て い る 。  

「 神 学 者 た ち は し ば し ば ，自 然 哲 学 の 内 部 で 発 達 し て い た 数 学

的 概 念 を 使 用 し た 。こ の よ う な 概 念 に は 以 下 の よ う な 概 念 を 自

然 学 の 諸 問 題 に 応 用 し た も の が 含 ま れ て い た 。す な わ ち 比 例 の

理 論 ，数 学 的 連 続 体 の 本 性 ，収 束 す る 無 限 級 数 と 発 散 す る 無 限

級 数 ，無 限 大 と 無 限 小 ，可 能 無 限 と 実 無 限 ，無 限 過 程 に お け る

最 初 の 瞬 間 と 最 後 の 瞬 間 に 関 わ る 極 限 の 決 定 で あ る 。 」 ３ ８  

ラ イ プ ニ ッ ツ よ り 1 世 紀 前 ， ク ラ ヴ ィ ス 時 代 の 学 問 と し て の 算 術 は ，

「 思 弁 的 学 問 」 と し て 理 論 的 音 楽 を 従 属 さ せ ， 「 実 践 的 学 問 」 と し て 実 践 的

音楽を従属させていた ３ ９ 。しかし，ピュタゴラス の比例論による 理論的音楽

と ， そ れ を 応 用 し た ピ ュ タ ゴ ラ ス 音 階 の 実 践 的 音 楽 は ， こ の 時 期 ， 限 界 を 呈

し ， 新 た な る 音 階 で あ る 平 均 律 の 出 現 を 待 つ 時 期 で あ っ た 。 算 術 自 体 も ， ピ

ュ タ ゴ ラ ス の 数 論 の 初 歩 の 段 階 を 超 え ず ， こ の ま ま で は 神 学 の 基 礎 と な ら な

い学問であった。  

算 術 を 神 学 の 基 礎 と す る に は ， 上 記 の ラ イ プ ニ ッ ツ の 問 題 提 起 に あ る 事 象

に つ い て ， 解 法 の 説 明 や 裏 付 け ら れ る 理 由 の 提 示 が 必 要 で あ る 。 ま た ， 算 術

の 実 践 的 学 問 と い え る 実 用 算 術 を ， 学 問 と し て ど う 位 置 づ け る か が 問 題 と な

る。  

① 比 例 の 理 論  

こ の 場 合 の 比 例 の 理 論 は ， 関 数 的 な 比 例 を 意 味 す る の で は な く ， 「 比

例 ， 釣 り 合 っ た も の 」 （ p r o p o r t i o n a l i t a s） を 意 味 し ， a : b = c : d な る 整

数 比 の 計 算 が 適 用 さ れ る 。西 洋 の 算 術 で は ， 1 2 0 2 年 に ピ サ の レ オ ナ ル ド

が 著 し た 『 計 算 の 書 』 L i b e r  A b b a c i４ ０ が 古 典 と な り ， こ の 書 を 手 本 と し
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て 多 く の 算 術 書 が 発 刊 さ れ た 。 特 に 商 用 算 術 書 で は ， 公 式 的 に a : b = c : d  

の と き  ｄ = b× c÷ a を 使 用 し て 問 題 を 解 答 さ せ た 。 商 取 引 で 利 用 価 値 の

高 い 規 則 の た め ， 「 三 数 法 」 は 「 黄 金 の 規 則 」 と も 称 さ れ た 。 一 方 ， 理

論 を 追 求 す る 大 学 で は ， 比 は 神 学 の 理 論 に 使 わ れ ， 計 算 自 体 は 重 要 視 さ

れ な か っ た 。 神 学 で の 「 黄 金 の 規 則 」 は 「 三 数 法 」 で は な く ， 宗 教 用 語

の 「 黄 金 律 」 を 意 味 し た 。  

宗 教 用 語 と し て の 黄 金 律 と は 別 に ， 比 の 計 算 式 a : b = c : d は 神 の 存 在 証

明 に も 使 わ れ た 。 中 世 を 代 表 す る カ ト リ ッ ク の 神 学 者 ト マ ス ・ ア ク ィ ナ

ス （ 1 2 2 5 頃  –  1 2 7 4 年 ） は ， 比 の 計 算 を 用 い て 次 の よ う に 神 の 存 在 を 証

明 し て い る 。  

「 a 世 界 の 存 在 ， b 世 界 の 本 質 （ 偶 然 性 ） ， c 神 の 存 在 ， d 神 の 本

質 （ 必 然 性 ） と の 間 に は ， a : b = c : d で あ る よ う な 比 例 関 係 が 見 こ

ま れ て い る 。 世 界 が 存 在 し ， 偶 然 で あ る こ と ， 神 は 必 然 的 な 存 在

で あ る こ と が 既 知 で あ っ て ， 神 の 存 在 が 証 明 す べ き も の で あ る 。

い ま た と え ば 6 : 3＝ ｘ ： 2 と い う 比 例 式 に お い て ， 未 知 項 ｘ は 4

で あ る こ と が た だ ち に 知 れ る 。 同 じ よ う に ， 三 つ の 既 知 項 か ら 第

四 の 未 知 項 c（ 神 の 存 在 ） が 認 識 さ れ る わ け で あ る 。 な り た っ て

い る の は「 比 例 」( p r o p o r t i o n a l i t a s )の 類 比 に ほ か な ら な い 。」４ １  

こ の よ う に 西 洋 算 術 に お け る 比 の 計 算 は ， 大 学 で 学 ば れ て い た 神 学 的

な 要 素 の 確 実 性 ， 客 観 性 の 側 面 と ， 商 取 引 で 使 わ れ る 商 用 算 術 の 実 用 的

な 側 面 が ， 全 く 別 の も の と し て 存 在 し て い た の で あ る 。  

ク ラ ヴ ィ ウ ス が 著 し た イ エ ズ ス 会 学 校 の 算 術 の 教 科 書『 実 用 算 術 概 論 』

４ ２ に お い て ， 比 の 計 算 に 関 わ る 内 容 は 1 7 章 か ら 2 1 章 に 記 さ れ て い る 。

こ の 章 で は ， 多 く の 商 業 投 資 問 題 が 素 材 と し て 採 り 上 げ ら れ て い る 。 し
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か し ， 実 業 学 校 で 学 ば れ た 他 の 多 く の 商 業 算 術 書 と 違 い ， 事 例 に 合 わ せ

て 答 を 求 め る こ と よ り ， 解 法 の 方 法 や 考 え 方 に 重 き が 置 か れ て い た 。  

1 7 章 の 章 題 は「 三 数 法 。そ れ は 別 名 黄 金 算 法 と 名 付 け ら れ て い る も の

や ，比 例 算 法 と 通 常 呼 ば れ て い る も の で あ る 」（ R e g u l a  t r i u m ;  q u a e  a l i o  

n o m i n e  r e g u l a  a u r e a ,  s i v e  r e g u l a  p r o p o r t i o n u m  d i c i  s o l e t） と 長 い

章 題 が つ け ら れ て い る 。 a : b = c : d  の と き ｄ = b× c÷ a  で 求 め る 方 法 で あ

る 。  

1 8 章 は「 三 数 逆 算 法 」（ R e g u l a  t r i u m  e v e r s a）で あ り ， a: 𝑏−1 = 𝑐: 𝑑−1 の

と き  ｄ = a× b÷ c の 適 用 で あ る 。  

1 9 章 は 「 三 数 組 合 せ 算 法 」（ R e g u l a  t r i u m  c o m p o s i t e） で あ り ， 単 位

の 異 な る a𝑖と b𝑖に つ い て ， (𝑎1 × 𝑏1): 𝑐 = (𝑎2 × 𝑏2): 𝑑 を 適 用 し ， 三 数 法 が 組 み

合 わ さ れ て 使 用 さ れ て い る 。  

2 0 章 は 「 共 同 算 法 」（ R e g u l a  S o c i e t a t u m） で あ り ， a : b = c i : d i  ， a =Σ

c i の と き  d i  = b× c i÷ a  で 求 め ら れ ， 三 数 法 が 複 合 使 用 さ れ て い る 。  

2 1 章 は 「 結 合 算 法 」（ R e g u l a  A l l i g a t i o n i s） で あ り ， 2 0 章 と の 違 い は

２ つ の 数 量 ( a , b )の 混 合 割 合 は 不 明 で あ る が ， 混 合 さ れ た 数 量 ( c )が 与 え

ら れ た と き ， ( a - b ) : 1 = ( c - b ) : 𝑑1 ， ( a - b ) : 1 = ( a - c ) : 𝑑2 と な り ， 三 数 法 を

適 用 し ， 𝑑1 =
𝑐−𝑏

𝑎−𝑏
 , 𝑑2 =

𝑎−𝑐

𝑎−𝑏
 で 求 め る 方 法 で あ る 。  

ク ラ ヴ ィ ウ ス は ，上 記 の よ う な 実 用 的 な 比 例 の 理 論 を 学 ぶ こ と で ，「海

の 航 海 の 中 で ，農 民 の 仕 事 の 中 で ，共 和 国 へ 利 益 以 上 の も の を も た ら す 」

４ ３ こ と を 示 し て い る 。そ し て ，こ の 比 例 の 理 論 の 学 習 で ，「 形 而 上 学 者

に は 知 性 の 数 を ，神 学 者 に は 神 の 仕 事 の 主 要 な 役 割 」４ ４ を 与 え る も の で

あ る こ と も 示 し て い る 。 こ れ は ， 神 学 に 比 例 の 類 比 を 使 う た め に は ， 比

例 の 理 論 の 完 全 な 習 得 が 必 要 で あ り ， そ の た め に は 算 術 の 習 熟 に 力 を 入

れ な け れ ば な ら な い と い う 主 張 で あ る 。こ れ に よ り ク ラ ヴ ィ ウ ス は ，「 数
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学 的 諸 学 」 の 学 習 に 強 い 必 要 性 を 感 じ て い な い イ エ ズ ス 会 の 司 祭 を 目 指

す 学 生 に 対 し て ， 「 数 学 的 諸 学 」 の 学 習 の 重 要 性 を 訴 え た の で あ る 。  

② 無 限 の 扱 い  

ラ イ プ ニ ッ ツ の 問 題 提 起 に も あ る 神 学 者 が 扱 う 「 収 束 す る 無 限 級 数 と

発 散 す る 無 限 級 数 ， 無 限 大 と 無 限 小 ， 可 能 無 限 と 実 無 限 ， 無 限 過 程 に お

け る 最 初 の 瞬 間 と 最 後 の 瞬 間 に 関 わ る 極 限 」 に 関 わ る 問 題 は ， ク ラ ヴ ィ

ウ ス の 時 代 の 中 世 数 学 で は 解 決 で き な い 問 題 で あ っ た 。 そ れ は ， 中 世 数

学 は 古 代 ギ リ シ ャ 数 学 の 域 を 超 え ず ， 「 エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 と 整 数 比

を 基 礎 と し ， 無 限 を 回 避 す る 静 的 数 学 ， そ し て 異 な る 次 元 量 を 有 す る 比

を 排 し た 形 式 主 義 」 で あ っ た か ら で あ る ４ ５ 。  

ク ラ ヴ ィ ウ ス の『 実 用 算 術 概 論 』で は ，比 例 の 理 論 の 適 用 に 留 ま ら ず ，

2 6 章 か ら 最 終 2 9 章 で 平 方 根 ， 立 方 根 の 求 め 方 や 近 似 値 に つ い て の 内 容

が 扱 わ れ て い る 。こ れ ら の 章 で は ，無 限 に 関 わ る 概 念 を 扱 う こ と に な る 。 

2 7 章 「 平 方 根 の 近 似 値 の 求 め 方 」 で は ， 2 0 の 平 方 根 を 求 め て い る ４ ６ 。

そ の 近 似 値 の 下 限 （ 次 ペ ー ジ 左 の 式 ） と 上 限 （ 同 ， 右 の 式 ） を ， 現 代 の

式 に す れ ば 次 の よ う に な る 。  

こ の 下 限 と

上 限 の 間 を さ

ら に 近 づ け て

い く こ と で ，

2 0 の 平 方 根

の 真 の 値 に 収 束 す る の で あ る 。こ の 方 法 は ，後 に ニ ュ ー ト ン 法 ４ ７ と し て ，

近 代 数 学 の 一 つ の 成 果 と 認 め ら れ る 事 象 で あ る 。 ク ラ ヴ ィ ウ ス は こ の こ

と を ニ ュ ー ト ン 法 と し て 把 握 で き て い る わ け で は な い 。 従 っ て そ れ は 彼
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自 身 の 数 学 的 な 功 績 で は な い 。 し か し 多 く の 研 究 者 に 興 味 あ る 素 材 を 提

供 し た こ と は 確 か で あ る 。  

ク ラ ヴ ィ ウ ス は ，次 の よ う な 計 算 で 2 0 の 平 方 根 の 近 似 値 を 求 め て い る

４ ８ 。た だ し ，式 や 記 号 は ま だ 使 わ れ て お ら ず ，数 と 言 葉 だ け を 使 っ た 記

載 で あ る 。 今 日 の 式 を 用 い て 表 し て み る と ， 次 の よ う に な る 。  

 

 

こ こ で 示 さ れ た 2 0 の 平 方 根 の 近 似 値 の 下 限 は  
  

1 1 
 で あ る 。続 け て 上 限

の  
1 

  
 を 求 め ， 2 0 の 平 方 根 が そ の 間 の 数 で あ る こ と を 示 し て い る 。 こ の

方 法 は ， 収 束 や 極 限 の 概 念 を 扱 っ て お り ， 数 学 の 追 究 方 法 と し て は 理 論

的 で あ る 。 し か し ， 数 と し て 求 め る こ と は で き た も の の ， こ れ が ど ん な

量 な の か 把 握 す る こ と は 誰 に も で き な い 。 量 と し て 把 握 で き な け れ ば ，

軍 事 や 建 築 で 実 際 に 使 う こ と は で き な い の で あ る 。  

し か し ，軍 事 で は 大 砲 の 弾 道 が 2 次 曲 線 を 描 き ，建 築 で は 面 積 2 0 に 対

す る 長 さ の 把 握 が 必 要 と な っ て い た 。 そ こ で ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は 『 実 用 算

術 概 論 』 の 再 改 訂 版 に ， 右 の よ う な 当 時 の

最 新 研 究 で あ る 小 数 の 考 え 方 を 使 っ た 求 め

方 を 追 加 し て い る ４ ９ 。  

こ の 方 法 で は ，2 0 の 平 方 根 を 4 . 4 7 2 と い

う 量 で 把 握 し て い る 。量 と し て 2 0 の 平 方 根

が 示 さ れ た こ と は ，数 を 扱 う 算 術 で は ，画 期 的 な こ と で あ っ た 。そ し て ，

こ の 方 法 は『 実 用 幾 何 学 』５ ０ の 4 巻 5 章 1 6 節 の 問 2 1 と 同 じ で あ る こ と

が 明 示 さ れ て い る ５ １ 。『 実 用 幾 何 学 』で は こ の 方 法 を 使 い ，多 く の 平 方

根 表 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の こ と は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が 近 代 科 学 で 必 須 の

要 素 と な る 数 と 量 の 統 一 を 示 し た 例 で あ る 。  
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( 3 )  ク ラ ヴ ィ ウ ス が 示 し た 数 学 的 方 法 と 実 験 実 測 的 方 法 の 結 合  

ク ラ ヴ ィ ウ ス の 「 数 学 的 諸 学 」 の 著 作 を ま と め た 『 数 学 的 諸 学 全 集 』

の 序 文 に は ， 以 下 の 記 述 が あ る 。  

「 エ ウ ク レ イ デ ス 及 び そ の 他 の 数 学 者 た ち の 定 理 が 過 去 か ら 今

日 に 至 る ま で ， 真 の 純 粋 性 ， 本 物 の 確 実 性 ， し っ か り し た 証 明

と し て 学 び の 場 で 保 た れ た 。 最 高 に 優 れ た も の に つ い て プ ラ ト

ン が 対 話 編 の 『 ピ レ ボ ス 』 に お い て 述 べ て い る よ う に ， そ の 学

知 は 精 確 で あ る こ と に 於 い て 卓 越 し て お り ， さ ら に 真 実 を 語 る

こ と に ふ さ わ し い 。「 数 学 」は 真 理 を 欲 し ，敬 い ，育 む も の で あ

る た め ，単 に 間 違 い で あ る も の ，あ る い は 蓋 然 的 で あ る も の す ら

受 け 入 れ な い し ，最 も 確 実 な 論 証 に よ っ て 確 認 さ れ ，確 証 さ れ な

い も の は 認 め な い 。 」 ５ ２
 

こ の よ う な 強 い 言 葉 で ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は 「 数 学 的 証 明 」 の 有 効 性 を 訴 え て

い る 。 こ の 主 張 に つ い て 佐 々 木 は ， 「 ク ラ ヴ ィ ウ ス は プ ロ ク ロ ス よ っ て 唱 道

さ れ た 新 プ ラ ト ン 主 義 的 な 数 学 の 哲 学 の 重 要 性 を 訴 え る こ と に よ っ て ， と く

に イ エ ズ ス 会 学 院 の 中 で ， 新 鮮 な 思 想 的 雰 囲 気 を 確 か に 醸 成 し た 。 彼 の 数 学

思 想 が ， 彼 の 数 学 教 科 書 と ロ ー マ 学 院 で の 教 育 活 動 を 通 し て ， さ ら に 彼 の 数

学 教 育 計 画 を 反 映 さ せ た 『 学 事 規 定 』 を 介 し て ， そ こ に 浸 透 し て 以 降 ， 少 な

からざる学者が数学学習の重要性を強調するようになった」 ５ ３ と記し，クラ

ヴィウスの考え方とイエズス会への影響について言及 している。    

こ の よ う に ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は 「 数 学 」 の 有 用 性 と 確 実 性 を ， イ エ ズ ス 会 及

び イ エ ズ ス 会 学 校 に 提 案 し た の で あ る 。 し か し ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は ， 「 数 学 的

証 明 」 の 有 効 性 を 訴 え て い る の で あ り ， イ エ ズ ス 会 の 中 核 思 想 で あ る ア リ ス

ト テ レ ス 主 義 に 対 置 し て い る の で は な い 。 つ ま り ， ア リ ス ト テ レ ス 主 義 対 新

プ ラ ト ン 主 義 と い う 構 図 で は な い 。 事 実 ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 著 し た 幾 何 学 の 教
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科 書 『 エ ウ ク レ イ デ ス 原 論 』 で は ， ア リ ス ト テ レ ス 主 義 の 三 段 論 法 を ， 証 明

の手段として一部の箇所（正三角形の作図の命題）に適用している ５ ４ 。これ

は ， ア リ ス ト テ レ ス 主 義 と 対 立 す る と い う よ り ， 折 り 合 い を 付 け て い る こ と

の証である。  

ク ラ ヴ ィ ウ ス の 「 数 学 的 証 明 」 が 有 効 性 で あ る と い う 主 張 が ， 正 面 か ら ア

リストテレス主義 と対立 するものではないなら ，何が「新鮮な思想的雰囲気」

で あ っ た の か ， そ し て 何 が 「 『 学 事 規 定 』 を 介 し て ， そ こ に 浸 透 」 し た の か

が問題となる。  

① 『 幾 何 学 』 と 『 実 用 幾 何 学 』  

ク ラ ヴ ィ ウ ス の『 エウクレイデス 原論注釈 』と『実用幾何学』は，マテ オ・

リッチを通じて同時代の中国に伝えられた ５ ５ 。李之藻・徐光啓によって『 エ

ウクレイデス原論』の前 6 巻が『幾何学原 本』，『実用幾何学』の第 3 章が

『測量法規』として訳された。 またクラヴィウスの『実用算術概論』 は『同

文算指』として訳されているが，『同文算指』の第 11 章に，『実用算術概論』

にはなく，『実用幾何学』の第 3 章にある問題が挿入されている ５ ６ 。  

漢 訳 者 で あ る 李 と 徐 は ， 内 容 面 の 理 解 に 加 え ， そ れ 以 上 に ， ク ラ ヴ ィ ウ ス

が 深 く 認 識 し て い た 数 学 に 対 す る 近 代 的 な 見 方 も 理 解 し て い た 。 こ の こ と は

徐の 「刻同文算指序」 によく表れている。  

「 算 数 の 学 が 特 に 廃 れ た の は 近 々 の 数 百 年 の 間 の こ と で あ る 。 廃

れ た 原 因 は 二 つ あ る 。 そ の 一 つ は 理 学 の 儒 者 が 天 下 の 実 学 の 事 を

軽 視 し た こ と で あ る 。他 の 一 つ は 妖 妄 の 術 で ，数 に は 神 理 が 有 り ，

そ れ に よ っ て 過 去 や 未 来 を 知 る こ と が で き ， 明 ら か に で き な い こ

と が な い と 謬 言 し た こ と で あ る 。 これ によっ て実事 は一つ として 実

現しなかった。」 ５ ７  



77 

 

こ の 序 に ， 中 国 で の 算 術 の 置 か れ て い る 立 場 が 明 示 さ れ て い る 。 こ こ に 記

された「理 学 の 儒 」は「宋明理学 」の ことであり唯心 論の 学派である。中国

で は ， 儒 学 は 国 家 の 要 の 学 問 で あ り ， 倫 理 観 等 の 宗 教 的 な 要 素 で も あ っ た 。

徐は，「理 学 の 儒 」で算術が重視 され ることはなく， 実学 としての中国古来

の 算 術 も 軽 視 さ れ ， そ れ に よ っ て 「 天 下 の 実 事 を 疎 か に し た 」 と 主 張 し た の

で あ る 。 も う 一 つ の 「 妖 妄 の 術 」 は 占 い の 術 で あ る 。 そ れ は ， あ る 種 の 論 理

性 を も っ た 占 い で あ る が ， 数 学 の 持 つ 演 繹 的 な 論 理 性 と は 全 く 別 物 の 論 理 で

あ る 。 西 洋 の 算 術 書 で あ る 『 実 用 算 術 概 論 』 の 漢 訳 者 で あ る 徐 が ， 上 記 の よ

う に 述 べ て い る の は ， 徐 が 『 実 用 算 術 概 論 』 の 中 に ， 実 学 と し て の 価 値 （ 有

用 性 ） を 見 い だ し ， 宗 教 的 な 論 理 で は な い 数 学 的 な 論 理 性 （ 確 実 性 ） を 意 識

していたと言える。  

さ ら に ， 徐 は 『 幾 何 原 論 』 に つ い て ， 「 数 学 原 理 を 講 究 す る 『 幾 何 原 本 』

を ， 一 切 の 数 学 的 応 用 の 基 礎 と と ら え て い る 。 数 学 に よ る 結 論 は す べ て 実 践

をもって検証すべきだ 」５ ８ ともとらえている。クラヴィウス と同時代の徐の

と ら え 方 は ， 近 代 で は 普 通 に 持 ち 得 る 感 覚 で あ る 。 し か し ， 中 世 に お い て は

大 き な 変 革 を 示 し て い た 。 西 洋 の 著 作 で あ る 『 エ ウ ク レ イ デ ス 原 論 』 は 量 に

関 す る 学 問 書 で あ り ， 当 然 ， そ の 中 に 数 値 は 全 く 出 て い な い 。 こ の 書 の 命 題

で 得 ら れ た 「 数 学 に よ る 結 論 」 は ， 言 語 と 数 値 の な い 図 で 示 さ れ て い る 。 例

え ば ， 『 エ ウ ク レ イ デ ス 原 論 』 に あ る 有 名 な 命 題 で あ る 「 三 平 方 の 定 理 」 で

は，直角三角形の斜辺を一辺とする正方形の面積が，直角を挟む他の 2 辺を

それぞれ 1 辺とする正方形の面積の和に等しいことが ，言語と ，数値のない

図 で 理 論 的 に 示 さ れ て い る の で あ り ， 幾 何 学 で 「 三 平 方 の 定 理 」 を 使 っ て 1

辺の長さを求めることは ，学問の対象外であった ５ ９ 。  

実 際 の 場 面 ， 特 に 軍 事 や 建 築 場 面 や ， 天 文 学 や 地 理 学 で の 応 用 の 場 面 な ど

では ，この「三平方の定理」を使って実際の量を求めることが必要であった。
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こ の 場 合 の 量 は 図 形 に 表 さ れ る 幾 何 学 的 な 量 で は な く ， 数 値 的 に 示 さ れ な け

れ ば ， 実 際 の 場 面 で の 有 用 性 は な い 。 前 節 で 示 し た よ う に ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は

小 数 の 考 え を 使 っ て ， 平 方 根 や 立 方 根 の 値 の 表 や ， 単 位 換 算 を 行 い ， 実 用 的

で量感のある数値を提供していた。  

幾何学の応用学科である，天文学や地理学に必要な球面幾何学においても，

幾 何 的 な 量 を 使 っ た 理 論 的 な 説 明 が 学 問 の 中 核 で あ っ た 。 し か し ， ク ラ ヴ ィ

ウ ス の 時 代 は 観 測 や 測 定 の 技 術 の 進 歩 に よ り ， 正 確 な 観 測 ・ 実 験 デ ー タ を 数

値 的 に 処 理 す る 必 要 性 が 高 ま っ た 。 こ の 場 合 ， 実 用 的 で 量 感 の あ る 数 値 は ，

必 須 の 要 件 と な る 。 当 然 の よ う に 思 わ れ る が ， 西 洋 で 小 数 表 記 が 使 わ れ た の

は 1585 年にシモン・ステヴィンが使ったのが最初である ６ ０ 。 これはクラヴ

ィウスと同時代の最新研究である。  

② 『 天 球 論 』 と 『 天 体 観 測 儀 』  

実 用 的 で ， し か も 量 感 の あ る 数 値 を 提 供 す る こ と に よ り ， 幾 何 学 の 応 用 学

科 は 別 の 姿 を 形 成 し た 。 そ れ は ， 数 学 的 な 方 法 と し て の 幾 何 学 の 理 論 を ， 観

察や実験の数値処理という方法 につなぎ合わせたことである。  

ク ラ ヴ ィ ウ ス は ，天 文 学 の 教 科 書 と し て サ ク ロ ボ ス コ の『 天 球 論 』の

注 釈 書 を 著 し た ６ １ 。サ ク ロ ボ ス コ『 天 球 論 』は ，プ ト レ マ イ オ ス の 天 文

学 書 『 ア ル マ ゲ ス ト 』 と ア ラ ビ ア に お け る そ の 注 釈 を ま と め た も の で ，

ア リ ス ト テ レ ス =プ ト レ マ イ オ ス 的 な 地 球 中 心 の 宇 宙 論 の 基 本 的 教 科 書

と し て 1 3 世 紀 中 ご ろ か ら ヨ ー ロ ッ パ で 広 く 読 ま れ ，中 世 の 宇 宙 観 に 影 響

を 与 え た 書 で あ る 。 こ の 書 の 原 著 は 幾 何 的な 量を 使っ た理 論 的な 説明 書で

あ り ， 実 用 的 で 量 感 の あ る 数 値 は 使 用 さ れ て い な い 。 た だ し ， ク ラ ヴ ィ ウ ス

の 時 代 に は ， 説 明 に 数 値 の 入 っ た 表 が 付 け 加 わ っ た 版 が 出 版 さ れ て い る 。 中

で も ク ラ ヴ ィ ウ ス の 『 天 球 論 』 の 注 釈 書 は ， 他 よ り 多 く の 数 値 の 表 が 挿 入 さ
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れている ６ ２ 。実際の緯度や高度の表が，何度何分という 60 進小数を使った

数値で示されている。  

ク ラ ヴ ィ ウ ス は 幾 何 学 の 理 論 と ， そ れ に よ っ て 求 め た 結 果 を 実 用 的 で

量感のある数値 を示して『 天 体 観 測 儀 』 を 著 し て い る 。「 数 学 」 の 理 論 を

使 っ て 求 め た 計 算 結 果 を 数 値 と し て 示 す こ と で ， 実 際 の 観 測 値 と の 整 合

性 が 確 認 で き る の で あ る ６ ３ 。こ れ は ，理 論 的 な 計 算 と 実 際 的 な 測 定 を 行

う と い う 学 問 の 方 法 論 の 提 示 で あ っ た 。  

 

［イエズス会教育の隆盛］  

J .ラ テ ィ ス は 天 文 学 者 と し て の ク ラ ヴ ィ ウ ス の 功 績 と し て ， 「 私 た ち

は 古 い 宇 宙 論 の 間 違 い を 追 跡 し ， 新 し い も の の 到 来 を 目 撃 す る こ と が で

き る 」６ ４ と 述 べ て い る 。ク ラ ヴ ィ ウ ス の 天 文 学 は ，中 世 の 天 文 学 が 基 礎

と し て い た プ ト レ マ イ オ ス の 宇 宙 論 の 上 に 位 置 付 け ら れ て お り ， 内 容 自

体 に 革 新 性 は な い 。 し か し ， 彼 の 「 観 測 と 理 論 的 裏 付 け 」 を 重 視 す る 学

問 の 追 究 方 法 は ， 他 の 自 然 哲 学 者 と の 違 い と な っ て ， 来 る 科 学 革 命 に 大

き な 影 響 を 与 え た も の で あ っ た 。 こ の 点 は 「 数 学 」 の 分 野 で も 同 じ で あ

る 。 彼 の 算 術 に は 式 や 文 字 ， 変 数 や 関 数 な ど ， 近 代 数 学 の 要 素 は な く ，

中 世 算 術 を ま と め た 書 『 実 用 算 術 概 論 』 を 著 し た だ け で ， 革 新 的 な 理 論

や 内 容 は 何 も 提 示 さ れ て は い な い 。 し か し ， 彼 の 著 し た 算 術 書 に は 「 計

算 と 理 論 」 を 重 視 す る 学 問 的 な 追 究 方 法 が 示 さ れ て い る 。  

彼 の 著 し た 教 科 書 を 学 ん だ デ カ ル ト や ， メ ル セ ン ヌ ， ガ サ ン デ ィ ， 彼

と 交 流 の あ っ た ガ リ レ オ ， ヴ ィ エ ト ， ジ ョ ヴ ァ ン ニ ・ マ ギ ー ニ ら に は ，

思 考 実 験 の み に 頼 る 自 然 哲 学 者 や ， 答 を 求 め る こ と に 特 化 し た 算 法 家 の

姿 は 見 い だ せ な い 。 そ こ に あ る の は ， カ ジ ョ リ が 「 合 理 的 算 術 」 （ 理 論

的 裏 付 け を 伴 っ た 計 算 ） と 表 現 し た 学 問 へ の 指 向 で あ ろ う ６ ５  。 中 世 前
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期 に お い て は 大 学 の 学 芸 学 部 の 「 四 科 」 の 主 要 な 教 科 で あ っ た 算 術 は ，

神 の 存 在 証 明 の た め の 数 理 論 で あ っ た 。 し か し ， 中 世 後 期 に は ア リ ス ト

テ レ ス 主 義 の 三 段 論 法 の 証 明 法 に よ っ て ， そ の 地 位 が 失 わ れ て い た 。 実

際 ，イ ギ リ ス で は 1 5 7 0 年 エ リ ザ ベ ス 女 王 の 時 代 に 新 法 令 で ，す べ て の「 数

学 」は 大 学 の 教 育 課 程 か ら 削 除 さ れ て い た ほ ど で あ る ６ ６ 。そ の よ う な 時

代 の 中 で ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は 「 数 学 」 の 重 要 性 を 示 し ， 「 数 学 」 を 学 ぶ 教

育 課 程 を 創 り 上 げ た 。 そ し て こ の 課 程 で 使 用 さ れ た 彼 の 教 科 書 は ， 新 し

い「 数 学 」に と っ て 何 が 重 要 な の か を 示 す の に ふ さ わ し い 内 容 で あ っ た 。 

総 じ て 本 章 で は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が イ エ ズ ス 会 の 数 学 的 諸 学 科 教 育 の 確

立 と 充 実 に ， ど の よ う に 貢 献 し ， 彼 の 考 え が ど の よ う に 近 代 科 学 や 数 学

に 繋 が っ た の か を 追 究 し た 。 そ し て ， 近 代 の 学 問 の 視 点 か ら で は な く ，

彼 の 生 き た 中 世 の 学 問 的 動 向 の 中 で ，イ エ ズ ス 会 の『 会 憲 』『 学 事 規 定 』

の 数 学 に 関 す る 記 述 を 精 査 し た 。 特 に 『 学 事 規 定 』 設 定 に 関 わ る ク ラ ヴ

ィ ウ ス の 意 見 書 や ， 彼 の 教 科 書 の 内 容 を 分 析 し て ， 彼 が 示 し た 革 新 性 を

ま と め ， そ こ に ， 「 数 学 」 の 有 用 性 と 確 実 性 の み な ら ず ， 「 数 学 」 に お

け る 量 と 数 の 統 一 や ， 数 学 的 方 法 と 実 験 実 測 的 方 法 の 統 合 を 読 み 取 る こ

と が で き た 。 彼 が 示 し た 「 数 学 」 の 考 え 方 は ， 彼 の 教 科 書 を 通 し て ， 西

洋 各 地 の 学 徒 や ， 遠 く は 中 国 の 学 者 に も ， 正 確 に 伝 わ っ て い る 。 彼 の 提

示 し た 学 問 的 な 知 識 の 追 究 方 法 は ，後 の 近 代 的 な 科 学 追 究 方 法 に 繋 が り ，

彼 が ま と め た 幾 何 と 算 術 に つ い て の 学 問 区 分 は ， 近 代 「 数 学 」 と 同 じ 意

味 を 表 す も の と な る の で あ る 。   

「 数 学 」の「 有 用 性 」を 示 し た ク ラ ヴ ィ ウ ス の 意 見 が 反 映 さ れ た イ エ

ズ ス 会 の『 学 事 規 定 』に は ，当 時 と し て は 稀 な「 数 学 的 諸 学 」の 教 育 課

程 が 盛 り 込 ま れ た 。ま た ，外 部 の 一 般 生 に と っ て 特 に 必 要 な「 数 学 的 諸
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学 」の 学 習 に つ い て ，ク ラ ヴ ィ ウ ス は 彼 の 先 進 的 な 数 学 観 が 込 め ら れ た

教 科 書 を 著 し て こ れ に 応 え た 。  

こ れ ら ，ク ラ ヴ ィ ウ ス の 貢 献 に よ っ て ，イ エ ズ ス 会 の 学 校 は 会 士 の 育

成 機 関 の 枠 を 超 え て ，一 般 教 育 の 要 求 ，ひ い て は 国 家 の 中 核 を 担 う 人 材

の 育 成 に も 応 え る こ と が 可 能 と な っ た の で あ る 。こ こ に ，イ エ ズ ス 会 教

育 の 隆 盛 の 要 因 が あ っ た の で あ る 。  

  

第 2 章註  
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４  I b i d . ,  p . 1 6 1．  

 

５  D e n n i s  S m o l a r s k i ,  T h e  J e s u i t  R a t i o  S t u d i o r u m ,  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  a n d   

t h e  S t u d y  o f  M a t h e m a t i c a l  S c i e n c e s  i n  U n i v e r s i t i e s  ,  i n ,  S c i e n c e  i n   

C o n t e x t  1 5 ( 3 ) ,  2 0 0 2， p p . 4 4 7 - 4 5 7 ,  p . 4 5 0 .  

 

６  イエズス会 日 本 管 区 (編 訳 ) 『イエズス会 会 憲 』，南 窓 社 ， 2 0 1 1 年 ， 1 6 6 頁 。  

 

７  J a m e s  M a c L a c h l a n ,  G a l i l e o  G a l i l e i  F i r s t  P h y s i c i s t ,  N e w  Y o r k ,  1 9 9 7 ,  P . 9 .  

 

８  I s a a c  N e w t o n ， P h i l o s o p h i a e  n a t u r a l i s  p r i n c i p i a  m a t h e m a t i c a ， L o n d o n ,   

1 6 8 7 .  （コンプルテンセ大 学 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ）．  

 

９  ウィ リアム ・バンガート ，上 智 大 学 中 世 思 想 研 究 所 (監 ) 『 イエズス会 の歴 史 』 ，  

原 書 房 ， 2 0 0 4 年 ， 4 8－ 4 9 頁 。  
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１ ０  J o h n  H .  B r o o k e ,  S c i e n c e  a n d  R e l i g i o n ,  N e w  Y o r k ,  1 9 9 1 ,  p . 1 0 9 . “ J e s u i t  a s   

p a t r o n s  a n d  t e a c h e r s  o f  s c i e n c e ”。 1 7 世 紀 のイエズス会 学 院 出 身 者 の多 くが

科 学 革 命 の担 い手 となったこと，また「数 学 的 諸 学 」教 育 が充 実 していたこと，そ

れをプロテスタン ト側 からも認 識 されていたことから，この評 価 が裏 付 けられてい

る。  

 

１ １  S o c i e t a t i s  I e s u ,  C o n s t i t u t i o n e s ,  p p . 1 6 0 - 1 6 1． 1 2 章 １は，この記 述 に続 き  

目 的 達 成 のために，大 学 では神 学 を重 点 に置 くことが明 記 されている。 1 2 章 3

の C において初 等 教 育 への言 及 ， 1 2 章 4 において大 学 の設 置 学 部 が記 され

ている。  

 

１ ２  S o c i e t a t i s  I e s u ,  R a t i o ,  1 5 9 9 .  p p . 3 1 - 7 6 .  そのうち「数 学 的 諸 学 」の教 授 に  

ついての規 則 は 7 6 頁 のみに記 載 。  

 

１ ３  D e n n i s  S m o l a r s k i ,  T e a c h i n g  M a t h e m a t i c s  i n  t h e  S e v e n t e e n t h  a n d   

T w e n t y - f i r s t  C e n t u r i e s ,  i n ,  M a t h e m a t i c s  M a g a z i n e  V o l . 7 5  N o . 4 ,  2 0 0 2 ,  

p p . 2 5 6 - 2 6 2 ,  a t  p . 2 6 0 .  

 

１ ４  G i u s e p p e  C o s e n t i n o ,  C h u r c h ,  C u l t u r e  a n d  C u r r i c u l u m  –  T h e o l o g y  a n d   

M a t h e m a t i c s  i n  t h e  J e s u i t  R a t i o  S t u d i o r u m ,  P h i l a d e l p h i a ,   1 9 9 9 ， p . 4 7 .  

 

１ ５  エドワード・グラント，小 林 剛 (訳 ) 『中 世 における科 学 の基 礎 づけ』，知 泉 書 館 ，  

2 0 0 7 年 。 2 7 5 頁 ,神 学 者 と自 然 哲 学 者 についての記 載 である。  

 

１ ６  J a m e s  M a c L a c h l a n ,  o p . c i t .， p p . 1 1 - 2 3 .  

 

１ ７  ウィリアム・バンガート，前 掲 書 ， 3 0 - 3 1 頁 。  

 

１ ８  V i n c e n t  D u m i n u c o ( e d . ) ,  o p . c i t . ,  p p . 2 2 8－ 2 2 9 .   

 

１ ９  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  D e n n i s  S m o l a r s k i ( T r . ) ,  H i s t o r i c a l  D o c u m e n t s ,   

P a r t  Ⅱ  T w o  D o c u m e n t s  o n  M a t h e m a t i c s ,  i n ,  S c i e n c e  i n  C o n t e x t  1 5 ( 3 ) ,  

2 0 0 2 ,  p p . 4 6 5 - 4 7 0 ,  a t  p . 4 6 6 .  D o c u m e n t  N o . 3 4 がクラヴィウスの意 見 書 であ

る。 「数 学 的 諸 学 」教 授 についてと数 学 を学 ぶ学 生 について，そして数 学 の学

問 が持 つ有 用 性 と確 実 性 について述 べている。この内 容 は『学 事 規 定 』 1 5 8 6

年 草 案 の数 学 に関 しての内 容 と同 一 の要 旨 である。  
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２ ０  S o c i e t a t i s  I e s u ,  H i s t o r i c a l  D o c u m e n t s ,  P a r tⅠ ,  S e c t i o n s  o n  M a t h e m a t i c s  

f r o m  t h e  V a r i o u s  E d i t i o n s  o f  t h e  R a t i o  S t u d i o r u m ,  i n ,  S c i e n c e  i n  C o n t e x t  

1 5 ( 3 ) ,  2 0 0 2 ,  p p . 4 5 9 - 4 6 4 ,  a t  p . 4 5 9 .  『学 事 規 定 』 1 5 8 6 年 草 案 の数 学 に関

しての内 容 1 の前 半 部 分 。  

 

２ １  1 7 世 紀 初 期 において M a t h e m a t i c a は今 日 的 意 味 での「数 学 」を意 味 していな

い。デカルトの『精 神 指 導 の規 則 』第 4 規 則 には「数 学 」の名 称 について次 のよう

な説 明 がある。「m a t h e m a t i c a e  d i s c i p l i n a e i 「数 学 的 諸 学 問 」は幾 何 学 ・算 術 ・

天 文 学 ・音 楽 の「四 科 」の学 問 の総 称 であり，M a t h e s i s 「数 学 」は学 問 と同 じ意

味 にすぎず，M a t h e m a t i c a e 「数 学 」はどの「四 科 」の学 問 でも同 じ権 利 をもって

いる」 。つまり，学 問 の一 分 野 として「数 学 」は存 在 していないのである。デカルト

は，諸 学 の基 礎 学 問 として，幾 何 学 と算 術 （デカルトは，計 算 術 ではなく数 の論

理 の意 味 で使 用 ）を統 一 した意 味 で M a t h e m a t i s  u n i v e r s a l i s 「普 遍 数 学 」を考

えていた（大 出 晃 ・有 働 勤 吉 （訳 ）「精 神 指 導 の規 則 」，『デカルト著 作 集 』 4，白

水 社 ， 2 0 0 1 年 ， 2 3 - 4 3 頁 参 照 ）。クラヴィウスも同 様 な意 味 で使 用 している。本

稿 では，M a t h e m a t i c a には「数 学 的 諸 学 」，m a t h e m a t i c a e  d i s c i p l i n e には「数

学 的 諸 学 科 」の訳 語 を充 てる。また，幾 何 学 と算 術 だけを範 疇 とした意 味 で使

われる場 合 に限 り「数 学 」と表 記 するものとする。  

 

２ ２  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  P a r tⅡ ,  p . 4 5 0 .  

 

２ ３  タルタリア ( 1 4 9 9 - 1 5 5 7 )は， 1 5 3 7 年 に弾 道 学 、測 量 学 、工 学 などについて n o v a  

s c i e n t i a 『新 しい学 知 』と題 して発 刊 した。この著 は，歴 史 上 ，物 理 学 の新 しい

出 発 点 となった。 （上 野 健 爾 (編 ) 『京 都 大 学 理 学 研 究 科 数 学 教 室 所 蔵 の貴

重 書 と数 学 の歴 史 』，京 都 大 学 理 学 研 究 所 数 学 教 室 ,  2 0 0 9 年 。 3 6 - 4 0 頁 参

照 ）。  

 

２ ４  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  P a r tⅡ ,  p . 4 6 0 .  数 学 に関 して 1 に記 載 。  

 

２ ５  I b i d . ,  p . 4 6 1．数 学 に関 して 3 に記 載 。   

 

２ ６  佐 々木 力 『科 学 的 思 考 』，お茶 の水 書 房 ， 1 9 8 7 年 。 5 4－ 5 5 頁 で，『学 事 規  

定 』 1 5 9 9 年 改 訂 の完 成 版 より 1 5 8 6 年 の改 訂 素 案 の方 に先 進 性 を認 めてい

る。「 1 5 4 8 年 イエズス会 がメッシーナに最 初 の学 院 を建 設 して以 降 の教 育 的 経

験 が反 映 したものである ｡ 」 と記 し， 1 5 9 9 年 版 より教 条 主 義 的 でなかったことが

説 明 されている。  
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２ ７  安 大 玉 『明 末 西 洋 科 学 東 伝 史 』，知 泉 書 館 ， 2 0 0 7 年 , 3 1 頁 。  

 
２ ８  S o c i e t a t i s  I e s u ,  R a t i o ,  1 5 9 9，ｐ . 7 6 .  

 

２ ９  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  P a r tⅡ ,  p . 4 6 4． 「数 学 的 諸 学 」教 授 のための規 則 とし  

て， 1 5 8 6 年 ， 1 5 9 1 年 ， 1 5 9 9 年 の記 述 の変 化 が示 されている。本 稿 からは，

1 5 9 9 年 版 の記 述 内 容 はそれ自 体 画 期 的 なことであるが， 1 5 8 6 年 版 の内 容 か

らは革 新 性 が後 退 していることが読 み取 れる。  

 

３ ０  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  O p e r a  M a t h e m a t i c a  ,  M a i n z， 1 6 1 2． （ ミシガン大 学 蔵

書 P D F 史 料 ）．  

 

３ １  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  P a r tⅡ ,  p . 4 6 0 .  数 学 に関 して 1 に記 載 。  

 

３ ２  I b i d . ,  p . 4 6 0 .  数 学 に関 して 1 に記 載 。  

 

３ ３  J o h a n n e s  d e  S a c r o  B o s c o ,  S p h a e r a  m u n d i ,  F e r r a r a ,  1 4 7 2． （カタロニア国  

立 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ）の注 釈 書 が，  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  I n  S p h a e r a m  

I o a n n i s  d e  S a c r o  B o s c o  C o m m e n t a r i u s .  V e n e t i a ,  1 5 9 6． （コンプルテンセ大

学 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ）である。  

 

３ ４  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  P a r tⅡ ,  p . 4 6 0 .  数 学 に関 して 1 に記 載 。  

 

３ ５  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  A s t r o l a b i u m ,  R o m a ,  1 5 9 3 .  (バイエルン州 立 図 書 館  

蔵 書 P D F 史 料 ） . 『天 体 観 測 儀 』。多 くの数 値 が記 載 された表 と，角 度 を計 測

する機 器 の注 釈 が記 されている。  

 

３ ６  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  P a r tⅡ ,  p . 4 6 0 .  数 学 に関 して 1 に記 載 。  

 

３ ７  伊 東 俊 太 郎 『近 代 科 学 の源 流 』，中 央 公 論 社 ， 2 0 0 7 年 。同 書 3 5 0－ 3 5 4  

頁 ，終 章 「中 世 科 学 と科 学 革 命 」において，「科 学 革 命 」の新 しさを 4 点 （世 界

観 ，自 然 観 ，方 法 論 ，担 い手 ）でまとめている 。その中 の自 然 観 の量 的 処 理

と，方 法 論 の数 学 的 関 係 の法 則 化 に位 置 付 く。  

 

３ ８  エドワード・グラント，前 掲 書 ， 2 4 2 - 2 4 3 頁 。神 学 の多 くの問 題 を，自 然 哲 学 を  

用 いて説 明 しようとしたことは，中 世 に限 ったものではないと記 し，その例 として示

している。  
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３ ９  大 貫 義 久 「ガリレオ的 学 知 の問 題 ―M a n u s c r i p t  2 7 からの新 しいガリレオ解 釈  

の試 み―」，『法 政 大 学 教 養 部 紀 要 』 1 9 9 8 年 版 ， 5 5 - 8 5 頁 。 6 8 頁 に「ローマ学

院 が数 学 の学 問 それ自 体 の重 要 性 ばかりでなく ，自 然 研 究 での数 学 の有 効

性 をも強 調 するようになったのは， 1 5 8 0 年 代 のクリストファー・クラヴィウスのときか

らである ｡ 」 と記 し，当 時 の「学 知 ( s c i e n t i a ) 」について数 学 との関 係 で説 明 して

いる。  

 

４ ０  L e o n a r d o  P i s a n o ,  L i b e r  A b b a c i ,  1 2 0 2 . （ B a l d a s s a r r e  B o n c o m p a g n i ,   

S c r i t t i  D i  L e o n a r d o  P i s a n o  M a t h e m a t i c o  D e l  S e c o l o  D e c i m o t e r z o  V o l .  1 ,  

R o m a ,  1 8 5 7 .  （バイエルン州 立 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ）。  

 

４ １  熊 野 純 彦 『西 洋 哲 学 史  古 代 から中 世 へ』，岩 波 書 店 ， 2 0 0 6 年 。 p . 2 3 1 に  

記 載 。  

 

４ ２  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s , E p i t o m e  A r i t h m e t i c a e  P r a c t i c a e ，R o m a， 1 5 8 5． （バ  

イエルン州 立 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ）。この書 は 1 5 8 3 年 に初 版 がローマで出

版 ， 1 5 8 5 年 に改 訂 版 が同 じくローマで出 版 ， 1 6 0 6 年 ， 1 6 0 7 年 に再 改 訂 版 が

ケルンで出 版 されている。 1 5 8 5 年 版 の 1 7 章 － 2 1 章 は，全 3 3 6 頁 中 ， 1 3 9 頁 か

ら 2 2 2 頁 に記 載 されている。  

 

４ ３  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  P a r tⅡ ,  p . 4 6 0 .  数 学 に関 して 1 に記 載 。  

 

４ ４  I b i d . ,  p . 4 6 0 .  数 学 に関 して 1 に記 載 。  

 

４ ５  菅 野 礼 司 『科 学 は「自 然 」をどう語 ってきたか―物 理 学 の論 理 と自 然 観 ―』，  

ミネルヴァ書 房 ， 1 9 9 9 年 。 1 2 - 1 3 頁 参 照 。  

 

４ ６  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  A r i t h m e t i c a e ,  C a p . 2 7 ,  A p p r o p i n q u a t i o  r a d i c u m  i n   

n u m e r i s  n o n  q u a d r a t i s ， p p . 3 1 8 - 3 2 3 ． 「数 として表 せない平 方 根 の近 似 」を

求 める章 である。この章 では表 や式 もなく，言 語 だけで記 載 されている。下 の表

は，そのラテン語 の解 法 を現 代 の式 で置 き換 えたものである。  

 

４ ７  数 列 がどのような値 に収 束 するかを求 める数 値 解 析 の公 式 の一 つがニュートン  

法 であり，クラヴィウスの計 算 に，そのニュートン法 が適 用 できるものである。 （堀

口 俊 三 （著 ） 「和 算 における開 平 法 のルーツ―ギリシャから日 本 まで―」， 『新 潟

産 業 大 学 経 済 学 部 紀 要 第 3 5 号 ，  5 5－ 7 0 頁 ， 2 0 0 8 年 ， 6 4 頁 参 照 』。しかし，
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この計 算 方 法 は、ニュートン法 が発 見 される数 千 年 前 の古 代 中 国 やバビロニア

で，近 似 値 を求 める方 法 として定 着 している解 法 である。  

 

４ ８  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  A r i t h m a t i c a e ,  C a p 2 7 ,  p p . 3 0 8 - 3 2 3 .記 述 されているラ  

テン語 と数 値 を，計 算 式 に表 したものである。 （分 数 は現 代 と同 じ表 記 であり，

式 は言 葉 で示 されている）。  

 

４ ９  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  E p i t o m e  A r i t h m e t i c a e  P r a c t i c a e ，C o l o g n e， 1 6 0 7．  

（ゲント大 学 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ） p p . 3 1 9 - 3 2 0。 1 6 0 7 年 版 の 2 7 章 は， 1 5 8 5

年 版 の内 容 に小 数 の考 え方 を使 った方 法 が追 加 された。  

 

５ ０  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  G e o m e t r i a e  P r a c t i c a e ，M a i n z， 1 6 0 6．  

 

５ １  I b i d . ,  p p . 2 8 6 - 2 8 7 .ここでは註 5 2 にある図 は挿 入 されていない。  

 

５ ２  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  O p e r a，V o l . １， p . 5．  

 

５ ３  佐 々木 力 『デカルトの数 学 思 想 』 ，東 京 大 学 出 版 会 ， 2 0 0 3 年 。 7 0 頁 に記  

載 。  

 

５ ４  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  O p e r a， p . 2 8．  

 

５ ５  クラヴィウスの著 作 『ユーク リ ッ ド原 論 注 釈 』 『サクロボスコ天 球 論 注 釈 』 『天 体  

観 測 儀 』『実 用 幾 何 学 』『実 用 算 術 概 論 』は，利 瑪 竇 ，李 之 藻 ，徐 光 啓 の訳 で，

それぞれ『幾 何 原 本 』 『乾 坤 實 義 』 『渾 蓋 通 憲 図 説 』 『測 量 法 義 』 『同 文 算 指 』

と題 され『天 学 初 函 』に収 められた。（史 料 は四 庫 全 書 として残 された正 本 7 部 ，

副 本 1 部 のうち，現 存 する文 淵 閣 版 を用 いた。李 之 藻 (編 ），『天 学 初 函 』，台

北 ， 1 9 6 5 ）。  

 

５ ６  李 之 藻 (編 ），前 掲 書 ， 5 巻 『同 文 算 指 』通 編 巻 六 測 量 三 法 第 十 一 ，  

3 2 8 9 - 3 2 7 2 頁 。  

 

５ ７  同 書 ， 2 7 7 1 - 2 7 7 2 頁 。  

 

５ ８  銭 宝 琮 (主 編 ) 『中 国 数 学 史 』，北 京 ， 1 9 8 1 年 ,  2 3 9 - 2 4 0 頁 。  

 

５ ９  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  E u c l i d i s  E l e m e n t o r u m  l i b r i  X V ，R o m a， 1 5 7 4 .  (コン  
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プルテンセ大 学 蔵 書 P D F 史 料 ）， p p . 7 4 - 7 6．  

 

６ ０  ヴィクター・カッツ，上 野 健 爾 ・三 浦 伸 夫 (監 訳 ) 『カッツ数 学 の歴 史 』，共 立 出  

版 ， 2 0 0 5 年 。 4 2 7 - 4 3 0 頁 ，ステヴィンの主 張 は「算 術 は数 の学 である。数 はもの

の量 を表 す」であり， 1 0 進 小 数 の使 用 によって，量 が数 によって表 されたのであ

った。  

 

６ １  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  I n  S p h a e r a m  I o a n n i s  d e  S a c r o  B o s c o   

C o m m e n t a r i u s ,  R o m a ,  1 5 8 5 .  （コンプルテンセ大 学 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ）．           

 

６ ２  I b i d . ,  p p . 1 6 1 - 1 8 0 .  各 章 に表 が提 示 されている。太 陽 と月 の動 きについての  

章 で，章 末 に挿 入 された表 の頁 である。  

 

６ ３  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  A s t o l a b i u m，R o m a， 1 5 8 5 ,  p p . 1 9 6 - 2 2 8 .  （バイエルン  

州 立 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ）。 1 章 の表 の頁 である。同 書 の序 に「天 文 学 者 で

あれ幾 何 学 者 であれ，数 の普 遍 的 な本 性 を深 く理 解 することなく，自 己 の諸 定

理 について，正 しいことや有 用 性 を公 言 することはないであろう」と記 している。  

 

６ ４  J a m e s  L a t t i s ,  B e t w e e n  C o p e r n i c u s  a n d  G a l i l e o :  C h r i s t o p h  C l a v i u s  a n d   

t h e  C o l l a p s e  o f  P t o l e m a i c  C o s m o l o g y ,  C h i c a g o  a n d  L o n d o n ,  1 9 9 4 ,  p . 3 .  

 

６ ５  F l o r i a n  C a j o r i ,  A  H i s t o r y  o f  E l e m e n t a r y  M a t h e m a t i c s ,  N e w  Y o r k ,  1 9 1 7 ,   

p p . 1 2 1 - 1 2 2．  

 

６ ６  I b i d . , p . 1 1 9 .  
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第 3 章   
ク ラ ヴ ィ ウ ス の ｢知 的 遺 言 ｣と イ エ ズ ス 会 教 育 の 限 界  

 

イ エ ズ ス 会 学 校 は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が 没 し た 後 も ， 1 6 2 6 年 に 4 4 4 校 ，

1 6 4 0 年 に 5 2 1 校 と 増 加 す る の で あ る が ， 三 十 年 戦 争 を 機 に ， イ エ ズ ス

会 の 経 営 方 法 の 優 位 性 に 変 化 が 生 じ る １ 。 そ の 優 位 性 を 支 え た ， 教 育 の

所 有 者 で あ る 諸 侯 ・ 領 主 が 没 落 し ，国 王 権 が 強 ま っ た の で あ る 。諸 侯 ・

領 主 が 所 有 者 な ら ，経 営 者 た る イ エ ズ ス 会 の 教 育 に 彼 ら が 介 入 す る こ と

は 少 な い が ，国 王 が 所 有 者 の 場 合 は 教 育 内 容 や 方 針 に ま で 介 入 す る 。ま

た ， イ エ ズ ス 会 が 誇 っ た 『 学 事 規 定 』 に よ る 組 織 的 な 教 育 課 程 編 成 も ，

新 教 側 で も 模 倣 す る の で あ っ た 。  

本 章 で は ，「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」で あ っ た イ エ ズ ス 会 の 限 界

に つ い て 考 察 す る 。こ こ で は ，イ エ ズ ス 会 教 育 が 最 も 輝 い て い た ，三 十

年 戦 争 （ 1 6 1 8 - 1 6 4 8 年 ） の 前 の 時 期 に 焦 点 を 当 て る 。 こ の 時 期 は ， イ エ

ズ ス 会 学 校 の 経 営 方 法 の 優 位 性 も ，教 育 課 程 の 編 成 の 優 位 性 も 高 い 時 で

あ っ た 。し か し ，同 時 に イ エ ズ ス 会 の 教 育 は 限 界 を 呈 し て い た 。そ し て ，

ガ リ レ オ 裁 判 は ，イ エ ズ ス 会 に「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」の 資 格 を

問 う こ と に な る 。  

ガ リ レ オ と イ エ ズ ス 会 教 育 ， 特 に ク ラ ヴ ィ ウ ス と の 関 わ り を 追 究 す

る 。そ れ は ，イ エ ズ ス 会 教 育 の 限 界 が 著 し く 現 れ た の が ガ リ レ オ 裁 判 だ

っ た か ら で あ る 。既 存 の 科 学 史・数 学 史 で は ガ リ レ オ 側 か ら の 考 察 が 中

心 で あ っ た た め ，イ エ ズ ス 会 教 育 を 受 け て い な い ガ リ レ オ に は ，イ エ ズ

ス 会 教 育 と の 関 わ り と い う 視 点 で の 研 究 は な か っ た の で あ る 。  

ガ リ レ オ 裁 判 時 ，ク ラ ヴ ィ ウ ス は 存 命 で は な か っ た が ，知 的 遺 言 を ガ

リ レ オ に 託 し て い た 。ガ リ レ オ が 観 測 し た 木 星 の 衛 星 の 動 き は ，ア リ ス
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ト テ レ ス 的 宇 宙 観 と は 根 本 的 に 異 な っ て い た 。観 測 さ れ た こ の 事 実 に 対

し ，ク ラ ヴ ィ ウ ス は「（ ガ リ レ オ が 観 測 し た ）こ れ ら の 現 象 を い か す た

め ， ど の よ う な 天 体 を 構 成 す べ き か ， 天 文 学 者 に 考 え て も ら い た い 」 ２

と 記 し て い る 。こ れ が ク ラ ヴ ィ ウ ス の 知 的 遺 言 と な っ た 。こ の 知 的 遺 言

は ，イ エ ズ ス 会 の 学 者 に 向 け て の 言 葉 で あ っ た が ，誰 も こ の 知 的 遺 言 を

履 行 で き な か っ た ３ 。 な ぜ 「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」 で あ る イ エ ズ

ス 会 が ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 知 的 遺 産 を 受 け 継 げ な か っ た の か を 明 ら か に

し ， イ エ ズ ス 会 学 校 の 限 界 に つ い て 考 察 す る 。  

 

第 １ 節  ク ラ ヴ ィ ウ ス と ガ リ レ オ の 出 会 い  

( 1 )  ク ラ ヴ ィ ウ ス の 推 薦 状  

① 推 薦 状 の 価 値  

 ク ラ ヴ ィ ウ ス は 1 5 5 5 年 に イ エ ズ ス 会 に 入 会 し ，翌 年 か ら 1 5 6 0 年 ま で

コ イ ン ブ ラ 大 学 で 修 学 し た 。こ の コ イ ン ブ ラ 大 学 で は ，高 名 な 教 授 で あ

る ペ ド ロ ・ ヌ ネ シ ュ ( 1 5 0 2 - 1 5 7 8 年 )か ら ギ リ シ ャ 数 学 の 古 典 ，イ ス ラ ム

よ り 伝 わ っ た 幾 何 学・天 文 学 ，さ ら に イ タ リ ア を 中 心 に 発 達 し て い た 商

用 算 術 ・ 代 数 も 学 ぶ こ と が で き た ４ 。 こ の ペ ド ロ ・ ヌ ネ シ ュ か ら の 学 び

は ，ク ラ ヴ ィ ウ ス の 数 学 観・学 問 観 を 形 成 す る 上 で 大 き な 影 響 を 与 え る

こ と と な る 。そ の 後 ，ク ラ ヴ ィ ウ ス は ロ ー マ 学 院 で 神 学 を 学 ん だ 後 ，1 5 6 4

年 に 単 式 終 生 誓 願 司 祭 に 叙 品 さ れ た 。こ の 年 に ガ リ レ オ・ガ リ レ イ が 生

ま れ て い る 。 ク ラ ヴ ィ ウ ス は 1 5 6 7 年 に ロ ー マ 学 院 「 数 学 的 諸 学 」 の 教

授 と な り ， 1 5 7 5 年 に は イ エ ズ ス 会 の 主 要 な 構 成 員 で あ る 盛 式 四 誓 願 司

祭 と な っ て い る ５ 。  

 ガ リ レ オ は 1 5 8 5 年 に ピ サ 大 学 を 退 学 し ， 学 生 相 手 の 「 数 学 的 諸 学 」

の 個 人 教 授 を し つ つ ，大 学 で の 職 を 目 指 し て い た 。当 時 大 学 の 職 へ の 応
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募 に は ， 修 士 号 や 博 士 号 よ り も ， 「 独 創 的 な 著 作 」 や 「 高 名 な 推 薦 人 」

が 必 要 で あ っ た ６ 。  

 1 5 8 6 年 ， ガ リ レ オ は 自 身 最 初 の 論 文 『 小 天 秤 』 L a  B i l a n c i e t t a ７ を 著

し て ，手 稿 の ま ま の 形 で あ っ た が 後 援 者 や 関 係 者 に 配 布 し 興 味 あ る も の

と し て 受 け 止 め ら れ た 。 A .フ ァ ン ト リ は ，論 文『 小 天 秤 』が「 こ の 若 い

学 生 の 才 能 を 明 ら か に す る の に 役 立 っ た 」と 記 し て い る ８ 。つ い で 1 5 8 7

年 に ガ リ レ オ は 二 番 目 の 論 文 『 立 体 の 重 心 に つ い て の 諸 定 理 』

T h e o r e m a t a  c i r c a  c e n t r u m  g r a v i t a t e s  s o l i d o r u m ９ を 著 し ， こ れ も 最

初 の 論 文 と 同 様 に 手 稿 の ま ま 後 援 者 や 関 係 者 に 配 布 し て い る 。  

 

② 推 薦 状 を 求 め る 旅  

 こ の 二 つ の 「 独 創 的 な 著 作 」 １ ０ を 持 っ た ガ リ レ オ は ， 1 5 8 7 年 ， ボ ロ

ー ニ ャ 大 学 の「 数 学 的 諸 学 」講 座 の 講 師 と な る た め の 推 薦 状 を 得 る た め

に ，ロ ー マ に 赴 き ク ラ ヴ ィ ウ ス を 訪 問 し た 。訪 問 の 目 的 は ，「 高 名 な 推

薦 人 」と し て ロ ー マ 学 院「 数 学 的 諸 学 」の 教 授 で あ る ク ラ ヴ ィ ウ ス を 選

び ， 彼 の 推 薦 状 を 求 め る た め で あ る 。 当 時 ボ ロ ー ニ ャ は 教 皇 領 で あ り ，

ロ ー マ 学 院 の 教 授 で あ る ク ラ ヴ ィ ウ ス の 推 薦 状 は 大 き な 価 値 を 持 っ た

か ら で あ る 。  

こ の 二 人 の 出 会 い に つ い て は ，近 年 ，幾 人 か の 研 究 者 に よ っ て ガ リ レ

オ 側 か ら 次 の よ う な 説 明 が な さ れ て い る 。  

高 橋 憲 一 は ，ガ リ レ オ は「 ロ ー マ に 旅 行 し ，イ エ ズ ス 会 の 碩 学 ク ラ ヴ

ィ ウ ス に も 会 っ て 数 学 上 の 議 論 を 交 わ す よ う に な っ た 」 １ １ と し て ， 二

人 の 出 会 い を 学 者 同 士 の 学 問 的 交 流 の よ う に 記 述 し て い る 。  

豊 田 利 幸 は ，「 ガ リ レ オ の 名 は 広 ま り ，と く に ギ ド バ ル ド ・ デ ル ・ モ

ン テ 侯 爵 ，イ エ ズ ス 会 の ド イ ツ 人 ク リ ス ト フ ァ ー・ク ラ ヴ ィ ウ ス 神 父 の
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二 人 は ， ガ リ レ オ の 研 究 を 高 く 評 価 し ， そ の 後 な に く れ と な く 援 助 し ，

激 励 し て く れ る こ と に な る 」 １ ２ と 述 べ ， ク ラ ヴ ィ ウ ス を 優 秀 な ガ リ レ

オ の 支 援 者 と し て 記 し て い る 。  

 J .  マ ク ラ ク ラ ン は ， 「 ガ リ レ オ は ， イ エ ズ ス 会 の 主 要 な 中 核 修 練 機

関 で あ る ロ ー マ 学 院 の 数 学 的 諸 学 主 任 で あ る ク リ ス ト フ ァ ー・ク ラ ヴ ィ

ウ ス に 会 う た め に ， 1 5 8 7 年 秋 に ロ ー マ を 訪 れ た 。 … （ 中 略 ） … ガ リ レ

オ に 感 銘 を 受 け た ク ラ ヴ ィ ウ ス は 彼 の た め に 推 薦 状 を 書 い た 」 １ ３ と 述

べ ， 彼 が ガ リ レ オ の 優 秀 さ を 評 価 し て い た こ と を 示 す 例 と し て い る 。  

こ れ に 対 し て A .フ ァ ン ト リ は 二 人 の 出 会 い を よ り 客 観 的 に 説 い て い

る 。彼 は「 ま だ 若 輩 の ガ リ レ オ が す で に 名 声 の 頂 点 に 達 し て い た イ エ ズ

ス 会 士 」に 面 会 を 求 め た の が 実 状 で あ り ，両 者 は ま だ 対 等 な 関 係 で は な

く ，「 ガ リ レ オ が ク ラ ヴ ィ ウ ス に よ っ て 賞 賛 さ れ た こ と よ り も ，む し ろ

激 務 に あ る ク ラ ヴ ィ ウ ス が ，ガ リ レ オ の た め に 面 会 の 時 間 を つ く り ，彼

の 論 文 を 読 み ，返 事 を 書 き ，推 薦 状 ま で も 書 い た こ と の 方 が 驚 く べ き こ

と で あ っ た 」 と 述 べ て い る １ ４ 。  

 ク ラ ヴ ィ ウ ス が ガ リ レ オ と 面 会 し ，意 見 を 交 え ，彼 の た め に 推 薦 状 を

書 い た こ と は 事 実 で あ り ， こ れ を 機 会 に 「 互 い に 深 く 尊 敬 し 合 う 関 係 」

が 生 ま れ ， こ の 関 係 は ク ラ ヴ ィ ウ ス の 死 ( 1 6 1 2 年 )に 至 る ま で 損 な わ れ

る こ と は な か っ た 」 １ ５ こ と も 事 実 で あ る 。 こ れ ら の 記 述 に あ る ， 「 高

い 評 価 」，「 感 銘 」，「 賞 賛 」や「 尊 敬 し 合 う 関 係 」，「 厚 遇 」は ，「 若

輩 」ガ リ レ オ が 書 い た「 独 創 的 な 著 作 」で あ る 二 つ の 論 文 を ，ク ラ ヴ ィ

ウ ス が 高 く 評 価 し た か ら に 他 な ら な い 。し か し ，彼 の 論 文 の 内 容 や 評 価

に つ い て は ，こ れ ま で 後 年 の 天 才 ガ リ レ オ の 視 点 か ら 多 く 論 じ ら れ る こ

と は あ っ て も ，ク ラ ヴ ィ ウ ス と 交 流 し て い た 頃 の 青 年 ガ リ レ オ の 視 点 か

ら の 説 明 は 十 分 で な い 。こ の 点 を 第 一 論 文 を 中 心 に 次 節 で 検 証 す る １ ６ 。  
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( 2 )  ガ リ レ オ の 「 独 創 的 な 著 作 」  

① 『 小 天 秤 』  

 ガ リ レ オ の 最 初 の 論 文 で あ る『 小 天 秤 』は ，「 ヒ エ ロ ン の 王 冠 」と し

て 伝 わ っ て い る ア ル キ メ デ ス の 逸 話 を 扱 っ て い る 。こ の 逸 話 は ア ル キ メ

デ ス が「 浮 力 の 原 理 」を 発 見 し ，さ ら に 浮 力 の 原 理 を 適 用 し て 物 質 の 密

度 を 調 べ る 話 で あ る 。そ れ は ，金 の「 ヒ エ ロ ン の 王 冠 」に 銀 が 混 合 さ れ

た こ と に つ い て ，浮 力 の 違 い に よ っ て 真 偽 を 確 か め る だ け で な く ，混 合

さ れ た 銀 の 割 合 ま で 求 め る も の で あ っ た 。ガ リ レ オ の 論 文 も ，小 天 秤 に

よ っ て「 王 冠 の 問 題 に お け る ア ル キ メ デ ス に 倣 い ， 2 つ の 金 属 の 混 合 比

を 見 い だ す 方 法 が 示 さ れ た 」 の で あ り ， 実 験 に 使 う 「 そ の 道 具 の 製 作 」

を 行 っ た の で あ る １ ７ 。  

 こ の 論 文 で ，ガ リ レ オ は ，ア ル キ メ デ ス の 方 法 で は 精 度 に 欠 け る こ と ，

つ ま り 溢 れ 出 る 水 の 量 を 正 確 に 測 定 す る こ と の 難 し さ を 指 摘 し ，実 験 装

置 を 工 夫 し て 正 確 に 測 定 す る 方 法 を 提 示 し て い る 。そ し て ，比 例 を 使 っ

た 理 論 的 な 説 明 と ，実 験 で 得 ら れ た 数 値 と を 示 し て い る の で あ る 。つ ま

り ， 「 世 界 像 の 数 学 化 」 １ ８ と い う 近 代 科 学 に 繋 が る 方 法 を 提 示 し た の

で あ る 。こ こ に ガ リ レ オ の 独 創 性 が あ る 。し か し ，こ の 手 法 は ，当 時 の

「 学 芸 」の 主 流 で あ っ た「 ス コ ラ 哲 学 と 古 代 中 世 自 然 哲 学 の 三 段 論 法 的

論 証 」 １ ９ を 用 い た 追 究 と は 異 な り ， 「 工 芸 」 的 あ る い は 「 実 用 」 的 な

追 究 と し て 下 位 に 見 ら れ て い た 。そ れ 故 ，学 問 的 追 究 の 主 流 で な い 方 法

を 採 っ た ガ リ レ オ の 論 文 は ，単 に 実 用 的 な 装 置 を 製 作 し た と い う 評 価 に

留 ま る こ と と な る 。つ ま り ，ガ リ レ オ の 論 文 の 真 の 評 価 に は ，そ の 結 果

だ け で は な く ，研 究 方 法 に ま で 注 目 し ，「 近 代 科 学 に 繋 が る 手 法 」の 学

問 性 を 見 極 め る 目 が 必 要 で あ っ た 。  

② 「 ヒ エ ロ ン の 王 冠 」 逸 話 の 扱 い  
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 「 ヒ エ ロ ン の 王 冠 」に つ い て は ク ラ ヴ ィ ウ ス も 同 時 期 の 著 作 で 取 り 扱

っ て い る 。 こ こ で 「 ヒ エ ロ ン の 王 冠 」 の 伝 承 の 歴 史 を 見 て い く 。  

「 ヒ エ ロ ン の 王 冠 」の 逸 話 は ，ア ル キ メ デ ス ( B . C . 2 8 7 - 2 1 2 年 )の 著 作

の 中 で は 見 ら れ な い 。 彼 が 没 し て か ら 約 2 0 0 年 後 ， ウ ィ ト ル ウ ィ ウ ス

( B . C . 8 0 ? - 1 5 ?年 )が『 建 築 十 書 』 ２ ０ の 中 で 記 述 し て い る 話 で あ る 。ウ ィ

ト ル ウ ィ ウ ス の『 建 築 十 書 』は ，帝 政 ロ ー マ 期 に 記 さ れ た 現 存 す る 世 界

最 古 の 建 築 理 論 書 で あ り ，西 ロ ー マ 帝 国 滅 亡 後 の 西 ヨ ー ロ ッ パ で ，多 く

の ロ ー マ・ギ リ シ ャ の 貴 重 な 文 献 が 失 わ れ る 中 ，辛 う じ て 継 承 さ れ た 文

献 で あ る 。 そ し て ，『 建 築 十 書 』 は ， ル ネ サ ン ス 期 に レ オ ン ・ バ ッ テ ィ

ス タ・ア ル ベ ル テ ィ ( 1 4 0 4 - 1 4 7 2 年 )の『 建 築 論 』２ １ の 中 で 言 及 さ れ ，1 4 8 6

年 に 印 刷 物 と し て 刊 行 さ れ て 広 く 流 布 し た の で あ っ た 。  

 と こ ろ で ，ア ル キ メ デ ス の 原 理 の 発 見 を 示 す「 ヒ エ ロ ン の 王 冠 」の 逸

話 が ，な ぜ『 建 築 論 』の 中 で 採 り 上 げ ら れ て い る の で あ ろ う か 。『 建 築

論 』の 内 容 自 体 に ，浮 力 の 原 理 と し て の 自 然 科 学 的 な 法 則 を 説 明 す る こ

と や ， 王 冠 の 金 銀 混 合 率 を 求 め る こ と と 関 連 す る も の は 見 当 た ら な い 。

『 建 築 論 』に 採 り 入 れ ら れ た 理 由 と し て は ，建 築 物 の「 均 整 と 調 和 」に

関 連 す る 「 バ ラ ン ス （ 天 秤 ） 」 で あ り ， 遠 近 法 に も 使 わ れ る 「 プ ロ ポ ー

シ ョ ン （ 比 例 ） 」 の 例 示 で あ っ た と 考 え ら れ る ２ ２ 。  

ア ル ベ ル テ ィ は 『 建 築 論 』 の 他 に ， 『 彫 刻 論 』 ， 『 絵 画 論 』 を 著 し て

い る 。彼 は ，こ れ ら の 書 物 に お い て 数 学 的 知 識 を 理 論 的 裏 付 け と し て 用

い た 。そ れ が ど の よ う な 数 学 的 知 識 で あ っ た か に つ い て ，三 輪 は ，「 ア

ル ベ ル テ ィ の 数 学 ，す な わ ち 幾 何 学 は ア リ ス ト テ レ ス や エ ウ ク レ イ デ ス

の 研 究 に 違 い な い が ，一 説 に は デ ィ オ ゲ ネ ス・ラ エ ル テ ィ オ ス を 通 し て

古 代 幾 何 学 を 知 っ た と も 言 わ れ て い る 」 ２ ３ と 記 し て い る 。 エ ウ ク レ イ

デ ス 幾 何 学 の 理 論 や 作 図 が ，理 論 的・学 問 的 な 裏 付 け と し て 使 わ れ て い
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る の で あ っ た 。  

し か し ，ア ル ベ ル テ ィ は ，ア リ ス ト テ レ ス や エ ウ ク レ イ デ ス の 影 響 を

受 け た だ け で は な く ，プ ラ ト ン に も 感 化 さ れ て い た 。ア ル ベ ル テ ィ の『 建

築 論 』 の 出 版 に 力 を 貸 し た の は ロ レ ン ツ ォ ・ デ ・ メ デ ィ チ で あ り ２ ４ ，

ロ レ ン ツ ォ が 支 援 し た プ ラ ト ン・ア カ デ ミ ア の 活 動 に ア ル ベ ル テ ィ も 加

わ っ て い た の で あ る 。 ア ル ベ ル テ ィ の プ ラ ト ン 主 義 か ら の 影 響 に つ い

て ， K .フ ァ ー ガ ソ ン は ，「 古 代 ロ ー マ の 建 築 家 ウ ィ ト ル ウ ィ ウ ス の 作 品

に 触 発 さ れ ，建 築 物 に お け る 美 し い 比 率 を 強 調 し ，ピ ュ タ ゴ ラ ス 派 の 原

理 を 建 築 に 活 用 し て い た 」 ２ ５ と 述 べ ， ア ル ベ ル テ ィ が エ ウ ク レ イ デ ス

幾 何 学 の 理 論 や 作 図 に 加 え て ， プ ラ ト ン や ピ ュ タ ゴ ラ ス の 思 想 を 加 味

し ， 数 に よ る 表 記 を 追 究 し た 理 由 を 記 し て い る 。  

ア ル ベ ル テ ィ の 研 究 を 発 展 さ せ た の が ，ピ エ ロ ・ デ ッ ラ ・ フ ラ ン チ ェ

ス カ ( 1 4 1 2 - 1 4 9 2 年 )  と ル カ・パ チ ョ ー リ ( 1 4 4 5 - 1 5 1 7 年 )で あ っ た 。彼 ら

は ，ア ル ベ ル テ ィ が 学 知 化 し た 遠 近 法 を 進 め ，建 物 の 構 造 や 絵 画 の 構 図

に 「 シ ン メ ト リ ー （ 均 整 ） と ハ ー モ ニ ー （ 調 和 ） 」 を 追 求 し た 。 具 体 的

に そ れ は「 天 秤 と 比 例 」の 追 求 で あ り ，理 論 的 な 裏 付 け を エ ウ ク レ イ デ

ス 幾 何 学 の 『 原 論 』 に 求 め た の で あ る ２ ６ 。 加 え て ， ア ル ベ ル テ ィ も 影

響 を 受 け た プ ラ ト ン や ピ ュ タ ゴ ラ ス の 思 想 の 体 現 ，つ ま り ，数 に よ っ て

「 均 整 と 調 和 」 を 説 明 し よ う と し た 。  

「 均 整 と 調 和 」を 数 で 表 す こ と に つ い て ，パ チ ョ ー リ は『 神 聖 比 例 論 』

で ，卓 越 し た 画 家 た ち が 描 い た 顔 の デ ッ サ ン に 言 及 し ，顔 の 各 部 位 が「 正

し い 比 例 」 （ 1 : 3 や 1 : 9 等 ） ， つ ま り 「 均 整 と 調 和 」 を 示 す デ ッ サ ン は

整 数 比 で 表 す こ と が 可 能 で あ る と 説 明 し て い る ２ ７ 。  

問 題 は そ の 後 の 記 述 で あ る 。そ れ は 横 顔 の 顎 か ら 顔 の 前 面 に つ い て の

説 明 で あ り ，こ の 部 分 を 整 数 比 で 表 そ う と す る と ズ レ が 生 じ る と 記 し て
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い る の で あ る ２ ８ 。 こ の パ チ ョ ー リ の 記 述 に つ い て ， 足 達 は 「 パ チ ョ ー

リ が ，実 態 と し て 物 理 的 世 界 に ，純 粋 幾 何 的 な 比 例 論 を 無 条 件 の ま ま 応

用 す る こ と の 不 可 能 性 を 熟 知 し ， こ こ で 自 ら の 理 論 に 修 正 を 加 え て い

る 」 ２ ９ と 記 し ， エ ウ ク レ イ デ ス の 『 原 論 』 を 適 用 す る 限 界 に つ い て 述

べ て い る 。  

エ ウ ク レ イ デ ス の『 原 論 』を 使 っ て「 均 整 と 調 和 」を 理 論 的 に 追 求 す

る 場 合 ，幾 何 学 の 公 理 論 や 作 図 が 論 証 の 根 拠 と な る 。そ し て ，基 本 図 形

を 使 い ，「 均 整 と 調 和 」の あ る 図 を 描 く こ と が で き た 。し か し ，図 に 表

れ た「 均 整 と 調 和 」を 示 す 量 を 数 値 化 し よ う と す る 時 ，大 き な 問 題 が 発

生 し た 。す な わ ち ，図 に 表 れ た 量 ( q u a n t i t a s )が ，数 ( n u m e r u s )で 表 せ な

い の で あ る 。  

「 数 学 的 方 法 と 実 験 的 方 法 と を 結 合 し ，数 学 的 関 係 を 法 則 化 す る 」こ

と か ら 見 れ ば ，法 則 化 す べ き 数 学 的 関 係 が 表 記 で き な い の で あ っ た 。こ

の こ と に 関 す る 対 策 と し て は ，数 学（ こ の 場 合 は エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 ）

を 深 く 理 解 す る か ，あ る い は 表 記 で き な い「 数 学 」を 修 正 す る か で あ る 。 

 

  ③ 「 ヒ エ ロ ン の 王 冠 」 の 問 題 に つ い て の ク ラ ヴ ィ ウ ス の 関 心  

 「 ヒ エ ロ ン の 王 冠 」 の 逸 話 は ， 1 5 8 3 年 発 刊 の イ エ ズ ス 会 学 校 で 使 わ

れ た 教 科 書 で あ る ク ラ ヴ ィ ウ ス の 『 実 用 算 術 概 論 』 E p i t o m e  

A r i t h m e t i c a e  P r a c t i c a e  ３ ０ で も 扱 わ れ て い る 。 こ の 書 は ， 基 礎 編 と し

て 整 数 と 分 数 の 四 則 計 算 ，発 展 編 と し て 三 数 法 ，仮 定 法 ，開 平 法 を 内 容

と し ， 2 7 の 章 か ら な っ て い る 。 特 に ， 三 数 法 と 仮 定 法 は 「 実 用 算 術 」

で 扱 わ れ る 中 核 算 法 で あ り ， 多 く の 頁 を 割 い て い る ３ １ 。  

三 数 法 と 仮 定 法 は ， 第 1 7 章 「 三 数 法 。 そ れ は 通 常 ， 別 名 で 黄 金 算 法

や 比 例 算 法 と 呼 ば れ て い る も の で あ る 」３ ２ か ら ，第 2 3 章「 複 式 仮 定 法 」
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３ ３ ま で で 扱 わ れ て い る 。 複 式 仮 定 法 は ア ラ ビ ア 経 由 で 入 っ て き た 算 術

の 技 法 で あ り ，ギ リ シ ャ 数 学 の 理 論 と ア ラ ビ ア 数 学 の 実 用 性 が 統 合 さ れ

た も の で あ る こ と は 注 目 に 値 す る 。こ の 章 で「 ヒ エ ロ ン の 王 冠 」の 逸 話

が 使 わ れ て い る 箇 所 は ，第 2 3 章 の 最 後 の 問 2 2 で あ り ，こ の 問 は 他 の 設

問 に 比 べ て 内 容 も 分 量 も 大 き く 異 な っ て い る ３ ４ 。  

問 2 2 は ， 問 題 番 号 に 続 き ， 「 ウ ィ ト ル ウ ィ ウ ス 本 第 9 巻 の 第 3 章 で

明 ら か に し た ア ル キ メ デ ス の 理 論 」 ３ ５ と ， そ の 出 典 を 示 す と こ ろ か ら

記 述 が 始 ま る 。そ の 後 ，「 ヒ エ ロ ン の 王 冠 」の 逸 話 が ，ウ ィ ト ル ウ ィ ウ

ス の 記 述 に 基 づ い て 紹 介 さ れ て い る ３ ６ 。 逸 話 の 内 容 に は ， ア ル キ メ デ

ス が 「 ヘ ウ レ ー カ （ 分 か っ た ぞ ） 」 （ ε ὕρηκα） と 発 し た こ と も 記 載

さ れ て い る 。  

逸 話 の 記 載 の 後 ， 以 下 の 文 で ま と め ら れ て い る 。  

「 こ こ ま で は ウ ィ ト ル ウ ィ ウ ス で あ る 。も し ，こ の ア ル キ メ デ ス

の 理 論 が 適 用 さ れ る な ら ，我 々 は そ の 不 正 を た ち ま ち 見 つ け る こ

と が 可 能 で あ り ， 仮 定 法 に よ っ て 正 し く 解 説 で き る で あ ろ う 。 」

（ H a c t e n u s  V i t r u u i u s .  E x p l i c e m u s  a u t e m  n o s ,  q u o  p a c t o  p e r  

r e g u l a m  f a l s i  f u r t u m  d i c t u m  d e p r e h e d i  p o s s i t ,  s i  a d h i b e a t u r  

a r t i f i c i u m  i l l u d  A r i c h i m e d i s .） ３ ７   

こ の 記 述 に 続 き 「 例 題 が 置 か れ る だ ろ う 」 ３ ８ と あ り ， 具 体 的 な 数 値

計 算 が 始 ま る 。 こ こ か ら は 明 ら か に 別 の 段 落 で あ り ， 『 実 用 算 術 概 論 』

の 1 5 8 5 年 改 訂 版 で は ， こ の 箇 所 で 改 行 さ れ て い る 。  

 例 題 は 以 下 の 内 容 で 示 さ れ て い る ３ ９ 。  

    1 0 0 リ ブ ラ の 重 さ の 王 冠 か ら 推 測 せ よ 。こ れ を 容 器 に 入 れ る と

6 5 リ ブ ラ の 水 が 溢 れ た 。 1 0 0 リ ブ ラ の 重 さ の 純 金 を 入 れ る と 6 0

リ ブ ラ の 水 が 溢 れ た 。 1 0 0 リ ブ ラ の 重 さ の 純 銀 を 入 れ る と 9 0 リ
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ブ ラ の 水 が 溢 れ た 。  

 こ の 問 は ，ア ル キ メ デ ス の 原 理 を 使 っ て ，金 銀 の 混 合 比 を 求 め る 問 題

で あ る 。そ し て ，「 複 式 仮 定 法 」を 使 っ て 以 下 の よ う に 説 明 さ れ て い る

４ ０ 。  

  ・ 仮 定 1  金 を 6 0 リ ブ ラ と 仮 定 す る と ， 銀 は 4 0 リ ブ ラ で あ る 。 金

6 0 リ ブ ラ は 水 を 3 6 リ ブ ラ 溢 れ さ す 。 銀 4 0 リ ブ ラ は 水 を

3 6 リ ブ ラ 溢 れ さ す 。合 計 7 2 リ ブ ラ と な り 真 の 値 よ り 7 リ

ブ ラ 多 く な る 。  

  ・ 仮 定 2  金 を 7 0 リ ブ ラ と 仮 定 す る と ， 銀 は 3 0 リ ブ ラ で あ る 。 金

7 0 リ ブ ラ は 水 を 4 2 リ ブ ラ 溢 れ さ す 。 銀 3 0 リ ブ ラ は 水 を

2 7 リ ブ ラ 溢 れ さ す 。合 計 6 9 リ ブ ラ と な り 真 の 値 よ り 4 リ

ブ ラ 多 く な る 。    

 「 複 式 仮 定 法 」は ，こ の よ う に 2 つ の 仮 定 に 基 づ き 解 を 求 め る も の で

あ る 。『 実 用 算 術 概 論 』 で は ， 仮 定 1 と 仮

定 2 に 示 さ れ た 数 値 を 右 下 の 互 乗 の 図 ４ １

に 示 し ，理 解 の 助 け に し て い る 。こ の 互 乗

の 図 に 基 づ き ，「 複 式 仮 定 法 」の 手 順 で 答

え の 金 83
1

3
リ ブ ラ ， 銀 16

2

3
リ ブ ラ を 求 め ４ ２ ，

さ ら に 検 算 を 記 載 し て い る 。  

こ の よ う に ，ク ラ ヴ ィ ウ ス は「 ヒ エ ロ ン の 王 冠 」の 逸 話 を ，ウ ィ ト ル

ウ ィ ウ ス の 記 載 に 忠 実 に 従 う と 共 に ，ア ラ ビ ア 経 由 で 入 っ て き た 算 術 の

技 法 で あ る「 複 式 仮 定 法 」を 使 っ て 金 銀 の 混 合 比 を 求 め た の で あ る 。「複

式 仮 定 法 」を 使 っ て 金 銀 の 混 合 比 を 求 め る こ と に よ り ，彼 は 歴 史 的 事 項

や 原 理 の 発 見 の 場 面 を 正 確 に 記 し ，そ し て 理 論 と 数 値 計 算 を 合 わ せ て 提

示 す る と い う ， 後 の 科 学 的 な 手 順 を 踏 ん で い る の で あ る 。  
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 ク ラ ヴ ィ ウ ス は ，『 実 用 算 術 概 論 』の 序 説 で は ，理 論 的 説 明 の 根 拠 と

し て ， プ ラ ト ン や エ ウ ク レ イ デ ス に も 言 及 し て い る ４ ３ 。 彼 は 「 算 術 」

を 単 な る 計 算 術 で は な く ，ギ リ シ ャ 数 学 の 数 理 論 と ア ラ ビ ア 数 学 の 実 用

算 術 と を 結 び つ け た 学 問 に し よ う と し た の で あ る .  

  

( 3 )  ク ラ ヴ ィ ウ ス と ガ リ レ オ の 最 初 の 交 流  

 ガ リ レ オ が 最 初 の 論 文『 小 天 秤 』を 発 表 し た 時 点 で は ，「 ヒ エ ロ ン の

王 冠 」の 逸 話 は ，エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 に 基 づ き ，建 築 学 や 美 術 学（ 遠

近 法 ）の 分 野 か ら 研 究 が 行 わ れ て い た 。そ し て ，プ ラ ト ン 主 義 の 影 響 か

ら ，「 数 」が 研 究 の 対 象 と な っ て い た 。そ れ は ，パ チ ョ ー リ が 行 っ た 研

究 と 同 様 ，幾 何 学 を 用 い た 説 明 と 作 図 で 表 さ れ た 幾 何 的 量 を 数 値 化 す る

追 究 で あ っ た 。  

パ チ ョ ー リ の 書 と 比 較 し て ガ リ レ オ の 論 文 を 見 て み る と ，彼 の 論 文 に

は 大 き な「 独 創 性 」が 確 認 で き る 。す な わ ち ，ガ リ レ オ が（ 後 の 自 然 科

学 的 な ）法 則 の 理 論 面 を 意 識 し て い る こ と ，量 の 測 定 の 誤 差 を 少 な く す

る た め の 実 験 装 置 を 考 案 し た こ と ，そ し て 測 定 し た デ ー タ を 記 載 し 法 則

を 確 認 し て い る こ と で あ る 。さ ら に ，考 案 し た 実 験 装 置 で「 ヒ エ ロ ン の

王 冠 」の 金 の 含 有 量 が 示 さ れ る も の で あ っ た 。た だ し ，得 ら れ た 金 の 含

有 量 は 概 数 で あ り ，正 し い 数 量 を 表 す 値 で は な か っ た 。一 方 ，ク ラ ヴ ィ

ウ ス が 求 め た 金 の 含 有 量 は ，概 数 で は な く 真 の 値 と し た 扱 い の た め ，彼

は 計 算 可 能 な 数 値 だ け で 問 題 を 作 成 し て い た 。  

ク ラ ヴ ィ ウ ス は ， エ ウ ク レ イ デ ス の 理 論 を 適 用 す る だ け で は 「 実 用 」

的 な 数 値 を 求 め る こ と が 難 し い こ と ，つ ま り エ ウ ク レ イ デ ス の 理 論 の 限

界 に 気 づ き ，そ の 突 破 の た め に こ の 理 論 と ア ラ ビ ア 数 学 に お け る 数 値 計

算 を 結 び つ け よ う と し て い た の で あ っ た 。  
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ガ リ レ オ は 実 験・実 測 を 用 い ，ク ラ ヴ ィ ウ ス は ア ラ ビ ア 数 学 の 計 算 術

を 用 い ， 両 者 は 異 な る 手 段 で あ る が エ ウ ク レ イ デ ス の 理 論 を 実 社 会 に

「 応 用 」し よ う と し た の で あ る 。二 人 は 目 的 を 同 じ く し ，異 な る 手 段 で

追 究 方 法 を 採 用 し た の で あ る 。  

そ れ 故 ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は ， ガ リ レ オ の 論 文 に 表 れ た 大 き な 「 独 創 性 」

を 鋭 く 見 抜 い て い た 。そ の 背 景 と し て ，「 若 輩 の ガ リ レ オ 」と「 す で に

名 声 の 頂 点 に 達 し て い た ク ラ ヴ ィ ウ ス 」 と が 共 通 に も っ て い た 問 題 意

識 ，さ ら に ガ リ レ オ が 自 分 と は 異 な る 追 究 方 法 を 提 示 し た こ と へ の 興 味

と 理 解 が あ り ，そ れ ら が ，ク ラ ヴ ィ ウ ス の ガ リ レ オ へ の 厚 遇 に 繋 が っ た

と 考 え る こ と が で き る 。  

 

第 2 節  2 つ の 科 学 的 方 法  

( 1 )  天 文 学 の 講 義 に 生 か さ れ た ク ラ ヴ ィ ウ ス の 著 作  

ボ ロ ー ニ ャ 大 学 の 職 は か な わ な か っ た が ， 1 5 8 9 年 ガ リ レ オ は ト ス カ

ー ナ 大 公 フ ェ ル デ ィ ナ ン ド 1 世 の 推 薦 状 を 得 て ピ サ 大 学 で 職 を 得 た 。ピ

サ 大 学 が ト ス カ ー ナ 公 国 領 に 属 し て い た か ら で あ る 。し か し ，退 学 し た

母 校 へ 教 員 と し て 赴 任 し た ガ リ レ オ は ， 当 然 ， 周 囲 か ら 反 感 を 買 っ た 。

そ の よ う な「 若 輩 の ガ リ レ オ 」で は ，自 分 の 研 究 成 果 を 講 義 す る と い う

水 準 の 授 業 は 認 め ら れ ず ，あ く ま で 前 任 者 フ ィ リ ッ ポ・フ ァ ン ト ー ニ の

補 充 講 義 が 許 さ れ た だ け で あ っ た 。  

 ガ リ レ オ は ，幾 何 学 で エ ウ ク レ イ デ ス『 原 論 』を ，天 文 学 で サ ク ロ ボ

ス コ『 天 球 論 』を 教 科 書 と し て 用 い た 。ま た ，天 文 学 の 講 義 で は ク ラ ヴ

ィ ウ ス の 『 サ ク ロ ボ ス コ 天 球 論 注 釈 』 I n  S p h a e r a m  I o a n n i s  d e  S a c r o  

B o s c o  C o m m e n t a r i u s  ４ ４ を 参 考 に し た と ， 近 年 の ガ リ レ オ 研 究 の 中 で 考

え ら れ て い る ４ ５ 。 ガ リ レ オ は サ ク ロ ボ ス コ 『 天 球 論 』 の 講 義 の た め に
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ク ラ ヴ ィ ウ ス の 注 釈 書 を 選 ん で 参 考 に し た 。そ れ は ガ リ レ オ が『 天 に つ

い て の 論 考 』 T r a t t a t o  d e l l a  s f e r a ４ ６ に お い て ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 著 書

か ら 引 用 し て い る 箇 所 が 存 在 し て い る こ と か ら 明 ら か で あ ろ う ４ ７ 。  

実 際 ，サ ク ロ ボ ス コ の 原 著 や 数 あ る 注 釈 書 の 中 に あ っ て ，他 の 注 釈 書

と は 異 な り ，ク ラ ヴ ィ ウ ス の『 サ ク ロ ボ ス コ 天 球 論 注 釈 』に は ，ガ リ レ

オ が 関 心 を 寄 せ る 重 要 な 記 述 が 存 在 し た 。ガ リ レ オ の『 天 に つ い て の 論

考 』を 分 析 し て ，フ ァ ン ト リ は ，ガ リ レ オ が 天 動 説 を 解 説 す る 内 容 そ の

も の よ り ，天 文 学 を 成 立 さ せ る 哲 学 的 な 説 明 に 関 心 を 示 し て い た と 指 摘

し て い る ４ ８ 。 し か し ， ガ リ レ オ が 関 心 を 持 っ た の は ， 哲 学 に 属 す る も

の だ け で あ っ た で あ ろ う か 。  

サ ク ロ ボ ス コ『 天 球 論 』は ，プ ト レ マ イ オ ス の 天 文 学 書『 ア ル マ ゲ ス

ト 』と ア ラ ビ ア 語 に よ る そ の 注 釈 書 を ま と め た も の で あ り ，ア リ ス ト テ

レ ス =プ ト レ マ イ オ ス 的 な 地 球 中 心 の 宇 宙 論 の 基 本 的 教 科 書 と し て 1 3

世 紀 中 ご ろ か ら ヨ ー ロ ッ パ で 広 く 読 ま れ ，中 世 の 宇 宙 観 に 影 響 を 与 え た

書 で あ る 。 こ の 書 の 原 著 は 幾 何 的 な 量 を 使 っ た 理 論 的 な 説 明 書 で あ り ，

実 用 的 か つ 量 感 の あ る 数 値 は 使 用 さ れ て い な い 。た だ し ，ク ラ ヴ ィ ウ ス

の 時 代 に は ，説 明 に 数 値 の 入 っ た 表 が 付 け 加 え ら れ た 注 釈 書 が 出 版 さ れ

て お り ，そ の 中 で も ク ラ ヴ ィ ウ ス の 注 釈 書 は 他 よ り 多 く の 数 値 の 表 が 挿

入 さ れ た 注 目 に 値 す る 書 で あ る 。例 え ば 同 書 に は ，実 際 の 緯 度 や 高 度 の

表 が 何 度 何 分 と い う 6 0 進 小 数 を 使 っ た 数 値 で 示 さ れ て い る ４ ９ 。  

 天 文 学 の 教 科 書 と し て の『 サ ク ロ ボ ス コ 天 球 論 注 釈 』に は ，天 動 説 を

裏 付 け る 理 論 書 と い う 位 置 づ け と は 別 の ， 二 つ の 大 き な 特 徴 が あ っ た 。

そ の 一 つ は ガ リ レ オ が 関 心 を 示 し た 哲 学 的 な 説 明 で あ り ， も う 一 つ は ，

幾 何 学 の 定 理 を 使 っ て 求 め た 計 算 結 果 と 実 際 の 観 測 値 と の 整 合 性 が 確

認 で き る 表 の 多 さ で あ る ５ ０ 。 後 者 は ， 学 問 追 究 に お け る 理 論 的 な 計 算
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と 実 際 的 な 測 定 を 統 合 す る 方 法 論 の 提 示 で あ っ た 。  

 ガ リ レ オ が ク ラ ヴ ィ ウ ス の 方 法 論 を ど の よ う に 理 解 し た か は 具 体 的

に は 明 ら か で な い 。し か し ，後 に ガ リ レ オ は ，測 定 や 観 測 の 装 置 を 工 夫

し て 製 作 し ，よ り 正 確 な 測 定 ・ 観 測 デ ー タ を 得 る こ と で ，ク ラ ヴ ィ ウ ス

が 提 示 し た 方 法 論 を よ り 確 か な も の に し て い っ た 。  

 

( 2 )  幾 何 学 の 講 義 に 生 か さ れ た ク ラ ヴ ィ ウ ス の 著 作  

幾 何 学 に つ い て は ， ガ リ レ オ は 1 5 8 3 年 に オ ス テ ィ リ オ ・ リ ッ チ

( 1 5 4 0 - 1 6 0 3 年 )か ら 学 ん で お り ，ク ラ ヴ ィ ウ ス か ら は 直 接 学 ん で は い な

い 。し か し ，ガ リ レ オ は ピ サ 大 学 で の 講 義 の た め に ，ク ラ ヴ ィ ウ ス の『 エ

ウ ク レ イ デ ス 原 論 注 釈 』 E u c l i d i s  E l e m e n t o r u m  l i b r i  Ⅹ Ⅴ ５ １ を 参 考 に

し た ５ ２ 。 こ の ク ラ ヴ ィ ウ ス の 注 釈 書 は ， 長 き に 亘 っ て 版 を 重 ね た 名 著

で あ り ， デ カ ル ト に も 大 き な 影 響 を 与 え た ほ ど の 書 で あ っ た 。  

ク ラ ヴ ィ ウ ス の『 エ ウ ク レ イ デ ス 原 論 注 釈 』は ，単 に エ ウ ク レ イ デ ス

『 原 論 』 の 命 題 が 丁 寧 に 説 明 さ れ て い る だ け で は な く ， 「 数 学 の 哲 学 」

に つ い て の 解 説 や ，数 学 的 証 明 の「 確 実 性 」に つ い て の 主 張 が 述 べ ら れ

て い る 。そ れ は『 エ ウ ク レ イ デ ス 原 論 注 釈 』の 序 説 の 記 述 か ら も 明 ら か

で あ る 。 序 説 に は 以 下 の 9 点 に つ い て 詳 し い 説 明 が 記 さ れ て い る ５ ３ 。  

① 数 学 的 諸 学 科 ( m a t h e m a t i c a e  d i c i p l i n a e )と 呼 ば れ る 理 由  

 ② 数 学 的 諸 学 科 ( d i c i p l i n a r u m  m a t h e m a t i c a r u m )の 分 類  

 ③ 数 学 的 諸 学 科 ( d i c i p l i n a r u m  m a t h e m a t i c a r u m )の 創 始 者  

 ④ 数 学 的 学 知 ( s c i e n t i o r u m  m a t h e m a t i c a r u m )の 高 貴 さ と 卓 越 性  

 ⑤ 数 学 的 諸 学 科 ( d i c i p l i n a r u m  m a t h e m a t i c a r u m )の 多 様 な 有 用 性  

 ⑥ エ ウ ク レ イ デ ス と 幾 何 学 の 推 奨 す べ き 点  

 ⑦ 幾 何 学 と エ ウ ク レ イ デ ス 『 原 論 』 の 分 類  
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 ⑧ 数 学 者 ( M a t h e m a t i c o s )に よ る 問 題 ・ 定 理 ・ 命 題 ・ 補 題 に つ い て  

 ⑨ 数 学 的 ( M a t h e m a t i c o s )な 原 理 に つ い て  

こ の 序 説 で は ，① で 数 学 的 諸 学 は ギ リ シ ャ 語 の「 マ テ ー マ テ ィ カ（ 学

ば れ る べ き こ と ）」（ μ α θ η μ α τ ι κ ά）に 由 来 す る こ と と 説 明 し ，

② で 数 学 的 諸 学 が 幾 何 学 ・ 算 術 ・ 天 文 学 ・ 音 楽 の 4 科 で 構 成 さ れ る こ

と を 示 し ，③ で は ア ル キ メ デ ス ，ア ポ ロ ニ ウ ス ，テ オ ド ロ ス ，プ ト レ マ

イ オ ス ，ピ ュ タ ゴ ラ ス 等 の 数 学 者 の 業 績 が 記 さ れ て い る 。そ し て ，④ で

は 学 問 と し て の 数 学 の 「 確 実 性 」 に つ い て 以 下 の よ う に 言 及 し て い る 。 

「 エ ウ ク レ イ デ ス 及 び そ の 他 の 数 学 者 た ち の 定 理 が 過 去 か ら 今

日 に 至 る ま で ，真 の 純 粋 性 ，本 物 の 確 実 性 ，し っ か り し た 証 明 と

し て 学 び の 場 で 保 た れ た 。最 高 に 優 れ た も の に つ い て プ ラ ト ン が

対 話 編 の『 ピ レ ボ ス 』に お い て 述 べ て い る よ う に ，そ の 学 知 は 精

確 で あ る こ と に お い て 卓 越 し て お り ，さ ら に 真 実 を 語 る こ と に ふ

さ わ し い 。 」 （ T h e o r e m a t a  e n i m  E u c l i d i s , c a e t e r o r u m q u e  

M a t h e m a t i c o r u m ,  e a n d e m  h o d i e , q u a m  a n t e  t o t  a n n o s ,  i n  s c h o l i s  

r e t i n e n t  v e r i t a t i s  p u r i t a t e m ,  r e r u m  c e r t i t u d i n e m ,  

d e m o n s t r a t i o n u m  r o b u r ,  a c  f i r m i t a t e m .  H u c  a c c r e d i t  i d ,  q u o d  

P l a t o  a i t  i n  P h i l e b o ,  s e u  d i a l o g o ,  q u i  d e  s u m m o n  b o n o  

i n s c r i b i t u r ;  E a m s c i e n t i a m  e s s e  d i g n i o r e m ,  p r a e s t a n t i o r e m q ;  

q u a e  m a g i s  s y n c e r i t a t i s , v e r i t a t i s q ;  e s t  a m a n s .） ５ ４  

ガ リ レ オ の 前 任 者 フ ァ ン ト ー ニ が ピ サ 大 学 で 講 義 し た 幾 何 学 は ，エ ウ

ク レ イ デ ス 『 原 論 』 の 第 1 巻 と 第 5 巻 で あ る ５ ５ 。 ガ リ レ オ の 講 義 も 前

任 者 の 枠 内 で の も の で あ っ た 。『原 論 』第 1 巻 は「 ピ ュ タ ゴ ラ ス の 定 理 」

と し て 有 名 な 「 三 平 方 の 定 理 」 を 最 終 に 置 く 平 面 幾 何 学 を 扱 っ て お り ，

『 原 論 』と 言 え ば こ の 第 1 巻 を 指 す 場 合 が 多 い 。第 5 巻 は「 比 例 論 」で
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あ る 。後 に ガ リ レ オ が 追 究 し た の は ，第 1 巻 の「 公 理 論 に よ る 論 証 」と

第 5 巻 の 「 比 例 論 」 に よ っ て 「 比 」 を 求 め る こ と で あ っ た 。  

第 5 巻 で 扱 わ れ た「 比 と 比 例 」の 対 象 は 直 線 で あ り ，求 め る も の は 幾

何 的 な 量 で あ っ て ，算 術 的 な 数 で は な か っ た 。そ の た め ，「 比 例 」は 定

義 さ れ て い る が ，「 比 」を う ま く 定 義 す る こ と は で き て い な か っ た ５ ６ 。

つ ま り ， 黄 金 比 も 2 の 平 方 根 等 も 作 図 で 説 明 で き る が ， そ の 値 を 1 : 3

の よ う な 整 数 比 で 表 す こ と が で き な い の で あ る 。先 に 見 た パ チ ョ ー リ の

場 合 と 同 様 で あ る 。  

当 時 の ヨ ー ロ ッ パ の 大 学 で は ，ア リ ス ト テ レ ス 主 義 の 影 響 で ，エ ウ ク

レ イ デ ス『 原 論 』の 全 巻 が 扱 わ れ て い た の で は な か っ た 。特 に ，プ ラ ト

ン に 通 ず る「 数 の 論 理 」を 扱 う こ と は 避 け ら れ て い た 。一 方 ，ク ラ ヴ ィ

ウ ス の 注 釈 書 で は ，『 原 論 』 の 全 巻 が 扱 わ れ て い る 。こ の 中 で ，「 数 の

論 理 」 を 扱 う 章 は 第 7 か ら 第 9 巻 ， 無 理 数 を 扱 う の は 第 1 0 巻 と 第 1 3

巻 で あ る 。  

実 は ，ア リ ス ト テ レ ス 主 義 の 影 響 で 扱 わ れ る こ と が 少 な か っ た「 数 の

論 理 」 を 扱 う こ れ ら の 章 こ そ ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 注 釈 書 の 特 徴 で あ っ た 。

例 え ば ，第 8 巻 命 題 2 は 次 の よ う に 記 さ れ て い る 。「命 じ ら れ た 個 数 で ，

順 次 に 比 例 す る と き ，与 え ら れ た 比 を な す 数 の 中 で 最 小 の も の を 見 出 す

こ と 」５ ７ 。こ の 命 題 を 図 と 言 葉 だ け で 証 明 す る こ と は か な り 難 し い が ，

ク ラ ヴ ィ ウ ス は 次 の よ う な 方 法 で 具 体 的 な 数 を 使 用 し て 説 明 し て い る 。 

第 8 巻 命 題 2 を「 順 次 に 比 例 す る 3 数 が そ れ ら と 同 じ 比 を も つ 数 の う

ち 最 小 で あ る な ら ば ，そ れ ら の 外 項 は 平 方 数 で あ り ，も し 4 数 な ら ば 平

方 数 で あ る 」と 読 み 替 え ，数 値 が

示 さ れ た 右 の 図 を 用 い て 説 明 す
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る の で あ る ５ ８ 。 こ の よ う な 具 体 的 な 数 値 の 使 用 は ， プ ラ ト ン に 通 ず る

「 数 の 論 理 」 に 関 す る 章 で の み 使 わ れ て い る 。  

一 方 ，ガ リ レ オ が ピ サ 大 学 で 講 義 し た『 原 論 』の 第 1 巻 と 第 5 巻 の 範

囲 内 で は ，ク ラ ヴ ィ ウ ス が 注 釈 書 で 中 核 に 据 え た プ ラ ト ン の 思 想 も ，プ

ラ ト ン に 通 じ る「 数 の 論 理 」も 必 要 で は な い 。そ の た め ，ガ リ レ オ が ク

ラ ヴ ィ ウ ス の 注 釈 書 を 参 考 に し た と は 言 え て も ，序 説 も 含 め て ク ラ ヴ ィ

ウ ス が 示 し た 数 学 観 ま で 読 み 込 め た か ど う か は 不 明 で あ る 。  

ク ラ ヴ ィ ウ ス が 序 説 で プ ラ ト ン の『 ピ レ ボ ス 』を 説 明 の 柱 に し た の は ，

数 学 の「 確 実 性 」を 示 す た め で あ っ た 。そ れ は ，イ エ ズ ス 会 の 中 核 思 想

で あ る ア リ ス ト テ レ ス 主 義 に 基 づ く 学 問 の「 確 実 性 」と 合 致 し な い こ と

と な り ， 大 き な 問 題 を 引 き 起 こ し て し ま う の で あ る ５ ９ 。 そ の た め ， ク

ラ ヴ ィ ウ ス の 注 釈 書 で は ，一 部 で ア リ ス ト テ レ ス 主 義 の「 三 段 論 法 」を

用 い て 論 証 し ， プ ラ ト ン 主 義 が 問 題 と な る こ と を 回 避 し て い る ６ ０ 。  

ま た ク ラ ヴ ィ ウ ス は ， 1 6 0 4 年 に 『 実 用 幾 何 学 』 ， 1 6 0 7 年 に 『 実 用 算

術 概 論 』の 再 改 訂 版 を 著 し ，そ の 中 で ，整 数 比 で 表 せ な い 量 の 表 記 法 と

し て ， 小 数 表 示 を 試 み て い る ６ １ 。 ク ラ ヴ ィ ウ ス は 実 用 面 で の 『 原 論 』

の 限 界 を 認 識 し ，図 と し て 表 せ る「 幾 何 的 な 量 」を 実 測 や 計 算 が で き る

「 算 術 的 な 数 」で 表 記 す る 方 法 を 模 索 し て い た 。こ れ に 対 し て ガ リ レ オ

は ，ク ラ ヴ ィ ウ ス と は 異 な り ，『 原 論 』の 限 界 を 感 じ 取 る こ と な く ，あ

く ま で 「 エ ウ ク レ イ デ ス の 比 例 論 」 に 基 づ い て 研 究 を 進 め る の で あ る 。  

 

第 3 節  ク ラ ヴ ィ ウ ス の 「 知 的 遺 言 」 と ガ リ レ オ  

( 1 )  パ ド ヴ ァ 大 学 教 授 ガ リ レ オ  

① ガ リ レ オ の 講 義  

 ガ リ レ オ は 1 5 9 2 年 1 2 月 に パ ド ヴ ァ 大 学 に 赴 任 し た 。他 の 大 学 が 神 学

部 や 法 学 部 を 中 心 と し た の に 対 し ，当 時 の パ ド ヴ ァ 大 学 は 西 洋 で も 有 数
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の 医 学 部 を 中 心 と し た 大 学 で あ っ た 。ガ リ レ オ に 求 め ら れ た ，パ ド ヴ ァ

大 学 で の 主 た る 教 授 目 的 は ，占 星 天 宮 図 を 作 る の に 必 要 と さ れ る 技 能 を

医 者 に 提 供 す る こ と で あ っ た 。パ ド ヴ ァ 大 学 の よ う な 医 学 部 を 中 心 と し

た 大 学 で も ，占 星 術 に 使 う 天 宮 図 は 必 要 と さ れ て い た 。「 占 星 天 球 図 を

操 っ て 運 勢 を 占 う た め に は ，医 師 は そ の 人 が 生 ま れ た 瞬 間 の 正 確 な 惑 星

の 位 置 を 計 算 で き な け れ ば な ら な い 」と い う の が そ の 理 由 で あ っ た ６ ２ 。 

 西 洋 で 最 先 端 の 医 学 部 を 持 つ パ ド ヴ ァ 大 学 で す ら ，天 文 学 や 数 学 に 対

す る 扱 い は 占 星 術 と 同 等 で あ っ た 。し か し ，こ の 占 星 術 は ，決 し て 迷 信

や 占 い の 類 で は な い 。学 問 の 中 核 で は な く と も ，学 問 の 一 種 と 見 な さ れ

て い た の で あ る 。そ れ 故 ，占 星 術 の 基 礎 学 問 で あ る 幾 何 学 と 天 文 学 は 医

学 部 に お い て 学 ば れ て い た の で あ る 。  

 占 星 天 宮 図 を 作 る の に 必 要 と さ れ る 技 能 を 習 得 す る に は ，幾 何 学 で は

エ ウ ク レ イ デ ス『 原 論 』の 第 1 巻 と 第 5 巻 ，天 文 学 で は サ ク ロ ボ ス コ『 天

球 論 』の 学 習 が 基 本 と な る 。ガ リ レ オ の 講 義 も ，こ の 内 容 に 沿 っ た も の

で あ っ た 。『 原 論 』第 1 巻 は 平 面 幾 何 学 の 基 本 で あ り ，第 5 巻 は 比 例 論

で あ る ６ ３ 。 彼 は す で に ピ サ 大 学 で こ れ ら の 内 容 を 講 義 し て い た 。  

 ガ リ レ オ の 講 義 は 占 星 天 宮 図 の 作 り 方 と 読 み 方 を 理 論 的 に 学 ぶ も の

で あ り ，そ れ は 天 体 そ の も の を 思 弁 的 に 扱 う 天 文 学 と は 全 く 別 で あ る こ

と に 注 意 が 必 要 で あ る 。  

 

② ガ リ レ オ の 新 た な 研 究  

 パ ド ヴ ァ 大 学 教 授 と し て の ガ リ レ オ の 年 収 は ，1 8 0 フ ロ ー リ ン か ら 始

ま り ， 3 2 0， 5 2 0 フ ロ ー リ ン と 増 え て い く の で あ る が ， そ れ 以 外 に 学 生

を 下 宿 さ せ て 得 る 収 入 や ，個 別 教 授 に よ る 収 入 も あ っ た 。下 宿 や 個 別 教

授 の 対 象 は ，大 学 で 学 ぶ 生 徒 で あ り ，彼 ら は 帰 国 後 ，官 吏 や 経 営 者 と な
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る 。 そ の た め ， ガ リ レ オ は ， 測 量 や 軍 事 に 用 い る 実 用 的 な 数 学 を 彼 らに

教 え た の で あ る ６ ４ 。  

 1 5 9 5 年 か ら 1 6 0 2 年 に か け て ，ガ リ レ オ は『 小 天 秤 』の 論 文 と 同 じ く ，

『 原 論 』第 1 巻 の 平 面 幾 何 の 作 図 と ，同 書 第 5 巻 の 比 例 論 に 基 づ き ，実

用 数 学 の 研 究 に 取 り 組 ん だ 。対 象 は ，彼 が「 幾 何 学 的・軍 事 的 コ ン パ ス 」

と 呼 ん だ ，比 例 を 用 い た 計 算 装 置 と ，て こ・滑 車・斜 面・く さ び・ね じ ・

輪 軸 を 用 い た 機 械 装 置 と で あ る 。そ し て ，そ れ ぞ れ の 装 置 の 製 作 と 操 作

の 手 引 き 書 の 作 成 を 行 い ， 幾 何 学 的 な 比 例 論 で の 裏 付 け を 明 確 に 示 し

た 。 そ こ で 用 い た の は ， あ く ま で エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 で あ っ た 。  

 当 時 の ガ リ レ オ に と っ て 占 星 天 宮 図 や 暦 の 作 成 も ，比 例 論 に 基 づ い た

装 置 の 製 作 も ，理 論 的 裏 付 け は『 原 論 』第 1 巻 と 第 5 巻 の 内 容 だ け で 支

障 は 生 じ な か っ た 。そ れ 故 ，彼 に と っ て 量 を 対 象 と す る 幾 何 学 が 数 学 と

同 義 で あ り ，数 を 扱 う 算 術 へ の 意 識 は 大 き な も の で は な い 。こ の 点 は ガ

リ レ オ の 名 言「 自 然 は 数 学 の 言 語 で 書 か れ て い る 」６ ５ に も 表 れ て い る 。 

 こ の 名 言 に あ る「 数 学 の 言 語 」が 指 す も の と し て ，ガ リ レ オ は「 三 角

形 ，円 お よ び そ の 他 の 幾 何 学 図 形 」を 例 示 し て お り ，そ の 中 に「 数 」に

関 す る も の は な い ６ ６ 。 こ の 名 言 を ガ リ レ オ が 記 し た 意 味 で 捉 え て 訳 す

る な ら ，「 自 然 は 幾 何 学 の 図 形 で 描 か れ て い る 」と な る 。そ れ は サ ク ロ

ボ ス コ の『 天 球 論 』が 示 し て い る も の と 同 等 で あ り ，新 し い 学 問 を 切 り

拓 く も の と は な ら な い 。自 然 現 象 の 数 量 的 把 握 に は ，ま だ 欠 け て い る も

の が あ っ た 。 そ れ は ，「 幾 何 的 な 量 」 と 「 算 術 的 な 数 」 の 統 一 を 図 る こ

と と ，比 例 論 の １ 次 的 な 直 線 だ け で な い 2 次 的 な 曲 線 や 平 方 根 の 処 理 法

の 確 立 で あ る 。  

 し た が っ て 1 6 0 2 年 の 段 階 で ， ガ リ レ オ は 自 然 現 象 の 数 量 的 把 握 に 必

要 な 数 学 的 知 識 を ，十 分 持 ち 合 わ せ て い な か っ た こ と に な る 。ガ リ レ オ
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の 発 見 と し て 有 名 な「 落 体 の 法 則 」に つ い て も ，最 初 は 比 例 論 を 使 い「 速

度 の 増 加 は 時 間 の 経 過 に 比 例 し て 増 加 す る 」と 間 違 っ て 考 え て い た 。正

し く「 物 体 が 落 下 す る と き に 落 ち る 距 離 は ，落 下 時 間 の 2 乗 に 比 例 す る 」

こ と を 数 学 的 に 立 証 す る の は ， 実 験 を 行 っ た 1 6 0 4 年 か ら ， さ ら に 3 年

後 の 1 6 0 7 年 の こ と で あ る 。  

  

( 2 )  ク ラ ヴ ィ ウ ス か ら ガ リ レ オ へ の 1 6 0 4 年 の 書 簡  

① 書 簡 を 送 っ た 理 由  

 最 初 の 交 流 か ら 1 6 年 後 の 1 6 0 4 年 に ，ク ラ ヴ ィ ウ ス は ガ リ レ オ に 書 簡

を 送 っ て い る 。 1 6 0 4 年 は ， 後 に ケ プ ラ ー の 星 と 称 さ れ る 超 新 星 が 出 現

し た 年 で あ る 。そ の 機 に ク ラ ヴ ィ ウ ス は ガ リ レ オ に 対 し て ，超 新 星 の 観

測 の 確 認 と そ の 結 果 と 関 連 資 料 を 送 っ て ほ し い と い う 要 請 を 行 っ た の

で あ る ６ ７ 。  

 1 6 0 4 年 の 新 星 に つ い て ， 出 現 し た 新 星 を 「 月 よ り も 下 の 世 界 」 の こ

と と し て 位 置 づ け ら れ れ ば ，ア リ ス ト テ レ ス の 説 の 枠 内 で 説 明 す る こ と

が で き た ６ ８ 。 そ の 場 合 ， 神 学 と の 矛 盾 も 生 じ な い 。 後 世 か ら す れ ば 非

科 学 的 と 称 さ れ る 追 究 方 法 で あ る が ，当 時 の 天 文 学 が 置 か れ た 学 問 的 状

況 か ら は 問 題 は 生 じ な い の で あ る 。そ れ ど こ ろ か ，占 星 天 宮 図 や 暦 作 り

に は 好 都 合 な 位 置 づ け で あ っ た 。  

こ の 時 の ク ラ ヴ ィ ウ ス の 行 動 に つ い て ，青 木 は「 現 実 の 天 文 観 察 技 術

は こ の よ う な 理 論 を 支 え る に は あ ま り に 進 歩 し す ぎ て い た 。ロ ー マ の 教

皇 庁 お 抱 え の 天 文 学 者 ク ラ ヴ ィ ウ ス で さ え も ，こ の 新 星 を 第 八 天 つ ま り

恒 星 の 仲 間 に せ ざ る を え な か っ た 」６ ９ と 記 し て い る 。ク ラ ヴ ィ ウ ス が ，

ガ リ レ オ の 観 測 に よ っ て ，ア リ ス ト テ レ ス の 宇 宙 観 の 限 界 を 認 め ざ る を

得 な か っ た 状 況 を 述 べ て い る 。  
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こ の 記 述 は ガ リ レ オ の 視 点 で 書 か れ た も の で あ り ， 注 釈 が 必 要 と な

る 。ま ず ク ラ ヴ ィ ウ ス を「 ロ ー マ の 教 皇 庁 お 抱 え の 天 文 学 者 」と 表 現 す

る の は 適 切 で な い 。確 か に ，ク ラ ヴ ィ ウ ス は イ エ ズ ス 会 の 盛 式 四 誓 願 司

祭 と い う 宗 教 上 の 地 位 に あ っ た が ， そ の 時 代 を 代 表 す る 数 学 者 で あ り ，

数 学 を 学 問 の 中 心 に 置 く べ く 奮 闘 し て い る 学 者 で あ っ た 。  

ま た ，青 木 は 天 文 観 測 技 術 の 進 歩 が 新 星 を 恒 星 と し て 認 め る 要 因 に な

っ た と し て い る が ，望 遠 鏡 の 開 発 に よ っ て 天 文 観 測 技 術 が 格 段 に 進 歩 す

る の は ， 1 6 0 4 年 よ り 数 年 後 の こ と で あ る 。 新 星 が 恒 星 で あ る こ と は ，

地 上 の 二 地 点 か ら の「 視 差 」を 測 定 し 差 が あ る か を 調 べ れ ば 足 り る の で

あ り ，倍 率 の 高 い 望 遠 鏡 は 必 要 で な か っ た 。つ ま り ，必 要 な の は 天 文 観

察 技 術 で は な く ，他 者 を 納 得 さ せ ら れ る 説 明 で あ る 。高 い 天 文 観 察 技 術

が 必 要 と な る の は ，月 の ク レ ー タ ー ，木 星 の 衛 星 ，金 星 の 満 ち 欠 け な ど ，

次 の 段 階 の 研 究 で あ る 。  

実 際 ，ク ラ ヴ ィ ウ ス は ガ リ レ オ に ど の よ う に「 新 星 を 観 測 し た か 」を

問 い ，「 そ れ に 関 す る ど の よ う な 資 料 で も 送 っ て ほ し い 」と し て 裏 付 け

を 求 め て い る 。そ こ か ら は ，「 天 文 学 者 ク ラ ヴ ィ ウ ス で さ え も 」ガ リ レ

オ の 発 見 を 認 め ざ る を 得 な か っ た の で は な く ，認 め る た め に さ ら に 天 文

観 測 の 継 続 を 期 待 し て い る 彼 の 姿 勢 が 読 み 取 れ る 。  

 ク ラ ヴ ィ ウ ス は ，「 ロ ー マ の 教 皇 庁 お 抱 え の 天 文 学 者 」と し て ガ リ レ

オ に 接 し て い た の で は な く ，一 人 の 学 者 と し て 接 し ，さ ら に ガ リ レ オ を

学 問 追 究 の 同 士 と し て 認 め て い た の で あ る 。  

 

 ② ク ラ ヴ ィ ウ ス が 贈 っ た 著 作  

 ク ラ ヴ ィ ウ ス は 1 6 0 4 年 ， ガ リ レ オ へ の 書 簡 に 添 え て 同 年 に 発 刊 し た

『 実 用 幾 何 学 』 を 贈 っ て い る ７ ０ 。 こ の 『 実 用 幾 何 学 』 は ， 測 量 や 建 築 ，
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遠 近 法 ，軍 事 学 で 使 え る 幾 何 学 に つ い て 記 し た 書 で あ り ，図 と し て 表 せ

る「 幾 何 的 な 量 」の 実 測 や 計 算 が 試 み ら れ て い る 。す な わ ち ，エ ウ ク レ

イ デ ス 『 原 論 』 で は 全 く 扱 わ れ て い な い 「 算 術 的 な 数 」 を ，『 原 論 』 の

定 理 を 使 っ て 求 め よ う と し て い る の で あ る ７ １ 。  

 二 人 の 「 実 用 」 の 捉 え 方 に は 大 き な 違 い が あ っ た 。  

 ク ラ ヴ ィ ウ ス は ，エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 で 扱 わ な い「 数 」，し か し 実

用 面 で は 必 ず 必 要 と な る「 数 」と ，エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 で 扱 う 作 図 に

よ る「 量 」を 重 ね る こ と が「 実 用 」に は 必 要 で あ る と 考 え た 。そ の た め ，

ク ラ ヴ ィ ウ ス の 「 実 用 」 は ，「 幾 何 学 」 を 応 用 す る こ と に よ り ，「 幾 何

学 」の 定 理 に「 数 」を 合 わ せ る こ と で あ っ た 。こ れ は ，後 に デ カ ル ト に

よ っ て 完 成 さ れ る 「 数 と 量 の 統 一 」 を 意 味 し ， 「 幾 何 学 と 算 術 の 統 一 」

へ の 道 筋 を つ け る 考 え 方 で あ っ た 。ク ラ ヴ ィ ウ ス に と っ て ，実 践 的 学 問

に お け る「 実 用 」が 主 で あ り ，彼 は 必 要 な ら ア ラ ビ ア 算 術 も ，当 時 新 し

い 概 念 で あ っ た 小 数 も ， 「 実 用 」 の 向 上 の た め に 積 極 的 に 採 り 入 れ た 。

つ ま り ，実 践 的 学 問 で 使 え な い 理 論 な ら ，さ ら に 上 位 の 学 問 に お い て の

修 正 を 求 め る 姿 勢 を 示 し た の で あ る 。  

 一 方 ， ガ リ レ オ の 捉 え 方 は ， エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 の 論 理 を 採 用 し ，

望 遠 鏡 や 軍 事 コ ン パ ス の よ う に 実 用 に 供 す る も の を 製 作 す る こ と で あ

る 。そ れ は ，エ ウ ク レ イ デ ス の 比 例 論 を「 実 用 」に 応 用 す る こ と で あ っ

た 。ガ リ レ オ に と っ て は ，あ く ま で エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 を「 実 用 」に

供 す る こ と が 主 目 的 で あ り ，そ の 場 合 エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 は 絶 対 的 な

存 在 で あ る 。 そ こ に は ， 新 し い 学 問 を 求 め る 方 向 性 は 感 じ ら れ な い 。  

 ガ リ レ オ が「 落 体 の 法 則 」に つ い て ，こ だ わ り 続 け て い た エ ウ ク レ イ

デ ス の 比 例 論 か ら 離 れ て ，「 落 下 距 離 は 落 下 時 間 の 2 乗 に 比 例 す る 」と

修 正 し た の は 1 6 0 4 年 の こ と で あ り ，さ ら に 数 学 的 に 立 証 し た の は 1 6 0 7
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年 で あ る 。  

ガ リ レ オ が ど の 程 度 参 考 に し た か は 定 か で は な い が ， 1 6 0 4 年 に ク ラ

ヴ ィ ウ ス か ら 贈 ら れ た 先 述 の 新 刊『 実 用 幾 何 学 』は ，三 平 方 の 定 理 を 応

用 し た 数 値 計 算 が 主 な 内 容 で あ り ，平 方 根 や 立 方 根 の 数 値 が 記 さ れ た 多

く の 表 が 掲 載 さ れ て い た 。 ガ リ レ オ が 「 落 体 の 法 則 」 の 実 験 を 行 っ た

1 6 0 2 年 に は ，「 2 乗 に 比 例 す る 」と い う 概 念 も ，数 学 的 に 説 明 す る 方 法

も 持 ち 合 わ せ て い な か っ た こ と を 勘 案 す る と ，ク ラ ヴ ィ ウ ス か ら 影 響 を

受 け た こ と は 十 分 に 考 え ら れ る 。そ れ ほ ど 二 人 の 学 問 交 流 は 深 か っ た と

言 え よ う 。  

 

( 3 )  ク ラ ヴ ィ ウ ス の 「 知 的 遺 言 」  

① 「 知 的 遺 言 」  

1 6 1 0 年 に ガ リ レ オ が 観 測 し た 木 星 の 衛 星 の 動 き は ， ア リ ス ト テ レ ス

的 宇 宙 観 と は 根 本 的 に 異 な っ て い た 。ク ラ ヴ ィ ウ ス は ，ガ リ レ オ の 観 測

し た 事 実 が 自 著『 サ ク ロ ボ ス コ 天 球 論 注 釈 』の 記 載 事 項 で は 説 明 が つ か

な い こ と を 認 識 し た 。こ の ク ラ ヴ ィ ウ ス の 著 し た 教 科 書 は ，常 に 新 し い

学 問 的 発 見 に よ っ て 改 訂 さ れ て き た 。そ こ で ，翌 年 発 刊 の『 数 学 的 諸 学

全 集 』 O p e r a  M a t h e m a t i c a の 第 3 巻 に 納 め ら れ た 『 サ ク ロ ボ ス コ 天 球 論

注 釈 』 最 新 版 に は ガ リ レ オ が 観 測 し た 事 実 と 共 に 自 分 の 意 見 を 追 記 し

た 。  

そ の 追 記 さ れ た 文 は ，ガ リ レ オ が 観 察 し た 現 象 に つ い て 次 の よ う に 記

さ れ て い る 。  

「 天 文 学 者 は ，こ れ ら の 現 象 が 確 か で あ る と 認 め る こ と が で き る

よ う ，ど の よ う な に 天 体 が 構 成 さ れ る べ き か 考 え て も ら い た い 。」

（ Q u a e ,  c u m  i t a  s i n t ,  V i d e a n t  A s t r o n o m i ,  q u o  p a c t o  o r b e s  
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c o e l e s t e s  c o n t i t u e n d i  s i n t , u t  h a e c  p h a e n o m e n a  p o s s i n t  

s a l v a r i .）  ７ ２  

こ れ が ク ラ ヴ ィ ウ ス の 「 知 的 遺 言 」 と な っ た の で あ る ７ ３ 。  

 こ こ に 至 る ま で の 天 文 学 の 経 過 は 以 下 の よ う で あ っ た 。  

・ 1 6 0 4 年 の 秋 ， 蛇 遣 い 座 に 新 星 が 出 現 し た 。 も し こ の 新 星 が 月 よ

り 上 に 位 置 す る の で あ れ ば ，そ れ は ア リ ス ト テ レ ス の 宇 宙 観 か ら は

逸 脱 し た 事 態 が 発 生 す る こ と で あ っ た 。こ の 発 見 を 受 け て ク ラ ヴ ィ

ウ ス は ガ リ レ オ と の 交 流 を 再 び 始 め た 。  

・ 1 6 0 9 年 ， ガ リ レ オ は 望 遠 鏡 の 自 作 を 試 み ， 年 末 に は 2 0 倍 の 望 遠

鏡 の 製 作 に 成 功 し た 。こ の 望 遠 鏡 を 使 っ て 数 々 の 発 見 が 成 さ れ ，論

文 と し て 刊 行 さ れ た 。最 初 は 月 を 観 察 し ，完 全 な 球 体 で な い こ と を

発 見 し た 。  

・ 1 6 0 9 年 ， ケ プ ラ ー の 著 作 『 新 天 文 学 』 A s t r o n o m i a  N o v a が 発 刊 さ

れ ，楕 円 軌 道 に 関 す る 第 1 法 則 と ，太 陽 系 の 惑 星 の 動 く 速 さ の 変 化

を 示 す 第 2 法 則 も 定 式 化 さ れ た 。ガ リ レ オ の 望 遠 鏡 を 使 っ た 天 体 観

測 と ， ケ プ ラ ー の 定 式 化 が 成 さ れ た 1 6 0 9 年 は ， 天 文 学 史 上 ， 決 定

的 な 転 換 点 と な っ た 年 で あ る 。  

・ 1 6 1 0 年 ， ガ リ レ オ は 木 星 を 観 察 し て 4 つ の 衛 星 を 発 見 し ， そ れ

ら 衛 星 の 動 き を 細 か く 観 察 し た 。ま た ，金 星 に も 目 を 向 け ，月 の よ

う に 満 ち 欠 け が あ る こ と を 発 見 し た 。こ れ ら の 発 見 は ，ア リ ス ト テ

レ ス 的 宇 宙 観 で は 説 明 が つ か な い も の で あ っ た 。月 の ク レ ー タ ー と

木 星 の 4 つ の 衛 星 の 発 見 に つ い て は ， 『 星 界 の 報 告 』 S i d e r e u s  

N u n c i u s と し て ， 3 月 に ヴ ェ ネ ツ ィ ア で 出 版 さ れ た 。 1 1 月 に は ， ロ

ー マ 学 院 の 研 究 者 に よ っ て も 観 測 さ れ ，ガ リ レ オ の 発 見 が 確 か で あ

る と 確 認 さ れ た 。  
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・ 1 6 1 1 年 4 月 ， ベ ル ラ ル ミ ー ノ 枢 機 卿 の 要 請 に よ り ， ロ ー マ 学 院

の イ エ ズ ス 会 の 学 者 た ち は ，ガ リ レ オ の 天 体 の 発 見 が 正 し い こ と を

証 明 し た 。た だ し ，こ れ ら の 諸 発 見 に 関 す る ガ リ レ オ の 解 釈 に つ い

て は ， 枢 機 卿 が 同 意 を す る ま で に は 至 ら な か っ た 。  

 以 上 が ， ク ラ ヴ ィ ウ ス と ガ リ レ オ の 交 流 が 再 開 さ れ た 1 6 0 4 年 か ら ，

ク ラ ヴ ィ ウ ス が 没 す る 1 6 1 2 年 ま で の 状 況 で あ る 。 1 6 0 9 年 を 挟 む 1 6 0 4

年 か ら 1 6 1 2 年 ま で の 間 は ，天 文 学 史 上 の 転 換 点 と 重 な る 時 期 で あ っ た 。

ク ラ ヴ ィ ウ ス は ，ガ リ レ オ の 発 見 を 確 か な も の と 認 め て 受 け 入 れ た の で

あ る 。こ れ は ク ラ ヴ ィ ウ ス 個 人 で な く ，ロ ー マ 学 院 の 学 問 的 権 威 と し て

も 受 け 入 れ た の で あ っ た 。そ の 時 点 に お い て ，ク ラ ヴ ィ ウ ス の 学 問 追 究

に 対 す る 姿 勢 が ， 「 知 的 遺 言 」 と な っ て 発 せ ら れ た の で あ る 。  

 

② 「 知 的 遺 言 」 と イ エ ズ ス 会 教 育 の 限 界 点   

こ の「 知 的 遺 言 」は ，イ エ ズ ス 会 の 学 者 に 向 け た 言 葉 で あ っ た が ，誰

も こ の 「 知 的 遺 言 」 を 履 行 で き な か っ た ７ ４ 。  

ク ラ ヴ ィ ウ ス は ， ガ リ レ オ の 観 測 結 果 の 正 し さ を 確 認 し ， そ の 結

果 は 従 来 の ア リ ス ト テ レ ス 主 義 の 学 説 で は 説 明 で き な い と 認 識 し

た 。 そ し て ， こ の 点 を 解 明 す べ き 時 間 が 自 分 に は 残 っ て い な い こ と

を 悟 る と ， 解 明 の 必 要 性 を 記 し て イ エ ズ ス 会 士 に 遺 言 し た の で あ る 。

託 さ れ た イ エ ズ ス 会 士 も ， ガ リ レ オ の 数 々 の 発 見 に 関 し て ， ま ず 疑

っ た の で あ る が ， 再 観 測 す る 中 で そ れ を 受 け 入 れ た の で あ る 。  

ア リ ス ト テ レ ス の 宇 宙 論 を 是 と す る イ エ ズ ス 会 に 対 し ， こ の 受 け

入 れ が 重 大 な 不 忠 実 に 繋 が る こ と を ク ラ ヴ ィ ウ ス は 承 知 し て い た 。

そ れ は や が て ， 学 問 の 追 究 か イ エ ズ ス 会 に 対 す る 従 順 か の 択 一 に 繋

が り ， 後 の 「 ガ リ レ オ 裁 判 」 に お け る イ エ ズ ス 会 士 の デ ィ レ ン マ と な
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る も の で あ っ た ７ ５ 。  

こ の 大 き な デ ィ レ ン マ は ， イ エ ズ ス 会 士 に と っ て 余 り に も 大 き な 障

害 で あ っ た 。イ エ ズ ス 会 士 で は な い ガ リ レ オ に と っ て も ，自 身 の 学 問 追

究 が カ ト リ ッ ク 教 会 へ の 従 順 に 相 反 し な い こ と を 説 明 し な け れ ば な ら

な か っ た 。  

そ の た め ガ リ レ オ は 自 身 の 学 問 追 究 が「 聖 書 」を 否 定 す る も の で は な

く ，「 聖 書 」の 真 の 意 味 へ 導 く も の で あ る と 主 張 し た 。つ ま り ，心 の 問

題 と 自 然 学 の 問 題 と は 分 離 す べ き で あ る こ と ，自 然 学 で は 論 証 の 手 段 と

し て「 三 段 論 法 」に 代 わ り「 数 学 的 証 明 」を 用 い る こ と を 訴 え た の で あ

っ た 。 そ れ は ，「 宗 教 」 か 「 科 学 」 か の 二 者 択 一 の 議 論 で は な く ， あ く

ま で 自 身 の 学 問 追 究 の 正 当 性 を 問 い か け て い る の で あ る ７ ６ 。 そ れ に よ

り ，ガ リ レ オ は 人 間 的 な 思 弁 や 議 論 に よ っ て 結 論 づ け ら れ る も の は「 聖

書 」そ の ま ま の 意 味 に 従 う が ，経 験 や 観 測 に よ っ て 疑 い え な い 確 実 さ が

得 ら れ る も の に つ い て は ，そ の 結 論 に 従 い「 聖 書 」の 解 釈 の 変 更 を 求 め

る こ と に な っ た 。  

ガ リ レ オ に と っ て ，天 動 説 で あ る か 地 動 説 で あ る か の 問 題 は ，信 仰 の

問 題 で も 神 学 の 問 題 で も な く ，観 測 と「 数 学 的 証 明 」に よ っ て 解 決 す べ

き 問 題 で あ っ た 。こ れ は ま さ し く ク ラ ヴ ィ ウ ス の 学 問 観 に 沿 っ た 追 究 で

あ る 。  

一 方 ，イ エ ズ ス 会 士 は ，ガ リ レ オ が 訴 え た 学 問 追 究 の 方 法 に つ い て は ，

会 の 中 核 思 想 で あ る ア リ ス テ レ ス 主 義 に ま で 踏 み 込 む た め ，自 ら の 意 見

を 表 明 す る こ と を 控 え た 。前 述 の よ う に ガ リ レ オ が 示 し ，そ し て ク ラ ヴ

ィ ウ ス の 学 問 観 に 沿 っ た 新 た な 学 問 追 究 の 姿 勢 に 対 し て ，イ エ ズ ス 会 士

は 背 を 向 け た の で あ る 。  

「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」た る イ エ ズ ス 会 士 が ，後 の「 科 学 的 学
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問 追 究 」に 背 を 向 け た こ と は ，当 然 イ エ ズ ス 会 学 校 の「 数 学 的 諸 学 」の

教 育 が 変 質 す る こ と に な る 。つ ま り ，隆 盛 を 極 め た イ エ ズ ス 会 学 校 の 限

界 点 と な っ た の で あ る 。  

 

③ ガ リ レ オ が 及 ば な か っ た 知 的 遺 言 の 履 行  

 ガ リ レ オ は 力 学 分 野 の 研 究 で は ，自 然 現 象 の 数 量 的 把 握 と 数 学 的 法 則

の 実 験 的 確 証 と い う 方 法 で「 落 体 の 法 則 」を 解 決 し た 。こ れ は ，ク ラ ヴ

ィ ウ ス の 知 的 遺 言 と 重 な る 捉 え 方 で あ っ た 。こ れ を 天 文 学 に 当 て は め る

と ，正 確 な 天 体 観 測 に よ っ て 得 ら れ た デ ー タ の 収 集 と 把 握 ，そ し て 数 学

的 法 則 を 実 験 的 確 証 か ら 導 き 出 す 手 法 で あ り ，正 確 な 観 測 デ ー タ に 基 づ

き ， 天 体 の 構 成 を 数 学 的 に 証 明 す る 方 法 で あ っ た 。  

 た だ し ，数 学 的 に 証 明 す る に は ，エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 の 方 法 だ け で

は 不 十 分 で あ っ た 。そ の 課 題 を 解 決 す る に は ，新 し い 数 学 的 方 法 を 必 要

と し た の で あ る 。そ れ に は ，数 と 量 を 統 一 し て 解 析 幾 何 学 を 提 案 し た デ

カ ル ト ，瞬 間 や 無 限 を 扱 う 微 分 積 分 学 を 創 り 出 し た ニ ュ ー ト ン や ラ イ プ

ニ ッ ツ ま で 待 た ね ば な ら な い 。  

 ガ リ レ オ は 瞬 間 や 無 限 に つ い て の 興 味 も 高 く ，エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学

を 超 え て ，新 し い 数 学 的 方 法 を 導 き 出 そ う と 考 え て い た し ，そ の ヒ ン ト

は ク ラ ヴ ィ ウ ス か ら 送 ら れ て い た 。し か し ，ガ リ レ オ に 新 し い 数 学 的 方

法 を 追 究 す る 余 裕 は な か っ た 。な ぜ な ら ，ニ ュ ー ト ン や ラ イ プ ニ ッ ツ が

配 慮 す る 必 要 の な か っ た ア リ ス ト テ レ ス 主 義 に ，全 面 的 に 対 処 し な け れ

ば な ら な か っ た か ら で あ る ７ ７ 。 ガ リ レ オ も イ エ ズ ス 会 士 が 背 負 わ さ れ

た デ ィ レ ン マ と 対 決 し な け れ ば な ら な か っ た 。と は い え ，ク ラ ヴ ィ ウ ス

の「 知 的 遺 言 」は ，ガ リ レ オ の 存 在 を 通 し た か ら こ そ 後 に 達 成 で き た の

で あ る 。  
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［ イ エ ズ ス 会 教 育 の 転 換 点 ］  

1 5 8 7 年 に ガ リ レ オ が ボ ロ ー ニ ャ 大 学 の 職 を 求 め て ク ラ ヴ ィ ウ ス に 提

出 し た 論 文『 小 天 秤 』は ，両 者 の 交 流 を も た ら す 契 機 と な っ た 。「 ヒ エ

ロ ン の 王 冠 」の 逸 話 に 関 す る こ の 論 文 は ，当 時 の 学 問 的 追 究 の 主 流 で あ

っ た 「 ス コ ラ 学 と 中 世 自 然 学 の 三 段 論 法 」 に 基 づ く も の で は な か っ た 。

そ れ 故 ，こ の 論 文 は 単 な る 実 用 的 な 装 置 の 製 作 に 関 す る 論 文 と し て 下 位

に 位 置 づ け ら れ る も の で あ っ た 。し か し ，ク ラ ヴ ィ ウ ス は「 数 学 的 方 法

と 実 験 的 方 法 を 統 合 し ，数 学 的 関 係 を 法 則 化 す る 」論 文 と し て 高 く 評 価

し た 。彼 は そ こ に 近 代 科 学 に 繋 が る 学 問 的 独 自 性 を 見 抜 い て い た の で あ

り ， こ れ 以 後 両 者 は 学 問 的 交 流 を 続 け る こ と に な る 。  

 1 6 0 4 年 の 超 新 星 出 現 を 機 に ， 一 時 途 絶 え て い た 二 人 の 交 流 が 再 開 さ

れ ，ク ラ ヴ ィ ウ ス は 自 著『 実 用 幾 何 学 』を ガ リ レ オ に 贈 っ た 。こ の 書 は

実 用 に 役 立 つ 数 値 が エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 の 応 用 で 得 ら れ な い 場 合 ，

「 実 験 ，観 測 ，測 定 を 通 し て 自 然 の 知 識 を 得 る 手 法 」が 必 要 で あ る こ と

を 教 示 す る も の で あ っ た 。そ れ は 後 年 ，ガ リ レ オ が 示 し た「 近 代 科 学 に

繋 が る 手 法 」 を 導 く も の で あ っ た 。  

 そ の 後 ，ガ リ レ オ は 自 ら 製 作 し た 望 遠 鏡 で 天 文 学 史 を 飾 る 多 く の 現 象

を 発 見 し ，ク ラ ヴ ィ ウ ス は そ れ ら を 検 証 し ，事 実 と し て 確 認 し た 。そ し

て ガ リ レ オ の 発 見 が 既 存 の 天 文 学 で は 説 明 で き ず ，ア リ ス ト テ レ ス ＝ プ

ト レ マ イ オ ス 的 宇 宙 観 の 否 定 に ま で 繋 が る こ と も 理 解 し た 。し か し ク ラ

ヴ ィ ウ ス に は 新 た な 宇 宙 観 を 提 示 す る 時 間 的 余 裕 は な か っ た 。 そ れ 故 ，

彼 は 天 文 観 察 の 事 実 と 整 合 す る 新 た な 天 体 理 論 の 提 示 が 必 要 で あ る と

書 き 遺 し た の で あ る 。 こ れ が ク ラ ヴ ィ ウ ス の 「 知 的 遺 言 」 で あ る 。  

 元 来 ，ク ラ ヴ ィ ウ ス の「 知 的 遺 言 」は イ エ ズ ス 会 士 に 向 け ら れ た も の

で あ っ た 。し か し ，ア リ ス ト テ レ ス 主 義 を 会 の 中 核 思 想 と す る イ エ ズ ス
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会 士 に と っ て ，観 測・実 験 で 得 ら れ た 結 果 が ア リ ス ト テ レ ス の 世 界 観 に

反 す る 場 合 ，そ れ は 受 け 入 れ が た い も の で あ っ た 。彼 ら は 仮 説 ・ 検 証 の

方 法 論 を 欠 き ，観 察 ・ 実 験 に 基 づ く 思 考 を 回 避 す る 姿 勢 に 固 執 し た 。そ

れ 故 ，隆 盛 を 誇 っ た イ エ ズ ス 会 学 校 の 教 育 も そ の 限 界 を 露 呈 し ，「 科 学

の 保 護 者 に し て 教 育 者 」と し て の 立 場 を 失 っ て 行 か ざ る を 得 な か っ た の

で あ る 。  

 「 天 文 学 」の 修 正 は ，結 局 ，ガ リ レ オ に 託 さ れ る 課 題 と な っ た 。そ れ

は 一 つ の 科 学 的 方 法 論 の 提 案 で あ っ た 。し か し ，ガ リ レ オ に は ま だ「 数

学 的 関 係 の 法 則 化 」を 導 く 数 学 的 知 識 が 不 足 し て い た 。「 知 的 遺 言 」の

履 行 に は ，ク ラ ヴ ィ ウ ス の 数 学 を 学 ん だ デ カ ル ト 世 代 ま で 待 た ね ば な ら

な い 。  

  

第 3 章註  
                                                   

１  P a u l  J o h n s o n ,  A  H i s t o r y  o f  C h r i s t i a n i t y ,  N e w  Y o r k ,  1 9 7 6 ,  p p . 2 6 9 - 2 7 0 .   

同 書 では，キリスト教 史 を 8 つの区 切 りで示 している。三 十 年 戦 争 後 のヴェストフ

ァーレン体 制 で，ヨーロッパでは世 俗 的 な国 家 がそれぞれの領 域 に主 権 を及 ぼし

統 治 することとなった。キリスト教 については，三 十 年 戦 争 前 までは，人 間 の存 在

の全 ての面 を包 括 する全 体 的 キリスト教 社 会 の理 想 が達 成 できると考 えられ，そ

の実 現 のためには戦 争 ，虐 殺 ，絞 首 刑 ，火 刑 を行 うことも辞 さないのであった。こ

の宗 教 的 情 熱 が三 十 年 戦 争 を期 に消 滅 する。 1 7 世 紀 科 学 革 命 の前 の段 階

でのイエズス会 学 校 の教 育 制 度 を評 価 し，「科 学 の保 護 者 にして教 育 者 」と冠

している。   

 

２  アンニバレ・ファントリ 「ガリレオ裁 判 とイエズス会 士 ：サンティリャーナの著 作 をめぐ  

って」，『ソフィア』 2 2 ( 4 )， 1 9 7 4 年 ， 3 8 6 - 4 4 1 頁 。同 書 では，ローマ学 院 の天 文 学

者 が，ガリレオの天 文 学 での発 見 に関 して，躊 躇 しつつも受 け入 れたことが，アリ

ストテレスの宇 宙 観 に対 する重 大 な不 忠 実 を含 むことを承 知 し，その思 いを著 作

に中 に記 述 したことが示 されている。この内 容 をファントリは「クラヴィウスの知 的 遺

言 」と表 している。  
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３  ロバー ト ・デ ィ ターズ 「神 学 者 と してのガ リ レオ 」 ， 『 ソ フ ィア 』 4 2 ( 3 ) ， 1 9 9 3 年 ，  

3 8 3 - 3 9 8 頁 。 3 9 5 頁 にガリレオ裁 判 におけるイエズス会 科 学 者 のディレンマにつ

いて記 述 されている。   

 

４  J a m e s  M .  L a t t i s ,  B e t w e e n  C o p e r n i c u s  a n d  G a l i l e o :  C h r i s t o p h  C l a v i u s  

a n d  t h e  C o l l a p s e  o f  P t o l e m a i c  C o s m o l o g y ,  C h i c a g o  a n d  L o n d o n ,  1 9 9 4 ,  

p p . 1 2－ 1 3 .  

 

５  I b i d . ,  p p . 1 - 2 9。イエズス会 の会 員 の種 類 は，修 学 士 ，修 学 修 士 ，単 式 終 生 誓  

願 司 祭 ，盛 式 三 誓 願 司 祭 ，盛 式 四 誓 願 司 祭 である 。 （ イエズス会 日 本 管 区

(編 訳 ) 『イエズス会 会 憲 』，南 窓 社 ， 2 0 1 1 年 ， 4 1 - 4 6 頁 ）参 照 。  

 

６  W i l l i a m  R .  S h e a  a n d  M a r i a n o  A r t i g a s ,  G a l i l e o  i n  R o m e :  T h e  R i s e  a n d  

F a l l  o f  a  T r o u b l e s o m e  G e n i u s  ,  N e w  Y o r k ,  2 0 0 3 .  4 頁 に，当 時 大 学 の職 へ

の応 募 には，修 士 号 や博 士 号 より“ p u b l i c a t i o n s  a n d  g o o d  r e f e r e n c e s ” （出 版

業 者 と良 き推 薦 人 ）が必 要 だったと記 されている。この出 版 業 者 については， 4

頁 に“ o r i g i n a l  m a t h e m a t i c a l  w o r k ”の出 版 であると示 されている。良 き推 薦 人 と

して， 5 頁 に“ e m i n e n t  m a t h e m a t i c i a n s ”とされている。本 論 では，出 版 業 者 と良

き推 薦 人 を「独 創 的 な著 作 」と「高 名 な推 薦 人 」ととらえ，使 用 する。  

 

７  G a l i l e o  G a l i l e i ,  L a  B i l a n c i e t t a , 1 5 8 6 . （ G a l i l e o  G a l i l e i ,  A n t o n i o   

F a v a r o ( e d . ) ,  L e  O p e r e  d i  G a l i l e o  G a l i l e i  V o l . 1 ,  F i r e n z e ,  1 8 9 0 .ニューヨー

ク公 共 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ） ,  p p . 2 1 5 - 2 2 0 .  1 5 8 6 年 手 稿 ， 1 6 4 4 年 出 版 。  

 

８  A n n i b a l e  F a n t o l i ,  G a l i l e o  f o r  C o p e r n i c a n i s m  a n d  f o r  t h e  C h u r c h ,   

V a t i c a n ,  2 n d  e d . ,  1 9 9 6 ,  p . 5 1 .   

 

９  G a l i l e o  G a l i l e i ,  T h e o r e m a t a  c i r c a  c e n t r u m  g r a v i t a t e s  s o l i d o r u m ,   

1 5 8 7 .  ( G a l i l e o  G a l i l e i ,  A n t o n i o  F a v a r o ( e d . ) ,  L e  O p e r e  d i  G a l i l e o  G a l i l e i  

V o l . 1 ,  F i r e n z e ,  1 8 9 0 .ニューヨーク公 共 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ） ,  p p . 1 8 7 - 2 0 8 .  

 

１ ０  伊 東 俊 太 郎 『ガリレオと科 学 ・宗 教 』，麗 澤 大 学 出 版 会 ， 2 0 1 0 年 ， 3 9 - 4 0 頁 。  

同 書 には「ガリレオは，オースティオ・リッチからアルキメデスの『平 面 の平 衡 』と『浮

体 論 』を， 1 5 4 3 年 にタルターリャによって出 版 されたラテン語 本 で教 えられ，それ
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がガリレオの二 つの論 文 に繋 がった」と記 されている。第 一 論 文 の『小 天 秤 』はア

ルキメデスの「王 冠 」の問 題 を精 密 に扱 い，第 二 論 文 の『立 体 の重 心 についての

諸 定 理 』は放 物 線 で囲 まれた立 体 の重 心 をアルキメデスの方 法 を発 展 させて求

めたものである。  

 

１ １  高 橋 憲 一 『ガリレオの迷 宮 』，共 立 出 版 社 ， 2 0 0 6 年 ， 4 4 頁 。  

 

１ ２  豊 田 利 幸 『ガリレオ』，中 央 公 論 社 ， 4 版 1 9 9 5 年 ， 4 2 頁 。  

 

１ ３  J a m e s  M a c L a c h l a n ,  G a l i l e o  G a l i l e i  F i r s t  P h y s i c i s t ,  N e w  Y o r k ,   

1 9 9 6 ,  p . 2 1 .  

 

１ ４  A n n i b a l e  F a n t o l i ,  o p . c i t . ,  p p . 5 3 - 5 4 .  クラヴィウスは， 1 5 8 2 年 に教 皇 グレゴリ  

ウス 1 3 世 のもとで行 われた改 暦 作 業 の初 期 段 階 で大 きな役 割 を果 たしていると

記 されている。  

 

１ ５  I b i d . , p . 5 3 .    

 

１ ６当 時 ，クラヴィウスは「ヒエロンの王 冠 」の逸 話 に強 い関 心 を示 していた。この点 は  

註 2 0 掲 載 の彼 の著 作 などによく表 れている。第 二 論 文 については，紙 幅 の関

係 もあり，別 の機 会 に取 り上 げたい。  

 

１ ７  高 橋 憲 一 ，前 掲 書 ， 4 4 - 4 5 頁 参 照 。この書 には，第 一 論 文 を書 いた頃 のガリ  

レオの数 学 的 関 心 がアルキメデスに向 けられていたことが記 載 されている。なお，

青 木 靖 三 （『ガリレオ・ガリレイ』，岩 波 書 店 ， 1 9 6 5 年 ， 1 4 頁 ）は，「アルキメデスが

やった方 法 が，いわば非 常 に粗 雑 で正 確 でないため，その方 法 を再 現 することを

めざしている」と解 説 している。  

 

１ ８  J o h n  H e n r y ,  T h e  S c i e n t i f i c  R e v o l u t i o n  a n d  t h e  O r i g i n s  o f  M o d e r n   

S c i e n c e ,  N e w  Y o r k ,  2 0 0 8 .  1 8 - 5 5 頁 で ,科 学 革 命 は 2 つの科 学 的 方 法 が発

達 して確 立 されたことにより成 立 したことが述 べられている。第 1 点 は「世 界 像 の

数 学 化 」であり， 「世 界 全 体 から部 分 に至 るまでの働 きを正 確 に規 定 するため，

数 学 と測 定 を使 うこと」であった。また第 2 点 は「経 験 と実 験 」であり，「自 然 の理

解 を得 るため，観 測 や経 験 ，必 要 ならば専 門 的 に組 み立 てられた実 験 を使 うこ

と」であった。  
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１ ９  デイビッド ・リンドバーグ，高 橋 憲 一 (訳 ) 『近 代 科 学 の源 をたどる』，朝 倉 書 店 ，  

2 0 1 1 年 ， 3 8 6 頁 。  

 

２ ０  V i t r u v i u s ,  D e  a r c h i t e c t u r a , ( 『建 築 十 書 』 )。印 刷 本 は 1 4 8 6 年 刊 行 された。  

（ J o s e p h  G w i l t ( t r a . ) ,  T h e  A r c h i t e c t u r e  o f  M a r c u s  V i t r u v i u s  P o l l i o  i n  t h e  

T e n  B o o k s ,  L o n d o n， 1 8 7 4 ,  p p . 2 0 4 - 2 0 7 . （ボドリアン蔵 書 P D F 史 料 ）第 9 書 3

章 「銀 が金 に混 合 された時 の見 分 け方 」に記 載 。    

 

２ １  L e o n i s  B a p t i s t a e  A l b e r t i ,  D e  r e  a e d i f i c a t o r i a，M i l a n o ,  1 4 8 6． (カタロニア  

国 立 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 )．  

 

２ ２  R i c h a r d  S t e m p ,  T h e  S e c r e t  L a n g u a g e  o f  t h e  R e n a i s s a n c e ,  L o n d o n ,  2 0 0 6 ,   

p p . 2 6 - 2 7 .  

 

２ ３  レオン・バッティスタ・アルベルティ，三 輪 福 松 (訳 ) 『絵 画 論 』改 訂 新 版 ，中 央 公  

論 美 術 出 版 ， 2 0 1 1 年 。 1 1 3 頁 。ただし，この書 で挙 げられているアリストテレスと

エウクレイデス，ディオゲネス・ラエルティオス，この三 人 の間 に数 学 の論 理 につい

ての共 通 性 はない。アリストテレスは三 段 論 法 ，エウクレイデスは公 理 論 ，ディオ

ゲネス・ラエルティオスは哲 学 論 法 で有 名 である。アルベルティが主 に影 響 を受 け

たのは，プラトン主 義 の延 長 線 上 にあるエウクレイデスである。プラトン主 義 的 理

解 にとって重 要 な著 作 であるプロクロス『エウクレイデス『原 論 』第 1 巻 注 釈 』のラ

テン語 訳 が刊 行 されたのが 1 5 6 0 年 であり，この解 釈 を元 にした『原 論 』の全 巻 の

注 釈 書 は， 1 5 7 4 年 にクラヴィウスが刊 行 した（佐 々木 力 『数 学 史 』，岩 波 書 店 ，

2 0 1 0 年 ， 3 7 8 - 3 7 9 頁 参 照 ）。  

 

２ ４  伊 藤 博 明 『哲 学 の歴 史 』第 4 巻 （ルネサンス），中 央 公 論 社 ， 2 0 0 7 年 ， 1 1 4  

頁 。  

 

２ ５  キティ .ファーガソン，柴 田 裕 之 (訳 ) 『ピュタゴラスの音 楽 』，白 水 社 ， 2 0 1 1 年 ，  

3 2 0 頁 。プラトン・アカデミアで議 論 されたことは，「数 には（人 間 の存 在 を実 在 に

導 く力 がある）， （幾 何 学 は永 遠 の実 在 を知 るための学 問 である）というプラトンの

信 念 を復 活 させる 」ことであった（アルフレッド ・クロスビー，小 沢 千 恵 子 (訳 ) 『数

量 化 革 命 』，紀 伊 國 屋 書 店 ， 2 0 0 3 年 ， 2 3 2 頁 ）。 『ピュタゴラスの音 楽 』では，

1 8 2 頁 に，ジョヴァンニ・ピコの「ピュタゴラス，ピオラオス，プラトンおよび初 期 のプラ
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トン主 義 者 たちが教 えた，数 を通 して哲 学 的 に思 考 する方 法 」が強 調 され，数

学 の地 位 が低 いアリストテレス主 義 との違 いが示 されている。その影 響 でアルベル

ティの遠 近 法 には幾 何 学 の証 明 に加 え，数 による追 究 が求 められたのである。  

 

２ ６  R i c h a r d  S t e m p ,  o p . c i t . ,  p . 5 3 .  続 いて 5 6 - 5 7 頁 で遠 近 法 における比 例 ，  

5 8 - 5 9 頁 で神 聖 幾 何 学 を扱 っている。ここでの追 究 目 的 は「均 整 と調 和 」である

と記 載 されている。  

 

２ ７  L u c a  P a c i o l i ,  D i v i n a  P r o p o r t i o n e ,  V e n e z i a ,  1 5 0 9，  ( C o n s t a n t i   

W i n t e r b e r g ( e d . ) ,  F r a  L u c a  P a c i o l i ,  D i v e i n e  P r o p o r t i o n e .  D i e  L e h r e  v o m  

G o l d e n e n  S c h n i t t .  N a c h  d e r  V e n e z i a n i s c h e n  A u s g a b e  v o m  J a h r e  1 5 0 9 ,  

W i e n ,  1 8 8 9 .  ハーバード大 学 蔵 書 P D F 史 料 )  p . 1 3 2．説 明 に使 われた「卓 越 し

た画 家 たちが描 いた顔 のデッサン」にはレオナルド・ダ ・ヴィンチ作 の素 描 が使 わ

れている。  

 

２ ８  I b i d . ,  p p . 1 3 2 - 1 3 3．   

 

２ ９  足 達 薫 「ルカ・パチョーリ『神 聖 比 例 論 』 （一 五 〇九 年 ）におけるマニエリスム的  

造 形 原 理 」，『人 文 社 会 叢 』人 文 科 学 篇 1 4， 2 0 0 5 年 ， 1 - 2 9 頁 。 1 7 頁 にルカ・

パチョーリ 『神 聖 比 例 論 』第 二 部 「建 築 論 」第 一 章 の横 顔 の理 想 比 例 の挿 絵

に基 づいて説 明 されている。  

 

３ ０  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  E p i t o m e  A r i t h m e t i c a e  P r a c t i c a e ，R o m a， 1 5 8 3．（バイ  

エルン州 立 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ）．  

 

３ １  I b i d . , p p . 9 9 - 1 8 9 .  問 題 を記 載 した全 2 1 5 頁 中 の 9 1 頁 。  

 

３ ２  I b i d . , p . 9 9 .  ( R e g u l a  t r i u m ;  q u a e  a l i o  n o m i n e  r e g u l a  a u r e a ,  s i v e  r e g u l a  

p r o p o r t i o n u m  d i c i  s o l e t ) ．  

 

３ ３  I b i d . , p . 1 6 4 . （ r e g l u a  f a l s i  d u p l i c i s  p o s i t i o n i s ）．  

 

３ ４  I b i d . , p p . 1 8 6 - 1 8 9 .  註 3 9 で示 した 9 9 - 1 8 9 頁 には 1 0 2 の問 があり， 1 問 あたり  

1 頁 を要 していない。しかし，最 後 の本 問 の記 載 は 4 頁 に及 ぶ。   
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３ ５  I b i d . , p . 1 8 6 . （ a r t i f i c i u m  i l l u d  A r c h i m e d i s ,  q u o ,  t e s t e  V i t r u u i o  l i b .  9 .  C a p .  

3 ）．  

 

３ ６  I b i d . , p p . 1 8 6 - 1 8 7 .  この部 分 には数 値 の記 載 がなく，ウィトルウィウスの『建 築  

十 書 』 2 0 4 - 2 0 7 頁 と同 様 の逸 話 が紹 介 されている。  

   

３ ７  I b i d . , p . 1 8 7． 2 8 行 目 から 3 1 行 目 （ 1 頁 は 3 8 行 ）。  

 

３ ８  I b i d . , p . 1 8 7．（ P o n a t u r  e x e m p l i  c a u s a ） ．  

 

３ ９  I b i d . , p . 1 8 7 .  3 1 行 目 から 3 5 行 目 に記 載 。  

   

４ ０  I b i d . , p p . 1 8 7 - 1 8 8 .  1 8 7 頁 3 5 行 目 F i n g e  e r g o 以 下 に仮 定 1， 1 8 8 頁 1 1 行  

目 F i n g e  s e c u n d o 以 下 に仮 定 2 が記 載 されている。 (詳 細 は，拙 稿 「『同 文 算

指 』 に お け る 西 洋 算 術 「 複 式 仮 定 法 」 の 取 り 扱 い ― C l a v i u s 著 E p i t o m e  

A r i t h m e t i c a e  P r a c t i c a e との比 較 研 究 ―」 , 『数 学 史 研 究 』第 2 1 6 号 ， 2 0 1 3 年 ，

1 - 3 2 頁 参 照 )。  

 

４ １  I b i d . , p . 1 8 8 .  「複 式 仮 定 法 」は，ピサのレオナルドがアラビアより西 洋 に伝 えた  

解 法 で あ る 。 こ の 解 法 に つ い て L e o n a r d o  P i s a n o ,  L i b e r  A b b a c i ,  1 2 0 2 .

（B a l d a s s a r r e  B o n c o m p a g n i ,  S c r i t t i  d i  L e o n a r d o  P i s a n o  M a t h e m a t i c o  d e l  

S e c o l o  D e c i m o t e r z o  V o l .  1 ,  R o m a ,  1 8 5 7 .  （ニューヨーク公 共 図 書 館 蔵 書

P D F 史 料 ）の 1 3 8 頁 に . 「確 かにアラビア語 のアル＝カタアインの方 法 は，ラテン

語 で複 式 仮 定 法 として訳 され ，ほ とんどすべての問 題 の解 決 策 が見 つかる 」

（E l c h a t a i e y m  q u i d e m  a r a b i c e ,  l a t i n e  d u a r u m  f a l s a r u m  p o s i c i o n e m  r e g u l a  

i n t e r p r e t a t u r， p e r  q u a s  f e r e  o m n i u m  q u e s t i o n u m  s o l u t i o  i n v e n i t u r ．）と記 さ

れている。クラヴィウスは「複 式 仮 定 法 」の計 算 が容 易 に理 解 できるように互 乗 の

図 を用 いた。当 時 は式 (𝑥2 × 𝑐1 ± 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 ± 𝑐2) = 𝑥 で表 す方 法 がなく，文 章 で

記 述 されていた。  

 

４ ２  I b i d . , p . 1 8 8 .  原 文 は文 字 による記 述 である。この記 述 を式 にすると次 のように  

なる。     (30 × 7 − 40 × 4) ÷ (7 − 4) = 16
2

3
 ， (70 × 7 − 60 × 4) ÷ (7 − 4) = 83

1

3
   

 答 ．金   83
1

3
リブラ，銀 16

2

3
リブラ．  
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４ ３  I b i d . , p p . 1 - 2  L e c t o r i s． 『実 用 算 術 概 論 』の序 論 の中 に「算 術 論 」と「本 書 の  

目 的 」についての記 述 がある。最 初 に，「私 が評 価 する算 術 なしには，プラトンが

言 わんとした学 問 的 な知 識 もあり得 ないし，人 間 の社 会 そのものも存 在 しない」

( q u o d  s i n e  A r i t h m e t i c a ,  u t  e g o  q u i d e m  e x i s t i m o ,  n u l l a  s c i e n t i a , u t  P l a t o  

a u d e r d i c e r e ,  n e q u e  i p s a  h o m i n u m  s o c i e t a s  p o s s i t  c o n s i s t e r e . )と，算 術 の

存 在 意 義 を記 している。  

 

４ ４  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  I n  S p h a e r a m  I o a n n i s  d e  S a c r o  B o s c o  C o m m e n t a r i u s ,  

R o m a ,  1 5 8 5 .  （コンプルテンセ大 学 図 書 館 P D F 史 料 ）．  

 

４ ５  J a m e s  M .  L a t t i s ,  o p . c i t . , p . 5．史 的 根 拠 として，ガリレオの『天 についての論  

考 』T r a t t a t o  d e l l a  s f e r a ( 1 6 5 6 年 )で，クラヴィウスの『サクロボスコ天 球 論 注 釈 』

が参 照 されていることが示 されている。  

 

４ ６  G a l i l e o  G a l i l e i ,  T r a t t a t o  d e l l a  s f e r a ,  R o m a ,  1 6 5 6 .  (ドイツ博 物 館 蔵 書 P D F  

史 料 ）．  

 

４ ７  W i l l i a m  W a l l a c e s ,  “G a l i l e o ’ s  J e s u i t  C o n n e c t i o n s  a n d  T h e i r  I n f l u e n c e  o n   

H i s  S c i e n c e ” ,  i n ,  M o r d e c h a i  F e i n g o l d ( e d . ) ,  J e s u i t  S c i e n c e  a n d  t h e  

R e p u b l i c  o f  L e t t e r s ,  L o n d o n ,  2 0 0 3 ,  p p . 1 0 4 - 1 0 6．本 稿 では，ガリレオの手 稿

の分 析 から，ガリレオが幾 何 学 の哲 学 的 側 面 に大 きな関 心 があったことと，イエ

ズス会 の学 者 ，特 にクラヴィウスの影 響 が大 きかったことが述 べられている。  

 

４ ８  A n n i b a l e  F a n t o l i ,  o p . c i t . ,  p . 5 8 .  

 

４ ９  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  I n  S p h a e r a m ,  『サクロボスコの天 球 論 注 釈 』の各 章 末  

に多 くの表 が記 載 されている。 1 1 0 - 1 8 0 頁 の「地 球 についての章 」では，最 初 の

4 0 頁 で言 葉 と図 を使 って注 釈 をした後 ， 3 1 頁 を使 って表 が提 示 されている。  

 

５ ０  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  A s t r o l a b i u m，R o m a， 1 5 8 5 .  （バイエルン州 立 図 書 館  

蔵 書 P D F 史 料 ）。 1 章 の表 は 1 9 6 - 2 2 8 頁 に記 載 されている。  

 

５ １  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  E u c l i d i s  E l e m e n t o r u m  l i b r i  X V ，R o m a， 1 5 7 4 .  (コン  

プルテンセ大 学 蔵 書 P D F 史 料 ）。この『エウクレイデス原 論 注 釈 』は多 くの改 訂

版 （ 1 5 8 0， 1 5 8 9， 1 6 0 7， 1 6 1 2 ）が発 行 された。クラヴィウス没 後 も， 1 6 2 7 年 ， 1 6 5 5
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年 ， 1 7 3 8 年 版 が確 認 されている。  

 

５ ２  J a m e s  M .  L a t t i s ,  o p . c i t . ,  p . 5 .  

 

５ ３  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  E u c l i d i s，P r o l e g o m e n a  p p . 1 - 1 9 .  同 書 でのクラヴィウ

スが使 用 した m a t h e m a t i c a に関 連 した用 語 の使 い方 は，デカルトが『精 神 指 導

の規 則 』第 4 規 則 で用 いた「数 学 」に関 する使 い方 に関 連 性 が見 られる。デカル

トは m a t h e m a t i c a e  d i s c i p l i n a e i 「数 学 的 諸 学 問 」は幾 何 学 ・算 術 ・天 文 学 ・音

楽 の「四 科 」の学 問 の総 称 であと記 し，M a t h e s i s 「数 学 」はギリシャ由 来 の学 問

の意 味 に，M a t h e m a t i c a e 「数 学 」はどの「四 科 」の学 問 でも同 じ権 利 をもってい

るとしている。そして，諸 学 の基 礎 学 問 として，幾 何 学 と算 術 （デカルトは，計 算

術 ではなく数 の論 理 の意 味 で使 用 ）を統 一 した意 味 で M a t h e m a t i s  u n i v e r s a l i s

「普 遍 数 学 」を考 えていた（大 出 晃 ・有 働 勤 吉 （訳 ） 「精 神 指 導 の規 則 」，『デカ

ルト著 作 集 』 4，白 水 社 ， 2 0 0 1 年 ， 2 3 - 4 3 頁 参 照 ）。  

 

５ ４  I b i d . ,  P r o l e g o m e n a ,  p . 7 .  「数 学 的 学 知 の高 貴 さと卓 越 性 」に関 する説 明 の  

最 終 部 分 に記 載 。  

 

５ ５  I b i d . ,  第 1 巻 は本 文 の 1 頁 表 から 7 6 頁 裏 ，第 5 巻 は 1 4 4 頁 表 から 1 8 4 頁  

裏 に記 載 され，説 明 のための図 も挿 入 されている。  

 

５ ６  斉 藤 憲 ・三 浦 伸 夫 (訳 ・解 説 ) 『エウクレイデス全 集 第 1 巻 『原 論 』Ⅰ－Ⅵ』，東  

京 大 学 出 版 会 ， 2 0 0 8 年 ， 1 0 7 頁 参 照 。  

 

５ ７  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  E u c l i d i s ， 2 7 9 頁 裏 に記 載 。“ N u m e r o s  r e p e r i r e   

d e n c e p s  p r o p o r t i o n a l e s  m i n i m o s ,  q u o t c u n q u e  i u s s e r i t  q u i s p i a m ,  i n  d a t a  

r a t i o e . ”  

 

５ ８  I b i d . ,  2 7 9 頁 裏 から 2 8 1 頁 裏 に記 載 。 2 7 9 頁 裏 に図 と共 に文 章 で説 明 がされ

ている。この文 章 を式 にすると （𝐴 = 2, 𝐵 = 3 から  𝐶 = 22 = 4, D = 2 × 3 = 6, E = 32 =

9, F = 23 = 8,                 G =  22 × 3 =1 2，……………）である。  

 

５ ９  佐 々木 力 『デカルトの数 学 思 想 』，東 京 大 学 出 版 会 ， 2 0 0 3 年 。 5 7 - 7 2 頁 「クラ  

ヴィウスの数 学 の哲 学 」参 照 。自 然 学 での論 証 に使 われるものがアリストテレスの

「三 段 論 法 」であり，数 学 の証 明 で使 われる「公 理 論 」は重 要 視 されていなかっ
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た。しかも「三 段 論 法 」は数 学 の証 明 には使 われていない。  

 

６ ０  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  E u c l i d i s，T h e o r . 3  P r o p o s . 6， p p . 2 7 - 2 8．正 三 角 形 の  

作 図 の命 題 の箇 所 で，他 の箇 所 とは違 い，アリストテレス主 義 の三 段 論 法 を証

明 の手 段 として適 用 している。  

 

６ １  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  E p i t o m e  A r i t h m e t i c a e  P r a c t i c a e ，C o l o g n e， 1 6 0 7，  

（バイエルン州 立 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ）， p p . 3 1 8 - 3 2 0 .  

 

６ ２  J a m e s  M a c L a c h l a n ,  o p . c i t . ,  p . 2 8 .  

 

６ ３  中 村 幸 四 郎 ・寺 坂 英 孝 ・伊 東 俊 太 郎 ・池 田 美 恵 (訳 ・解 説 ) 『ユークリッ ド原  

論 』，共 立 出 版 ， 1 9 7 1 年 ， 4 9 2 - 5 2 2 頁 参 照 。  

 

６ ４  伊 東 俊 太 郎 ，前 掲 書 ， 4 8 - 4 9 頁 参 照 。  

 

６ ５  G a l i l e o  G a l i l e i ,  I l  S a g g i a t o r e ,  R o m a ,  1 6 2 3 . （ゲント大 学 蔵 書 P D F 史 料 ） , 2 5  
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第 4 章   
イエズス会の数学的諸学科教育の波及と近代科学  

 

三 十 年 戦 争 ( 1 6 1 8 -  1 6 4 8 年 ） に よ っ て 戦 争 地 域 に あ る イ エ ズ ス 会 学 院

の 施 設 の 多 く が 破 壊 さ れ ，他 の 地 域 に お い て も 学 院 の 所 有 母 体 の 財 政 危

機 に よ っ て 多 く の 負 債 が 学 院 に 発 生 し た 。負 債 削 減 の た め に と ら れ た 対

策 は ， 一 般 学 生 受 け 入 れ の 制 限 か 停 止 で あ っ た １ 。 イ エ ズ ス 会 は 以 前 の

よ う に 教 育 に 積 極 的 に か か わ る こ と は で き な く な っ た 。特 に ，一 般 学 生

を 受 け 入 れ る 余 裕 が な く な っ た 学 院 で は ，彼 ら が 主 に 学 ん で い た「 数 学

的 諸 学 」の 存 在 が ま す ま す 軽 視 さ れ る こ と に 繋 が っ た 。こ の こ と は ，イ

エ ズ ス 会 が 「 科 学 の 教 育 者 」 で あ る こ と を 止 め た こ と を 意 味 し て い る 。  

同 じ 時 期 の 1 6 3 7 年 に 『 方 法 序 説 』 ２ を 発 刊 し た デ カ ル ト が ， 「 哲 学

へ の 伝 統 的 な 接 近 方 法 に 挑 み ，彼 以 前 の 哲 学 者 た ち に た め ら い と 困 惑 と

不 安 を 投 げ か け た 」こ と も ，イ エ ズ ス 会 の 教 育 現 場 に 影 響 を 与 え た 。彼

の 提 示 し た 「 哲 学 問 題 」 に 対 し ， イ エ ズ ス 会 は 1 6 4 9 年 の 総 会 で 「 イ エ

ズ ス 会 士 が 教 授 を 控 え る べ き ，哲 学 の 6 5 の 命 題 と 神 学 の 3 0 の 命 題 リ ス

ト を 作 成 し た 」 ３ 。 こ の 指 示 に よ り ， イ エ ズ ス 会 は 会 士 の 学 問 追 究 に 制

限 を 加 え ，自 由 な 価 値 判 断 を 停 止 さ せ た 。こ こ に 至 り ，イ エ ズ ス 会 は「 科

学 の 保 護 者 」 で あ る こ と を 完 全 に 放 棄 し た の で あ っ た 。  

本 章 で は ，イ エ ズ ス 会 が 放 棄 し た「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」の 立

場 が ， ど の よ う に 継 承 さ れ て 1 7 世 紀 科 学 革 命 に 繋 が っ た の か を 考 察 す

る 。そ の 際 ，イ エ ズ ス 会 が「 科 学 の 保 護 者 」た る こ と を 放 棄 す る 要 因 の

一 つ と な っ た ル ネ ・ デ カ ル ト ( 1 5 9 6 - 1 6 5 0 年 )， 特 に 彼 の 学 問 観 を 通 し

て 追 究 す る 。 デ カ ル ト は ， イ エ ズ ス 会 の 学 院 で ク ラ ヴ ィ ウ ス の 著 書

か ら 多 く を 学 び ， イ エ ズ ス 会 教 育 に 対 す る 感 想 も 多 く 残 し て い る 。  
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第 1 節  デカルト とその時代  

( 1 )  青 年 期 の デ カ ル ト  

デ カ ル ト は 1 5 9 6 年 に ， フ ラ ン ス の ト ゥ レ ー ヌ 州 ラ ・ エ で ， 近 代 国 家

の 中 枢 を 担 う こ と が 嘱 望 さ れ た 「 法 服 の 貴 族 」 ４ の 家 系 に 生 ま れ た 。 彼

が 生 ま れ た 頃 は ，長 期 に 亘 り 国 内 を 大 き な 混 乱 に 陥 ら せ た ユ グ ノ ー 戦 争

( 1 5 6 2 - 1 5 9 8 年 )の 終 末 期 で あ り ，そ の 政 治 的 結 末 と し て ，ブ ル ボ ン 王 朝

( 1 5 8 9 - 1 7 9 2 年 )は 絶 対 王 政 へ と 向 か う こ と に な る が ，絶 対 王 政 の 確 立 に

は 国 家 の 要 と な る 中 央 官 僚 と 常 備 軍 の 将 校 の 育 成 が 早 急 の 課 題 で あ っ

た 。 従 来 ， 中 央 官 僚 と 常 備 軍 の 将 校 は 「 武 家 貴 族 」 ５ が そ の 任 に 就 い て

い た 。し か し ，王 権 が 公 権 力 を 集 中 す る 過 程 で 法 律 の 専 門 家 と し て「 法

服 の 貴 族 」の 出 身 者 が 優 遇 さ れ ，中 央 官 僚 と な っ た 。軍 事 面 で も 将 軍 や

兵 科 の 将 校 こ そ「 武 家 貴 族 」の 出 身 者 で あ っ た が ，そ れ 以 外 の 主 計 や 技

術 部 門 の 将 校 に は 「 武 家 貴 族 」 の 身 分 は 必 要 で は な か っ た 。  

1 6 世 紀 ， フ ラ ン ス に お け る 教 育 制 度 ， 特 に 中 央 官 僚 と 常 備 軍 の 将 校

の 育 成 が 可 能 な 高 等 教 育 に は ，大 き な 問 題 が 生 じ て い た 。そ れ は 国 王 に

よ る 大 学 管 理 と 大 学 自 体 の 研 究 や 教 育 の 停 滞 に よ る「 大 学 の 危 機 」で あ

る 。フ ラ ン ス で は 新 た な 研 究 と 教 育 の 担 い 手 と し て コ レ ー ジ ュ が 登 場 し

た が ，そ の コ レ ー ジ ュ に お い て も ユ グ ノ ー 戦 争 の 影 響 を 受 け て 教 育 制 度

が 混 乱 を 来 た し た 。戦 争 終 結 後 ，数 あ る 設 立 母 体 の 中 で 成 功 を 収 め た の

は イ エ ズ ス 会 の 学 院 で あ る 。そ の 成 功 の 理 由 は「 通 学 生 に 対 す る 無 償 教

育 の 実 施 ，人 的 ・物 的 教 育 条 件 の 整 備 充 実 ，時 代 的 感 覚 や 社 会 適 用 に 対

す る 巧 み な 適 応 」 ６ で あ っ た 。  

1 6 0 7 年 ， デ カ ル ト は 1 0 歳 の 時 ， イ エ ズ ス 会 の 学 院 ７ で あ る ラ ・ フ レ

ー シ ュ ＝ ア ン リ 4 世 王 立 学 院 （ L e  C o l l è g e  H e n r i -Ⅳ  d e  L a  F l è c h e） に

入 学 す る 。 デ カ ル ト が 学 ん だ ラ ・ フ レ ー シ ュ 学 院 は ， 1 5 9 4 年 に イ エ ズ
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ス 会 が 国 外 追 放 と な り ， 1 6 0 3 年 の 追 放 解 除 後 ， 1 6 0 4 年 の 勅 令 に よ っ て

再 建 さ れ た 学 校 で あ っ た 。 ラ ・ フ レ ー シ ュ 学 院 は フ ラ ン ス 王 ア ン リ 4

世 (在 位 1 5 8 9 - 1 6 1 0 年 )自 身 が 邸 宅 を 提 供 し た こ と で 有 名 で あ り ，国 王 は

貴 族 の 子 弟 の 教 育 を こ の 学 院 に 委 ね た 。つ ま り ，ラ ・フ レ ー シ ュ 学 院 は

近 代 国 家 を 担 う 人 材 の 育 成 が 課 せ ら れ た 学 校 で あ っ た 。そ の た め ，優 秀

な 教 師 と 学 徒 が 集 め ら れ た の で あ る 。 1 5 9 9 年 に 『 学 事 規 定 』 を 設 定 し ，

近 代 的 な 学 校 経 営 を 行 っ て い た イ エ ズ ス 会 の 学 院 は ，第 1 章 で 示 し た よ

う に ， 近 代 国 家 を 担 う 人 材 の 育 成 に は 最 適 の 教 育 機 関 で あ っ た ８ 。  

1 6 1 5 年 ， デ カ ル ト は ラ ・ フ レ ー シ ュ 学 院 を 卒 業 し ポ ワ テ ィ エ 大 学 へ

進 学 す る 。 2 0 歳 に な っ た 1 6 1 6 年 に は 彼 は 法 学 士 の 資 格 を 得 た 。そ の 後

の 2 年 間 は ， 彼 の 行 動 に 特 筆 す べ き も の は 見 当 た ら な い が ， 1 6 1 8 年 に

な っ て ， よ う や く 彼 は 行 動 を 開 始 し て い る 。  

  

( 2 )  デ カ ル ト と 三 十 年 戦 争  

三 十 年 戦 争 は ， 1 6 1 8 年 ボ ヘ ミ ア に お け る プ ロ テ ス タ ン ト の 反 乱 を き

っ か け に 勃 発 し た ，「 最 後 の 宗 教 戦 争 」 ，「 最 初 の 国 際 戦 争 」 な ど と 称

さ れ る 長 期 に 亘 る 複 雑 な 戦 争 で あ る ９ 。 そ れ は 1 6 4 8 年 に 「 ヴ ェ ス ト フ

ァ ー レ ン 条 約 」 １ ０ が 締 結 さ れ て 終 わ り ， 新 た な 西 洋 の 秩 序 と し て の 国

家 系 が 形 成 さ れ る に 至 っ た の で あ る 。ま た ，こ の 戦 争 を 契 機 と し て 傭 兵

を 中 心 と し た 中 世 の 軍 隊 か ら ，近 代 国 家 の 軍 隊 へ の 切 り 替 わ り が 進 ん で

い っ た １ １ 。  

三 十 年 戦 争 の 第 1 段 階 で あ る ボ ヘ ミ ア ・ プ フ ァ ル ツ 戦 争 ( 1 6 1 8 -  1 6 2 3

年 ）は ，ボ ヘ ミ ア に お い て 発 生 し た 地 域 紛 争 で あ り ，国 際 戦 争 で は な か

っ た 。そ し て ，軍 の 編 成 も 傭 兵 を 主 体 と す る も の で あ り ，国 王 直 属 の 常

備 軍 は 稀 で あ っ た １ ２ 。 戦 闘 の 主 体 が 傭 兵 で あ る 軍 隊 に お い て は ， 戦 闘
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に 直 接 関 わ ら な い 主 計 と 技 術 の 部 門 は ， 軍 の 枠 外 の 商 人 や 職 人 へ の 委

託 ，あ る い は 略 奪 や 強 制 労 働 で 事 足 り て い た 。し か し ，置 か れ て い る 状

況 の 複 雑 化 や 軍 事 技 術 の 進 歩 に よ る 高 度 化 に よ り ，こ れ ら の 部 門 は 他 で

代 替 し う る 量 や 質 で は な く な り ， 自 軍 内 で の 人 材 の 育 成 が 必 要 と な っ

た 。  

三 十 年 戦 争 が 始 ま る 1 6 1 8 年 に ， デ カ ル ト は オ ラ ン ダ の オ ラ ニ エ 公 マ

ウ リ ッ ツ ( 1 5 6 7 - 1 6 2 5 年 )の 軍 に 志 願 す る １ ３ 。 当 然 ， 戦 闘 部 門 で は な く ，

非 戦 闘 の 主 計 か 技 術 の 部 門 へ の 配 属 で あ る 。そ れ 故 ，学 ぶ べ き も の は 戦

闘 術 で は な い 。補 給 や 輸 送 ，支 給 に 関 す る 兵 站 の 技 術 や ，築 城 術 ，大 砲

の 弾 道 計 算 術 ，精 確 な 作 戦 図 に 必 要 な 透 視 画 法 で あ り ，こ れ ら 全 て は「 実

用 数 学 」 の 対 象 で あ っ た １ ４ 。  

1 6 1 8 年 か ら 1 6 1 9 年 の 1 5 ヶ 月 間 ，デ カ ル ト は オ ラ ン ダ 軍 の「 冬 営 地 」

ブ レ ダ に お い て 軍 役 に 就 い た 。こ の 軍 役 で は ，直 接 戦 闘 に 加 わ ら ず ，「実

用 数 学 」 を 学 び 深 め る こ と と な っ た １ ５ 。 デ カ ル ト に と っ て こ の 地 で の

学 び が「 ラ ・ フ レ ー シ ュ 的 な 数 学 教 育 の 延 長 線 上 に あ っ て ，機 械 的 技 術

（ 実 践 的 有 用 性 ）と 結 ん だ 数 学（ 理 論 的 確 実 性 ）の 有 効 性 の 実 態 を ，目

の 当 た り に す る こ と を 許 す い わ ば 恰 好 の 現 場 で あ っ た 」 １ ６ と ， 所 は 記

し て い る 。デ カ ル ト は 直 接 で は な い に し ろ ，ラ ・ フ レ ー シ ュ 学 院 で ク ラ

ヴ ィ ウ ス の 数 学 と 思 想 を ，オ ラ ン ダ 軍 で シ モ ン・ス テ ヴ ィ ン ( 1 5 4 8 - 1 6 2 0

年 )１ ７ の 数 学 と 思 想 を 学 ぶ 機 会 を 得 た 。そ し て ，こ の 地 で の 思 考 は「 決

定 的 な 二 年 間 」 １ ８ と な っ て デ カ ル ト 哲 学 の 方 向 性 を 決 定 づ け た の で あ

る 。  

デ カ ル ト は ，「 決 定 的 な 二 年 間 」の 研 究 同 人 と な っ た イ ザ ー ク ・ ベ ー

ク マ ン ( 1 5 8 8 - 1 6 3 7 年 )と ブ レ ダ の 地 で 出 会 い ，親 交 を 深 め た 。デ カ ル ト

の ブ レ ダ 滞 在 期 間 に ， 二 人 は 「 角 の 三 等 分 ， 三 次 方 程 式 ， 流 体 の 圧 力 ，
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物 体 の 自 由 落 下 ，音 楽 論 等 」１ ９ に つ い て 共 同 研 究 を 行 っ た 。さ ら に「 新

し い コ ン パ ス 」の 考 案 や ，「 新 学 問 の 構 想 」に つ い て も 考 え を 交 流 し て

い る ２ ０ 。  

ブ レ ダ で の 共 同 研 究 の 対 象 は「 数 学 的 諸 学 」に 関 す る も の で あ り ，参

考 文 献 の 多 く は ク リ ス ト フ ァ ー・ク ラ ヴ ィ ウ ス ( 1 5 3 8 - 1 6 1 2 年 )が 著 し た

教 科 書 で あ っ た ２ １ 。 デ カ ル ト の 研 究 の 対 象 で あ っ た 力 学 関 連 （ 流 体 の

圧 力 ， 物 体 の 自 由 落 下 ） と ， 比 例 論 関 連 （ 音 楽 論 ， 新 し い コ ン パ ス ） の

分 野 は ， ガ リ レ オ ・ ガ リ レ イ ( 1 5 6 4 - 1 6 4 2 年 )の 研 究 対 象 で も あ っ た ２ ２ 。

次 の 項 で は デ カ ル ト と ク ラ ヴ ィ ウ ス ， ガ リ レ オ の 関 係 に つ い て 見 て い

く 。  

 

( 3 )  デ カ ル ト と ク ラ ヴ ィ ウ ス ， ガ リ レ オ  

デ カ ル ト の 生 ま れ た 環 境 は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス や ガ リ レ オ と 大 き く 異 な

る 。デ カ ル ト は ，国 家 の 中 枢 を 担 う 貴 族 階 級 の 出 身 で あ っ た 。し か も「 法

服 の 貴 族 」と い う 新 興 の 身 分 で あ り ，国 家 か ら も 期 待 が 寄 せ ら れ て い る

階 級 に 属 し ， 経 済 的 に も 恵 ま れ て い た 。  

ク ラ ヴ ィ ウ ス は 聖 職 者 ，ガ リ レ オ は 医 師 ，デ カ ル ト は 法 律 家 に な る こ

と を 周 り か ら 期 待 さ れ て い た が ，三 人 は 学 芸 学 部 の 段 階 で「 数 学 」の 魅

力 に 出 会 い ，自 ら 進 路 を 変 更 し て い る 。ク ラ ヴ ィ ウ ス は コ イ ン ブ ラ 大 学

学 芸 学 部 で ，ガ リ レ オ は ピ サ 大 学 学 芸 学 部 で ，デ カ ル ト は ラ ・ フ レ ー シ

ュ 学 院 で ，そ れ ぞ れ 学 問 と し て の「 数 学 」に 出 会 っ た 。た だ し ，当 時 の

大 学 の 専 門 課 程 に「 数 学 」に 関 す る 学 部 は 存 在 せ ず ，ク ラ ヴ ィ ウ ス は 神

学 部 へ 進 学 ，ガ リ レ オ は 医 学 部 へ の 志 望 を 断 念 し て 中 退 ，デ カ ル ト は ポ

ワ テ ィ エ 大 学 で 法 学 士 の 学 位 を 取 得 し た 。こ の よ う に 三 人 は 別 々 の 選 択

を し た の で あ る 。  
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デ カ ル ト は ラ・フ レ ー シ ュ 学 院 で ，ク ラ ヴ ィ ウ ス の 書 か ら 数 学 を 深 く

学 ん だ 。デ カ ル ト が そ こ で 学 ん だ 時 期 に ，全 く 別 の 場 所 で ク ラ ヴ ィ ウ ス

と ガ リ レ オ は 深 く 関 わ っ て い た 。  

 ク ラ ヴ ィ ウ ス と ガ リ レ オ は ， 第 3 章 で 示 し た よ う に ， 1 5 8 7 年 に 出 会

い 1 6 1 2 年 に ク ラ ヴ ィ ウ ス が 没 す る ま で ，「 互 い に 深 く 尊 敬 し 合 う 」 ２ ３

関 係 で あ っ た 。ガ リ レ オ の 功 績 と し て 有 名 な「 落 体 の 法 則 」が 数 学 的 法

則 と し て 示 さ れ た の は ， 1 6 0 7 年 の こ と で あ っ た 。 こ の 時 点 で ， ガ リ レ

オ は 自 然 現 象 の 数 量 的 把 握 と 数 学 的 法 則 の 実 験 的 確 証 と い う 近 代 科 学

の 方 法 を 世 に 問 う こ と が で き た 。 そ し て ， 1 6 1 0 年 ， 自 ら 製 作 し た 望 遠

鏡 で 木 星 ・ 金 星 ・月 を 観 測 し ，ア リ ス ト テ レ ス ＝ プ ト レ マ イ オ ス 的 宇 宙

観 で は 説 明 で き な い 現 象 を 発 見 し ，『 星 界 の 報 告 』と し て 発 刊 し た 。ガ

リ レ オ の 発 見 は 既 存 の 天 文 学 で は 説 明 で き ず ，新 た な 天 体 理 論 の 提 示 が

必 要 と な っ た 。そ の 必 要 性 を ク ラ ヴ ィ ウ ス が 自 著『 数 学 的 諸 学 全 集 』の

中 に 著 し た の は 1 6 1 1 年 で あ っ た ２ ４ 。  

 ク ラ ヴ ィ ウ ス と ガ リ レ オ が 大 き く 関 わ っ た 時 期 ，及 び ク ラ ヴ ィ ウ ス が

ガ リ レ オ に 「 知 的 遺 言 」 を 遺 し て 没 し た 1 6 1 2 年 に ， デ カ ル ト は ラ ・ フ

レ ー シ ュ 学 院 の 学 生 で あ っ た 。 学 生 と し て ク ラ ヴ ィ ウ ス の 教 科 書 か ら

「 数 学 」を 学 び ，卒 業 後 は ガ リ レ オ が 研 究 対 象 と し た 力 学 と 比 例 論 に 関

連 す る 領 域 で 同 様 な 課 題 を 対 象 に 研 究 を 行 っ た の で あ る 。次 節 で は ，デ

カ ル ト が 受 け た ラ ・ フ レ ー シ ュ 学 院 で の 教 育 に つ い て 考 察 す る 。  

 

第 2 節  デカルト が受けた教育  

( 1 )  イ エ ズ ス 会 『 学 事 規 定 』 と ラ ・ フ レ ー シ ュ 学 院  

デ カ ル ト は 1 6 0 7 年 か ら 1 6 1 5 年 ま で ラ ・ フ レ ー シ ュ 学 院 に 在 籍 し た 。

こ の 学 院 は ，フ ラ ン ス 国 王 ア ン リ 4 世 が 資 金 と 建 物 を 提 供 し た 王 立 の 学



132 

 

院 （ C o l l è g e） で あ る と と も に ， 教 育 課 程 の 編 成 と 実 施 を イ エ ズ ス 会 が

全 面 的 に 受 け 持 っ た イ エ ズ ス 会 の 学 院（ C o l l e g i u m ）で も あ っ た 。こ の よ

う な 所 有 と 運 営 の 分 離 は ，第 1 章 第 2 節 で 示 し た よ う に ，イ エ ズ ス 会 学

院 の 特 徴 で あ っ た ２ ５ 。  

イ エ ズ ス 会 学 院 の 本 来 の 理 念 は ，「 文 法 ，古 典 学 ，そ し て キ リ ス ト 教

精 神 を 学 ぶ 学 校 ， 学 費 な し 」 ２ ６ で あ っ た が ， さ ら に 久 保 田 は 「 実 際 ，

イ エ ズ ス 会 士 た ち は ，中 世 ス コ ラ 主 義 的 教 育 方 法 に は ル ネ サ ン ス 人 文 主

義 教 育 理 念 を 連 携 さ せ ，調 和 さ せ て ，そ の 教 育 制 度 を 独 自 で 不 動 の も の

と し た 」 ２ ７ と 記 し て い る 。 し か し ， イ エ ズ ス 会 教 育 を 独 自 で 不 動 な も

の に し た の が「 ル ネ サ ン ス 人 文 主 義 教 育 」中 心 で あ っ た な ら ，イ エ ズ ス

会 が「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」と な っ た こ と は 説 明 で き な い 。実 際 ，

フ ラ ン ス に は「 ル ネ サ ン ス 人 文 主 義 教 育 」の 分 野 な ら イ エ ズ ス 会 に 代 わ

る 教 育 機 関 は 多 々 存 在 し て い た が ，「 数 学 的 諸 学 」を 重 視 す る 教 育 機 関

は イ エ ズ ス 会 の 学 院 を お い て 他 に 存 在 し な か っ た ２ ８ 。 そ れ 故 ， ア ン リ

4 世 は フ ラ ン ス 国 内 の 教 育 関 係 者 の 反 対 を 押 し 切 っ て も イ エ ズ ス 会 学

院 を 誘 致 し た と 考 え る こ と が で き る 。  

イ エ ズ ス 会 の 学 院 は ，神 学 や 法 学 を 学 ぶ 宗 教 関 係 者 や 医 学 や 哲 学 を 専

攻 す る 学 生 だ け で な く ，一 般 学 生 に ま で 教 育 対 象 を 広 げ た 教 育 機 関 で あ

り ， そ れ に ふ さ わ し い 教 育 課 程 を 提 供 し て い た ２ ９ 。 『 学 事 規 定 』 に 記

さ れ て い る 教 育 段 階 ３ ０ を ま と め る と 以 下 の よ う に な る 。  

  下 級 ク ラ ス 群 （ 中 等 教 育 相 当 ）  

1 .  下 級 文 法 ク ラ ス ， 中 級 文 法 ク ラ ス ， 上 級 文 法 ク ラ ス  

2 .  2 年 間 の 古 典 学 ク ラ ス  

3 .  修 辞 学 ク ラ ス  

  上 級 学 科 群 （ 高 等 教 育 相 当 ）  
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1 .  論 理 学 科 （ 哲 学 科 の 基 礎 学 習 ）  

2 .  3 年 間 の 哲 学 科 （ 聖 書 学 ， ヘ ブ ラ イ 語 学 ， ス コ ラ 神 学 ，    

良 心 に つ い て の 事 例 学 ， 哲 学 ， 倫 理 学 ， 数 学 的 諸 学 ）  

 ま た ， イ エ ズ ス 会 『 会 憲 』 第 4 部 第 1 2 章 第 2 項 目 補 足 A に は ， 下 級

ク ラ ス 群 で 扱 う 学 問 と し て 文 法 ，修 辞 学 ，詩 ，歴 史 学 が 示 さ れ て い る ３ １ 。

同 第 3 項 目 補 足 C に は ，上 級 学 科 群 の 対 象 で あ る「 自 由 学 芸 と 自 然 哲 学 」

と し て 論 理 学 ，自 然 学 ， 形 而 上 学 ，倫 理 学 ，「 数 学 的 諸 学 」 が 示 さ れ て

い る ３ ２ 。  

 ラ ・ フ レ ー シ ュ 学 院 は ， 上 記 の イ エ ズ ス 会 『 会 憲 』と 『 学 事 規 定 』 に

よ っ て 定 め ら れ て い る イ エ ズ ス 会 学 院 の 教 育 を ， 全 面 的 に 受 け 入 れ た 。

し か し ，所 有 者 で あ る フ ラ ン ス 王 に と っ て ，イ エ ズ ス 会 の 教 育 の 仕 組 み

は 欲 す る べ き も の で は あ っ て も ，「神 学 の 勉 学 の た め の 思 考 力 を 整 え る

た め 」 ３ ３ と い う 学 院 哲 学 科 の 教 育 目 的 は 受 容 し が た い も の で あ っ た 。

た だ し ，こ の 場 合 の「 神 学 」は 専 門 課 程 の 神 学 部 で 行 う 科 目 で あ り ，哲

学 科 を 修 了 し た イ エ ズ ス 会 の 学 生 を 対 象 と す る も の で あ る 。一 般 学 生 に

と っ て 学 院 は ，次 の 専 門 課 程 に 進 む た め に 必 要 な 教 養 を 得 る こ と を 目 的

と す る 教 育 課 程 で あ り ， 大 学 の 学 芸 学 部 と 同 等 な 存 在 で あ っ た ３ ４ 。  

 イ エ ズ ス 会 学 院 は ，会 士 養 成 機 関 の 枠 を 破 り ，一 般 学 生 を 受 け 入 れ る

こ と に よ っ て 各 地 に そ の 学 校 が 設 置 さ れ た 。特 に ラ・フ レ ー シ ュ 学 院 は ，

会 士 養 成 で は な く ，貴 族 の 子 弟 の 教 育 を 委 ね る た め に 王 立 の 学 校 と し て

設 立 さ れ た の で あ り ，「 神 学 」 の た め で は な く ，「 専 門 課 程 」 の 勉 学 の

た め の 思 考 力 を 整 え る こ と が 主 目 的 で あ っ た 。  

 ラ・フ レ ー シ ュ 学 院 を 所 有 す る 国 王 側 と ，運 営 す る イ エ ズ ス 会 側 に は

当 然 認 識 の 差 が 生 じ る 。国 家 の 中 枢 を 担 う 官 僚 や 軍 人 養 成 の た め ，「 自

由 学 芸 と 自 然 哲 学 」を 学 ぶ こ と で 教 養 を 高 め る こ と と ，職 務 に 供 す る こ
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と の で き る 能 力 の 育 成 が 国 王 側 の 求 め る 教 育 で あ り ，「 数 学 的 諸 学 」は

そ の 中 核 を 成 す 。  

国 王 側 が 求 め る 「 数 学 的 諸 学 」 の 教 育 は ， イ エ ズ ス 会 の 『 学 事 規 定 』

1 5 8 6 年 素 案 に 込 め ら れ た ク ラ ヴ ィ ウ ス の 理 念 の 中 に あ っ た 。 そ の 理 念

は ，「 明 晰 で 確 実 な 数 学 を 学 問 の 理 念 と し ，こ れ を 論 理 学 や 修 辞 学 の 代

わ り に 学 問 の 根 底 に 据 え る 」 も の で あ る と 田 中 は 記 し て い る ３ ５ 。 し か

し ，ラ ・ フ レ ー シ ュ 学 院 が 従 っ た の は イ エ ズ ス 会 教 育 の 正 式 の『 学 事 規

定 』 1 5 9 9 年 版 で あ り ，「 数 学 的 諸 学 」 の 扱 い は 1 5 8 6 年 素 案 に 込 め ら れ

ク ラ ヴ ィ ウ ス の 理 念 が 十 分 に 反 映 さ れ た も の で は な か っ た 。こ の よ う な

状 況 の 中 で ，デ カ ル ト は「 数 学 的 諸 学 」を ど の よ う に し て 深 く 学 ん だ の

で あ ろ う か 。 次 節 で は こ の 点 を 論 及 す る 。  

  

( 2 )  デ カ ル ト が 学 ん だ 「 数 学 的 諸 学 」  

国 王 側 の 立 場 か ら は 重 視 さ れ る べ き ラ・フ レ ー シ ュ 学 院 の「 数 学 的 諸

学 」 の 教 育 課 程 は ， 徐 々 に で は あ る が 整 え ら れ て い っ た 。  

1 6 0 4 年 の 学 院 開 校 時 よ り 「 数 学 的 諸 学 」 の 正 規 教 師 は 欠 員 の ま ま で

あ り ，そ れ を 補 う た め に 誓 願 前 の 修 練 士 が 見 習 教 師 と し て 任 に 当 た っ て

い た 。 『 学 事 規 定 』 1 5 9 9 年 版 に 記 載 さ れ て い る 教 授 す べ き 「 数 学 的 諸

学 」の 正 規 の 授 業 内 容 程 度 な ら ，見 習 教 師 で あ っ て も 教 え る こ と が 可 能

で あ っ た 。 よ う や く 1 6 1 2 年 ， デ カ ル ト が 「 数 学 的 諸 学 」 を 学 ぶ 学 年 に

達 す る 前 に ，正 規 教 師 の ジ ャ ン ・ フ ラ ン ソ ワ ( 1 5 8 2 - 1 6 6 8 年 )が 着 任 し た

３ ６ 。 そ の こ と は デ カ ル ト に と っ て 大 変 大 き な 意 味 を 持 っ た 。 デ カ ル ト

も 参 加 し た ，選 抜 者 を 対 象 と し た 特 別 な 学 習 内 容 に は ，正 規 教 師 で な け

れ ば 対 応 で き な い か ら で あ る 。正 規 の 授 業 と 特 別 な 学 習 内 容 に つ い て 以

下 に 示 す 。  
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『 学 事 規 定 』1 5 9 9 年 版 に 従 っ た 正 規 の 授 業 で は ，エ ウ ク レ イ デ ス『 原

論 』の 1 巻 と ，サ ク ロ ボ ス コ の『 天 球 論 』が 扱 わ れ る 程 度 で あ っ た 。 そ

れ は 1 5 9 9 年 正 式 版『 学 事 規 定 』の 管 区 長 規 則 第 2 0 条「 数 学 的 諸 学 に 関

す る 聴 講 と 時 間 」 の 記 述 か ら も 明 ら か で あ る 。  

   「 哲 学 を 学 ぶ す べ て の 学 生 の 2 年 次 に ， 毎 日 4 5 分 の 数 学 的 諸 学

の 講 義 を 受 け る べ き で あ る 。も し ，さ ら に 適 任 も し く は 志 望 す る

な ら ば ，一 般 の 講 義 に 参 加 の 後 ，そ れ ら の 者 に は 個 別 学 習 を さ せ

る で あ ろ う 。 」 （ A u d i a n t ,  &  s e c u n d o  P h i l o s o p h i a e  a n n o  

P h i l o s o p h i  o m n e s  i n  s c h o l a  t r i b u s  c i r c i t e r  h o r a e  

q u a d r a n t i b u s  M a t h e m a t i c a m  p r a e l e c t i o n e m .  S i  q u i  p r a e t e r e a  

s i n t  i d o n e i ,  &  p r o p e n s i  a d  h a e c  s t u d i a  p r i u a t i s  p o s t  c u r s u m  

l e c t i o n i b u s  e x e r c e a n t u r .） ３ ７   

こ の 場 合 ，「 哲 学 を 学 ぶ 」学 生 と は ，人 文 学 を 学 び 終 え て 神 学 を 学 ぶ

前 の 課 程 に 所 属 す る 者 を 指 し ，イ エ ズ ス 会 学 院 の 哲 学 科 の 課 程 を 学 ぶ 者

を 意 味 す る 。 正 規 の 授 業 と は ， 哲 学 科 の 「 2 年 次 に ， 毎 日 4 5 分 の 数 学

的 諸 学 の 講 義 を 受 け る 」こ と と し て 定 め ら れ て い る 。ま た ，こ の 管 区 長

規 則 で の「 数 学 的 諸 学 」の 内 容 は ，『 学 事 規 定 』数 学 的 諸 学 科 教 授 の 規

則 に 記 さ れ て い る よ う に ，エ ウ ク レ イ デ ス『 原 論 』を 用 い て 学 習 す る 幾

何 学 と そ の 応 用 学 問 で あ る 天 文 学 と 地 理 学 を 指 す ３ ８ 。 上 記 の 規 則 の 後

半 部 分 に は ， 選 抜 者 の 対 象 と 特 別 学 習 の 形 態 が 記 さ れ て い る 。  

選 抜 者 を 対 象 と し た「 数 学 的 諸 学 」の 特 別 学 習 が『 学 事 規 定 』に 位 置

づ け ら れ た 理 由 は ， 二 つ 考 え ら れ る 。 一 つ に は 『 学 事 規 定 』 1 5 8 6 年 素

案 に 従 っ て「 数 学 的 諸 学 」を 身 に つ け た イ エ ズ ス 会 士 が ，海 外 宣 教 で 大

き な 実 績 を あ げ て い た こ と に よ り ，特 別 学 習 の 有 効 性 が 確 認 さ れ て い た

こ と で あ る 。特 に ，ク ラ ヴ ィ ウ ス か ら 直 接 教 授 さ れ た イ エ ズ ス 会 士 の 中
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国 宣 教 に お け る 実 績 が 高 く 評 価 さ れ て い た か ら で あ る （ 詳 細 は 第 Ⅱ 部 ）

３ ９ 。  

二 つ に は ， 『 学 事 規 定 』 1 5 8 6 年 素 案 で 記 さ れ て い た 「 数 学 的 諸 学 」

を 全 員 で な く ， 限 定 し て 一 部 に 教 授 し よ う と し た こ と で あ る 。 そ れ は ，

『 学 事 規 定 』 1 5 8 6 年 素 案 の 「 数 学 的 諸 学 」 の 重 視 の 方 針 が ， ア リ ス ト

テ レ ス 主 義 を 教 育 の 中 核 と す る 勢 力 か ら の 強 い 反 発 に よ っ て ， 1 5 9 9 年

版 が 後 退 し た 内 容 と な っ た こ と へ の 対 応 で あ る ４ ０ 。  

イ エ ズ ス 会 の 『 学 事 規 定 』 1 5 8 6 年 素 案 は ， 1 5 9 9 年 版 に 比 べ ， 「 数 学

的 諸 学 」 が 重 視 さ れ て い た 。 そ し て ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は 1 5 8 6 年 素 案 に 準

拠 し て 教 科 書 を 著 し ，一 般 生 や 外 部 の 人 々 ま で 対 象 と し て 印 刷 本 を 発 刊

し て い る 。 以 下 は ， 『 学 事 規 定 』 1 5 8 6 年 素 案 の 哲 学 科 1 年 の 授 業 構 成

に 関 わ る 記 述 で あ る 。  

「 エ ウ ク レ イ デ ス 第 4 巻 ま で に 4 ヶ 月 以 内 ，実 用 算 術 に 1 ヶ 月 半 ，

天 球 論 2 ヶ 月 半 ， 6 月 の 終 わ り ま で に ， 地 理 学 に 2 ヶ 月 か け る 。

そ し て 学 年 の 余 裕 時 間 に エ ウ ク レ イ デ ス 第 5， 6 巻 を 扱 う 。 」

（ q u a t r o  l i b r o s  d e  E u c l i d e s ,  q u e  s e  l e  e r a n  e n  4  m e s e s  p o c o  

m a s  o  m e n o s ;  a r i t h m e t i c a  p r a c t i c a  e n  m e s  y  m e d i o ;  l a  s p h e r a  

e n  d o s  m e s e s  y  m e d i o ,  d e  m a n e r a  q u e  a l  f i n  d e  J u n i o  s e a  

a c a b a d a ;  l a  g e o g r a p h i a  d o s  m e s e s :  y  e n  l o  q u e  q u e d a  d e l  a n o ,  

e l  q u i n t o  y  s e x t o n  d e  E u c l i d e s .） ４ １  

こ の 記 述 に 続 き ， 哲 学 科 2 年 次 は 占 星 術 論 に 2 ヶ 月 ， 惑 星 理 論 に 4

ヶ 月 ，遠 近 法 に 3 ヶ 月 ，残 り を 時 計 理 論 と 教 会 暦 の 計 算 法 の 取 得 に 充 て

る こ と ，さ ら に 学 院 の 最 終 学 年 で あ る 哲 学 科 3 年 次 は 高 度 な 天 文 学 ，暦

理 論 ， 象 眼 機 の 使 用 法 を 学 ぶ こ と が で き る と 記 さ れ て い る ４ ２ 。  

こ こ で 示 さ れ た 教 育 課 程 に は ，「 数 学 的 諸 学 は 神 学 に 貢 献 す る 。最 初
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の 2 年 は 数 学 的 諸 学 で な い 学 習 は さ せ な い で ほ し い 。3 年 次 は 神 学 の 授

業 に 参 加 す る が ，そ れ 以 外 は 数 学 的 諸 学 の 学 習 に 使 っ て ほ し い 」と 記 し

た ク ラ ヴ ィ ウ ス の 意 見 書 の 内 容 が 反 映 さ れ て い る 。そ し て ，そ の 意 見 書

は 「 神 学 生 の う ち 幾 人 か は ， 3 年 間 ， 数 学 に 身 を 捧 げ る こ と は 問 題 で は

な い 」と 締 め く く ら れ て い る ４ ３ 。こ う し た ク ラ ヴ ィ ウ ス の 主 張 は ，「 数

学（ 幾 何 学 と 算 術 ）」が 諸 学 問 の 中 で 最 初 に 学 ぶ べ き 教 科 で あ る こ と と ，

「 数 学 」 の 担 い 手 を 選 抜 し て 育 成 す る こ と を 意 味 し て い る 。  

デ カ ル ト が 正 規 教 師 の フ ラ ン ソ ワ か ら 正 規 の 授 業 や 選 抜 学 習 で ど の

よ う な 数 学 を 学 ん だ か に つ い て は ，そ れ を 示 す 明 確 な 史 料 は 見 つ か っ て

い な い 。し か し ，デ カ ル ト の 書 簡 や フ ラ ン ソ ワ が 教 授 し た 内 容 な ど の 分

析 か ら ，デ カ ル ト が 選 抜 学 習 へ 参 加 し た こ と ，そ の 中 で 彼 が ク ラ ヴ ィ ウ

ス の『 実 用 算 術 概 論 』，『 実 用 幾 何 学 』，『 エ ウ ク レ イ デ ス 原 論 注 解 』，

『 代 数 学 』 な ど を 学 ん だ こ と は 推 定 で き る ４ ４ 。 そ れ は ， イ エ ズ ス 会 教

育 に お け る ク ラ ヴ ィ ウ ス の 影 響 の 大 き さ の み な ら ず ， デ カ ル ト が 後 に

『 方 法 序 説 』の 中 で 記 述 し た 内 容 か ら 判 断 し て も 妥 当 な 見 方 と 考 え ら れ

る 。  

デ カ ル ト は ， 1 6 1 4 年 に 哲 学 科 2 年 次 で 学 ん だ と き の 感 想 を ， 次 の よ

う に 述 べ て い る 。  

  「 数 学 的 諸 学 に は 極 め て 精 緻 な 創 意 工 夫 が あ り ，そ れ が 知 識 欲 の

盛 ん な 人 を 満 足 さ せ る と と も に ，あ ら ゆ る 技 術 を 容 易 に し ，ま た

人 間 の 労 働 を 減 ら す の に 大 い に 役 立 ち う る こ と を 私 は 知 っ て い

た 。」( J e  s a v o i s  … … ，qu e  l e s  m a t h é m a t i q u e s  o n t  d e s  i n v e n t i o n s  

t r è s  s u b t i l e s ,  e t  q u i  p e u v e n t  b e a u c o u p  s e r v i r  t a n t  à  c o n t e n t e r  

l e s  c u r i e u x  q u ' à  f a c i l i t e r  t o u s  l e s  a r t s  e t  d i m i n u e r  l e  

t r a v a i l  d e s  h o m m e s ; )４ ５  
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 こ の 感 想 の 前 半 部 分 で ，デ カ ル ト は「 数 学 的 諸 学 」に は「 極 め て 精 緻

な 創 意 工 夫 」が あ り ，「 知 識 欲 の 盛 ん な 人 」が 知 的 充 足 感 を 味 わ う こ と

の で き る 学 問 で あ る と 述 べ て い る 。こ の 記 述 は ，『 学 事 規 定 』に あ る 標

準 的 な「 数 学 的 諸 学 」の 授 業 で 扱 う エ ウ ク レ イ デ ス『 原 論 』第 1 巻 と サ

ク ロ ボ ス コ 『 天 球 論 』 の 学 習 を ， た だ 受 容 す る だ け で は 実 感 で き な い ，

学 問 の「 尊 厳 性 」に 及 ぶ 感 想 で あ る 。そ れ 以 上 に 特 筆 す べ き 点 は ，記 述

の 後 半 部 分 で あ る 。デ カ ル ト が「 数 学 的 諸 学 」に は「 あ ら ゆ る 技 術 を 容

易 に し ，ま た 人 間 の 労 働 を 減 ら す の に 大 い に 役 立 ち う る 」と 述 べ た の は ，

彼 が「 数 学 的 諸 学 」の 実 用 面 で の「 有 用 性 」を 強 く 意 識 し て い た こ と を

示 す も の で あ る 。こ れ も 学 院 の 授 業 内 容 で あ る『 原 論 』第 1 巻 と『 天 球

論 』 を 学 ぶ だ け で は 実 感 で き な い 感 想 で あ る 。  

デ カ ル ト の 記 述 は さ ら に 続 き ，諸 学 の「 確 実 性 」を 裏 付 け る 論 理 と し

て ， 彼 は 「 数 学 」 と 「 哲 学 」 と を 次 の よ う に 対 比 し て い る 。  

   「 数 学 的 諸 学 ,… … ,基 礎 が こ れ ほ ど 強 固 で あ り ，こ れ ほ ど 頑 丈 で

あ る の に ，そ の 上 に も っ と 高 い も の が 何 も 建 て ら れ て こ な か っ た

こ と に 驚 い て い る 。 」 ( M a t h é m a t i q u e s ,  … … ， p e n s a n t  q u ' e l l e s  

n e  s e r v o i e n t  q u ' a u x  a r t s  m é c a n i q u e s ,  j e  m ' é t o n n o i s  d e  c e  q u e  

l e u r s  f o n d e m e n t s  é t a n t  s i  f e r m e s  e t  s i  s o l i d e s ,  o n  n ' a v o i t  

r i e n  b â t i  d e s s u s  d e  p l u s  r e l e v é : )４ ６  

   「 そ し て い ろ い ろ な 学 問 は ，哲 学 か ら 原 理 を 借 り て い る 。そ れ だ

け に ，こ れ ほ ど 強 固 で な い 基 礎 の 上 に は ，頑 丈 な も の は 何 ひ と つ

打 ち 立 て る こ と は で き な い と ，私 は 判 断 し た 。」 ( P u i s ,  p o u r  l e s  

a u t r e s  s c i e n c e s ,  d ' a u t a n t  q u ' e l l e s  e m p r u n t e n t  l e u r s  

p r i n c i p e s  d e  l a  p h i l o s o p h i e ,  j e  j u g e o i s  q u ' o n  n e  p o u v o i t  

a v o i r  r i e n  b â t i  q u i  f û t  s o l i d e  s u r  d e s  f o n d e m e n t s  s i  p e u  
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f e r m e s ; )４ ７  

デ カ ル ト は 学 問 の「 確 実 性 」を 保 証 す る も の と し て ，ア リ ス ト テ レ ス

の 理 論 で は な く ，「 数 学 （ こ の 場 合 は 幾 何 学 ） 」 の 「 公 理 論 」 を 見 据 え

て い た 。 し か し ，現 状 は 「 幾 何 学 」で 用 い ら れ る 「 公 理 論 」 が 諸 学 を 従

属 さ せ る 理 論 と し て 認 め ら れ る こ と は な く ，し か も「 幾 何 学 」と「 算 術 」

を 統 合 し た 意 味 で の 「 数 学 」 は ， ま だ 存 在 し て い な か っ た 。  

 一 方 ，デ カ ル ト は「 哲 学 」に 対 し て 厳 し く 批 判 し て い る 。か れ が 批 判

し た 「 哲 学 」 ， つ ま り イ エ ズ ス 会 教 育 に お け る 「 哲 学 」 の 扱 い は ，『 学

事 規 定 』の 哲 学 教 授 規 則 に「 ア リ ス ト テ レ ス か ら 外 れ な い  ( A r i s t o t e l e s  

n o n  r e c e d a t )」 ４ ８ こ と と 記 さ れ ， 倫 理 学 教 授 規 則 に 「 ア リ ス ト テ レ ス

の『 倫 理 学 』 1 0 書 の 含 ま れ て い る こ と ( q u a e  i n  d e c e m  l i b r i s  E t h i c o r u m  

A r i s t o t e l i s  h a b e n t u r )」 ４ ９ を 基 本 と す べ き で あ る と 記 さ れ て い る 。 こ

れ は イ エ ズ ス 会 教 育 で は ，ア リ ス ト テ レ ス 主 義 が 中 核 で あ る こ と を 表 明

し た も の で あ る 。  

デ カ ル ト の「 哲 学 」批 判 は ，ア リ ス ト テ レ ス の「 哲 学 」そ の も の で は

な く ， そ の 「 哲 学 」 の 「 強 固 で な い 基 礎 の 上 」 に 建 て ら れ た 諸 学 の 「 確

実 性 」に つ い て の 言 及 で あ る 。つ ま り ，デ カ ル ト は ア リ ス ト テ レ ス の 理

論 が 厳 密 性 に 欠 け 蓋 然 的 で あ る と 述 べ て ，諸 学 を 従 属 さ せ る 基 礎 理 論 と

し て は ふ さ わ し く な い と 指 摘 し て い る の で あ る 。そ し て ，彼 は そ れ に 代

わ っ て 諸 学 を 従 属 さ せ る 基 礎 理 論 に ，既 存 の「 幾 何 学 」や「 算 術 」で は

な く ， 両 者 を 統 合 し た 「 ま っ た く 新 し い 学 問 を ( s c i e n t i a m  p e n i t u s  

n o v a m )」 ５ ０ 求 め る た の で あ る 。  

つ ま り ， デ カ ル ト が ラ ・ フ レ ー シ ュ 学 院 で 学 ん だ 「 数 学 的 諸 学 」 は ，

教 養 と し て の 「 古 典 的 な 数 学 」 と ， 時 代 の 要 請 に 応 え た 「 実 用 数 学 」 ，

そ し て 学 問 の「 確 実 性 」を 支 え る 新 し い 数 学 観 や 学 問 観 で あ る 。彼 は フ
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ラ ン ソ ワ か ら ク ラ ヴ ィ ウ ス の 書 を 通 し て ，そ れ ら を 学 ん だ の で あ る ５ １ 。 

ラ ・ フ レ ー シ ュ 学 院 で の デ カ ル ト の 修 学 は ，「 数 学 」の 内 容 の 理 解 に

留 ま ら ず ， 学 問 と し て の 「 数 学 」 の 構 造 や ，「 数 学 」の 哲 学 に ま で 広 が

っ た 。そ れ は ，ク ラ ヴ ィ ウ ス の 考 え 方 に 通 じ る も の で あ っ た 。次 節 で は ，

こ の 点 に つ い て 彼 ら の 著 作 の 記 述 か ら 考 察 す る 。  

 

第 3 節  クラヴィウスとデカルト の学問観  

( 1 )  ク ラ ヴ ィ ウ ス の 学 問 観  

① 数 学 の 学 問 的 「 尊 厳 」 に つ い て  

 数 学 の「 有 用 性 」と「 確 実 性 」を 明 確 に 示 す こ と は ，近 代 科 学 へ の 繋

が り を 解 明 す る 上 で 重 要 な 要 素 で あ る 。ク ラ ヴ ィ ウ ス は『 実 用 算 術 概 論 』

序 文 ５ ２ の 中 で ， 学 問 と し て の 「 算 術 」 の 「 尊 厳 」 に 関 し て 以 下 の よ う

に 記 述 し て い る 。  

「 私 が 評 価 す る 算 術 な し に は ， プ ラ ト ン が 言 わ ん と し た 学 問 的 な

知 識 も あ り 得 な い し ， 人 間 の 社 会 そ の も の も 成 立 し な い 。」（ q u o d  

s i n e  A r i t h m e t i c a ,  u t  e g o  q u i d e m  e x i s t i m o ,  n u l l a  s c i e n t i a , u t  

P l a t o  a u d e r d i c e r e ,  n e q u e  i p s a  h o m i n u m  s o c i e t a s  p o s s i t  

c o n s i s t e r e .） ５ ３  

ま た ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 『 エ ウ ク レ イ デ ス 原 論 注 釈 』 の 序 説 「 数 学 的 学

知 の 高 貴 さ と 卓 越 性 」 の 項 目 の 中 に ， 以 下 の 記 述 が あ る 。  

「 数 学 的 諸 学 科 は 真 理 を 欲 し ， 敬 い ， 育 む も の で あ る た め ， 単 に

間 違 い で あ る も の ， あ る い は 蓋 然 的 で あ る も の す ら 受 け 入 れ な い

し ， 最 も 確 実 な 論 証 に よ っ て 確 認 さ れ ， 確 証 さ れ な い も の は 認 め

な い 。 」 （ C u m  i g i t u r  d i s c i p l i n a e  M a t h e m a t i c a e  v e r i t a t e m  a d e o  

e x p e c t a n t .  a d a m a n t ,  e x c o l a n t q u e ,  u t  n o n  s o l u m  n i h i l ,  q u o d  f i t  
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s a l s u m ,  v e r u m  e t i a m  n i h i l ,  q u o d  t a n t u m  p r o b a b i l e  e x i s t a t ,  

n i h i l  d e n i q u e  a d m i t t a n t ,  q u o d  c e r t i s s i m i s  d e m o n s t r a t i o n i b u s  

n o n  c o n f e r m e n t ,） ５ ４
 

 上 記 の 「 算 術 」 と 「 幾 何 学 」 の 教 科 書 は ， 学 問 規 準 と し て の 「 尊 厳 」

を 明 確 に 規 定 し て い る 。 ク ラ ヴ ィ ウ ス の 示 し た こ の 「 尊 厳 」 は 近 代 の 学

問 に 繋 が る 規 準 を 表 し て い る 。  

イ エ ズ ス 会 学 校 の 教 科 書 に 記 さ れ た こ と は ， 当 然 イ エ ズ ス 会 の 『 学 事

規 定 』 ， そ し て 上 位 の 法 で あ る 『 会 憲 』 に よ っ て 拘 束 さ れ る 。 『 会 憲 』

第 4  部 1 2 章（ 本 会 の 大 学 で 教 え る べ き 科 目 ）』に は 以 下 の 記 述 が あ る 。 

「 自 由 学 芸 と 自 然 哲 学 は 神 学 の 勉 学 の た め の 思 考 力 を 整 え ，神 の

完 全 な 知 識 を 得 て ，そ の 知 識 を 活 用 す る こ と を 助 け ，ま た 上 に 述

べ た 目 的 を 達 成 す る う え で 支 え と な る 。 」 （ S i c  e t i a m  q u o n i a m  

A r t e s ,  v e l  S c i e n t i a e  n a t u r a l e s  i n g e n i a  d e i s p o n u n t  a d  

T h e o l o g i a m ,  e t  a d  p e r f e c t a m  c o g n i t i o n e m  e t  u s u m  i l l i u s  

i n s e r v i u n t ,  e t  p e r  s e i p s a s  a d  e u n d e m  f i n e m  j u v a n t ;） ５ ５  

 学 問 規 準 と し て の 「 尊 厳 」 は ， こ こ で は 「 神 の 完 全 な 知 識 」 を 得 る 目

的 に よ っ て 保 証 さ れ る の で あ り ，近 代 的 な 学 問 の 規 準 と は 異 な る 。し か

し ， 『 会 憲 』 が 示 す 目 的 は 「 神 の 完 全 な 知 識 」 を 得 る た め に 「 学 知 」 を

追 究 す る 意 味 で あ り ，単 な る 宗 教 的 な 意 味 合 い で は な い 。そ れ 故 ，「 尊

厳 」 に お い て ，「 完 全 な 知 識 」 を 追 究 す る 近 代 的 な 学 問 の 規 準 と の 大 き

な 違 い は な い 。 即 ち ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が 示 し た 「 尊 厳 」 は ， イ エ ズ ス 会 の

『 会 憲 』 に お い て も 許 容 さ れ る 。  

② 数 学 の 「 有 用 性 」 に つ い て  

 実 用 面 で の 算 術 の「 有 用 性 」に 言 及 す る に あ た り ，ク ラ ヴ ィ ウ ス は 計

算 が 必 要 と な る 場 面 を 以 下 の よ う に 想 定 し て い る 。  
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「 な ぜ な ら ば ，人 々 の 繋 が り は 大 抵 商 取 引 や 契 約 に よ っ て 維 持 さ

れ て い る が ， 様 々 の こ と が 起 こ る の で あ る 。 そ れ は 出 納 の 計 算 や

支 払 い や 返 還 を 要 求 す る 場 合 ， … … 」（ P l u r i m a  e n i m  i n  m u t u i s  

c o m e r  c i j s ,  c o n v e n t i s q u e ,  q u i b u s  f e r e  h a e c  h o m i n u m  

c o n j u n c t i o  c o n t i n e t u r ,  t e m p o r a  i n c i d u n t ,  u t  r a t i o n e s  

a c c e p t i ,  &  e x p e n s i  r e d d e n d a e ,  r e p o s c e n d a e v e s i n t ,… … ）  ５ ６  

ク ラ ヴ ィ ウ ス は ，算 術 を ，数 の 論 理 と し て 神 学 に 適 用 さ せ る の で は な

く ， 実 践 学 問 で あ る 実 用 音 楽 ， 商 用 算 術 ， 租 税 計 算 術 な ど に 適 用 さ せ ，

そ れ ら を 「 有 用 性 」 の あ る 学 問 と し て 認 識 し て い た 。  

そ し て ， 「 プ ラ ト ン が 述 べ た よ う に 」 ５ ７ と 前 置 き し て 論 を 展 開 す る 。

プ ラ ト ン に 言 及 し た ク ラ ヴ ィ ウ ス は ，明 ら か に ， ア リ ス ト テ レ ス の 思 想

を 超 え た 新 た な 算 術 の 追 究 を 意 図 し て い た 。そ れ は ，ア リ ス ト テ レ ス 主

義 の「 三 段 論 法 」と ，エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 に お け る「 数 の 排 除 」へ の

挑 戦 で あ る 。  

ク ラ ヴ ィ ウ ス は ，ア リ ス ト テ レ ス 主 義 や エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 を 適 用

さ せ る「 有 用 性 」を 求 め る の で は な く ，「 数 」が 必 要 と な る 実 践 学 問 に

お け る「 有 用 性 」を 第 一 に 考 え ，そ の 実 践 学 問 で 使 え る 理 論 構 築 を 目 指

し た の で あ る 。当 時 絶 対 的 で あ っ た ア リ ス ト テ レ ス 思 想 や エ ウ ク レ イ デ

ス 幾 何 学 に 対 し て も ，そ れ が 実 践 学 問 で 使 え な い 理 論 な ら ば ，あ え て 切

り 込 む 必 要 が あ る こ と を ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は 暗 示 し て い た の で あ る 。  

③ 数 学 の 「 確 実 性 」 に つ い て  

「 確 実 性 」 に つ い て ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は 以 下 の よ う に 記 し ， 学 問 と し て

の 算 術 の 重 要 性 を 示 し て い る 。  

「 他 の 学 問 は 算 術 に 依 存 す る と こ ろ が 大 き く ， 算 術 が 倒 れ れ ば 他

の 学 問 も 動 揺 し 倒 れ て し ま う 。」（ I a m  v e r o  c a e t e r a e  d i s c i p l i n a e  
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s i c  A r i t h m e t i c a  n i t u n t u r ,  u t  h a e c  n o n  v i d e a t u r  c o n c i d e r e  

p o s s e ,  q u i n  i l l a e  c a s u  e o d e m  l a b e f a c t a t a e  c o r r u a n t .） ５ ８  

こ の 記 述 は ，「 算 術 」は 基 礎 学 問 で あ り ，他 の 学 問 に 不 可 欠 な 存 在 で あ

る こ と に 言 及 し た も の で あ る 。 た だ し 当 時 ， 学 問 と し て の 「 算 術 」 に は

「 確 実 性 」 が 保 証 さ れ て い な か っ た 。 そ の た め ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は 次 の 記

述 を 続 け た 。  

 「 そ し て ， 諸 賢 の 筆 頭 で あ る プ ラ ト ン は ， こ れ （ 算 術 ） を 残 り の

諸 学 へ の 玄 関 や 入 り 口 と し て 望 ん だ 。 そ れ は ， そ れ ら （ 諸 学 ） が

「 数 」な く し て は 虚 し い と い う 理 由 だ け で な く ，「数 」を 巧 み に 操

る こ と で も の の 考 え 方 を 知 る こ と と な る ， 残 り の 諸 学 の た め に 受

け 入 れ る べ き 種 を 準 備 す る た め で も あ る 。」（ A t q u e  i d c i r c o  

p r i n c e p s  i n g e n i i  P l a t o  h a n c  v e s t i b u l u m ,  &  a d i t u m  a d  r e l i q u a s  

d o c t r i n a s  v o l u i t  e s s e ,  n o n  e a  s o l u m  c a u s a ,  q u o d  i l l a e  s i n e  

n u m e r i s  n u l l a e  s i n t ,  v e r u m  e t i a m  q u o d  n u m e r o r u m  t r a c t a t i o n e  

n i t e s c i t  a n i m u s ,  &  p r a e p a r a t u r  a d  r e l i q u o s  d o c t r i n a e  s a t u s  

r e c i p i e n d o s .） ５ ９  

 こ こ で も ク ラ ヴ ィ ウ ス は プ ラ ト ン の 名 を 挙 げ て い る 。 そ れ は プ ラ ト ン

の 「 自 然 探 求 に お い て 算 術 は 役 に 立 つ 」 と す る 主 張 や ， プ ラ ト ン 主 義 者

ピ ー コ の 「 自 由 学 芸 の う ち で ， 特 に 優 れ ， か つ 最 も 神 秘 的 な も の が ， 数

を 扱 う 学 問 で あ る 」 と す る 主 張 を 根 底 に 持 つ か ら で あ る ６ ０ 。  

 ク ラ ヴ ィ ウ ス は ，「 算 術 」に お け る「 確 実 性 」を 明 確 に 示 す こ と は で き

な か っ た が ，「 数 」を 扱 う 他 の 学 問 に お け る 基 礎 理 論（ 種 ）を 準 備 す る こ

と で「 確 実 性 」に 繋 げ よ う と し た 。 彼 は「 算 術 」の 教 科 書 と し て「 数 論 」

（ 数 体 系 に 関 す る 理 論 書 ）を 著 す こ と は で き な か っ た が ，『実 用 算 術 概 論 』

と 『 代 数 学 』，『 実 用 幾 何 学 』 を 用 意 し た の で あ る 。  
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ク ラ ヴ ィ ウ ス は 「 算 術 」 の 位 置 づ け と 重 要 性 に つ い て 述 べ た 後 ， さ ら

に 「 こ れ ま で の 算 術 書 で は ， 人 々 を 大 量 の 規 則 で 混 乱 さ せ た か ， あ ま り

に 簡 単 に 記 し て ，か え っ て わ か り に く く し て い る 」６ １ と 続 け ，現 実 を 分

析 し た 。 そ し て ， 単 な る 計 算 書 で は な く ， 体 系 的 に 「 算 術 」 を 学 ぶ 書 が

必 要 で あ る と し て い る 。  

ま た ，「 算 術 」の 講 義 用 の 小 冊 子 の 内 容 は「 我 々 の 学 校 に 通 う 学 生 と 同

様 に ，他 の 一 般 学 に と っ て も 極 め て 有 益 」６ ２ で あ る と 記 し ，こ の 書 で 学

ぶ 神 学 生 と 一 般 学 生 の ど ち ら に と っ て も 役 立 つ 書 で あ る こ と を 自 ら 価 値

づ け て い る 。そ し て ，「高 位 の 方 々 が ，そ れ を よ り 大 勢 の 人 た ち に 伝 え る

よ う に 私 に 懇 願 し た 」６ ３ と 記 し ，活 字 に よ る 出 版 が 行 わ れ た と も 付 記 し

て い る 。  

 

( 2 )  デ カ ル ト の 学 問 観 の 形 成  

デ カ ル ト は ど の よ う な 学 問 観 を ク ラ ヴ ィ ウ ス か ら 得 た の で あ ろ う か 。 

ク ラ ヴ ィ ウ ス の 学 問 観 は 各 書 の 序 説 に よ く 表 れ て い る が ，デ カ ル ト が そ

れ ら を 読 ん だ と す る 史 料 は 見 つ か っ て い な い 。し か し ，ク ラ ヴ ィ ウ ス と

デ カ ル ト は 共 通 の 学 問 規 準 を 有 し て い た 。そ の 実 態 は ，ガ リ レ オ の 学 問

規 準 と の 違 い に よ く 表 れ て い る 。そ れ ぞ れ 比 例 コ ン パ ス の 研 究 と 製 作 を

し た ガ リ レ オ と デ カ ル ト 双 方 の 追 究 か ら は 異 な る 学 問 観 が 見 て と れ る 。 

① ガ リ レ オ の 学 問 観  

ガ リ レ オ は ，比 例 コ ン パ ス（ 幾 何 的 ・ 軍 事 的 コ ン パ ス ）操 作 の 手 引 き

書 を 1 6 0 6 年 に パ ド ヴ ァ で 発 刊 し て い る ６ ４ 。そ の 序 説 は ，パ ド ヴ ァ 大 学

で の 自 身 の 数 学 教 育 を 通 し て 得 た 結 論 か ら 書 き 始 め ら れ て い る 。彼 は 数

学 の 学 習 過 程 を 道 “ s t r a d a” に 例 え て ， そ の 道 が 急 峻 で 茨 の 道 で あ り ，

学 習 者 に と っ て 暗 く 見 通 し も き か な い も の と 記 し て い る 。そ し て ，数 学
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を 自 分 の も の に す る こ と を 望 ん だ 学 習 者 た ち も ，道 半 ば で く じ け て 諦 め

て し ま う と ガ リ レ オ は 嘆 い て い る 。 こ の 困 難 な 道 を 克 服 す る 手 段 と し

て ，ガ リ レ オ は コ ン パ ス を 用 い た の で あ る 。彼 は コ ン パ ス 製 作 の 目 的 に

つ い て ， 以 下 の よ う に 述 べ て い る 。  

「 そ れ 故 に 私 は ， 若 い シ ラ ク サ の 王 と 共 に 釈 明 し つ つ ， ま た 高 位

な 方 々 が 必 要 と す る 多 く の 認 識 を 妨 げ る ， 通 常 の 道 の 長 さ と 困 難

さ が 留 ま ら な い こ と を 欲 し つ つ ， 私 の コ ン パ ス の 助 け に よ っ て ，

真 実 の 王 道 を 拓 こ う と 試 み る こ と に 没 頭 し た 」 （ I o  d u n q u e  

s c u s a n d o g l i  i n s i e m e  c o l  g i o v i n e  R e  d i  S i r a c u s a ,  &  d e s i d e r a n d o ,  

c h e  n o n  r e s t i n o  p e r  l a  d i f f i c o l t a ,  e t  l u n g h e z z a  d e l l e  c o m m u n i  

s t r a d e  p r i v i  d i  c o n g n i z i o n i  t a n t o  a  n o b i l i  S i g n o r i  n e c e s s a r i e ,  

m i  r i v o l s i  à  t e n t a r e  d i  a p r i r  q u e s t a  V i a  v e r a m e n t e  R e g i a ,  

l a q u a l e  c o n  l’ a i u t o  d i  q u e s t o  m i o  C o m p a s s o  … … ） ６ ５  

 こ の 言 葉 は エ ウ ク レ イ デ ス の 名 言 と し て 伝 わ っ て い る「 幾 何 学 に 王 道

な し 」を 念 頭 に 置 き ，ガ リ レ オ コ ン パ ス に は 苦 労 せ ず と も 到 達 で き る 王

道 が あ る こ と を 暗 示 し た 記 述 で あ ろ う 。そ し て ，シ ラ ク サ 王 を 記 す こ と

で ガ リ レ オ の 初 期 の 論 文『 小 天 秤 』で 扱 っ た「 ヒ エ ロ ン の 王 冠 」と 関 連

づ け て い る と 見 る こ と も で き る 。こ こ に は ，エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 を 応

用 し ，そ の 比 例 論 に 基 づ い た 理 論 を 使 っ て 実 用 に 供 す る も の を 提 供 し よ

う と し た ， ガ リ レ オ の 考 え が 表 れ て い る 。  

続 い て ，「 幾 何 学 か ら ，算 術 か ら ，出 て く る す べ て を ，市 民 の 用 途 と

軍 事 の 用 途 の た め に 教 え ， 数 日 で そ の こ と を 成 し 遂 げ て し ま う 」 ６ ６ と

記 し ，ガ リ レ オ の コ ン パ ス が 広 く 役 立 つ こ と に つ い て 説 明 し て い る 。従

来 は ，込 み 入 っ た 幾 何 学 的 作 図 が 必 要 で あ っ た り ，複 雑 な 計 算 術 が 必 要

で あ っ た り し た た め に ，困 難 を 来 し て い た 場 面 が 多 々 あ っ た が ，ガ リ レ
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オ の コ ン パ ス の 使 用 に よ っ て 容 易 に「 幾 何 学 か ら ，算 術 か ら 」答 え を 出

す こ と が で き る と 主 張 し て い る 。事 実 ，ガ リ レ オ の コ ン パ ス は ，幾 何 学

的 に 作 図 や 計 量 の 道 具 と し て 使 え る 上 に ，算 術 の 計 算 機 と し て も 使 え た

の で あ る 。  

使 用 法 は ， コ ン パ ス の 両 脚 に 付 け ら れ た 目 盛 り ( a と b )， 開 か れ た 間

の 長 さ ( a 目 盛 り で c， b 目 盛 り で d )を 読 み ， a : c = b : d  の 相 似 の 関 係 を

利 用 す る 。こ れ に よ っ て 三 数 法 や 単 位 変 換 計 算 ， 2 数 の 乗 除 計 算 に 活 用

で き る 。 ま た ， 「 市 民 の 用 途 と 軍 事 の 用 途 」 で は ， 以 下 に 示 す 方 法 で ，

直 接 に は 測 れ な い 高 さ を 求 め る こ と も で き る ６ ７ 。  

左 の 例 題 の 場 合 ，コ ン パ ス の

角 度 を 9 0°と し ，図 1 の よ う に

一 方 を 目 標 点 に 合 わ せ ，中 心 か

ら 垂 直 に 下 ろ し た 糸 か ら 目 盛

り を 読 み 取 る 。 こ の 例 で は ，   

図 １          F の 正 接 の 値 （ 目 盛 り が 4 2） ，  

E の 正 接 の 値 （ 目 盛 り が 5 8） で あ る 。 こ の 2 つ の 数 値 を 使 い ， 2 つ の 積

を 2 つ の 数 の 差 で 割 り ， 高 さ    
 

 
を 計 算 で 求 め る こ と が で き る ６ ８ 。  

こ の よ う に ，ガ リ レ オ は 比 例 コ ン パ ス の 多 方 面 の「 有 用 性 」を 強 調 し

た 。 し か し ， 学 問 的 な 「 確 実 性 」 は ，『 原 論 』 第 1 巻 の 平 面 幾 何 の 作 図

と ，同 書 第 5 巻 の 比 例 論 に 基 づ い た も の で あ り ，あ く ま で エ ウ ク レ イ デ

ス 幾 何 学 の 適 用 に 留 ま っ て い た 。つ ま り ，ガ リ レ オ は「 自 ら の コ ン パ ス

で 実 用 的 な 数 学 的 問 題 へ の 機 械 的 近 似 を 求 め た 」 ６ ９ の で あ っ た 。 こ れ

は ガ リ レ オ の 「 実 用 数 学 」 に 対 す る 考 え 方 で も あ っ た 。  

② デ カ ル ト の 学 問 観  

 デ カ ル ト の 比 例 コ ン パ ス に つ い て は ， 1 6 3 7 年 発 刊 の 『 方 法 序 説 』 に
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追 記 し た 試 論 ，正 確 に は『 自 ら の 理 性 を 正 し く 導 き 、も ろ も ろ の 学 問 に

お い て 真 理 を 探 究 す る た め の 方 法 に つ い て の 序 説 お よ び こ の 方 法 の 試

論 （ 屈 折 光 学 ・ 気 象 学 ・ 幾 何 学 ） 』 Di s c o u r s  d e  l a  m é t h o d e  p o u r  b i e n  

c o n d u i r e  s a  r a i s o n ,  e t  c h e r c h e r  l a  v é r i t é  d a n s  l e s  s c i e n c e s ( L a  

D i o p t r i q u e , L e s  M é t é o r e s , L a  G é o m é t r i e )の 中 の 『 幾 何 学 』 ７ ０ に 記 載 さ

れ て い る 。 デ カ ル ト の 『 幾 何 学 』 の 出 版 年 で あ る 1 6 3 7 年 は ， ガ リ レ オ

の 手 引 き 書 発 刊 の 1 6 0 6 年 と は 3 0 年 以 上 の 差 が あ る た め ，内 容 ，特 に 数

式 の 表 記 に 関 し て 2 つ の 書 に は 大 き な 違 い が あ る 。た だ し ，デ カ ル ト が

比 例 コ ン パ ス に つ い て の 発 想 を 抱 い た の は ，学 院 を 卒 業 し て か ら 5 年 後

の 1 6 1 9 年 で あ る 。 コ ン パ ス の 使 い 方 や コ ン パ ス の 理 論 に つ い て は ， ガ

リ レ オ と の 比 較 が 可 能 で あ る 。 デ カ ル ト は 1 6 1 9 年 の 時 点 で 「 コ ン パ ス

の 助 力 で ， 算 術 と 幾 何 学 の 統 一 を 実 現 さ せ よ う と し て い た 」 と 構 想 し

７ １ ， そ し て 内 容 や 式 を 吟 味 し ， 書 と し て 著 し た の が 1 6 3 7 年 で あ っ た 。 

こ の デ カ ル ト の『 幾 何 学 』は ，後 の 解 析 幾 何 学 が 始 ま る 起 点 と な っ た

画 期 的 な 書 で あ る 。本 稿 で は ，特 に デ カ ル ト が 示 し た 学 問 追 究 の 姿 勢 に

つ い て 論 及 す る 。  

 『 幾 何 学 』第 1 部 の 表 題 は「 円 お よ び 直 線 の み の 使 用 に よ っ て 作 図 で

き る 問 題 に つ い て 」 で あ り ， 本 文 の 記 述 は 次 の よ う に 始 ま る 。  

   「 幾 何 学 の す べ て の 問 題 に つ い て そ れ を 学 ぶ 期 間 を 容 易 に 短 く す

る こ と が で き る 。 そ れ は 結 局 ,そ れ ら を 構 成 す る た め の い く つ か

の 直 線 の 長 さ を 求 め る こ と に 帰 着 す る 。 」 （ T o u s  l e s  P r o b l è m e s  

d e  G é o m e t r i e  s e  p e u v e n t  f a c i l e m e n t  r é d u i r e  à  t e l s  t e r m e s ,  

q u’ i l  n’ e s t  b e s o i n  p a r  a p r è s  q u e  d e  c o n n a i t r e  l a  l o n g u e u r  

d e  q u e l q u e s  l i g n e s  d r o i t e s ,  p o u r  l e s  c o n s t r u i r e .） ７ ２  

 そ し て ， 『 幾 何 学 』 第 Ⅰ 部 は ， 以 下 の 2 つ の 図 （ 図 2 と 図 3） か ら 始
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ま る 。  

 

 

 

 

図 2             図 3  

2 つ の 図 と も ，相 似 な 三 角 形 の 対 応 す る 線 分 比 を も と に 数 値 を 求 め る も

の で あ る 。こ れ は ガ リ レ オ と 同 じ く ，エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 を 応 用 し た

も の で あ り ， ま た 使 用 し た 図 自 体 は 古 代 か ら 扱 わ れ て い た も の で あ る 。

し か し ，デ カ ル ト の 手 に よ っ て ，ご く 普 通 の 単 純 な 図 が ，近 代 数 学 ・ 近

代 科 学 の 成 立 に 欠 か せ な い 要 素 と な っ た 。  

図 2 の 説 明 は ， 「 2 つ の 線 分 B D と B C を 掛 け る た め に ， B A を 単 位 1

と し ， C A に 平 行 な E D を 引 け ば よ い 。そ う す れ ば B E が 求 め る 積 に な る 」

７ ３ と 記 さ れ て い る 。こ れ は ，△ B A C と △ B D E が 相 似 で あ る こ と よ り 対 応

す る 辺 の 比 B A : B D = B C : B E で あ り ， B A＝ １ の と き ， B D× B C＝ B E と 示 さ れ

る ７ ４ 。 そ れ は 2 つ の 線 分 の 積 が 1 つ の 線 分 で 示 さ れ る こ と を 意 味 し て

い る 。従 来 の エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 で は ，2 つ の 線 分 の 積 は 面 積 で あ り ，

デ カ ル ト の よ う に 積 を 1 つ の 線 分 で 示 す こ と は「 量 の 同 次 性 」に 反 す る

と し て 避 け ら れ て い た 。「 長 さ の 単 位 を 定 め れ ば ，量 の 同 次 性 は 考 慮 す

る 必 要 は な い 」 ７ ５ と す る デ カ ル ト の 主 張 は ， 従 来 の エ ウ ク レ イ デ ス 幾

何 学 の 土 台 に ま で 切 り 込 む も の で あ っ た 。  

 図 3 の 説 明 は ，「 G H に 線 分 F G＝ e を 加 え る F H を K で 2 つ の 等 し い 部

分 に 分 割 す る 。 K を 中 心 と し て 半 円 F I H を 描 く 。 そ し て ， F H に 垂 線 G I

を 立 て る 。 線 分 G I が 求 め る 根 で あ る 」 と 記 さ れ て い る 。 △ F G I と △ I G H

が 相 似 で あ り ， 対 応 す る 辺 の 比 F G： G I = G I : H G と な る 。 そ れ 故 ， G I２ ＝
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F G× H G で あ り ， G H は 平 方 根 で 表 さ れ る こ と に な る ７ ６ 。  

「 量 の 同 次 性 」を 確 保 し な く て も よ く ，さ ら に 距 離 が 平 方 根 で 表 さ れ

る こ と で ，エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 に お け る ピ ュ タ ゴ ラ ス の 定 理 も 次 の よ

う に 変 化 す る 。「直 角 三 角 形 に お い て ，直 角 に 向 か い 合 う 辺 の 上 の 正 方

形 は 直 角 を 囲 む 2 辺 の 上 の 正 方 形 に 等 し い 」 ７ ７ と い う 定 義 か ら ， 「 直

角 三 角 形 の 直 角 を は さ む 2 辺 の 長 さ を a , b， 斜 辺 の 長 さ を c と す る と

a 2 + b 2 = c 2」７ ８ の 定 義 へ の 変 化 で あ る 。そ し て ，2 点 間 の 距 離 は   √       を

使 っ て 計 算 で き る 。  

 ガ リ レ オ の 追 究 は エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 の 範 囲 で あ り ， 観 測 し た 2

地 点 の 正 接 値 の 差 か ら そ の 間 の 距 離 を 計 算 で 求 め る も の で あ っ た 。そ れ

に 対 し ，デ カ ル ト の 追 究 は ，エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 を 適 用 し つ つ も ，「 量

の 同 次 性 」と「 無 理 数 の 存 在 」に つ い て ，エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 に 真 正

面 に 対 し た の で あ る 。  

 デ カ ル ト に と っ て ， エ ウ ク レ イ デ ス 幾 何 学 は 絶 対 的 な 学 問 で は な く ，

「 ま っ た く 新 し い 学 問 」 を 創 り 出 す た め に 利 用 す る 存 在 で あ っ た 。  

 デ カ ル ト が 「 ま っ た く 新 し い 学 問 」 を 創 り 出 す 時 に 参 考 に し た の が ，

ク ラ ヴ ィ ウ ス の 教 科 書 で あ る 。 そ の 一 つ で あ る 1 6 0 4 年 刊 行 の 『 実 用 幾

何 学 』 に は ， 多 く の 点 で デ カ ル ト へ の 影 響 が 認 め ら れ る 。  

③ ク ラ ヴ ィ ウ ス の 影 響  

 ク ラ ヴ ィ ウ ス の『 実 用 幾 何 学 』は ，マ テ オ ・ リ ッ チ の 漢 訳 本『 測 量 法

義 』 と 『 句 股 義 』 （ ピ ュ タ ゴ ラ ス の 定 理 の 活 用 の 意 味 ） が 示 す よ う に ，

長 さ や 面 積 の 計 算 が 主 な 内 容 で あ る 。彼 は『 実 用 幾 何 学 』の 第 1 巻 で 比

例 コ ン パ ス に つ い て 記 し て い る 。そ し て 第 2 巻 と 第 3 巻 で ， 2 点 間 の 距

離 を 2 つ の 正 接 の 値 の 差 か ら 計 算 で 求 め て い る 。（図 4 は『 実 用 幾 何 学 』

第 3 巻 問 題 2 5 の 説 明 の た め に 用 い ら れ た 挿 入 図 ） ７ ９ 。                      
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以 上 3 巻 ま で は ガ リ レ オ が 扱 っ た も の と 同 様

な 追 究 で あ る が ，ク ラ ヴ ィ ウ ス の 方 が ガ リ レ オ よ

り 多 く の 事 例 を 提 示 し て い る 。 ま た ， ク ラ          

ヴ ィ ウ ス は 数 値 を 出 す こ と よ り ，数 値 を 出 す た め

の 理 論 に つ い て 多 く を 充 て て い る 。  

 注 目 す べ き は 第 4 巻 で あ り ， ク ラ ヴ ィ ウ ス       図 4  

は 具 体 的 な 数 値 を 使 用 し て 計 算 を 行 っ て い る ８ ０ 。 こ の 巻 は 「 量 の 同 次

性 」に つ い て の 説 明 か ら

始 ま り ，デ カ ル ト が 後 に

使 用 し た も の と 同 様 の

図 （ 図 5） を 提 示 し て 説

明 し て い る ８ １ 。  

                        図 5                    図 6  

 図 6 で は ，ピ ュ タ ゴ ラ ス の 定 理 を 使 っ た 2 点 間 の 距 離 の 計 算 に つ い て

も 記 し て い る 。さ ら に ，立 体 図 形 を 含 ん だ い ろ い ろ な 図 形 で の 計 算 を 扱

い ，そ れ ら の 計 算 で 使 用 す る 平 方 根 や 立 方 根 の 値 が ，合 計 9 頁 に 亘 る 表

と し て 巻 末 に ま と め ら れ て い る ８ ２ 。  

ま た ， 円 周 率 に つ い て は 3 . 1 4 1 5 9 2 6 5 3 5 8 9 7 9 3 2 3 8 4 6 を 使 い ， 小 数 点 以

下 2 0 桁 ま で 正 確 に 記 し て い る ８ ３ 。  

デ カ ル ト は ，ガ リ レ オ の よ う に「 数 学 的 自 然 学 の 個 別 的 結 果 を 得 る こ

と だ け に 努 力 す る の で は な く ，数 学 的 自 然 学 を 形 而 上 学 的 に 基 礎 づ け る

こ と が 重 要 で あ る こ と を 訴 え て い る の で あ る 」 ８ ４ 。 そ し て ， そ の こ と

に よ っ て ， 数 学 的 自 然 学 の 「 確 実 性 」 の 証 明 が 可 能 と な る の で あ っ た 。 

 デ カ ル ト は ， 「 天 文 学 」 の 学 説 と し て は ク ラ ヴ ィ ウ ス の 「 知 的 遺 言 」

に は 応 え な か っ た が ，追 究 す べ き「 学 問 観 」と し て は 確 実 に「 知 的 遺 言 」
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を 履 行 し て い る 。デ カ ル ト が 提 示 し た 思 想 は ，ク ラ ヴ ィ ウ ス が「 知 的 遺

言 」 で 求 め た ，「 天 体 観 測 」 の 支 配 学 問 で あ る 「 天 文 学 」 の 修 正 を 強 く

後 押 し し た 。  

 イ エ ズ ス 会 が 失 っ た 「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」 と い う 役 割 は ， 新

た な 担 い 手 に 引 き 継 が れ る こ と に な る 。そ れ は ，安 定 し た 財 政 基 盤 を 持

ち 数 学 の「 有 用 性 」を 欲 し て い る 団 体（ 近 代 国 家 ）と ，ク ラ ヴ ィ ウ ス や

デ カ ル ト が 示 し た 学 問 追 究 の 姿 勢 を 有 す る 組 織（ 科 学 ア カ デ ミ ー ）で あ

る ８ ５ 。 各 国 で 設 立 さ れ た 「 科 学 ア カ デ ミ ー 」 が 近 代 的 な 科 学 の 担 い 手

と な り ，ク ラ ヴ ィ ウ ス の「 知 的 遺 言 」は ，デ カ ル ト の 思 想 を 実 践 し た 多

く の 「 科 学 ア カ デ ミ ー 」 の 学 者 た ち に よ っ て 履 行 さ れ る こ と に な る 。  

 

［ イ エ ズ ス 会 教 育 の 波 及 ］  

 隆 盛 を 極 め て い た イ エ ズ ス 会 の 教 育 は ，三 十 年 戦 争 の 影 響 を 受 け た 財

政 危 機 と ，デ カ ル ト が 提 示 し た 哲 学 問 題 に よ っ て 限 界 を 呈 し た 。イ エ ズ

ス 会 は ，財 政 面 の 理 由 で 教 育 と の 関 わ り が 消 極 的 に な り ，哲 学 問 題 で 学

問 追 究 に 制 限 を 加 え た 。 こ れ に よ り 「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」 と

し て の イ エ ズ ス 会 教 育 は ， そ の 役 割 を 自 ら 停 止 し た の で あ る 。  

特 に ，哲 学 問 題 は ク ラ ヴ ィ ウ ス の「 知 的 遺 言 」の 履 行 と 大 き く 関 わ っ

て い た 。そ し て ，哲 学 問 題 で の 学 問 追 究 に 制 限 を 加 え る こ と は ク ラ ヴ ィ

ウ ス の「 知 的 遺 言 」を 葬 り 去 る 行 為 で あ り ，ク ラ ヴ ィ ウ ス の 学 問 追 究 の

姿 勢 に も 反 す る 行 い で あ っ た 。  

 ク ラ ヴ ィ ウ ス の 「 知 的 遺 言 」 に は ， イ エ ズ ス 会 の 学 校 で 学 ん だ 学 徒

や ， イ エ ズ ス 会 学 院 を 手 本 と し た 他 の 学 校 に よ っ て ， 次 へ と 繋 が っ

た 。 特 に ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が ま と め た 「 数 学 的 諸 学 」 は ， 内 容 的 に も

方 法 的 に も 彼 の 著 し た 教 科 書 を 通 し て 深 く 学 ば れ ， 近 代 的 な 学 問 を
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創 り 出 す 源 の 一 つ と な っ た 。 そ し て ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 「 知 的 遺 言 」

は ， 近 代 科 学 の 成 立 を も た ら す 各 国 の 「 科 学 ア カ デ ミ ー 」 に よ っ て 履

行 さ れ る こ と に な る 。  

 

第 4 章註  
                                                   

１  ウ ィ リ ア ム ・ バ ン ガ ー ト ， 上 智 大 学 中 世 思 想 史 研 究 所 ( 監 修 ) 『 イ エ ズ ス 会 の 歴  

史 』 ， 原 書 房 ， 2 0 0 4 年 ， 2 2 0 頁 参 照 。  

 

２  R e n é  D e s c a r t e s ,  D i s c o u r s  d e  l a  m é t h o d e  p o u r  b i e n  c o n d u i r e  s a  r a i s o n ,  e t   

c h e r c h e r  l a  v e r i t é  d a n s  l e s  s c i e n c e s ( L a  D i o p t r i q u e ,  L e s  M é t é o r e s , L a  

G é o m é t r i e ) ,  P a r i s ,  1 6 6 8 ,  ( ロ ー ザ ン ヌ 大 学 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ) ． 『 方 法 序

説 』 は 一 般 に 試 論 （ 屈 折 光 学 ・ 気 象 学 ・ 幾 何 学 ） を 除 い た 部 分 で 使 わ れ る 。 （ 三

宅 徳 嘉 ・ 小 池 健 男 ・ 青 木 靖 三 ・ 水 野 和 久 ・ 赤 木 昭 三 ・ 原 亨 吉 ( 訳 ) 『 デ カ ル ト 著

作 集 』 1 ， 白 水 社 ， 2 0 0 1 年 ） 。  

 

３  同 書 ， 2 2 2 頁 参 照 。  

 

４  所 雄 章 『 デ カ ル ト 』 ， 講 談 社 ， 1 9 8 1 年 。 6 1 頁 。 こ こ に は 「 法 服 の 貴 族 ( n o b l e s s e   

d e  r o b e ) と は 1 6 世 紀 以 降 買 官 に よ っ て 新 た に 貴 族 の 称 号 を 得 た 下 層 貴 族 」 で

あ り ， 「 時 の 宰 相 リ シ ュ リ ュ ー が 政 策 的 に 彼 ら を 登 用 し た た め ， 時 代 の 政 治 に 強 い

影 響 を 彼 ら は 持 ち 得 た 」 の で あ り ， 彼 ら は 「 時 代 の い わ ゆ る 知 識 階 級 と し て ， 時 代

を 先 端 的 に 担 っ た 」 と 記 さ れ て い る 。  

 

５  新 興 貴 族 で あ る 「 法 服 の 貴 族 」 に 対 し ， 既 成 貴 族 が 「 武 家 貴 族 」 （ n o b l e s s e  d ’  

é p é e ） で あ る 。  

 

６  吉 田 正 晴 「 1 6 世 紀 フ ラ ン ス の 教 育 」 ， 上 智 大 学 中 世 思 想 研 究 所 ( 編 ) 『 ル ネ サ ン  

ス の 教 育 思 想 』 ( 下 ) ， 東 洋 出 版 ， 1 9 8 6 年 ， 4 6 頁 。  

 

７  同 書 ， 4 5 - 4 7 頁 参 照 。 同 書 に は ， 他 の コ レ ー ジ ュ が 自 国 語 で あ る フ ラ ン ス 語 の 学  

習 を 採 り 入 れ た の に 対 し ， ラ ・ フ レ ー シ ュ 学 院 で は 原 則 禁 止 で あ っ た こ と と ， イ エ ズ

ス 会 学 院 の 学 業 証 明 書 は 大 学 の 学 芸 学 部 が 授 与 す る 学 位 よ り 高 い 評 価 が 与

え ら れ て い た こ と が 記 さ れ て い る 。  

 

８  本 稿 第 1 章 3 3 - 3 9 頁 参 照 。  
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９  シ シ リ ー ・ ヴ ェ ロ ニ カ ・ ウ ェ ッ ジ ウ ッ ド ， 瀬 原 義 生 ( 訳 ) 『 ド イ ツ 三 十 年 戦 争 』 ， 刀 水  

書 房 ， 2 0 0 3 年 。 同 書 の 5 6 9 - 5 7 0 頁 に ， 三 十 年 戦 争 の 評 価 が 「 道 徳 的 に は 秩

序 転 覆 的 ， 経 済 的 に は 破 壊 的 ， 社 会 的 に は 品 性 喪 失 的 ， そ の 結 果 に お い て

は 無 益 ， そ う し た 点 に お い て ， ヨ ー ロ ッ パ 史 の な か で ， 飛 び 抜 け て 無 意 味 な 紛 争

の 典 型 」 と 記 さ れ て い る 。 飛 び 抜 け た 無 意 味 さ 故 ， 結 果 的 に 戦 争 前 の 既 成 概 念

を も 吹 き 飛 ば し た の で あ ろ う 。  

 

１ ０  明 石 欽 司 『 ウ ェ ス ト フ ァ リ ア 条 約 ― そ の 実 態 と 神 話 』 ， 慶 應 義 塾 大 学 出 版 会 ，  

2 0 0 9 年 。 同 書 に は ヴ ェ ス ト フ ァ ー レ ン 条 約 の 全 文 の 邦 訳 が 記 さ れ ， 近 代 主 権

国 家 や そ れ に よ っ て 構 成 さ れ る 近 代 的 国 際 関 係 ， そ し て 近 代 国 際 法 自 体 の

形 成 過 程 に つ い て の 問 い 直 し が 言 及 さ れ て い る 。  

 

１ １  菊 池 良 生 『 傭 兵 の 二 千 年 史 』 ， 講 談 社 ， 2 0 0 2 年 ， 1 4 4 - 1 4 5 頁 参 照 。  

 

１ ２  シ シ リ ー ・ ヴ ェ ロ ニ カ ・ ウ ェ ッ ジ ウ ッ ド ， 前 掲 書 。 同 書 の 9 9 - 9 6 頁 に ， 三 十 年 戦 争  

開 始 時 の 傭 兵 軍 隊 の 実 態 に つ い て の 記 載 が あ る 。  

 

１ ３  所 雄 章 ， 前 掲 書 ， 8 1 頁 。 所 は デ カ ル ト が オ ラ ン ダ の 軍 を 志 願 し た 理 由 と し て 「 当  

時 フ ラ ン ス と 国 家 的 利 害 を 等 し く し て い た 」 の で 「 必 ず し も 異 例 な こ と と は 言 え な い 」

と 述 べ て い る 。  

 

１ ４  ジ ュ ヌ ヴ ィ エ ー ヴ ・ ロ デ ィ ス = レ ヴ ィ ス ， 飯 塚 勝 久 ( 訳 ) 『 デ カ ル ト 伝 』 ， 未 来 社 ， 1 9 9 8  

年 ， 5 9 頁 参 照 。  

 

１ ５  所 雄 章 ， 前 掲 書 ， 8 2 頁 。 同 書 に は デ カ ル ト が 所 属 し た 軍 隊 に つ い て 次 の よ う に  

記 さ れ て い る 。 「 招 か れ た ス テ フ ィ ン ら 幾 多 の 有 能 な 科 学 者 た ち に よ る 軍 事 建 築

術 や ， 火 器 の 製 造 な ら び に 改 良 な ど の 研 究 と 講 義 の た め の ， い わ ば 時 代 の 先 端

を 行 く ， ｛ 軍 事 ア カ デ ミ ー の ご と く ｝ で あ っ た 」 。 こ の ス テ フ ィ ン は ， 小 数 理 論 を 確 立

し ， 「 数 」 と 「 量 」 の 統 一 を 主 張 し た こ と で 有 名 な 数 学 者 で あ る ス テ ヴ ィ ン S i m o n  

S t e v i n （ 1 5 4 8 ‐ 1 6 2 0 年 ） を 指 す 。 彼 は 当 時 ， デ カ ル ト が 属 し て い た オ ラ ン ダ 陸 軍 の

主 計 総 監 で あ っ た 。  

 

１ ６  同 書 ， 8 2 頁 。 マ ウ リ ッ ツ 軍 の 将 校 教 育 の 場 に つ い て の 記 載 で あ る 。  

 

１ ７  ヴ ィ ク タ ー ・ カ ッ ツ ， 上 野 健 爾 ・ 三 浦 伸 夫 ( 監 訳 ) 『 カ ッ ツ 数 学 の 歴 史 』 ， 共 立 出  

版 ， 2 0 0 5 年 。 ス テ ヴ ィ ン に つ い て は 4 2 7 - 4 3 0 頁 参 照 。 「 1 7 世 紀 へ の 変 わ り 目 の
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時 期 に お い て ， 数 学 的 な 考 え 方 の 変 革 に 重 要 な 貢 献 を し た 数 学 者 の 一 人 」 と

記 さ れ て い る 。 オ ラ ン ダ 陸 軍 主 計 総 監 と し て 「 オ ラ ン ダ 政 府 は 専 門 的 訓 練 を 受

け た 技 術 者 ， 商 人 ， 測 量 士 ， 航 海 士 を 次 第 に 必 要 と す る よ う に な り ， ス テ ヴ ィ ン

は こ の 要 求 に 応 え た 」 と も 記 さ れ て い る 。  

 

１ ８  ジ ュ ヌ ヴ ィ エ ー ヴ ・ ロ デ ィ ス = レ ヴ ィ ス ， 前 掲 書 ， 5 7 - 9 0 頁 ， 第 3 章 「 決 定 的 な 二 年  

間 ( 1 6 1 8 年 末 － 1 6 2 0 初 頭 ) 」 参 照 。  

 

１ ９  山 田 弘 明 「 デ カ ル ト ＝ ベ ー ク マ ン 往 復 書 簡 考 」 上 ， 『 名 古 屋 文 理 大 学 紀 要 』 第  

9 号 ， 2 0 0 9 年 ， 3 7 － 4 7 頁 ， 3 8 頁 参 照 。  

 

２ ０  同 書 ， 3 8 頁 。 山 田 は 「 新 し い コ ン パ ス の 使 用 な ど の 点 で ， 後 年 の 『 幾 何 学 』  

( 1 6 3 7 年 ) の 一 つ の 源 と な っ た 可 能 性 が あ ろ う 」 と 述 べ て い る 。  

 

２ １  同 書 ， 4 1 頁 。 デ カ ル ト か ら ベ ー ク マ ン へ の 書 簡 ブ レ ダ 1 6 1 9 . 3 . 2 6 ( 『 デ カ ル ト 全  

集 』 A T 版 , 第 X 巻 , 1 5 4 - 1 6 0 頁 ) 参 照 。 同 稿 に は ， 3 次 方 程 式 に 関 す る 記 述 の

中 に ク ラ ヴ ィ ウ ス の 『 代 数 学 』 で 使 わ れ た コ ス 記 号 に よ る 説 明 が あ る こ と が 示 さ れ て

い る 。  

ジ ュ ヌ ヴ ィ エ ー ヴ ・ ロ デ ィ ス = レ ヴ ィ ス ， 前 掲 書 ， 1 1 3 - 1 1 4 頁 。 こ こ に は 「 デ カ ル ト が

一 緒 に 仕 事 を し た 数 学 者 た ち は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 視 界 ― こ れ は ， ブ レ ダ に 到 着 し た

時 の 彼 の 数 学 的 教 養 の 基 礎 で あ っ た ― 以 上 の 広 範 な 展 望 を ， 確 実 に 開 い て く

れ た 」 と 記 さ れ て い る 。 「 ク ラ ヴ ィ ウ ス の 視 界 」 と は ク ラ ヴ ィ ウ ス の 書 か ら 学 ん だ 内 容 と

共 に ク ラ ヴ ィ ウ ス の 思 想 も 含 ん だ 表 現 で あ ろ う 。  

 

２ ２  G a l i l e o  G a l i l e i ， L a  o p e r a z i o n e  d e l  c o m p a s s o  g e o m e t r i c o  e  m i l i t a r e ,   

P a d o v a ,  1 6 4 0 , ( バ イ エ ル ン 州 立 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ) ．  

 

２ ３  第 3 章 第 １ 節 「 ク ラ ヴ ィ ウ ス と ガ リ レ オ の 出 会 い 」 参 照 。 「 互 い に 深 く 尊 敬 し 合 う  

関 係 」 は 9 2 頁 に 記 載 。  

 

２ ４  第 3 章 第 3 節 ( 3 ) 「 ク ラ ヴ ィ ウ ス の 知 的 遺 言 」 参 照 。 1 1 1 - 1 1 2 頁 に 記 載 。  

 

２ ５  第 1 章 第 2 節 ( 3 ) 「 イ エ ズ ス 会 教 育 隆 盛 の 非 宗 教 的 要 因 」 参 照 。   

 

２ ６  ア ン ド レ ア ス ・ フ ァ ル ク ナ ー ， 富 田 裕 ( 訳 ) 「 イ エ ズ ス 会 」 ， ペ ー タ ー ･ デ ィ ン ツ ェ ル バ ッ  

ハ ー ， ジ ェ イ ム ス ・ レ ス タ ー ・ ホ ッ グ ( 共 著 ) ， 朝 倉 文 市 ( 監 訳 ) 『 修 道 院 文 化 辞 典 』 ，

八 坂 書 房 ， 2 0 0 8 年 ， 4 8 2 頁 。 「 1 5 5 1 年 に 開 設 さ れ た ロ ー マ 学 院 の 建 物 に 掲 げ
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ら れ た 銘 文 」 が ( S c h o l a  d i  g r a m m a t i c a ,  d ’ h u m m a n i t a  e  d o t t r i n a  c r i s t i a n a  

g r a t i s ) で あ る 。  

 

２ ７  久 保 田 静 香 「 デ カ ル ト と イ エ ズ ス 会 学 校 人 文 主 義 」 ， 『 フ ラ ン ス 文 学 語 学 研 究 』  

2 1 号 ， 2 0 0 7 年 ， 2 9 - 5 2 頁 。 3 1 頁 に 記 載 。  

 

２ ８  ジ ュ ヌ ヴ ィ エ ー ヴ ・ ロ デ ィ ス = レ ヴ ィ ス ， 前 掲 書 ， 3 7 頁 参 照 。  

 

２ ９  第 2 章 第 1 節 ( １ ) 参 照 。  

 

３ ０  S o c i e t a t i s  I e s u ,  R a t i o  a t q u e  I n s t i t u t i o  S t u d i o r u m  S o c i e t a t i s  J e s u ，  

N e a p o l i s ， 1 5 9 9 , （ コ ン プ ル テ ン セ 大 学 図 書 館 蔵 書 P D F  史 料 ） ． 同 書 3 1 - 7 6 頁

の 上 級 学 科 の 教 授 規 則 ， 9 8 - 1 4 3 頁 の 下 級 ク ラ ス の 教 員 規 則 の 中 に 指 導 内 容

が 記 載 さ れ て い る 。 下 級 ク ラ ス は 中 等 教 育 ， 上 級 学 科 は 高 等 教 育 に 相 当 し ， 使

用 さ れ て い る 教 科 名 や 役 職 名 も 異 な る 表 現 と な っ て い る 。  

 

３ １  S o c i e t a t i s  I e s u ,  C o n s t i t u t i o n e s ,  R o m a ,  1 5 5 8 ,  ( ニ ュ ー ヨ ー ク 公 共 図 書 館 蔵  

書 P D F 史 料 ） ,  p . 1 9 1 .   

 

３ ２  I b i d . ,  p . 1 9 2 ,  “ A r t e s  v e l  S c i e n t i a e  n a t u r a l e s ” .  

 

３ ３  I b i d . ,  p . 1 9 2 ,  “ i n g e n i a  d i s p o n u n t  a d  T h e o l o g i a m ” .  

 

３ ４  相 馬 伸 一 『 教 育 思 想 と デ カ ル ト 哲 学 』 ， ミ ネ ル ヴ ァ 書 房 ， 2 0 0 1 年 ,  2 6 1 頁 参 照 。  

同 書 の 2 5 9 頁 に は ， イ エ ズ ス 会 学 院 の 隆 盛 の理 由 が ， 時 代 の 要 請 を 受 け て

官 僚 や 軍 人 の 養 成 に 都 合 の 良 い「 導 入 さ れ た 監 視 と 競 争 と い う 二 つ の

原 理 」が「 イ エ ズ ス 会 学 院 に 既 成 大 学 に と っ て 代 わ ら せ る ほ ど の 盛 況

を も た ら し た 」と 記 さ れ て い る 。本 稿 で は 隆 盛 の 理 由 と し て ，こ の よ

う な 教 育 方 法 か ら で な く ， 教 育 内 容 の 面 か ら 考 察 し て い る 。  

 

３ ５  田 中 仁 彦 ，『 デ カ ル ト の 旅 ／ デ カ ル ト の 夢 』，岩 波 書 店 ，1 9 8 9 年 ，3 7 - 4 1  

頁 参 照 。 同 書 で は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 込 め た 理 念 が 「 後 の デ カ ル ト に 似

た 考 え 方 」 と 記 さ れ て い る 。 本 稿 で は 第 3 節 で ク ラ ヴ ィ ウ ス と デ カ ル

ト の 関 連 を 具 体 的 に 分 析 し た 。  

 

３ ６  ジ ュ ヌ ヴ ィ エ ー ヴ ・ ロ デ ィ ス = レ ヴ ィ ス ， 前 掲 書 ， 3 8 頁 参 照 。 フ ラ ン ソ ワ の 着 任 以 前  

は ， 誓 願 前 の 修 練 士 が 授 業 を 担 当 し て い た 。  
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３ ７  S o c i e t y  o f  J e s u s ,  R a t i o  a t q u e  I n s t i t u t i o  S t u d i o r u m  S o c i e t a t i s  J e s u ，  

N e a p o l i s ， 1 5 9 9 , （ コ ン プ ル テ ン セ 大 学 図 書 館 蔵 書 P D F  史 料 ） ,  p . 9 .  R e g u l a e  

P r o v i n c i a l i s  2 0 に 記 載 。  

 

３ ８  I b i d . , p . 7 6 ， R e g u l a e  P r o f e s s o r i s  M a t h e m a t i c a e  1  に 記 載 。  

 

３ ９  本 稿 第 Ⅱ 部 「 ク ラ ヴ ィ ウ ス の 数 学 的 知 見 の 伝 播 と 影 響 」 参 照 。  

 

４ ０  本 稿 第 2 章 第 2 節 ( 2 ) 「 『 学 事 規 定 』 に 盛 り 込 ま れ た ク ラ ヴ ィ ウ ス の 考 え 」 参 照 。  

 

４ １  C e c i l i o  G ó m e z  R o d e l e s ， M o n u m e n t a  p a e d a g o g i c a  S o c i e t a t i s  J e s u :  q u a e   

p r i m a m  R a t i o n e m  s t u d i o r u m  a n n o  1 5 8 6  e d i t a m  p r a e c e s s e r e ， M a t r i t i ， 1 9 0 1 .

（ ハ ー バ ー ド 大 学 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ） ， p . 4 7 9 ． 同 書 は ， 『 学 事 規 定 』 1 5 8 6

年 素 案 に 関 す る 書 簡 集 で あ る 。  

 

４ ２  I b i d . ,  p . 4 7 9 .  

 

４ ３  S o c i e t a t i s  I e s u ,  H i s t o r i c a l  D o c u m e n t s ,  P a r t Ⅰ ,  S e c t i o n s  o n  M a t h e m a t i c s   

f r o m  t h e  V a r i o u s  E d i t i o n s  o f  t h e  R a t i o  S t u d i o r u m ,   i n ,  S c i e n c e  i n  

C o n t e x t  1 5 ( 3 ) ,  2 0 0 2 ,  p p . 4 5 9 - 4 6 4 ,  p . 4 6 1 .  『 学 事 規 定 』 1 5 8 6 年 草 案 の 数

学 に 関 し て の ク ラ ヴ ィ ウ ス の 意 見 書 の 項 目 3 。  

 

４ ４  佐 々 木 力 『 数 学 史 』 ， 岩 波 書 店 ， 2 0 1 0 年 ， 1 0 0 - 1 0 4 頁 参 照 。  

 

４ ５  R e n é  D e s c a r t e s ,  l a  m é t h o d e ， p . 6 ． （ 『 デ カ ル ト 著 作 集 』 １ ， 1 5 頁 参 照 ） 。  

 

４ ６  I b i d . ,  p . 8 ． （ 『 デ カ ル ト 著 作 集 』 １ ， 1 7 頁 参 照 ） 。  

 

４ ７  I b i d . ,  p . 9 ． （ 『 デ カ ル ト 著 作 集 』 １ ， 1 8 頁 参 照 ） 。   

 
４ ８  S o c i e t y  o f  J e s u s ,  R a t i o ,  p . 6 8 .   

  
４ ９  I b i d . ,  p . 7 3 ．  

 
５ ０  佐 々 木 力 ， 前 掲 書 ， 1 1 1 - 1 2 7 頁 ， 第 3 章 第 1 節 「 ま っ た く 新 し い 学 問 」 ― 算 術

と 幾 何 学 の 統 一 構 想 ― 参 照 。 同 書 に は ， デ カ ル ト は 1 6 1 8 - 1 6 1 9 年 軍 役 中 の ブ

レ ダ で ， 「 伝 統 的 数 学 思 想 を 改 革 し よ う と し た 」 こ と が 記 さ れ て い る 。  
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５ １  同 書 ， 1 0 0 頁 。 同 書 に は ， ラ ・ フ レ ー シ ュ 学 院 で デ カ ル ト の 数 学 教 師 で あ っ た フ  

ラ ン ソ ワ は ， 1 6 0 5 年 に ド ー ル の イ エ ズ ス 会 学 院 で 教 育 を 受 け た こ と が 記 さ れ て い  

る 。  

 

５ ２  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  E p i t o m e  A r i t h m e t i c a e  P r a c t i c a e  (『 実 用 算  

術 概 論 』)，R o m a，1 5 8 3．（バ イ エ ル ン 州 立 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ）, p p . 3 - 4 ．  

 

５ ３  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  E p i t o m e  A r i t h m e t i c a e  P r a c t i c a e ， R o m a ， 1 5 8 3 ， ( コ  

ン プ ル テ ン セ 大 学 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ） p . 3 ． L e c t o r i s の 最 初 の 部 分 。   

 

５ ４  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  E u c l i d i s  E l e m e n t o r u m  l i b r i  X V  ( 『 エ ウ ク レ イ デ ス 原 論  

注 釈 』 ) ， R o m a ， 1 5 7 4 ， ( コ ン プ ル テ ン セ 大 学 蔵 書 P D F 史 料 ） P r o l e g o m e n a , p . 7 .  

 

５ ５  S o c i e t a t i s  I e s u ,  C o n s t i t u t i o n e s ,  R o m a ,  1 5 5 8 ，  ( ニ ュ ー ヨ ー ク 公 共 図 書 館  

蔵 書 P D F 史 料 ） p . 5 4 ．  

 

５ ６  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  A r i t h m e t i c a e ,  p . 3 ， L e c t o r i s の 2 番 目 の 内 容 。  

 

５ ７  I b i d . ,  p . 3 .  L e c t o r i s の 3 番 目 の 内 容 。 （ s e d  t a m e n  v e r e  d i x i t  P l a t o ） ．  

 

５ ８  I b i d . ,  p . 3 .  L e c t o r i s の 4 番 目 の 内 容 。  

 

５ ９  I b i d . ,  p . 3 .  L e c t o r i s の 5 番 目 の 内 容 。  

 

６ ０  I b i d . ,  p . 3 .  L e c t o r i s の 7 番 目 の 内 容 。  

 

６ １  I b i d . ,  p . 3 ， “ q u i  e n i m  h a c t e n u s  A r i t h m e t i c a m  t r a c t a r u n t ,  i j  a u t   

m u l t i t u d i n e  p r a e c e p t o r u m  r e m  p e r t u r b a r u n t ,  a u t  b r e v i t a t e  o b s c u r a r u n t ,  

s i c , ” ．  

 

６ ２  I b i d . ,  p . 4 ， “ u t  i s  u t i l i s s i m u s  a c c i d e r e t  c u m  c a e t e r i s  s t u d i o s i s ,  t u m  v e r o   

i i s ,  q u i  n o s t r a s  s c h o l a s  f r e q u e n t a n t : ” ．  

 

６ ３  I b i d . ,  p . 4 ， “ s u m m i s  p r e c i b u s  c o n t e n d e r u n t  a  m e  v i r i  g r a v e s ,  u t  e u m  c u m   

p l u r i m i s  c o m m u n i c a r e m ,  q u o d  f o r e  d i c e r e n t , ” ．  

 

６ ４  G a l i l e o  G a l i l e i ， L a  o p e r a z i o n e  d e l  c o m p a s s o  g e o m e t r i c o  e  m i l i t a r e ,   
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P a d o v a ,  1 6 4 0 ， ( バ イ エ ル ン 州 立 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ) ．  

 

６ ５  I b i d . , 扉 の 言 葉 ， A  i  d i s c r e t i  l e t t o r i （ 節 度 あ る 読 者 た ち に ） の 最 初 の 頁 に 記  

載 。  

   

６ ６  I b i d . , 扉 の 言 葉 の 最 初 の 頁 ， “ t u t t o  q u e l l o ,  c h e  d a l l a  G e o m e t r i a , &  d a l l ’   

A r i t m e t i c a  p e r  l ’ u s o  C i v i l e  ,  &  M i l i t a r e ” ， （ 佐 々 木 力 ， 『 デ カ ル ト の 数 学 思

想 』 ， 東 京 大 学 出 版 会 ， 2 0 0 3 年 ， 1 2 1 頁 参 照 ） 。  

 

６ ７  I b i d . ,  p p . 1 - 1 6 .  本 文 の 最 初 は 算 術 の 節 で あ る 。  

 

６ ８  I b i d . ,  p . 6 7 ． 図 と 共 に 数 値 と 計 算 法 が 記 載 さ れ て い る 。  

 

６ ９  佐 々 木 力 ， 『 数 学 史 』 ， 1 2 3 頁 参 照 。  

 

７ ０  R e n é  D e s c a r t e s ,  L a  g é o m é t r i e  d i v i s é e  e n  I I I  l i v r e s ,  P a r i s ,  1 7 0 5 ， （ ゲ ン ト

大 学 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 )    

 

７ １  佐 々 木 力 ， 前 掲 書 ， 1 2 2 頁 参 照 。  

 

７ ２  R e n é  D e s c a r t e s ,  L a  g é o m é t r i e ,  p . 1 ．  

 

７ ３  I b i d . ,  p p . 2 - 3 ． 式 を 使 っ て 数 学 的 に 表 す と                  

     の と き ，                 よ り            と な り ， 直 線 を 表 す 式 と な る 。  

 

７ ４  フ ァ ン ・ デ ル ・ ヴ ェ ル デ ン , 加 藤 明 史 ( 訳 ) ， 『 代 数 学 の 歴 史 』 ， 現 代 数 学 社 ，  

1 9 9 4 年 ， 1 1 - 1 2 頁 参 照 。  

 

７ ５  岩 田 至 康 『 歴 史 的 に 見 た 数 学 概 論 』 ， 文 憲 堂 ， 1 9 7 7 年 ， 9 2 - 1 0 3 頁 。 第 5 章  

「 デ カ ル ト と 解 析 幾 何 学 」 参 照 。  

 

７ ６  R e n é  D e s c a r t e s ,  L a  g é o m é t r i e ,  p p . 3 - 4 7 .  式 を 使 っ て 数 学 的 に 表 す と  

F G : G I = I G : H G  で あ り ， 半 径                と す る と  

                    よ り          
 
と な り , 円 を 表 す 式 と な る 。  

 

７ ７  斉 藤 憲 ・ 三 浦 伸 夫 『 エ ウ ク レ イ デ ス 全 集 第 1 巻 『 原 論 』 Ⅰ － Ⅵ 』 ， 東 京 大 学 出  

版 会 ， 2 0 0 8 年 ， 2 4 1 頁 。  
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７ ８  相 馬 一 彦 ほ か 1 7 名 『 数 学 の 世 界 』 3 年 ， 大 日 本 図 書 出 版 ， 2 0 1 3 年 ， 2 0 5 頁 ，  

（ 現 行 の 文 部 科 学 省 検 定 済 教 科 書 ） 。  

 

７ ９  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  G e o m e t r i a  P r a c t i c a ,  M a i n z ,  1 6 0 4 , （ バ イ エ ル ン 州 立  

図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ） ， p p . 1 3 1 - 1 3 2 ．  

 

８ ０  I b i d . ,  p p . 1 5 7 - 2 0 3 ．  

 

８ １  I b i d . ,  p . 1 6 2 ， 第 4 巻 第 2 章 の 図 で あ る 。  

 

８ ２  I b i d . ,  p p . 3 7 8 - 3 8 6 ．  

 

８ ３  I b i d . ,  p . 1 9 8 ．   

 

８ ４  佐 々 木 力 「 〈 わ れ 惟 う ， ゆ え に わ れ あ り 〉 の 哲 学 は い か に し て 発 見 さ れ た か 」 ， 『 思  

想 』 7 6 0 号 ， 1 9 8 7 年 ， 2 8 - 7 2 頁 。 6 3 頁 に 記 載 。  

 

８ ５  隠 岐 さ や 香 『 科 学 ア カ デ ミ ー と 「 有 用 な 科 学 」 』 ， 名 古 屋 大 学 出 版 会 ， 2 0 1 1 年 ,  

4 頁 。 同 書 に は 1 8 世 紀 は ， ア カ デ ミ ー の 世 紀 と 言 わ れ ， 科 学 ア カ デ ミ ー と 王 権 は

科 学 と 技 芸 に よ る 「 有 用 性 」 ( u t i l i t e ) の 追 究 と い う 理 念 で あ る 」 と 記 さ れ て い る 。

各 国 で 設 立 さ れ た 「 科 学 ア カ デ ミ ー 」 が ， 近 代 的 な 科 学 の 担 い 手 と な る の で あ る 。  

各 国 の 「 科 学 ア カ デ ミ ー 」 の 創 立 年 と 所 属 の 主 な 科 学 者 。  

 ・ 英 国 「 王 立 協 会 」 ， 1 6 6 0 年 ， ア イ ザ ッ ク ・ ニ ュ ー ト ン ， ロ バ ー ト ・ ボ イ ル ，ク リ ス ト

フ ァ ー ・ レ ン ， ロ バ ー ト ・ フ ッ ク 。  

 ・ フ ラ ン ス 「 科 学 ア カ デ ミ ー 」 ， 1 6 6 6 年 ， ジ ョ ゼ フ ・ フ ー リ エ ， ク リ ス テ ィ ア ー ン ・ ホ イ ヘ ン

ス ， ラ ヴ ォ ワ ジ エ ， シ メ オ ン ・ ド ニ ・ ポ ア ソ ン 。  

 ・ プ ロ イ セ ン 「 科 学 ア カ デ ミ ー 」 ， 1 7 0 0 年 ， ゴ ッ ト フ リ ー ト ・ ラ イ プ ニ ッ ツ ， レ オ ン ハ ル ト ・

オ イ ラ ー ， シ ャ ル ル ・ ド ・ モ ン テ ス キ ュ ー ， イ マ ヌ エ ル ・ カ ン ト 。   
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第Ⅰ部  結 
 

クラヴィウスがイエズス会の教育，さらに近代科学の成立に果たした役割

をまとめると，以下の 4 点である。  

 

第 1 点は，数学の「実用」性と，新プラトン主義に基づく「学知」とを重視

したクラヴィウスの数学観が，イエズス会の『学事規定』に反映され，「数学

的諸学」を重視したイエズス会学校における教育の方向性が定まったことであ

った。この方向性は時代の求めるところと合致し，イエズス会学校は急速に発

展したのである。  

第 2 点は，クラヴィウスが『学事規定』に準拠した「数学的諸学」の教科書

を著し，教授法も提示することで，基礎学科としての「数学（幾何学と算術）」

の有用性を示したことである。彼は，数学が思弁的学問の基礎理論を提供する

だけでなく，実践的学問にも具体的な数値を提供することを示した。これによ

って，数学を学ぶことの意味が明確になり，「数学」の担い手に対する需要が

増大した。「数学」の担い手を供給できるイエズス会学校は，さらにその設置

数を拡大したのである。  

第 3 点は，クラヴィウスがアリストテレス主義を中核思想とするイエズス会

学校の限界を予見し，それを打破する道を彼の「知的遺言」の中で明確に示し

たことである。この「知的遺言」はイエズス会士とガリレオに託されたが，そ

れを履行することはできなかった。自由な学問追究に道を閉ざしたイエズス会

は「科学の保護者にして教育者」の地位を失うのであった。  

第 4 点は，クラヴィウスが目指した学問追究の姿勢は，彼の教科書で学んだ

多くの学徒によって確実に受け継がれたことである。特に，イエズス会の学院

で教育を受けたデカルトは，受け継いだクラヴィウスの学問観を新たな哲学に

まで展開することができた。イエズス会は，デカルトの新たな哲学に正面から
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対するのではなく，会士が論ずるのを禁じて守勢に転じた。イエズス会は「科

学の保護者にして教育者」たることを止めたが，その地位は各国の「科学アカ

デミー」が引き継ぐことになる。  
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第Ⅱ部   

クラヴィウスの数学的知見の伝播と影響  

 

序  

「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」と 称 さ れ た イ エ ズ ス 会 教 育 に 果 た し た

ク ラ ヴ ィ ウ ス の 功 績 は 大 き な も の で あ っ た 。そ し て ，時 代 の 要 求 と 適 合

し た イ エ ズ ス 会 学 校 は 隆 盛 を 極 め た 。し か し ，「 ガ リ レ オ 裁 判 」を 転 換

点 と し て ，イ エ ズ ス 会 教 育 は「 科 学 の 保 護 者 に し て 教 育 者 」の 立 場 か ら

背 走 し た の で あ っ た 。そ れ に も か か わ ら ず ，ク ラ ヴ ィ ウ ス の 数 学 観 と 学

問 観 は 彼 の 教 科 書 に よ っ て 多 く の 地 域 に 伝 わ っ た 。そ し て ，そ の 学 び か

ら 生 ま れ た も の が 近 代 科 学 に 繋 が っ た の で あ っ た 。  

第 Ⅱ 部 で は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 著 し た 教 科 書 の 史 料 分 析 を 行 い ， 近 代 科

学 の 成 立 に 果 た し た 役 割 に つ い て 追 究 し て い く 。 史 料 分 析 に は ， 以 下 に

示 す 2 つ の 理 由 に よ り ，『 実 用 算 術 概 論 』 1 5 8 3 年 版 １ を 用 い た 。  

1 つ は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 教 科 書 に は ， 各 教 科 の 概 説 書 の 枠 を 超 え て ，

先 進 の 研 究 の 成 果 が 盛 り 込 ま れ て い る 。 そ し て ， イ エ ズ ス 会 の 中 核 的 思

想 で あ る ア リ ス ト テ レ ス 主 義 と は 異 な り ， プ ラ ト ン 主 義 に 大 き く 影 響 を

受 け て い る 。特 に ，彼 が「 算 術 」の 教 科 書 と し て 著 し た『 実 用 算 術 概 論 』

は ， 近 代 科 学 に 繋 が る 彼 の 数 学 観 が よ く 表 れ て い る 史 料 だ か ら で あ る 。  

2 つ に は ，『 実 用 算 術 概 論 』 は ， 同 時 期 の 中 国 に 伝 わ っ て 『 同 文 算 指 』

と し て 翻 訳 出 版 さ れ た ２ 。 西 洋 と 中 国 ， ま っ た く 別 々 の 歩 み よ っ て 形 成

さ れ た 2 つ の 算 術 が 出 会 っ た 。 こ の 『 実 用 算 術 概 論 』 と 『 同 文 算 指 』 と

を 比 較 検 討 す る こ と で ， よ り 深 く ク ラ ヴ ィ ウ ス の 思 想 と 意 義 が 明 確 に な

る と 考 え ら れ る か ら で あ る 。  
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第 5 章  『実用算術概論』と『同文算指』  

ク ラ ヴ ィ ウ ス が 『 実 用 算 術 概 論 』 の 中 に 込 め た ， 近 代 数 学 に 繋 が る 概

念 に つ い て 史 料 分 析 を 行 い ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 数 学 的 業 績 と し て 評 価 さ れ

て い る 分 数 指 導 ３ が『 同 文 算 指 』に お い て ど の よ う に 記 載 さ れ て い る か ，

ま た ， 彼 の 意 図 が ど の よ う に 理 解 さ れ た か に つ い て 追 究 す る 。 言 語 も 宗

教 も 思 想 も 異 な る 中 国 に お い て も ， こ の 書 は 漢 訳 さ れ 深 く 理 解 さ れ て い

る 。 そ れ は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が 書 に 込 め た 彼 の 数 学 観 や 学 問 観 が ， 他 を 説

得 さ せ る だ け の 普 遍 性 を 持 っ て い た か ら で あ ろ う 。  

 

第 1 節  『 実 用 算 術 概 論 』 と 『 同 文 算 指 』 の ね ら い  

(1) 漢 訳 さ れ た 『 同 文 算 指 』 に 記 さ れ た ね ら い  

ク ラ ヴ ィ ウ ス の 『 実 用 算 術 概 論 』 は ， ほ ぼ 同 時 代 に 中 国 に も 伝 わ っ て

漢 訳 さ れ ， 利 瑪 竇 (授 )・ 李 之 藻 (演 )・ 徐 光 啓 (選 )『 同 文 算 指 』 ４ と し て

1 6 1 4 年 に 発 刊 さ れ た 。『同 文 算 指 』は 1 6 2 8 年『 天 学 初 函 』に ，さ ら に 1 7 8 2

年 に は『 四 庫 全 書 』に も 収 め ら れ た 。ま た ，『 天 学 初 函 』は ，中 国 で の 発

刊 か ら 早 く も 4 年 後 の 寛 永 9 年（ 1 6 3 2 年 ）に は 尾 張 藩 が 購 入 し た こ と が

記 録 に 残 っ て い る ５ 。  

1 6 1 4 年 発 刊 の 『 同 文 算 指 』 は ， 前 編 二 巻 ， 通 編 八 巻 か ら 構 成 さ れ て い

る 。 前 編 は ， 巻 上 で 十 進 記 数 法 と 整 数 の 加 減 乗 除 ， 巻 下 で 分 数 の 表 し 方

と 分 数 の 計 算 を 扱 っ て い る 。 通 編 は ， 巻 之 一 か ら 巻 之 八 ま で あ り ， 三 数

法 ，複 式 仮 定 法 ，級 数 ，開 平 方 ，開 立 方 に 関 す る 1 8 の 章 で 構 成 さ れ て い

る 。 漢 訳 し た 李 之 藻 が 記 し た 「 同 文 算 指 序 」 ６ に は 前 編 と 通 編 の 内 容 の

違 い に つ い て 以 下 の 記 載 が あ る 。  

前 編 は 「 前 編 は 要 点 を 記 し ， 私 〔 李 之 藻 〕 の 思 い は 既 に 半 ば を 過 ぎ て

い る 」(前 編 舉 要 則 思 已 過 半 ）と 記 さ れ ，計 算 の 基 礎 と し て 十 分 で あ る こ
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と を 示 し て い る 。 次 に 通 編 は 「〔『 実 用 算 術 概 論 』 か ら 〕 例 を 取 り 上 げ て

論 じ ， 世 間 の 人 に 通 ず る よ う に 〔 漢 訳 〕 し て ， ま た 九 章 〔 中 国 の 古 来 の

算 術 の 問 題 〕で 補 っ て 加 え た が ，原 著 の 範 囲 を 超 え た も の で は な か っ た 。」

（ 通 編 稍 演 其 例 以 通 俚 俗 間 取 九 章 補 綴 而 卒 不 出 原 書 之 範 圍 ） と 記 さ れ ，

容 易 に 理 解 で き る よ う に 中 国 の 算 術 問 題 を 補 っ た こ と を 示 し て い る 。  

「 同 文 算 指 序 」に 記 さ れ た「 私（ 李 之 藻 ）の 思 い 」の 内 容 に つ い て は ，

次 の 箇 所 が 該 当 す る 。  

「 そ の 術 〔 西 洋 の 算 術 の 計 算 法 〕 は 算 筹 を 操 る の で は な く ， 筆 を

使 う〔 筆 算 で 計 算 す る 〕。日 用 に 便 利 で あ る こ と に つ い て 嬉 し く 思

い ， 食 を 忘 れ て 訳 し ， つ い に 帙 に 〔 文 巻 を す る ま で に 〕 な っ た 。

加 減 乗 除 は 総 じ て 中 国 の も の と 異 な ら な い 。 分 数 と 割 合 計 算 に お

い て は ， 特 に 奥 深 く 流 暢 で あ り ， 多 く の 古 賢 が 未 だ に 明 ら か に し

て い な い 主 旨 が 多 か っ た 。 盈 縮 ， 句 股 ， 開 方 ， 測 圜 は 旧 法 で は 難

し い が ， 新 訳 で は 簡 便 で あ る 。」（ 其 術 不 假 操 觚 苐 資 毛 頴 喜 其 便 于

日 用 退 食 譯 之 久 而 成 帙 加 減 乗 除 總 亦 不 殊 中 土 至 於 竒 零 分 合 特 自 玄

暢 多 昔 賢 未 發 之 旨 盈 縮 句 股 開 方 測 圜 舊 法 最 囏 新 譯 彌 捷 ） ７  

利 瑪 竇 と 李 之 藻 が 『 実 用 算 術 概 論 』 か ら ， ど ん な 例 を 取 り 上 げ て 論 じ

た か は 明 ら か で な い が ， 李 之 藻 は ， 西 洋 算 術 の 筆 算 に つ い て 大 き な 興 味

を 示 し ， そ れ を 習 得 し ， 中 国 算 術 に 採 り 入 れ よ う と し て い る ８ 。 こ こ で

採 り 入 れ よ う と し た 筆 算 は ，「加 減 乗 除 は 中 国 の も の と 異 な ら な い 」の で

あ る か ら ， 単 な る 計 算 術 と し て で は な い 。 筆 算 を 使 用 し た 「 分 数 と 割 合

計 算 」 に ， そ の よ さ を 見 い だ し て い る の で あ る 。  

『 同 文 算 指 』の「 分 数 と 割 合 計 算 」に 関 す る 章 は ，「 分 数 」に 関 し て は

前 編 巻 上 除 法 第 五 か ら 前 編 巻 下 通 問 第 十 五 ま で ，「割 合 計 算 」に 関 す る 章

は 通 編 巻 之 一 三 率 準 測 法 第 一 か ら 通 編 巻 之 四 疉 借 互 徴 法 ま で ，「つ い に
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文 巻 を す る ま で に な っ た 」 程 ， 多 く の 内 容 を 扱 っ て い る 。  

 李 之 藻 が 「 九 章 で 補 っ て 加 え た 」 と 記 し た 「 九 章 」 は ， 中 国 算 術 の 古

典 で あ る 『 九 章 算 術 』 ９ で は な く ，『 算 法 統 宗 』 １ ０ の 問 題 か ら 補 わ れ て

い る 。明 朝 末 期 に お い て『 九 章 算 術 』は 散 逸 し ，『 同 文 算 指 』で 補 わ れ た

問 は ，当 時 発 刊 さ れ 人 気 を 博 し た 算 術 書 で あ る『 算 法 統 宗 』に 由 来 す る 。

『 九 章 算 術 』の 章 題 は 中 国 算 術 の 伝 統 と し て 継 承 さ れ ，『算 法 統 宗 』に も

採 用 さ れ て い た 。 中 国 算 術 で は ，「 分 数 」 は 「 方 田 」 の 章 （『 九 章 算 術 』

は「 方 田 」の 章 に 前 半 部 分 ，『算 法 統 宗 』「方 田 」の 章 の 始 ま る 前 の 部 分 ）

に 位 置 付 い て い る 。ま た ，「割 合 計 算 」に つ い て は ，「衰 分 」（『 算 法 統 宗 』

で は 「 差 分 」） の 章 と ，「 盈 不 足 」（『 算 法 統 宗 』 で は 「 盈 朒 」 ） の 章 に 位

置 付 い て い る 。  

 『 同 文 算 指 』 と 『 実 用 算 術 概 論 』 を 比 べ る と ， 次 の 2 点 に つ い て 特 徴

が 見 つ か る 。 1 点 目 は 「 分 数 」 に 関 す る 章 で ， 両 者 の 章 立 て が 異 な る こ

と で あ る 。 2 点 目 は 「 割 合 計 算 」 に 関 す る 章 で ， 『 同 文 算 指 』 に は 『 実

用 算 術 概 論 』 の 漢 訳 の 問 に 加 え ， 多 く の 問 題 が 『 算 法 統 宗 』 の 問 題 か ら

補 わ れ て い る こ と で あ る 。  

  

(2) 『 実 用 算 術 概 論 』 に 記 さ れ た ね ら い  

ク ラ ヴ ィ ウ ス 著『 実 用 算 術 概 論 』の 序 文 に は ，「 算 術 論 」と「 本 書 の 目

的 」に つ い て 記 述 さ れ て い る 。最 初 に ，「 私 が 評 価 す る 算 術 な し に は ，プ

ラ ト ン が 言 わ ん と し た 学 問 的 な 知 識 も あ り 得 な い し ， 人 間 の 社 会 そ の も

の も 成 立 し な い 」１ １ と ，古 代 の 哲 学 者 プ ラ ト ン の 名 を 挙 げ て 算 術 の 存 在

意 義 を 記 し て い る 。  

『 同 文 算 指 』の 編 者 の 徐 光 啓 が 記 し た「 刻 同 文 算 指 序 」に は ，「 数 学 を

廃 棄 す る な ら 周 公 や 孔 子 の 教 え は 乱 れ て し ま う 。」（ 使 數 學 可 廢 則 周 孔 子
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教 踳 矣 ）１ ２ と 述 べ て ，中 国 文 明 を 代 表 す る 周 公 旦 と 孔 子 を 挙 げ ，西 洋 文

明 の プ ラ ト ン と 比 し て い る 。  

次 に ，「大 抵 ，人 々 の 繋 が り は 商 取 引 や 契 約 に よ っ て 維 持 さ れ て い る が ，

様 々 の こ と が 起 こ る 。出 納 の 計 算 や 支 払 い や 返 還 を 要 求 す る 場 合 」１ ３ な

ど で 計 算 が 必 要 で あ る と 記 し ，実 用 面 で の 算 術 の 有 用 性 に 言 及 し て い る 。

た だ し ，実 務 と し て の 計 算 術 に 留 ま る こ と な く ，「プ ラ ト ン が 述 べ た よ う

に ， 算 術 を 日 常 生 活 か ら 切 り 離 し 高 め る 者 こ そ が ， 知 性 や 教 養 を 世 俗 か

ら 切 り 離 し 高 め る 」 １ ４ と ， 学 問 と し て の 算 術 の 意 義 を も 示 し て い る 。  

さ ら に ，ク ラ ヴ ィ ウ ス は ，「他 の 学 問 は 算 術 に 依 存 す る と こ ろ が 大 き く ，

算 術 が 倒 れ れ ば 他 の 学 問 も 動 揺 し 倒 れ て し ま う 。 天 文 学 者 や 幾 何 学 者 も

計 算 に 誤 り が あ れ ば 論 証 に 失 敗 す る 」１ ５ と し て ，学 問 と し て の 算 術 の 重

要 性 を 記 し ， さ ら に ， 幾 何 的 な 量 を 対 象 と す る 天 文 学 と 幾 何 学 に お い て

も 算 術 が 必 要 で あ る こ と を 記 し て い る 。  

徐 は ，利 瑪 竇（ マ テ オ・リ ッ チ ）が ，「 そ の 道 を 論 じ ，理 を 論 じ る 時 ，

い つ も 根 本 に 戻 り 実 学 に 基 づ き ， 一 切 の 虚 玄 や 玄 妄 の 説 を 絶 対 取 り 除 い

て い た 」（ 其 言 道 言 理 既 皆 返 本 蹠 實 絶 去 一 切 虚 玄 妄 之 説 ） １ ６ と 述 べ て い

る 。 さ ら に 「 数 に 象 る 学 は す べ て 遡 及 的 に 源 流 を 継 承 し ， 根 が 付 い て 葉

は 着 し ， 上 は 九 天 を 究 め 遍 く 万 物 を 明 ら か に す る 。」（ 而 象 數 之 學 亦 皆 遡

源 承 流 根 附 葉 著 上 窮 九 天 旁 之 説 ） １ ７ と 記 し ， 数 に 象 る 学 （ 数 学 的 諸 学 ）

は 理 論 的 な 系 統 性 が あ り 相 互 に 関 連 す る こ と で ， 多 く の 事 象 が 解 明 さ れ

る と 述 べ て い る 。  

そ れ は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 伝 え よ う と し た 算 術 の 有 用 性 と ， 学 問 と し て

の 算 術 の 意 義 に つ い て は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス か ら 学 ん だ イ エ ズ ス 会 士 で あ る

利 瑪 竇（ マ テ オ ・ リ ッ チ ） １ ８ に よ っ て ，正 確 に 徐 光 啓 に 伝 え ら れ た こ と

を 示 し て い る 。  
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第 2 節  『 実 用 算 術 概 論 』 と 『 同 文 算 指 』 の 「 分 数 」  

『 実 用 算 術 概 論 』 の 章 は C a p . 1 か ら C a p . 5 ま で が 記 数 法 と 整 数 の 加 減

乗 除 ， C a p . 6 か ら C a p . 1 0 ま で が 分 数 表 記 と 分 数 の 主 要 な 性 質 ， C a p . 1 1

か ら C a p . 1 6 ま で が 分 数 の 加 減 乗 除 と 練 習 問 題 と で 構 成 さ れ て い る １ ９ 。

こ の C a p . 1 か ら C a p . 1 6 ま で の 1 6 章 の 内 容 が ，『同 文 算 指 』前 編 第 一 か ら

第 十 五 の 1 5 章 に 位 置 付 い て い る ２ ０ 。  

(1) 記 数 法 と 整 数 の 加 減 乗 除  

C a p . 1「 整 数 の 数 え 上 げ 」（ N u m e r a t i o  i n t e g r o r u m  n u m e r o r u m）  

C a p . 2「 整 数 の 加 法 」（ A d d i t i o  i n t e g r o r u m  n u m e r o r u m）  

C a p . 3「 整 数 の 減 法 」（ S u b t r a c t i o  i n t e g r o r u m  n u m e r o r u m）   

C a p . 4「 整 数 の 乗 法 」（ M u l t i p l i c a t i o  i n t e g r o r u m  n u m e r o r u m）  

C a p . 5「 整 数 の 除 法 」（ D i v i s i o  i n t e g r o r u m  n u m e r o r u m）  

C a p . 1 に 対 応  前 編 巻 上 「 定 位 第 一 」  

C a p . 2 に 対 応  前 編 巻 上 「 加 法 第 二 」  

C a p . 3 に 対 応  前 編 巻 上 「 減 法 第 三 」  

C a p . 4 に 対 応  前 編 巻 上 「 乗 法 第 四 」  

C a p . 5 に 対 応  前 編 巻 上 「 除 法 第 五 」  

 １ 節 は 整 数 の 記 数 法 と 加 減 乗 除 の 計 算 に つ い て の 部 分 で あ る 。 C a p . 5

「 整 数 の 除 法 」 の 中 で ， 余 り の 表 記 と し て 分 数 が 提 示 さ れ て い る 。 こ の

部 分 で は ，『 同 文 算 指 』と『 実 用 算 術 概 論 』は 章 の 数 ，順 序 ，内 容 ，と も

に 同 等 で あ る 。  

①  C a p . 1「 整 数 の 数 え 上 げ 」 と 「 定 位 第 一 」 の 内 容 比 較  

「 整 数 の 数 え 上 げ 」 と は ， ア ラ ビ ア ・ イ ン ド 式 の 数 字 と 記 数 法 の 説

明 で あ る 。『 同 文 算 指 』 で は 記 数 法 を 定 位 と 訳 し ， さ ら に ，「 後 世 乃 為

珠 算 而 其 法 較 便 然 率 以 定 位 」 と 記 し ， 珠 算 の 位 取 り と の 関 連 で 説 明 し
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て い る ２ １ 。『 実 用 算 術 概 論 』 で は ， 3 桁 ず つ “ M i l l e” 区 切 り の 読 み 取

り で 説 明 さ れ て い る ２ ２ 。  

『 同 文 算 指 』 で は 萬 単 位 の 4 桁 で

区 切 ら れ て お り ， 8 億 は 「 八 億 即 數 萬 萬 數 」 ２ ３ と 記 さ れ て い る 。  

 

②  C a p . 2「 整 数 の 加 法 」 と 「 加 法 第 二 」 の 内 容 比 較  

現 代 の 筆 算 の 記 述 と 同 様 に ， 一 位

を 揃 え ， 下 位 か ら 計 算 し ， そ の 後 繰

り 上 が り を 含 め 計 算 す る こ と が ， 図

中 の 数 値 を 用 い て 説 明 さ れ て い る ２ ４ 。 

図 中 の 右 の た す き 掛 け 部 分 は 検 算 結 果 で あ る 。 4 つ の 数 そ れ ぞ れ を

9 で 割 っ た 余 り を 足 す と 2 6 に な る 。さ ら に そ れ を 9 で 割 っ た 余 り は 8

に な り ， た す き 掛 け の 左 に 置 く 。 ま た 4 つ の 数 の 和 を 9 で 割 っ た 余 り

も 8 に な り ， そ れ を た す き 掛 け の 右 に 置 い て ， 検 算 と し て い る 。 た だ

し ， す べ て の 数 を 9 で 割 る の は 煩 雑 な た め ， 以 下 の 方 法 で 代 替 し て い

る 。    

答 の 7 7 7 2 3 0 に つ い て ，上 の 位 の 数 か ら 順 に ，7＋ 7＝ 1 4 ,  1＋ 4＝ 5（ こ

れ は 1 4÷ 9 の 余 り で あ る ）， 5＋ 7＝ 1 2 ,  1＋ 2＝ 3 ,  3＋ 2＝ 5 ,  5＋ 3＝ 8 と

な る 。 こ の よ う に 9 の 剰 余 数 を 用 い て 計 算 し て い る 。  

珠 算 の 場 合 の 検 算 で は ，繰 り 返 す か 逆 を 辿 る か す れ ば よ い の で あ る

か ら ， 上 記 の よ う な 検 算 は 『 同 文 算 指 』 で は 「 繁 砕 に し て 用 い 難 し 」

と な る 。『 実 用 算 術 概 論 』 は ， 学 問 と し て の 「 算 術 」 の 教 科 書 ・ 理 論

書 と し て ， 方 法 の 説 明 だ け で な く ， 方 法 の 確 実 性 を 示 す 裏 付 け が 必 要

で あ っ た 。  
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③  C a p . 3「 整 数 の 減 法 」 と 「 減 法 第 三 」 の 内 容 比 較  

4 0 0 0 1 3 4 - 6 7 8 2 3 = 3 9 3 2 3 1 1 の 計 算 は 位 を 揃 え ， 下 位 か ら 計 算 し ， 繰 り

下 が り を 含 め 次 の 桁 を 計 算 す る こ と が 説 明 さ れ て い る 。  

検 算 方 法 と し て は ，7 の 剰 余

数 と ， 9 の 剰 余 数 を 使 用 す る 。

7 の 剰 余 数 の 場 合 ， 4 0 0 0 1 3 4 の

余 り が 5， 6 7 8 2 3 の 余 り が 0 と

な り 。そ の 差 の 3 9 3 2 3 1 1 の 余 り

が 5  （ s u p e r s u n t  5 .） な の で

確 か め ら れ る ２ ５ 。  

下 の 部 分 は 減 法 を 加 法 の 逆 で 検 算 し た 例 示 で あ る ２ ６ 。  

『 同 文 算 指 』 で は ， 同 様 の 筆 算 に よ る 減 法 と 九 去 法 と 七 去 法 に よ っ

て 検 算 が 説 明 さ れ て い る 。  

 

④  C a p . 4「 整 数 の 乗 法 」 と 「 乗 法 第 四 」 の 内 容 比 較  

6× 5＝ 3 0 に つ い て 「 5 の 6 回 分 と し て 確 か に 3 0 が 受 け ら れ る 。」

（ n u m e r u s  5 .  s e x i e s .  q u o  p a c t o  

s e m p e r  a c c i p i e n t u r  3 0 . ） と の 定 義

が あ り ，そ の 後 ，「ピ ュ タ ゴ ラ ス の 表 」

（ t a b u l a m  P y t h a g o r i c a m） ２ ７ が 提 示

さ れ る 。 続 い て ， こ の 表 の 使 い 方 の

説 明 が あ る 。        

検 算 に つ い て は ， 乗 法 と 除 法 の 逆

の 関 係 か ら 示 す も の と ，剰 余 数 の 下 一 桁 の 同 値 か ら 説 明 す る も の と の

2 通 り の 方 法 を 示 し て い る 。  
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9× 8＝ 7 2  に つ い て は ， 下 一 桁 の 2 と ( 1 0 - 9 )× ( 1 0 - 8  ) = 1× 2＝ 2  が

同 値 で あ る こ と か ら 確 か め て い る 。  

6 0 0 3 9 4× 8＝ 4 8 0 3 1 5 2 に つ い て は ， 6 0 0 3 9 4÷ 9＝ 6 6 7 1 0… 4   8÷ 9 は

余 り 8， 4× 8＝ 3 2， 3 2÷ 9＝ 3… 5  と な り ，こ の 余 り 5 は 4 8 0 3 1 5 2÷ 9＝

5 3 3 6 8 3… 5  の 余 り 5 と 同 じ で 確 か め ら れ て い る ２ ８ 。 た だ し ， 本 文 で

は ， 割 り 算 を 行 わ ず ， 数 の 各 位 の 値

を 使 い 計 算 し て い る 。 6 0 0 3 9 4 は 上 の

桁 か ら ， 6 + 3＝ 9， 9 + 9＝ 1 8， 1 8 も 各 位

の 値 を た し て 1 + 8＝ 9，9 + 4＝ 1 3，よ っ

て 1 + 3 = 4 こ れ が ， 上 記 た す き 左 の 数 4 で あ る 。 た す き 右 に 8 を 記 し ，

4× 8 = 3 2 よ っ て 3 + 2＝ 5  こ れ を 上 に 記 し て ， 検 算 結 果 を 表 し て い る 。  

4 8 0 3 1 5 2 は ， 4 + 8 = 12,   1 + 2 = 3,   3 + 3 = 6,   6 + 1 = 7,   7 + 5 = 12,    1 + 2 = 3,     

 3 + 2 = 5 と な る 。こ の 5 を た す き 下 に 記 し ， た す き 上 の 5 と 同 値 で あ

る こ と を 確 認 し て い る 。  

4 3 0 3 1 5 2× 6 0 0 3 9 4 に つ い て は ，

左 の よ う に 9 の 剰 余 数 を 使 っ

た 検 算 ( p e r 9 )と ，7 の 剰 余 数 を

使 っ た 計 算 で 検 算 ( p e r 7 )と し

て い る 。計 算 方 法 は ，位 取 り を

意 識 し た ，現 代 の 筆 算 の 方 法 と

同 じ で あ る 。  

章 の 最 後 に ， 1 0 倍 ， 1 0 0 倍 ， 1 0 0 0 倍 ， 1 0 0 0 0 倍 に つ い て の 説 明 が 記

さ れ て い る ２ ９ 。  

「 3 4 0 6× 4 0 0 0 を 求 め る な ら ， 0 0 0 を 取 り 除 い た 数 4 を か け ， 出 て

き た 1 3 6 2 4 に ゼ ロ ( c i f r a )を 加 え れ ば 1 3 6 2 4 0 0 0 で あ る 。」（ U t  s i  
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m u l t i p l i c a n d u s  s i t  n u m e r u s  3 4 0 6 .  p e r  4 0 0 0 .  r e j e c t i s  c i f r i s  0 0 0 ,  

m u l t i p l i c e t u r  d a t u s  n u m e r u s  p e r  4 .  &  n u m e r o  p r o d u c t o  1 3 6 2 4 .  

a p p o n a n t u r  e a e d e m  c i f r a e ,  h o c  m o d o ,  1 3 6 2 4 0 0 0 .）   

『 同 文 算 指 』 で は ， 九 九 の 表 「 九 九 相 乗 圖 」 に 「 附 九 九 相 乗 歌 」 が 付

け 加 え て あ る 。  

一 一 如 一 ，一 二 如 二 ，二 二 如 四 ，一 三 如 三 ，二 三 如 六 ，三 三 如 九 ，

… … … …  ３ ０  

こ の 「 九 九 相 乗 歌 」 は 『 同 文 算 指 』 で 付 け 加 え ら れ た も の で あ り ， 段

の 意 識 は な い 。『 実 用 算 術 概 論 』 で は ， 3 番 目 の 段 が 「 3 が 足 さ れ る こ と

を 続 け て い く 」（ p e r  c o n t i n u a m  a d d i t i o n e m  3 .  P r o g r e d i t u r） と 説 明 さ

れ て い る ３ １ 。一 方『 同 文 算 指 』に は そ の 記 載 が な く ，九 九 の 暗 記 を 重 視

し て い る こ と が 分 か る 。   

 

⑤  C a p . 5「 整 数 の 除 法 」 と 「 除 法 第 五 」 の 内 容 比 較   

 加 減 乗 法 の 筆 算 が 今 と 変 わ ら な い の に 対 し て ， 除 法 の 計 算 方 法 は 大 き

な 違 い が あ る 。 1832487 ÷ 469 = 3907
104

469
 を 次 の よ う に 計 算 し て い る ３ ２ 。                   

商 の 上 一 桁 を 3 と 置 き ， 計 算 を 進 め る 。 1 8－ 4× 3＝ 6  

次 に ， 4 6 9 の 2 桁 目 に つ い て 計 算 す る 。 6 3－ 6× 3＝ 4 5 と

な る 。 3 桁 目 が こ の 表 で あ る 。 4 5 2－ 9× 3＝ 4 2 5 を 表 し て

い る 商 の 上 1 桁 が 3 で 確 定 す る 。4 6 9 を 再 度 下 段 に 記 す 。    

次 に 商 の 2 桁 目 を 計 算 す る 。 上 一 桁 目 と 同 じ く 4， 6，

9 に つ い て 計 算 す る 。4 2－ 4× 9＝ 6，6 5－ 6× 9＝ 1，1 1 4－ 9

× 9＝ 3 3 と な り ， 2 桁 目 の 9 が 確 定 す る 。 商 の 3 桁 目 は 3

か ら 4 は 引 け な い の で ０ と な る 。  
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同 様 に 続 け て 4 桁 目 は 7 と な り ，

1 0 4 が 残 る 。 商 は ， 3907
104

469
 で あ る 。

そ し て ， 4 5 6 7 8÷ 2 3 6＝ 1 9 3  
130

236
 は 2 3 6

× 1 9 3  + 1 3 0＝ 4 5 6 7 8 か ら 検 算 し て い

る ３ ３ 。  

 

⑥ C a p . 1 - 5 の ま と め  

筆 算 に よ る 整 数 の 四 則 計 算 を 習 得 す る こ と が ， 算 術 学 習 の 基 本 で あ る

と 記 し て い る ３ ４ 。 一 方 ，『 同 文 算 指 』 で は 算 術 学 習 の 基 本 に つ い て 以 下

の よ う に 著 し て い る 。  

「 加 減 乗 除 の 四 則 計 算 は 共 に 一 巻 に あ り ， こ の 算 學 の 綱 領 に 習 熟

す れ ば 自 ず と 巧 み に な る 。 詳 細 は 別 巻 に 記 載 す る 。」（ 加 減 乗 除 四

法 共 一 巻 算 學 綱 領 習 熟 自 精 變 化 之 妙 詳 載 別 巻 ） ３ ５  

 整 数 の 加 減 乗 除 の 計 算 が 算 術 の 基 本 で あ る が ， 除 法 の 余 り の 表 記 と し

て 必 要 と な る 分 数 が あ る の で ， 分 数 を 扱 う 別 巻 の 学 習 へ 進 む 必 要 性 が あ

る こ と を 示 し て い る 。 こ の 表 記 は ，『 九 章 算 術 』 ３ ６ の 算 術 に つ い て の 以

下 の 記 載 と 同 等 で あ る 。  

 「 除 数 と 被 除 数 と は そ ろ っ て い な い 場 合 が 多 く あ り ， 算 術 を 行 う

場 合 ， ま ず 分 数 計 算 を 習 得 し な け れ ば な ら な い 。」（ 法 實 相 推 動 有

参 差 故 為 術 者 先 治 諸 分 ）  

李 之 藻 は 西 洋 の 筆 算 を 中 国 に 紹 介 す る の で あ る が ， 整 数 の 加 減 乗 除 の

計 算 に 関 し て ， 筆 算 が 算 筹 ・ 算 盤 に 勝 る と は 提 示 し て い な い 。 筆 算 が 算

筹・算 盤 と 比 べ「 奥 深 く 流 暢 」な の は ，整 数 の 加 減 乗 除 の 計 算 で は な く ，

別 巻 の 分 数 に お い て で あ る 。  
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(2) 分 数 の 表 記 と 主 要 な 性 質  

C a p . 6「 分 数 の 数 え 上 げ 」（ N u m e r a t i o  f r a c t o r u m  n u m e r o r u m）                                                            

C a p . 7「 分 数 の 評 価 ま た は 値 」（ A e s t i m a t i o ,  s i v e  v a l o r  f r a c t o r u m  

n u m e r o r u m）                                                          

C a p . 8「 分 数 の 最 小 ， す な わ ち 限 界 の 数 へ の 還 元 」 （ R e d u c t i o  

f r a c t o r u m  n u m e r o r u m  a d  m i n i m o s  n u m e r o u s ,  s i u e  t e r m i n o s）                                                            

C a p . 9「 分 数 の 分 割 」（ F r a c t i o n e s  f r a c t o r u m  n u m e r o r u m）                                                             

C a p . 1 0「 分 数 を 同 じ 分 数 に ， あ る い は 整 数 に ， ま た 整 数 を 分 数 に 還

元 す る こ と 」（ R e d u c t i o  f r a c t o r u m  n u m e r o r u m  a d  e a n d e m  

d e n o m i n a t i o n e m ,  &  a d  i n t e g r a ,  n e c n o n  i n t e g r o r u m  a d  

f r a c t i o n e m  q u a m c u n q u e）  

し か し ，『 実 用 算 術 概 論 』1 5 8 5 年 版 で は ,  C a p . 8～ C a p . 1 0 に 変 更 が あ る 。 

C a p . 8「 分 数 の 分 割 」（ F r a c t i o n e s  f r a c t o r u m  n u m e r o r u m）                                                       

C a p . 9「 分 数 の 最 小 ， す な わ ち 限 界 の 数 へ の 還 元 」 （ R e d u c t i o  

f r a c t o r u m  n u m e r o r u m  a d  m i n i m o s  n u m e r o u s ,  s i u e  t e r m i n o s）                                                                 

C a p . 1 0「 分 数 を 同 じ 分 数 に ， あ る い は 整 数 に ， ま た 整 数 を 分 数 に 還

元 す る こ と ，ま た ，さ ら に 分 数 の 分 数 を 簡 単 な 分 数 に 還 元 す

る こ と 」（ R e d u c t i o  f r a c t o r u m  n u m e r o r u m  a d  e a n d e m  

d e n o m i n a t i o n e m ,  &  a d  i n t e g r a ,  n e c n o n  i n t e g r o r u m  a d  

f r a c t i o n e m  q u a m  c u n q u e ,  a c  d e n i q u e  f r a c t i o n u m  f r a c t o r u m  

n u m e r o r u m  a d  s i m p l i c e s  f r a c t i o n e s）  

（ 下 線 部 は ， 1 5 8 5 年 版 で の 追 加 の 部 分 ）  

対 応 す る 『 同 文 算 指 』 の 章 は ， 前 編 巻 下 「 奇 零 約 法 第 六 」，       

「 奇 零 併 母 子 法 第 七 」，「 奇 零 索 析 約 法 第 八 」，「 化 法 第 九 」 で あ る が ， 両

書 は 章 の 数 も 内 容 も 一 致 し な い 。  



174 

 

① C a p . 6「 分 数 の 数 え 上 げ 」 の 内 容  

ア  分 数 の 表 記  S c r i b i t u r３ ７  

「 分 子 の 下 に 分 母 」（ D e n o m i n a t o r  d i r e c t o  s u b  N u m e r a t o r e）  

「 5 分 の 3 は  
3

5
 と 表 記 さ れ る 」（ U t  t r e s  q u i n t a e  p a r t e s  h o c  m o d o  

s c r i b u n t u r ,  
3

5
.  p r o n u n t i a t u r .）  

読 み は t r e s  q u i n t a e（ 英 語 に す れ ば t h r e e  f i f t h s） で あ る 。  

イ  分 数 の 起 こ り O r i u n t u r  

次 に ，「 分 数 は ど こ か ら 現 れ る か 」（ F r a c t i o n e s  u n d e  o r i a n t u r）

と し て ，「 4 6 が 7 ご と 分 け ら れ る と き 」（U t  c u m  d i v i d u n t u r  4 6 .  p e r 7 .）  

「 6 回 で あ り  余 り は 4 で あ る 」（ Q u o t i e n s  e s t  6 .  s u p e r s u n t q u e  4 .）

「 そ の 分 数 部 分 は  
4

7
 で あ り , 全 体 で は 6

4

7
回 で あ る 」（ F i t  e r g o  

h u i u s m o d i  f r a c t i o ,  
4

7
．  i t a  u t  t o t u s  Q u o t i e n s  s i t  6

4

7
 .） こ の よ

う に ， 分 数 を 商 の 表 記 法 と し て 説 明 し て い る 。  

そ し て ，割 り 算 の 逆 が 掛 け 算 で あ る こ と か ら 確 か め て い る ３ ８ 。記

述 内 容 を ， 式 記 号 を 使 っ て 書 き 換 え る と 以 下 の よ う で あ る 。  

    1 2÷ 3＝ 4 は ， 4× 3＝ 1 2  で あ る こ と か ら 見 つ け る ，  

4÷ 7＝
4

7
  

4

7
× 7＝ ４ ，3÷ 4＝

3

4
  

3

4
× 4＝

12

4
＝ 3  と 確 か め て い る 。 

 

② C a p . 7  「 分 数 の 評 価 ま た は 値 」 の 内 容                                                     

ア   分 数 の 価 値  v a l o r３ ９  

分 子 を 留 め 分 母 を 減 ら す （   
1

6
 .  

1

5
 .

1

4
 .

1

3
 .

1

2
） ，  

分 母 を 留 め 分 子 を 増 や す (  
1

7
 .  

2

7
 .

3

7
 .

4

7
 .

5

7
,

6

7
) 

そ の 場 合 ， 分 数 の 価 値 は 大 き く な る 。  

イ  同 値 な 分 数  a e q u a l e s４ ０  

     
1

2
 .

8

16
 .

50

100
 .

100

200
 .

500

1000
               

3

4
 .

6

8
 .

36

48
 .

90

120
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  分 子 と 分 母 に 同 じ 数 を か け て も 同 値 で あ る 。故 に
2

3
と

6

9
   は 同 値 で あ る 。   

ウ  整 数 1 と 同 値 な 分 数  m i n u t i a  u n i  i n t e g r o  a e q u a l e s４ １  

2

2
 .

6

6
 .

20

20
 .

1000

1000
 は 同 値 で １ で あ る 。  

エ  整 数 1 よ り 欠 け て い る 分 数  m i n u t i a  m i n o r  f i t  u n o  i n t e g r o  ４ ２  

  1 よ り ，
2

3
は

1

3
，

4

7
は

3

7
 ，

9

10
は

1

10
 欠 け て い る 。  

オ  同 値 な 分 数 の 識 別  c o g n o s c e r e４ ３  

分 子 分 母 の 数 を 互 い に    

か け ， そ の 積 の 大 小 を  

比 較 す る 。 a d = b c  で あ れ ば
𝑎

b
=

𝑐

𝑑
で あ る こ と を 用 い て い る 。こ の 同 値 な  

分 数 の 判 断 の 理 論 的 裏 付 け が 記 さ れ て い る ４ ４ 。  

  
3

4
 と  

12

16
  が 同 値 で あ る こ と は u t  c o n s t a t  e x  p r o p o s . 1 9 .  l i b .  7 .  

E u c l .  （ エ ウ ク レ イ デ ス 7 巻 命 題 1 9 に お け る 理 由 に お い て 同

意 さ れ る ）  

カ  貨 幣 交 換  I u l i u s ,  B a i o c h u s ,  &  Q u a t r i n u s ４ ５    

I u l i u s  
4

7
 は  B a i o c h u s  

40

7
= 5

5

7
   

I u l i u s  
5

7
 は  B a i o c h u s  

50

7
=  7

1

7
 

   

③ C a p . 8「 分 数 の 最 小 ， す な わ ち 限 界 の 数 へ の 還 元 」 の 内 容  

ア  約 分  R e d u c t i o  f r a c t o r u m  n u m e r o r u m ４ ６    

   
36

72
=

1

2
     

1

2
=

36

72
 =  

500

1000
=  

826 

1652
    

イ  商  Q u o t i e n t e m４ ７    2 5 2 8 / 4 8 =  5 2
32

48
= 52

2

3
 

ウ  最 大 公 約 数  m a x i m u s  n u m e r u s  e s t  i l l o s  n u m e r a n s ,  d i v i d a t u r  ４ ８  

  
32

48
  分 子 の 3 2 と 分 母 の 4 8 を 1 6 で 割 る と ， 2 と 3 に な る 。  

 よ っ て
32

48
=  

2

3
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45

60
  分 子 と 分 母 の 数 は と も に 3， 5， 1 5 を 約 数 に も つ ，  

    そ の 最 大 の 1 5 で 分 子 分 母 の 数 を 割 っ て ，
45

60
=  

3

4
 

エ  既 約  m i n i m o s  n u m e r o u s ,  s i v e  t e r m i n u s４ ９  

   
60

96
  分 子 の 6 0  と 分 母 の 9 6 を 1 2 で 割 っ て ，

60

96
=  

5

8
 

        
48

103
  分 子 の 4 8  と 分 母 の 1 0 3 は 公 約 数 を も た な い の で  

48

103
  

分 数 表 示 は ， 既 約 分 数 で ， 帯 分 数 で 表 示 す る こ と を 確 認 し て い る 。  

 

④ C a p . 9「 分 数 の 分 割 」 の 内 容  

  ア  部 分 の 部 分 の 数 の 存 在  m i n u t i a  m i n u t i a r u m  u n d e  o r i a n t u r５ ０  

  「
3

5
 の  

4

7
 は  一 つ の 数 に な る 。」 同 様 に ，

2

3
 の  

3

4
 の  

1

6
  の  

1

2
 に つ い て

も 記 さ れ て い る 。  

1 5 8 3 年 初 版 で は ，「 部 分 の 部 分 の 数 の 存 在 」の 後 に 具 体 的 な「 部 分

の 部 分 」が 記 載 さ れ て い る 。こ の 記 述 は ，1 5 8 5 年 改 訂 版 で は C a p . 1 0

の 最 終 箇 所 に 移 さ れ て い る ５ １ 。  

イ  部 分 の 部 分  m i n u t i a  m i n u t i a r u m５ ２  

  「 部 分 の 部 分 」 は 一 つ の 数 に ま と め ら れ ， 分 子 に は 分 子 ， 分 母 に は

分 母 を 掛 け た も の で あ る と 記 さ れ て い る 。 こ の 章 は ， 分 数 の 乗 法 を

扱 う 章 で は な く ，分 数 の 基 本 に つ い て 扱 う 章 で あ る 。部 分 の 部 分 は ，

分 子 に は 分 子 ， 分 母 に は 分 母 を 掛 け る こ と で ， 一 つ の 数 で 表 す こ と

が で き る こ と を 示 し て い る の で あ る 。  

 

⑤ C a p . 1 0「 分 数 を 同 じ 分 数 に ， あ る い は 整 数 に ， ま た 整 数 を 分 数 に 還

元 す る こ と 」 の 内 容  

ア  通 分 r e d u c t i o  f r a c t o r u m  n u m e r o r u m５ ３  
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2

3
  と

3

4
 を 通 分 す る と  

8

12
 と

9

12
 と な る こ と が 以 下 の よ う に 説 明  

   さ れ て い る 。  

「 分 母 の 3 か ら と ，分 母 の 4 に お い て ，共 通 の 分 母 1 2 が 作 ら れ

る 」（ E x  d e n o m i n a t o r e  3 .  i n  d e n o m i n a t o r e m  4 .  f i t  d e n o m i n a t o r  

c o m m u n i s  1 2 .）  

 「 前 者 の 分 数 の 分 子 2 か ら と ， 後 者 の 分 母 4 か ら ， 分 子 の 8 が

作 ら れ る 」（ I t e m  e x  2 .  n u m e r a t o r e  p r i o r i s  m i n u t i e  i n  4 .  

d e n o m i n a t o r e m  p o s t e r i o r i s  f i t  n u m e r a t o r  8 .）  

通 分 の 理 論 的 な 裏 付 け が 以 下 の よ う に 記 さ れ て い る 。  

「 実 に
8

12
が

2

3
に 等 し い こ と は ， 分 子 分 母 の 2 つ の 数 の そ れ ぞ れ に

4 を 掛 け た も の と 同 じ で あ る こ と で あ り ， こ れ は エ ウ ク レ イ デ

ス 7 巻 命 題 1 7 . 1 8 に お け る 理 由 に お い て 同 意 さ れ る か ら で あ る 。」

（ Q u o d  e n i m  
8

12
.  a e q u i v a l e a n t  

2

3
 . c o n s t a t  e x  p r o p o s . 1 7 .  &  1 8 .  

l i b .  7 .  E u c l .  p r o p t e r e a  q u o d  u t e r q u e  n u m e r u s  h u i u s  

m u l t i p l i c a t u s  p e r  e u n d e m  n u m e r u m  4 .）  

 イ  最 小 公 倍 数 を 使 っ た 通 分  

   「
1

2
  と

2

3
 と

3

4
 と

1

5
 を 通 分 す る 。 分 母 の 2 , 3 , 4 , 5  か ら は 1 2 0 が 作 ら れ

る 。」 が ，「 こ の 分 母 の 法 則 は ， エ ウ ク レ イ デ ス 7 巻 命 題 3 6 . 3 8 に

よ っ て 得 ら れ る 」５ ４ と ，原 論 の 最 小 公 倍 数 に 関 わ る 命 題 が 示 さ れ

て い る 。 そ し て ， 最 小 公 倍 数 6 0 を 導 い て い る 。   

「 分 母 の 2 . 3 . 4 . 5 か ら 計 算 さ れ た 数 え ら れ た 最 小 公 倍 数 の 6 0」

（ 6 0 .  m i n i m u m  a  q u a t t u o r  d e n o m i n a t o r i b u s  2 . 3 . 4 . 5 .  n u m e r a t u m）    

５ ５    

「
1

2
  と

2

3
 と

3

4
 と

1

5
 の 通 分 は ，

60

120
  と

80

120
 と

90

120
 と

24

120
で あ り ，  

10

60
と

40

60
と

45

60
と

12

60
と な る 」 と ， 続 い て い る 。  
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 ウ  分 数 と 整 数   

「 分 数  
60

12
 が あ る 。も し 分 子 が 分 母 で 割 り き れ る な ら ，整 数 の 5

に 還 元 さ れ る だ ろ う 。」（ U t  h o c  m i n u t i a  
60

12
.   S i  n u m e r a t o r  

d i v i d a t u r  p e r  d e n o m i n a t o r e m ,  r e d u c e t u r  a d  5  I n t e g r a .） ５ ６  

 エ  仮 分 数 と 帯 分 数  

「 分 数 の
100

7
は 14

2

7
 に 導 か れ る だ ろ う 。」（ m i n u t i a  

100

7
,  r e d i g e t u r  

a d  14
2

7
） ５ ７  

理 由 と し て ，「 そ れ は 分 子 が 1 4× 7＋ 2＝ 1 0 0 で あ る か ら で あ る 」

と 記 さ れ て い る 。  

 

⑥ 『 同 文 算 指 』「 奇 零 約 法 第 六 」 の 内 容  

ア  分 数 表 記 ５ ８  

「 4 6÷ 7＝ 6… 4， 余 り の 4 を 七 之 四 と 言 う 。
七

四
 は 七 之 四 で あ る 。」  

と 記 さ れ て い る 。（ 中 国 に お け る 分 数 表 記 は 七 分 之 四 で あ り ，分 母 と

分 子 を  ―  の 上 下 に 記 し 一 つ の 数 と し て 表 記 す る こ と は な か っ た 。

西 洋 に 分 数 表 記 を 中 国 に 紹 介 し た の が『 同 文 算 指 』で は ，“ 4  p e r  7”  

を 「 七 之 四 」 と 訳 出 し ， 上 記 の よ う に  ―  の 上 に 分 母 ， 下 に 分 子 の

数 が 記 さ れ た 。『 同 文 算 指 』 の 分 数 表 記 は ，『 実 用 算 術 概 論 』 と は 上

下 が 逆 の 表 記 が 使 わ れ て い る 。本 稿 で は ，『実 用 算 術 概 論 』に 合 わ せ

て 『 同 分 算 指 』 も 分 数 表 記 を す る ）。  

イ  分 数 の 大 小 ５ ９  

   「 そ の 多 寡 は 分 子 分 母 の 2 つ 数 で ， 分 母 の 数 が 同 じ な ら ， 分 子 の

数 に よ る 」（ 其 執 多 執 寡 以 子 母 二 數 互 衆 母 數 相 同 則 但 據 子 數 ）  
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例 と し て「
3

7
が 少 ，

5 

7
が 多 」 が 示 さ れ て い る 。 次 に 異 分 母 の 場 合 ，「 母

子 互 乗 」 で 比 べ る こ と が 記 さ れ て い る 。  

   
2

3
<

6

8
 (

16

24
＜

18

24
よ り )     

1

2
>

20

41
 (

41

82
>

40

82
よ り )   

3

4
=

12

16
 (

48

64
=

48

64
よ り )            

ウ  同 値 な 分 数 ６ ０  

1

2
＝

8

16
＝

50

100
＝

100

200
   ，    

3

4
＝

6

8
＝

36

48
＝

90

120
                  

エ  既 約 ６ １   

32

48
=

2

3
,  

468

676
=

9

13
    ,      

2047

6359
は そ の ま ま                  

 

⑦ 『 同 文 算 指 』「 奇 零 併 母 子 法 第 七 」 の 内 容  

ア  通 分 ６ ２      

両 母 相 乗 得 共 母 數 次 以 両 母 互 乗 両 子 得 各 子 數  

  
2

3
と

3

4
 は ，「 両 母 相 乗 」 に よ っ て 12， 「 以 両 母 互 乗 両 子 」 に よ っ て

8 と 9  な の で
8

12
と

9

12
 」 と 記 さ れ て い る 。   

他 に   
1

2
と

2

3
と

3

4
と

1

5
 は  

60

120
と

80

120
と

90

120
と

24

120
 

        
1

2
と

2

3
と

3

4
と

1

5
 は  

30

60
と

40

60
と

45

60
と

12

60
   

     
5

6
と

7

12
は ，

20

24
と

14

24
  が 記 さ れ て い る 。  

 

⑧ 『 同 文 算 指 』「 奇 零 索 析 約 法 第 八 」 の 内 容  

ア  「 部 分 の 部 分 の 数 」 の 存 在   奇 數 有 析 之 又 析 ６ ３     

例 と し て 「
4

7
の

3

5
 と  

2

3
の

3

4
の

1

6
の

1

2
」  

イ  部 分 の 部 分 ６ ４  乗 法 と し て 説 明 さ れ て お り 「 部 分 の 部 分 」 と は 意  

識 さ れ て い な い 。  

   
4

7
の

3

5
は  「 母 數 五 七 得 三 十 五 子 數 三 四 得 一 十 二 」 で  

   
12

35
で あ る 。  

2

3
の

3

4
の

1

6
の

1

2
は  「 母 數 三 乗 四 得 一 十 二 又 一 十 二 乗     

   六 得 七 十 二 又 七 十 二 乗 二 得 一 百 四 十 四 為 共 母 數 子 數 二 乗 三 得 六  
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又 一 六 只 六 又 一 六 只 六 為 共 子 數 一 百 四 十 四 之 六 依 約 法 乃 即 二 十  

四 之 一 」
2×3×1×1

3×4×6×2
=

6

144
=

1

24
  と ， 計 算 の 仕 組 み が 説 明 さ れ て い る 。  

 

 ⑨ 『 同 文 算 指 』「 化 法 第 九 」 の 内 容  

 帯 分 数 と 仮 分 数 ６ ５  

「 帯 分 数 」（整 數 後 帯 奇 零 ）は ，「そ の 方 法 は 整 数 と 分 母 の 数 を 乗 し ，

分 子 の 数 を 入 れ た も の を ， 分 母 の 数 で 除 す る 」（ 其 法 以 母 數 乗 整 數

以 乗 得 數 併 入 子 數 却 以 母 數 除 之 ）。 つ ま り ， 化 法 は ， 帯 分 数 と 仮 分

数 の 変 換 法 で あ る 。  

  例 と し て ， 6
3

5
=

33

5
 ，7

4

5
=

39

5
， 

56

7
= 8 ，

47

9
= 5

2

9
 が 記 さ れ て い る 。               

 

(3) 分 数 の 加 減 乗 除 と 連 分 数 ， 練 習 問 題  

C a p . 1 1「 分 数 の 加 法 」（ A d d i t i o  f r a c t o r u m  n u m e r o r u m）  

C a p . 1 2「 分 数 の 減 法 」（ S u b t r a c t i o  f r a c t o r u m  n u m e r o r u m）                    

C a p . 1 3「 分 数 の 乗 法 」（ M u l t i p l i c a t i o  f r a c t o r u m  n u m e r o r u m）  

C a p . 1 4「 分 数 の 除 法 」（ D i v i s i o  f r a c t o r u m  n u m e r o r u m）  

C a p . 1 5「 分 数 の 接 ぎ 木 」（ I n s i t i o  f r a c t o r u m  n u m e r o r u m）  

C a p . 1 6「 い く つ か の 練 習 問 題 」（Q u a e s t i u n c u l a e  n o n n u l l a e  n u m e r o r u m  

C A P . 1 1 に 対 応   前 編 巻 下 「 奇 零 加 法 第 十 」   

C A P . 1 2 に 対 応   前 編 巻 下 「 奇 零 減 法 第 十 一 」   

C A P . 1 3 に 対 応   前 編 巻 下 「 奇 零 乗 法 第 十 二 」  

C A P . 1 4 に 対 応   前 編 巻 下 「 奇 零 除 法 第 十 三 」  

C A P . 1 5 に 対 応   前 編 巻 下 「 重 零 除 盡 法 第 十 四 」  

C A P . 1 6 に 対 応   前 編 巻 下 「 通 問 第 十 五 」  

『 同 文 算 指 』と『 実 用 算 術 概 論 』と は ，章 数 ，順 序 ，内 容 も 同 等 で あ る 。 
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①  C a p . 1 1「 分 数 の 加 法 」 と 「 奇 零 加 法 第 十 」 の 内 容 比 較  

「 も し 分 数 の 加 法 で 同 分 母 な ら ， 足 さ れ る も の は 分 子 で あ る 」

（ S i  m i n u t i a e  a d d e n d a e  h a b e a n t  e u n d e m  d e n o m i n a t o r e m ,  

a d d e n d i  s u n t  n u m e r a t o r e s ,） ６ ６   

ア  同 分 母 の 加 法
2

13
+ 

4

13
 +  

6

13
=  

12

13
  分 子 の 2 + 4＋ 6 = 1 2  よ り 求 め ら れ る 。 

イ  分 数 と 整 数   
3

10
+  

7

10
=  

10

10
  こ の 分 数 は 整 数 と な り １ で あ る 。  

 ウ  帯 分 数 表 示  
4

7
+  

3

7
+ 

5

7
+

6

7
=  

18

7
 と な る が ，帯 分 数 で 表 し  2

4

7
 で あ る 。 

    
4290

5005
+  

4620

5005
+ 

4550

5005
+

4004

5005
=  

17464

5005
 と な る が ，帯 分 数 で 表 し 3

2449

5005
 で あ る 。 

  エ  帯 分 数 の 加 法  

8 + 
3

5
=  8

3

5
   8 +  4

2

3
= 12

2

3
     8

2

7
+ 4

6

7
= 12

8

7
= 13

1

7
        8

2

3
+ 4

3

4
= 12

17

12
= 13

5

12
  

  オ  異 分 母 の 加 法  

    
2

3
+

3

4
=

17

12
             

2

3
+ 

3

4
+ 

4

5
+

5

7
=  

17

12
+ 

4

5
+

5

7
=  

133

60
 + 

5

7
=  

1231

420
= 2

391

420
    

カ  点 検  「 し か し ，加 法 の 点 検 は ，除 法 を 用 い て な さ れ る 」（ P r o b a t i o  

a u t e m  a d d i t i o n i s  f i t  p e r  s u b t r a c t i o n e m） ６ ７  

『 同 文 算 指 』で は ，同 分 母 の 加 法 ，分 数 と 整 数（ 数 値 は
4

10
+ 

6

10
=  

10

10
= 1)６ ８ ，

と 続 き ， 次 に 異 分 母 の 加 法 ， そ の 後 帯 分 数 表 示 ， 帯 分 数 加 法 が 記 さ れ

て い る 。そ し て ，最 後 に『 実 用 算 術 概 論 』と 同 じ く ，「 若 欲 試 加 法 之 有

差 則 用 奇 零 減 法 」（も し 加 法 に 違 い が あ る か 試 す な ら ，分 数 の 減 法 を 用

い る ） と 記 さ れ て い る 。          

 

②  C a p . 1 2「 分 数 の 減 法 」 と 「 奇 零 減 法 第 十 一 」 の 内 容 比 較                   

「 分 数 の 加 法 」と 同 様 に ，「 も し 二 つ の 分 数 で ，大 か ら 小 を 引 く と き ，

同 分 母 な ら ， 引 か れ る も の は 分 子 で あ る 」 ６ ９ と ， 説 明 さ れ て い る 。  

ア  同 分 母 の 減 法  
8

17
− 

5

17
=  

3

17
   同 分 母 1 7 な の で 分 子 の 8－ 5 = 3  よ り

求 め ら れ る 。  
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イ  異 分 母 の 減 法  
8

9
−  

2

3
=  

24

27
− 

18

27
=  

6

27
   同 分 母 に し て 分 子 を 引 く 。  

ウ  整 数 － 分 数   10 − 4
3

5
= 9 

5

5
−  4

3

5
=  5

2

5
  

エ  帯 分 数 の 減 法      10
1

2
− 6 

3

4
=  9

3

2
−  6

3

4
= 3 

6

8
と な る 。  

オ  点 検  
7

9
− 

3

4
=

1

36
 と

1

36
＋

3

4
=

7

9
  を 示 し ， 減 法 の 逆 と し て 加 法 が 使 用 さ

れ て い る 。  

『 同 文 算 指 』 で は ， 同 分 母 の 減 法 ， 異 分 母 の 減 法 ， 整 数 － 分 数 ， 帯 分

数 の 減 法 と 続 き ，『実 用 算 術 概 論 』に は な い 問 題「 帯 分 数 － 真 分 数 9
1

33
−

4

11
 

=  8
2

3
 」が 追 加 さ れ て い る 。さ ら に『 実 用 算 術 概 論 』と 同 じ く  

7

9
− 

3

4
=

1

36
 と

1

36
＋

3

4
=

7

9
  を 示 し ， 減 法 の 逆 と し て 加 法 が 説 明 さ れ て い る 。 最 後 に 「 補

前 章 以 減 法 試 加 法 」 と し て ，
4

144
+ 

108

144
=

112

144
 と

112

144
−

108

144
=

4

144
 が 補 わ れ て い る

７ ０ 。  

 

③  C a p . 1 3「 分 数 の 乗 法 」 と 「 奇 零 乗 法 第 十 二 」 の 内 容 比 較  

「 分 数 の 乗 法 は ， 分 母 分 子 そ れ ぞ れ を か け る 」 と 説 明 さ れ て い る ７ １ 。  

ア  分 数 の 乗 法  
2

3
×

3

4
=

6

12
=

1

2
 

イ  整 数 と 分 数 の 乗 法  8×
4

5
=

8

1
×

4

5
=

32

5
= 6

2

5
 

ウ  帯 分 数 の 乗 法  8× 3
5

6
=

8

1
×

23

6
=

184

6
= 30

4

6
         4

2

3
×

1

2
=

14

3
×

1

2
=

14

6
= 2

2

6
 

4
1

2
× 3

1

5
=

9

2
×

16

5
=

144

10
= 14

4

10
 

エ  検 算  乗 法 と 除 法  「 乗 法 に 反 し て 除 法 で 検 算 さ れ る 。」

（ E x a m i n a t u r  a u t e m  m u l t i p l i c a t i o n  p e r  d i v i s i o n e m） ７ ２   

  
1

2
 ×  

4

7
 =

4

14
に つ い て

4

14
 ÷

4

7
 =

28

56
=

1

2
  で あ る こ と を 示 し て い る 。  

『 同 文 算 指 』 で は ， 分 数 の 乗 法 ， 整 数 と 分 数 の 乗 法 ， 帯 分 数 の 乗 法 に

つ い て は ，同 一 の 値 で 計 算 さ れ て い る 。検 算 に つ い て は ，『 実 用 算 術 概

論 』 の 値 と は 異 な る 値 で 説 明 さ れ て い る ７ ３ 。     

   
2

3
 ×  

3

4
 =

6

12
 に つ い て

6

12
 ÷

2

3
 =

18

24
=

3

4
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④  C a p . 1 4「 分 数 の 除 法 」 と 「 奇 零 除 法 第 十 三 」 の 内 容 比 較  

ア  分 数 の 徐 法  

「 商 は ，二 つ の 分 子 分 母 の 数 を 交 互 に 掛 け る と  
6

2
  で あ り ，そ れ は

整 数 の 3 で あ る 。」（ M u l t i p l i c a t i s  i g i t u r  t a m  n u m e r a t o r i b u s ,  

q u a m  d e n o m i n a t o r i b u s  i n t e r  s e ,  p r o d u c e t u r  m i n u t i a  h a e c   
6

2
 .  

h o c  e s t ,  n u m e r u s  3 .  p r o  Q u o e t i e n t e .） ７ ４    

    
1

2
÷

1

6
=

1

2
×

6

1
=

6

2
= 3    次 に  

2

5
÷

3

7
=

2

5
×

7

3
=

14

15
 を 扱 っ て い る 。  

イ  い ろ い ろ な 分 数 の 除 法  整 数 ÷真 分 数 ， 整 数 ÷帯 分 数 ， 真 分 数 ÷

整 数 ， 真 分 数 ÷帯 分 数 ， 帯 分 数 ÷真 分 数 ， 帯 分 数 ÷帯 分 数  

  帯 分 数 は 仮 分 数 に し て ， 二      

つ の 分 子 分 母 の 数 を 相 互 に   

掛 け ，生 じ た 分 数 を ，整 数 ，  

帯 分 数 ， 真 分 数 で 表 し ， 商  

（ Q u o e t i e n t e）と し て い る 。 

『 同 文 算 指 』 に は 「 除 数 倒    

列 子 母 」 と し て ， 分 子 分 母  

を ひ っ く り 返 し て 掛 け れ ば  

よ い こ と が 明 記 さ れ て い る  

が ， そ う し て も よ い 理 由 は 明 確 で な い 。
6

7
 ÷ 

2

7
 = 3 に つ い て  

6

7
 ÷ 3 =

2

7
   

で あ る こ と ， 6 ÷
1

2
 = 12   は ， 6 ÷ 12 =

1

2
 が 説 明 さ れ て い る ７ ５ 。  

ウ  検 算  除 法 と 乗 法 ７ ６  

  
4

5
 ÷ 

1

2
 =

8

5
= 1

3

5
  と  1

3

5
 ×

1

2
 =

8

10
=

4

5
 

    
6

7
 ÷ 

2

7
 =

42

14
= 3  と  

6

7
 ÷ 3 =

2

7
      6 ÷ 

1

2
 = 12  と  6 ÷ 12 =

1

2
 

エ  問 題 ７ ７  

  
3

4
 ÷ 

8

9
 =

27

32
           6

1

2
 ÷ 1

2

5
 =

39

10
= 3

9

10
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    1 5 8 5 年 改 訂 版 で は 次 の 式 が 追 加 さ れ て い る ７ ８ 。   

100
1

2
 ÷ 10 

3

4
 =

802

86
= 9

30

86
= 9

15

43
     3

1

5
 ÷ 1

1

2
 =

32

15
= 2

2

15
 

『 同 文 算 指 』 で は ， 分 数 の 除 法 と ， い ろ い ろ な 分 数 の 除 法 に つ い て

は 同 一 の 値 が 使 わ れ て い る 。除 法 と 乗 法 に つ い て は 6 ÷ 
1

2
 = 12  と  6 ÷

12 =
1

2
 の み 記 さ れ て い る ７ ９ 。  

 

⑤  C a p . 1 5「 分 数 の 接 ぎ 木 」 と 「 重 零 除 盡 法 第 十 四 」 の 内 容 比 較  

ア  算 術 の 習 慣  S o l e n t  a r i t h m e t i c i８ ０ 。  

「 2 つ に 減 じ ら れ た
2

3
.

3

4
.」（ d u a b u s  m i n u t u s  

2

3
.

3

4
.） は ， 最 初 の 分 数 で あ

る
3

4
の 3 の 場 所 に

2

3
を 加 え る 。 こ れ は 「 接 ぎ 木 」（ i n s i t i o） と 呼 ば れ

る と 説 明 さ れ て い る 。  

 イ  重 要  M a g n u m８ １   

「 一 つ の 数 に ま と め ら れ こ と を 示 し た 9 章 で 扱 っ た「 部 分 の 部 分 」

（ C a p . 9 .  m i n u t i a  m i n u t i a e  a d  s i m p l i c e m  m i n u t i a m  r e d u c e r e  d o .）      

2

3
 
3

4
=

6

12
=

1

2
  こ の 「 部 分 と 部 分 」 と 分 数 の 「 接 ぎ 木 」 と を 区 別 す る こ

と が 重 要 な の で あ る 。  

ウ  分 数 の 接 ぎ 木  i n s i t i o  f r a c t o r u m  n u m e r o r u m ８ ２  

接 ぎ 木 と 呼 ば れ る d u a b u s  m i n u t u s  
2

3
.

3

4
.  ( 2 つ の 部 分

2

3
.

3

4
.)は ，   

11

12
と な

る こ と が 説 明 さ れ て い る 。 こ れ を ， 式 で 表 記 す る と    
3+

2

3

4
＝  

9+2

3

4
=

11

3

4
=

11

12
 

と な る 。 続 い て ，  

   
2

 3
.

3

4
.

2

5
.

4

7
.     は        

4+
2+

3+
2
3

4
5

7
＝   

4+
2+

11
3
4

5

7
=  

4+
2+

11
12

5

7
=  

4+

35
12
5

7
=    

4+
35

60

7
 =  

275

60

7
 =

275

420
=

55

84
 で あ る  

と 説 明 さ れ て い る 。  

 エ  部 分 の 部 分  m i n u t i a  m i n u t i a e８ ３  

    
2

3
.

1

4
.

1

5
.

1

7
.  部 分 の 部 分  

2

3
×

1

4
×

1

5
×

1

7
=

2

420
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3

4
.

1

5
.

1

7
.  部 分 の 部 分  

3

420
.        

                  
2

5
.

1

7
.  部 分 の 部 分  

2

35
  

                   
2

420
.

3

140
.

2

35
.  部 分 の 部 分 で あ る 3 つ の 数 に

4

7
を 加 え る と  

9432500

144060005
=

55

84
  

 オ  分 数 の 接 ぎ 木 と 約 分 ８ ４  

        
8+

2

3

12
＝

26

36
＝

13

18
 

 カ  分 数 の 除 法 と 余 り ８ ５  

   2 0
1

4
÷ 1 2 の 商 は 1 あ ま り 8

1

4
で あ る 。そ れ は ， 2 0

1

4
か ら 1 2 は 1 回 引 く こ

と が で き 残 り が 8
1

4
だ か ら で あ る 。2 0

1

4
÷ 1 2 = ( 2 0 +

1

4
) ÷ 12 = 20 ÷ 12 +

1

4
÷ 12 =

1
8

12
+

1

4

12
＝ 1 +

8+
1

4

12
 と な る 。

8+
1

4

12
=

32+1

4

12
=

33

32

12
=

33

48
=

11

16
  と な る 。  

一 方 ，分 数 の 除 法 で は ， 2 0
1

4
÷ 1 2 =

81

48
= 1

33

48
= 1

11

16
 と な る 。さ ら に「 部

分 の 部 分 」 を 使 っ て  
8+

1

4

12
=

1

4
×

1

12
+ 8 ×

1

12
=

1

48
+

8

12
=

396

576
=

11

16
 と な る こ と が

詳 し く 記 述 さ れ て い る 。 分 数 の 除 法 で も ， 余 り の 部 分 を 一 つ の 分 数

で 表 そ う と し た の で あ る 。  

「 部 分 と 部 分 」 と 「 分 数 の 接 ぎ 木 」 を 区 別 し ， 両 者 の 使 い 方 が 示

さ れ て い る 。  

 
15

2

3

4
=

12

4
+

3
2

3

4
= 3 + (

3

4
+

2

3

4
) = 3 +

3

4
+

2

12
= 3 +

44

48
= 3

11

12
 ，

8
1

4

12
=

33

4

12
=

33

12×4
=

33

48
 

『 同 文 算 指 』で は ，「 重 零 除 蓋 法 」の 説 明 の 記 載 が あ り ，続 い て「 假 如

四 人 剖 一 十 五 零 三 之 二 」 ８ ６ の 解 法 に つ い て 説 明 し て い る 。  

   1 5
2

3
÷ 4＝ 3  … 3

2

3
  こ の 余 り に つ い て

3+
2

3

4
=

9+2

3

4
=

11

3

4
=

11

12
 ( 1 5

2

3
÷ 4＝ 3

11

12
)  

2

 3
.

3

4
.

2

5
.

4

7
.     は       

4+
2+

3+
2
3

4
5

7
＝   

4+
2+

11
3
4

5

7
=  

4+
2+

11
12

5

7
=  

4+

35
12
5

7
=    

4+
35

60

7
 =  

275

60

7
 =

275

420
=

55

84
 

  「 假 如 以 一 十 二 人 剖 二 十 整 數 零 四 之 一 者 」 ８ ７  
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    2 0
1

4
÷ 1 2＝ 1  … 8

1

4
  こ の 余 り に つ い て

8+
1

4

12
=

32+1

4

12
=

33

32

12
=

33

48
=

11

16
   

部 分 の 部 分 を 使 っ て  
8+

1

4

12
=

1

4
×

1

12
+ 8 ×

1

12
=

1

48
+

8

12
=

396

576
=

11

16
 

 

⑥  C a p . 1 6  練 習 問 題  

   数 と 計 算 の 練 習 問 題 が 1 4 問 出 題 さ れ て い る ８ ８ 。  

 問 1  「 2 3 を 減 ず る と 4 7 が 残 る 数 は 何 か 。」（A  Q u o  n u m e r o  s u b d u c t a  s u n t ,  

v e l  s u b d u c i  d e b e n t  2 3 .  u t  r e m a n e a n t  4 7  ?）  

 こ の 整 数 の 問 題 と 併 記 し て ，「   
4

11
 を 減 ず る と  8

2

3
 が 残 る 数 は 何 か 。」

（ v e l  s u b d u c i  d e b e n t  
4

11
 .  u t  r e m a n e a n t  8

2

3
 ?）。 解 き 方 は  「 こ

の よ う な 問 題 は 加 法 を 用 い て 説 明 さ れ る 。」（ H u i u s m o d i  

q u e s t i o n e s  s o l u u n t u r  p e r  a d d i t i o n e） と 記 さ れ ， 整 数 の 問 題 に

続 け て 分 数 の 問 題 を 解 答 し て い る 。  

   「 確 か に ， 数 の 減 じ ら れ た も の に 減 じ ら れ た 分 を 加 え て 計 算 す れ

ば ， 減 じ ら れ る 数 が 見 い だ せ る で あ ろ う 。」（ S i  e n i m  n u m e r u m  

s u b t r a c t u m ,  s u b t r a h e n d u m u e  a d i c i a s  n u m e r o ,  q u i  r e l i n q u i  d e b e t ,  

c o n s i c i e s  n u m e r u m .）。つ ま り ， 4 7＋ 2 3＝ 7 0  と 求 め る こ と が 説 明

さ れ て い る 。 整 数 の 解 き 方 を 参 考 に し て 分 数 の 問 題 も 解 く の で あ

る 。  

問 2  「  8 7 か ら 減 ず る と 2 6 が 残 る 数 は 何 か 」と 対 応 さ せ て ，「  
8

13
 を 減

ず る と  
2

7
 が 残 る 数 は 何 か 」 を 問 う 。  

問 3  「  3 8 を 加 え る と 8 3 に な る 数 は 何 か 」 と 対 応 さ せ て ，「  4
8

9
 を 加

え る と 15
11

18
 に な る 数 は 何 か 」 を 問 う 。  

問 4  「 1 0 0 と 3 4 9 の 差 は 何 か 」 と 対 応 さ せ て ，「  6
1

2
 と  2 0  

3

4
 の 差 は 何

か 」 を 問 う 。  

問 5  「 9 で 割 る と 3 4 と な る 数 は 何 か 」と 対 応 さ せ て ，「
1

2
 で 割 る と 4  

1

3
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と な る 数 は 何 か 」 を 問 う 。  

以 下 1 4 問 ま で ，加 減 ，乗 除 の 関 係 を 使 っ た 多 様 な 分 数 問 題 が ，整 数 の

問 題 で の 解 き 方 を 参 照 に し て 構 成 さ れ て い る 。『 同 文 算 指 』 で は ，『 実

用 算 術 概 論 』の 1 4 問 の 相 当 問 題 の ど れ も が ，整 数 の 解 き 方 を 参 照 に し

て ， 分 数 の 問 題 が 提 示 さ れ て い る ８ ９ 。  

 

(4) 変 更 か ら の 考 察  

①  変 更 さ れ た 章 立 て  

『 実 用 算 術 概 論 』の C a p . 6 か ら C a p . 1 0 の 5 つ の 章 は ，分 数 の 表 記 と 主

要 な 性 質 を 説 明 し て い る 節 で あ り ，『同 文 算 指 』前 編 巻 下 の 奇 零 約 法 第 六

か ら 化 法 第 九 の 4 つ の 章 に 相 当 す る 。 し か し ， 両 書 の 該 当 部 分 で は 章 の

数 も 内 容 も 一 致 し な い 。 さ ら に ，『 実 用 算 術 概 論 』 の 同 章 は ， 1 5 8 3 年 版

と 1 5 8 5 年 版 と の 間 に は ，章 の 構 成 順 や 内 容 に つ い て も 差 異 が 認 め ら れ る 。 

章 の 構 成 順 や 内 容 に つ い て の 差 異 を 明 確 に す る た め ，『同 文 算 指 』と『 実

用 算 術 概 論 』 及 び 日 本 の 現 行 小 学 校 指 導 課 程 と を 比 較 し た 。  

『 同 文 算 指 』   『 実 用 算 術 概 論 』 の 章   小 学 校  

内 容         前 編 巻 下     1 5 8 3 年 版  1 5 8 5 年 版   指 導 課 程  

分 数 の 表 記    奇 零 約 法 第 六     6 章    6 章    小 2・ 3 年  

分 数 の 大 小    奇 零 約 法 第 六     7 章    7 章      小 3 年   

同 値 な 分 数    奇 零 約 法 第 六     7 章    7 章     小 4 年  

約 分       奇 零 約 法 第 六     8 章    9 章     小 5 年  

既 約       奇 零 約 法 第 六     8 章    9 章     小 5 年  

通 分       奇 零 併 母 子 法 第 七    1 0 章    1 0 章     小 5 年  

部 分 の 部 分     奇 零 索 析 約 法 第 八   9 章    8 章 ･ 1 0 章   該 当 な し  
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帯 分 数 と 仮 分 数  化 法 第 九       1 0 章    1 0 章    小 5 年   

こ の 表 か ら ，『同 文 算 指 』の 構 成 は ，現 行 の 小 学 校 算 数 指 導 に も 相 当 す

る 段 階 を 踏 ん で い る こ と が 分 か る 。ま た『 実 用 算 術 概 論 』 1 5 8 3 年 版 の 構

成 も ，「 部 分 の 部 分 」 を 扱 う 章 を 除 く と ，『 同 文 算 指 』 や 現 行 の 小 学 校 算

数 指 導 と の 類 似 性 が 高 い 。し か し ，1 5 8 5 年 版 で は 構 成 が 変 更 さ れ て お り ，

何 ら か の 意 図 が 見 て と れ る 。   

ま た ， 上 記 の 表 か ら ， 4 者 の 構 成 上 の 違 い は 「 部 分 の 部 分 」 の 内 容 に

あ る こ と が 推 察 さ れ る 。 こ の 「 部 分 の 部 分 」 は ，『 同 文 算 指 』「 奇 零 索 析

約 法 第 八 」に あ た る 内 容 で ，『実 用 算 術 概 論 』の 1 5 8 3 年 版 と 1 5 8 5 年 版 で

章 立 て の 変 更 が さ れ た 箇 所 に あ た る 。そ し て ，「部 分 と 部 分 」に つ い て は ，

現 行 の 小 学 校 算 数 指 導 で は ， 小 学 校 6 年 の 「 分 数 の か け 算 と わ り 算 」 の

中 で 分 数 の 乗 法 の 基 本 と し て 扱 わ れ る 内 容 で あ っ て ，「部 分 の 部 分 」９ ０ が

一 つ の 数 に な る こ と は 特 に は 意 識 さ れ て い な い 。  

 『 実 用 算 術 概 論 』 の 1 5 8 3 年 版 と 1 5 8 5 年 版 と ， そ し て 『 同 文 算 指 』 で

の こ の よ う な 章 立 て の 違 い は ， ど こ か ら 来 た の で あ ろ う か 。 可 能 性 と し

て 考 え ら れ る の は ，「部 分 の 部 分 」の 扱 い の 違 い で あ る 。ギ リ シ ャ 算 術 で

も 中 国 算 術 で も 「 部 分 の 部 分 」 は 分 数 の 乗 法 と 捉 え ら れ て い る が ， イ ン

ド 算 術 で は 約 分 ・ 通 分 と 同 等 の 「 分 数 の 基 礎 」 と し て 扱 わ れ て い た ９ １ 。

イ ン ド 算 術 か ら の 影 響 を 受 け て 成 立 し た の が 中 世 の 西 洋 算 術 で あ る た め ，

『 実 用 算 術 概 論 』の 1 5 8 3 年 版 で は 独 立 し た 重 要 な 章 と し て「 部 分 の 部 分 」

を 扱 っ て い る 。し か し ，改 訂 さ れ た 1 5 8 5 年 版 で は ，ギ リ シ ャ 算 術 の 理 論

的 一 貫 性 の 中 で 修 正 さ れ た と 考 え ら れ る 。 一 方 『 同 文 算 指 』 で は ， 1 5 8 5

年 版 の よ う な 修 正 と は 明 ら か に 違 い ， 中 国 算 術 独 自 の 分 数 理 論 の 中 で 修

正 さ れ た も の と 考 え ら れ る 。  

詳 し く 見 て み る 。 イ ン ド 算 術 の 『 リ ー ラ ー ヴ ァ テ ィ ー 』 ９ ２ で は ，「 通
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分 」 と 「 部 分 の 部 分 」 と を 合 わ せ て 「 分 数 の 同 色 化 」 と 記 さ れ て い る 。

こ れ は「 部 分 の 部 分 」を 分 数 の 乗 法 規 則 と は 別 に 位 置 づ け る こ と で あ る 。

そ し て ， こ の 概 念 は イ ン ド 算 術 を ア ラ ビ ア 経 由 で 西 洋 に 伝 え た ピ サ の レ

オ ナ ル ド の 『 計 算 の 書 』（ L i b e r  A b b a c i） ９ ３ に も 見 い だ せ る 。 整 数 の 除

法 を 扱 う『 計 算 の 書 』の 第 5 章 で ，「 分 数 の 同 色 化 」を 余 り の 表 記 方 法 と

し て の 分 数 の 説 明 の 中 で 位 置 づ け ， 次 章 の 分 数 乗 法 へ 繋 げ て い る 。 こ れ

は 明 ら か に ， 同 値 な 数 ， 約 分 ， 通 分 ， 帯 分 数 ， 仮 分 数 な ど の 分 数 の 基 本

概 念 の 一 つ と し て 「 部 分 の 部 分 」 を と ら え ， 分 数 の 乗 法 規 則 と 区 別 し て

い る こ と を 示 し て い る 。  

中 国 算 術 の 古 典 で あ る 『 九 章 算 術 』 で 分 数 の 四 則 計 算 を 扱 う 「 方 田 」

の 章 で は ，「部 分 の 部 分 」は 分 数 の 基 本 概 念 の 一 つ と し て 示 さ れ て お ら ず ，

分 数 の 乗 法 規 則 の 中 に 含 ま れ て い る ９ ４ 。こ れ は ，ギ リ シ ャ 算 術 の 扱 い と

同 等 で あ る 。  

 

② 「 部 分 の 部 分 」 の 扱 い  

 『 実 用 算 術 概 論 』  1 5 8 3 年 版 と 1 5 8 5 年 版 ，『 同 文 算 指 』 の 構 成 の 違 い

は ，「部 分 の 部 分 」の 扱 い か ら 生 じ て い る 。こ の「 部 分 の 部 分 」に つ い て ，

『 実 用 算 術 概 論 』  1 5 8 3 年 版 に は 次 の よ う に 記 載 さ れ て い る 。  

部 分 の 部 分 m i n u t i a  m i n u t i a e ９ ５  

  「 こ の 部 分 の 部 分
3

5
 

4

7
 は ， 分 子 の か け 算 が 1 2 を 作 り ， 分 母 の そ れ

が 3 5 を 作 る の で ， 一 つ の 分 数
12

35
に 帰 さ れ る だ ろ う 。 そ の 結 果 ，

完 全 な 1 の 七 分 の 四 の 五 分 の 三 が ，完 全 な １ の  
12

35
 を 含 む よ う に

な る 。」（ U t  h a e c  m i n u t i a  m i n u t i a e  
3

5
.

4

7
.  r e d u c e t u r  a d  h a n c  

s i m p l i c e m  f r a c t i o n e m  
12

35
.  q u i a  m u l t i p l i c a t i o  n u m e r a t o r u m  

f a c i t  1 2 .  d e n o m i n a t o r u m  a u t e m  3 5 .  i t a  u t  t r e s  q u i n t a e  q u a t u o r  
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s e p t i m a r u m  p a r t i u m  u n i u s  i n t e g r i  c o n t i n e a n t  
12

35
.  e i u s d e m  

i n t e g r i .）  

「 部 分 の 部 分 」は 一 つ の 数 に ま と め ら れ ，分 子 に は 分 子 ，分 母 に は 分

母 を 掛 け た も の で あ る と 記 さ れ て い る 。 こ の 章 は ， 分 数 の 乗 法 を 扱 う 章

で は な く ，分 数 の 基 本 に つ い て 扱 う 章 で あ る 。「 部 分 の 部 分 」は ，分 子 に

は 分 子 ， 分 母 に は 分 母 を 掛 け る こ と で ， 一 つ の 数 で 表 す こ と が で き る こ

と を 示 し て い る の で あ る ９ ６ 。  

「 更 に 同 様 に ， こ の 諸 部 分 の 部 分
2

3
 ，

3

4
 ，

1

6
，

1

2
は ， こ の 一 つ の 分

数
6

144
 に 帰 さ れ る だ ろ う 。こ れ ら（ 分 子 分 母 ）は 最 小 の 数 に 帰 さ れ

て
1

24
 に な る で あ ろ う 。 … （ 中 略 ） … 最 後 に ， こ の 諸 部 分 の 部 分

3

4
，

2

3
，  

3

5
 は  ， 一 つ の 数 の

18

60
 に 帰 さ れ る だ ろ う 。こ れ ら（ 分 子 分 母 ）

は 最 小 の 数 に 帰 さ れ て
3

10
に な る だ ろ う ｡」（ S i c  e t i a m  h a e c  m i n u t i a  

m i n u t i a r u m  
2

3
 .  

3

4
.  

1

6
.  

1

2
.  r e d u c e t u r  a d  h a n c  s i m p l i c e m  

6

144
.  q u a e  a d  

m i n i m o s  m u m e r o s  r e d u c t a  f a c i e t  
1

24
. … … … …  D e n i q u e  h a e c  

m i n u t i a  m i n u t i a r u m  
3

4
.  

2

3
.  

3

5
.  a d  h a n c  s i m p l i c e m  r e v o c a b i t u r  

18

60
.  q u a e  r e d u c t a  a d  m i n i m o s  n u m e r o s  f a c i e t  

3

10
.）   

 一 方 ，『 実 用 算 術 概 論 』  1 5 8 3 年 版 の 9 章 の 内 容 は ， 1 5 8 5 年 版 で は 8

章 と 1 0 章 に 分 け て 扱 わ れ て い る 。 8 章 「 分 数 の 分 割 」（ F r a c t i o n e s  

f r a c t o r u m  n u m e r o r u m） で は ，「 部 分 の 部 分 」（ m i n u t i a   m i n u t i a e） が

何 に な る か に つ い て の 実 例 は な く ， 次 の 記 述 で 終 わ っ て い る ９ ７ 。  

    「 ど ん な ふ う に 分 数 の 分 割 の 評 価 あ る い は 価 値 が 認 識 さ れ る

か ， 我 々 は 1 0 章 の 終 わ り で 教 え よ う 。 そ こ で 我 々 は 一 つ の 分

数 に 帰 す る だ ろ う 。」（ Q u o  p a c t o  a u t e m  a e s t i m a t i o ,  s i v e  u a l o r  

f r a c t i o n u m  f r a c t o r u m  n u m e r o r u m  c o g n o s c a t u r ,  d o c e b i m u s  a d  

f i n e m  C a p . .  1 0 .  u b i  e a s  a d  s i m p l i c e s  f r a c t i o n e s  
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r e v o c a b i m u s .）      

1 5 8 3 年 版 で は ，「 部 分 の 部 分 の 数 の 存 在 」 の 後 に 具 体 的 な 「 部 分 の 部

分 」 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 部 分 は ， 1 5 8 5 年 版 で は 1 0 章 の 最 終 部 分 ９ ８

に 移 さ れ て い る 。  

 『 実 用 算 術 概 論 』 の 「 部 分 の 部 分 」 に 対 応 す る 『 同 文 算 指 』 の 章 は ，

奇 零 索 析 約 法 第 八 で あ る 。こ の 章 で は ，「 奇 數 有 析 之 又 析 」と 記 し て「 部

分 の 部 分 の 数 の 存 在 」を 示 し ，「 母 數 五 七 得 三 十 五 子 數 三 四 得 一 十 二 」で

「 部 分 の 部 分 」 を 求 め て い る 。 こ の 章 で の 扱 い は 『 実 用 算 術 概 論 』 1 5 8 3

年 版 と 同 じ で あ る 。  

 

③ 「 部 分 の 部 分 」 に つ い て の 記 載 の 差 異 か ら  

『 実 用 算 術 概 論 』  1 5 8 5 年 版 は 8 章 で 「 部 分 の 部 分 」 が 一 つ の 数 に な

る こ と に つ い て 言 及 す る の に 留 め ， 1 5 8 3 年 版 の 9 章 で 扱 わ れ た「 部 分 の

部 分 」 の 具 体 的 な 値 に つ い て は ， 1 5 8 5 年 版 の 1 0 章 で 示 さ れ る こ と を 予

告 し て い る 。  

『 実 用 算 術 概 論 』 1 5 8 3 年 版 で も 1 5 8 5 年 版 で も ， 1 5 章 お い て 「 部 分 の

部 分 」は「 9 章 で 教 え た 」 ９ ９ と 記 載 さ れ て い る 。実 際 ， 1 5 8 3 年 版 は 記 述

の と お り 9 章 に 「 部 分 の 部 分 」 の 記 載 が あ る 。 と こ ろ が ， 1 5 8 5 年 版 で は

「 部 分 の 部 分 の 数 の 存 在 」は 8 章 で 示 し ，「 部 分 の 部 分 」の 数 は 1 0 章 に

移 さ れ て お り ， 9 章 に は 存 在 し な い 。 1 5 8 5 年 版 が 「 9 章 参 照 」 と 記 載 し

た の は ，明 ら か な 間 違 い で あ る 。こ れ ら は『 実 用 算 術 概 論 』の 中 で ，「 部

分 の 部 分 」 を 分 数 の 理 論 の 展 開 に ， ど の よ う に 位 置 づ け る か で 混 乱 が あ

っ た こ と が 考 え ら れ る 。  

 こ の 「 部 分 の 部 分 」 は ， 単 な る 分 数 の 乗 法 の 基 本 を 表 し て い る の で は

な く ，イ ン ド 数 学 が 示 し て い る よ う に 分 母 を 揃 え る「 分 数 の 同 色 化 」１ ０ ０
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と し て ， 通 分 と 同 等 な 分 数 の 基 本 と し て 捉 え て い る の で あ ろ う 。 そ の た

め ，「 部 分 の 部 分 」は ，分 数 の 四 則 計 算 の 前 に ，分 数 の 基 本 と し て 位 置 づ

け ら れ て い る 。さ ら に ，分 数 の 四 則 計 算 の 後 の 1 5 章 で は ，連 分 数 の 意 味

理 解 に つ い て 使 わ れ ， 重 要 な 概 念 で あ る と 記 さ れ て い る の で あ ろ う 。  

 『 同 文 算 指 』 と 『 実 用 算 術 概 論 』 1 5 8 3 年 版 で は ， こ の 「 部 分 の 部 分 」

は 1 つ の 章 で 構 成 さ れ て い る の で あ る が ，1 5 8 5 年 版 で は 8 章 と 1 0 章 の 2

つ の 章 に 分 け ら れ て い る の で あ る 。  

 

第 3 節『実 用算 術概論』 が中 国算術に 与え た影響  

『 同 文 算 指 』 の 「 前 編 奇 零 約 法 第 六 」 冒 頭 部 分 に ， 分 数 に つ い て の 説

明 が 記 さ れ て い る 。  

 「 お よ そ 数 の こ れ を 除 す る に 尽 く せ ぬ と き ， 法 を も っ て こ れ を 命

ず 。 そ れ は ， 余 り の 部 分 を ， 法 （ 除 数 ） で あ る 分 母 の 数 が 列 上 ，

實（ 被 除 数 ）で あ る 分 子 の 数 が 列 下 の 分 数 を 用 い る こ と で あ る 。」

（ 凡 數 除 之 不 盡 者 以 法 命 之 曰 幾 分 除 數 為 母
法

列 上 奇 數 為 子
實

列

下 ） １ ０ １  

こ の 文 は ， 『 同 文 算 指 』 で の 分 数 表 記 は 分 母 が 上 で 分 子 が 下 で あ る こ

と と ，割 り 切 れ な い 除 法 で は 余 り の 表 記 に 分 数 を 使 う こ と を 表 し て い る 。

余 り の 表 記 方 法 と し て 分 数 を と ら え る こ と は ， 『 九 章 算 術 』 で の 分 数 の

と ら え 方 と も ， 『 実 用 算 術 概 論 』 で の 分 数 の と ら え 方 と も 同 義 で あ る 。    

『 同 文 算 指 』 で 参 照 さ れ た 『 算 法 統 宗 』 で は ， 四 則 演 算 は 算 盤 の 使 用

に よ っ て 説 明 さ れ て い る 。 こ の 場 合 ， 基 本 的 に は 単 位 の 変 換 に よ っ て 計

算 結 果 を 表 し て い る 。 巻 之 四 粟 布 章 第 二 の 全 て が 割 り 進 め れ ば 割 り 切 れ

る 問 題 で あ り ， 単 位 の 変 換 に よ っ て 対 応 で き る た め ， 分 数 は 使 用 さ れ な

い の で あ る 。 た だ 一 つ の 例 外 の 問 と し て 「 原 借 入 布 一 疋 長 四 丈 闊 二 尺 今
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将 狹 布 闊 一 尺 八 寸 算 遝 問 該 長 若 干 」１ ０ ２ が あ る 。式 に す る と 4 0× 2÷ 1.8で

あ り ，商 は「 得 四 十 四 尺 不 尽 八 」（ 4 4 . 4 4 4… … )  と な っ て 割 り 切 れ な い こ

と が 示 さ れ て い る 。 こ の 場 合 ， 商 は 小 数 点 以 下 に 4 が 続 く 循 環 小 数 に な

り ， 有 限 で 表 記 で き な い た め ， 4 0× 2÷ 1.8＝ 44
4

9
 と な る 分 数 表 示 「 得 九 分

尺 之 四 合 問 」 を 使 用 す る の で あ る 。 つ ま り 循 環 小 数 の 場 合 だ け ， 分 数 を

使 用 し た 。  

1 6 世 紀 末 の 時 点 で は ，分 数 は 量 分 数 や 割 合 分 数 と し て と ら え ら れ て い

な か っ た と 考 え ら れ る 。 西 洋 で も 中 国 で も ， 割 り 切 れ な い 除 法 で の 余 り

の 表 記 に 分 数 が 使 わ れ た の で あ る 。  

 一 方 ，分 数 表 記 に つ い て は ，西 洋 算 術 の 表 記 と は 異 な り ，『 同 文 算 指 』

で は 分 母 の 数 が 上 ， 分 子 の 数 が 下 に 記 さ れ た 。 中 国 で は ， 『 同 文 算 指 』

が 表 し た 分 数 の 表 記 の 形 が 清 末 ま で 続 い た 。 し か し ， 両 者 の 分 数 の 表 記

方 法 自 体 に 優 位 差 は な い 。 例 え ば 西 洋 算 術 の 古 典 で あ る 『 計 算 の 書 』 の

分 数 計 算 に 次 の よ う な も の が あ る １ ０ ３ 。  

     A d d i t i o  d e  
5

6
14 c u m  

2

9
231.    … … …        e r u n t  

1 0

2 9
246. 

       (  
5

6
14 ＋  

2

9
231 ＝  

1 0

2 9
246 )を 表 し て い る 。  

 帯 分 数 表 示 は  
5

6
14 の よ う に 整 数 部 分 が 右 に 置 か れ て い る 。ま た 答 え の

1 0

2 9
246 は 246

1 

18
 を 表 し て い る 。そ れ は ，

1 0

2 9
は (

1

2×9
+

0

9
)か ら

1

18
 と な り ，14

5

6
 ＋  

231
2

9
 ＝  246

1 

18
 の 意 味 で 使 わ れ て い る か ら で あ る 。  

他 に も  
2 4 6 8

3 5 7 9
0 が (

2×4×6×8

3×5×7×9
+

4×6×8

5×7×9
+

6×8

7×9
+

8

9
)よ り 18

2

3
 を 示 す な ど １ ０ ４ ， 1 6 世

紀 末 の 『 実 用 算 術 概 論 』 の 表 記 と は ， か な り 異 な る も の で あ っ た 。 し か

し ， 『 計 算 の 書 』 で こ の よ う な 表 記 が な さ れ た と し て も ， 『 計 算 の 書 』

が 持 つ 歴 史 上 の 価 値 を 減 じ る も の で は な い 。 実 際 ， 表 記 の 方 法 は 実 用 の

中 で 洗 練 さ れ ， そ し て 収 斂 し て い く も の で あ る 。 重 要 な こ と は 『 計 算 の

書 』 に 示 さ れ た 理 論 構 成 に こ そ あ っ た 。  
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同 じ よ う に 『 同 文 算 指 』 の 価 値 は ， そ れ ま で 言 葉 で 「 四 之 三 」 と 表 し

て い た も の を ，数 の
四

三
と し て 表 し た こ と に あ っ た 。数 と し た こ と で ，「分

数 と 割 合 計 算 に お い て は ， 特 に 奥 深 く 流 暢 で あ り 」 と 言 え る ま で の ， 理

論 的 裏 付 け と 計 算 の 操 作 法 を 獲 得 し た の で あ る 。  

 ど の 中 国 算 術 書 に お い て も ， そ の 第 1 章 は 伝 統 的 に 「 方 田 」 の 章 か ら

始 ま り ， い ろ い ろ な 形 の 田 の 面 積 を 求 め る 。 そ こ で 必 要 と な る の が ， 算

筹 を 用 い た 分 数 計 算 で あ っ た 。  

1 6 世 紀 末 の『 算 法 統 宗 』で は ，い ろ い ろ な 形 の 田 の 面 積 計 算 の み を「 方

田 」 の 章 で 扱 っ て い る 。 こ れ は ， 算 盤 を 使 用 す る こ と で ， 単 位 を 変 換 し

て 商 を 導 く こ と が で き た た め ， 自 ず と 分 数 の 必 要 性 は 生 じ な か っ た か ら

で あ る 。 そ の た め ， 分 数 計 算 に つ い て は 巻 之 三 に あ る 「 方 田 」 の 章 に は

な く ， 巻 之 一 の 加 減 乗 除 の 四 則 計 算 の 中 で 解 説 さ れ て い る 。  

 分 数 計 算 を 大 切 に し た 『 九 章 算 術 』 で は ， 分 数 の 基 本 で あ る 約 分 や 通

分 に つ い て ， そ の 術 だ け で な く ， 理 由 も 明 示 し て い る 。 以 下 は 約 分 に 関

す る 説 明 で あ る 。  

   「 計 算 法 は 分 母 と 分 子 を ， 半 分 に で き る 場 合 は 半 分 に す る 。 で き

な い 場 合 は 別 に 分 母 と 分 子 の 数 を 置 き ， 多 か ら 少 を 減 じ る 。 こ れ

を 繰 り 返 し 両 者 の 等 数 を 求 め ， 分 母 と 分 子 を 約 す 。」（ 術 曰 可 半 者

半 之 不 可 半 者 副 置 分 母 子 之 數 以 少 減 多 更 相 減 損 求 其 等 也 以 等 數 約

之 ） １ ０ ５      

 こ の 『 九 章 算 術 』 の 説 明 は ， 分 母 と 分 子 の 最 大 公 約 数 を 求 め ， 約 分 す

る こ と で あ り ， こ れ は ，『 原 論 』 7 巻 で の 説 明 と 同 等 で あ る １ ０ ６ 。『 実 用

算 術 概 論 』 で も ， こ の 『 原 論 』 7 巻 を 根 拠 と し て ， 分 数 の 理 論 の 説 明 が

な さ れ て い る 。 し か し ，『 同 文 算 指 』 に は 『 原 論 』 7 巻 を 根 拠 と し た と の

記 載 は な い 。 こ れ は ， 徐 光 啓 が 漢 訳 し た 『 幾 何 原 本 』 １ ０ ７ が ，『 原 論 』
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の 6 巻 ま で を 対 象 と し た こ と の 影 響 と 見 る こ と が で き る 。  

 『 同 文 算 指 』 で 「 部 分 の 部 分 」 を 扱 っ た 「 奇 零 索 析 約 法 第 八 」 の 章 で

は ， 内 容 理 解 の た め ， 次 の 解 説 が 付 け ら れ て い る 。  

   「 暦 家 が 常 用 す る 分 数 の 分 割 は ， 粟 米 方 田 の 諸 家 は あ ま り 用 い な

い 。」（ 索 析 乃 暦 家 所 常 用 者 粟 米 方 田 諸 家 鮮 用 ） １ ０ ８      

 中 国 古 来 の 分 数 の 考 え 方 の 枠 外 に あ る 「 部 分 の 部 分 」 と い う と ら え 方

に つ い て ， 具 体 的 な 適 用 領 域 を 明 確 に し て ， 説 明 が 補 足 さ れ て い る 。  

 『 同 文 算 指 』 前 編 と ， そ れ に 対 応 す る 『 実 用 算 術 概 論 』 と の 比 較 か ら

は ， 李 之 藻 と 徐 光 啓 が ， 次 の よ う に 西 洋 算 術 の 「 分 数 」 を 理 解 し て ， 取

り 扱 っ た こ と が 導 き 出 せ る 。  

・ 筆 算 を 用 い た 分 数 計 算 の 有 効 性 を 理 解 し ， 中 国 算 術 に 採 り 入 れ る た

め の 表 記 方 法 等 を 工 夫 し た 。  

・西 洋 算 術 の 分 数 の 理 論 を 根 拠 か ら 理 解 し ，『実 用 算 術 概 論 』の 章 立 て

を も 変 更 し て ， 中 国 算 術 に 受 け 入 れ ら れ や す い 段 階 を 工 夫 し た 。  

 ・ 西 洋 算 術 の 分 数 の 使 用 例 を 理 解 し ， 中 国 社 会 に 即 し た 問 題 場 面 を 工

夫 し た 。  

 こ れ が ， 李 之 藻 が 「 嬉 し く 思 い 日 々 学 び ， 食 を 忘 れ て 訳 し ， つ い に 文

巻 を す る ま で に な っ た 」 西 洋 の 分 数 で あ っ た 。 そ し て ， 李 之 藻 は 「 奥 深

く 流 暢 で あ り ，多 く の 古 賢 が 未 だ に 明 ら か に し て い な い 主 旨 が 多 か っ た 」

分 数 を ， 中 国 算 術 に 工 夫 し て 採 り 入 れ た の で あ る 。  

  

＊  

 マ テ オ ・ リ ッ チ は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス か ら 数 学 の 内 容 の み な ら ず ， 数 学 の

哲 学 や 数 学 の 教 授 法 ま で 学 ん で い る 。 彼 の 学 ん だ こ と は ， 確 実 に 中 国 の

李 や 徐 に 伝 わ っ て い る 。 当 時 の 中 国 で は ， 割 り 算 も 含 め 四 則 計 算 は 算 盤
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で 行 う こ と が 普 通 で あ っ た 。 西 洋 で は 割 り 算 の 余 り の 処 理 と し て 用 い ら

れ て き た 分 数 で あ る が ， 中 国 で は 小 数 処 理 も 算 盤 で で き る の で ， 分 数 の

必 要 性 は 感 じ ら れ て い な か っ た 。 そ の 状 況 の 中 で ， 李 や 徐 が 深 く 関 心 を

抱 い た の は ， 単 な る 西 洋 の 計 算 術 で は な く ， そ の 奥 に あ る 哲 学 で あ り 学

問 観 で あ っ た 。  

 ク ラ ヴ ィ ウ ス が 教 科 書 に 込 め て い た 自 己 の 数 学 観 や 学 問 観 は ， 直 接 の

学 び 手 も ，さ ら に そ の 学 び 手 か ら 教 授 さ れ た 他 文 化 圏 の 者 に も ，正 確 に ，

か つ 容 易 に 伝 わ っ た の で あ る 。  

 

追 記（利瑪 竇が 授けた『 実用 算術概論 』の 版につい て）  

 第 2 節 ( 4 )「 変 更 か ら の 考 察 」 で は ，「 部 分 と 部 分 」 の 扱 い 方 か ら 『 同

文 算 指 』 は 『 実 用 算 術 概 論 』  1 5 8 3 年 版 の 整 合 性 が 高 い こ と を 示 し た 。

『 同 文 算 指 』に は ，他 に も 1 5 8 3 年 版 と の 整 合 性 が 高 い こ と を 示 す 箇 所 が

存 在 す る 。  

 

(1)『 同 文 算 指 』 前 編 部 分   

 『 実 用 算 術 概 論 』 1 5 8 3 年 版 に は な く 1 5 8 5 年 版 で 追 加 さ れ た 箇 所 は

以 下 の 4 点 で あ る 。  

① 『 実 用 算 術 概 論 』  1 5 8 3 年 版 2 章 「 整 数 の 加 法 」 p . 1 0 の 問 題       

6 0 0 8 + 5 0 0 9 + 4 0 0 9 + 3 0 8 + 2 3 9 + 1 0 8 + 1 0 8 + 3 0 9 + 4 1 2 8 + 3 0 0 9 + 2 0 9 + 3 0 8 = 2 3 7 5 2  

・ 1 5 8 5 年 版 2 章 P . 1 5 で は 同 問 を 解 答 し た 後 ， 数 を 3 つ ず つ に 分 け て

計 算 し ， そ れ ら の 和 を 求 め て 2 3 7 5 2 と な る こ と が 追 加 さ れ て い る 。  

・『 同 文 算 指 』前 編 2 章 １ ０ ９ に は ， 1 5 8 5 年 版 2 章 p . 1 5 に 該 当 す る 追 加

箇 所 は な い 。  

② 『 実 用 算 術 概 論 』  1 5 8 3 年 版 2 章 「 整 数 の 加 法 」 P . 1 4 の 問 題   
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7 1 0 6 5 4 + 8 9 0 7 + 5 6 7 8 9 + 8 8 0 = 7 7 7 2 3 0   

・1 5 8 5 年 版 2 章 p . 2 5 で は 解 答 の 後 ，数 を 2 つ の 部 分 に 分 け て 計 算 し ，  

そ れ ら の 和 を 求 め て 7 7 7 2 3 0 と な る こ と が 追 加 さ れ て い る 。  

 ・『 同 文 算 指 』前 編 2 章 １ １ ０ に は ， 1 5 8 5 年 版 2 章 p . 2 5 に 該 当 す る 追 加  

箇 所 は な い 。  

③  『 実 用 算 術 概 論 』  1 5 8 3 年 版 5 章 「 整 数 の 除 法 」   

除 法 の 説 明 後 ， 筆 算 に よ っ て 次 の 問 題 が 解 答 さ れ て い る 。 p p . 3 6 - 3 8

で 5 位 数 ÷ 1 位 数 の 76048 ÷ 8 = 9506 ， 次 に p p . 3 6 - 4 2 で 仮 商 の 立 て 方 に 難

易 度 の 差 が 大 き い 7 位 数 ÷ 3 位 数  の 1832487 ÷ 469 = 3907
104

469
で あ る 。   

・ 1 5 8 5 年 版 5 章 p p . 6 0 - 6 1 で は 7 位 数 ÷ 3 位 数  の 1832487 ÷ 469 = 3907
104

469
の  

解 答 の 後 ， 仮 商 の 立 て 方 の 説 明 の た め ， 3387 ÷ 469に つ い て 仮 商 の 7

を 立 て て 計 算 す る こ と を 補 足 し て い る 。  

・『 同 文 算 指 』 前 編 5 章 １ １ １ に は ， 1 5 8 5 年 版 5 章 に あ る 上 記 の 補 足 箇  

所 は な い 。  

④ 『 実 用 算 術 概 論 』  1 5 8 5 年 版 1 4 章 「 分 数 の 除 法 」  

1 5 8 3 年 版 に は な い 次 の 問 題 が 章 の 最 終 部 分 p . 1 1 9 に 追 加 さ れ て い る 。 

100
1

2
 ÷ 10 

3

4
 =

802

86
= 9

30

86
= 9

15

43
     3

1

5
 ÷ 1

1

2
 =

32

15
= 2

2

15
 

・『 同 文 算 指 』 1 3 章 １ １ ２ に は ， 1 5 8 5 年 版 1 4 章 に あ る 上 記 の 追 加 箇 所  

は な い 。  

以 上 の よ う に ，『 実 用 算 術 概 論 』 1 5 8 3 年 版 に 記 載 が な く ， 1 5 8 5 年 版 に

な っ て 追 加 さ れ た 問 や 表 ， 数 列 ， 値 な ど が 幾 例 か 存 在 す る が ， そ れ に 相

当 す る 箇 所 を 『 同 文 算 指 』 前 編 の 文 中 に 見 出 す こ と が で き な い 。 こ の こ

と は ，『 同 文 算 指 』 が 『 実 用 算 術 概 論 』 1 5 8 5 年 版 を 底 本 と し て い な い こ

と を 示 す 根 拠 の 一 つ で あ る 。  
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(2)『 同 文 算 指 』 通 編 部 分   

『 同 文 算 指 』 通 編 に も 同 様 に 追 加 さ れ た 箇 所 が 存 在 す る 。  

① 『 実 用 算 術 概 論 』  C a p . 1 7（ 三 数 法 ）  

1 5 8 5 年 版 C a p . 1 7「 三 数 法 」 の Q 2 で は ， 1 5 8 3 年 版 に は な い 「 1 3・ 1 4

章 を 参 照 す る こ と 」 が 挿 入 さ れ て い る 。 こ の 1 5 8 5 年 版 Q 2 は 量 の 単 位 換

算 が 必 要 な 問 題 で あ る た め ，「三 数 法 」に 関 す る 章 の 2 番 目 の 問 と し て 出

題 さ れ る に は 適 当 で は な い 。 そ の た め ，『 実 用 算 術 概 論 』 1 5 8 5 年 版 で は

補 則 解 説 を 挿 入 し た の で あ ろ う 。  

『 同 文 算 指 』「通 編 巻 之 一 三 率 準 測 法 第 一 」で は ，単 位 換 算 の 違 い か ら

別 の 比 率 で 計 算 す る Q 2 の 類 題 が ， 章 の 後 半 ， 1 1 番 目 の 問 １ １ ３ と し て 示

さ れ て い る 。 こ の 問 1 1 に は 『 実 用 算 術 概 論 』 1 5 8 5 年 版 に あ る 補 則 解 説

は 挿 入 さ れ て い な い 。 し か し ， 問 題 提 示 の 順 序 を 換 え る こ と で ， 読 者 が

容 易 に 理 解 で き る よ う に 配 慮 し た の で あ ろ う 。  

 

② 『 実 用 算 術 概 論 』  C a p . 1 7（ 三 数 法 ）  

1 5 8 3 年 版 の 問 の 全 2 2 問 は 『 同 文 算 指 』 に す べ て が 使 わ れ て い る が ，

1 5 8 5 年 版 で 追 加 さ れ て い る Q 2 と Q 9 は 対 応 が 明 ら か で は な い 。『 同 文 算

指 』 問 2 9 の 後 １ １ ４ に 「 以 上 原 二 十 二 條 補 七 條 」 と あ る 。 1 5 8 3 年 版 は 2 2

問 で ， 1 5 8 5 年 版 は 2 4 問 で あ る 。  

 

③ 『 実 用 算 術 概 論 』  C a p . 2 3（ 複 式 仮 定 法 ）  

1 5 8 3 年 版 C a p . 2 3 の 最 終 問 題 Q 2 2 は ア ル キ メ デ ス の 王 冠 の 問 題 で あ る 。

1 5 8 5 年 版 の 最 終 問 題 Q 2 4 も 同 じ 王 冠 の 問 題 で あ る が ，さ ら に 類 似 の 問 題

が 1 問 追 加 さ れ て い る 。 し か し ，『 同 文 算 指 』「 疉 借 互 徴 法 第 七 」 に あ る

Q 2 2 相 当 題 の 問 2 5１ １ ５ に は ， 1 5 8 5 年 版 に あ る よ う な 追 加 題 の 記 載 は な
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い 。し か し ，『 同 文 算 指 』「 疉 借 互 徴 法 第 七 」で 対 応 す る 問 2 5１ １ ６ に は 該

当 す る 追 加 題 の 記 載 は な い 。  

 

④ 『 実 用 算 術 概 論 』  C a p . 2 5（ 幾 何 級 数 ）  

 1 5 8 5 年 版 2 5 章「 幾 何 級 数 」に は ，1 5 8 3 年 版 と 比 べ て 多 く の 数 列 が 追

加 さ れ て い る 。  

1  1 4  9 8  6 8 6  4 8 2  3 3 6 1 4  2 3 5 2 9 8  1 6 4 7 0 8 6  1 1 5 2 9 6 0 2  8 0 7 0 8 2 1 4   

     1  2  6  1 8  5 4  1 6 2  4 8 7  1 4 5 8  4 3 7 4  1 3 1 2 2   

     1  7 0  4 9 0 0  3 4 3 0 0 0  

     1  5 0 0 0  2 5 0 0 0 0 0 0  1 2 5 0 0 0 0 0 0 0 0  

     1  7 2 0 0  5 1 8 4 0 0 0 0  3 7 3 2 4 8 0 0 0 0 0 0   

し か し ，『 同 文 算 指 』「 倍 加 法 第 十 」 に は 『 実 用 算 術 概 論 』 1 5 8 5 年 版 で

追 加 さ れ た 数 列 は 扱 わ れ て い な い 。  

 以 上 の よ う に ，『 実 用 算 術 概 論 』 1 5 8 5 年 版 で 追 加 さ れ た 部 分 は ，『 同 文

算 指 』 に は 記 述 さ れ て い な か っ た 。 こ の こ と は ， 『 同 文 算 指 』 が 『 実 用

算 術 概 論 』 1 5 8 3 年 版 を 底 本 と し て い た こ と を 示 す 根 拠 の 一 つ で あ る 。  

 

（ 3）『 実 用 算 術 概 論 』 に 存 在 す る 誤 植 箇 所  

『 実 用 算 術 概 論 』 に は 誤 植 さ れ た 箇 所 が あ る 。  

①  1 5 8 3 年 版 C a p . 2 0「 共 同 算 法 」  問 題 文 の 誤 植 ， 表 の 訂 正 箇 所  

1 5 8 3 年 版 の 誤 植 箇 所 が 1 5 8 5 年 版 で 訂 正 さ れ た 事 例 が あ る 。    

 

1 5 8 3 年 版    版 表   1 5 8 5 年 版 本 文 ・ 表      『 同 文 算 指 』 本 文  

・ p . 1 3 9  Q 2 0  3 6 2 0 0   7 2 4 0 0  7 2 4 0 0 ( p . 1 9 7 )   7 2 4 0 0 (問 4 9． 4 - 1 5 0 頁 )  
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・ p . 1 4 1  Q 2 2    
2

3
                      

1

3
                     

1

3
 (p. 199)                  

1

3
 (問 5 0． 4 - 1 5 0 頁 )  

・ p . 1 4 2  Q 2 4     
3

9
                 

3

5
                    

3

5
 (p.  200)                 

3

5
 (問 5 2． 4 - 1 5 1 頁 )  

1 5 8 3 年 版 の 本 文 の 数 値 に 誤 植 が あ り ，1 5 8 5 年 版 と『 同 文 算 指 』の 本 文

で は 正 し い 値 で あ る 問 で あ る が ，こ の 3 問 と も 1 5 8 3 年 版 の 表 で は 正 し い

値 で 計 算 さ れ て い る 。そ の 故 ，『 同 文 算 指 』が 1 5 8 5 年 改 訂 版 に 準 拠 し た

と は 断 定 で き な い 。  

 

②  1 5 8 3 年 版 C a p . 2 0「 共 同 算 法 」  表 の 誤 植 箇 所  

1 5 8 3 年 版 p . 1 3 0  Q 7 の 1 番 目 の 答 え 2350
112250

170164
   が 誤 植 で あ り ，        

 1 5 8 5 年 版 p . 1 8 4，『 同 文 算 指 』 4 - 1 3 6 頁 は 正 解 の 2350
112250

170165
  で あ る 。  

こ の Q 7 の 1 5 8 3 年 版 の 本 文 は 1 5 8 5 年 版 と 同 じ で あ り ，『 同 文 算 指 』 と

も 同 等 で あ り ，正 し い 答 え が 記 載 さ れ て い る 。そ れ 故 ，1 5 8 3 年 版 Q 7 の 1

番 目 の 表 に お け る 答 え の 誤 植 は ， 誤 植 で あ る こ と が 容 易 に 推 察 さ れ る の

で ， 『 同 文 算 指 』 が 1 5 8 5 年 改 訂 版 に 準 拠 し た と は 断 定 で き な い 。  

 

③  1 5 8 3 年 版 C a p . 2 0「 共 同 算 法 」  1 5 8 5 年 版 の 誤 植 箇 所  

1 5 8 3 年 版 に あ る 正 し い 箇 所 が 1 5 8 5 年 版 で 誤 植 さ れ た ケ ー ス  

1 5 8 3 年 版 p . 1 1 4 に あ る 1 9 章 Q 2 の 3 番 目 の 表 は 2 0 0． 4 .  3 0 0 ?  f i u n t  6  

で あ る が ， 1 5 8 5 年 版 p . 1 6 2 の 表 で は 2 0 0． 6 .  3 0 0 ?  f i u n t  4 と 誤 植 さ れ

て い る 。『 同 文 算 指 』 ( 4 - 1 2 5 頁 )は 1 5 8 3 年 版 の 値 を 用 い て 正 確 に 算 出 し

て い る 。  

1 5 8 3 年 版 p . 1 2 5 の 2 0 章 Q 2 の 表 で 3 番 目 の 答 え 7 3
400

980
 が ，1 5 8 5 年 版 p . 1 7 7

の 表 で は 7 3
400

920
 と 誤 植 さ れ て い る 。 し か し ，『 同 文 算 指 』 ( 4 - 1 3 4 頁 )は

1 5 8 3 年 版 の 正 し い 値 を 用 い て い る 。  
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1 5 8 3 年 版 p . 1 6 2 の 2 2 章 Q 9 で は  s e  h a b e r e  4 0 0 .  A u r e o s ,  答 は 6
2

3
 で

あ る が ， 1 5 8 5 年 版 p . 2 2 9 で は  s e  h a b e r e  4 0 0 0 0 .  a u r . ,  答 は 6 6 6
2

3
  と

な っ て お り ， 数 値 に 違 い が あ る 。  『 同 文 算 指 』「 通 編 巻 之 三 借 衰 互 徴 法

第 六 」の 問 1 1 ( 4 - 1 6 2 頁 )は ，銀 4 0 0 両 ,  答 は 銀 6
2

3
両  で あ り 1 5 8 3 年 版

と 同 じ 数 値 で あ る 。  

こ の よ う に ， 『 実 用 算 術 概 論 』 1 5 8 3 年 版 に は な く 1 5 8 5 年 版 に あ る 誤

植 が 『 同 文 算 指 』 の 中 に 反 映 さ れ て い る と い う 箇 所 を 見 出 す こ と は で き

な か っ た 。よ っ て ，『 同 文 算 指 』が 1 5 8 5 年 改 訂 版 に 準 拠 し た も の で あ る

と は 断 定 で き な い 。  

 従 来 ， 『 同 文 算 指 』 の 翻 訳 の 底 本 に な っ た 版 は ， 北 京 北 堂 教 会 目 録 に

『 実 用 算 術 概 論 』1 5 8 5 年 版 の み 載 っ て い る こ と を 根 拠 と し て ，1 5 8 5 年 版

で あ る と さ れ て き た １ １ ７ 。  

し か し ， 『 実 用 算 術 概 論 』 の 1 5 8 3 年 版 と 1 5 8 5 年 版 と ， 『 同 文 算 指 』

の 比 較 か ら は ，1 5 8 5 年 版 と す る 根 拠 を 見 出 す こ と は で き な か っ た 。一 方 ，

1 5 8 3 年 版 で あ る と す る 根 拠 は ， 以 下 の 5 点 を 挙 げ る こ と が で き た 。  

ⅰ )『 同 文 算 指 』 に は ，  1 5 8 3 年 版 に は な く 1 5 8 5 年 版 に 追 加 さ れ た 問

や 表 ， 数 列 ， 値 な ど を 1 箇 所 も 見 出 す こ と が で き な い 。  

ⅱ )『 同 文 算 指 』 に は ， 1 5 8 3 年 版 の 誤 植 を 訂 正 し た 箇 所 が あ る 。 し か

し ， こ こ で 訂 正 さ れ た 値 は ， 1 5 8 5 年 版 で 1 5 8 3 年 版 の 誤 植 の 訂 正 に

使 わ れ た 値 と は 異 な っ て い る 。  

ⅲ )『 同 文 算 指 』 に は ， 1 5 8 3 年 版 の 問 で 使 わ れ た 数 値 の 誤 植 を 訂 正 し

た 箇 所 が あ る 。そ れ ら の 箇 所 に は ，② の 場 合 と 異 な り ， 1 5 8 5 年 版 で

訂 正 さ れ た 値 と 同 一 の 箇 所 が あ る 。こ の こ と は 1 5 8 5 年 版 で あ る 根 拠

と な る 。し か し ，こ れ ら の 1 5 8 3 年 版 の 問 の 数 値 の 誤 植 は ，そ れ ら の

問 に 添 え ら れ て い る 図 表 で は 正 し い 値 と な っ て い る か ， ま た は 容 易
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に 誤 植 が 推 察 で き る 箇 所 で あ る 。そ れ 故 ，『 同 文 算 指 』が 1 5 8 5 年 版

を 参 照 し た こ と に は な ら な い 。  

ⅳ )『 同 文 算 指 』 の 「 通 編 巻 之 四 疉 借 互 徴 法 第 七 」 に は ，「 以 上 原 二 十

二 條 補 七 條 」１ １ ８ と い う 記 載 が あ る 。こ こ に 記 さ れ た「 原 二 十 二 條 」

は ， 1 5 8 3 年 版 2 3 章 の 問 の 数 で あ る 2 2 を 表 し て い る 。し か し ， 1 5 8 5

年 版 は 2 4 の 問 で 構 成 さ れ て い る 。  

ⅴ )分 数 計 算 に 必 要 な 通 分 や 約 分 に 関 す る『 実 用 算 術 概 論 』の 節 は ，1 5 8 3

年 版 と も 1 5 8 5 年 版 と も ，章 立 て に 違 い が あ り ，扱 わ れ て い る 内 容 も

異 な っ て い る 。 こ の 相 違 は ， 分 数 の 基 本 で あ る 「 部 分 の 部 分 」 の 扱

い 方 か ら 生 じ て い る 。「部 分 の 部 分 」に つ い て の 扱 い 方 や 章 立 て が『 同

文 算 指 』 と 1 5 8 3 年 版 と で 一 致 し ， 1 5 8 5 年 版 は 異 な っ て い る 。  

従 っ て ，『 同 文 算 指 』 は 『 実 用 算 術 概 論 』 1 5 8 3 年 版 に 基 づ い て 漢 訳 さ

れ た と す る 判 断 が 最 も 妥 当 で あ る 。  

 

第 5 章註  

                                                   
１  ク ラ ヴ ィ ウ ス 著 『 実 用 算 術 概 論 』 は ， 1 5 8 3 年 初 版 ， 1 5 8 5 年 改 訂 版 ， 1 6 0 7 年 再  

訂 版 の 3 種 類 が あ り ， 再 訂 版 が 『 全 集 』 に も 収 録 さ れ た 。   

・ 初 版  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  E p i t o m e  A r i t h m e t i c a e  P r a c t i c a e ， R o m a ，

1 5 8 3 .  ( コ ン プ ル テ ン セ 大 学 蔵 書 P D F 史 料 ） ．  

・ 改 訂 版 C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  C h r i s t o p h o r i  C l a v i i  B a m b e r g e n s i s  e  

S o c i e t a t e  I e s u  E p i t o m e  a r i t h m e t i c a e  p r a c t i c a e ， R o m a ， 1 5 8 5 .  ( バ イ エ ル ン

州 立 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ） 。 「 今 こ こ に 同 じ 著 者 に よ っ て 再 検 討 さ れ た 」 と 記

さ れ て い る 。  

・ 再 訂 版 C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  C h r i s t o p h o r i  C l a v i i  B a m b e r g e n s i s  e  

S o c i e t a t e  I e s u ,  E p i t o m e  a r i t h m e t i c a e  p r a c t i c a e  n u n c  q u i n t o  a b  i p s o  

a u c t o r e  a n n o  1 6 0 6 .  r e c o g n i t a ,  &  m u l t i s  i n  l o c i s  l o c u p l e t a t a ,  M o n u n i t i a e ,  

1 6 0 7 .  ( ゲ ン ト 大 学 蔵 書 図 書 館 P D F 史 料 ） 。 「 1 6 0 6 年 の 同 じ 著 者 か ら 再 検 討

さ れ ， 多 く の 箇 所 に お い て 追 補 さ れ た 」 と 記 さ れ て い る 。 1 6 0 7 年 再 訂 版 は ，
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1 6 0 4 年 の 『 実 用 幾 何 学 』 と 合 わ せ て 以 下 の ク ラ ヴ ィ ウ ス の 『 全 集 』 2 巻 に 収 め ら

れ た 。  

・ 全 集 版 C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  C h r i s t o p h o r i  C l a v i i  B a m b e r g e n s i s  

S o c i e t a t e  I e s u  O p e r u m  m a t h e m a t i c o r u m  t o m u s  s e c u n d u s ,  c o m p l e c t e n s  

G e o m e t r i a m  p r a c t i c a m ,  A r i t h m e t i c a m  p r a c t i c a m ， M a i n z ,  1 6 1 1 , （ ロ ー マ 国

立 中 央 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ） 『 数 学 的 諸 学 全 集 』 2 巻 （ 算 術 関 係 ） ． 1 6 0 7

年 再 訂 版 は ， 1 6 0 4 年 の 『 実 用 幾 何 学 』 と 合 わ せ て 以 下 の ク ラ ヴ ィ ウ ス の 全 集 2

巻 に 納 め ら れ た 。  

本 稿 で は ， 1 5 8 3 年 版 を 用 い て 史 料 研 究 を 行 い ， 追 加 さ れ た 事 象 に つ い て は  

版 を 明 記 し て 考 察 す る 。 利 瑪 竇 が 漢 訳 の た め 用 い た 『 実 用 算 術 概 論 』 の 版 が

1 5 8 3 年 版 で あ る と す る 根 拠 を 章 末 に 追 記 す る 。  

 

２  利 瑪 竇 ( 授 ) ， 李 之 藻 ( 演 ) ， 徐 光 啓 （ 選 ） ， 『 同 文 算 指 』 ， 北 京 ， 1 6 1 4  年 。 『 同  

文 算 指 』 は ， 1 6 2 8 年 に 『 天 学 初 函 』 に 収 め ら れ た 。 『 天 学 初 函 』 は ， 寛 永 9 年

（ 1 6 3 2 年 ） に 尾 張 藩 が 購 入 し た こ と が 名 古 屋 市 蓬 左 文 庫 の 記 録 に 残 っ て い る 。

そ し て ， 1 7 8 2 年 に 完 成 し た 『 四 庫 全 集 』 に も 収 め ら れ た 。 本 稿 で は ， 『 景 印 文 淵

閣 四 庫 全 書 』 （ 台 湾 商 務 印 刷 館 ， 2 0 0 5 年 ） ， 『 天 学 初 函 』 （ 名 古 屋 市 蓬 左 文

庫 蔵 書 ） ， 『 金 陵 大 学 寄 存 羅 馬 蔵 本 天 學 初 函 』 （ 台 湾 学 生 書 局 ， 1 9 7 8 年 ） ，

『 天 学 初 函 海 山 仙 館 叢 書 本 』 （ 鄭 州 ， 1 9 9 5 年 ） を 比 較 し ， 刻 さ れ た 値 に 最 も 誤

り が 少 な か っ た 『 天 学 初 函 海 山 仙 館 叢 書 本 』 を 使 用 し た 。  

 

３  A . I . ボ ロ デ ィ ー ン ・ A . S . ブ ガ ー イ ( 共 著 ） ， 千 田 健 吾 ・ 山 崎 昇 （ 訳 ） 『 世 界 数 学 者  

人 名 辞 典 』 増 補 版 ， 大 竹 出 版 ， 2 0 0 4 年 ， 1 5 6 - 1 5 7 頁 。 ク ラ ヴ ィ ウ ス の 業 績 は ，

主 に 算 術 に 関 す る も の が 多 く ， 特 に 「 M . シ ュ テ ィ フ ェ ル と 共 に ， 分 数 の 主 要 な 性

質 ， 分 数 の 割 り 算 の 規 則 を 定 式 化 し た 。 N . タ ル タ リ ア と 共 に ， 分 数 の 加 法 減 法

の 際 に 最 小 の 公 分 母 を 求 め る 必 要 の あ る こ と を 提 起 し た 」 と 分 数 に お け る 業 績 が

記 さ れ て い る 。  

 

４  利 瑪 竇 ( 授 ) ， 李 之 藻 ( 演 ) ， 徐 光 啓 （ 選 ） ， 前 掲 書 。 ク ラ ヴ ィ ウ ス の E p i t o m e   

A r i t h m e t i c a e  P r a c t i c a e の 内 容 を ， イ エ ズ ス 会 の 宣 教 師 マ テ オ ・ リ ッ チ （ M a t t e o  

R i c c i , 1 5 5 2 - 1 6 1 0 年 ） が 李 之 藻 （ 1 5 6 5 - 1 6 3 0 年 ） に 教 授 し ， 李 之 藻 ( 1 5 6 5 ‐

1 6 3 0 ) が 監 修 し た 書 で あ る 。 （ 『 天 学 初 函 』 （ 第 5 巻 に 所 収 ） 海 山 仙 館 叢 書 本

（ 任 繼 愈 主 編 『 中 國 科 學 技 術 典 籍 通 彙 數 學 卷 』 所 収 ， 鄭 州 ， 1 9 9 5 年 ） 。  
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５  蓬 左 文 庫 蔵 書 目 録 記 載 。 （ 旧 尾 張 徳 川 家 の 蔵 書 ）  

 
６  『 同 文 算 指 』 ， 前 掲 書 ， 4 - 7 8 頁 下 段 ・ 7 9 頁 上 段 。 （ 薩 日 娜 ， 「 『 同 文 算 指 』 に お  

け る 西 洋 算 術 「 複 式 仮 定 法 」 の 取 り 扱 い ― C l a v i u s u 著 E p i t o m e  A r i t h m e t i c a e   

P r a c t i c a e の 比 較 研 究 」 ， 『 数 学 史 研 究 』 2 1 6 号 ， 2 0 1 3 年 ， 3 3 - 4 4 頁 参 照 ） 。  

 
７  『 同 文 算 指 』 ， 前 掲 書 ， 4 - 7 9 頁 上 段 。 李 之 藻 「 同 文 算 指 序 」 の 前 に ， 徐 光 啓  

「 刻 同 文 算 指 序 」 が 記 さ れ て い る 。  

 

８  安 大 玉 ( 著 ) 『 明 末 西 洋 科 学 東 伝 史 』 ， 知 泉 書 館 ， 2 0 0 7 年 ， 1 2 8 - 1 2 9 頁 。 「 『 同  

文 算 指 』 の 長 所 が 筆 算 に あ る こ と は 確 か で あ る 」 と 記 し て い る 。 徐 光 啓 の 門 人 で

あ る 孫 元 化 の 言 を 引 き 「 計 算 が 複 雑 に な れ ば な る ほ ど 筆 算 の 方 が 有 利 」 ， ま た 清

朝 期 の 梅 文 鼎 の 言 を 引 き 「 筆 算 は 算 筹 を 必 要 と し な い 。 文 人 に お い て は な お さ

ら 便 利 で あ る 」 か ら は ， 筆 算 が 加 減 乗 除 の 計 算 に 便 利 で あ る こ と の み を 理 由 と し

て い る 。 重 要 な の は ， 李 之 藻 が 記 し て い る 「 分 数 と 割 合 計 算 」 に つ い て の 利 便 性

で あ る 。  

 

９  『 九 章 算 術 』 の 原 本 は 残 存 し て い な い 。 ( 魏 ) 劉 徽 註 2 6 3 年 。 （ 『 欽 定 四 庫 全 書 』  

子 部 術 数  数 学 九 章 ， 清 刊 ） 所 収 。 本 論 で は （ 劉 徽 註 『 九 章 算 術 』 , 四 部 叢 刊

初 編 子 部 ， 上 海 ， 1 9 8 9 年 ） を 使 用 し た 。 『 九 章 算 術 』 は 『 同 文 算 指 』 が 発 刊 さ れ

た 明 末 は 散 逸 の 危 機 に あ っ た 時 代 で あ り ， 底 本 が 確 立 さ れ て 復 刻 さ れ る の は 清

の 時 代 で あ る 。  

 

１ ０  程 大 位 （ 編 ） 『 算 法 統 宗 』 ， 新 安 ， 1 5 9 2 年 。 ( 北 京 大 学 図 書 館 所 蔵 『 新 編 直  

指 算 法 統 宗 』 P D F 史 料 ）  

 

１ １  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ， A r i t h m e t i c a e ,  p . 3 .  L e c t o r i s の 以 下 の 部 分 “ q u o d   

s i n e  A r i t h m e t i c a ,  u t  e g o  q u i d e m  e x i s t i m o ,  n u l l a  s c i e n t i a , u t  P l a t o  

a u d e r d i c e r e ,  n e q u e  i p s a  h o m i n u m  s o c i e t a s  p o s s i t  c o n s i s t e r e . ” .   

 

１ ２  『 同 文 算 指 』 ， 前 掲 書 ， 4 - 7 7 頁 上 段 。  

 

１ ３  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ， A r i t h m e t i c a e ,  p . 3 “ P l u r i m a  e n i m  i n  m u t u i s   
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c o m m e r i i s ,  c o n v e n t i s q u e ,  q u i b u s  f e r e  h a e c  h o m i n u m  c o n j u n c t i o  

c o n t i n e t u r ,  t e m p o r a  i n c i d u n t ,  u t  r a t i o n e s  a c c e p t i ,  e t  e x p e n s i  r e d d e n d a e ,  

r e p o s c e n d a e v e ”  

 

１ ４  I b i d . ,  p . 3  “ I t a q u e  a u d a c i u s  i l l u d  q u i d e m ,  s e d  t a m e n  v e r e  d i x i t  P l a t o ,   

p r u d e n t i a m ,  a t q u e  a d e o  h u m a n i t a t e m  o m n e n i  e  m u n d o  e o s  t o l l e r e ,  q u i  

A r i t h m e t i c a m  e  v i t a  t o l l a n t ”  

 

１ ５  I b i d . ,  p . 3 “ I a m  v e r o  c a e t e r a e  d i s c i p l i n a e  s i c  A r i t h m e t i c a  n i t u n t u r ,  u t   

h a e c  n o n  v i d e a t u r  c o n c i d e r e  p o s s e ,  q u i n  i l l a e  c a s u  e o d e m  l a b e f a c t a t a e  

c o r r u a n t .  N e q u e  e n i m  a u t  A s t r o l o g u s ,  a u t  G e o m e t r a  t h e o r e m a t a  i n  

v u l g u s  p r o b a b i t  s u a ,  … … ”  

 

１ ６  『 同 文 算 指 』 ， 前 掲 書 ， 4 - 7 7 頁 下 段 。  

 
１ ７  同 書 ， 4 - 7 7 頁 下 段 。  

 
１ ８  M i c h e l a  F o n t a n a ,  M a t t e o  R i c c i ,  N e w  Y o r k ,  2 0 1 1 ,  p p . 1 3 - 1 4 . リ ッ チ は ク ラ ヴ  

ィ ウ ス か ら ， 数 学 の 内 容 の み な ら ず ， 数 学 の 哲 学 や 数 学 の 教 授 法 も 学 ん だ こ と が

記 さ れ て い る 。  

 
１ ９  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ， A r i t h m e t i c a e ,  p p . 3 - 9 9 ． （ 全 2 2 2 頁 中 ）  

 
２ ０  『 同 文 算 指 』 ， 前 掲 書 ， 4 - 7 9 頁 下 段 か ら 4 - 1 1 2 頁 下 段 。 （ 最 終 は 4 - 2 6 7 頁 上  

段 ）  

 
２ １  『 同 文 算 指 』 ， 前 掲 書 ， 4 - 8 0 頁 。  

２ ２  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ， A r i t h m e t i c a e ,  p . 6 .  

 
２ ３  『 同 文 算 指 』 ， 前 掲 書 ， 4 - 8 0 頁 。  

 

２ ４  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  A r i t h m e t i c a e ， p . 9 .  ど の 筆 算 に も 検 算 の 図 が 付 加 さ  

れ て い る 。  

 

２ ５  I b i d . , p . 2 3 .  “ p e r 7 . ” の 下 の 図 が 7 去 法 ， “ p e r 9 . ” が 九 去 法 で あ る ・  

 

２ ６  I b i d . , p . 2 4 .  加 法 を 用 い て 原 数 が 得 ら れ る か を 確 か め て い る 。    
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２ ７  I b i d . , p . 2 5 .  九 九 表 で あ る 。  

 
２ ８  I b i d . , p . 2 8 .  

 
２ ９  I b i d . , p p . 3 3 - 3 4 .  3 桁 ず つ の 区 切 り 。  

 

３ ０  『 同 文 算 指 』 ， 前 掲 書 ， 4 - 8 5 頁 。 九 九 を 暗 記 す る た め の 歌 で あ る 。  

 
３ １  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  A r i t h m e t i c a e ,  p . 2 6 .   

 
３ ２  I b i d . , p p . 3 8 - 4 1 .  

 
３ ３  I b i d . , p p . 5 4 - 5 5 .  

 
３ ４  I b i d . , p . 5 7 . “ A d d i t i o ,  S u b t r a c t i o ,  M u l t i p l i c a t i o  &  D i v i s i o  f u n d a m e n t a  s u n t   

o m n i u m ,  A r i t h m e t i c a  t r a d u n t u r . ” （ 基 本 の 加 減 乗 除 は 算 術 の 全 て を 教 え る こ

と で あ る 。 )  

 

３ ５  『 同 文 算 指 』 ， 前 掲 書 ， 4 - 9 7 頁 。  

３ ６  『 九 章 算 術 』 ， 前 掲 書 ， 3 頁 。  

３ ７  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  A r i t h m e t i c a e , p . 5 8 .   

 
３ ８  I b i d . , p p . 5 8 - 5 9 .   
 
３ ９  I b i d . , p . 5 9 .  

 
４ ０  I b i d . , p . 6 0 .  

 
４ １  I b i d . , p . 6 0 .  

 
４ ２  I b i d . , p p . 6 0 - 6 1 .  

 
４ ３  I b i d . , p p . 6 1 .  

 
４ ４  I b i d . , p p . 6 1 - 6 2 . 『 原 論 』 7 巻 命 題 1 9 の 内 容 は （ a : b = c : d な ら ば a d = b c ） で あ る 。  

『 原 論 』 の 解 釈 に つ い て は ， 中 村 幸 四 郎 ・ 寺 阪 英 孝 ・ 伊 東 俊 太 郎 ・ 池 田 美 恵  

( 著 ) ， 『 ユ ー ク リ ッ ド 原 論 』 ， 共 立 出 版 ， 1 9 7 1 年 ， 参 照 。  

          
４ ５  I b i d . , p p . 6 2 - 6 3 .  
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４ ６  I b i d . , p . 6 4 .  

 
４ ７  I b i d . , p . 6 4 .  

 
４ ８  I b i d . , p p . 6 4 - 6 6 .  

 
４ ９  I b i d . , p p . 6 6 - 6 8 .  

 
５ ０  I b i d . , p p . 6 8 - 6 9 .  

 
５ １  I b i d . , p p . 1 0 6 - 1 0 7 .  

 

５ ２  I b i d . , p . 6 9 .  「 部 分 の 部 分 」 m i n u t i a  m i n u t i a e と ， C a p . 1 3 の 「 分 数 の 乗 法 」  

m u l t i p l i c a  f r a c t o r u m  n u m e r o r u m と は 区 別 さ れ て い る 。  

 

５ ３  I b i d . , p . 7 0 .  『 原 論 』 7 巻 命 題 1 7 の 内 容 は （ b a = d , c a = e な ら ば a : c = a d : a e ） ，  

『 原 論 』 7 巻 命 題 1 8 の 内 容 は （ a c = d , b c = e な ら ば d : e = a : b ） 。  

 
５ ４  I b i d . , p . 7 2 .  

 
５ ５  I b i d . , p p . 7 0 - 7 4 .  『 原 論 』 7 巻 命 題 3 6 の 内 容 は 最 小 公 倍 数 ， 『 原 論 』 7 巻 命

題 3 8 の 内 容 は 公 約 数 。  

 
５ ６  I b i d . , p . 7 5 .  

 
５ ７  I b i d . , p . 7 5 .  

 
５ ８  『 同 文 算 指 』 ， 前 掲 書 ， 4 - 9 8 頁 。  

 
５ ９  同 書 , 4 - 9 8 頁 。  

 
６ ０  同 書 - 9 8 ･ 9 9 頁 。  

 
６ １  同 書 , 4 - 9 9 頁 。  

 
６ ２  同 書 , 4 - 9 9 ･ 1 0 0 頁 。  

 
６ ３  同 書 , 4 - 1 0 0 頁 。  

 
６ ４  同 書 , 4 - 1 0 0 ･ 1 0 1 頁 。  

 
６ ５  同 書 , 4 - 1 0 1 ･ 1 0 2 頁 。  

 
６ ６  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  A r i t h m e t i c a e ， p p . 7 5 - 7 6 .  
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６ ７  I b i d . , p . 7 7 .  

 
６ ８  『 同 文 算 指 』 ， 前 掲 書 ， 4 - 1 0 2 頁 。  

 
６ ９  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  A r i t h m e t i c a e ， p p . 7 7 - 7 8 .  

 
７ ０  『 同 文 算 指 』 ， 前 掲 書 ， 4 - 1 0 5 頁 。  

 
７ １  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  o p . c i t . ， p p . 8 0 .  

 
７ ２  I b i d . , p . 8 1 .  

 
７ ３  『 同 文 算 指 』 ， 前 掲 書 ， 4 - 1 0 6 頁 。  

 
７ ４  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  A r i t h m e t i c a e ， p . 8 2 .  

 
７ ５  I b i d . , p . 8 3 .  

 
７ ６  I b i d . , p . 8 3 .  

 
７ ７  I b i d . , p . 8 4 .  

 
７ ８  I b i d . , p . 8 6 .  1 5 8 5 年 版 で は p . 1 2 1 .  1 5 8 5 年 版 で も 9 章 で 扱 っ た と 記 し て あ る  

が ， 1 5 8 3 年 版 と は 章 立 て が 変 更 さ れ て お り ， 1 5 8 5 年 版 で は 8 章 に 変 更 さ れ て い

る 。 9 章 で 扱 っ た と す る の は 誤 記 で あ る 。  

 
７ ９  『 同 文 算 指 』 ， 前 掲 書 ， 4 - 1 0 6 頁 。  

 
８ ０  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  A r i t h m e t i c a e ， p . 8 5 .  

 
８ １  I b i d . , p . 8 6 .  

 
８ ２  I b i d . , p p . 8 6 - 8 7 .  

 
８ ３  I b i d . , p p . 8 7 - 8 8 .  

 
８ ４  I b i d . , p p . 8 8 .  

 
８ ５  I b i d . , p p . 8 8 - 8 9 .  

 
８ ６  『 同 文 算 指 』 ， 前 掲 書 ， 4 - 1 0 8 頁 。  

 
８ ７  同 書 , 4 - 1 0 9 頁 。  

 
８ ８  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  A r i t h m e t i c a e ， p p . 9 3 - 9 9 .  

 

８ ９  『 同 文 算 指 』 ， 前 掲 書 ， 4 - 1 0 8 - 1 1 2 頁 。  
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９ ０  「 部 分 の 部 分 」 m i n u t i a  m i n u t i a e と ， 1 3 章 の 「 分 数 の 乗 法 」 m u l t i p l i c a   

f r a c t o r u m  n u m e r o r u m と は 区 別 さ れ て い る 。  

 
９ １  矢 野 道 雄 ( 編 ) 『 イ ン ド 天 文 学 ・ 数 学 集 』 ， 朝 日 出 版 ， 1 9 8 0 年 ， 2 1 9 － 2 2 1 頁 。  

 
９ ２

 同 書 ， 1 9 6 － 3 7 2 頁 参 照 。  

 
９ ３  L e o n a r d o  P i s a n o ,  L i b e r  A b b a c i ,  1 2 0 2 . （ B a l d a s s a r r e  B o n c o m p a g n i ,   

S c r i t t i  D i  L e o n a r d o  P i s a n o  M a t h e m a t i c o  D e l  S e c o l o  D e c i m o t e r z o  V o l . ,  1 ,   

R o m a ,  1 8 5 7 .  （ ニ ュ ー ヨ ー ク 公 共 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ） ， p p . 2 3 - 2 4 .  

B o n c o m p a g n i は ， 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る A b a c i で は な く A b b a c i を 使 用 し て

い る 。 こ の 書 の 訳 語 は 『 算 盤 の 書 』 が 使 用 さ れ て い る が ， 本 の 内 容 を ま っ た く 表

さ な い 誤 訳 で あ り ， 近 年 『 計 算 の 書 』 と 訳 さ れ る よ う に な っ て き た 。  

 
９ ４  『 九 章 算 術 』 ， 前 掲 書 ， 6 頁 。 乗 分 に つ い て の 説 明 。  

 
９ ５  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  A r i t h m e t i c a e ， p . 6 9 .  

 
９ ６  I b i d . ， p . 6 9 .  

 
９ ７  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  A r i t h m e t i c a e ( 1 5 8 5 ) ,  p . 9 1 .  

 
９ ８  I b i d . ， p p . 1 0 6 - 1 0 7 .  

 
９ ９  『 実 用 算 術 概 論 』 1 5 8 3 年 版 は 8 6 頁 ， 1 5 8 5 年 版 は 1 2 1 頁 に 記 載 。  

 
１ ０ ０  矢 野 道 雄 ( 編 ) ， 前 掲 書 ， 『 リ ー ラ ー ヴ ァ テ ィ ー 』 で は ， 「 通 分 」 と 「 部 分 の 部 分 」  

が 分 数 の 同 色 化 と し て 記 さ れ て い る （ 同 書 2 1 9 － 2 2 1 頁 ） 。 こ れ は 「 部 分 の 部 分 」

を 分 数 の 乗 法 規 則 と は 別 の 位 置 づ け で と ら え て い る こ と で あ る 。  

 

１ ０ １  同 書 ， 4 - 9 8 頁 。 分 数 の 使 用 に つ い て は ， 『 実 用 算 術 概 論 』 C a p . 5 と 対 応 す  

る 。 分 数 の 表 記 に つ い て は ， 『 実 用 算 術 概 論 』 C a p . 6 . に あ る 分 数 表 記 と 対 応 す

る 。  

 

１ ０ ２  『 算 法 統 宗 』 ， 前 掲 書 ， 巻 之 四 粟 布 章 第 二 の 度 法 端 疋 歌 ， 割 り 切 れ る 6 問  

に 続 き ， 割 り 切 れ な い 時 の 表 し 方 が 示 さ れ て い る 。  

 
１ ０ ３  L e o n a r d o  P i s a n o ,  o p . c i t . , p . 7 3 .  

 
１ ０ ４  I b i d . ， p . 2 4 .  

 
１ ０ ５  『 九 章 算 術 』 ， 前 掲 書 ， 3 頁 。  
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１ ０ ６  川 原 秀 樹 ( 訳 ) 「 劉 徽 註 九 章 算 術 ― 付 海 島 算 経 」 ， 藪 内 清 ( 編 ) ， 『 科 学 の 名  

著 2 中 国 天 文 学 ・ 数 学 集 』 ， 朝 日 出 版 社 ， 1 9 8 0 年 。 1 0 2 頁 の 註 4 3 参 照 。  

 
１ ０ ７  利 瑪 竇 ( 口 訳 ) , 徐 光 啓 ( 筆 受 ) , 『 幾 何 原 本 』 ， 北 京 ， 1 6 0 7 年 。 ク ラ ヴ ィ ウ ス の  

『 原 論 注 釈 書 』 の 第 1 - 6 巻 を 漢 訳 し た 書 で あ る 。  

 
１ ０ ８  『 同 文 算 指 』 ， 前 掲 書 ， 4 - 1 0 1 頁 。  

 
１ ０ ９  『 同 文 算 指 』 ， 前 掲 書 ， 4 - 8 2 頁 。  

 
１ １ ０  同 書 ， 4 - 8 2 頁 。  

 
１ １ １  同 書 ， 4 - 1 0 8 頁 。  

 
１ １ ２  同 書 ， 4 - 1 0 8 頁 。  

 
１ １ ３  同 書 ， 4 - 1 1 9 頁 上 段 。  

 
１ １ ４  同 書 ， 4 - 1 8 0 頁 。  

 
１ １ ５  同 書 ， 4 - 1 7 8 頁 上 段 。  

 
１ １ ６  同 書 ， 4 - 1 7 7 頁 。  

 
１ １ ７  『 同 文 算 指 』 の 漢 訳 に 使 わ れ た 版 に つ い て は ， 安 大 玉 ( 著 ) 『 明 末 西 洋 科 学 東  

伝 史 』 ， 知 泉 書 館 ， 2 0 0 7 年 ， 1 1 5 頁 で ， 1 5 8 5 年 版 は 北 京 北 堂 教 会 に 現 存 し て

い る こ と か ら ， 1 5 8 5 年 版 で る と 推 測 し て い る 。 こ の 現 存 に つ い て は ， （ 鈴 木 武 雄

「 北 京 北 堂 教 会 目 録 に つ い て ― 1 6 世 紀 末 以 降 ， 中 国 へ 渡 来 し た 宣 教 師 た ち

の も た ら し た 書 物 」 『 数 理 解 析 研 究 書 講 究 録 』 第 1 5 8 3  巻 2 0 0 8  年 p p . 7 7 - 8 8 ．

参 照 ） 。  

 

１ １ ８  『 同 文 算 指 』 ， 前 掲 書 ， 4 - 1 8 0 頁 。 巻 之 四 奇 零 索 析 約 法 第 八 の 問 2 9 と 問  

3 0 の 間 に 挿 入 さ れ た 李 之 藻 の 説 明 部 分 。  
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第６章  「三数法」の伝播とクラヴィウス  

 

 1 4 世 紀 の イ タ リ ア で は 地 中 海 を 介 し た 商 取 引 が 活 発 に な り ，海 洋 都 市

国 家 が 繁 栄 し た 。 こ の 時 代 ， 投 資 的 ・ 投 機 的 な 商 取 引 に 対 応 で き る よ う

な 計 算 術 が 必 要 と な っ た 。 こ こ で 必 要 と な っ た 算 術 は ， 当 時 の 大 学 で 学

ば れ て い た リ ベ ラ ル ア ー ツ の 算 術 で は な く ， 商 用 算 術 で あ っ た 。 こ の 商

用 算 術 を 教 え る 学 校 も 多 く 設 け ら れ ， そ こ で は イ ン ド ・ ア ラ ビ ア の 十 進

位 取 り 記 数 法 と ， 筆 算 に よ る 四 則 計 算 ，「 三 数 法 」（ r e g u l a  t r i u m） １ や

「 複 式 仮 定 法 」（ r e g u l a  f a l s i  d u p l i c i s  p o s i t i o n i s） を 用 い た 商 取 引 場

面 の 応 用 問 題 を 教 え て い た ２ 。  

 商 用 算 術 は 西 洋 各 地 へ と 広 が り ， 近 代 の 代 数 学 に 繋 が る 内 容 の 研 究 も

な さ れ た が ， こ の 商 用 算 術 が 大 学 の 学 芸 学 部 の カ リ キ ュ ラ ム の 中 で 教 え

ら れ る こ と は な か っ た ３ 。 1 6 世 紀 末 に な り ， 正 式 な 教 育 課 程 の 中 に 商 用

算 術 を 組 み 込 ん だ の が ， イ エ ズ ス 会 の 学 校 で あ っ た 。 そ こ で 使 用 さ れ た

教 科 書 は ク ラ ヴ ィ ウ ス が 著 し た『 実 用 算 術 概 論 』（ E p i t o m e  A r i t h m e t i c a e  

P r a c t i c a e４ ） で あ っ た 。  

 こ の 『 実 用 算 術 概 論 』 は イ エ ズ ス 会 の 宣 教 師 で あ っ た マ テ オ ・ リ ッ チ

（ 1 5 5 2  — 1 6 1 0 年 ）に よ っ て 中 国 に 紹 介 さ れ ，中 国 人 士 大 夫 で あ っ た 徐 光

啓（ 1 5 6 2 — 1 6 3 3 年 ），李 之 藻（ 1 5 6 5 — 1 6 3 0 年 ）ら の 協 力 に よ り 漢 訳 さ れ た 。

『 同 文 算 指 』 と 名 付 け ら れ た こ の 書 名 は 注 目 に 値 す る 。 漢 訳 さ れ た 他 の

ク ラ ヴ ィ ウ ス の 著 作 が ，E u c l i d i s  E l e m e n t o r u m  L i b r i  X V５ は『 幾 何 原 本 』，

G e o m e t r i a e  P r a c t i c a e ６  は 『 測 量 法 義 』 の よ う に ， 原 題 や 内 容 に 沿 っ た

題 名 と な っ て い る の に 対 し ， E p i t o m e  A r i t h m e t i c a e  P r a c t i c a e は 『 同 文

算 指 』 と 表 記 さ れ ， 他 と は 違 う 意 識 で 名 付 け ら れ た 。 そ の 序 に 「 遐 方 文

献 何 嫌 並 蓄 兼 收 以 昭 九 訳 同 文 之 盛 矧 其 裨 實 学 前 民 用 如 斯 者 （ は る か 遠 方
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の 文 献 を 共 に 蓄 え ， 共 に 収 め ， 九 度 も 翻 訳 し て 文 を 同 じ く す る こ と を 嫌

う こ と は な い で あ ろ う 。 そ れ に よ り ， 実 学 を 補 い ， 民 を 導 く ） 」 ７ と 記

述 さ れ て い る 。 『 同 文 算 指 』 は 単 な る 翻 訳 書 で は な く ， 西 洋 と 中 国 と の

算 術 文 化 の 交 流 を 意 識 し た 書 で あ る 。  

 『 実 用 算 術 概 論 』 の 柱 の 一 つ で あ る 「 三 数 法 」 は ， 古 く は 1 世 紀 頃 の

中 国 の 書『 九 章 算 術 』 ８ ， 5 世 紀 の イ ン ド の『 ア ー ル ヤ バ タ の 書 』に 記 さ

れ て い る 。 イ ン ド の 「 三 数 法 」 は 8 世 紀 に は ア ラ ビ ア に 伝 わ り ， さ ら に

1 3 世 紀 に は ピ サ の レ オ ナ ル ド 著 『 計 算 の 書 』 L i b e r  A b b a c i ９ に よ っ て 西

洋 に 広 く 伝 わ っ た １ ０ 。そ の 後 の「 三 数 法 」は ，西 洋 の 各 地 で ，算 術 の 中

核 的 な 解 法 と し て 「 複 式 仮 定 法 」 と 共 に 学 ば れ ， 1 6 世 紀 末 に マ テ オ ・ リ

ッ チ に よ っ て 中 国 に「 帰 還 」１ １ し た の で あ る 。こ の 中 国 へ の「 帰 還 」は ，

「 以 昭 九 訳 同 文 之 盛 」 で あ る 『 同 文 算 指 』 の 意 味 す る と こ ろ と 同 じ で あ

る 。  

『 同 文 算 指 』 は 単 な る 算 術 の 翻 訳 書 で は な い の で ， 数 式 の み の 分 析 で

は 不 十 分 で あ ろ う 。 故 に ， 原 典 の ラ テ ン 語 と 翻 訳 さ れ た 漢 語 で 記 さ れ た

問 題 文 に つ い て ， そ の 文 脈 も 含 め た 史 料 分 析 が 必 要 で あ る 。  

本 章 は ， 『 実 用 算 術 概 論 』 の 「 三 数 法 」 が ， ど の よ う に 漢 訳 さ れ ， ど

の よ う に 学 習 者 の た め に 問 題 配 置 さ れ て い る の か ， そ し て 中 国 独 自 の 問

題 と し て 何 が 補 わ れ た か を 分 析 す る 。 こ の 分 析 に よ り ， 『 同 文 算 指 』 の

漢 訳 者 が ク ラ ヴ ィ ウ ス の 『 実 用 算 術 概 論 』 を ど の よ う に 理 解 し ， 西 洋 科

学 を ど う 認 識 し 自 国 に 伝 え よ う と し た の か を 探 る 。  
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第 １節  「 三数 法」の西 洋と 中国の比 較  

(1) 西 洋 算 術 に お け る 「 三 数 法 」  

① 『 実 用 算 術 概 論 』 発 刊 以 前 の 「 三 数 法 」  

西 洋 に お け る 古 典 的 算 術 書 で あ り ，1 3 世 紀 初 頭 に 発 刊 さ れ た ピ サ の レ

オ ナ ル ド の 『 計 算 の 書 』 １ ２ は ， 1 章 か ら 7 章 ま で が 数 表 記 や 四 則 演 算 ，

8 章 か ら 1 5 章 が 応 用 題 で 構 成 さ れ て い る 。 応 用 題 の 8 章 か ら 1 3 章 ま で

が 比 例 配 分 の 問 題 で あ る 。8 章 で は 商 業 取 引 に お け る 基 本 方 法 と し て「 三

数 法 」 が 採 り 上 げ ら れ て お り ， a : b = c : d  の と き  ｄ = b× c÷ a  を 使 用 し

て い る 。 次 の 9 章 で は 「 三 数 法 」 の 複 数 回 使 用 ， 1 0 章 は 共 同 事 業 に お け

る 利 益 配 分 を 求 め る 問 題 で あ り （ a : b = c i : d i   ， a =Σ c i の と き  d i  = b× c i

÷ a） を 使 用 し ， 「 三 数 法 」 が 複 合 使 用 さ れ て い る 。  

1 3 章「 複 式 仮 定 法 」で は ，２

つ の 仮 定 を 置 く こ と に よ り ， そ

の 誤 差 の 差 か ら ， 比 例 按 分 に よ

っ て 真 の 値 を 求 め る こ と が で き

る と 説 明 さ れ て い る 。 こ の 説 明

の た め に 右 の 「 三 数 法 」 の 計 算

図 １ ３ が 示 さ れ て い る 。  

 西 洋 で は L i b e r  A b b a c i が 算 術 の 古 典 と な り ，こ の 書 を 手 本 と し て 多 く

の 算 術 書 が 発 刊 さ れ た 。 特 に 商 用 算 術 書 で は （ a : b = c : d  の と き  ｄ = b

× c÷ a） の 公 式 を 使 用 し て 解 答 さ せ た 。 商 取 引 で の 利 用 価 値 の 高 い 規 則

の た め ， 「 三 数 法 」 は 「 黄 金 の 規 則 」 ( r e g u l a  a u r e a） と も 称 さ れ た 。  

一 方 ， 理 論 を 追 求 す る 大 学 で は ， 比 は 神 学 の 理 論 に 使 わ れ ， 計 算 自 体

は 重 要 視 さ れ な か っ た 。神 学 で の「 黄 金 の 規 則 」は「 三 数 法 」で は な く ，

宗 教 用 語 の「 黄 金 律 」( r e g u l a  a u r e a）を 意 味 し た 。宗 教 用 語 と し て の「 黄
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金 律 」 と は 別 に ， 「 三 数 法 」 は 神 の 存 在 証 明 に も 使 わ れ た 。 中 世 を 代 表

す る キ リ ス ト 教 の 神 学 者 ト マ ス ・ ア ク ィ ナ ス （ T h o m a s  A q u i n a s ,  1 2 2 5 頃

— 1 2 7 4 年 ） は ， 比 の 計 算 を 用 い て 次 の よ う に 神 の 存 在 を 証 明 し て い る 。  

a 世 界 の 存 在 ， b 世 界 の 本 質 （ 偶 然 性 ） ， c 神 の 存 在 ， d 神 の 本

質 （ 必 然 性 ） と の 間 に は ， a : b = c : d で あ る よ う な 比 例 関 係 が 見 こ

ま れ て い る 。 世 界 が 存 在 し ， 偶 然 で あ る こ と ， 神 は 必 然 的 な 存 在

で あ る こ と が 既 知 で あ っ て ， 神 の 存 在 が 証 明 す べ き も の で あ る 。

い ま た と え ば 6 : 3＝ ｘ ： 2 と い う 比 例 式 に お い て ， 未 知 項 ｘ は 4

で あ る こ と が た だ ち に 知 れ る 。 同 じ よ う に ， 三 つ の 既 知 項 か ら 第

四 の 未 知 項 c（ 神 の 存 在 ） が 認 識 さ れ る わ け で あ る 。 な り た っ て

い る の は「 比 例 」( p r o p o r t i o n a l i t a s )の 類 比 に ほ か な ら な い 。１ ４  

 西 洋 に お け る 「 三 数 法 」 は ， 大 学 で 学 ば れ て い た 神 学 的 な 要 素 の 確 実

性 客 観 性 の 側 面 と ， 商 取 引 で 使 わ れ る 商 用 算 術 の 実 用 的 な 側 面 が ， 全 く

別 の も の と し て 存 在 し て い た の で あ る 。  

 

② イ エ ズ ス 会 に お け る 「 算 術 」 の 扱 い  

 イ エ ズ ス 会 士 で あ り ， ロ ー マ 学 院 「 数 学 的 諸 学 」 の 教 授 で あ っ た ク ラ

ヴ ィ ウ ス は ， イ エ ズ ス 会 学 校 の 指 導 要 領 で あ る 『 学 事 規 定 』 策 定 に 関 わ

り ， 数 学 の 役 割 と し て 以 下 の 意 見 を 提 出 し た 。 そ し て ， 神 学 的 な 証 明 の

た め の 側 面 と ， 実 用 的 な 有 用 性 の 側 面 を 調 整 し た １ ５ 。  

    他 の 学 問 は 数 学 の 援 助 を と て も 必 要 と し て い る 。 そ れ は 事 実 と

し て ， 数 学 的 な 学 問 は ， 詩 人 に は 天 体 の 昇 り 沈 み を ， 歴 史 家 に は

場 所 の 形 と 距 離 を ， 分 析 す る 人 た ち に は 確 か な 証 明 を ， 政 治 指 導

者 に は 内 政 と 軍 事 と も に 情 勢 を よ く 管 理 す る た め の 技 術 を ， 自 然

哲 学 者 に は 天 体 の 回 転 ，光 ，色 ，透 明 な 霊 媒 ，音 の 形 式 と 識 別 を ，
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形 而 上 学 者 に は 球 体 と 知 性 の 数 を ， 神 学 者 に は 神 の 仕 事 の 主 要 な

役 割 を ， 法 と 教 会 の 習 慣 に は 正 確 に 時 間 を 計 算 す る こ と を 供 給 し

説 明 す る 。 同 時 に 、 我 々 は 数 学 者 の 働 き に よ っ て ， 病 気 の 治 癒 の

中 で ， 海 の 航 海 の 中 で ， 農 民 の 仕 事 の 中 で ， 共 和 国 へ 利 益 以 上 の

も の を 渡 す 。  

 ク ラ ヴ ィ ウ ス は ，「 数 学 」 １ ６ が 他 の 教 科 に と っ て 必 要 で あ り ，重 要 な

も の で も あ る こ と を 主 張 し た 。 彼 は 「 数 学 」 が 官 僚 と 将 校 に 必 要 な 分 析

力 と 証 明 力 を 育 て る こ と ， そ し て 天 文 学 ， 地 理 学 ， 航 海 術 の 基 礎 学 問 で

あ る こ と を 示 し た 。ま た ，自 然 哲 学・神 学 の 基 礎 的 裏 付 け と し て「 数 学 」

が 必 要 で あ る こ と ， 「 数 学 」 が 教 会 暦 と 時 間 計 算 ， 測 量 術 等 へ 利 用 で き

る こ と を 具 体 的 に 示 し た 。そ し て ，こ の 考 え 方 を 核 に し て 決 定 さ れ た『 学

事 規 定 』１ ７ に よ っ て ，イ エ ズ ス 会 学 校 の 数 学 教 育 が 行 わ れ た 。神 学 的 な

側 面 に つ い て は ， 自 然 哲 学 ・ 神 学 の 基 礎 的 裏 付 け と し て 「 数 学 」 が 必 要

で あ る こ と を 徹 底 し た 。 大 学 の 学 芸 学 部 に 相 当 す る イ エ ズ ス 会 学 院 の 哲

学 科 の 課 程 で は 算 術 と 幾 何 学 の 学 習 を 課 し て お り ， 一 部 の 学 生 に は そ の

習 熟 に 専 念 さ せ て い た １ ８ 。彼 ら は ，「 数 学 」を 習 熟 し た 上 で 自 然 哲 学 ・

神 学 の 専 門 を 学 ぶ の で あ っ た １ ９ 。  

 

③ 算 術 教 科 書 『 実 用 算 術 概 論 』 に お け る 「 三 数 法 」 の 扱 い  

 『 実 用 算 術 概 論 』 は イ エ ズ ス 会 学 校 の 算 術 の 教 科 書 で あ る の で ， 自 然

哲 学 ，神 学 の 基 礎 的 裏 付 け と な る 学 問 と し て の 要 素 と ，天 文 学 ，地 理 学 ，

航 海 術 の 計 算 法 と し て の 要 素 の 2 つ を 持 っ て い た 。  

 1 6 章 ま で の 四 則 計 算 に 続 き ，「 三 数 法 」は 1 7 章 か ら 2 1 章 で 展 開 さ れ

て い る ２ ０ 。  

1 7 章 は ，「 三 数 法 。 そ れ は 別 名 黄 金 算 法 や 比 例 算 法 と 通 常 呼 ば れ て い
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る も の で あ る 」（ R e g u l a  t r i u m ;  q u a e  a l i o  n o m i n e  r e g u l a  a u r e a ,  s i v e  

r e g u l a  p r o p o r t i o n u m  d i c i  s o l e t） ２ １ と ， 長 い 章 題 が 付 け ら れ て い る 。 

1 8 章 は「 三 数 逆 算 法 」（ R e g u l a  t r i u m  e v e r s a）２ ２ で あ り ，（ a: 𝑏−1 = 𝑐: 𝑑−1 

の と き   = a      ） の 適 用 で あ る 。  

1 9 章 は 「 三 数 組 合 せ 算 法 」（ R e g u l a  t r i u m  c o m p o s i t e） ２ ３ で あ り ， 単

位 の 異 な る a𝑖と  𝑖に つ い て ， (𝑎1  𝑏1): 𝑐 = (𝑎2  𝑏2): 𝑑 を 適 用 し ，「 三 数 法 」 が

組 み 合 わ せ て 使 用 さ れ て い る 。  

2 0 章 は 「 共 同 算 法 」（ R e g u l a  S o c i e t a t u m） ２ ４ で あ り ，（ a : b = c i : d i， a =

Σ c i の と き d i  = b× c i÷ a）を 適 用 し ，「 三 数 法 」が 複 合 使 用 さ れ て い る 。  

2 1 章 は 「 結 合 算 法 」（ R e g u l a  A l l i g a t i o n i s） ２ ５ で あ る 。 混 合 割 合 が

不 明 な ２ つ の 数 量 ( a , b )に ，数 量 ( c )が 混 合 さ れ た と き ，( a - b ) : 1 = ( c - b ) : 𝑑1 ，

( a - b ) : 1 = ( a - c ) : 𝑑2 と し て「 三 数 法 」を 適 用 し て ，𝑑1 =
𝑐−𝑏

𝑎−𝑏
 , 𝑑2 =

𝑎−𝑐

𝑎−𝑏
 で 求 め

る 方 法 で あ る 。  

 「 三 数 法 」 が 使 わ れ て い る 1 7 章 か ら 2 1 章 で は ， 三 数 法 の 計 算 を 容 易

に す る た め ， a:  =  : 𝑑 

に 相 当 す る 右 の 表 ２ ６

が 使 用 さ れ て い る 。  

こ れ ら の 章 で は ， 問 題 文 ， 数 値 や 式 の 説 明 ， 結 び の 言 葉 と 表 と い う 順

で ， 各 問 が 記 述 さ れ て い る 。 各 問 に あ る 最 後 の 結 び の 言 葉 は ， 2 0 章  Q 1

で は “ u t  i n  p r o p o s i t o  e x e m p l o  f e c t u m  e s s e  v i d e s” (提 示 さ れ た 例 に

よ っ て あ な た が 見 る よ う に )， Q 2・ Q 3 で は “ u t  h i c  v i d e s” (こ の よ う に

あ な た が 見 る よ う に )， Q 4・ Q 5 で は “ S i c  e r g o  s t a b i t  e x e m p l u m” (従 っ

て 例 題 は こ の よ う に 確 立 す る だ ろ う )と 記 述 さ れ ，そ の 後 に 表 が 提 示 さ れ

て い る 。 こ の 表 を も と に （ ｄ =ｂ × c÷ a） を 使 っ て 答 を 求 め る の で あ る 。

1 7 章 で は ど う 計 算 し て 答 を 出 す の か が 具 体 的 に 示 さ れ て い る ２ ７ 。 し か
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し ， 2 0 章 で は 全 く 触 れ ら れ て い な い 。  

2 0 章 で は 各 問 に 示 さ れ た「 三 数 法 」の 表 中 の 数 値 が ど の よ う に 導 き 出

さ れ た か が 詳 し く 記 述 さ れ て い る 一 方 ， 「 三 数 法 」 の 規 則 に 数 値 を 入 れ

て 答 を 出 す こ と は ， あ ま り 重 視 さ れ な か っ た 。  

最 初 の Q 1 に 限 っ て は ， 表 の 後 に 次 の よ う な 説 明 が 付 加 さ れ て い る 。  

こ の 例 は 次 の よ う に な る で あ ろ う 。 も し 全 て の 人 の 利 益 が 一 つ

の 和 に 集 め ら れ た な ら ば ， 提 示 さ れ た 例 に よ っ て な さ れ た こ と を

あ な た は 見 る だ ろ う 。 （ E X A M E N  h u j u s  r e i  e r i t ,  s i  l u c r a  o m n i u m  

i n  u n a m  s u m m a r m  c o l l e c t a  e f f i c i a n t  l u c r u m  t o t u m ,  u t  i n  

p r o p o s i t o  e x e m p l o  f a c t u m  e s s e  v u i d e s .） ２ ８  

 こ の よ う に ， 問 の 結 び の 特 徴 的 な 表 現 や ， 他 の 各 章 で も 見 ら れ た 検 算

の 存 在 は ，ギ リ シ ャ 数 学 由 来 の 表 現 と し て 現 代 の 数 学 で も 使 用 さ れ て い

る“ Q E D― q u o d  e r a t  d e m o n s t r a n d u m”（ こ れ が 証 明 す べ き こ と で あ っ た ）

の 表 現 に も 通 ず る「 証 明 」を 指 向 し て い た 。こ の こ と は ，商 用 算 術 で は

重 視 さ れ な い の で あ る が ，学 問 と し て の 算 術 で は 必 要 と な る 。学 問 で 使

え る 「 算 術 」 の 「 確 実 性 」 を ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は 『 実 用 算 術 概 論 』 で 提 案

し て い た 。そ れ は「 算 術 」が 数 の 計 算 術 で は な く ，学 問 の 基 礎 と な る 新

し い 「 算 術 」 す な わ ち 「 数 論 」 へ の 指 向 で あ る 。  

 そ れ に 対 し て ， 「 算 術 」 の 「 有 用 性 」 を ク ラ ヴ ィ ウ ス は 以 下 の よ う に

説 明 し て い る 。  

共 同 算 法 は ， 当 然 商 人 達 の 間 で 計 り 知 れ な い 利 用 価 値 を 持 つ こ

と に な る が ， 提 示 さ れ た 諸 例 題 か ら 明 ら か に な る よ う に ， 実 は ま

っ た く 三 数 法 に 基 づ く も の で あ る 。 し か し 複 数 の 者 が 提 携 す る と

き に は ， 各 々 が な に が し か の 金 額 を つ な ぎ 合 わ せ る よ う に 適 用 さ

れ て ， 次 の よ う に 実 行 さ れ る 。 （ R E G V L A  S O C I E T A T V M ,  C a p .  X X .  
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S E Q U I T U R  s o c i e t a t u m  r e g u l a  i m m e n s u m  v s u m  a p u d  m e r c a t o r e s  

h a b e n s ,  q u a e  q u i d e m  t o t a  n i t i t u r  r e g u l a  t r i u m ,  u t  e x  

p r o p o s i t i s  e x e m p l i s  f i e t  p e r s p i c u n m .  A d h i b e t u r  a u t e m ,  q u a n d o  

p l u r e s  c o n s o r t i u m  i n e u n t ,  i t a  u t  s i n g u l i  s u m m a m  q u o n d a m  

p e c u n i a e  c o n s e r a n t ,  f i t q u e  h o c  m o d o .） ２ ９    

上 記 の 著 作 の 記 述 か ら は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が 算 術 の 有 用 性 を 重 視 し て い

る こ と が 見 て 取 れ る 。彼 は「 数 の 調 和 」と い う 学 問 的 な 説 明 を せ ず ，「商

人 達 の 間 で 計 り 知 れ な い 利 用 価 値 を 持 つ 」 と 述 べ て い る 。 た だ し ， こ こ

で の 「 有 用 性 」 は ， 単 に 答 を 出 す 方 法 を 身 に つ け て 実 業 に 使 え る 意 味 で

の 有 用 性 で は な い 。 「 提 示 さ れ た 諸 例 題 か ら 明 ら か に な る よ う に ， 実 は

ま っ た く 三 数 法 に 基 づ く 」 と 続 け る こ と で ， 問 題 場 面 や 問 題 の 構 造 ま で

を も 深 く 理 解 す る こ と を 大 切 に し て い る 。 つ ま り ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は 「 数

学 」 の 「 有 用 性 」 は ， 将 校 や 官 僚 や 政 治 指 導 者 が 必 要 と す る 教 養 的 な 知

識 と し て の 「 有 用 性 」 で あ る と 認 識 し て い た の で あ る 。  

 

(2) 中 国 に お け る 三 数 法  

① 『 同 文 算 指 』 発 刊 以 前 の 三 数 法  

 古 典 的 算 術 書 で あ る『 九 章 算 術 』 の 第 二 章「 粟 米 」に は ，「 今 有 術 」と

し て「 三 数 法 」が 記 さ れ て い る ３ ０ 。そ れ に は「 術 日 以 所 有 数 乗 所 求 率 為

実 以 所 有 率 為 法 （ 有 る 数 を 求 め る も の の 率 に か け 被 除 数 と し ， 有 る 数 の

率 を 除 数 と す る ）」と あ る 。こ れ は a : b = c : d  の と き ｄ = b× c÷ a  で 求 め る

方 法 で あ り ，「 三 数 法 」 を 意 味 し て い る 。  

 次 の 第 三 章「 衰 分 」は 等 級 に よ る 比 例 配 分 問 題 で あ る ３ １ 。こ こ で の 術

は 「 術 曰 各 置 算 数 為 列 衰 副 併 為 法 以 所 発 徭 役 人 数 乗 未 併 者 各 自 為 実 実 如

法 得 一 人 （ そ れ ぞ れ の 算 の 数 を 置 き 列 衰 と す る 。 そ れ を 合 わ せ て 除 数 と



219 

 

す る 。 徭 役 の 人 数 に 合 わ せ る 前 の 列 衰 を か け ， そ れ ぞ れ の 値 の 被 除 数 と

す る 。被 除 数 を 除 数 で 割 る と 一 人 分 と な る ）」と あ り ，こ れ は ，a : b = c i : d i   ，

a =Σ c i の と き  d i  = b× c i÷ a  で 求 め る 方 法 で ，三 数 法 の 複 合 使 用 で あ る 。

こ の 「 衰 分 」 の 方 法 は ，「 此 術 今 有 之 義 也 」 ３ ２ （ こ の 術 は 今 有 術 の 意 味

が あ る ） と 「 三 数 法 」 と の 関 係 が 記 述 さ れ て い る 。  

 『 九 章 算 術 』 に 記 載 さ れ て い る 「 今 有 術 」 は ， 第 六 章 「 均 輸 」 と 第 八

章 「 方 程 」 に も あ る 。「 均 輸 」 で は ，「 今 有 術 副 併 為 所 有 率 未 併 者 各 為 所

求 率 栗 七 斗 為 所 有 数 而 今 有 之 故 各 得 取 栗 也 ３ ３（ 今 有 術 で 別 に 合 わ せ た も

の を 有 率 と し ， 合 わ せ る 前 の も の を 求 率 ， 栗 七 斗 を 今 有 の 率 と し て 計 算

す る 。 故 に そ れ ぞ れ が 取 る 栗 の 数 で あ る ）」 と あ り ，「 三 数 法 」 が 使 用 さ

れ て い る 。「 方 程 」 で は 「 方 程 術 」 で 計 算 が 進 め ら れ る が ，「 各 以 其 物 本

率 今 有 之 求 其 所 同 併 以 為 法 ３ ４（ そ れ ぞ れ の 本 率 に よ っ て 今 有 術 で 求 め た

数 を 合 わ せ て 除 数 と す る ）」と あ り ，解 法 途 中 で 三 数 法 が 使 用 さ れ て い る 。 

 劉 徽 が『 九 章 算 術 』の 註 釈 を 記 し た の は ，魏 の 景 元 四 年（ 西 暦 2 6 3 年 ）

で あ る 。遙 か 後 の 明 代 に は 原 典 は 散 逸 し て い た が ，万 暦 二 十 年 (西 暦 1 5 9 2

年 )に 刊 行 さ れ た 『 算 法 統 宗 』 ３ ５ に お い て も ， 中 国 伝 統 の 算 法 は 内 容 面

で は 繋 が っ て い た 。  

中 国 算 術 書 の 章 立 て は ，一 般 に『 九 章 算 術 』に 合 わ せ て あ る 。『 算 法 統

宗 』 で も ほ ぼ 『 九 章 算 術 』 の 章 立 て を 用 い て い る が ， 若 干 の 違 い が 見 ら

れ る 。『 九 章 算 術 』 第 二 章 の 「 粟 米 」 が 『 算 法 統 宗 』 で は 「 粟 布 」 に ， 同

じ く 第 七 章 の 「 盈 不 足 」 が 「 盈 朒 」 に そ れ ぞ れ 置 き 換 わ っ て い る 。 ま た

「 今 有 術 」の 記 載 は な く な り ，「 粟 布 歌 」と し て「 三 数 法 」が 示 さ れ て い

る ３ ６ 。 第 三 章 の 章 名 は 変 わ ら ず 「 衰 分 」 の ま ま で あ る が ，「 三 数 法 」 の

複 合 使 用 で あ る 「 衰 分 術 」 に 代 え て 「 衰 分 歌 」 が 載 せ ら れ て い る ３ ７ 。  

『 算 法 統 宗 』 は 第 九 章 の 後 に ， 新 た な 章 「 難 問 」 が 起 こ さ れ ， 第 一 章
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か ら 第 九 章 ま で の 追 加 題 が 記 載 さ れ て い る ３ ８ 。  

 

② 『 同 文 算 指 』 に お け る 「 三 数 法 」  

『 同 文 算 指 』 は 『 実 用 算 術 概 論 』 に 次 の よ う に 対 応 す る と と も に ， さ ら

に 多 く の 『 算 法 統 宗 』 の 問 で 補 わ れ て い る 。  

    『 実 用 算 術 概 論 』 C a p 1 7 に 対 応  通 編 巻 之 一 三 率 準 測 法 第 一 補 八 條  

  『 実 用 算 術 概 論 』 C a p 1 8 に 対 応  通 編 巻 之 一 變 測 法 第 二 補 五 條  

『 実 用 算 術 概 論 』 C a p 1 9 に 対 応  通 編 巻 之 一 重 準 測 法 第 三 補 十 四 條  

『 実 用 算 術 概 論 』 C a p 2 0 に 対 応   通 編 巻 之 二 合 数 差 分 法 第 四 上  

補 二 十 六 條  通 編 巻 之 三 合 数 差 分 法 第 四 下 補 十 五 條  

『 実 用 算 術 概 論 』 C a p 2 1 に 対 応  通 編 巻 之 三 和 較 三 率 法 第 五 補 三 條  

 『 実 用 算 術 概 論 』 の 「 三 数 法 」 を 『 同 文 算 指 』 で は 「 三 率 準 測 法 」 と

漢 訳 し ， 以 下 ，「 三 数 逆 算 法 」を「 變 測 法 」，「 三 数 組 合 せ 算 法 」を「 重 準

測 法 」，「 共 同 算 法 」 を 「 合 数 差 分 法 」，「 結 合 算 法 」 を 「 和 較 三 率 法 」 と

訳 し て い る 。  

 

③ 『 同 文 算 指 』 の 「 合 数 差 分 法 」 に つ い て  

 『 同 文 算 指 』 の 「 合 数 差 分 法 」 は 『 九 章 算 術 』 の 第 三 「 衰 分 」 に あ た

る 。 注 釈 で 「 衰 分 差 也 」 ３ ９ と 示 さ れ て い る よ う に ， こ の 「 衰 分 」 は 「 差

分 」 と 同 義 で あ り ，「 衰 分 に よ っ て 貴 賤 に よ り 異 な る 給 や 税 」（ 衰 分 以 御

貴 賤 禀 税 ） ４ ０ を 求 め る 章 で あ る こ と が 説 明 さ れ て い る 。  

 『 九 章 算 術 』 に は 「 衰 分 」 の 術 の 手 順 が 以 下 の よ う に 示 さ れ て い る 。  

  ⅰ ）「 法 集 而 衰 別 」（比 率 の 違 う そ れ ぞ れ ）を「 列 衰 」（ 列 差 ）と す る 。  

  ⅱ ）「 列 衰 」 の 和 が 「 法 」 と な る 。  

  ⅲ ）そ れ ぞ れ の「 列 衰 」と 分 配 す る 数 を 掛 け た も の が「 実（ 被 除 数 ）
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と な る 。  

ⅳ ）「 実 」 を 「 法 （ 除 数 ）」 で 割 っ て 答 を 出 す 。  

『 同 文 算 指 』 の 「 合 数 差 分 法 」 の 手 順 は 以 下 の よ う に 示 さ れ て い る 。  

ⅰ ）「 総 数 は 一 つ で あ る 」（ 総 数 一 也 ）  

  ⅱ ）「 総 数 を 第 一 率 と す る 」（ 総 数 為 第 一 率 ）  

  ⅲ ）「 総 数 に よ っ て 得 ら れ た 値 を 第 二 率 と す る 」（ 以 総 数 所 得 為 第 二

率 ）  

  ⅳ ）「 並 べ 置 い た 各 内 訳 の そ れ ぞ れ を 第 三 率 と す る 」（ 分 布 而 各 為 之

宗 為 第 三 率 ）  

ⅴ )「 第 二 率 を 次 々 に 第 三 率 に 乗 じ て ， 第 一 率 で 除 す る 」（ 以 第 二 率

逓 乗 第 三 以 一 率 徐 ）  

 『 九 章 算 術 』 の 「 衰 分 」 の 術 と 『 同 文 算 指 』 の 「 合 数 差 分 法 」 と を 比

較 す る 。『 九 章 算 術 』 の 「 法 」 は 『 同 文 算 指 』 で は 「 第 一 率 」， 以 下 ，「 分

配 す る 数 」 が 「 第 二 率 」，「 列 衰 」 が 「 第 三 率 」 と 同 義 で あ る 。 そ し て ，

『 九 章 算 術 』で「 そ れ ぞ れ の「 列 衰 」と 分 配 す る 数 を 掛 け た「 実 」を「 法 」

で 割 っ て 答 を 出 す 」こ と と ，『 同 文 算 指 』で「 第 二 率 を 次 々 に 第 三 率 に 乗

じ て ， 第 一 率 で 除 す る 」 こ と は 同 一 手 順 で あ る 。  

 『 同 文 算 指 』の 元 本 で あ る『 実 用 算 術 概 論 』に は ，「 合 数 差 分 法 」が 以

下 の よ う に 記 載 さ れ て い る 。  

ⅰ ） す べ て の 人 の 出 資 金 は 一 つ の 和 に 集 め ら れ る 。  

  ⅱ ） 集 め ら れ た 数 は 「 三 数 法 」 の 最 初 の 位 置 に 立 て ら れ る 。  

  ⅲ ） す べ て の 人 の 出 資 金 か ら 生 ず る 共 有 の 利 益 ま た は 損 出 が 二 番 目

の 位 置 を 占 め る 。  

  ⅳ ） 最 後 に 個 々 の 人 の 出 資 金 が 三 番 目 の 位 置 を 占 め る 。  

  ⅴ ） 共 同 事 業 を 始 め た 人 の 数 だ け 「 三 数 法 」 適 用 さ れ る こ と と な る
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で あ ろ う 。（「 三 数 法 」に つ い て ，第 1 7 章 に「 二 番 目 の 数 値 を 三

番 目 に 乗 し ， 一 番 目 で 除 す る と 四 番 目 の 答 え を 求 め る こ と が で

き る 」 と 記 さ れ て い る ）  

 『 同 文 算 指 』の「 合 数 差 分 法 」に つ い て の 記 述 は ，『 実 用 算 術 概 論 』の

記 述 と 全 く 一 致 し ，中 国 算 術 か ら 補 わ れ た も の は 見 い だ せ な い 。し か し ，

『 九 章 算 術 』に も 同 義 の 記 載 が あ る こ と か ら ，『 九 章 算 術 』の 算 法 が『 実

用 算 術 概 論 』 へ と 伝 播 し た か ， あ る い は 両 者 の 解 法 が 簡 潔 性 や 合 理 性 を

備 え た 標 準 に ふ さ わ し い も の で あ っ た か が 示 唆 さ れ る 。  

 

④ 『 九 章 算 術 』 の 「 合 数 差 分 法 」 に つ い て  

『 九 章 算 術 』「 衰 分 」 の 章 に あ る 「 差 分 」 術 の 問 題 は 9 問 で あ る ４ １ 。  

・ 問 一  5 人 に ， 鹿 5 匹 を 5 : 4 : 3 : 2 : 1 の 比 率 で 分 配  

・ 問 二  3 人 で ， 5 斗 の 粟 を 4 : 2 : 1 の 比 率 で 弁 償  

・ 問 三  3 人 で ， 百 銭 の 税 を 5 6 0： 3 5 0： 1 8 0 の 比 率 で 納 税  

・ 問 四  毎 日 ， 前 日 の 2 倍 で 布 を 織 り ， 5 日 目 に 5 尺 で き た と き の 各

日 に で き た 量  

・ 問 五  3 郷 で ， 役 夫 3 7 8 人 の 人 口 ( 8 7 5 8 : 7 2 3 6 : 8 3 5 6 )に 応 じ た 人 数  

・ 問 六  6 人 で ， 5 両 を 5 : 4 : 3 : 2 : 1 : 5 の 比 率 で 負 担  

・ 問 七  棒 給 の 粟 5 斗 を ， 3 人 に は 各 3， 2 人 に は 各 2 の 割 合 で 分 配  

・ 問 八  5 人 に ， 禄 を 1 / 5 : 1 / 4 : 1 / 3 : 1 / 2 : 1 の 割 合 で 配 当  

・ 問 九  9 升 を 1 5 0： 9 0： 2 2 5 の 割 合 で 分 配  

 問 九 以 降 の 「 衰 分 」 の 問 題 は ， 第 二 「 粟 米 」 の 後 半 の 問 題 の 逆 の 問 で

あ り ，「 差 分 」 の 術 の 適 用 題 で は な い 。  

 『 同 文 算 指 』「合 数 差 分 法 」の 章 に は ，『実 用 算 術 概 論 』の「 共 同 算 法 」

の 問 に 加 え ，『 算 法 統 宗 』 の 「 衰 分 」 の 多 く の 問 が 追 加 さ れ て い る 。『 算
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法 統 宗 』の「 衰 分 章 第 三 」で は ，「 衰 分 」に つ い て「 衰 者 等 也 物 之 混 者 求

其 等 」 と 表 し ，「 衰 分 」 が 比 例 配 分 の 問 題 で あ る こ と を 示 し て い る 。『 九

章 算 術 』 の 「 衰 分 」 が 「 貴 賤 に よ っ て 差 の あ る 給 や 税 を 分 け る 」 を 扱 う

問 題 で あ る の に 対 し て ，『 算 法 統 宗 』 で は 比 例 配 分 に よ っ て 「 物 の 多 寡 」

や 「 人 や 戸 数 に よ る 税 」「 貴 賤 高 低 に よ る 給 」 を 求 め る と 記 し て い る 。  

（ 以 物 之 多 寡 求 之 出 税 以 人 戸 等 第 求 之 差 徭 以 物 買 求 貴 賤 高 低 者 也 ） ４ ２  

こ の 説 明 の 後 ，「 衰 分 歌 」「法 」と 続 く 。「 衰 分 」の 章 の 最 初 の 節 は ，『九

章 算 術 』 に は な い 交 易 に 使 う 「 物 の 多 寡 」 に 関 す る 計 算 で あ る 。 節 の 題

は 「 合 率 差 分 」 と 表 し て い る 。  

・ 問 一 「 今 有 銀 一 千 二 百 両 買 綾 絹 要 絹 一 停 其 綾 毎 疋 価 三 両 六 銭 絹 毎 疋

価 二 両 四 銭 問 二 色 疋 価 各 若 干 」「 答 曰  綾 二 百 五 十 疋  価 九 百 両  

絹 一 百 二 十 五 疋  価 三 百 両 」 ４ ３  

  （ a : b =  c i m i : d i   ，a =Σ c i m i   の と き ，b = 1 2 0 0  ,  c 1 : c 2 = 2 : 1 ,  m 1 = 3 . 6 ,  m 2 = 2 . 4  

か ら  価 格 と 量 を 求 め る 問 題 で あ る ）  

 以 下 ，「 合 率 差 分 」 の 問 題 で は 「 物 の 多 寡 」 を 求 め る 。 3 種 類 の 米 を 買

う 場 面 ， 比 率 の 違 う 4 人 に 分 配 す る 場 面 ， 出 資 金 の 違 う 4 人 へ 配 当 す る

場 面 ，3 人 へ 配 当 す る 場 面 ，3 種 類 の 金 属 を 買 う 場 面 ，邑 に 官 米 納 入 を 割

り 当 て る 場 面 ，軍 の 糧 秣 配 給 を 行 う 場 面 と 続 き 計 1 0 問 で 構 成 さ れ て い る 。 

 「 合 率 差 分 」の 節 の 後 に ，「 四 六 差 分 」「三 七 差 分 」「折 半 差 分 」が 続 く 。

こ れ ら は 主 に 「 人 や 戸 数 に よ る 税 」 を 扱 う 節 で あ る 。 さ ら に 「 逓 減 挨 次

差 分 」「 帯 分 母 子 差 分 」「 互 和 減 半 差 分 」「 匿 買 差 分 歌 」「 貴 賤 差 分 歌 」「 仙

人 換 影 歌 」 の 節 が 続 き ， こ れ ら は 主 に 「 貴 賤 高 低 に よ る 給 」 を 扱 う 。  

『 算 法 統 宗 』 で は 「 衰 分 」 の 章 中 の 全 問 で 「 差 分 」 の 術 が 使 わ れ て お

り ， 求 め る 対 象 と 比 率 の 違 い で 節 が 分 か れ て い る 。 ど の 節 か ら も 『 同 文

算 指 』 の 問 に 使 わ れ た の で あ っ た 。  
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第 2 節  『 実用 算術概論 』と 『同文算 指』 の 「三数 法」  

 『 同 文 算 指 』 に お け る 西 洋 算 術 「 三 数 法 」 の 取 り 扱 い 方 を 分 析 す

る た め ， C a p . 2 0 「 共 同 算 法 」（ R e g u l a  S o c i e t a t u m） と 中 国 の 「 合 数 差

分 法 」 と を 比 較 す る 。 そ れ は ，「 三 数 法 」 を 使 っ た 解 法 の 中 で ， 適 用

す る 問 題 の 種 類 が 多 く ， 特 徴 が 表 れ や す い か ら で あ る 。  

『 同 文 算 指 』の 通 編 第 四「 合 数 差 分 」は ，『 実 用 算 術 概 論 』の C a p . 2 0

「 共 同 算 法 」 に 加 え ， 巻 之 二 「 合 数 差 分 上 」 の 部 分 で 2 6 問 ， 巻 之

三 「 合 数 差 分 下 」 の 部 分 で 1 5 問 が 補 わ れ て い る 。 さ ら に ， 『 実 用

算 術 概 論 』 C a p . 2 0 と 『 同 文 算 指 』 の 通 編 第 四 「 合 数 差 分 」 の 問 題 配

列 に も 差 が 認 め ら れ る 。  

(1) 問 題 の 対 応 に つ い て  

 『 同 文 算 指 』 の 「 合 数 差 分 」 問 1 か ら 問 1 6 ま で は 『 実 用 算 術 概 論 』

「 共 同 算 法 」 Q . 1 か ら Q . 1 6 に 対 応 し ， 問 題 順 も 同 じ で あ る 。 そ れ 以 降

の 『 実 用 算 術 概 論 』 Q . 1 7 か ら Q . 2 6 は ， 問 題 が 前 後 し た り ， 補 わ れ た 問

題 が 途 中 に 挿 入 さ れ た り し て い る 。 『 同 文 算 指 』 の 問 題 構 成 の 意 図 を 明

ら か に す る た め ， 以 下 の 観 点 で 問 題 を 分 析 し た 。  

  A． 問 題 の タ イ プ （ 何 が 求 め ら れ て い る か ， 未 知 数 は 何 個 か ）  

  B． 算 法 （ ア ル ゴ リ ズ ム が 同 じ か ）  

  C． 数 値 （ 全 部 同 じ か ）  

D． 事 物 （ 状 況 設 定 が 同 じ か ）  

ま た ， 『 同 文 算 指 』 の 引 用 問 題 の 対 応 を 明 確 に す る た め ， 本 論 で は 上

記 の 問 題 分 析 の 観 点 に 相 当 す る 『 実 用 算 術 概 論 』 の 問 を 位 置 づ け た 。 そ

し て ， 相 当 問 題 の 番 号 と 補 わ れ た 問 題 が 参 照 し て い る と 考 え ら れ る 『 算

法 統 宗 』 の 問 を 示 し た 。  
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『 同 文 算 指 』 巻 之 二 第 四 上      
 
問 １  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 ４ ， Ⅰ  
B． a : b = c i : d i   a =Σ c i  
C． b = 6 0 0 0 ,  c 1 = 6 0 ,  c 2 = 1 0 0 ,  c 3 = 1 2 0 ,  

c 4 = 2 0 0  
D .  ４ 人 の 商 人 の 出 資 金 に 応 じ た  

利 益 分 配  
  

問 ２  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 ３ ， Ⅰ  
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i  
C． b = 4 0 0 ,  c 1 = 3 0 0 ,  c 2 = 5 0 0 ,  c 3 = 1 8 0  
D .  ３ 人 の 商 人 の 貨 物 値 段 に 応 じ  

た 損 害 分 担  
 
問 ３  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 ３ ， Ⅰ  
B． a : b = c i : d i    ,  a =Σ c i  
C．a = 4 0 0 0 ,  b = 5 0 0 ,  c 1 = 1 3 0 0 ,  c 2 = 1 4 6 0 ,  

c 3 = 1 2 4 0  
D .  ３ 人 の 商 人 の 買 取 価 格 に 応 じ た  

商 品 の 量  
 

問 ４   
A．三 数 法 ，未 知 数 ３ ，Ⅱ  重 準 測 法  
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i ,  
C． b = 1 0 0 0 ,  c 1 = 2 0 0× 8 ,  c 2 = 4 5 0× 6 ,  

c 3 = 5 0 0× 1 0  
D .  ３ 人 の 商 人 の 出 資 金 と 期 間 の 積

に 応 じ た 利 益 分 配  
 

問 ５  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 2 ( d 2 , d 3 )  ， Ⅱ    
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i      
C． a =  c 1 = 5 0 0 ,  d 1 = 3 0 0 ,   

b = d 1× 1 0 = 3 0 0 0  ,  c 2 = 3 0 0 ,  c 3 = 2 0 0  
D .  1 人 の 商 人 の 利 益 と 他 の ２ 人 の 商

人 の 利 益 の 和 が 等 し い こ と を 用
い て ， ２ 人 の 商 人 各 々 の 投 資 総
額 と 投 資 期 間 を 求 め る 。  

 
 
 
 
 
 

  
問 ６  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 ４ ， Ⅱ   
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i  

C． b = 1 0 0 0 0 ,   
c 1 = 3 0 0 0× 8 + ( 3 0 0 0 - 1 0 0 0 )×
( 1 9 - 8 ) + ( 2 0 0 0 + 1 2 0 0 )× 5 ,  c 2 = 2 4 0 0
× 6 + 1 6 0 0× 9 + 3 0 0 0× 9   
c 3 = 2 0 0 0× 7 + 1 6 0 0× 7  
c 4 = 1 8 0 0× 7 + 9 0 0× 6 + 2 4 0 0× 8  

D .  ４ 人 の 商 人 の 出 資 金 と 期 間 の 積
に 応 じ た 利 益 分 配  

 

『 実 用 算 術 概 論 』 C a p . 2 0      
 
Q 1  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 ４ ， Ⅰ  
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i ,  
C． b = 6 0 0 0 ,  c 1 = 6 0 ,  c 2 = 1 0 0 ,  c 3 = 1 2 0 ,  

c 4 = 2 0 0  
D .  ４ 人 の 商 人 の 出 資 金 に 応 じ た 利

益 分 配  
  
Q２  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 ３ ， Ⅰ  
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i  
C． b = 4 0 0 ,  c 1 = 3 0 0 ,  c 2 = 5 0 0 ,  c 3 = 1 8 0  
D .  ３ 人 の 商 人 の 貨 物 値 段 に 応 じ た

損 害 分 担  
 
Q３  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 ３ ， Ⅰ  
B． a : b = c i : d i    ,  a =Σ c i  
C．a = 4 0 0 0 ,  b = 5 0 0 ,  c 1 = 1 3 0 0 ,  c 2 = 1 4 6 0 ,  

c 3 = 1 2 4 0  
D .  ３ 人 の 商 人 の 買 取 価 格 に 応 じ た

商 品 の 量  
 
Q４  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 ３ ， Ⅱ  
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i  
C． b = 1 0 0 0 ,  c 1 = 2 0 0× 8 ,   

c 2 = 4 5 0× 6 , c 3 = 5 0 0× 1 0  
D .  ３ 人 の 商 人 の 出 資 金 と 期 間 の 積

に 応 じ た 利 益 分 配  
 

Q５  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 2 ( d 2 , d 3 )  ， Ⅲ  
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i      
C． a =  c 1 = 5 0 0 ,  d 1 = 3 0 0 ,   

b = d 1× 1 0 = 3 0 0 0  ,  c 2 = 3 0 0 ,  c 3 = 2 0 0  
D .  1 人 の 商 人 の 利 益 と 他 の ２ 人 の 商

人 の 利 益 の 和 が 等 し い こ と を 用
い て ， ２ 人 の 商 人 各 々 の 総 投 資
額 を 求 め る 。（ 追 加 と し て ，表 を
用 い ず に ， 出 資 金 と 期 間 の 積 の
値 を 出 資 金 で 割 り 期 間 を 計 算 し
て い る 。 そ の 後 ， ３ 人 の 総 投 資
額 に 対 す る 利 益 配 当 を ， 表 を 用
い て 確 認 し て い る ）  

 
 

Q６  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 ４ ， Ⅱ    
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i  

C． b = 1 0 0 0 0 ,   
c 1 = 3 0 0 0× 8 + ( 3 0 0 0 - 1 0 0 0 )×
( 1 9 - 8 ) + ( 2 0 0 0 + 1 2 0 0 )× 5  c 2 = 2 4 0 0
× 6 + 1 6 0 0× 9 + 3 0 0 0× 9   
c 3 = 2 0 0 0× 7 + 1 6 0 0× 7  
c 4 = 1 8 0 0× 7 + 9 0 0× 6 + 2 4 0 0× 8  

D .  ４ 人 の 商 人 の 出 資 金 と 期 間 の 積
に 応 じ た 利 益 分 配  
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問 ７   
A． 三 数 法 ， 未 知 数 ３ ， Ⅰ  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i  
C． b = 1 0 0 0 ,  c 1 = 4 0 0 0 0 ,  c 2 = 3 0 0 8 6 ,  

c 3 = 1 0 0 0 7 9  
D .  ３ 人 の 商 人 の 出 資 金 に 応 じ た 損

害 分 配  
 
問 ８  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 ２ ( d 2 , d 3 )， Ⅲ  
B． a : b = c i : d i    
C． ① b = 2 0 0× 1 2 ,  a = 6 0 ,  c ２ = 4 8 ,   

c ３ = 3 0  
   ② d ２ / 2 4 0 = 8 ,  d ３ / 1 0 = 1 2 0  
D .  １ 人 の 商 人 の 出 資 と 期 間 の 積 に

応 じ た 利 益 分 配 と 同 比 率 の 他 の
２ 人 の 出 資 と 期 間  

 
 
問 ９  

A． 三 数 法 で 検 算 ， 未 知 数 1， Ⅲ  
B． a : b = c : d    
C． a = c× 3 ,  b = 9 0 0 , c = 1 2 0 0 0   
D .  各 々 の 総 額 が ，１ 人 の 商 人 と 等 し

い こ と よ り ， ２ 人 の 商 人 各 々 の
出 資 金 を 求 め る 。 利 益 の 総 額 を
9 0 0 と し た と き の 各 々 の 利 益 を
三 数 法 で 確 認 。（ a / 1 0 , a / 8 で 乙
丙 の 出 資 期 間 を 算 出 し て い る ）  

 
問 1 0   

A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， Ⅱ   
B． a : b = c i : d i    ,  a =Σ c i  
C． b = 1 9 0 ,  c 1 = 8 0× 1 2 ,  c 2 =

1

3
c 1 ,  c 3 =

1

4
c 1   

D .  ３ 人 の 商 人 の 出 資 金 と 期 間 の 積
に 応 じ た 利 益 分 配  

 
問 1 1  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 3  ， Ⅱ  
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i      
C． a = 1 9 0 ,  b = 1 5 2 0 ,  c 1 = 1 2 0 ,  c 2 = 4 0 ,   

c 3 = 1 9 0 -  c 1 - c 2  
D .  3 商 人 の 出 資 金 に 応 じ た 利 益 分 配  
 

問 1 2   
A． 三 数 法 ， 未 知 数 3  ， Ⅰ    
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i      
C． b = 1 5 2 0 ,  c 1 = 1 0 8 0 ,  c 2 = 3 6 0 ,  c 3 = 2 7 0  
D .  3 人 の 商 人 の 出 資 金 に 応 じ た 利 益

分 配  
 
 

問 1 3  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 2， Ⅲ  
B． a : b = c i : d i    
C． a = 5 0 ,  c 1 : 5 0 = c 2 : 1 5 0， 2 c 1 + 8 = c 2  

2 c 1 + 8 - 2 c 1 : 1 5 0 - 5 0× 2 = 8 : 5 0  
よ っ て b = 8  

D .  2 商 人 の 出 資 金 に 応 じ た 利 益 分 配  
 
 
 

Q７  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 ３ ， Ⅰ  
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i   
C． b = 1 0 0 0 ,  c 1 = 4 0 0 0 0 ,  c 2 = 3 0 0 8 6 ,  

c 3 = 1 0 0 0 7 9  
D .  ３ 人 の 商 人 の 出 資 金 に 応 じ た 損

害 分 配  
 
Q８  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 ２ ( d 2 , d 3 )， Ⅲ  
B． a : b = c i : d i    
C． ① b = 2 0 0× 1 2 ,  a = 6 0 ,  c ２ = 4 8  
   ② b = 2 0 0× 1 2 ,  a = 6 0 ,  c ３ = 3 0   

③ c 2 : d 2 =  c 3 : d 3     

④ ( b +  d 2 + d 3 ) : ( a +  c 2 + c 3 )  

D .  １ 人 の 商 人 の 出 資 と 期 間 の 積 に
応 じ た 利 益 分 配 と 同 比 率 の 他 の
２ 人 の 出 資 と 期 間  

 
Q９  

A． 三 数 法 で 検 算 ， 未 知 数 1， Ⅲ  
B． a : b = c i : d i   ,  a = c 1 + c 2 + c 3  
C． c 1 = 1 0 0 0× 1 2  ,  c 1 = c 2 = c 2  , b = 9 0 0  
D .  各 々 の 総 額 が ，１ 人 の 商 人 と 等 し

い こ と よ り ， ２ 人 の 商 人 各 々 の
出 資 金 を 求 め る 。 利 益 の 総 額 を
9 0 0 と し た と き の 各 々 の 利 益 を
三 数 法 で 確 認 。（ a / 1 0 , a / 8 で 2
人 の 出 資 期 間 を 算 出 し て い る ）  

 
Q 1 0   

A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， Ⅱ  
B． a : b = c i : d i    ,  a =Σ c i  
C． b = 1 9 0 ,  c 1 = 8 0× 1 2 ,  c 2 =

1

3
c 1 ,  c 3 =

1

4
c 1   

D .  ３ 人 の 商 人 の 出 資 金 と 期 間 の 積
に 応 じ た 利 益 分 配  

 
Q 1 1  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 3  ， Ⅱ    
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i      
C． a = 1 9 0 ,  b = 1 5 2 0 ,  c 1 = 1 2 0 ,  c 2 = 4 0 ,   

c 3 = 1 9 0 -  c 1 - c 2  
D .  3 商 人 の 出 資 金 に 応 じ た 利 益 分 配  

 
Q 1 2   

A． 三 数 法 ， 未 知 数 ３ ， Ⅰ     
B． a : b = c i : d i ,  ,  a =Σ c i   
C． b = 1 5 2 0 ,  c 1 = 1 0 8 0 ,  c 2 = 3 6 0 ,  c 3 = 2 7 0  
D .  3 人 の 商 人 の 出 資 金 に 応 じ た 利 益

分 配 （ 各 人 の 純 益 計 算 が 追 加 さ
れ て い る ）  

 
Q 1 3  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 2， Ⅲ  
B． a i : b i = c i : d i    
C． ① a 1 = 5 0 ,  c 1 = 5 0  , 2 c 1 = 1 0 0，

2 c 1 + 8 - 2 c 1 : 1 5 0 - 5 0× 2 = 8 : 5 0  
よ っ て b 1 = 8  

   ② b 3 = 2 0 0 .  a 3 =  c 3 + c 4 ,  c 3 = d 1 ,  
c 4 = 2 d 1 + 8 = 2 4  

D .  2 商 人 の 出 資 金 に 応 じ た 利 益 分 配  
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問 1 4   
A． 三 数 法 ， 未 知 数 2， Ⅱ  
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i    
C． b = 1 0 0 0× ( 1 - 0 . 1 ) ,  c 1 = 1 2 0 ,  c 2 = 1 8 0  
D .  2 人 の 商 人 の 出 資 額 に 応 じ 仲 介 料

を 減 じ た 利 益 配 分  
  

問 1 5  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 3 ( c 3 , d 1 , d 3 )， Ⅲ  
B． ① a : b = c i : d i   ， a = c 1 + c 2     

② b : a =  d 3 : c 3  
C． c 1 = 1 0 8 0 ,  c 2 = 3 6 0 ,  d 3 = 2 4 0 ,   

b = 1 5 2 0 -  d 3  
D .  ３ 商 人 の 出 資 金 に 応 じ た 分 配  
 

問 1 6  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， Ⅰ  
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i  
C． b = 1 0 0 0 ,  c 1 = 7 ,  c 2 = 6 ,  c 3 = 1 2  
D .  ３ 人 の 商 人 の 出 資 期 間 に 応 じ た

利 益 分 配  
 

問 1 7  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 2， Ⅰ     
B． a : b = c i : d i  ,  a =Σ c i   
C． b = 4 3× 1 6 + 1 2 ,  c 1 = 4 ,  c 2 = 1 6  
D .  斤 両 換 算 と 工 賃 と 製 品 の 量  
  
問 1 8  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， Ⅰ  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i  
C． b = 3 6 5 ,  c 1 = 3 5 0 ,  c 2 = 2 8 0 ,  c 3 = 1 7 0  
D .  ３ 人 の 田 の 面 積 に 応 じ た 差 役 の

日 数  
  

問 1 9  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 4， Ⅰ  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i   
C． b = 8 4 0 ,  c 1 = 3 6 3 5 ,  c 2 = 2 4 6 6 ,  

c 3 = 3 5 7 7 ,  c 4 = 4 3 2 2  
D .  田 の 面 積 に 応 じ た 徴 収 配 当  
 

問 2 0  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 5， Ⅱ  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i  
C． b = 2 0 0 0 ,  c 1 = 2 0 5 2 0÷ 2 ,  

c 2 = 1 2 3 1 2÷ ( 1 0 + 2 0 0÷ 2 5 )    
c 3 = 7 1 8 2÷ ( 1 2 + 1 5 0÷ 2 5 ) ,   
c 4 = 1 3 3 3 8÷ ( 1 7 + 2 5 0÷ 2 5 )   
c 5 = 5 1 3 0÷ ( 1 3 + 1 5 0÷ 2 5 )  

D .  戸 数 と 穀 物 価 格 と 輸 送 費 に 応 じ
た 徴 収 量 及 び 運 賃  

 
問 2 1    

A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， Ⅱ  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i  
C． b = 1 8 0 8 8 ,  c 1 = 2 c 2 ,  c 2 = 2 c 3 ,   

c 1 : c 2 : c 3 = 4 : 2 : 1  
D .  比 の 割 合 に よ る 3 人 へ の 遺 産 の

分 配  
  
 

Q 1 4   
A． 三 数 法 ， 未 知 数 2， Ⅱ  
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i    
C． b = 1 0 0 0× ( 1 - 0 . 1 ) ,  c 1 = 1 2 0 ,  c 2 = 1 8 0  
D .  2 人 の 商 人 の 出 資 額 に 応 じ 仲 介 料

を 減 じ た 利 益 配 分  
 
Q 1 5  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 3 ( c 3 , d 1 , d 3 )， Ⅲ  
B． ① a : b = c i : d i   ， a = c 1 + c 2   
  ② b : a =  d 3 : c 3  
C． b = 1 5 2 0 -  d 3 ,  c 1 = 1 0 8 0 ,  c 2 = 3 6 0 ,  

d 3 = 2 4 0  
D .  ３ 商 人 の 出 資 金 に 応 じ た 分 配  
 

Q 1 6  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， Ⅰ  
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i  
C． b = 1 0 0 0 ,  c 1 = 7 ,  c 2 = 6 ,  c 3 = 1 2  
D .  ３ 人 の 商 人 の 出 資 期 間 に 応 じ た

利 益 分 配  
 

（ 巻 四 栗 布 章 第 二  就 物 抽 分 歌 問 3）  
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 2， Ⅰ     
B． a : b = c i : d i  ,  a =Σ c i   
C． b = 4 3× 1 6 + 1 2 ,  c 1 = 4 ,  c 2 = 1 6  
D .  斤 両 換 算 と 工 賃 と 製 品 の 量  
  
（ 巻 九 均 輸  第 六 問 3）  
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 3  Ⅰ  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i  
C． b = 1 2 ,  c 1 = 3 5 ,  c 2 = 2 5 ,  c 3 = 2 0   
D .  ３ 人 の 田 の 面 積 に 応 じ た 差 役 の

日 数  
  

（ 巻 九 均 輸  第 六 問 5）  
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 4  Ⅰ  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i  
C．b = 8 4 0 ,  c 1 = 5 6 ,  c 2 = 4 4 ,  c 3 = 3 2 ,  c 4 = 2 8  
D .  田 の 面 積 に 応 じ た 徴 収 配 当  
 
 
（ 巻 九 均 輸  第 六 問 6）  
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 5  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i  
C． b = 2 0 0 0 ,  c 1 = 2 0 5 2 0÷ 2 ,  

c 2 = 1 2 3 1 2÷ ( 1 0 + 2 0 0÷ 2 5 )    
c 3 = 7 1 8 2÷ ( 1 2 + 1 5 0÷ 2 5 ) ,  
c 4 = 1 3 3 3 8÷ ( 1 7 + 2 5 0÷ 2 5 )   
c 5 = 5 1 3 0÷ ( 1 3 + 1 5 0÷ 2 5 )  

D .  戸 数 と 穀 物 価 格 と 輸 送 費 に 応 じ
た 徴 収 量 及 び 運 賃  

 
Q 2 1  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， Ⅱ  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i  
C． b = 1 8 0 8 8 ,  c 1 : c 2 : c 3 =

2

3
:
2

3 2
:
1

3 2
= 4 : 2 : 1  

D .  分 数 比 の 割 合 に よ る 3 人 へ の 遺
産 の 分 配  
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問 2 2  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 4， Ⅴ  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i  
C． b = 9 2 ,  c 1 = 1 ,  c 2 = 2 ,  c 3 = 3 ,  c 4 = 4  
D .  決 め ら れ た 配 当 率 に 応 じ た 分 配  
  

問 2 3  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 5， Ⅴ  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i  
C． b = 1 1 0 7 ,  c 1 = 1 6× 1 6 ,  c 2 = 2 5× 8，

c 3 = 3 1× 4 ,  c 4 = 4 8× 2， c 5 = 6 2  
D .  官 庫 銀 の 重 み 付 け に 応 じ た 分 配  
 

問 2 4  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 5， Ⅴ  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i  
C． b = 8 1 ,  c 1 = 5 ,  c 2 = 4 ,  c 3 = 3 ,  c 4 = 2，

c 5 = 1  
D .  重 み 付 け に 応 じ た 金 の 重 量  

 
問 2 5  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 5， Ⅴ ・ Ⅶ  
B． a : b =  c i : d i   ， a =Σ c i m i    

C． b = 1 1 3 4 ,  
c 5 : c 4 : c 3 : c 2 : c 1 = 1 : 2 : 3 : 4 : 5 ,  
m 1 = 2 4 ,  m 2 = 3 3，m 3 = 4 2 ,  m 4 = 5 1 ,  m 5 = 6 0  

D .  戸 数 と 5 等 級 に 応 じ た 食 料 徴 収  
 
問 2 6  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 2， Ⅴ ・ Ⅶ  
B． a : b =  c i : d i   ， a =Σ c i m i    

C． b = 3 8 5 . 5 2  ,  c 2 : c 1 = 4 : 6  ,  
m 1 = 2 6 ,  m 2 = 4 0  

D .  戸 数 と 2 等 級 に 応 じ た 食 料 徴 収  
 
 

問 2 7  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 4， Ⅴ  
B． a : b = c i : d i ,  a =Σ c i ,  

c 4 : c 3 = c 3 : c 2 = c 2 : c 1 = 4 : 6  

C． b = 1 7 1 6  ,  c 4 : c 3 : c 2 : c 1 =  4 : 6 : 9 : 1 3
1

2
 

D .  4 等 級 に 応 じ た 徴 税  
 

 
問 2 8  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 5  ， Ⅴ  
B． a : b = c i : d i ,  a =Σ c i ,   

c 5 : c 4 = c 4 : c 3 = c 3 : c 2 = c 2 : c 1 = 4 : 6  

C． b = 1 2 6 6  , c 5 : c 4 : c 3 : c 2 : c 1 =  
4 : 6 : 9 : 1 3

1

2
: 2 0

1

4
 

D .  5 等 級 に 応 じ た 徴 税  
 

問 2 9   
A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， Ⅴ ･Ⅶ  
B． a : b = c i : d i， a =Σ c i m i  ,  

c 3 : c 2 = c 2 : c 1 = 3 : 7  

C． b = 2 6 1 , c 1 : c 2 : c 3 = 4 9 : 2 1 : 9，  
m 1 = 2 1 ,  m 2 = 3 2 ,  m 3 = 4 3  

D .  戸 数 と 3 等 級 に 応 じ た 徴 税  

(巻 五 衰 分 第 三 逓 減 挨 次 差 分 問 2）  
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 4  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i  
C． b = 9 2 ,  c 1 = 1 ,  c 2 = 2 ,  c 3 = 3 ,  c 4 = 4  
D .  決 め ら れ た 配 当 率 に 応 じ た 分 配  

 
（ 出 典 不 明 ）  

 
 
 
 
 
 

（ 巻 五 衰 分 第 三  逓 減 挨 次 差 分 問 3） 
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 5  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i  
C． b = 8 1 ,  c 1 = 5 ,  c 2 = 4 ,  c 3 = 3 ,  c 4 = 2，

c 5 = 1  
D .  重 み 付 け に 応 じ た 金 の 重 量  

 

（ 巻 五 衰 分 第 三  逓 減 挨 次 差 分 問 4） 
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 5  
B． a : b =  c i : d i   ， a =Σ c i m i    

C． b = 1 1 3 4 ,  
c 5 : c 4 : c 3 : c 2 : c 1 = 1 : 2 : 3 : 4 : 5 ,  
m 1 = 2 4 ,  m 2 = 3 3，m 3 = 4 2 ,  m 4 = 5 1 ,  m 5 = 6 0  

D .  戸 数 と 5 等 級 に 応 じ た 食 料 徴 収  
 

（ 巻 五 衰 分 第 三  四 六 差 分 問 4）  
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 2  
B． a : b =  c i : d i   ， a =Σ c i m i    

C． b = 3 8 5 . 5 2  ,  c 2 : c 1 = 4 : 6  ,  
m 1 = 2 6 ,  m 2 = 4 0  

D .  戸 数 と 2 等 級 に 応 じ た 食 料 徴 収 :
四 六 差 分  

 
（ 巻 五 衰 分 第 三  四 六 差 分 問 3） 類 題  
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 4  
B． a : b = c i : d i ,  a =Σ c i ,  

c 4 : c 3 = c 3 : c 2 = c 2 : c 1 = 4 : 6  

C．b 値 な し  ,  c 4 : c 3 : c 2 : c 1 =  4 : 6 : 9 : 1 3
1

2
 

D .  4 等 級 に 応 じ た 徴 税 （ 四 六 差 分 答
な し ）  
 
（ 巻 五 衰 分 第 三  四 六 差 分 問 3） 類 題  
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 5   
B． a : b = c i : d i ,  a =Σ c i ,   

c 5 : c 4 = c 4 : c 3 = c 3 : c 2 = c 2 : c 1 = 4 : 6   

C． b 値 な し , c 5 : c 4 : c 3 : c 2 : c 1 =  
4 : 6 : 9 : 1 3

1

2
: 2 0

1

4
 

D .  5 等 級 に 応 じ た 徴 税 （ 答 な し ）  
 
（ 巻 五 衰 分 第 三  三 七 差 分 ） 類 題  
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 3   
B． a : b = c i : d i， a =Σ c i m i  ,  

c 3 : c 2 = c 2 : c 1 = 3 : 7  

C． b 値 な し ， c 1 : c 2 : c 3 = 4 9 : 2 1 : 9，  
m i 値 な し  

D .  3 等 級 に 応 じ た 徴 税 （ 答 な し ）  
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問 3 0  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 4， Ⅴ  
B． a : b = c i : d i  ， a =Σ c i ,  

c 4 : c 3 = c 3 : c 2 = c 2 : c 1 = 3 : 7  

C． b = 3 8 2 8 0  ,  
c 4 : c 3 : c 2 : c 1 = 2 7 : 6 3 : 1 4 7 : 3 4 3  

D .  等 級 に 応 じ た 徴 税  
 

 
問 3 1  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 5  ， Ⅴ  
B． a : b = c i : d i  ， a =Σ c i ,  

c 5 : c 4 = c 4 : c 3 = c 3 : c 2 = c 2 : c 1 = 3 : 7  

C． b = 8 2 8 . 2 ,  
c 1 : c 2 : c 3 : c 4 : c 5 = 2 4 0 1 : 1 0 2 9 : 4 4 1 :
1 8 9 : 8 1  

D .  等 級 に 応 じ た 徴 税  
 
  

問 3 2  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 4， Ⅴ  
B． a : b = c i : d i  ， a =Σ c i ,  

c 4 : c 3 = c 3 : c 2 = c 2 : c 1 = 2 : 8  

C． b = 2 6 3 5  ,  c 4 : c 3 : c 2 : c 1 = 2 : 8 : 3 2 : 1 2 8  
D .  4 等 級 に 応 じ た 徴 税  
 
  

問 3 3  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 5  ， Ⅴ ･Ⅶ  
B． a : b =  c i : d i   ， a =Σ c i m i   

c 5 : c 4 = c 4 : c 3 = c 3 : c 2 = c 2 : c 1 = 2 : 8  

C． b = 2 6 5 5 . 9  ,  c 1 : c 2 : c 3 : c 4 : c 5 =  
5 1 2 : 1 2 8 : 3 2 : 8 : 2  ,  

 m 1 = 3 0 ,   m 2 = 4 0 ,  m 3 = 5 0 ,  m 4 = 6 0 ,  
m 5 = 7 0  

D .  戸 数 と 5 等 級 に 応 じ た 徴 税  
  

問 3 4  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 3  ， Ⅴ ･Ⅶ  
B． a : b =  c i : d i， a =Σ c i m i ,   

c 1 : c 2 = c 2 : c 3 = c 3 : c 1 = 1 0 : 6  

C． b = 4 7 0 . 1 8 4  ,  c 1 : c 2 : c 3 =  1 0 0 : 6 0 : 3 6 ,  
m 1 = 2 5 ,  m 2 = 3 0 ,  m 3 = 4 8  

D .  戸 数 と 3 等 級 に 応 じ た 徴 税  
  

問 3 5  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 4  ， Ⅴ ･Ⅶ  
B． a : b =  c i : d i   ， a =Σ c i m i   ,  

c 1 : c 2 = c 2 : c 3 = c 3 : c 4 = 1 0 : 7  
C． c 1 : c 2 : c 3 : c 4 = 1 0 0 0 : 7 0 0 : 4 9 0 : 3 4 3  

b = 1 6 8 . 4 8 8  ,  m 1 = 2 2 ,  m 2 = 3 6 ,  m 3 = 4 2 ,  
m 4 = 4 8   

D .  戸 数 と 4 等 級 に 応 じ た 徴 税  
  

問 3 6  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 5  ， Ⅴ  
B． a : b = c i : d i  ,  a = c 5 + c 4 + c 3 + c 2 + c 1 ,  

c i + 1 = c i + 4 ,   c 1 + c 2 = c 3 + c 4 + c 5  

C． b = 2 4 0  ,  c 5 : c 4 : c 3 : c 2 : c 1 = 4 : 5 : 6 : 7 : 8  
D .  5 等 級 に 応 じ た 徴 税  
  
 

（ 巻 五 衰 分 第 三  三 七 差 分 ） 類 題  
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 4   
B． a : b = c i : d i  ， a =Σ c i ,  

c 4 : c 3 = c 3 : c 2 = c 2 : c 1 = 3 : 7  

C． b 値 な し ，
c 4 : c 3 : c 2 : c 1 = 2 7 : 6 3 : 1 4 7 : 3 4 3  

D .  4 等 級 に 応 じ た 徴 税 （ 答 な し ）  
 
 
（ 巻 五 衰 分 第 三  三 七 差 分 ） 類 題  
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 5   
B． a : b = c i : d i  ， a =Σ c i ,  

c 5 : c 4 = c 4 : c 3 = c 3 : c 2 = c 2 : c 1 = 3 : 7  

C． b 値 な し ，
c 1 : c 2 : c 3 : c 4 : c 5 = 2 4 0 1 : 1 0 2 9 : 4 4 1 :
1 8 9 : 8 1  

D .  5 等 級 に 応 じ た 徴 税 （ 三 七 差 分 答
な し ）  

 
（ 巻 五 衰 分 第 三  二 八 差 分 ） 類 題  
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 4   
B． a : b = c i : d i  ， a =Σ c i ,  

c 4 : c 3 = c 3 : c 2 = c 2 : c 1 = 2 : 8  

C．b 値 な し ，c 4 : c 3 : c 2 : c 1 = 2 : 8 : 3 2 : 1 2 8  
D .  4 等 級 に 応 じ た 徴 税 （ 二 八 差 分 答

な し ）  
 

（ 巻 五 衰 分 第 三  二 八 差 分 ） 類 題  
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 5   
B． a : b =  c i : d i   ， a =Σ c i m i   

c 5 : c 4 = c 4 : c 3 = c 3 : c 2 = c 2 : c 1 = 2 : 8  

C． b =値 な し ， c 1 : c 2 : c 3 : c 4 : c 5 =  
5 1 2 : 1 2 8 : 3 2 : 8 : 2  
m i =値 な し  

D .  5  等 級 に 応 じ た 徴 税 （ 二 八 差 分 答
な し ）  

 
（ 巻 五 衰 分 第 三  互 和 減 半 差 分 問 5） 
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 3   
B .  a : b = c i : d i , a =Σ c i m i ,  

c 1 : c 2 = c 2 : c 3 = c 3 : c 1 = 1 0 : 6  

C． b = 4 7 0 . 1 8 4  ,  c 1 : c 2 : c 3 =  1 0 0 : 6 0 : 3 6 ,  
m 1 = 2 5 ,  m 2 = 3 0 ,  m 3 = 4 8  

D .  戸 数 と 3 等 級 に 応 じ た 徴 税  
  
（ 巻 五 衰 分 第 三  互 和 減 半 差 分 問 6） 
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 4   
B． a : b =  c i : d i   ， a =Σ c i m i   ,  

c 1 : c 2 = c 2 : c 3 = c 3 : c 4 = 1 0 : 7 よ り  
C． c 1 : c 2 : c 3 : c 4 = 1 0 0 0 : 7 0 0 : 4 9 0 : 3 4 3  

b = 1 6 8 . 4 8 8  ,  m 1 = 2 2 ,  m 2 = 3 6 ,  m 3 = 4 2 ,  
m 4 = 4 8   

D .  戸 数 と 4 等 級 に 応 じ た 徴 税  
 
（ 巻 五 衰 分 第 三  逓 減 挨 次 差 分 問 5） 
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 5   
B． a : b = c i : d i  ,  a = c 5 + c 4 + c 3 + c 2 + c 1 ,  

c i + 1 = c i + 4 ,   c 1 + c 2 = c 3 + c 4 + c 5  

C． b = 2 4 0  ,  c 5 : c 4 : c 3 : c 2 : c 1 = 4 : 5 : 6 : 7 : 8  
D .  5 等 級 に 応 じ た 徴 税  
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問 3 7  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， 定 数 １ ， Ⅲ  
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i  
C． b = 3 4 0 ,  c 2 : c 3 = 5 : 9 ,  c 3 : c 4 = 7 : 1 1 ,  

c 4 : c 1 = 9 : 1 3 ,  c 1 = 2 8 6 よ り
c 1 : c 2 : c 3 : c 4 = 2 8 6 : 7 0 : 1 2 6 : 1 9 8  

D .  ４ 人 の 商 人 の 出 資 割 合 に 応 じ た
利 益 分 配  

 
 
 
問 3 8  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 ２ ， Ⅲ  
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i  
C． b = 7 6 0 ,  c 1 = 1 0 ,  c 2 = 7 ,  c 3 = 2  
D .  ３ 人 へ の 比 例 分 配  

 
 
問 3 9  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 3  ， Ⅴ ･Ⅶ  
B． a : b =  c i m i : d i   ， a =Σ c i m i    

C． b = 7 3 . 2  ,  c 1 : c 2 : c 3 = 5 : 3 : 1 ,  m 1 = 2 5 ,  
m 2 = 4 0 ,  m 3 = 6 0  

D .  戸 数 と 3 等 級 に 応 じ た 徴 税  
  

 
問 4 0  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 2  ， Ⅴ ・ Ⅶ  
B． a : b =  c i m i : d i   ， a =Σ c i m i    

C． b = 1 2 0 0  ,  c 1 : c 2 = 2 : 1 ,  m 1 = 3 . 6 ,  
m 2 = 2 . 4  

D .  朱 砂 ， 石 青 の 価 格 と 量  
  

 
問 4 1  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 3  ， Ⅶ  
B． a : b =  c i m i : d i   ， a =Σ c i m i    

C． b = 1 2 1 . 1 7 5  ,  c 1 : c 2 : c 3 = 1 : 2 : 3 ,  
m 1 = 0 . 9 2 ,  m 2 = 0 . 8 5 ,  m 3 = 0 . 3 6  

D .  綾 絹 羅 3 種 の 買 取 比 ,価 格 と 数 量  
 

 
問 4 2  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 2， Ⅶ  

B． a : b = c i : d i   ， a = c 1 + c 2   
C． b = 4 5 0 ,  c 1 : c 2 = 5 : 7   
D .  2 種 の 穀 物 の 変 換 ， そ の 後 c i× d i  

÷ b を 用 い て 総 量 を 計 算 す る  

  
問 4 3  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， Ⅶ  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i  
C． b = 3 6 0 ,  c 1 : c 2 : c 3 = 3 : 2 : 1   
D .  ３ 種 へ の 比 例 按 分 ，そ の 後 各 種 の

単 価 よ り 価 格 を 計 算 す る 。  
 

問 4 4  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 2， Ⅶ  
B． a : b i = c i : d i   
C．a = 2 . 7 5 ,  b 1 = 2 7 5 ,  b 2 = 2 2 0 ,  c 1 = 0 . 3 5  ,  

c 2 = 0 . 8  
D .  沈 香 ， 奇 南 2 種 の 価 格 数 量 変 換     

Q 1 7  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， 定 数 １ ， Ⅲ  
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i  
C． b = 3 4 0 ,  c 2 : c 3 = 5 : 9 ,  c 3 : c 4 = 7 : 1 1 ,  

c 4 : c 1 = 9 : 1 3 ,  
c 1 = 2 8 6 よ り
c 1 : c 2 : c 3 : c 4 = 2 8 6 : 7 0 : 1 2 6 : 1 9 8  

D .  ４ 人 の 商 人 の 出 資 割 合 に 応 じ た
利 益 分 配  

 
 
Q 1 8  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 ２ ， Ⅰ  
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i   
C． b = 7 6 0 ,  c 1 = 1 0 ,  c 2 = 7 ,  c 3 = 2  
D .  ３ 人 へ の 比 例 分 配  
  
 
（ 巻 五 衰 分 第 三  合 率 差 分  問 8）  
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 3   
B． a : b =  c i m i : d i   ， a =Σ c i m i    

C． b = 7 3 . 2  ,  c 1 : c 2 : c 3 = 5 : 3 : 1 ,  m 1 = 2 5 ,  
m 2 = 4 0 ,  m 3 = 6 0  

D .  戸 数 と 3 等 級 に 応 じ た 徴 税  
  
 
（ 巻 五 衰 分 第 三  合 率 差 分  問 1）  
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 2   
B． a : b =  c i m i : d i   ， a =Σ c i m i    

C． b = 1 2 0 0  ,  c 1 : c 2 = 2 : 1 ,  m 1 = 3 . 6 ,  
m 2 = 2 . 4  

D .  絹 ， 綾 の 価 格 と 量  
  
 
（ 巻 五 衰 分 第 三  合 率 差 分  問 2）  
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 3   
B． a : b =  c i m i : d i   ， a =Σ c i m i    

C． b = 1 2 1 . 1 7 5  ,  c 1 : c 2 : c 3 = 1 : 2 : 3 ,  
m 1 = 0 . 9 2 ,  m 2 = 0 . 8 5 ,  m 3 = 0 . 3 6  

D .  米 麦 豆 3 種 の 買 取 比 ,価 格 と 数 量  
 
 
（ 出 典 不 明 ）  

 
 
 
 
 
 

（ 出 典 不 明 ）  
 
 
 
 
 
 

（ 巻 五 衰 分 第 三  合 率 差 分  問 7）  
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 2  
B． a : b i = c i : d i   
C． a = 2 . 7 5  ,  b 1 = 2 7 5  ,  b 2 = 2 2 0  ,  

c 1 = 0 . 3 5  ,  c 2 = 0 . 8  
D .  桃 瓜 2 種 の 価 格 数 量 変 換         
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問 4 5  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， Ⅶ  
B． a i : b = c i : d i   
C． a 1 = 7 ,  a 2 = 9 , a 3 = 4 ,  b = 2 5 2 0 0 ,  c 1 = 8 ,  

 c 2 = 5 ,  c 3 = 3  
D .  軍 隊 の 3 種 糧 秣 分 配  
 
問 4 6   

A． 三 数 法 ， 未 知 数 1 ( d 3 )， Ⅳ  
B． a i : b = c : d i    
C． ① b = 1 ,  c = 6 ,  a 1 : a 2 : a 3 = 2 : 3 : 6  

② b = 1 ,  c = 1 ,  a 1 : a 2 : a 3 = 2 : 3 : 6  
③ b = 1 ,  c = 1 ,  a 1 : a 2 : a 3 = 6 : 9 : 1 8  
④ b = 1 ,  c = 3 ,  a 1 : a 2 : a 3 = 6 : 9 : 1 8  

D .  漏 刻 問 題  
  

問 4 7  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 1  ， Ⅳ ,Ⅲ  
B． a i : b = c : d i  と  

追 加 の 問 a : b = c : d が 5 問  
C． b = 1 ,  c = 1 ,  a 1 : a 2 = 4 : 6 , b = 1 ,  

c = 1 ,  a 3 =  d 1 -  d 2  
① a = 8 ,  b = 1 ,  c = 4

4

5
 (表 な し )  

② a = 6 ,  b = 1 ,  c = 4  （ 表 な し ）  
③ a =

1

3
,  b = 4 ,  c = 1  (表 な し )  

④ a = 8 ,  b = 1 ,  c = 3（ 表 な し ）   

⑤ a =
5

8
,  b = 3 ,  c = 1  (表 な し )  

D .  漏 刻 問 題          
 
合 数 差 分 法 第 四 下  補 十 五 條  

問 4 8  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 4， Ⅱ  
B． a : b = c i : d i   ， a = c 4 + c 3 + c 2 + c 1  
C． b = 7 8 5 ,  c 2 =

7

10
c 1 ,  c 3 =

3

14
c 2 ,  c 4 =

9

12
c 1  

c 1 : c 2 = 1 0 : 7 ,  c 2 : c 3 = 1 4 : 3 ,  
c 3 : c 4 = 1 2 : 9 ,   
よ っ て c 4 : c 3 : c 2 : c 1 = 9 : 1 2 : 5 6 : 8 0  

D .  分 数 比 の 割 合 に よ る 銀 の 4 人 へ
の 配 分  

  
問 4 9   

A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， Ⅱ  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i  
C． b = 7 2 4 0 0 ,  c 1 = 4× 8 ,  c 2 = 6× 5 ,   

c 3 = 1 0 0× 3  
D .  軍 隊 の 三 階 級 別 戦 利 兵 器 分 配  
 
 
  

問 5 0    
A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， Ⅱ  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i  
C． b = 3 4 1 2 ,  c 1 : c 2 : c 3 =

1

2
:
1

3
:
1

4
= 6 : 4 : 3  

D .  分 数 比 の 3 人 へ の 拾 得 物 配 分  
  

（ 巻 五 衰 分 第 三  合 率 差 分  問 9）  
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 3  
B． a i : b = c i : d i   
C． a 1 = 7 ,  a 2 = 9 , a 3 = 4 ,  b = 2 5 2 0 0 ,  c 1 = 8 ,  

c 2 = 5 ,  c 3 = 3  
D .  軍 隊 の 3 種 糧 秣 分 配  

 
Q 2 5  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， Ⅳ  
B． a i : b = c : d i    
C． ① b = 1 ,  c = 6 ,  a 1 : a 2 : a 3 = 2 : 3 : 6  

② b = 1 ,  c = 1 ,  a 1 : a 2 : a 3 = 2 : 3 : 6  
③ b = 1 ,  c = 1 ,  a 1 : a 2 : a 3 = 6 : 9 : 1 8  
④ b = 1 ,  c = 3 ,  a 1 : a 2 : a 3 = 6 : 9 : 1 8  

D .  漏 刻 問 題  
  

Q 2 6  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 1， Ⅳ ,Ⅲ  
B． a i : b = c : d i と  

追 加 の 問 a : b = c : d が 5 問  
C． b = 1 ,  c = 1 ,  a 1 : a 2 = 4 : 6  （ 表 な し ）  

① a = 8 ,  b = 1 ,  c = 4
4

5
 (表 な し )  

② a = 6 ,  b = 1 ,  c = 4  (表 な し )   
③ a =

1

3
,  b = 4 ,  c = 1  (表 な し )  

④ a = 8 ,  b = 1 ,  c = 3（ 表 な し ）   

⑤ a =
5

8
,  b = 3 ,  c = 1  (表 な し )  

D .  漏 刻 問 題  
 
  

 
Q 1 9     

A． 三 数 法 ， 未 知 数 4， Ⅱ  
B． a : b = c i : d i   ， a = c 1 + c 2 + c 3 + c 4  
C． b = 7 8 5 , c 1 : c 2 = 1 0 : 7 , c 2 : c 3 = 1 4 : 3 ,  

c 3 : c 4 = 1 2 : 9 ,  よ っ て
c 1 : c 2 : c 3 : c 4 = 8 0 : 5 6 : 1 2 : 9  

D .  分 数 比 の 割 合 に よ る 銀 の 4 人 へ
の 配 分  

(別 解 と し て ，
c 1 : c 2 : c 3 : c 4 = 1 0 : 7 : 1

1

2
: 1

1

8
)  

 
Q 2 0   

A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， Ⅱ  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i   
C． b = 7 2 4 0 0 ,  c 1 = 4× 8 ,  c 2 = 6× 5 ,  

 c 3 = 1 0 0× 3  
D .  軍 隊 の 三 階 級 別 戦 利 品 分 配 ，階 級

別 の 総 量 を 表 を 用 い て 計 算 し ， そ
の 後 人 数 で 割 っ て 一 人 分 を 出 す 。  

  

Q 2 2  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， Ⅱ  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i   
C． b = 3 0 4 2 ,  c 1 : c 2 : c 3 =

1

2
:
1

3
:
1

4
= 6 : 4 : 3  

D .  分 数 比 の 3 人 へ の 拾 得 物 配 分          
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問 5 1    
A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， Ⅱ  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i  

C． b = 1 4 0 7 ,  c 1 : c 2 : c 3 =
1

2
:
3

5
:
8

11
= 5 5 : 6 6 : 8 0  

D .  分 数 比 の 割 合 に よ る 3 人 へ の 拾
得 物 配 分  

  
問 5 2    

A． 三 数 法 ， 未 知 数 4， Ⅱ  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i  

C． b = 3 9 6 - 1 0 + 2 0 - 8 + 6 ,  
c 1 : c 2 : c 3 : c 4 =

1

2
:
3

5
:
1

3
:
1

4
= 3 0 : 3 6 : 2 0 : 1 5  

D .  分 数 比 の 割 合 に よ る 銀 の 5 戸 へ
の 配 分  

  
  

問 5 3  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， Ⅵ  

B． a : b = c i : d i ,  d 3 =
3

4
d 1 ,  d 2 =

5

6
d 1 ,  d 2 - d 3 = 8  

よ り
2

24
d 1 = 8  

C． 2 : 8 = 2 4 : d i = 2 0 : d 2 = 1 8 : d 3  

 
D .  三 元 連 立 方 程 式 に お け る 三 数 法

適 用  
  

 
問 5 4  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 4， Ⅵ  

B． a : b = c i : d i ,  d 2 =
5

6
d 1 ,  d 3 =

3

4
d 1 ,  d 4 =

17

24
d 1 ,   

d 3 - d 4 = 4 よ り
1

24
d 1 = 4  

C． 2 4 : 4 = 2 4 2 : d 1 = 4 8 0 : d 2 = 4 3 2 : d 3 = 4 0 8 : d 4  

 
D .  四 元 連 立 方 程 式 に お け る 三 数 法

適 用  
  

問 5 5  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 2 と 2， Ⅵ  
B． a : b = c i : d i  

C．  ①
500

3
d +

300

4
d = 4 3 5 0 よ り  

9 0 0 : 1 2 = 4 3 5 0 : d  , d = 1 8  

    ② 3 : 5 0 0 = 1 8 : d 1  ,  4 : 3 0 0 = 1 8 : d 2  

 
D .  方 程 式 に お け る 三 数 法 適 用  
 
 

Q 2 3  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， Ⅱ  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i  

C． b = 1 4 0 7 ,  c 1 : c 2 : c 3 =
1

2
:
3

5
:
8

11
= 5 5 : 6 6 : 8 0  

D .  分 数 比 の 割 合 に よ る 3 人 へ の 拾
得 物 配 分  

 
Q 2 4  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 4， Ⅱ  
B． a : b = c i : d i   ， a =Σ c i  

C． b = 3 9 6 - 1 0 + 2 0 - 8 + 6 ,  
c 1 : c 2 : c 3 : c 4 =

1

2
:
3

5
:
1

3
:
1

4
= 3 0 : 3 6 : 2 0 : 1 5  

D .  分 数 比 の 割 合 に よ る 銀 の 4 人 へ
の 配 分  

  
  
（ 巻 五 衰 分 第 三  帯 分 母 子 差 分 問 2） 
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 3  

B． a : b = c i : d i , d 3 =
3

4
d 1 ,  d 2 =

5

6
d 1 ,  d 2 - d 3 = 8  

よ り
2

24
d 1 = 8  

C． 2 : 8 = 2 4 : d i = 2 0 : d 2 = 1 8 : d 3  

 
D .  三 元 連 立 方 程 式 に お け る 三 数 法

適 用  
  
 
（ 巻 五 衰 分 第 三  合 率 差 分 問 3） 類 題  
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 4  
B． a : b = c i : d i ,  a =Σ c i  
C． b = 2 4  ,  c 4 : c 3 : c 2 : c 1 = 4 : 5 : 7 : 9  
D .  4 つ の 比 率 に よ る 給 米 量  

 
 

 

 
 
 

（ 巻 十 四 難 題 衰 分 三  均 船 載 塩 歌 ）  
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 2 と 2  
B． a : b = c i : d i  

C． ①
500

3
d +

300

4
d = 4 3 5 0 よ り  

9 0 0 : 1 2 = 4 3 5 0 : d  , d = 1 8  

  ② 3 : 5 0 0 = 1 8 : d 1  ,  4 : 3 0 0 = 1 8 : d 2  

 
D .  方 程 式 に お け る 三 数 法 適 用   
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  問 5 6  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 2 ( d 1 ,  d 2 )と  

2 ( d 3 ,  d 4）， Ⅵ  
B． a : b = c i : d i  

C． ①
3

4
d 1 = 2 4 ,  

4

3
d 2 = 2 4，  

3 : 4 = 2 4 : d 1 , 4 : 3 = 2 4 :
4

3
d 2  

   ② 2 d 1 + ( 2 + 1 )  d 2 = 2× 3 2 + 3× 1 8 = 1 1 8  
  1 1 8 : ( 1 8× 1 6 + 7× 2 4 ) = 2 : d 1   

( = 3 :  d 2 )  
   （ 1 斤 = 1 6 両 ， 1 両 = 2 4 銖 ）  
D .  方 程 式 に お け る 三 数 法 適 用   
 

問 5 7  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 2， Ⅵ  
B． a i : b = c i : d i   
C． 3 d 1 + d 2 = 5 7 ,  6 d 1 + 5 7 d 2 = 2 0 4 よ り

9 ( d 1 + d 2 ) = 2 6 1  
1 8 : 2 = 2 6 1 :  d 1 + d 2  

D .  連 立 方 程 式 に お け る 三 数 法 適 用 ，
d 1 + d 2 = 2 9 を 求 め る 。そ の 後 ，d 1 = 1 5 ,  
d 2 = 1 4 を 代 入 し 解 と す る 。（ 誤 刻 ）  

  
問 5 8  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 2， Ⅵ  
B． a i : b = c i : d i   
C． 3 0 0 d 1 + 7 0 0 d 2 = 1 7 6 9 0 ,  d 2 = d 2 = 7 . 7 よ

り 1 0 0 0 d 1 = 1 2 3 0 0 , 1 0 0 : 1 2 3 0 0 = 1 : d 1  

D .  連 立 方 程 式 に お け る 三 数 法 適 用 ， 
そ の 後 d 2 =  d 1 + 7 . 7 = 1 2 . 3 + 7 . 7 = 2 0
と 計 算 す る 。  

  

問 5 9  
A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， Ⅵ  
B． a i : b = c i : d i   
C． 1 5 0 d 1 + 3 0 0 d 2 + 4 5 0 d 3 = 2 9 2 8 0  ,  

d 2 = d 3 + 1 3 . 5 ,  d 1 = d 2 + 4 . 7 よ り
9 0 0 d 1 = 2 2 5 0 0  , 9 0 0 : 2 2 5 0 = 1 : d 3  

D .  連 立 方 程 式 に お け る 三 数 法 適 用 ， 
そ の 後 d 2 =  d 3 + 1 3 . 5 ,   d 1 =  
d 3 + 1 3 . 5 + 4 . 7 と の 計 算 を 説 明 し て
い る 。（ 上 田 と 中 田 は 誤 刻 ）  

  
問 6 0  

A． 三 数 法 ， 未 知 数 3， Ⅱ  
B． a : b = c i : d i   ,  a =Σ c i  
C．2 . 3 5 d 1 + 1 . 9 5 d 2 + 1 . 4 5 d 3 = 1 0 7 7 8 . 6 0 5 ,  

d 1 = d 2 = d 3 よ り 5 . 7 5 d 1 = 1 0 7 7 8 . 6 0 5  
三 数 法 を 適 用  
b = 1 0 7 7 8 . 6 0 5 ,  c 1 = 2 . 3 5 ,  c 2 = 1 . 9 5 ,  
c 3 = 1 . 4 5  

D . 3 種 の 穀 物 の 価 格 割 合 に 応 じ た 支
払 い  

    

（ 巻 十 四 難 題 衰 分 三 ）  
A． 三 数 法 （ 表 な し ），  

未 知 数 2 ( d 1 ,  d 2 )と 2 ( d 3 ,  d 4）， Ⅵ  
B． a : b = c i : d i  

C． ①
3

4
d 1 = 2 4 ,  

4

3
d 2 = 2 4， 3 : 4 =  2 4 : d 1 ,  

 4 : 3 = 2 4 :
4

3
d 2  

   ② 2 d 1 + ( 2 + 1 )  d 2 = 2× 3 2 + 3× 1 8 = 1 1 8  
  1 1 8 : ( 1 8× 1 6 + 7× 2 4 ) = 2 : d 1   

( = 3 :  d 2 )  
   （ 1 斤 = 1 6 両 ， 1 両 = 2 4 銖 ）  
D .  方 程 式 に お け る 三 数 法 適 用  
 
（ 出 典 不 明 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
（ 巻 五 衰 分 匿 買 差 分 歌 ）  
A． 三 数 法 （ 表 な し ）， 未 知 数 2  
B． a i : b = c i : d i   
C． 3 0 0 d 1 + 7 0 0 d 2 = 1 7 6 9 0 ,  d 2 = d 2 = 7 . 7 よ

り 1 0 0 0 d 1 = 1 2 3 0 0 , 1 0 0 : 1 2 3 0 0 = 1 : d 1  

D .  連 立 方 程 式 に お け る 三 数 法 適 用 ， 
そ の 後 d 2 =  d 1 + 7 . 7 = 1 2 . 3 + 7 . 7 = 2 0
と 計 算 す る 。  

 
（ 出 典 不 明 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
（ 出 典 不 明 ）  
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(2) 問 題 群   

『 同 文 算 指 』 の 全 6 0問 を 問 題 の 内 容 や 型 に 基 づ い て 類 別 し た 。  

Ⅰ ： 三 数 法 の 適 用 で 第 3 率 の 和 が 第 1 率 に な っ て い る も の ： 基 本 型  

 Ⅱ ： 第 3 率 の 計 算 が 必 要 な も の    

Ⅲ ： 三 数 法 を 複 数 回 使 用 す る も の   

 Ⅳ ： 第 1 率 の 和 が 第 3 率 に な っ て い る も の  

 Ⅴ ： 第 3 率 に 徴 税 の た め ， 階 級 差 に 応 じ た 重 み 付 け が あ る も の  

  Ⅵ ： 連 立 方 程 式 相 当 問 題 に お い て 三 数 法 を 適 用 さ せ る も の  

  Ⅶ ： 三 数 法 を 複 数 回 使 用 ， 第 3 率 の 和 が 第 1 率 に な っ て い な い も の  

① 商 業 投 資 問 題  

『 同 文 算 指 』の 問 1～ 問 1 6 は ，貴 賤 に よ っ て 差 の あ る 給 や 税 を 分 け る  

意 味 で の 「 衰 分 」 で は な く ， 西 洋 流 の 商 業 投 資 配 当 問 題 の 三 数 法 適 用 題

で あ る 。  

・ Q 1 ： 4 人 の 商 人 の 利 益 配 分 ： Ⅰ  

・ Q 2 ： 3 人 の 商 人 の 損 害 分 担 ： Ⅰ  

・ Q 3 ： 3 人 の 商 人 の 商 品 の 量 ： Ⅰ  

・ Q 4 ： 3 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅱ  

・ Q 5 ： 2 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅲ  

・ Q 6 ： 4 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅱ  

・ Q 7 ： 3 人 の 商 人 の 損 害 分 担 ： Ⅰ  

・ Q 8 ： 2 人 の 商 人 の 出 資 金 ： Ⅲ  

・ Q 9 ： 同 等 な 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅲ  

・ Q 1 0： 3 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅱ  

・ Q 1 1： 3 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅱ  

・ Q 1 2： 3 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅰ  

・ Q 1 3： 2 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅲ  

・ Q 1 4： 2 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅱ  

・ Q 1 5： 3 人 の 商 人 の 出 資 と 利 益 ： Ⅲ  

・ Q 1 6： 3 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅰ  

・ 問 1： 4 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅰ  

・ 問 2： 3 人 の 商 人 の 損 害 分 担 ： Ⅰ  

・ 問 3： 3 人 の 商 人 の 商 品 の 量 ： Ⅰ  

・ 問 4： 3 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅱ   

・ 問 5： 2 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅱ  

・ 問 6： 4 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅱ  

・ 問 7： 3 人 の 商 人 の 損 害 分 担 ： Ⅰ  

・ 問 8： 2 人 の 商 人 の 出 資 金  ： Ⅲ  

・ 問 9： 同 等 な 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅲ  

・ 問 1 0： 3 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅱ  

・ 問 1 1： 3 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅱ  

・ 問 1 2： 3 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅰ  

・ 問 1 3： 2 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅲ  

・ 問 1 4： 2 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅱ  

・ 問 1 5： 3 人 の 商 人 の 出 資 利 益 ： Ⅲ  

・ 問 1 6： 3 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅰ  
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② 補 わ れ た 「 粟 米 」「 均 輸 」 の 問 題  

『 同 文 算 指 』 の 問 1 7～ 問 2 0 は ， 貴 賤 に よ っ て 差 の あ る 給 や 税 を 分 け

る 意 味 で の 「 衰 分 」 で は な く ， 交 換 比 率 の あ る 計 算 で 交 易 を 収 め る 「 粟

米 」 や 遠 近 の 労 賃 を 収 め る 「 均 輸 」 の 適 用 題 が 補 わ れ た 。   

 

③ 「 衰 分 」 の 問 題  

『 同 文 算 指 』 の 問 2 1～ 問 3 6 は ， 貴 賤 に よ っ て 差 の あ る 給 や 税 を 分 け

る 意 味 で の 「 衰 分 」 の 問 題 で あ る 。  

 

・ 問 1 7： 斤 両 換 算 と 工 賃 ・ 量 ： Ⅰ  

・ 問 1 8： 田 の 面 積 比 と 3 人 の 差 ： Ⅰ  

・ 問 1 9： 田 の 面 積 比 と 4 田 配 当 ： Ⅰ  

・ 問 2 0： 戸 数 と 価 格 ， 輸 送 費 に 応 じ

（ 巻 四 栗 布 章 第 二  就 物 抽 分 歌 問 3） 

（ 巻 九 均 輸 第 六  問 3）  

（ 巻 九 均 輸 第 六  問 5）  

（ 巻 九 均 輸 第 六  問 6）  

・ Q 2 1： 3 人 へ の 遺 産 分 配 ： Ⅱ    

（ 巻 五 衰 分 第 三  逓 減 挨 次 差 分 問 2）  

（ 出 典 不 明 ）  

（ 巻 五 衰 分 第 三  逓 減 挨 次 差 分 問 3）  

（ 巻 五 衰 分 第 三  逓 減 挨 次 差 分 問 4）  

（ 巻 五 衰 分 第 三  四 六 差 分  問 4）  

（ 巻 五 衰 分 第 三  四 六 差 分 問 3） 類 題  

（ 巻 五 衰 分 第 三  四 六 差 分 問 3） 類 題  

（ 巻 五 衰 分 第 三  三 七 差 分 ） 類 題  

（ 巻 五 衰 分 第 三  三 七 差 分 ） 類 題  

・ 問 2 1： 3 人 へ の 遺 産 分 配 ： Ⅱ  

・ 問 2 2： 4 人 へ の 銀 貨 分 配 ： Ⅴ         

・ 問 2 3： 5 戸 へ の 官 庫 の 銀 の 分 配 ： Ⅴ  

・ 問 2 4： 重 み 付 け し た 5 個 の 量 ： Ⅴ          

・ 問 2 5： 戸 数 と 5 等 級 に 徴 収 ： Ⅴ Ⅶ  

・ 問 2 6： 戸 数 と 2 等 級 に 徴 収 ： Ⅴ Ⅶ     

・ 問 2 7： 重 み 付 け 4 人 徴 税 ： Ⅴ  

・ 問 2 8： 重 み 付 け 5 人 徴 税 ： Ⅴ  

・ 問 2 9： 重 み 付 け 3 戸 徴 収 ： Ⅴ Ⅶ  

・ 問 3 0： 重 み 付 け 4 人 徴 税 ： Ⅴ         
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④ 「 合 数 差 分 」 の 問 題  

『 同 文 算 指 』 の 問 3 7～ 問 4 5 は ， 「 衰 分 」 の 問 題 の う ち 合 数 差 分 の 問

題 で あ る 。 補 わ れ た 問 は 『 算 法 統 宗 』 の 「 衰 分 」 の 章 の 最 初 に あ る 基 本

問 題 で あ る  

 

 

 

 

・ Q 1 7： 4 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅱ  

・ Q 1 8： 3 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅰ  

（ 巻 五 衰 分 第 三  合 率 差 分  問 8）  

（ 巻 五 衰 分 第 三  合 率 差 分  問 1）  

（ 巻 五 衰 分 第 三  合 率 差 分  問 2）  

（ 出 典 不 明 ）  

（ 出 典 不 明 ）  

（ 巻 五 衰 分 第 三  合 率 差 分  問 7）  

（ 巻 五 衰 分 第 三  合 率 差 分  問 9）  

・ 問 3 7： 4 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅲ  

・ 問 3 8： 3 人 の 商 人 の 利 益 分 配 ： Ⅲ  

・ 問 3 9： 重 み 付 け 3 戸 徴 収 ： Ⅴ Ⅶ  

・ 問 4 0： 重 み 付 け 2 種 の 買 物 ： Ⅴ Ⅶ      

・ 問 4 1： 重 み 付 け 3 種 の 買 物 ： Ⅶ  

・ 問 4 2： 石 斗 変 換 4 種 類 の 買 物 ： Ⅶ  

・ 問 4 3： 両 銭 変 換 3 種 類 の 買 物 ： Ⅶ  

・ 問 4 4： 2 種 類 の 物 品 の 交 換 ： Ⅶ  

・ 問 4 5： 軍 隊 の 3 種 類 の 分 配 ： Ⅶ  

（ 巻 五 衰 分 第 三  三 七 差 分 ） 類 題  

（ 巻 五 衰 分 第 三  二 八 差 分 ） 類 題  

（ 巻 五 衰 分 第 三  二 八 差 分 ） 類 題  

（ 巻 五 衰 分 第 三  互 和 減 半 差 分 問 5）  

（ 巻 五 衰 分 第 三  互 和 減 半 差 分 問 6）  

（ 巻 五 衰 分 第 三  逓 減 挨 次 差 分 問 5）  

・ 問 3 1： 重 み 付 け 5 人 徴 税 ： Ⅴ  

・ 問 3 2： 重 み 付 け 4 人 徴 税 ： Ⅴ  

・ 問 3 3： 重 み 付 け 5 戸 徴 収 ： Ⅴ Ⅶ  

・ 問 3 4： 重 み 付 け 3 戸 上 納 ： Ⅴ Ⅶ         

・ 問 3 5： 重 み 付 け 4 戸 徴 収 ： Ⅴ Ⅶ  

・ 問 3 6： 重 み 付 け 5 人 徴 収 ： Ⅴ  
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⑤ 漏 刻 問 題  

『 同 文 算 指 』 の 問 4 6， 問 4 7 は ， 漏 刻 問 題 で あ り ， 二 問 と も 『 実 用 算

術 概 論 』 の 問 題 に 相 当 す る 。  

 

⑥ 分 配 問 題 と 難 問  

『 同 文 算 指 』 の 問 4 8～ 問 6 0 は ， 分 配 問 題 の 三 数 法 使 用 の 『 実 用 算 術  

概 論 』 相 当 問 題 に 続 き ， 『 算 法 統 宗 』 の 衰 分 の 問 が 補 わ れ た 。  

・ 問 4 6： 漏 刻 問 題 ： Ⅳ  

・ 問 4 7： 漏 刻 問 題 ： Ⅲ Ⅳ  

・ Q 2 5： 漏 刻 問 題 ： Ⅳ  

・ Q 2 6： 漏 刻 問 題 ： Ⅲ Ⅳ  

・ Q 1 9： 4 人 へ の 金 の 分 配 ： Ⅱ  

・ Q 2 0： 3 種 の 軍 隊 区 分 へ の 分 配 ： Ⅱ  

・ Q 2 2： 3 人 の 拾 得 金 分 配 ： Ⅱ  

・ Q 2 3： 3 人 の 拾 得 金 分 配 ： Ⅱ  

・ Q 2 4： 4 人 の 銀 の 分 配 ： Ⅱ  

（ 五 衰 分 第 三  帯 分 母 子 差 分  問 2）  

（ 巻 五 衰 分 第 三  合 率 差 分 問 3）類 題  

（ 巻 十 四 難 題 衰 分 三  均 船 載 塩 歌 ）  

（ 巻 十 四 難 題 衰 分 三  西 江 山 ）  

（ 出 典 不 明 ）  

（ 巻 五 衰 分 第 三  匿 買 差 分 歌  問 1）  

（ 出 典 不 明 ）  

（ 出 典 不 明 ）  

 

・ 問 4 8： 4 人 へ の 金 の 分 配 ： Ⅱ  

・ 問 4 9： 3 種 の 軍 隊 区 分 へ の 分 配 ： Ⅱ  

・ 問 5 0： 3 人 の 拾 得 金 分 配 ： Ⅱ  

・ 問 5 1： 3 県 の 穀 物 徴 収 ： Ⅱ  

・ 問 5 2： 4 人 の 拾 得 金 分 配 ： Ⅱ  

・ 問 5 3： 3 人 の 年 齢 計 算 ： Ⅵ  

・ 問 5 4： 4 人 の 金 銭 分 配 ： Ⅵ  

・ 問 5 5： 2  船 の 配 船 数 と 乗 船 人 数 ： Ⅵ  

・ 問 5 6： 2  種 類 の 灯 り の 必 要 油 量 ： Ⅵ  

・ 問 5 7： 3 船 の 配 船 数 と 乗 船 人 数 ： Ⅵ  

・ 問 5 8： 2 種 類 の 馬 の 買 い 方 ： Ⅵ  

・ 問 5 9： 3 種 類 の 田 の 売 買 ： Ⅵ  

・ 問 6 0： 3 種 類 の 官 銀 分 配 ： Ⅱ  
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( 3 )  問 題 の 分 析 よ り  

 問 題 の 分 析 に よ っ て ， 以 下 の 点 が 明 ら か に な っ た 。  

① 『 同 文 算 指 』 の 「 合 数 差 分 法 」 (総 計 を 指 し 分 け る 法 )の 問 題  

ア  「 三 数 法 」を 合 わ せ て 使 用 す る 問 題 で あ る 。「 三 数 法 」の 適 用 で 第

3 率 の 和 が 第 1 率 に な っ て い る も の が 基 本 型 Ⅰ で あ る 。（a : b = c i : d i  ,  

a =Σ c i） が 提 示 さ れ ， d i =  b c i÷ a で 答 を 求 め る 。 こ の 基 本 形 Ⅰ は ，

問 1 , 2 , 3 , 7 , 1 2 , 1 6 , 1 7 , 1 8 , 1 9 が 該 当 す る 。  

イ  基 本 形 （ a : b = c i : d i  ,  a =Σ c i） の c i の 値 を 問 題 文 の 数 値 か ら 計 算

す る 必 要 の あ る 問 が Ⅱ で あ る 。問 4 , 5 , 6 , 1 0 , 1 1 , 1 4 , 2 0 , 2 1 , 4 8 , 4 9 , 5 0 ,  

5 1 , 5 2 , 6 0 が 該 当 す る 。  

ウ  Ⅲ は ，「 三 数 法 」を 適 用 さ せ て 求 め た 値 を 使 っ て ，さ ら に「 三 数 法 」

を 適 用 さ せ る 問 で あ る 。 問 8 , 9 , 1 3 , 1 5 , 3 7 , 3 8 . 4 7 が 該 当 す る 。  

エ  Ⅳ は ， 第 1 率 の 和 が 第 3 率 に な っ て い る も の で あ る 。 問 4 6 , 4 7 が

該 当 す る 。  

オ  Ⅴ は ，第 3 率 に 徴 税 の た め の 重 み 付 け が あ り ，『算 法 統 宗 』巻 五 衰

分 由 来 の 「 差 分 法 」 が 認 め ら れ る 。 タ イ プ Ⅱ と の 違 い は ， 第 3 率 の

計 算 に お い て ， 問 題 文 に 明 示 さ れ て い な い 階 級 差 に よ る 重 み 付 け が

さ れ て い る こ と で あ る 。 問 2 2  ～ 3 6 , 3 9 , 4 0  が 該 当 し ，『 算 法 統 宗 』

巻 五 衰 分 の 各 種 「 差 分 法 」 が 認 め ら れ る 。  

カ  Ⅵ は ，連 立 方 程 式 相 当 問 題 に お い て「 三 数 法 」を 適 用 さ せ る も の

で ，『 算 法 統 宗 』 巻 五 衰 分 ・ 難 問 由 来 の 算 法 が 認 め ら れ る 。 こ の 場

合 ，「 三 数 法 」 は 適 用 さ れ て い る が ， 第 三 率 の 和 が 第 一 率 の 値 と な

っ て い な い 。 問 5 3～ 5 9 が 該 当 す る 。  

キ  Ⅶ は ，「 三 数 法 」 を 複 数 回 適 用 さ せ る も の で 『 算 法 統 宗 』 巻 五 衰

分 の「 合 率 差 分 」の 算 法 が 認 め ら れ る 。こ の 場 合 ，Ⅵ と 同 様 に 第 三



239 

 

率 の 和 が 第 一 率 の 値 と な っ て い な い ( a =Σ c i m i )。 問 2 5 , 2 6 , 2 9 , 3 3 ,  

3 4 , 3 5 , 3 9～ 4 5 が 該 当 す る 。  

 

② 『 実 用 算 術 概 論 』 の 「 共 同 算 法 」 の 問 題  

ア  「 三 数 法 」 を 合 わ せ て 使 用 す る 問 題 で あ る 。「 三 数 法 」 の 適 用 で

第 3率 の 和 が 第 1率 に な っ て い る も の が 基 本 型 Ⅰ で あ る 。

（ a : b = c i : d i  ,  a =Σ c i） が 提 示 さ れ ， d i =  b c i a で 答 を 求 め る 基

本 形 で あ る 。 こ の Ⅰ に は ， Q 1 , 2 , 3 , 7 , 9 , 1 2 , 1 6 , 1 8が 該 当 す る 。  

イ  基 本 形 （ a : b = c i : d i  ,  a =Σ c i） の c i の 値 を 問 題 文 の 数 値 か ら 計

算 す る 必 要 の あ る 問 が Ⅱ で あ る 。    

Q 4 , 6 , 1 0 , 1 1 , 1 4 , 1 9 , 2 0 , 2 1 , 2 2 , 2 3 , 2 4 が 該 当 す る 。  

ウ  Ⅲ は ，三 数 法 を 適 用 さ せ て 求 め た 値 を 使 っ て ，さ ら 三 数 法 を 適 用

さ せ る 問 で あ る 。 Q 5 , 8 , 9 , 1 3 , 1 5 , 1 7 , 2 6 が 該 当 す る 。  

エ  Ⅳ は ， 第 1 率 の 和 が 第 3 率 に な っ て い る も の で あ る 。 Q 2 5 , 2 6 が

該 当 す る 。  

オ  Ⅴ ～ Ⅶ に 属 す る 問 題 形 式 は 存 在 し て い な い 。  

 

③ 『 同 文 算 指 』 で 補 っ た も の  

『 同 文 算 指 』「 合 数 差 分 法 」の 章 で 補 っ た『 算 法 統 宗 』の 問 は ，「 衰 分 」

に お い て 展 開 さ れ る 階 級 別 に 重 み 付 け し た 徴 税・徴 収 問 題 と ，「 均 輸 」に

お け る 輸 送 費 や 差 役 の 量 の 問 題 と ，「粟 布 」に お け る 交 換 比 率 の あ る 計 算

問 題 の 三 つ で あ る 。 こ の 章 の 問 の 総 数 は 6 0で あ り ， そ れ に 対 し 『 実 用 算

術 概 論 』 の 問 は 総 数 2 4で あ る 。 そ の 差 の 3 6問 が 補 わ れ て い る 。  

『 同 文 算 指 』「 合 数 差 分 法 」は ，巻 之 二 の「 合 数 差 分 法 」第 四 上 と ，巻

之 三 の「 合 数 差 分 法 」第 四 下 に 分 か れ ，問 1か ら 問 4 7ま で 第 四 上 に ，問 4 8
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か ら 問 6 0ま で が 第 四 下 に 記 載 さ れ て い る 。『実 用 算 術 概 論 』の 問 に 加 え て ，

第 四 上 に は 「 補 二 十 六 條 」， 第 四 下 に は 「 補 十 五 條 」 と 記 さ れ て い る 。  

『 同 文 算 指 』「 合 数 差 分 法 」 第 四 上 の 4 7問 に 対 応 す る 『 実 用 算 術 概 論 』

の 問 は 2 1問 で あ る 。『 算 法 統 宗 』の 問 と の 類 似 性 が 認 め ら れ る 2 3問 と 出 典

不 明 の 3問 と 合 わ せ て ，計 2 6問 が 追 加 さ れ て い る 。こ れ は ，第 四 上 の「 補

二 十 六 條 」 の 記 述 と 一 致 す る 。  

し か し ，『 同 文 算 指 』 第 四 下 に あ る 1 3問 に 対 応 す る ，『 実 用 算 術 概 論 』

の 問 は 5問 で あ る 。『 算 法 統 宗 』の 問 と の 類 似 性 が 認 め ら れ る 5問 と 出 典 不

明 の 3問 と 合 わ せ て ，計 8問 が 追 加 さ れ て い る 。第 四 下 に 記 さ れ て い る「 補

十 五 條 」と は 一 致 し な い 。こ れ は ，第 四 下 の 問 の 総 数 1 3問 か ら 考 え て も ，

総 数 を 上 回 る 1 5問 が 補 わ れ た こ と は あ り 得 な い 。「 補 十 五 條 」 の 記 述 は ，

誤 刻 に よ る も の か ， あ る い は 追 加 を 見 込 ん で 刻 し た も の か ， 補 う は ず の

問 題 が 原 稿 の 段 階 で 散 逸 し た も の か は 不 明 で あ る 。  

 

④ 『 同 文 算 指 』 と 『 実 用 算 術 概 論 』 の 問 題 の 差 異  

『 実 用 算 術 概 論 』の Q１ か ら Q 1 6ま で の 商 人 の 利 益 分 配 問 題 に つ い て は ，

『 同 文 算 指 』 問 1か ら 問 1 6ま で に 相 当 し ， 類 似 性 も 高 い 。  

問 2 1と Q 2 1は 遺 産 分 配 の 問 題 で あ り ，比 に よ る 重 み 付 け が 必 要 な 問 で あ

る 。 問 2 2か ら 問 3 6に あ る 『 算 法 統 宗 』 由 来 の 「 差 分 法 」 に 先 立 つ 基 本 問

題 と し て 位 置 づ け ら れ て い る と 考 え ら れ る 。  

問 3 7は Q 1 7に 相 当 し ，「 三 数 法 」 を 適 用 さ せ て 求 め た 値 を 使 っ て ， さ ら

に 「 三 数 法 」 を 適 用 さ せ る 問 で あ る 。 Q 1 7と Q 1 8は ， 補 わ れ た 問 3 9か ら 問

4 5に 先 立 つ 基 本 問 題 と し て 位 置 づ け ら れ た も の と 考 え ら れ る 。  

問 4 6・ 4 7は Q 2 5・ 2 6に 相 当 す る 漏 刻 問 題 で あ る 。 こ の 2問 に 限 り ， 第 1

率 の 和 が 第 3率 に な っ て い る 。  
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問 4 8か ら 問 5 2は Q 1 9， 2 0， 2 2， 2 3， 2 4に 相 当 し ，第 三 率 の 値 を 求 め る

計 算 が 複 雑 な 問 題 で あ る 。 こ の 問 は 問 5 4か ら 問 6 0に あ る 『 算 法 統 宗 』

由 来 の 連 立 方 程 式 相 当 問 題 に お い て ，「三 数 法 」を 適 用 さ せ る 問 に 先 立

つ 基 本 問 題 と し て 位 置 づ け ら れ た も の と 考 え ら れ る 。  

ま た ， 石 斗 升 変 換 や 商 の 小 数 表 示 の 問 題 も 追 加 さ れ て い る 。 こ の 追

加 問 題 は 出 典 不 明 の も の が 多 い 。（ 問 4 2 , 4 3 , 6 0）  

 

第 3 節『実 用算 術概論』 によ る中国算 術の 再構成  

(1)『 同 文 算 指 』 の 問 題 構 成  

『 同 文 算 指 』 合 数 差 分 法 第 四 の 問 題 構 成 を 以 下 の よ う に ま と め る こ と

が で き る 。  

① 正 確 な 訳 出 群 （ 西 洋 流 の 商 業 投 資 配 当 問 題 ） 問 1か ら 問 1 6   

こ の 部 分 は『 実 用 算 術 概 論 』 C a p 2 0 の Q 1 か ら Q 1 6 の 問 の 順 に 同 じ で あ

り ， 問 題 の タ イ プ ， 算 法 ， 数 値 ， 状 況 設 定 も 同 等 で あ る 。 内 容 的 に は ，

商 取 引 に 関 す る 投 資 と 利 益 配 分 の 問 題 で あ る 。こ の 商 取 引 の 状 況 設 定 は ，

単 な る 物 品 の 売 買 で は な く ， 投 資 的 あ る い は 投 機 的 な 貿 易 取 引 が 想 定 さ

れ て い る 。 官 営 の 朝 貢 貿 易 が 基 本 で あ る 中 国 で は と ら え に く い 概 念 で あ

る が ， 1 6 世 紀 末 は 官 営 の 朝 貢 貿 易 以 外 の 貿 易 も 認 め ら れ ，中 国 商 人 の 海

外 進 出 が 盛 ん な 時 期 で も あ っ た 。  

 

② 西 洋 に な い 問 題 場 面 の 追 加 群 （「 粟 米 」「 均 輸 」 の 問 題 ）  

問 1 7 か ら 問 2 0 ま で  

こ の 部 分 は 『 同 文 算 指 』 に お い て 補 わ れ た 問 題 で あ る 。 使 わ れ た 問 は

『 算 法 統 宗 』に 出 典 を 見 い だ せ る 。出 典 の 章 は ，「 粟 布 章（ 中 国 古 来 の『 九

章 算 術 』 の 粟 米 章 」 と 「 均 輸 章 」 に 位 置 付 い て い る 。 こ の 部 分 に は 『 実
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用 算 術 概 論 』 C a p 2 0 に 相 当 す る 問 は な い 。  

 

③ 訳 出 問 題 を 基 本 に し た 適 用 題 の 追 加 群 （「 衰 分 」 の 問 題 ）  

問 2 1 か ら 問 3 6 ま で  

こ の 部 分 は 第 3 率 の 値 を 比 で 示 さ れ た 重 み 付 け に よ っ て 計 算 し て 解 く

問 題 で あ る 。こ の 部 分 の 最 初 の 問 2 1 の み は『 実 用 算 術 概 論 』に 相 当 す る

問 で あ る 。『 実 用 算 術 概 論 』の Q 2 1 は ，遺 産 分 配 の 問 題 で あ る 。他 の 問 題

が 商 取 引 に よ る 出 資 に 応 じ た 配 当 で あ る の に 対 し ， こ の 遺 産 分 配 は 配 分

を 受 け る 人 の 立 場 で 慣 習 法 的 に 割 合 が 定 め ら れ て い る 。つ ま り ，「衰 分 章

（ こ れ に よ っ て 貴 賤 に よ っ て 異 な る 給 与 と 納 税 を 収 め る ）」に 近 い 設 定 の

問 題 で あ る 。 等 級 に よ る 比 例 配 分 を 意 味 す る 「 衰 分 」 は 中 国 算 術 の 比 例

配 分 の 問 題 の 中 心 を な し て い る 。し か し ，『 実 用 算 術 概 論 』に あ る「 衰 分

章 」 的 な 問 題 は ， Q 2 1 の 1 問 し か な か っ た た め ， 多 く を 補 う 必 要 が あ っ

た の で あ ろ う 。こ の 群 で 補 わ れ た 問 は『 算 法 統 宗 』「 衰 分 」第 三 か ら で あ

る が ，『 算 法 統 宗 』に は 説 明 だ け で 具 体 的 な 数 値 が 示 さ れ て い な い 箇 所 も

あ る 。 そ の 問 を 『 同 文 算 指 』 に 補 っ た 場 合 ， 具 体 的 な 数 値 を 新 た に 挿 入

し て 問 題 と し て い る 。  

『 算 法 統 宗 』で は ，一 般 的 な「 合 数 差 分 法（『 算 法 統 宗 』で は 合 率 差 分

法 ）」の あ と に ，特 殊 な「 差 分 法 」が 展 開 さ れ て い る 。そ れ に 対 し て『 同

文 算 指 』で は ，先 に「 逓 減 挨 次 差 分 」「四 六 差 分 」「三 七 差 分 」「二 八 差 分 」

「 互 和 減 半 差 分 」 の 特 殊 問 題 が 扱 わ れ て い る 。  

 

④ 訳 出 問 題 を 基 本 に し た 適 用 題 の 追 加 群 （「 衰 分 」 の 問 題 ）   

 問 3 7 か ら 問 4 5 ま で  

こ の 部 分 は『 算 法 統 宗 』「 衰 分 章 」の 最 初 に 位 置 付 き ，「 合 数 差 分 」の
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基 本 を 扱 う 。こ の 群 で は ，中 国 算 術 が 扱 う「 貴 賤 に よ っ て 決 め ら れ た 異

な る 給 与 と 納 税 を 収 め る 」問 題 で は な く ，西 洋 算 術 が 扱 う「 配 当 割 合 を

決 め た と き の 配 分 計 算 」問 題 が 集 め ら れ て い る 。そ れ ら は ，中 国 算 術 の

古 典『 九 章 算 術 』に は な い 問 題 場 面 で あ る 。古 代 に は 存 在 し な か っ た 状

況 が 明 代 に は 起 こ り ，算 術 を 使 っ た 問 題 解 決 が 求 め ら れ る よ う に な っ た 。

そ の た め ，『 算 法 統 宗 』 に は 西 洋 算 術 が 扱 っ た と 同 様 な 商 取 引 の 問 題 が

多 く あ る 。『 実 用 算 術 概 論 』の Q 1 7・ 1 8 を 使 っ て 解 法 を 示 し た 後 ，『 算 法

統 宗 』 の 問 題 を 問 3 9 か ら 問 4 5 に 使 う の で あ る が ， こ の 部 分 で は 第 3

率 の 和 が 第 1 率 に な っ て い な い 。 こ の 混 乱 の 理 由 は 不 明 で あ る 。  

 

⑤ 正 確 な 訳 出 群 （ 漏 刻 問 題 ） 問 4 6・ 4 7  

こ の 部 分 は 中 国 の 「 漏 刻 問 題 」 と 同 じ 状 況 設 定 の 問 題 で ，『 実 用 算 術

概 論 』 の Q 2 5  ・ 2 6 に 相 当 す る 。 Q 2 5 で は 第 1 率 の 和 が 第 3 率 に な っ て

お り ， ま た Q 2 6 は こ の 章 で 唯 一 ， 表 が 示 さ れ な い 問 で あ る 。  

以 上 問 4 7 ま で が 合 数 差 分 法 第 四 上 の 部 分 で ， 2 6 問 が 補 わ れ て い る 。 

 

⑥ 訳 出 問 題 を 基 本 に し た 適 用 題 の 追 加 群 （「 衰 分 」 の 問 題 ）  

問 4 8 か ら 問 6 0 ま で  

こ の 部 分 は ，「 合 数 差 分 法 」第 四 下 に 位 置 付 い て い る 。最 初 の 5 問 が『 実

用 算 術 概 論 』 C a p 2 0 に 相 当 す る 問 題 で あ る 。 補 わ れ た 問 は ，『 算 法 統 宗 』

「 衰 分 」 か ら の 引 用 が 多 い 。「 難 題 」「 帯 分 母 子 差 分 」「 均 船 載 塩 歌 」「 西

江 月 」「匿 買 差 分 歌 」な ど ，第 3 率 の 計 算 が 複 雑 な 問 題 を 配 し て お り ，「合

数 差 分 法 」 第 四 上 の 部 分 と の 違 い が 見 ら れ る 。  
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(2) 数 学 の 知 見  

『 実 用 算 術 概 論 』 と 『 同 文 算 指 』 の 内 容 に 関 し て ， マ テ オ ・ リ ッ チ は

次 の よ う に 述 べ て 西 洋 算 術 と 中 国 算 術 の 差 に 言 及 し た 。 「 （ 『 実 用 算 術

概 論 』 で は ） 平 方 根 ， 立 方 根 ， 九 乗 根 か ら 無 限 ま で 開 く 方 法 を も 書 き 加

え た 。そ れ は チ ー ナ で は 驚 嘆 に 値 す る こ と だ っ た 」４ ４ 。こ れ は 中 国 算 術

の 遅 れ を 指 摘 す る も の で あ っ た 。 一 方 ， 漢 訳 者 で あ る 李 や 徐 は ， 原 著 の

内 容 を 十 分 理 解 し た 上 に ， さ ら に 『 九 章 算 術 』 由 来 の 中 国 算 術 の 知 識 を

付 加 し て 編 集 し た と 認 識 し て い た か ら で あ ろ う ４ ５ 。 翻 訳 書 で あ り な が

ら ， 『 同 文 算 指 』 に 多 く の 問 題 が 追 加 さ れ ， さ ら に 問 題 構 成 の 変 更 も な

さ れ た の は ， 漢 訳 者 の 明 確 な 編 集 意 図 で あ る と 考 え ら れ る 。  

本 論 文 に お け る 「 合 数 差 分 」 の 問 に 関 す る 分 析 か ら ， 「 三 数 法 」 の 取

り 扱 い に つ い て ， 次 の こ と が 明 ら か と な っ た 。  

① 『 同 文 算 指 』 に お け る 「 三 数 法 」 の 問 題 の 構 造 化 と 類 型 化  

『 同 文 算 指 』 の 漢 訳 者 は ， 『 実 用 算 術 概 論 』 C a p 2 0 で 使 用 さ れ る 技 法

が 中 国 算 術 の 古 代 か ら の 算 法 「 合 数 差 分 法 」 と 同 等 で あ る と 認 識 し て い

た 。 さ ら に 『 実 用 算 術 概 論 』 で 扱 わ れ て い る 問 題 の 構 造 を 理 解 し ， 類 型

化 を 行 っ た 。  

問 題 の 構 造 化 に よ っ て ， 西 洋 の 「 共 同 算 法 」 と 中 国 の 「 合 数 差 分 法 」

の 差 が 表 出 し た 。算 法 的 に は 両 者 と も 同 じ で あ る が ，西 洋 の「 共 同 算 法 」

の 問 題 場 面 の 中 心 は 商 業 投 資 や 配 当 で あ る の に 対 し て ， 中 国 の 「 合 数 差

分 法 」 の 適 用 対 象 は 別 の も の で あ っ た 。  

中 国 算 術 に お い て 「 合 数 差 分 法 （ 中 国 算 術 の 「 衰 分 」 ） 」 に 関 す る 問

題 は ， 商 業 の 投 資 額 や 投 資 期 間 の 差 に よ る 利 益 配 分 を 問 う の で は な く ，

身 分 の 違 い に よ っ て 定 め ら れ た 割 合 で の 徴 税 や 配 分 を 問 う 場 面 で あ る 。

た だ し 『 同 文 算 指 』 発 刊 時 は ， 中 国 で も 民 間 貿 易 が 盛 ん に な っ た 時 期 で
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あ っ た こ と と 重 な り ， 商 業 投 資 や 配 当 に 関 す る 問 題 解 決 の 必 要 性 が 高 ま

っ て い た 。 そ の た め ， 漢 訳 者 は ， こ の 問 題 場 面 に 関 し て 西 洋 の 「 共 同 算

法 」を 完 全 に 受 容 し た 。そ れ に よ り『 同 文 算 指 』で は ，『 実 用 算 術 概 論 』

の 問 題 が 正 確 に 訳 出 さ れ ， 問 題 番 号 順 に 配 置 さ れ て い る 。  

反 対 に ， 西 洋 算 術 「 共 同 算 法 」 に は 徴 税 や 配 分 に 関 す る 適 用 例 は 余 り

多 く な い 。 漢 訳 者 は 『 実 用 算 術 概 論 』 C a p 2 0 に あ る 問 題 の 中 で ， 商 業 投

資 配 当 問 題 と は 違 っ た 状 況 に あ る 問 を 意 図 的 に 拾 い 出 し て い る 。そ れ は ，

続 柄 に よ っ て 差 の あ る 遺 産 配 分 の 問 題 や ， 軍 隊 の 階 級 差 に 応 じ た 戦 利 品

の 分 配 問 題 ， 関 係 度 合 い に 差 の あ る 取 得 金 分 配 等 の 問 で あ る 。 こ れ ら の

問 題 を 意 図 的 に 拾 い 出 し ， こ れ ら を 訳 出 し て 基 本 問 題 と し ， こ れ に 続 い

て 中 国 算 術 書 『 算 法 統 宗 』 を 参 考 に し た 多 く の 問 題 が 追 加 さ れ て い る 。  

中 国 算 術 に お い て 「 合 数 差 分 法 」 が 使 用 さ れ る の は 中 心 が 「 衰 分 」 の

章 で あ る が ，他 に も「 粟 米 」「 均 輸 」の 章 で も 扱 わ れ る 。物 の 交 換 を 扱 う

「 粟 米 」 や ， 運 輸 費 用 を 加 味 し た 納 税 額 を 算 出 す る 「 均 輸 」 に 関 す る 問

題 は ， 類 似 の 問 題 場 面 が 『 実 用 算 術 概 論 』 C a p 2 0 の 問 題 に 見 い だ せ ず ，

新 た に 中 国 算 術 書 『 算 法 統 宗 』 を 参 考 に し た 問 題 で 補 わ れ て い る 。  

以 上 の よ う に ， 『 同 文 算 指 』 は 西 洋 算 術 の 「 共 同 算 法 」 を 正 確 に 訳 出

し て 伝 え る だ け で な く ， 西 洋 算 術 の 「 共 同 算 法 」 が 適 用 さ れ る 問 題 が 構

造 的 に 認 識 さ れ て い る ， そ し て ， 中 国 古 代 か ら の 伝 統 的 な 問 題 群 に 合 わ

せ ， 問 題 が 追 加 さ れ て い る 。  

前 述 し た リ ッ チ の 言 及 は ， 採 り 上 げ ら れ て い る 問 題 の 内 容 面 か ら の 指

摘 で あ り ， こ の 内 容 面 か ら は ， 銭 宝 琮 が 指 摘 し て い る よ う に 「 内 容 自 体

は す べ て わ が 国（ 中 国 ）の 古 代 数 学 の 範 囲 を 超 え て い な い 」４ ６ の で あ っ

て ， リ ッ チ の 認 識 不 足 で あ っ た 。 漢 訳 し た 徐 や 李 は 問 題 の 内 容 を 完 全 に

理 解 し ， 問 題 の 構 造 ま で 把 握 し て い た の で あ っ た 。  



246 

 

② ク ラ ヴ ィ ウ ス の 思 想 の 伝 播  

リ ッ チ が 学 ん だ『 実 用 算 術 概 論 』の 著 者 で あ る ク ラ ヴ ィ ウ ス の 思 想 は ，

リ ッ チ か ら 教 授 さ れ 漢 訳 を 手 が け た 徐 や 李 に ど の 程 伝 わ っ た の で あ ろ う

か 。  

ク ラ ヴ ィ ウ ス は ， イ エ ズ ス 会 の 中 核 教 育 機 関 で あ っ た ロ ー マ 学 院 「 数

学 的 諸 学 」 の 教 授 で あ っ た 。 彼 の 所 属 し た イ エ ズ ス 会 は 後 世 ， 「 科 学 の

保 護 者 に し て 教 育 者 」と し て 評 価 さ れ て い る 。彼 は イ エ ズ ス 会 学 校 に お

い て ，当 時 の 社 会 が 必 要 と し た「 数 学 的 諸 学 」の 教 育 課 程 を 創 り 上 げ た

中 心 的 存 在 で あ り ，「 数 学 」の 実 用 面 で の「 有 用 性 」と ，学 問 面 で の「 確

実 性 」に つ い て 提 案 し ，教 員 養 成 や 教 科 書 の 執 筆 を 行 っ た 。「 数 学 」の

「 有 用 性 」 と 「 確 実 性 」 を 重 視 す る 彼 の 思 想 は ， 来 る 1 7 世 紀 科 学 革 命

に お け る 中 核 概 念 に 繋 が る も の で あ っ た 。  

近 代 に 繋 が る ク ラ ヴ ィ ウ ス の 思 想 は ， 当 時 の 西 洋 で す ら 広 く 受 け 入 れ

ら れ て い た 思 想 で は な か っ た 。 し か し ， 漢 訳 者 で あ る 李 や 徐 は 内 容 面 の

理 解 に 加 え ， そ れ 以 上 に ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が も つ 「 数 学 」 に 対 す る 近 代 的

な 認 識 も 深 く 理 解 し て い た 。 こ の こ と は ， 徐 が 著 し た 「 刻 同 文 算 指 序 」

に よ く 表 れ て い る 。  

算 数 の 学 が 特 に 廃 れ た の は 近 々 の 数 百 年 の 間 の こ と で あ る 。 廃

れ た 原 因 は 二 つ あ る 。 そ の 一 つ は 理 学 の 儒 者 が 天 下 の 実 学 の 事 を

軽 視 し た こ と で あ る 。他 の 一 つ は 妖 妄 の 術 で ，数 に は 神 理 が 有 り ，

そ れ に よ っ て 過 去 や 未 来 を 知 る こ と が で き ， 明 ら か に で き な い こ

と が な い と 謬 言 し た こ と で あ る 。 （ 算 数 之 学 特 廃 於 近 世 数 百 年 間

爾 廃 之 縁 有 二 其 一 為 名 理 之 儒 土 苴 天 下 之 実 事 其 一 為 妖 妄 之 術 謬 言

数 有 神 理 能 知 来 蔵 住 靡 所 不 効 ） ４ ７  

こ こ で は ， 中 国 で の 算 術 の 置 か れ て い る 立 場 が 示 さ れ て い る 。 こ の 序
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で 記 さ れ た 「 名 理 之 儒 」 は 「 宋 明 理 学 」 （ 日 本 で は 朱 子 学 ） の 事 で あ り

唯 心 論 の 学 派 で あ る 。 中 国 で は ， 儒 学 は 国 家 の 要 の 学 問 で あ り ， 倫 理 観

等 の 宗 教 的 な 要 素 で も あ っ た 。 徐 は 「 名 理 之 儒 」 で 算 術 が 重 視 さ れ る こ

と は な く ， 実 学 と し て の 中 国 古 来 の 算 術 も 軽 視 さ れ ， そ れ に よ っ て 「 天

下 之 実 事 」 を 軽 視 し た と 主 張 し た の で あ る 。 も う 一 つ の 「 妖 妄 之 術 」 は

占 い の 術 で あ る 。 そ れ は ， あ る 種 の 論 理 性 を 持 っ た 占 い で あ る が ， 数 学

の 持 つ 演 繹 的 な 論 理 性 と は 全 く 別 物 の 論 理 で あ る 。  

西 洋 の 算 術 書 で あ る 『 実 用 算 術 概 論 』 を 編 集 し た 徐 が ， 上 記 の よ う に

述 べ て い る の は ， 彼 は 『 実 用 算 術 概 論 』 の 中 に 実 用 性 を 超 え た 実 学 と し

て の 価 値 （ 有 用 性 ） を 見 い だ し ， 宗 教 的 な 論 理 で は な い 数 学 的 な 論 理 性

（ 確 実 性 ） が あ る と 考 え て い た か ら で あ ろ う 。  

徐 は ， ク ラ ヴ ィ ウ ス が 示 し た 数 学 の も つ 有 用 性 と 確 実 性 の 意 味 を ， 明

確 に と ら え て い た 。 そ し て ， 彼 は ， 西 洋 算 術 の 内 容 を 理 解 し た 上 で ， さ

ら に 中 国 算 術 が 補 う べ き も の を 提 示 し た と 考 え ら れ る 。  

 

第 6 章註  

                                                   

１  ヴィクター・カッツ，上 野 健 爾 ・三 浦 伸 夫 （監 訳 ） 『カッツ数 学 の歴 史 』，共 立 出  

版 ， 2 0 0 5 年 。 3 9 1 - 3 9 2 頁 に 1 4 世 紀 のイタリアにおける算 法 教 師 の姿 と使 用 し

た教 科 書 の内 容 が示 してある。この教 科 書 に見 出 される問 題 例 として「三 数 法

（比 例 式 において内 項 の積 は外 項 の積 に等 しいという法 則 ）や「仮 置 法 」などの

古 くからの方 法 を用 いて解 くことができる 」 と記 載 されている 。この 「三 数 法 」は

“R u l e  o f  t h r e e ”の訳 である。訳 としては「三 数 法 」や「三 量 法 」「三 率 法 」などが

当 てられる。中 国 語 の「率 」は「比 の項 」を表 し，三 数 法 と三 率 法 が，また合 数 差

分 法 と合 率 差 分 法 が同 じ意 味 に使 われている。しかしラテン語 の数 “ n u m e r u s ”

には比 の項 の意 味 がないので，本 論 では，史 料 の引 用 以 外 では「三 数 法 」を使

用 する。「仮 置 法 （仮 定 法 ）」は解 の値 を仮 定 して置 き，得 られた値 と本 来 の値 と

の誤 差 より比 例 按 分 で答 を求 める方 法 である。「複 式 仮 定 法 」は仮 定 する数 が

2 つの場 合 である。  
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２  同 書 ， 3 8 9 - 3 9 0 頁 。 1 4 世 紀 のルネサンス期 のイタリア商 人 は投 機 的 資 本 家 であ  

り ，新 しい経 済 状 況 に対 応 できるよう，数 学 に新 しい技 能 が必 要 となったことが

示 されている。  

 

３  同 書 ， 3 9 0 頁 。 1 4 世 紀 のイタリアで必 要 となった数 学 は，大 学 で学 ばれていた  

「四 科 （算 術 ，幾 何 ，天 文 ，音 楽 ）」の数 学 的 諸 学 科 とは別 のものであったことが

示 されている。  

 

４  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  E p i t o m e  A r i t h m e t i c a e  P r a c t i c a e ，R o m a， 1 5 8 3 .  (コン  

プルテンセ大 学 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ）  

 

５  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  E u c l i d i s  E l e m e n t o r u m  l i b r i  X V  ( 『エウクレイデス原 論  

注 釈 』 )，R o m a， 1 5 7 4 . (コンプルテンセ大 学 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ）  

 

６  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  G e o m e t r i a  P r a c t i c a ,  M a i n z ,  1 6 0 4 . （バイエルン州 立 図  

書 館 蔵 書 P D F 史 料 ）  

 

７  利 瑪 竇 (授 )，李 之 藻 (演 )，徐 光 啓 （選 ）『同 文 算 指 』，北 京 ， 1 6 1 4  年 。 ( 『天 学  

初 函 』（第 5 巻 に所 収 ）海 山 仙 館 叢 書 本 :任 繼 愈 主 編 『中 國 科 學 技 術 典 籍 通

彙 數 學 卷 』所 収 ，鄭 州 ， 1 9 9 5 年 ）同 文 算 指 前 編 序 二 ，四 ―七 十 九 頁 。（薩 日

娜 ，「『同 文 算 指 』における西 洋 算 術 「複 式 仮 定 法 」の取 り扱 い―C l a v i u s u 著

E p i t o m e  A r i t h m e t i c a e  P r a c t i c a e の比 較 研 究 」，『数 学 史 研 究 』 2 1 6 号 ，  

3 3 - 4 4 頁 ， 2 0 1 3 年 ， 4 0 頁 参 照 ）。  

 

８  『 九 章 算 術 』の原 本 は残 存 していない。 (魏 )劉 徽 註 『九 章 算 術 』 ， 2 6 3 年 。  

（ 『 欽 定 四 庫 全 書 』子 部  術 数  数 学 九 章 ，清 刊 ）所 収 。本 稿 では （劉 徽 註

『九 章 算 術 』 ,四 部 叢 刊 初 編 子 部 ，上 海 ， 1 9 8 9 年 ）を使 用 した。巻 二 ｢粟 米 ｣，

巻 三 「衰 分 」 ，巻 六 「均 輸 」 ，巻 八 「方 程 」に比 例 配 分 問 題 があり，三 数 法 が

「今 有 術 」として使 用 されている。『九 章 算 術 』は『同 文 算 指 』が発 刊 された明 末

は散 逸 の危 機 にあった時 代 であり，底 本 が確 立 されて復 刻 されるのが清 の時 代

である。  

 

９  L e o n a r d o  P i s a n o ,  L i b e r  A b b a c i ,  1 2 0 2 . （B a l d a s s a r r e  B o n c o m p a g n i ,  S c r i t t i   

D i  L e o n a r d o  P i s a n o  M a t h e m a t i c o  D e l  S e c o l o  D e c i m o t e r z o  V o l . 1 ,  R o m a ,  

1 8 5 7 .  （ニューヨーク公 共 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ）。ピサのレオナルドの著 作 は

L i b e r  A b a c i 『算 盤 の書 』 とされているが，同 書 は筆 算 による算 術 書 であり，算

盤 は使 われていない。そのため，B o n c o m p a g n i  は L i b e r  A b b a c i 『算 法 家 の書 』



249 

 

                                                                                                                                                               

として紹 介 している。また邦 訳 は，一 般 に『算 盤 の書 』であったが，近 年 記 述 さ

れている内 容 面 から『計 算 の書 』と題 されている。  

 

１ ０  S r e e r a m u l a  R a j e s w a r a  S a r m a ,  R u l e  o f  T h r e e  a n d  i t s  V a r i a t i o n s  i n  I n d i a ，  

i n ,  Y v o n n e  D o l d - S a m p l o n i u s ( e d . ) ,  F r o m  C h i n a  t o  P a r i s :  2 0 0 0  Y e a r s  

T r a n s m i s s i o n  o f  M a t h e m a t i c a l  I d e a s ,  p p . 1 3 3 - 1 5 6 ,  S t u t t g a r t ,  2 0 0 2 ，

1 3 3 - 1 3 4 頁 に三 数 法 の伝 播 の歴 史 が示 されている。  

 

１ １  L i u  D u n ,  A  H o m e c o m i n g  S t r a n g e r  T r a n s m i s s i o n  o f  t h e  M e t h o d  o f   

D o u b l e - F a l s e - P o s i t i o n  a n d  t h e  S t o r y  o f  H i e r o ' s  C r o w n ,  i n ,  Y v o n n e  

D o l d - S a m p l o n i u s ( e d . ) ,  F r o m  C h i n a  t o  P a r i s :  2 0 0 0  Y e a r s  T r a n s m i s s i o n  o f  

M a t h e m a t i c a l  I d e a s ,  S t u t t g a r t ,  2 0 0 2 ,  p p . 1 5 7 - 1 6 6 .  中 国 古 代 算 術 の内 容

がインド，アラビア，ヨーロッパを経 由 して， 1 6 - 1 7 世 紀 に帰 還 したと記 述 している。

この説 に関 しては反 論 もあり，シュヴァルツは「三 数 法 や複 式 仮 定 法 は実 際 の問

題 に直 面 するときに自 然 に想 起 される技 法 であり，安 易 な文 化 交 流 を提 起 すべ

き で な い 」 と 述 べ て い る （ R a n d y  S c h w a r t z ， I s s u e s  i n  t h e  O r i g i n  a n d  

D e v e l o p m e n t  o f  H i s a b  a l -K a t a ’ a y n ,  i n ,  C o m h i s m a  8 ,  2 0 0 4 ,  p . 1 2 ）。これは，

単 に式 表 示 のみで史 料 を分 析 する事 への警 告 であり，史 料 のもつ文 脈 の歴 史

的 分 析 の必 要 性 を主 張 しているものであると言 える。  

 

１ ２  L e o n a r d o  P i s a n o ,  o p . c i t . .  1 章 から 7 章 （ 1 頁 から 6 2 頁 ）， 8 章 から 1 5 章 （ 6 2  

頁 から 4 5 9 頁 ）。  

 

１ ３  I b i d . ,  p p . 3 2 5 - 3 2 6 . “D e  d u o b u s  h o m i n i b u s  h a b e n t i b u s  d e n a r i u s ” (二 人 の男

が所 有 する銀 貨 ）の問 題 で説 明 のために掲 載 された図 。  

 

１ ４  熊 野 純 彦 『西 洋 哲 学 史  古 代 から中 世 へ』，岩 波 書 店 ， 2 0 0 6 年 。同 書 の  

2 3 1 頁 に記 載 されている。  

 

１ ５  S o c i e t y  o f  J e s u s ,  H i s t o r i c a l  D o c u m e n t s ,  P a r t  I ,  S e c t i o n s  o n  M a t h e m a t i c s   

f r o m  t h e  V a r i o u s  E d i t i o n s  o f  t h e  R a t i o  S t u d i o r u m ,  i n ,  S c i e n c e  i n  C o n t e x t  

1 5 ( 3 ) ,  2 0 0 2， p p . 4 5 9 - 4 6 4． 4 5 9 - 4 6 0 頁 に， 1 5 8 6 年 版 R a t i o  S t u d i o r u m  の数

学 に関 するクラヴィウスの意 見 書 の内 容 が記 載 されている。  

 

１ ６  当 時 の M a t h e m a t i c a は今 日 的 意 味 での「数 学 」を意 味 していない。本 稿 では，

M a t h e m a t i c a には「数 学 的 諸 学 」，m a t h e m a t i c a e  d i s c i p l i n e には「数 学 的 諸

学 科 」の訳 語 を充 てる。また，幾 何 学 と算 術 だけを範 疇 とした意 味 で使 われる場
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合 に限 り「数 学 」と表 記 する。  

 

１ ７  S o c i e t a t i s  I e s u ,  R a t i o  a t q u e  I n s t i t u t i o  S t u d i o r u m  S o c i e t a t i s  J e s u ，  

N e a p o l i， 1 5 9 9 .  （コンプルテンセ大 学 蔵 書 P D F 史 料 ）。（イエズス会 の『学 事 規

定 』設 定 4 0 0 年 を記 念 してまとめられた書 V i n c e n t  D u m i n u c o ( e d . ) ,  T h e  J e s u i t  

R a t i o  S t u d i o r u m  –  4 0 0 t h  A n n i v e r s a r y  P e r s p e c t i v e s  ,  N e w  Y o r k ,  2 0 0 0．

同 書 の 2 2 3 - 2 2 9 頁 にイエズス会 の教 育 について記 載 されている）。  

 

１ ８  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  H i s t o r i c a l  D o c u m e n t s ,  P a r tⅡ ,  T w o  D o c u m e n t s  o n   

M a t h e m a t i c s ,  i n ,  S c i e n c e  i n  C o n t e x t  1 5 ( 3 ) ,  p p . 4 6 5 - 4 7 0 ,  2 0 0 2 .  D o c u m e n t  

N 0 . 3 4 ,  M o d u s  q u o  d i s c i p l i n e a  m a t h e m a t i c a e  i n  s c o l i s  S o c i e t a t i s  p o s s e n t  

p r o m o u e r i .  D o c u m e n t  N 0 . 3 5 ,  D e  R e  M a t h e m a t i c a  I n s t r u c t i o .  

 

１ ９  S o c i e t a t i s  I e s u ,  o p . c i t . ( R a t i o )， p p . 4 2 - 4 3 .  『学 事 規 定 』の第 1 章 にあたる  

R e g u l a e  P r o v i n c i a l i s （管 区 長 規 則 ）の 2 0 番 目 で，神 学 の学 習 を始 める前 の

学 生 に数 学 の学 習 を義 務 づけている。  

 

２ ０  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  A r i t h m e t i c a e ,  p p 9 9 - 1 5 7 .  

 

２ １  I b i d . ,  p . 9 9 .  

 

２ ２  I b i d . ,  p . 1 0 8 .  

 

２ ３  I b i d . ,  p . 1 1 2 .  

 

２ ４  I b i d . ,  p . 1 2 3 .  

  

２ ５  I b i d . ,  p . 1 4 6 .  

 

２ ６  I b i d . ,  p . 1 0 0 .  A l i u d  E x e m p l u m に使 われた表 である。「もし 6 0 金 貨 が 5 ヶ月 で  

得 られるなら， 1 3 2 金 貨 は何 ヶ月 で得 られるであろうか？  1 1 ヶ月 が生 じる」を表

す表 である。  

 

２ ７  I b i d . ,  p p . 9 9 - 1 0 0 .  E x e m p l u m の中 で計 算 方 法 を明 示 している。表 の 2 番 目 の  

数 5 と 3 番 目 の数 1 3 2 の積 が 6 6 0，それを 1 番 目 の数 6 0 で割 ると 1 1 であると，

説 明 されている。  
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２ ８  I b i d . ,  p . 1 2 4 .  C a p 2 0 , Q 1 の記 述 の最 終 部 分 。  

 

２ ９  I b i d . ,  p . 1 2 3 .  C a p 2 0 の最 初 の解 説 部 分 。  

 

３ ０  劉 徽 註 『九 章 算 術 』，前 掲 書 ，  1 3 - 1 4 頁 。  

 

３ １  杜 威 「『九 章 算 術 』に関 する研 究 Ⅲ―衰 分 章 を中 心 として―」，『秋 田 大 学 教  

育 文 化 学 部 研 究 紀 要 』教 育 科 学 部 門 5 7， 4 9 - 5 3 頁 ,  2 0 0 2 年 。衰 分 の章 につ

いて「問 題 の第 一 問 から第 九 問 までが衰 分 術 と反 衰 分 術 で処 理 する比 例 配 分

の問 題 であり，第 十 問 からは比 例 の問 題 である」と論 じ，第 十 問 からの比 例 の問

題 を衰 分 の章 に入 れる本 来 の意 図 について明 らかにすることが課 題 と結 んでい

る。  

 

３ ２  劉 徽 註 『九 章 算 術 』 ,前 掲 書 ， 2 2 頁 。  

 

３ ３  同 書 ， 5 4 頁 。  

 

３ ４  同 書 ， 5 4 頁 。  

 

３ ５  程 大 位 （編 ）『算 法 統 宗 』，新 安 ， 1 5 9 2 年 。 (北 京 大 学 図 書 館 所 蔵 『新 編 直  

指 算 法 統 宗 』 P D F 史 料 ）。  

 

３ ６  同 書 ，巻 四 の一 右 頁 。七 言 絶 句 の形 式 で記 載 。  

 

３ ７  同 書 ，巻 五 の一 右 頁 。七 言 絶 句 の形 式 で記 載 。  

 

３ ８  同 書 ，巻 十 三 から巻 十 七 まで。  

 

３ ９  劉 徽 『九 章 算 術 』 ,前 掲 書 ， 5 4 頁 ：「依 南 宋 本 」。  

 

４ ０  同 書 ， 5 4 頁 。「衰 分 以 御 貴 賤 禀 税 」は『九 章 算 術 』の原 典 部 分 であり，衰 分  

の意 味 （等 級 による比 例 配 分 ）や術 は劉 徽 の註 にある。  

 

４ １  同 書 ， 2 2－ 2 6 頁 。  

 

４ ２  程 大 位 ，前 掲 書 ,巻 五 の一 右 頁 。最 初 の解 説 部 分 。続 いて衰 分 歌 ，合 率 差  

分 の問 がある。  
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４ ３  同 書 ，『算 法 統 宗 』のこの問 から，『同 文 算 指 』合 数 差 分 の章 の問 4 0 が「問 硃  

砂 毎 斤 三 両 六 銭 石 青 毎 斤 二 両 四 銭 今 有 銀 一 千 二 百 両 議 買 硃 青 二 色 硃 数

比 青 増 一 倍 各 斤 数 與 買 若 干 」として補 われた。数 値 は同 じであるが扱 う品 物 に

は差 異 がある。  

 

４ ４  マテオ・リッチ『中 国 キリスト教 布 教 史 』１，岩 波 書 店 ， 1 9 8 2 年 ， 5 1 4 頁 。  

 

４ ５  利 瑪 竇 ，李 之 藻 ，徐 光 啓 ，前 掲 。「同 文 算 指 序 」に記 載 。  

 

４ ６  銭 宝 琮 (編 ) 『中 国 数 学 史 』，北 京 ， 1 9 8 1 年 ， 2 3 6 - 2 3 7 頁 に記 載 。  

 

４ ７  利 瑪 竇 ，李 之 藻 ，徐 光 啓 ，前 掲 。「刻 同 文 算 指 序 」に記 載 。  
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第 7 章「複式仮定法」の世界循環  

 

ク ラ ヴ ィ ウ ス が 著 し ， 利 瑪 竇 が 授 け た 『 実 用 算 術 概 論 』 １ は ， 算 術 の

研 究 書 で も 実 用 書 で も な く ， 一 般 学 生 が 算 術 を 体 系 的 に 学 ぶ 教 科 書 で あ

っ た 。 そ れ 故 ， 中 世 の 西 洋 算 術 で 「 複 式 仮 定 法 」 が ど の よ う に 取 り 扱 わ

れ て い た の か を 考 察 す る 場 合 ， 最 も 適 切 な 史 料 と な る 。  

『 実 用 算 術 概 論 』で は ， C a p 2 2（ r e g u l a  f a l s i  s i m p l i c i s  p o s i t i o n i s）

で 「 仮 定 法 」 を ， C a p 2 3（ r e g u l a  f a l s i  d u p l i c i s  p o s i t i o n i s） で 「 複 式

仮 定 法 」 を 扱 っ て い る ２ 。 一 方 ， 漢 訳 の 『 同 文 算 指 』 は 「 巻 之 三 借 衰 互

徴 法 第 六 」 と 「 巻 之 四 疊 借 互 徴 法 第 七 」 で 対 応 し ３ ， さ ら に ，『 実 用 算 術

概 論 』 の 問 題 に は ，『 算 法 統 宗 』 か ら の 問 題 を 付 加 し て 構 成 し て い る 。  

劉 鈍 ４ は 複 式

仮 定 法 に つ い て ，

中 国 の 「 盈 不 足

術 」 を 起 源 と し

た 右 の 図 を 用 い て ， 世 界 規 模 の 循 環 を 説 明 し て い る 。  

こ の 循 環 説 は ， 西 洋 数 学 の 発 展 が ギ リ シ ャ 数 学 と ア ラ ビ ア 数 学 と の 関

係 に 限 定 し て 語 ら れ て き た こ と へ の 修 正 を も た ら し た 。 た だ し ， こ の 説

に は 反 論 も あ り ， R .シ ュ ヴ ァ ル ツ は 「 複 式 仮 定 法 は 実 際 の 問 題 に 直 面 す

る と き に 自 然 に 想 起 さ れ る 技 法 で あ り ， 安 易 な 文 化 交 流 を 提 起 す べ き で

な い 」 ５ と 述 べ ， 史 料 を 単 に 式 表 示 の み で 分 析 す る こ と へ 警 告 し ， 史 料

の も つ 文 脈 の 歴 史 的 分 析 の 必 要 性 を 主 張 し て い る 。  

劉 鈍 が 上 記 の 図 で 示 し た 「 盈 不 足 術 」 は ， 循 環 で 起 源 と な っ た 1 世 紀

の 『 九 章 算 術 』 ( N i n e  C h a p t e r s )６ の 用 語 で あ る 。 し か し ， こ の 用 語 は 波

及 し た と さ れ た 他 の 4 地 域 で は 使 わ れ て い な い 。9 世 紀 か ら 1 2 世 紀 の イ
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ス ラ ム 世 界 で は ア ル ＝ カ タ ア イ ン の 方 法  ( r e g u l a  e l c h a t a y m )， 1 3 世 紀

か ら 1 6 世 紀 の 西 洋 社 会 で は 「 複 式 仮 定 法 」 ( r e g u l a   f a l s i   d u p l i c i s   

p o s i t i o n i s )が 使 わ れ て い る 。 さ ら に 中 国 で も ， 3 世 紀 か ら 1 6 世 紀 に は

「 盈 朒 」 と い う 用 語 も 使 わ れ ， 西 洋 と 中 国 の 交 流 が 行 わ れ た 明 朝 末 期 で

は 「 疊 借 互 徴 法 」 と い う 表 記 を 使 っ て い る 。  

劉 鈍 は 「 盈 不 足 術 」 の 適 用 に つ い て は ， 使 わ れ て い る 計 算 方 法 を 式 で

表 し て 分 析 し ， 用 語 が 違 っ て い て も 式 が 同 等 な ら 同 じ 概 念 で あ る と と ら

え て い る 。こ こ に 疑 問 が 残 る 。本 論 で は ，『九 章 算 術 』と『 実 用 算 術 概 論 』

及 び『 同 文 算 指 』に 加 え ， 1 2 世 紀 の イ ス ラ ム 世 界 か ら 伝 わ っ た 算 術 を ま

と め た ピ サ の レ オ ナ ル ド 著 『 計 算 の 書 』 （ L i b e r  A b b a c i） ７ と ， 『 同 文

算 指 』 に 多 く の 問 題 を 提 供 し た 程 大 位 の 著 『 算 法 統 宗 』 も 加 え ， 当 時 の

歴 史 的 及 び 学 問 的 な 背 景 を も と に し て ， そ れ ぞ れ の 書 の 文 脈 に 表 れ た 意

味 の 解 明 を 試 み た 。こ こ で 得 た 知 見 を も と に ，『同 文 算 指 』に お け る 西 洋

算 術 「 複 式 仮 定 法 」 の 取 り 扱 い に つ い て 明 ら か に し て い く 。  

 

第 1 節  「複式仮定法」の比較  

(1)『 九 章 算 術 』 に お け る 盈 不 足  

『 九 章 算 術 』は 算 術 と 幾 何 を 含 ん だ 内 容 で あ る 。算 術 の 内 容 と し て は ，

「 方 田 」 の 章 で 分 数 の 四 則 演 算 ，「 粟 米 」の 章 で 三 数 法 ，「 衰 分 ・ 均 輸 」

の 章 で 三 数 法 を 組 み 合 わ せ た 合 数 差 分 法 ，「 盈 不 足 」の 章 で 複 式 仮 定 法 ，

「 方 程 」 の 章 で 多 元 方 程 式 の 解 法 を 扱 っ て い る 。  

『 九 章 算 術 』 の 設 問 は ， 当 時 の 為 政 者 に と っ て 必 要 と さ れ た ， 税 ・ 労

賃 ・ 交 換 ・ 面 積 ・ 体 積 ・ 距 離 等 ， 具 体 的 な 計 算 で あ る 。 し か し ， 盈 不 足

の 章 の 「 隠 錯 互 見 」 と 方 程 の 章 の 「 錯 糅 正 負 」 で は ， 未 知 数 や 正 負 の 数

を ど の よ う に 解 い て い く か と い う ， 数 理 論 の 体 系 化 ・ 一 般 化 を 指 向 し て
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い る 。  

『 九 章 算 術 』巻 七「 盈 不 足 」章 の 2 0 の 問 は ，「 盈 不 足 術 」に よ っ て 解

か れ て い る 。こ の 2 0 問 は ，問 題 の 種 類 に よ っ て 3 つ の 群 に 分 け る こ と が

で き る 。  

 

①  過 不 足 問 題 群  問 1～ 問 8   

問 1 か ら 問 8 ま で は 過 不 足 問 題 で あ る 。 盈 不 足 ， 両 盈 ， 両 不 足 ， 盈 適

足 ， 不 足 適 足 問 題 が 配 置 さ れ て い る 。   

計 算 法 と し て ， 盈 不 足 問 題 は 「 置 所 出 率 盈 不 足 各 居 其 下 令 維 乗 所 出 率

并 以 為 實 并 盈 不 足 為 法 」 ８ （ 各 々 が 出 し た 率 を 置 き ， そ の 下 に 盈 ・ 不 足

の 数 を 置 く ， 盈 ・ 不 足 の 数 を 互 い の 率 に か け ， 加 え て 實 と す る 。 盈 ・ 不

足 の 数 を 加 え て 法 と す る 。 實 を 法 で 割 る と 解 が で る ） と 説 明 し て い る 。

こ れ を 式 で 表 す と ， (𝑥2 × 𝑐1 + 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 + 𝑐2) = 𝑥 と な る 。  

さ ら に ， 両 盈 ・ 両 不 足 問 題 は 「 置 所 出 率 盈 不 足 各 居 其 下 令 維 乗 所 出 率

以 少 減 多 餘 為 實 両 盈 両 不 足 以 少 減 多 餘 為 法 」 ９（ 各 々 が 出 し た 率 を 置 き ，

そ の 下 に 盈 ・ 不 足 の 数 を 置 く 。 盈 ・ 不 足 の 数 を 互 い の 率 に か け ， 多 い 方

か ら 少 な い 方 を 引 い て 實 と す る 。 盈 ・ 不 足 の 数 も 引 い て 法 と す る 。 實 を

法 で 割 る と 解 が で る ）と 説 明 し て い る 。こ れ を 式 で 表 す と (𝑥2 × 𝑐1 − 𝑥1 × 𝑐2) ÷

(𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥 と な る 。  

こ の 2 つ の 術 が「 盈 不 足 術 」と な る 。こ れ は ，後 述 す る 西 洋 算 術 の「 複

式 仮 定 法 」 と 同 等 な 解 法 で あ る 。  

問 6「 今 有 共 買 羊 人 出 五 不 足 四 十 五 人 出 七 不 足 三 問 人 數 羊 價 各 幾 何 答 曰

二 十 一 人 羊 價 一 百 五 十 」１ ０ を ，上 記 の「 盈 不 足 術 」の 記 述 に 従 っ て 解 く と ，

次 の よ う に な る 。  
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・ 各 々 が 出 し た 率 を 置 き        

仮 に 8 人 と ， 9 人 と す る  ( 8× 5＋ 4 5＝ 8 5 と 8× 7＋ 3＝ 5 9                    

よ り 2 6 の 盈 ， 9× 5＋ 4 5＝ 9 0 と 9× 7＋ 3＝ 6 6 よ り 2 4 の 盈 )  

・ そ の 下 に 盈 ・ 不 足 の 数 を 置 く     2 6 銭 の 盈 と ， 2 4 銭 の 盈 と な る   

・ 盈 ・ 不 足 の 数 を 互 い の 率 に か け     9× 2 6＝ 2 3 4 と 8× 2 4＝ 1 9 2  

・ 多 い 方 か ら 少 な い 方 を 引 き 實 と す る   2 3 4 - 1 9 2＝ 4 2        

・ 盈 ・ 不 足 の 数 も 引 い て 法 と す る     2 6 - 2 4＝ 2  

・ 實 を 法 で 割 る と 解 が で る        4 2÷ 2＝ 2 1  

し か し ，過 不 足 問 題 を 扱 う 問 1～ 8 は ，上 記 の「 盈 不 足 術 」を 適 用 し て

は い な い 。 「 盈 不 足 術 」 と 区 別 し て ， 「 副 置 所 出 率 以 少 減 多 餘 以 約 法 實

實 為 物 價 法 為 人 數 」１ １（ 共 同 で 物 を 買 う 時 の 解 き 方 は ，各 々 の 率 を 置 き ，

多 い 方 か ら 少 な い 方 を 引 く ， そ の 差 で 「 法 」 を 約 す る と 人 数 が ， 「 實 」

を 約 す る と 価 格 が 求 ま る ） と 説 明 し て い る 。  

式 で 表 す と (𝑐1＋ 𝑐2) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑥， (𝑥1 × 𝑐2＋ 𝑥2 × 𝑐1) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑦と な る 。  

『 九 章 算 術 』 の 記 述 に 従 う と ， 問 6 は 以 下 の よ う に 解 く こ と に な る 。  

cf.（ 方 程 式 で 表 す ）  

・各 々 の 率 を 置 き       7 と 5            ： 𝑥 +  =  𝑥 +     

・多 い 方 か ら 少 な い 方 を 引 く  7 - 5＝ 2                ： 𝑥 −  𝑥 =   −   

・ そ の 差 で 「 法 」 を 約 す る と 人 数  

（ 4 5 - 3） ÷ 2＝ 2 1            ：  𝑥 =      𝑥 =    

・ 「 實 」 を 約 す る と 価 格 が 求 ま る   

（ 7× 4 5 - 5× 3） ÷ 2＝ 1 5 0     ：  ×   +  =     

こ の 過 不 足 問 題 に 使 わ れ る 術 は ， 現 在 の 1 次 方 程 式 の 解 法 と 同 等 な 手

順 で 計 算 が 進 め ら れ て い る 。 ま た ， 解 法 と し て も ， 問 題 文 中 の 与 え ら れ
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た 数 値 を そ の ま ま 使 っ て 計 算 で き る の で ， 読 者 に と っ て は 理 解 と 使 用 が

容 易 な 方 法 で あ る 。 そ の た め ， 過 不 足 問 題 は 「 盈 不 足 術 」 の 手 順 を 用 い

ず ， 問 題 文 で 与 え ら れ た 数 値 か ら 直 接 的 に 解 を 求 め る の で あ っ た 。  

 

②  1 次 方 程 式 相 当 問 題 群   

問 9， 1 0， 2 0 ( 1 元 )， 問 1 3～ 1 8 ( 2 元 )， 問 1 5 ( 3 元 )  

問 9 以 降 は 過 不 足 問 題 で な い 設 問 で あ る 。 『 九 章 算 術 』 の 原 文 に は ，

問 9 の 問 題 文 と 答 の 後 に 「 術 曰 以 盈 不 足 術 求 之 」 と 記 さ れ て い る 。 こ の

こ と は ， 『 九 章 算 術 』 に お い て 「 盈 不 足 」 の 章 で 使 わ れ る 「 盈 不 足 術 」

は (𝑥2 × 𝑐1 ± 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 ± 𝑐2) = 𝑥 で 求 め る 計 算 が 基 本 で あ り ， (𝑐1 ± 𝑐2) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) =

𝑥， (𝑥1 × 𝑐2 ± 𝑥2 × 𝑐1) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑦 で 求 め る 計 算 で あ る 過 不 足 問 題 は 「 盈 不

足 」 の 特 別 な 場 合 に 使 わ れ る こ と を 示 し て い る 。  

例 と し て ， 『 九 章 算 術 』 に 記 載 さ れ た 「 盈 不 足 術 」 の 手 順 と 劉 徽 註 に

記 載 さ れ て い る 数 値 を も と に ， 問 9， 問 2 0， 問 1 5 を 解 答 す る 。  

問 9「 今 有 米 在 十 斗 桶 中 不 知 其 數 滿 中 添 粟 而 舂 之 得 米 七 斗 問 故 米 幾 何

答 曰 二 斗 五 升 」 １ ２  

・ 各 々 が 出 し た 率 を 置 き        仮 に 2 斗 と ， 3 斗 と す る          

・ そ の 下 に 盈 ・ 不 足 の 数 を 置 く     2 升 不 足 と ， 2 升 盈 と な る   

・ 盈 ・ 不 足 の 数 を 互 い の 率 に か け    3× 2＝ 6 と 2× 2＝ 4  

・ 加 え て 實 と す る           6＋ 4＝ 1 0        

・ 盈 ・ 不 足 の 数 を 加 え て 法 と す る    2＋ 2＝ 4  

・ 實 を 法 で 割 る と 解 が で る       1 0÷ 4＝ 2 . 5  2 斗 5 升 で あ る  

 「 盈 不 足 術 」と し て (𝑥2 × 𝑐1 ± 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 ± 𝑐2) = 𝑥 を 適 用 し て 解 答 し て い る 。

次 の 問 2 0 の よ う に ，複 雑 な 計 算 が 必 要 な 問 題 ，実 用 的 で な い 問 題 も 扱 わ

れ て い る 。  
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問 2 0「 今 有 人 持 錢 之 蜀 賈 利 十 三 初 返 歸 一 萬 四 千 次 返 歸 一 萬 三 千 次 返

歸 一 萬 二 千 次 返 歸 一 萬 一 千 後 返 歸 一 萬 凡 五 返 歸 錢 本 利 俱 盡 問 本 持

錢 及 利 各 幾 何 答 曰 本 三 萬 四 百 六 十 八 錢 三 十 七 萬 一 千 二 百 九 十 三 分

錢 之 八 萬 四 千 八 百 七 十 六 」 １ ３  

・ 各 々 が 出 し た 率 を 置 き         仮 に 3 万 元 と ， 4 万 元 と す る          

・ そ の 下 に 盈 ・ 不 足 の 数 を 置 く    1 7 3 8 銭 半 不 足 と ， 3 5 3 9 0 銭 8 分 盈   

・盈・不 足 の 数 を 互 い の 率 に か け    4 0 0 0 0× 1 7 3 8 . 5 と 3 0 0 0 0× 3 5 3 9 0 . 8  

・ 加 え て 實 と す る          6 9 5 4 0 0 0 0 + 1 0 6 1 7 2 4 0 0 0＝ 1 1 3 1 2 6 4 0 0 0        

・ 盈 ・ 不 足 の 数 を 加 え て 法 と す る          1 7 3 8 . 5 + 3 5 3 9 0 . 8 = 3 7 1 2 9 . 3   

・實 を 法 で 割 る と 解 が で る     1 1 3 1 2 6 4 0 0 0÷ 3 7 1 2 9 . 3＝ 3 0 4 6 8
     

  12  
 銭  

 連 立 方 程 式 相 当 の 問 題 は 6 問 有 り ，そ の う ち 問 1 5 の 未 知 数 は 3 元 で あ

る 。  

 問 1 5「 今 有 漆 三 得 油 四 油 四 和 漆 五 今 有 漆 三 斗 欲 令 分 以 易 油 還 自 和 餘

漆 問 出 漆 得 油 和 漆 各 幾 何 答 曰 出 漆 一 斗 一 升 四 分 升 之 一 得 油 一 斗 五

升 和 漆 一 斗 八 升 四 分 升 之 三 」 １ ４  

・ 各 々 が 出 し た 率 を 置 き         仮 に 9 升 と ， 1 斗 2 升 と す る          

・ そ の 下 に 盈 ・ 不 足 の 数 を 置 く      6 升 不 足 と ， 2 升 盈 と な る   

・ 盈 ・ 不 足 の 数 を 互 い の 率 に か け     1 2× 6＝ 7 2 と 9× 2＝ 1 8  

・ 加 え て 實 と す る            7 2 + 1 8＝ 9 0        

・ 盈 ・ 不 足 の 数 を 加 え て 法 と す る      6 + 2 = 8  

・ 實 を 法 で 割 る と 解 が で る        9 0÷ 8＝ 1 1
1

 
 漆 1 斗 1 升  

1

 
升  

(漆 ： 油 ＝ 3： 4 よ り 1 1
1

 
÷  ×  =        油  ，  

 油 ： 和 漆  ：  よ り   ÷  ×  =   
 

 
 和 漆 )  

③ 1 次 式 で は な く 近 似 値 計 算 を す る 問 題 群  問 1 1， 1 2， 1 9  

『 九 章 算 術 』に は ， 1 次 方 程 式 で 解 け な い 問 題 も 3 問（ 問 1 1， 1 2， 1 9）
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入 っ て い る 。  

 問 1 9「 今 有 良 馬 與 駑 馬 發 長 安 至 齊 齊 去 長 安 三 千 里 良 馬 初 日 行 一 百 九 十

三 里 日 增 十 三 里 駑 馬 初 日 行 九 十 七 里 日 減 半 里 良 馬 先 至 齊 復 還 迎 駑

馬 問 幾 何 日 相 逢 及 各 行 幾 何 答 曰 一 十 五 日 一 百 九 十 一 分 日 之 一 百 三

十 五 而 相 逢 良 馬 行 四 千 五 百 三 十 四 里 一 百 九 十 一 分 里 四 十 六 駑 馬 行

一 千 四 百 六 十 五 里 一 百 九 十 一 分 里 之 一 百 四 十 五 」 １ ５  

・ 各 々 が 出 し た 率 を 置 き       仮 に 1 5 日 と 1 6 日 と す る          

・ そ の 下 に 盈 ・ 不 足 の 数 を 置 く    3 3 7 里 半 不 足 と 1 4 0 里 多 い   

・ 盈 ・ 不 足 の 数 を 互 い の 率 に か け   1 6× 3 3 7 . 5＝ 5 4 0 0 と 1 6× 1 4 0＝ 2 1 0 0  

・ 加 え て 實 と す る          5 4 0 0 0 + 2 1 0 0＝ 7 5 0 0 0        

・ 盈 ・ 不 足 の 数 を 加 え て 法 と す る    3 3 7 . 5 + 1 4 0 = 4 7 7 . 5  

・ 實 を 法 で 割 る と 解 が で る      7 5 0 0÷ 4 7 7 . 5＝ 1 5
1  

1 1
 日  

 

④ 『 九 章 算 術 』 に お け る 盈 不 足 術 以 外 の 解 法  

『 九 章 算 術 』 に は ， 方 程 式 相 当 問 題 の 解 法 と し て ， 「 盈 不 足 術 」 を 使

わ な い 場 合 が あ る 。 一 つ は 「 均 輸 」 の 章 で あ る 。  

問 2 6「 今 有 池 五 渠 注 水 其 一 渠 開 之 少 半 日 一 満 次 一 日 一 満 次 二 半 一 満 次

三 日 一 満 次 五 日 一 満 今 皆 決 之 問 幾 何 満 池 答 日 七 十 四 分 之 十 五 」

１ ６  

解 法 と し て 「 術 曰 各 置 渠 一 日 満 池 數 升 以 為 法 」 （ 溝 ご と の １ 日 に 池 を

満 た す 事 が で き る 回 数 を 置 き ， 加 え て 除 数 と す る ） ， 「 以 一 日 為 實 實 如

法 得 一 」（ 一 日 を 被 除 数 と し て ，除 数 で 割 れ ば 求 め ら れ る ）と し て い る 。 

こ れ は ，  ÷ ( +  +
2

 
+

1

 
+

1

 
)    に よ っ て 答  

1 

  
 を 求 め る 方 法 を 記 し ， こ れ

は 1 元 1 次 方 程 式 の 一 般 解 法 で あ り ，「盈 不 足 術 」が 使 用 さ れ て い な い 。

さ ら に ， 「 方 程 」 の 章 で は 算 木 の 操 作 を も と に ， 多 元 方 程 式 の 一 般 的 解

法 ま で 確 立 さ れ て い た の で あ る １ ７ 。  
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(2)『 計 算 の 書 』 に お け る ア ル ＝ カ タ ア イ ン の 方 法  

① 1 2 世 紀 ル ネ サ ン ス 期 に お け る 複 式 仮 定 法 の 伝 来  

西 洋 で は 1 2 世 紀 に 最 初 の 大 学 が 設 立 さ れ た 。C .ハ ス キ ン ズ は ，大 学 が

設 立 さ れ た 大 き な 要 因 と し て ， 「 ス ペ イ ン の ト レ ド や イ タ リ ア の シ チ リ

ア で の 翻 訳 を 通 し て ， 新 し い 知 識 が 大 量 に 流 れ 込 ん だ 」 こ と を 挙 げ て い

る 。 こ こ で 流 入 し た 知 識 は ， 「 ア リ ス ト テ レ ス ， エ ウ ク レ イ デ ス ， プ ト

レ マ イ オ ス お よ び ギ リ シ ャ の 医 学 者 た ち の 著 作 ， 新 し い 算 術 ， そ し て ロ

ー マ 法 の 原 本 」 で あ っ た と 記 し て い る １ ８ 。  

ハ ス キ ン ズ は こ れ ら の 知 識 に つ い て ， 中 世 初 期 の 幾 何 学 が 辛 う じ て 古

代 か ら 伝 わ っ て き た 「 三 角 形 や 円 の 初 歩 的 な 命 題 」 を 扱 う の に 過 ぎ な か

っ た の が ， ア ラ ビ ア か ら の 知 識 の 流 入 に よ っ て ， 「 今 や 平 面 幾 何 や 立 体

幾 何 の 書 物 を 所 有 し ， そ れ ら の 書 物 は そ の 後 ず っ と 学 校 や 大 学 に お い て

用 を 足 し て き た 」と 記 し て い る １ ９ 。こ の こ と は ，西 洋 で 途 絶 え て い た ギ

リ シ ャ・ロ ー マ 文 化 の 思 想 が ，ア ラ ビ ア を 経 て ，1 2 世 紀 に ル ネ サ ン ス「 文

芸 復 興 」 ２ ０ を 成 し 遂 げ た こ と を 表 し て い る 。  

ハ ス キ ン ズ は ， 十 進 記 数 法 と 筆 算 の 使 用 に つ い て 言 及 し て い る 。 こ れ

は ， 上 記 の 流 入 し た 知 識 の 中 で 「 新 し い 算 術 」 に 位 置 づ く も の で あ る 。

「 新 し い 算 術 」は ア ラ ビ ア・イ ン ド の 算 術 を 意 味 し ，他 の 知 識 と 違 い「 文

芸 復 興 」 で は な く ， 「 文 化 の 伝 播 」 で あ っ た 。  

こ の「 新 し い 算 術 」に 代 表 さ れ る 書 が ， 1 3 世 紀 初 頭 に 発 刊 さ れ た ピ サ

の レ オ ナ ル ド の 『 計 算 の 書 』 ２ １ で あ る 。  

 

③  『 計 算 の 書 』 の 記 載  

『 計 算 の 書 』は 1 5 章 か ら 成 り ，1 章 か ら 7 章 ま で が 数 表 記 や 四 則 演 算 ，

8 章 か ら 1 5 章 が 応 用 題 で あ る 。そ の 中 で ，8 章 か ら 1 3 章 ま で が 仮 定 法 を
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使 っ た 比 例 配 分 の 問 題 で あ る 。 1 3 章 は「 ア ル ＝ カ タ ア イ ン の 方 法 に つ い

て ，そ れ に よ っ て い か に ほ と ん ど 全 て の 算 術 問 題 が 解 け る か の 1 3 章 が 始

ま る 」（ I n c i p i t  c a p i t u l u m  1 3  d e  r e g u l i s  e l c h a t a y n ,  q u a l i t e r  p e r  i p s a m  

f e r e  o m n e s  q u e s t i o n s  a b b a c i  s o l u u n t e r） ２ ２ を 章 題 と し て い る 。  

こ の ア ル ＝ カ タ ア イ ン の 方 法 が 複 式 仮 定 法 で あ る 。1 3 章 の 説 明 は 次 の

よ う で あ る 。  

 「 確 か に ア ラ ビ ア 語 の ア ル ＝ カ タ ア イ ン の 方 法 は ， ラ テ ン 語 で 複

式 仮 定 法 と し て 訳 さ れ ，ほ と ん ど す べ て の 問 題 の 解 決 策 が 見 つ か

る 。 」 （ E l c h a t a i e y m  q u i d e m  a r a b i c e ,  l a t i n e  d u a r u m  f a l s a r u m  

p o s i c i o n e m  r e g u l a  i n t e r p r e t a t u r ， p e r  q u a s  f e r e  o m n i u m  

q u e s t i o n u m  s o l u t i o  i n v e n i t u r .）  

こ の 1 3 章 の 章 名 と 説 明 の 最 初 の 記 述 か ら ，レ オ ナ ル ド は 西 洋 の 仮 定 法

が ， ア ラ ビ ア 由 来 の 方 法 で あ り ， 多 元 の 未 知 数 が 求 め ら れ る 方 法 で あ る

と し て い る 。 複 式 仮 定 法 は ２ つ の 仮 定 を 置 く こ と に よ り ， そ の 誤 差 の 差

か ら ，比 例 按 分 に よ っ て ，真 の 値 を 求 め る こ と が で き る と 記 述 し て い る 。

そ し て ， 「 あ な た は ， ア ル ＝ カ タ ア イ ン の 方 法 に よ る 別 の 問 題 解 法 を ，

正 確 に 理 解 で き る で あ ろ う 」 （ a l i a r u m  q u e s t i o n u m  s o l u t i o n e s  p e r  

e l c h a t a i e y m  s u b t i l i t e r  v a l e a s  i n t e l l i g e r e )と 述 べ て い る 。  

1 3 章 の 6 番 目 の 問 は 以 下 で あ る 。  

「 2 人 の 人 が デ ナ リ 銀 貨 を 持 っ て い る 。1 番 目 の 人 は 2 番 目 の 人 か

ら 7 を 要 求 し て ， 自 分 の 5 倍 に な る こ と を 目 論 ん だ 。 そ し て ， 2

番 目 の 人 が 1 番 目 か ら 5 を 要 求 し て ， 自 分 の 7 倍 に な る こ と を 目

論 ん だ 。」（ D u o  h o m i n e s  h a b e b a n t  d e n a r i o s ;  q u o r u m  p r i m u s  q u e r i t  

s e c u n d o  7 ,  e t  p r o p o n i t  s e  h a b e r e  q u i n q u e s  t a n t u m  q u a m  i p s e .  

E t  s e c u n d u s  q u e r i t  p r i m o  5 ,  e t  p r o p o n i t  s e  h a b e r e  s e p t i e s  
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t a n t u m  q u a m  i p s e .）  ２ ３   

  「 そ れ ぞ れ デ ナ リ 銀 貨 を い く つ 持 っ て い る か が 問 わ れ る 。

（ Q u e r i t u r  q u a n t i t a s  d e n a r i o r u m  u n i u s c u i u s q u e :）  

こ の 問 は 「 前 者 が 後 者 よ り 7 デ ナ リ 貰 う と 後 者 の 残 り の 5 倍 に な る 。

ま た ， 後 者 が 前 者 よ り 5 デ ナ リ 貰 う と 前 者 の 残 り の 7 倍 に な る と い う 。

そ れ ぞ れ い く ら 持 っ て い た か 」 を 求 め る 問 題 で あ る 。 こ の 問 題 を 仮 定 法

で 次 の よ う に 解 く 。  

「 １ 番 目 が 8 を 持 つ と 置 き ， そ れ に 2 番 目 か ら 要 求 し た 7 を 加 え

ら れ る と 1 5 と な る 。 」 （ p o n e  q u i d e m ,  u t  p r i m u s  h a b e a t  8 ,  c u m  

q u i b u s  a d d i t i s  7 ,  q u o s  q u e r i t  s e c u n d o ,  f a c i u n t  1 5 ;）   

 続 い て ，こ の 1 5 が 2 番 目 か ら 7 を 引 い た も の の 5 倍 で あ る か ら ， 2 番

目 は 1 0 と な る こ と を 説 明 し て い る 。こ の 2 つ の 値 を 2 番 目 の 条 件 で 考 え

て い く 。 2 番 目 に 5 を 加 え る と 1 5 で あ り ， こ の 1 5 と 1 番 目 の 8 か ら 5

を 引 い た も の の 7 倍 で あ る 2 1 と を 比 べ る と ，6 デ ナ リ 少 な い こ と が 記 さ

れ て い る 。 “ … … … h a b e t  d e n a r i i s  6 ,  m i n u s  q u a m  d e b e a t :”  

次 に ，2 つ 目 の 仮 定 を す る 。そ の 時 の 1 番 目 の 人 が 持 つ 数 は ，7 を 加 え

た 時 ，5 で 割 り 切 れ る 数 に す る た め ，8＋ 5＝ 1 3 を 使 う 事 を 説 明 し て い る 。

1 番 目 が 1 3 を 持 つ と き ，7 を 加 え 2 0，2 0 は 2 番 目 か ら 7 を 引 い た も の の

5 倍 で あ る か ら ， 2 番 目 は 1 1 と な る 。 こ の 2 つ の 値 を 2 番 目 の 条 件 で 考

え て い く 。 2 番 目 に 5 を 加 え る と 1 6 で あ り ，こ の 1 6 と 1 番 目 の 1 3 か ら

5 を 引 い た も の の 7 倍 で あ る 5 6 と を 比 べ る と ，4 0 デ ナ リ 少 な い こ と が 記

さ れ て い る 。  
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最 初 の 仮 定 で 1 番 目 は 8 持 つ

と 仮 定 す る と 6 デ ナ リ 少 な く ，2

つ 目 の 仮 定 で 1 番 は 1 3 持 つ と 仮

定 す る と 4 0 デ ナ リ 少 な く な る 。

こ れ は ， 1 番 目 の 値 が 5 増 え た と き 3 4 デ ナ リ 変 化 す る こ と で あ る 。こ の

こ と よ り ， こ の 5 と 最 初 の 仮 定 で の 6 デ ナ リ を か け た 値 を 3 4 で 割 る と ，

仮 定 1 の 前 者 の 値 と 真 の 値 と の 差 が 求 め ら れ る 。 そ れ は
1 

1 
と な り ， こ の

値 を 仮 定 1 の 前 者 の 値 8 か ら ひ く と ，前 者 が 7
2

1 
デ ナ リ と 求 め る こ と が で

き る と 説 明 さ れ ， 右 の 三 数 法 の 表 が 添 え ら れ て い る ２ ４ 。  

複 式 仮 定 法 で は ， 前 者 の 値 を 仮 定 し ， 最 初 の 部 分 か ら 後 者 の 値 を 求 め

る 。 そ の 値 を 次 の 部 分 に 代 入 す る と ， 左 辺 と 右 辺 の 値 に 差 が 生 ず る 。 次

に 別 の 値 を 仮 定 し て ， 同 様 な 手 順 で 差 を 求 め る 。  

2 番 目 の 誤 差 と 1 番 目 の 誤 差 の 違 い が 2 番 目 の 仮 定 と 1 番 目 の 仮 定 と

の 差 か ら 生 じ た の な ら ， 1 番 目 の 誤 差 は 真 の 値 と 1 番 目 の 仮 定 と の 差 か

ら 生 じ た と し て ， 真 の 値 と 1 番 目 の 仮 定 と の 差 を 求 め る も の で あ る 。 そ

し て ， 真 の 値 と 1 番 目 の 仮 定 と の 差 か ら ， 真 の 値 を 導 き 出 す の で あ る 。

式 で 表 す と (𝑐2 − 𝑐1) (𝑥2 − 𝑥1) = (𝑐1 − 𝑐) (𝑥1 − 𝑥)で あ る 。  

 こ の 式 は ，  =  の と き  𝑥 =
         

     
 と 一 般 的 な 複 式 仮 定 法 の 式 と

な る の で あ る が ， 考 え 方 が 図 で は 示 さ れ て は い な い 。  

 

(3)『 実 用 算 術 概 論 』 に お け る 複 式 仮 定 法  

『 実 用 算 術 概 論 』 の 章 の 構 成 は ， 1 章 か ら 5 章 は 整 数 の 記 数 法 と 四 則

計 算 ，6 章 か ら 1 0 章 は 分 数 に つ い て ，1 1 章 か ら 1 6 章 は 分 数 の 四 則 計 算 ，

1 7 章 か ら 2 1 章 は 三 数 法 ， 2 2 章 は 仮 定 法 ， 2 3 章 は 複 式 仮 定 法 ， 2 4 章 ・ 2 5

章 は 級 数 ， 版 に よ っ て 異 な る が 2 6 章 以 降 は 開 平 方 と 開 立 方 で あ る ２ ５ 。  
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 2 3 章 の 問 1 は 複 式 仮 定 法 に よ る 解 法 で あ り ，具 体 的 な 場 面 で の 問 題 解

決 で は な く ， 数 処 理 の 説 明 で あ る 。 「 そ の 数 の 半 分 か ら ， そ の
1

 
と

1

 
を 引

く と 3 0 0 が 残 る 数 が 求 め ら れ る 」と 問 題 を 提 示 し て い る 。解 法 の 説 明 は ，

“ P o n a t u r  n u m e r u s  2 4 ”か ら 始 ま る 。 そ の 数 を 2 4 と 仮 に 置 く の で あ る 。 続

い て ， 複 式 仮 定 法 の 図 を 使 っ た 説 明 が ， お お よ そ 次 の よ う に 記 さ れ て い

る ２ ６ 。  

あ る 数 を 2 4 と す る と ，そ の 半 分 か ら そ の 半 分 の

1

 
 
1

 
を 引 い た 数 を 求 め る こ と が で き る 。 最 初 に 置 い

た 数 を 左 上 に 記 し ， 交 差 の 下 に 求 め た 数 と 問 題 文

の 数 と の 誤 差 を 記 す 。    

こ の 誤 差 が ， 問 題 文 の 数 を 超 え た 場 合 は Ｐ の 文 字 を ， 不 足 し た 場 合 は

Ｍ の 文 字 を ，交 差 の 左 中 央 に 記 す 。同 様 に ２ 番 目 に 置 い た 数 に つ い て も ，

交 差 の 右 側 に ， Ｐ ・ Ｍ の 文 字 と と も に 記 す 。  

2 番 目 の 仮 定 も 同 様 に 行 い ， こ の 図 を も と に し て 計 算 が 記 述 さ れ て い

る 。 こ の 場 合 ， 誤 差 の 大 き い 方 か ら 小 さ い 方 を 引 き ， そ の 差 （ d i v i s o r） 

1 5 を 交 差 の 下 に 記 す 。 1 番 目 の 値 2 4 と ， 2 番 目 の 誤 差 2 8 0 を 掛 け ，そ し

て 2 番 目 の 値 9 6 と 1 番 目 の 誤 差 2 9 5 を 掛 け ，そ の 大 き い 方 の 2 8 3 2 0 よ り ，

小 さ い 方 の 6 7 2 0 を 引 く と 2 1 6 0 0 と な る 。こ の 数 を 1 5 で 割 る と 1 4 4 0 で あ

る 。 こ れ が 問 わ れ た 数 で あ る ( q u i  e s t  n u m e r u s  q e a e s i t u s )。  

 上 記 に 記 載 さ れ た こ と を 式 に す る と  𝑥 =
         

     
 で あ る 。こ の 計 算 の

適 用 が 「 複 式 仮 定 法 」 で あ り ， 誤 差 が 正 と 正 ， 負 と 負 の と き 使 用 さ れ

る 。 誤 差 が 正 と 負 の 場 合 は ， 𝑥 =
         

     
 に 相 当 す る 計 算 が 行 わ れ て い

る 。 図 は 全 て の 問 で 用 い ら れ て い る 。  

そ し て ， 現 代 の 方 程 式 の 解 法 と 同 様 に ， 検 算 が 記 載 さ れ て い る ２ ７ 。  

そ れ 故 ， そ れ の
1

2
は 7 2 0 で あ る 。 そ し て ， こ の

1

 
 は 2 4 0，

1

 
 は 1 8 0 で
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あ り ， そ れ を 7 2 0 よ り 引 く と 3 0 0 残 る 。 こ の よ う に 問 題 追 究 の 中 で

そ れ ら は 説 明 さ れ る ( u t  i n  q u e s t i o n e  p r o p o n e b a t u r )。  

 ま た ， こ の 問 1 に は ， 別 解 が 追 加 さ れ て い る 。 別 解 1 は ， 仮 定 す る 数

が 4 8 0 0 と 2 4 0 0 で あ り ， こ の 場 合 は 誤 差 が 共 に 正 の 数 と な り ， Ｐ ・ Ｐ の

文 字 と と も に 記 さ れ て い る 。別 解 2 は ，仮 定 す る 数 が 2 4 0 0 と 9 6 で あ り ，

こ の 場 合 は 誤 差 が 正 の 数 と 負 の 数 と な り Ｐ ・ Ｍ の 文 字 と と も に 記 さ れ て

い る 。  

 『 実 用 算 術 概 論 』 に お け る 複 式 仮 定 法 は ， Ｐ と Ｍ で 表 す 正 負 の 記 号 の

使 用 と ， 相 互 に 乗 す る こ と を 表 す 図 の 活 用 と が 特 徴 で あ っ た 。  

 

(4)『 算 法 統 宗 』 に お け る 「 盈 朒 」  

程 大 位 著『 算 法 統 宗 』は 1 5 9 2 年 に 刊 行 さ れ ，民 間 算 術 書 と し て 多 く の

版 を 重 ね た 書 で あ る 。 『 同 文 算 指 』 で は 多 く の 問 が ， こ の 『 算 法 統 宗 』

の 問 で 補 わ れ て い る 。『算 法 統 宗 』は 1 7 巻 で 構 成 さ

れ ， 巻 三 ～ 十 二 に は 『 九 章 算 術 』 篇 目 に 従 っ て 問 題

が 配 列 さ れ ， さ ら に 巻 十 三 ～ 十 六 で は 難 題 が 配 列 さ

れ て い る 。  

「 盈 朒 」は ，巻 十 の 盈 朒 第 七 章 ２ ８ に あ り ，盈 不 足

6 問 ， 両 盈 両 不 足 4 問 ， 盈 適 足 不 足 適 足 6 問 と ， 詩

歌 形 式 の 取 銭 買 物 歌 適 用 題 5 問 の 全 2 1 問 で 構 成 さ れ

て い る 。 「 盈 朒 」 に つ い て は 「 盈 多 也 朒 少 也 」 と 説

明 さ れ て い る 。 こ れ は 「 過 不 足 」 の こ と で あ る 。   

（ 上 左 『 算 法 統 宗 』 の 説 明 ２ ９ ， 上 右 『 同 文 算 指 』 の 図 ３ ０ ）  

ま た ， 『 同 文 算 指 』 に 使 用 さ れ た 図 に 相 当 す る 表 記 が み ら れ る 。    
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出 五 両     盈 六 両  

法 日 置 盈 不 足    ＞ 互 乗 ＜     先 以 出 五 両 相 乗 四 両 得 二 十 四 両  

出 三 両     不 足 四 両  

 

（ 盈 六 両 ＋ 不 足 四 両 ） ÷ ( 出 五 両 － 出 三 両 ) ＝ 五 人 ， 式 に す る と

(𝑐1＋ 𝑐2) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑥 （ 出 五 両 ×不 足 四 両 ＋ 出 三 両 ×盈 六 両 ）÷（ 出 五 両 －

出 三 両 ）＝ 十 九 両 ，式 に す れ ば  (𝑥1 × 𝑐2＋ 𝑥2 × 𝑐1) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑦，と 説 明 し て

い る 。  

『 算 法 統 宗 』 の 盈 朒 第 七 章 で は ， (𝑐1＋ 𝑐2) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑥と (𝑥1 × 𝑐2＋ 𝑥2 × 𝑐1) ÷

(𝑥1 − 𝑥2) = 𝑦の 2 つ の 式 に 基 づ き ， 特 に （ 𝑥1 × 𝑐2＋ 𝑥2 × 𝑐1） の 部 分 の 互 乗 の 関

係 を 明 示 す る こ と で ， 読 者 が 容 易 に 理 解 で き る よ う に 工 夫 さ れ て い る 。  

『 算 法 統 宗 』 の 「 盈 朒 」 の 章 は 全 て 「 過 不 足 問 題 」 で あ り ， 術 （ 『 算

法 統 宗 』 で は 法 と 表 記 ） は ， 「 過 不 足 問 題 」 の 解 法 が 適 用 さ れ て い る 。

つ ま り ， 『 九 章 算 術 』 の 「 盈 不 足 術 」 の 説 明 に あ る 「 相 與 同 共 買 物 者 」

に 適 用 さ れ た 特 別 な 解 法 の み が 使 わ れ ， 一 般 的 な 「 盈 不 足 術 」 は 使 わ れ

て い な い の で あ る 。  

『 九 章 算 術 』 は 「 盈 不 足 」 を 章 名 ， 「 盈 不 足 術 」 を 基 本 の 術 と し て い

る の に 対 し ， 『 算 法 統 宗 』 で は 章 名 を 「 盈 朒 」 と し ， 「 盈 不 足 術 」 は 使

用 し て い な い の で あ る 。 ま た ， 『 九 章 算 術 』 で 実 用 的 で な い 問 題 や 非 線

型 な 問 題 が 出 題 さ れ て い る の に 対 し ， 『 算 法 統 宗 』 の 盈 朒 第 七 章 で 扱 う

問 題 は ，過 不 足 問 題 を 分 数 係 数 も 含 む 方 向 で の 難 題 の 段 階 を 踏 ん で い る 。

た だ し ， 『 算 法 統 宗 』 に は 「 盈 朒 」 の 問 題 は ， 巻 之 十 六 難 題 盈 朒 第 七 に

も 存 在 す る 。 こ の 難 題 盈 朒 で は ， 盈 朒 の 章 の 解 法 と は 違 い ， 方 程 式 の 一

般 解 法 と 同 等 な 手 順 で 解 か れ て い る 。  

巻 之 十 六 難 題 盈 朒 第 七 の 1 2 番 目 の 問 題 ３ １  

歌  本 利 年 年 倍  價 主 催 速 還  一 年 取 五 斗  三 年 本 利 完   

答 曰 原 本 四 斗 三 升 七 合 五 勺  
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法 と し て 示 さ れ た 解 法 を ， 説 明 の た め 式 に 表 す と ( +  +  ) ×  ÷

( ×  ×  ) =       と な り ， こ れ は    𝑥 − (  +  1 +  2) ×  =   と 立 式 し て 解 を

求 め る こ と と 同 等 で あ る 。 こ こ で は ， 「 盈 不 足 術 」 も 過 不 足 問 題 の 解 法

も 使 わ れ て は い な い の で あ っ た 。  

『 算 法 統 宗 』 で は ， 一 般 の 1 次 方 程 式 相 当 問 題 を ， 三 数 法 を 使 う 「 衰

分 」 や 「 均 輸 」 の 章 で 扱 い ， さ ら に 「 方 程 」 の 章 で 多 元 方 程 式 の 一 般 的

解 法 を 扱 っ て い る の で あ る 。  

 

(5) 『 同 文 算 指 』 に お け る 疉 借 互 徴 法  

『 実 用 算 術 概 論 』の 2 3 章 複 式 仮 定 法 は ，『 同 文 算 指 』疊 借 互 徴 法 第 七

と 対 応 す る 。  

「 疊 借 互 徴 法 」は「 複 式 仮 定 法 」と は 同 義 で あ る が ，『 九 章 算 術 』の「 盈

不 足 術 」 ， 『 算 法 統 宗 』 の 「 盈 朒 」 と は 異 な る 意 味 合 い で あ る 。 『 同 文

算 指 』 で は ， 西 洋 の 「 複 式 仮 定 法 」 が 中 国 の 術 と 同 じ と は 認 識 さ れ て い

な か っ た こ と を 示 す と 考 え ら れ る 。 そ し て 『 同 文 算 指 』 で は 章 題 の 後 に

「 附 盈 朒 」 と 記 し て あ る 。 こ の 追 加 さ れ た 問 は 過 不 足 問 題 で あ り ， 『 算

法 統 宗 』の 問 題 が 参 考 に さ れ て い る の で「 盈 朒 」を 使 っ た と 考 え ら れ る 。 

『 同 文 算 指 』 疊 借 互 徴 法 第 七 は 4 7 問 で 構 成 さ れ て い る 。 問 1 か ら 問

2 9 ま で は『 実 用 算 術 概 論 』の 複 式 仮 定 法 の 図 を も と に し た 図 が 挿 入 さ れ

て い る 。  

問 2 ３ ２  問 三 人 共 銀 四 十 四 両 乙 多 甲 一 倍 外 又 多 四 両 丙 兼 甲 乙 之

數 外 又 多 六 両 毎 人 實 數 幾 何 （ 問 う ， 三 人 で 銀 ４ ４ 両 を 共

す 。 乙 は 甲 の 倍 と ４ 両 多 く ， 丙 は 甲 と 乙 の 数 の ほ か ６ 両

多 い 時 ， 各 人 い く ら か ）  

こ の 問 で は ， 対 応 す る 『 実 用 算 術 概 論 』 の 図 1 と 同 等 な 図 2 を 示 し て
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解 法 が 説 明 さ れ て い る 。 し か し ， 基 本 と な る 図 は 3 の よ う に 互 い に 乗 し

た 値 を 明 記 し た も の で あ る 。 こ の タ イ プ は 『 実 用 算 術 概 論 』 に は 1 問 も

な く ， 一 方 『 同 文 算 指 』 で は 全 て の 問 で 使 わ れ て い る 。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 図 1３ ３             図 2３ ４         図 3３ ５  

図 1 と 2 は (𝑥2 × 𝑐1 − 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥 を 表 す 図 で あ る 。『 同 文 算 指 』に

は『 実 用 算 術 概 論 』に は な い 𝑥2 × 𝑐1と 𝑥1 × 𝑐2の 値 と そ の 差 が 表 記 さ れ て い る

図 3 の タ イ プ で 説 明 さ れ て い る 。 互 乗 し た 値 の 表 記 は ， 図 だ け で な く ，

本 文 中 に も 詳 し く 記 述 さ れ て い る 。  

問 1 か ら 問 2 9 の う ち ，問 4～ 問 6 の 3 問 に『 算 法 統 宗 』よ り 補 わ れ た

3 問 が 挿 入 さ れ て い る 。 こ の 3 問 は ， 『 算 法 統 宗 』 巻 之 十 に あ る 盈 朒 第

七 章 か ら で は な く ， 巻 之 十 六 に あ る 難 問 盈 朒 七 か ら 補 わ れ て い る 。 同 じ

複 式 仮 定 法 を 使 う 章 で あ る が ， 盈 朒 第 七 章 に は 『 実 用 算 術 概 論 』 や 『 同

文 算 指 』 で 説 明 の た め 使 用 さ れ て い る 図 と 同 等 の も の が 記 さ れ て い る の

に 対 し ， 難 問 盈 朒 七 で は そ の よ う な 図 は な い 。 さ ら に ， 問 題 の 解 法 も ，

複 式 仮 定 法 が 使 用 さ れ て お ら ず ， 方 程 式 の 一 般 的 な 解 法 に よ っ て 説 明 が

展 開 さ れ て い る 。『 同 文 算 指 』で は ，難 問 盈 朒 七 の 問 題 を 使 い な が ら も ，

解 法 は 複 式 仮 定 法 に よ っ て 説 明 し て い る 。 こ の 補 わ れ た 3 問 は ， 『 算 法



269 

 

統 宗 』 の 難 問 盈 朒 七 の 問 題 で あ り な が ら ， 解 法 と し て 複 式 仮 定 法 を 使 用

し て い な か っ た 問 で あ る 。 そ れ を ， 複 式 仮 定 法 を 使 う こ と に よ っ て 補 っ

た の で あ っ た 。  

問 3 0 か ら 問 4 7 は 過 不 足 問 題 で あ り ，「 附 盈 朒 」に あ た る 部 分 で あ る 。

こ の 中 で 問 3 1３ ６ は 『 実 用 算 術 概 論 』 2 3 章 Q 7３ ７ の 相 当 問 題 で あ る 。  

  問 3 1  問 衆 人 分 穀 毎 人 五 石 盈 三 十 石 毎 人 六 石 不 足 四 十 石（ 幾 人 か に

米 を 分 け る 。一 人 5 石 ず つ な ら 3 0 石 あ ま り 一 人 6 石 ず つ な ら

4 0 石 足 り な い ）      

 Q 7   「 あ る 師 匠 に は 幾 人 か の 生 徒 が い る 。 家 の 購 入 の た め ， も し

一 人 毎 5 金 貨 を 支 払 う と 3 0 金 貨 不 足 し ，も し 一 人 毎 6 金 貨 払

う と 4 0 金 貨 分 超 え る 。 生 徒 の 数 と 家 の 価 格 は ど れ だ け か 。 」 

（ L u d i m a g i s t e r  q u i d a m  t o t  h a b e t  d i s c i p u l o s ,  u t  s i  s i n g u l i  

p e r s o l v a n t  5 .  a u r .  d e s i n t  i l l i  3 0 .  a u r .  a d  e m e n d a m  d o m u m ,  

i n  q u a  h a b i t a t  s i  v e r o  s i n g u l i d e n t  6 .  a u r .  s u p e r s i n t  4 0 .  a u r e i  

u l t r a  p r e t i u m  d o m u s .  Q u o t  e r g o  h a b e t  d i s c p u l o s ,  &  q u a n t u m  

e s t  p r e t i u m  d o m u s  ? ）  

こ の 2 つ の 問 に は ，問 題 場 面 の 違 い が あ る も の の ，

ど ち ら も  𝑥+ 3 0 = 6  𝑥- 4 0  に 相 当 す る 過 不 足 問 題 で あ

る 。                                                       

『 同 文 算 指 』疊 借 互 徴 法 第 七 の 問 3 1 は ，図 4 の よ

う に 過 不 足 問 題 の 解 法 が 使 わ れ て お り ， (𝑐1＋ 𝑐2) ÷

(𝑥1 − 𝑥2) = 𝑥と (𝑥1 × 𝑐2＋ 𝑥2 × 𝑐1) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑦の 計 算 で 求 め

ら れ て い る 。  

問 3 0 か ら 問 4 7 で は ( 𝑥1 − 𝑥2） の 値 で あ る 「 較 」 の

文 字 が 入 っ た 図 4 と 同 種 の 図 を 使 っ て 説 明 し て い

る 。                                             図 4    図 5  
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さ ら に ， 別 解 が 追 加 さ れ ， 図 5 を 使 っ て 解 い て い る 。 こ の 追 加 さ れ た

図 は ，問 1～ 問 2 9 ま で に 使 わ れ た 複 式 仮 定 法 の 図 と 同 種 で あ る 。こ の 図

5 を 使 っ て 以 下 の よ う に 解 い て い る 。  

「 仮 定 法 を 使 う 。 3 0 人 と し た と き 3 0× 5＋ 3 0 よ り 1 8 0， ま た  

3 0× 6－ 4 0 で は 1 4 0 と な り ， そ の 差 は 盈 4 0 で あ る 。 」 （ 右 法 若 用

借 衰 試 借 三 十 人 列 左 上 以 乗 五 一 百 五 十 加 三 十 共 百 八 十 亦 三 十 乗 六  

一 百 八 十 減 四 十 百 四 十 以 前 数 較 盈 四 十 列 左 下 … … ）                  

こ の 別 解 で 使 わ れ た 複 式 仮 定 法 は ， 『 実 用 算 術 概 論 』 の 2 3 章 Q 8 の 説

明 と 同 等 で あ る 。  

Q 8 は ，右 の よ う に 複 式 仮 定 法 の 図 6 を 使 っ て 説

明 し て い る 。こ の Q 8 は『 実 用 算 術 概 論 』の 問 の 中

で 唯 一 の 過 不 足 問 題 で あ る 。 し か し ， 他 と 同 じ 仮

定 法 を 使 っ て 解 か れ て い る 。  

『 同 文 算 指 』 で は ， こ の 問 を 他 の 問 と は 切 り 離

し て ， 「 附 盈 朒 」 の 部 分 に 位 置 づ け て い る 。           図 6                                                  

以 上 ，『 九 章 算 術 』， L i b e r  A b b a c i， 『 実 用 算 術 概 論 』， 『 算 法 統 宗 』 ，

『 同 文 算 指 』 で 使 わ れ て い る 複 式 仮 定 法 に つ い て 分 析 を 行 っ た 。 以 下 は

こ の 分 析 か ら 得 ら れ た 知 見 で あ る 。  

・『 九 章 算 術 』で 示 さ れ た「 盈 不 足 術 」は 西 洋 の「 複 式 仮 定 法 」と 同 等

で あ る こ と 。  

・ 西 洋 の 「 複 式 仮 定 法 」 が 『 同 文 算 指 』 の 「 疊 借 互 徴 法 」 と し て 伝 わ

っ た こ と 。  

・ 『 九 章 算 術 』 で 「 盈 不 足 術 」 の 特 別 な 場 合 に 使 わ れ た 「 過 不 足 問 題

の 解 法 」が ，『 算 法 統 宗 』の「 盈 朒 」 を 通 し て『 同 文 算 指 』に 使 わ れ

た こ と 。  
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第 2 節  『実用算術概論』と『同分算指』の「複式仮定法 ｣  

(1)  問 題 の 対 応 に つ い て  

① 対 応 の 観 点  

1 章 の 分 析 に よ り ，『 同 文 算 指 』疊 借 互 徴 法 第 七 で は ，西 洋 の「 複

式 仮 定 法 」 と 明 朝 期 の 中 国 算 術 か ら の 「 過 不 足 問 題 の 解 法 」を 補 っ て

構 成 さ れ て い る こ と が 示 さ れ た 。 2 章 で は ，『 同 文 算 指 』に お け る 西 洋 算

術 「 複 式 仮 定 法 」 の 取 り 扱 い に つ い て 明 ら か に し て い く た め ， 問 題 の 対

応 を 詳 し く 分 析 す る 。  

『 同 文 算 指 』の 通 編 第 七 の 章 名 は「 複 式 仮 定 法 」の 意 味 を 表 す「 疊

借 互 徴 法 」 を 用 い ， 中 国 算 術 の 章 名 で あ る 「 盈 不 足 」 を 使 用 し て い

な い 。ま た ，補 わ れ た 問 は「 補 三 條  又 補 盈 朒 十 條  疊 數 盈 朒 八 條 」

と 記 さ れ ， 「 盈 不 足 術 」 で あ る 「 複 式 仮 定 法 」 を 使 う 3 問 と ， 過 不

足 問 題 を 扱 う 1 8 問 と が 区 別 さ れ て い る 。  

『 同 文 算 指 』 の 問 題 構 成 の 意 図 を 明 ら か に す る た め ， 以 下 の 観 点 で 問 題

を 分 析 し た 。  

A． 問 題 の タ イ プ （ 解 法 ： 複 式 仮 定 法 ， 過 不 足 問 題 ， 一 般 解 法 ）  

（ 相 当 す る 方 程 式 ），（ 誤 差 の 正 負： P P（ 両 盈 ）型 ，

M M 型 （ 両 不 足 ） 型 ， P M（ 盈 不 足 ） 型 ）  

B．算 法（ 求 め る 値 𝑥，仮 定 １ の 値 𝑥1，誤 差  1，仮 定 ２ の 値 𝑥2，誤 差  2，仮 定

の 値 の 差  ）  

複 式 仮 定 法 (𝑥2 × 𝑐1 ± 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 ± 𝑐2) = 𝑥  

過 不 足 問 題  (𝑐1 ± 𝑐2) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑥， (𝑥1 × 𝑐2 ± 𝑥2 × 𝑐1) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑦 

  C． 数 値 （ 数 値 と 答 ）  

D． 事 物 （ 問 題 場 面 の 状 況 設 定 ）  

ま た ， 『 同 文 算 指 』 の 引 用 問 題 の 対 応 を 明 確 に す る た め ， 上 記 の 問 題
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分 析 の 観 点 に 相 当 す る 問 を 位 置 づ け た 。 そ し て 相 当 問 題 の 番 号 と 補 わ れ

た 問 題 が 参 照 し て い る と 考 え ら れ る 『 算 法 統 宗 』 の 問 を 示 し た 。  

『 実 用 算 術 概 論 』の 2 3 章 は ， 1 5 8 3 年 版 と 1 5 8 5 年 版 と で は ，問 の 構 成

が 異 な っ て い る 。 下 記 は 1 5 8 3 年 版 と の 分 析 で あ り ， 1 5 8 5 年 版 と の 違 い

は 後 述 す る 。  

 

② 問 題 分 析  

  (  ×   −   ×  ) ÷ (  −  ) =    

  (  ×   −   ×  ) ÷ (  −  ) =    

『 同 文 算 指 』 疊 借 互 徴 法 第 七  

補 三 條 又 補 盈 朒 十 條 疊 數 盈 朒 八 條  

問 １  

A． 複 式 仮 定 法 ，（ 1 元 1 次 ）  M M 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1 − 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥   

C． ( 9 6×2 9 5 - 2 4×2 8 0 )÷ ( 2 9 5 - 2 8 0 )  

= 1 4 4 0  

D .  数 値 計 算  

 

問 ２  

A． 複 式 仮 定 法 （ 3 元 連 立 ）  P P 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 − 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥𝑗     

C． ( ×   −   ×  ) ÷ (  −  ) =    

D .  ３ 人 の 金 の 内 訳  

 

  (  ×   −   ×  ) ÷ (  −  ) =    

  (  ×   −   ×  ) ÷ (  −  ) =    

『 実 用 算 術 概 論 』 1 5 8 3 年 初 版  

2 3 章  

Q 1   

A． 複 式 仮 定 法 ，（ 1 元 1 次 ）  M M 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1 − 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥   

C． (9 6×2 9 5 - 2 4× 2 8 0 )÷ ( 2 9 5 - 2 8 0 )  

= 1 4 4 0  

D .  数 値 計 算  

 

Q 2   

A． 複 式 仮 定 法 （ 3 元 連 立 ）  P P 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 − 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥𝑗     

C． ( ×   −   ×  ) ÷ (  −  ) =    

D .  ３ 人 の 金 の 内 訳  
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  (  ×   +   ×  ) ÷ (  +  ) =     

問 ３  

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ）  P M 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 + 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 + 𝑐2) = 𝑥𝑗     

C． (  ×   +    ×  ) ÷ (  +  ) =    

D .  2 つ の 数  

 問 ４   

A． 複 式 仮 定 法 （ 1 元 １ 次 ）  P M 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1 + 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 + 𝑐2) = 𝑥     

C． (  ×   +   ×   ) ÷ (  +   ) =       

D .  酒 の 量 ( 5 升 6 合 2 勺 5 抄 )  

 

問 ５  

A． 複 式 仮 定 法 （ 1 元 １ 次 ）  M P 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1 + 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 + 𝑐2) = 𝑥     

C． (  ×  +   ×  ) ÷ ( +  ) =       

D .  元 本 （ 4 3 石 7 斗 5 升 ）  

 

問 ６  

A． 複 式 仮 定 法 （ 1 元 １ 次 ）  P M 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1 + 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 + 𝑐2) = 𝑥     

C． (  ×  +   ×   ) ÷ ( +   ) =    

D .  人 数 の 総 数 ( 7 5 人 )  

 

（ 出 典 不 明 ）  

 

 

 

 

  

『算 法 統 宗 』巻 十 六 難 問 盈 朒 問 1 0  

A．「 方 程 」 的 な 解 法 （ 1 元 １ 次 ）  

B．  ×  ×  ×  × 𝑥 − ( +  +  +  ) ×  =    

C．   ÷   =       

D .  酒 の 量 ( 5 升 6 合 2 勺 5 抄 )  

図 に 相 当 す る も の な し  

『算 法 統 宗 』巻 十 六 難 問 盈 朒 問 1 2  

A．「 方 程 」 的 な 解 法 （ 1 元 １ 次 ）  

B．  ×  ×  × 𝑥 − ( +  +  ) ×  =    

C．   ÷  =       

D .  元 本 （ 4 斗 3 升 7 合 5 勺 ）   

図 に 相 当 す る も の な し  

『算 法 統 宗 』巻 十 六 難 問 盈 朒 問 1 3   

A．「 方 程 」 的 な 解 法 （ 1 元 １ 次 ）  

B． 𝑎 ÷  ×  = 𝑥  

C．    ÷  ×  =    

D .  人 数 の 総 数 （ 7 5 人 ）  

図 に 相 当 す る も の な し  
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  (  ×   +   ×  ) ÷ (  +  ) =   
 

 
 

  (  ×   +   ×  ) ÷ (  +  ) =    

  ( ×   +   ×  ) ÷ (  +  ) =  
 

 
  

 (  
 
 
×  

 
 
−  

 
 
×  

 
 
)÷ (  

 
 
−  

 
 
) =    

 (  
 

 
×   

 

 
−   

 

 
×   

 

 
) ÷ (  

 

 
−   

 

 
) =    

問 ７   

A． 複 式 仮 定 法 （ 3 元 連 立 ）  M P 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 + 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 + 𝑐2) = 𝑥𝑗     

C． ( ×   +  ×  ) ÷ (  +  ) =  
2

 
 

D .  3 つ の 数  

 

問 ８  

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ）  M P 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 + 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 + 𝑐2) = 𝑥𝑗   

C． (  ×   +   ×  ) ÷ (  +  ) =   
1

2
 

D .  2 つ の 数  

 

問 ９ と 追 加 題  

A． 複 式 仮 定 法 （ 3 元 連 立 ）  P P 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 − 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥𝑗   

C． ( ×   
 

 
−  ×   

1

2
) ÷ (  

 

 
−   

1

2
) =   

D .  3 つ の 数  

 

 

  (  ×   +   ×  ) ÷ (  +  ) =   
 

 
 

  (  ×   +   ×  ) ÷ (  +  ) =    

  ( ×   +   ×  ) ÷ (  +  ) =  
 

 
  

 (  
 
 
×  

 
 
−  

 
 
×  

 
 
)÷ (  

 
 
−  

 
 
) =    

   (  
 

 
×   

 

 
−   

 

 
×   

 

 
) ÷ (  

 

 
−   

 

 
) =    

Q 3   

A． 複 式 仮 定 法 （ 3 元 連 立 ）  M P 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 + 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 + 𝑐2) = 𝑥𝑗     

C． ( ×   +  ×  ) ÷ (  +  ) =  
2

 
 

D .  3 つ の 数  

 

Q 4   

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ）  M P 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 + 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 + 𝑐2) = 𝑥𝑗   

C． (  ×   +   ×  ) ÷ (  +  ) =   
1

2
 

D .  2 つ の 数  

 

Q 5 と 追 加 題   

A． 複 式 仮 定 法 （ 3 元 連 立 ）  P P 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 − 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥𝑗   

C． ( ×   
 

 
−  ×   

1

2
) ÷ (  

 

 
−   

1

2
) =   

 D .  3 つ の 数  
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   (  ×   +   ×   ) ÷ (  +   ) =   
 

 
 

          =    

  (  ×   −   ×  ) ÷ (  −  ) =   
 

 
 

  (  ×  +   ×   
 

 
) ÷ ( +   

 

 
) =   

 

  
 

追 加 題  

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ） M P 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 + 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 + 𝑐2) = 𝑥𝑗     

C． (  ×   +  ×   ) ÷ (  +   ) =   
1

2
 

D .  2 つ の 数   

問 1 0   

A． 複 式 仮 定 法 ，（ 1 元 1 次 ）  M M 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1 − 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥     

C． ( ×     −  ×     ) ÷ (    −     ) 

D .  1 つ の 数  

問 1 1  

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ）  M M 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 − 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥𝑗     

C． (  ×   −   ×  ) ÷ (  −  ) =   
２

７
 

D .  2 人 の 借 金 分 担  

問 1 2   

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ）  P M 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1＋ 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1＋ 𝑐2) = 𝑥𝑗     

C． (  ×  +   ×   
1

2
) ÷ ( +   

1

2
) =   

1 

1 
 

D .  2 人 へ の 財 産 分 与  

   (  ×   +   ×   ) ÷ (  +   ) =   
 

 
 

         =    

  (  ×   −   ×  ) ÷ (  −  ) =   
 

 
 

  (  ×  +   ×   
 

 
) ÷ ( +   

 

 
) =   

 

  
 

追 加 題  

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ） M P 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 + 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 + 𝑐2) = 𝑥𝑗     

C． (  ×   +  ×   ) ÷ (  +   ) =   
1

2
 

D .  2 つ の 数  

Q 6   

A． 複 式 仮 定 法 ，（ 1 元 1 次 ）  M M 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1 − 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥   

C． ( ×     −  ×     ) ÷ (    −     ) 

D .  1 つ の 数  

Q 8   

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ）  M M 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 − 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥𝑗     

C． (  ×   −   ×  ) ÷ (  −  ) =   
２

７
 

D .  2 人 の 借 金 分 担  

Q 9  

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ）  P M 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1＋ 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1＋ 𝑐2) = 𝑥𝑗     

C． (  ×  +   ×   
1

2
) ÷ ( +   

1

2
) =   

1 

1 
 

D .  2 人 へ の 財 産 分 与  
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       =    
 

 
 

 (   ×    −    ×   ) ÷ (   −   ) =    
 

 
 

    (   ×    −    ×    ) ÷ (   −    ) =     

   (   ×    −    ×    ) ÷ (   −    ) =     

   (   ×   +    ×   ) ÷ (  +   ) =     

     (   ×   +    ×   ) ÷ (  +   ) =     

問 1 3   

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ）  P P 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 − 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥𝑗     

C． (   ×    −    ×   ) ÷ (   −   ) 

D .  数 の 分 解  

 

問 1 4   

A． 複 式 仮 定 法 （ 3 元 連 立 ）  P P 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 − 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥𝑗     

C． (  ×    −   ×    ) ÷ (   −    ) =     

D .  2 つ の 金 杯 の 重 さ  

 

問 1 5   

A． 複 式 仮 定 法 （ 3 元 連 立 ）  P M 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 + 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 + 𝑐2) = 𝑥𝑗     

C． (   ×   +   ×   ) ÷ (  +   ) =    

D .  2 つ の 金 杯 の 重 さ  

 

         =    
 

 
 

 (   ×    −    ×   ) ÷ (   −   ) =    
 

 
 

   (   ×    −    ×    ) ÷ (   −    ) =     

   (   ×    −    ×    ) ÷ (   −    ) =     

   (   ×   +    ×   ) ÷ (  +   ) =     

     (   ×   +    ×   ) ÷ (  +   ) =     

Q 1 0  

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ）  P P 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 − 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥𝑗     

C． (   ×    −    ×   ) ÷ (   −   ) 

D .  数 の 分 解  

 

Q 1 1   

A． 複 式 仮 定 法 （ 3 元 連 立 ）  P P 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 − 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥𝑗     

C．(  ×    −   ×    ) ÷ (   −    ) =     

D .  2 つ の 金 杯 の 重 さ  

 

Q 1 2   

A． 複 式 仮 定 法 （ 3 元 連 立 ）  P M 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 + 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 + 𝑐2) = 𝑥𝑗     

C． (   ×   +   ×   ) ÷ (  +   ) =    

D .  2 つ の 金 杯 の 重 さ  
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問 1 6  

A． 複 式 仮 定 法 （ 1 元 １ 次 ）  M M 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1 − 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥     

C． (  ×   −   ×   ) ÷ (  −   ) =    

D .  ウ ズ ラ の 数  

 

問 1 7  

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ）  M M 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1 − 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥     

C． (   ×    −   ×     ) ÷ (   −     ) =   
2

  
 

他 の 1 つ は (  
2

  
−   ) ×  −   =   

12

  
 

D .  2 つ の 数  

問 1 8  

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ）  P P 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1 − 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥   

C． (  ×  −   ×  ) ÷ ( −  ) =    

他 の 1 つ は (  −  ) ÷  =    

D .  2 つ の 数  

問 1 9  

A． 複 式 仮 定 法 （ 1 元 １ 次 ）  P P 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1 − 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥   

C． (  ×  −  ×  ) ÷ ( −  ) =   

D .  漏 刻 の 問 題  

 

Q 1 3  

A． 複 式 仮 定 法 （ 1 元 １ 次 ）  M M 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1 − 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥     

C． (  ×   −   ×   ) ÷ (  −   ) =    

D .  ウ ズ ラ の 数  

 

Q 1 4  

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ）  M M 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1 − 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥     

C． (   ×    −   ×     ) ÷ (   −     ) =   
2

  
 

他 の 1 つ は (  
2

  
−   ) ×  −   =   

12

  
 

D .  2 つ の 数  

Q 1 5  

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ）  P P 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1 − 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥   

C． (  ×  −   ×  ) ÷ ( −  ) =    

他 の 1 つ は (  −  ) ÷  =    

D .  2 つ の 数  

Q 1 6  

A． 複 式 仮 定 法 （ 1 元 １ 次 ）  P P 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1 − 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥   

C． (  ×  −  ×  ) ÷ ( −  ) =   

D .  漏 刻 の 問 題  
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     (    ×    −     ×    ) ÷ (   −    ) =     

     (   ×    −    ×    ) ÷ (   −    ) =     

       (  ×    −   ×    ) ÷ (   −    ) =       

      (  ×    −   ×    ) ÷ (   −    ) =     

       (  ×    −   ×    ) ÷ (   −    ) =     

問 2 0  

A． 複 式 仮 定 法 （ 1 元 １ 次 ）  M M 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1 − 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥     

C． (  ×
 

 
−   ×

1

 
) ÷ (

 

 
−

1

 
) =    

D .  漏 刻 の 問 題  

問 2 1  

A． 複 式 仮 定 法 （ 1 元 １ 次 ）  M P 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1 + 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 + 𝑐2) = 𝑥     

C． (  ×
1

 
+   ×

 

 
) ÷ (

1

 
+

 

 
) =    

D .  作 業 日 数 の 問 題  

問 2 2  

A． 複 式 仮 定 法 （ 3 元 連 立  M M 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 − 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥𝑗   

C．(   ×    −    ×    ) ÷ (   −    ) =     

D .  3 人 の 利 益 配 分  

問 2 3  

A． 複 式 仮 定 法 （ 4 元 連 立 ）  M M 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 − 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥𝑗    

C． ( ×    −  ×    ) ÷ (   −    ) =     

D .  4 人 の 利 益 配 分  

     (    ×    −     ×    ) ÷ (   −    ) =     

     (   ×    −    ×    ) ÷ (   −    ) =     

       (  ×    −   ×    ) ÷ (   −    ) =       

      (  ×    −   ×    ) ÷ (   −    ) =     

       (  ×    −   ×    ) ÷ (   −    ) =     

Q 1 7  

A． 複 式 仮 定 法 （ 1 元 １ 次 ）  M M 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1 − 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥     

C． (  ×
 

 
−   ×

1

 
) ÷ (

 

 
−

1

 
) =    

D .  漏 刻 の 問 題  

Q 1 8  

A． 複 式 仮 定 法 （ 1 元 １ 次 ）  M P 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1 + 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 + 𝑐2) = 𝑥     

C． (  ×
1

 
+   ×

 

 
) ÷ (

1

 
+

 

 
) =    

D .  作 業 日 数 の 問 題  

Q 1 9  

A． 複 式 仮 定 法 （ 3 元 連 立 ）  M M 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 − 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥𝑗   

C．(   ×    −    ×    ) ÷ (   −    ) =     

D .  3 人 の 利 益 配 分  

Q 2 0  

A． 複 式 仮 定 法 （ 4 元 連 立 ）  M M 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 − 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥𝑗   

C． ( ×    −  ×    ) ÷ (   −    ) =     

D .  4 人 の 利 益 配 分  
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      (    ×      −      ×      )

÷ (     −      ) =       

    (  ×  −   ×  ) ÷ ( −  ) =   
 

 
 

    (  ×    −   ×    ) ÷ (   −    ) =     

問 2 4  

A． 複 式 仮 定 法 （ 3 元 連 立 ）  P P 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1 − 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥     

C． (     ×      −      ×      ) ÷

         (     −      ) =       

他 は 3 2 0 0 0 + 2 4 0 0 0 + 4 0 0 0 0=       

D .  3 つ の 軍 隊 の 兵 数  

 

問 2 5  

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ）  P P 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 − 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥𝑗   

C． (  ×  −   ×  ) ÷ ( −  ) =   
1

 
 

D .  金 銀 の 含 有 量 の 問 題  

 

問 2 6  

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ）  M M 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 − 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥𝑗   

C． (   ×    −   ×    ) ÷ (   −    ) =     

D .  綾 羅 の 代 金  

 

      (    ×      −      ×      )

÷ (     −      ) =       

    (  ×  −   ×  ) ÷ ( −  ) =   
 

 
 

Q 2 1  

A． 複 式 仮 定 法 （ 3 元 連 立 ）  P P 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1 − 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥     

C． (     ×      −      ×      ) ÷

          (     −      ) =       

他 は 3 2 0 0 0 + 2 4 0 0 0 + 4 0 0 0 0=       

D .  3 つ の 軍 隊 の 兵 数  

 

 Q 2 2  

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ）  P P 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 − 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥𝑗   

C． (  ×  −   ×  ) ÷ ( −  ) =   
1

 
 

D .  ア ル キ メ デ ス の 王 冠 の 問 題  

 

『算 法 統 宗 』巻 五 衰 分 章 第 三 問 4 8  

A． 三 数 法  （ 2 元 連 立 ）  

B． (𝑎1 − 𝑎2) 𝑎𝑗 = 𝑐 𝑑j    

C .  ( −  )  =    𝑑1       𝑑1 =       

   ( −  )  =    𝑑2  𝑑2 =     

D .  綾 羅 の 代 金  
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    (  ×    −    ×    ) ÷ (   −    ) =       

       =    

 (  ×     +   ×     ) ÷ (    +     ) 

       =    

       (  ×   −   ×   ) ÷ (  −   ) =    

問 2 7  

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ）  P P 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 − 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥𝑗   

C． (   ×    −    ×    ) ÷ (   −    ) =       

D .  金 １ 錠 3 5 両 7 銭 5 分  

銀 1 錠 2 9 両 2 銭 5 分  

 

問 2 8  

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ）  P M 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1＋ 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1＋ 𝑐2) = 𝑥𝑗   

C． (  ×     +   ×     ) ÷ (    +     ) 

D .  牛 羊 の 匹 数  

問 2 9  

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ）  M M 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 − 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 − 𝑐2) = 𝑥𝑗     

C． (  ×   −   ×   ) ÷ (  −   ) =    

 

D .  雛 兎 の 匹 数  

 

『算 法 統 宗 』巻 五 衰 分 章 第 三 問 4 9  

A． 三 数 法  （ 2 元 連 立 ）  

B． (𝑎1 − 𝑎2) 
𝑏

2
= 𝑎𝑗 𝑑j    

C .  (  −  ) (  ÷  ) =    𝑑1  𝑑1= 3 5 . 7 5  

(  −  ) (  ÷  ) =   𝑑2    𝑑2 =        

D .  金 １ 塊 重 3 5 両 7 銭 5 分  

銀 1 塊 重 2 9 両 2 銭 5 分   

図 に 相 当 す る も の な し  

『算 法 統 宗 』巻 五 衰 分 章 第 三 問 5 4  

A．「 方 程 」 的 な 解 法 （ 2 元 連 立 ）  

B． 𝑎𝑥 + 𝑏𝑦 = 𝑐1        𝑥 + 𝑦 = 𝑐2   

C． 
12

 
𝑥 +

1  

 
𝑦 =      𝑥 + 𝑦 =     と 同 等 な

説 明 と 代 入 法 と 同 様 な 解 法 で

𝑥 =    𝑦 =    

D .  牛 羊 の 匹 数     

図 に 相 当 す る も の な し  

『算 法 統 宗 』均 輸 第 六 章 問 ２ 6 相 当  

A．「 方 程 」 的 な 解 法 （ 2 元 連 立 ）  

B． 𝑎𝑥 + 𝑏𝑦 = 𝑐1        𝑥 + 𝑦 = 𝑐2  

C．   𝑥 +  𝑦 =     𝑥 + 𝑦 =    と 同 等 な 説

明 と 加 減 法 と 同 様 な 解 法 で

𝑥 =    𝑦 =    

D .  雛 兎 の 匹 数     

図 に 相 当 す る も の な し  
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問 3 0  

A． 過 不 足 問 題   M P 型  

B． (𝑐1＋ 𝑐2) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑥  

  (𝑥1 × 𝑐2＋ 𝑥2 × 𝑐1) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑦  

C． ( +  ) ÷ ( −  ) =   

  ( ×  +  ×  ) ÷ ( −  ) =    

別 解 と し て 複 式 仮 定 法   M P 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1＋ 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1＋ 𝑐2) = 𝑥   

C． ( ×  +  ×  ) ÷ ( +  ) =   

  金 額 は  ×  −  =    

D .  買 い 物 の 人 数 と 金 額  

 

問 3 1  

A． 過 不 足 問 題   P M 型  

B． (𝑐1＋ 𝑐2) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑥     

 (𝑥1 × 𝑐2＋ 𝑥2 × 𝑐1) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑦   

C． (  +   ) ÷ ( −  ) =    

  ( ×   +  ×   ) ÷ ( −  ) =     

別 解 と し て 複 式 仮 定 法  M P 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1＋ 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1＋ 𝑐2) = 𝑥     

C． (   ×   +   ×   ) ÷ (  +   ) =    

石 高 は   ×  +   =     

D .  人 数 と 石 高  

 

『算 法 統 宗 』巻 十 盈 朒 第 七 章 問 1  

A． 過 不 足 問 題   M P 型  

B． (𝑐1＋ 𝑐2) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑥  

  (𝑥1 × 𝑐2＋ 𝑥2 × 𝑐1) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑦  

C． ( +  ) ÷ ( −  ) =   

  ( ×  +  ×  ) ÷ ( −  ) =    

D .  買 い 物 の 人 数 と 金 額  

      

 

 

 

 

Q 7  

A． 複 式 仮 定 法  M P 型  

B． (𝑥2 × 𝑐1＋ 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1＋ 𝑐2) = 𝑥     

C． (   ×   +   ×   ) ÷ (  +   ) =    

収 入 は   ×  +   =     

D .  収 入 と 生 徒 数  
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問 3 2  

A． 過 不 足 問 題  P M 型  

B． (𝑐1＋ 𝑐2) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑥  

  (𝑥1 × 𝑐2＋ 𝑥2 × 𝑐1) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑦    

C． (  +   ) ÷ ( −  ) =    

  ( ×   +  ×   ) ÷ ( −  ) =     

D .  枚 数 と 幅  

 

問 3 3  

A． 過 不 足 問 題  P M 型  

B． (𝑐1＋ 𝑐2) ÷ (𝑥2 − 𝑥1) = 𝑥  

  (𝑥2 × 𝑐1＋ 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑥2 − 𝑥1) = 𝑦   

C． ( +  ) ÷ ( −  ) =   

  ( ×  +  ×  ) ÷ ( −  ) =    

D .  １ つ の 長 さ と 距 離  

 

問 3 4  

A． 過 不 足 問 題  P P 型  

B． (𝑐1 − 𝑐2) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑥  

  (𝑥2 × 𝑐1 − 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑦    

C． (  −   ) ÷ (  −   ) =    

  (  ×   −   ×   ) ÷ (  −   ) =     

D .  一 人 分 の 金 額 と 総 計  

 

  (  +   ) ÷ ( −  ) =    

    ( +  ) ÷ ( −  ) =   

『算 法 統 宗 』巻 十 盈 朒 第 七 章 問 5  

A． 過 不 足 問 題  P M 型  

B．  (𝑥1 × 𝑐2＋ 𝑥2 × 𝑐1) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑦   

  (𝑐1＋ 𝑐2) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑥 

C． ( ×   +  ×   ) ÷ ( −  ) =     

D .  絹 地 の 長 さ と 緞 帳 の 幅  

 

『算 法 統 宗 』巻 十  盈 朒 第 七 章 問 6  

A． 過 不 足 問 題  P M 型  

B．  (𝑥2 × 𝑐1＋ 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑥2 − 𝑥1) = 𝑦 

  (𝑐1＋ 𝑐2) ÷ (𝑥2 − 𝑥1) = 𝑥  

C．   ( ×  +  ×  )÷ ( −  ) =    

D .  一 歩 の 長 さ と 距 離  

 

『算 法 統 宗 』巻 十 盈 朒 第 七 章 問 7  

A． 過 不 足 問 題  P P 型  

B． (𝑐1 − 𝑐2) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑥  

  (𝑥2 × 𝑐1 − 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑦    

C． (  −   ) ÷ (  −   ) =    

  (  ×   −   ×   ) ÷ (  −   ) =     

D .  一 人 分 の 金 額 と 総 計  
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問 3 5  

A． 過 不 足 問 題   M M 型  

B． (𝑐1 − 𝑐2) ÷ (𝑥2 − 𝑥1) = 𝑥  

  (𝑥2 × 𝑐1＋ 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑥2 − 𝑥1) = 𝑦  

C． (  −   ) ÷ (  −   ) =   

  (  ×   −   ×   ) ÷ (  −   ) =    

D .  一 人 分 の 金 額 と 総 計  

 

問 3 6  

A． 過 不 足 問 題  M M 型  

B． (𝑐1 − 𝑐2) ÷ (𝑥2 − 𝑥1) = 𝑥  

  (𝑥2 × 𝑐1＋ 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑥2 − 𝑥1) = 𝑦   

C． (  −  ) ÷ ( −  ) =   

  ( ×   −  ×  ) ÷ ( −  ) =    

D .  一 つ 分 の 長 さ と 全 体 の 深 さ  

 

問 3 7  

A． 過 不 足 問 題  P O 型  

B． (𝑐1 −  ) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑥  

  (𝑥2 × 𝑐1＋ 𝑥1 ×  ) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑦     

C． (  −  ) ÷ (  −   ) =    

  (  ×   −   ×  ) ÷ (  −   ) =     

D .  一 人 分 の 金 額 と 全 体 の 総 額  

 

『算 法 統 宗 』巻 十 盈 朒 第 七 章 問 8  

A． 過 不 足 問 題   M M 型  

B． (𝑐1 − 𝑐2) ÷ (𝑥2 − 𝑥1) = 𝑥  

  (𝑥2 × 𝑐1＋ 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑥2 − 𝑥1) = 𝑦  

C． (  −   ) ÷ (  −   ) =   

  (  ×   −   ×   ) ÷ (  −   ) =    

D .  人 数 と 総 計  

 

 『算 法 統 宗 』巻 十 盈 朒 第 七 章 問 1 0  

A． 過 不 足 問 題  M M 型  

B． (𝑐1 − 𝑐2) ÷ (𝑥2 − 𝑥1) = 𝑥  

  (𝑥2 × 𝑐1＋ 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑥2 − 𝑥1) = 𝑦   

C． (  −  ) ÷ ( −  ) =   

  ( ×   −  ×  ) ÷ ( −  ) =    

D .  一 つ 分 の 長 さ と 全 体 の 深 さ  

 

『算 法 統 宗 』巻 十 盈 朒 第 七 章 問 1 1  

A． 過 不 足 問 題  P O 型  

B． (𝑐1 −  ) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑥  

  (𝑥2 × 𝑐1＋ 𝑥1 ×  ) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑦     

C． (  −  ) ÷ (  −   ) =    

  (  ×   −   ×  ) ÷ (  −   ) =     

D .  人 数 と 総 額  
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問 3 8  

A． 過 不 足 問 題  M O 型  

B． (𝑐1 −  ) ÷ (𝑥2 − 𝑥1) = 𝑥  

  (𝑥2 × 𝑐1＋ 𝑥1 ×  ) ÷ (𝑥2 − 𝑥1) = 𝑦       

C． (  −  ) ÷ ( −  ) =   

  ( ×   −  ×  ) ÷ ( −  ) =    

D .  一 人 分 の 金 額 と 全 体 の 総 額  

 

問 3 9  

A． 過 不 足 問 題  O P 型  

B． ( + 𝑐2) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑥  

  (𝑥2 ×  + 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑦     

C． ( +  ) ÷ ( −  ) =   

  ( ×  +  ×  ) ÷ ( −  ) =    

D .  米 と 布 の 交 換  

 

問 4 0  

A． 過 不 足 問 題  P M 型  

B．  𝑎1 × 𝑎2 × (𝑐1＋ 𝑐2) ÷ (𝑎2 × 𝑏1 − 𝑎1 × 𝑏2) = 𝑥  

(a1 × 𝑏2 × 𝑐1＋ 𝑎2 × 𝑏1 × 𝑐2) ÷ (𝑎2 × 𝑏1 − 𝑎1 × 𝑏2) = 𝑦     

C．   ×  × (   +  ) ÷ ( ×  −  ×  ) =    

 ( ×  ×    +  ×  ×  ) ÷ ( ×  −  ×  ) =    

D .  人 数 と 総 額  

 

          ( + 𝑐2) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑥 

         ( +  ) ÷ ( −  ) =   

『算 法 統 宗 』巻 十 盈 朒 第 七 章 問 1 2  

A． 過 不 足 問 題  M O 型  

B． (𝑐1 −  ) ÷ (𝑥2 − 𝑥1) = 𝑥  

  (𝑥2 × 𝑐1＋ 𝑥1 ×  ) ÷ (𝑥2 − 𝑥1) = 𝑦       

C． (  −  ) ÷ ( −  ) =   

  ( ×   −  ×  ) ÷ ( −  ) =    

D .  人 数 と 総 額  

 

『算 法 統 宗 』巻 十 盈 朒 第 七 章 問 1 3  

A． 過 不 足 問 題  O P 型  

B．  (𝑥2 ×  + 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑦     

C．  ( ×  +  ×  ) ÷ ( −  ) =    

D .  米 と 布 の 交 換  

 

『算 法 統 宗 』巻 十 盈 朒 第 七 章 問 1 4  

A． 過 不 足 問 題  P M 型  

B．  𝑎1 × 𝑎2 × (𝑐1＋ 𝑐2) ÷ (𝑎2 × 𝑏1 − 𝑎1 × 𝑏2) = 𝑥  

(a1 × 𝑏2 × 𝑐1＋ 𝑎2 × 𝑏1 × 𝑐2) ÷ (𝑎2 × 𝑏1 − 𝑎1 × 𝑏2) = 𝑦     

C．   ×  × (   +  ) ÷ ( ×  −  ×  ) =    

 ( ×  ×    +  ×  ×  ) ÷ ( ×  −  ×  ) =    

D .  人 数 と 総 額  
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問 4 1  

A． 過 不 足 問 題  P P 型  

B．  𝑎1 × 𝑎2 × (𝑐2 − 𝑐1) ÷ (𝑎1 × 𝑏2 − 𝑎2 × 𝑏1) = 𝑥  

(a2 × 𝑏1 × 𝑐2 − 𝑎1 × 𝑏2 × 𝑐1) ÷ (𝑎1 × 𝑏2 − 𝑎2 × 𝑏1) = 𝑦  

C．   ×  × ( −  ) ÷ ( ×  −  ×  ) =    

 ( ×  ×  −  ×  ×  ) ÷ ( ×  −  ×  ) =    

D .  人 数 と 総 額    

 

問 4 2  

A． 過 不 足 問 題  P O 型  

B．  𝑎1 × 𝑎2 × (𝑐1＋  ) ÷ (𝑎1 × 𝑏2 − 𝑎2 × 𝑏1) = 𝑥  

(a1 × 𝑏2 × 𝑐1＋ 𝑎2 × 𝑏1 ×  ) ÷ (𝑎 × 𝑏 − 𝑎 × 𝑏 ) = 𝑦   

C．  ×  × (  +  ) ÷ ( ×  −  ×  ) =    

 ( ×  ×   +  ×  ×  ) ÷ ( ×  −  ×  ) =     

D .  人 数 と 総 額  

 

問 4 3  

A． 過 不 足 問 題  M P 型  

B． 𝑎1 =
𝑛 

𝑚 
     𝑎2 =

𝑛 

𝑚 
       𝑛1 × 𝑛2 ×𝑚1 ×𝑚2 = 𝑑 

     (𝑑 × 𝑐1 + 𝑑 × 𝑐2) ÷ (𝑛1 × 𝑛2)= x  

      ( 𝑛1 ×𝑚2 × 𝑐2 − 𝑛2 ×𝑚1 × 𝑐1) ÷ (𝑛1 × 𝑚2 − 𝑛2 × 𝑚1) = 𝑦   

C． (  ×  +   ×  ) ÷ ( ×  ) =    

 ( ×  ×  +  ×  ×  ) ÷ (  −  ) =    

D .  人 数 と 総 額   

( ×  ×   +  ×  ×  ) ÷ ( ×  −  ×  ) =     

『算 法 統 宗 』巻 十 盈 朒 第 七 章 問 1 5  

A． 過 不 足 問 題  P P 型  

B．  𝑎1 × 𝑎2 × (𝑐2 − 𝑐1) ÷ (𝑎1 × 𝑏2 − 𝑎2 × 𝑏1) = 𝑥  

(a2 × 𝑏1 × 𝑐2 − 𝑎1 × 𝑏2 × 𝑐1) ÷ (𝑎1 × 𝑏2 − 𝑎2 × 𝑏1) = 𝑦  

C．   ×  × ( −  ) ÷ ( ×  −  ×  ) =    

 ( ×  ×  −  ×  ×  ) ÷ ( ×  −  ×  ) =    

D .  人 数 と 総 額  

 

算 法 統 宗 』巻 十 盈 朒 第 七 章 問 1 6  

A． 過 不 足 問 題  P O 型  

B．  𝑎1 × 𝑎2 × (𝑐1＋  ) ÷ (𝑎1 × 𝑏2 − 𝑎2 × 𝑏1) = 𝑥  

(a1 × 𝑏2 × 𝑐1＋ 𝑎2 × 𝑏1 ×  ) ÷ (𝑎 × 𝑏 − 𝑎 × 𝑏 ) = 𝑦   

C．  ×  × (  +  ) ÷ ( ×  −  ×  ) =    

D .  人 数 と 総 額  

 

『算 法 統 宗 』巻 十 盈 朒 第 七 章 問 1 7  

A． 過 不 足 問 題  M P 型  

B． 𝑎1 =
𝑛 

𝑚 
     𝑎2 =

𝑛 

𝑚 
       𝑛1 × 𝑛2 × 𝑚1 ×𝑚2 = 𝑑 

     (𝑑 × 𝑐1 + 𝑑 × 𝑐2) ÷ (𝑛1 × 𝑛2)= x  

      ( 𝑛1 ×𝑚2 × 𝑐2 − 𝑛2 ×𝑚1 × 𝑐1) ÷ (𝑛1 ×𝑚2 − 𝑛2 ×𝑚1) = 𝑦   

C． (  ×  +   ×  ) ÷ ( ×  ) =    

 ( ×  ×  +  ×  ×  ) ÷ (  −  ) =    

D .  総 銀 と 田 買 銀  
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問 4 5  

A． 過 不 足 問 題  M M 型  

B． 𝑥1 = 𝑎1 ×𝑚 + 𝑏1 × 𝑛      𝑥2 = 𝑎2 ×𝑚 + 𝑏2 × 𝑛 

       (𝑥2 × 𝑐1＋ 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑥2 − 𝑥1) = 𝑧 

        (𝑐1 − 𝑐2) ÷ (𝑥2 − 𝑥1) × 𝑚 = 𝑥 

 C． ×   −  ×  =        ×   +  ×  =       

  (   ×  −    ×  ) ÷ (   −    ) =    

  ( −  ) ÷ (   −    ) ×   =    

      ( −  ) ÷ (   −    ) ×  =   

D .  銀 の 分 配 と 全 体 の 両                  

問 4 6  

A． 過 不 足 問 題  P O 型  

B． 𝑎1 =
𝑛 

𝑚 
     𝑎2 =

𝑛 

𝑚 
       𝑑 = 𝑛1 × 𝑛2 ×𝑚1 ×𝑚2 

       (𝑑 × 𝑐1 + 𝑑 ×  ) ÷ (𝑛1 × 𝑛2)= x  

 C． ( ×  ×  ×  ×  +  )÷ ( ×  ) =    

D .  買 い 物 の 銀  

 『算 法 統 宗 』巻 十 盈 朒 第 七 章 問 1 9  

A． 過 不 足 問 題  M M 型  

B． 𝑥1 = 𝑎1 ×𝑚 + 𝑏1 × 𝑛      𝑥2 = 𝑎2 ×𝑚 + 𝑏2𝑛     

    (𝑥2 × 𝑐1＋ 𝑥1 × 𝑐2) ÷ (𝑥2 − 𝑥1) = 𝑧 

   (𝑐1 − 𝑐2) ÷ (𝑥2 − 𝑥1) × 𝑚 = 𝑥 

C． ×   −  ×  =        ×   +  ×  =        

  (   ×  −    ×  ) ÷ (   −    ) =    

  ( −  ) ÷ (   −    ) ×   =    

      ( −  ) ÷ (   −    ) ×  =   

D .  銀 の 分 配 と 全 体 の 両     

『算 法 統 宗 』巻 十 盈 朒 第 七 章 問 2 0  

A． 過 不 足 問 題  P O 型  

B． 𝑎1 =
𝑛 

𝑚 
     𝑎2 =

𝑛 

𝑚 
       𝑑 = 𝑛1 × 𝑛2 ×𝑚1 ×𝑚2 

       (𝑑 × 𝑐1 + 𝑑 ×  ) ÷ (𝑛1 × 𝑛2)= x  

C． ( ×  ×  ×  ×  +  )÷ ( ×  ) =    

D .  買 い 物 の 銀  

       (𝑐2 × 𝑏2 × 𝑐1 − 𝑐1 × 𝑏1 × 𝑐2) ÷ (𝑚1 ×𝑚2) = 𝑥 

      (  ×    ×   −   ×  ×   )÷  =    

問 4 4  

A． 過 不 足 問 題  P P 型  

B． 𝑎1 =
𝑛 

𝑚 
=

𝑛 ×𝑚 

𝑚 ×𝑚 
     𝑎2 =

𝑛 

𝑚 
=

𝑛 ×𝑚 

𝑚 ×𝑚 
   

  𝑐1 = 𝑛2 ×𝑚1, 𝑐2 = 𝑛1 ×𝑚2  𝑑1 = 𝑐1 × 𝑏1, 𝑑2 = 𝑐2 × 𝑏2 

C．  ×  =      ×  =      ×  =      ×    =    

  続 い て (  −   ) ÷ (  −   ) =   で 買 価  

D .  買 い 物 の 銀 と 買 価      

       (𝑐2 × 𝑏2 × 𝑐1 − 𝑐1 × 𝑏1 × 𝑐2) ÷ (𝑚1 ×𝑚2) = 𝑥 

      (  ×    ×   −   ×  ×   )÷   =    

『算 法 統 宗 』巻 十 盈 朒 第 七 章 問 1 8  

A． 過 不 足 問 題  P P 型  

B． 𝑎1 =
𝑛 

𝑚 
=

𝑛 ×𝑚 

𝑚 ×𝑚 
     𝑎2 =

𝑛 

𝑚 
=

𝑛 ×𝑚 

𝑚 ×𝑚 
   

  𝑐1 = 𝑛2 ×𝑚1, 𝑐2 = 𝑛1 ×𝑚2  𝑑1 = 𝑐1 × 𝑏1, 𝑑2 = 𝑐2 × 𝑏2 

C．  ×  =      ×  =      ×  =      ×    =    

  続 い て (  −   ) ÷ (  −   ) =   で 買 価  

D .  買 い 物 の 銀 と 買 価  
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問 4 7  

A． 過 不 足 問 題  O M 型  

B． 𝑎1 =
𝑛 

𝑚 
     𝑎2 =

𝑛 

𝑚 
       𝑑 = 𝑛1 × 𝑛2 ×𝑚1 ×𝑚2 

    (𝑑 × 𝑐1 + 𝑑 × 𝑐2) ÷ (𝑚1 ×𝑚2)= x  

C．   ( +  ×  ×  ×  ×   )÷ ( ×  ) =    

D .  買 い 物 の 銀  

 

 

『 同 文 算 指 』に 対 応 す る 問 題 が な い  

 

 

 

 

    

 

『 同 文 算 指 』に 一 致 す る 問 題 が な い  

問 3 と は ，使 用 算 法 や 問 題 場 面 は 同

じ で あ る が ， 数 値 が 全 く 異 な る 。  

 

 

   

 

 

③ 問 の 関 係 一 覧 『 実 用 算 術 概 論 』  

『算 法 統 宗 』巻 十  盈 朒 第 七 章 問 2 1  

A． 過 不 足 問 題  O M 型  

B． 𝑎1 =
𝑛 

𝑚 
     𝑎2 =

𝑛 

𝑚 
       𝑑 = 𝑛1 × 𝑛2 ×𝑚1 ×𝑚2 

      (𝑑 × 𝑐1 + 𝑑 × 𝑐2) ÷ (𝑚1 ×𝑚2)= x  

C．   ( +  ×  ×  ×  ×   )÷ ( ×  ) =    

D .  買 い 物 の 銀   

 

1 5 8 5 年 改 訂 版  Q２  

A． 複 式 仮 定 法 （ 3 元 連 立 ）  M P 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 + 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 + 𝑐2) = 𝑥𝑗   

C． (  ×   +   ×   ) ÷ (  +   ) =       

  (  ×   +   ×   ) ÷ (  +   ) =    

  (  ×   +   ×   ) ÷ (  +   ) =    

D .  ３ 人 の 年 齢  

 

1 5 8 5 年 改 訂 版  Q９           

A． 複 式 仮 定 法 （ 2 元 連 立 ）  P M 型  

B． (𝑥𝑗2 × 𝑐1 + 𝑥𝑗1 × 𝑐2) ÷ (𝑐1 + 𝑐2) = 𝑥𝑗     

C． (  ×  +   ×  ) ÷ ( +  ) =    

  (  ×  +   ×  ) ÷ ( +  ) =    

D .  2 人 の 代 金 分 担     
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同 文 算 指  1 5 8 3 年 版  1 5 8 5 年 版  算 法 統 宗  

1  1  1    

2  2  3    

3                      出 典 不 明  

4      巻 十 六  難 問 盈 朒  問 1 0  

5      巻 十 六  難 問 盈 朒  問 1 2  

6      巻 十 六  難 問 盈 朒  問 1 3  

7  3  4    

8  4  5    

9          5         6    

1 0  6  7    

1 1  8  1 0    

1 2  9  1 1    

1 3  1 0  1 2    

1 4  1 1  1 3    

1 5  1 2  1 4    

1 6  1 3  1 5    

1 7  1 4  1 6    

1 8  1 5  1 7    

1 9  1 6  1 8    

2 0  1 7  1 9    

2 1  1 8  2 0    

2 2  1 9  2 1    

2 3  2 0  2 2    
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2 4  2 1  2 3    

2 5  2 2  2 4    

2 6      巻 五  衰 分 章 第 三  問 4 8  

2 7      巻 五  衰 分 章 第 三  問 4 9  

2 8      巻 五  衰 分 章 第 三  問 5 4  

2 9      巻 九  均 輸 第 六 章  問 2 6 相 当  

3 0      巻 十  盈 朒 第 七 章  問 1  

3 1  7  8    

3 2      巻 十  盈 朒 第 七 章  問 5  

3 3      巻 十  盈 朒 第 七 章  問 6  

3 4      巻 十  盈 朒 第 七 章  問 7  

3 5      巻 十  盈 朒 第 七 章  問 8  

3 6      巻 十  盈 朒 第 七 章  問 1 0  

3 7      巻 十  盈 朒 第 七 章  問 1 1  

3 8      巻 十  盈 朒 第 七 章  問 1 2  

3 9      巻 十  盈 朒 第 七 章  問 1 3  

4 0      巻 十  盈 朒 第 七 章  問 1 4  

4 1      巻 十  盈 朒 第 七 章  問 1 5  

4 2      巻 十  盈 朒 第 七 章  問 1 6  

4 3      巻 十  盈 朒 第 七 章  問 1 7  

4 4      巻 十  盈 朒 第 七 章  問 1 8  

4 5      巻 十  盈 朒 第 七 章  問 1 9  

4 6      巻 十  盈 朒 第 七 章  問 2 0  

4 7      巻 十  盈 朒 第 七 章  問 2 1  
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(2) 問 題 構 造 の 分 析  

 『 同 文 算 指 』疊 借 互 徴 法 第 七 の 全 4 7 問 は ，解 法 の 説 明 に 使 用 さ れ て い

る 図 の 違 い （ 適 用 さ れ る 計 算 式 ） に よ っ て ， 大 き く 2 つ の 部 分 に 分 け ら

れ て い る 。問 1～ 問 2 9 ま で は「 複 式 仮 定 法 」の 図 （ (𝑥 × 𝑐 ± 𝑥 × 𝑐 ) ÷ (𝑐 ± 𝑐 ) =

𝑥 を 適 用 し た 計 算 の 図 ），問 3 2～ 問 4 7 ま で は「 過 不 足 問 題 解 法 」の 図（ (𝑐1 ±

𝑐2) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑥， (𝑥1 × 𝑐2 ± 𝑥2 × 𝑐1) ÷ (𝑥1 − 𝑥2) = 𝑦 を 適 用 し た 計 算 の 図 ） が 使 わ れ

て い る 。 そ し て ， 問 3 0 と 問 3 1 は 「 過 不 足 問 題 解 法 」 の 図 と ， 別 解 と し

て 「 複 式 仮 定 法 」 の 図 の 2 つ が 使 用 さ れ て い る 。  

 さ ら に 問 題 構 造 の 分 析 か ら ， 以 下 の よ う な 問 題 群 に 分 け る こ と が で き

る 。  

①  複 式 仮 定 法 を 使 用 し た 基 本 問 題 群   

問 1～ 3  

問 1 は ， 「 複 式 仮 定 法 」 を 用 い て 1 元 の 解 を 導 き 出 す 算 法 の 説 明 で

あ る 。 仮 定 す る 2 つ の 数 に つ い て ， 3 例 で の 解 答 を 示 し て ， 読 者 の 理

解 を 助 け て い る 。 問 2 は 3 元 連 立 の 場 合 の 説 明 で あ る 。 こ の 問 1 と 問

2 は『 実 用 算 術 概 論 』 1 5 8 3 年 版 の Q 1， Q 2 に 相 当 す る 。未 知 数 が 1 元 か

ら 3 元 へ と 飛 躍 す る の は ， 章 の 構 成 上 の 問 題 と な る 。 そ の た め で あ ろ

う か ， 『 同 文 算 指 』 に は 問 3 に 2 元 連 立 の 問 題 が 補 わ れ て い る 。  

②  『 算 法 統 宗 』 よ り 補 わ れ た 「 複 式 仮 定 法 」 を 使 用 す る 問 題 群   

問 4～ 6  

  問 4～ 問 6 の 3 問 に 『 算 法 統 宗 』 よ り 補 わ れ た 3 問 が 挿 入 さ れ て い

る 。 こ こ で 補 わ れ た 3 問 は ， 『 算 法 統 宗 』 巻 之 十 に あ る 盈 朒 第 七 章 で

は な く ， 巻 之 十 六 に あ る 難 問 盈 朒 七 か ら 補 わ れ て い る 。 『 算 法 統 宗 』

盈 朒 第 七 章 に は 『 実 用 算 術 概 論 』 や 『 同 文 算 指 』 で 説 明 の た め 使 用 さ

れ て い る 図 と 同 等 の も の が 記 さ れ て い る の に 対 し ， 難 問 盈 朒 七 で は そ
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の よ う な 記 載 は な い 。 さ ら に ， 問 題 の 解 法 も ， 「 複 式 仮 定 法 」 や 「 過

不 足 問 題 の 解 法 」 が 使 用 さ れ て お ら ず ， 方 程 式 の 一 般 的 な 解 法 に よ っ

て 説 明 が 展 開 さ れ て い る 。 『 同 文 算 指 』 で は ， 難 問 盈 朒 七 の 問 題 を 使

い な が ら ， 解 法 は 「 複 式 仮 定 法 」 に よ る 説 明 が さ れ て い る 。  

こ れ ら 3 問 は ，『 算 法 統 宗 』の 盈 朒 の 章 で あ り な が ら「 複 式 仮 定 法 」

を 使 用 し て い な か っ た 難 問 盈 朒 七 の 問 題 を ， 「 複 式 仮 定 法 」 を 使 う 問

題 と し て 補 っ た の で あ っ た 。  

③  正 確 な 訳 出 問 題 群   

問 7～ 2 5  

  問 7 か ら は ，「 複 式 仮 定 法 」を 使 用 し た 1 元 ， 2 元 ， 3 元 方 程 式 相 当

問 題 で 構 成 さ れ ， P M（ 盈 不 足 ） 型 ， P P（ 両 盈 ） 型 ， M M（ 両 不 足 ） 型 が

適 宜 配 置 さ れ て い る 。問 題 順 も 過 不 足 問 題 で あ る 1 問（ 1 5 8 3 年 版 の Q 7，

1 5 8 5 年 版 の Q 8） を 除 き ， 『 実 用 算 術 概 論 』 の 問 題 順 を 踏 襲 し て い る 。 

④  複 式 仮 定 法 の 『 算 法 統 宗 』 盈 朒 章 以 外 の 問 題 へ の 適 用 群   

問 2 6～ 問 2 9  

  中 国 算 術 で は ， 連 立 方 程 式 相 当 の 問 題 の 解 法 は ， 盈 不 足 （ 盈 朒 ） の

章 だ け で な く ， 「 衰 分 」 「 均 輸 」 「 方 程 」 の 章 で も 扱 わ れ て い る 。 問

2 6 と 問 2 7 は 「 三 数 法 」 を 用 い て 解 く 問 題 で あ り ， 問 2 8 と 問 2 9 は 方

程 式 の 一 般 解 法 と 同 等 の 手 順 で 解 く 問 題 で あ る 。 こ の 5 問 は ， 『 算 法

統 宗 』 の 解 き 方 と 変 え て ， 「 複 式 仮 定 法 」 を 用 い て 解 い て い る 。  

  問 2 9 の 後 に 「 以 上 原 二 十 二 條 補 七 條 」 と 記 さ れ ， 問 3 0 以 降 の も の

と が 分 け ら れ て い る 。 こ の 記 述 に 続 き ， 「 過 不 足 問 題 の 解 法 」 に つ い

て 説 明 さ れ て い る 。  

  『 算 法 統 宗 』 盈 朒 第 七 章 は ， 「 過 不 足 問 題 」 で 構 成 さ れ ， 6 問 の 盈 不

足 に 続 き ， 両 盈 両 不 足 が 4 問 ， 盈 適 足 不 足 適 足 が 3 問 ， 応 用 問 題 が 8
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問 で 構 成 さ れ て い る 。  

⑤  「 過 不 足 問 題 の 解 法 」 と 「 複 式 仮 定 法 」 と を 比 較 し た 問 題 群   

問 3 0・ 3 1  

『 算 法 統 宗 』 盈 朒 第 七 章 の 最 初 の 問 1 は ， 『 同 文 算 指 』 疊 借 互 徴 法

第 七 の 問 3 0 で 使 わ れ て い る 。こ の 問 で は ，『 算 法 統 宗 』に は な か っ た

「 過 不 足 問 題 の 解 法 」 の 図 を 使 っ て 読 者 の 理 解 を 容 易 に し て い る 。 そ

し て ， 追 加 し て 「 複 式 仮 定 法 」 の 図 を 示 し ， ｢右 法 若 依 借 衰 ｣と し て 複

式 仮 定 法 を 使 っ た 解 き 方 が 付 け 加 え ら れ て い る 。問 3 0 で は ， 2 つ の 図

を も と に し て ， 『 算 法 統 宗 』 の 問 を 「 過 不 足 問 題 の 解 法 」 で 解 き ， そ

し て 別 解 と し て 「 複 式 仮 定 法 」 を 使 っ て 解 い て い る の で あ る 。 次 の 問

3 1 で は ，『 実 用 算 術 概 論 』 の Q 7 の 問 題 場 面 を 使 い ，『 実 用 算 術 概 論 』

に は 記 述 さ れ て い な い 「 過 不 足 問 題 の 解 法 」 で 解 き ， 続 け て 「 複 式 仮

定 法 」 の 図 を 示 し ， 「 右 法 若 用 借 衰 」 と し て 『 実 用 算 術 概 論 』 の 記 述

と 同 様 な 「 複 式 仮 定 法 」 を 適 用 し て 解 答 し て い る 。  

⑥  「 過 不 足 問 題 」 群   

問 3 2～ 3 9  

問 3 2～ 問 3 9 は『 算 法 統 宗 』盈 朒 第 七 章 か ら 補 わ れ た「 過 不 足 問 題 」

で あ る 。 『 算 法 統 宗 』 に は な か っ た 「 過 不 足 問 題 の 解 法 」 の 図 を 使 用

し 解 い て い る 。 問 は ， P M（ 盈 不 足 ） 型 ， P P（ 両 盈 ） 型 ， M M（ 両 不 足 ）

型 ， P O（ 盈 適 足 ） 型 ， M O（ 不 足 適 足 ） 型 が 補 わ れ て い る 。  

⑦  「 過 不 足 問 題 」 応 用 群   

問 4 0～ 4 7  

 問 4 0～ 4 7 は 『 算 法 統 宗 』 盈 朒 第 七 章 か ら の 「 過 不 足 問 題 」 で あ り ，

「 過 不 足 問 題 の 解 法 」 を 使 用 す る 前 に ， 処 理 が 必 要 な 複 雑 な 問 題 で あ

る 。 「 過 不 足 問 題 の 解 法 」 の 図 を 使 用 す る こ と で ， 『 算 法 統 宗 』 の 説
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明 よ り 理 解 も 容 易 に な っ て い る 。  

(3)『 実 用 算 術 概 論 』 の 版 に よ る 問 の 差  

前 節 は 『 同 文 算 指 』 疊 借 互 徴 法 第 七 の 4 7 問 の 問 題 分 析 で あ る 。『 同 文

算 指 』 と 『 実 用 算 術 概 論 』 の 問 の 比 較 で は ，『 実 用 算 術 概 論 』 1 5 8 3 年 版

の 問 題 は 全 問 『 同 文 算 指 』 と 対 応 し て い る の で あ る が ， 1 5 8 5 年 版 は Q 2

と Q 9 の 2 問 の 対 応 が 明 ら か で は な い 。Q 2 は「 ア レ ク サ ン ド ロ ス 大 王 は 、

哲 学 者 の カ リ ス ト ネ ス と 親 し く 会 談 し た … … … 私 は エ フ ェ シ オ ネ ス よ り

2 歳 年 上 で 、 キ リ ツ ス は 2 人 の 年 齢 を 合 わ せ た も の だ と 知 っ て い る 」 と

い う 西 洋 の 歴 史 に 関 わ る 問 で あ る 。『 同 文 算 指 』に は ， 1 5 8 5 年 版 の Q 2 に

対 応 す る 問 は な い 。  

1 5 8 5 年 版 の Q 9 の 問 題 場 面 は ，「 6 0 金 貨 の 水 差 し の 代 金 を 2 人 で 分 担 す

る 。 し か し ， 2 人 の 間 に 争 い が 起 こ り 取 り 合 お う と す る 。 次 の よ う に 計

算 し て 折 り 合 い を つ け る 。前 者 の 持 ち 金 の
1

 
 は 後 者 の 持 ち 金 の

1

 
 に な る 。

次 に 前 者 の 持 ち 金 か ら
1

 
を 減 ら し 、後 者 の 持 ち 金 の

1
  を 合 わ せ る と 3 0 金 貨

ず つ に な っ た 」で あ る 。こ の Q 9 に つ い て は ，出 典 が 不 明 で あ る『 同 文 算

指 』 問 3 と は ， 2 元 連 立 方 程 式 相 当 の 「 複 式 仮 定 法 」 で あ る こ と は 同 じ

で あ る が ，数 値 が 全 く 異 な る 。『 同 文 算 指 』と『 実 用 算 術 概 論 』，『 算 法 統

宗 』の 問 題 対 応 で ，数 値 が 全 く 異 な る 問 は な い こ と か ら ，『 同 文 算 指 』問

3 は 1 5 8 5 年 版 Q 9 か ら の 出 典 と す る こ と は 困 難 で あ る 。  

疊 借 互 徴 法 第 七 の 4 7 問 の 問 題 分 析 か ら は ， 『 実 用 算 術 概 論 』 1 5 8 3 年

版 の 問 題 は 全 て『 同 文 算 指 』に 使 わ れ ，1 5 8 5 年 版 で 追 加 さ れ た 2 問 が『 同

文 算 指 』に 使 わ れ て い な い こ と が 明 ら か に な っ た 。こ の こ と は ，『同 文 算

指 』に つ い て ，「 利 瑪 竇 が 伝 え た 版 は 1 5 8 5 年 版 で あ る 」３ ８ と さ れ て い る

こ と へ の 疑 問 の 提 出 で あ る 。  
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 第 3 節  クラヴィウスの学問観・数学観の中国での捉え

(1) 問 題 比 較 か ら み た 『 同 文 算 指 』 の 徐 光 啓 序 文 の 記 述  

 前 節 の 問 題 比 較 で 明 ら か に な っ た 観 点 か ら ，『同 文 算 指 』の 徐 光 啓 序 文

の 記 述 を 精 査 す る 。  

 ① 中 国 算 術 の 現 状 に つ い て の 徐 光 啓 の と ら え ３ ９  

「 行 求 當 世 算 術 之 書 大 都 古 初 之 文 十 一 」（当 世 の 算 術 の 書 を 求 め た

が ， お お よ そ 古 の 文 章 で 書 か れ た も の は 十 分 の 一 し か な い ）  

  明 末 期 ， 中 国 算 術 の 置 か れ た 立 場 は 低 く ， 古 来 の 算 術 書 は 散 逸 し て

い た 。中 国 算 術 の 古 典 で あ る『 九 章 算 術 』で さ え ，『 同 文 算 指 』が 発 刊

さ れ た 明 末 は 散 逸 の 危 機 に あ っ た 。そ の た め ，『 九 章 算 術 』の「 盈 不 足

術 」が 西 洋 の「 複 式 仮 定 法 」と 同 等 で あ る こ と と ，『 算 法 統 宗 』の「 盈

朒 」 で あ る 「 過 不 足 問 題 の 解 法 」 が 『 九 章 算 術 』 の 「 盈 不 足 」 の 特 別

な 場 合 に 適 用 で き る も の で あ る こ と を ， 徐 光 啓 は 知 り 得 て い な い 可 能

性 が あ る 。  

 ② 中 国 算 術 と 西 洋 算 術 に つ い て ４ ０  

   「 共 講 之 大 率 與 舊 術 同 者 舊 所 弗 及 也 與 舊 術 異 者 則 舊 所 未 之 有 也 」

（ 共 に 講 じ ， 概 ね 旧 術 と 同 じ も の は 旧 術 が 及 ば な い も の で あ り ，

旧 術 と 異 な る も の は ， 旧 術 に な い も の で あ る 。）  

   「 共 講 之 大 率 與 西 術 合 者 靡 弗 與 理 合 也 與 西 術 謬 者 靡 弗 與 理 謬 也 」

（ 共 に 講 じ ， 概 ね 西 洋 の 術 と 同 じ も の は 理 に 合 う も の で あ り ， 西

洋 の 術 と 異 な る も の は 理 に 誤 謬 が あ る も の で あ る 。）  

こ れ は ，徐 光 啓 と 李 之 藻 と が 問 題 を 検 討 し 得 た 結 論 で あ る 。『同 文 算

指 』 疊 借 互 徴 法 第 七 に つ い て 言 え ば ， 旧 術 で あ る 『 算 法 統 宗 』 の 「 盈

朒 」は ，西 洋 の「 複 式 仮 定 法 」の 図 の 活 用 の 方 法 に 及 ば ず ，西 洋 の「 複

式 仮 定 法 」で 扱 わ れ て い る 問 題 は ，『 算 法 統 宗 』の「 盈 朒 」に な い の で
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あ る 。  

 ③ 中 国 算 術 の 方 向 付 け  

   「 振 之 因 取 舊 術 斟 酌 去 取 用 所 譯 西 術 駢 附 梓 之 題 曰 同 文 算 指 」（李 之

藻 が 旧 術 に 基 づ き 削 減 を 斟 酌 し ， 訳 し て あ っ た 西 洋 の 術 に 付 け 加

え 刊 行 し 『 同 文 算 指 』 と 題 し た 。）  

  徐 光 啓 は ， 中 国 算 術 が 西 洋 算 術 に 劣 る の で 西 洋 算 術 を 取 り 入 れ よ う

と し た の で は な か っ た 。 十 分 伝 承 さ れ て こ な か っ た 中 国 算 術 の 現 状 を

憂 い ， 中 国 算 術 の 再 構 築 の た め ， 西 洋 算 術 の 要 素 を 取 り 入 れ よ う と し

た の で あ ろ う 。 そ れ は ， 当 時 人 気 を 博 し て い た 算 術 書 の 『 算 法 統 宗 』

の 問 題 を 取 り 入 れ ，西 洋 の 学 び 方 を 示 す こ と で ，『算 法 統 宗 』で 扱 わ れ

て い る 難 問 も ， よ り 簡 単 に 理 解 で き る よ う に し た の で あ っ た 。  

 ④ 『 同 文 算 指 』 の 教 科 書 的 意 味 づ け ４ １  

   「 在 於 西 國 膠 庠 之 中 亦 数 年 而 學 成 者 成 」（西 洋 の 学 校 に 於 い て は 数

年 か か っ て 学 問 を 成 就 さ せ る 。）  

  徐 光 啓 は ， 学 問 の 現 状 に つ い て 「 も し 今 日 の 世 に 伝 え る 必 要 が あ る

も の だ け な ら 1 月 で 学 び 尽 く し 5 年 も か け る 必 要 は な い 」 と し ， 本 当

に 必 要 な 学 問 を 合 理 的 に 学 ぶ 必 要 性 を 述 べ て い る 。『同 文 算 指 』は そ の

た め の 教 科 書 で も あ っ た の で あ る 。こ の こ と は ，『同 文 算 指 』の 問 題 構

成 に も よ く 表 れ て い る こ と が 本 論 で 明 ら か に な っ た 。  

 

(2) 「複式仮定法」分析  

本 章 で は ，『九 章 算 術 』と『 実 用 算 術 概 論 』，『同 文 算 指 』，『 計 算 の 書 』，

『 算 法 統 宗 』 の 「 複 式 仮 定 法 」 の 扱 い に つ い て の 史 料 的 な 分 析 を 行 っ た

と こ ろ ， 近 代 的 な 式 に よ る 把 握 で は 表 れ な い ， 次 の よ う な 違 い を 明 ら か

に す る こ と が で き た 。  



296 

 

 1 世 紀 の 『 九 章 算 術 』 で は ，「 盈 不 足 術 」 を 西 洋 の 「 複 式 仮 定 法 」 と 同

等 の 概 念 と 方 法 で 使 用 し て い る 。そ し て ，『 九 章 算 術 』の「 盈 不 足 」の 章

の 「 過 不 足 問 題 」 に つ い て は ， 共 同 で 買 い 物 を す る 場 合 の 特 別 な 問 題 と

し て ，「 盈 不 足 術 」 と は 別 に ，「 過 不 足 問 題 の 解 法 」 を 使 っ て 区 別 し て い

る 。 さ ら に 一 般 の 方 程 式 相 当 題 を 「 方 程 」 章 で 扱 っ て い る 。 こ れ は ， 中

国 古 代 算 術 で は ，西 洋 算 術 の「 複 式 仮 定 法 」や ，『 計 算 の 書 』の「 ほ と ん

ど す べ て の 算 術 問 題 が 解 け る ア ル ＝ カ タ ア イ ン の 方 法 」 の よ う に ， 一 般

の 方 程 式 相 当 題 の 解 法 に 使 う 方 法 と は と ら え て い な い こ と を 示 し て い る

の で あ る 。  

1 6 世 紀 の 書 で あ る 『 算 法 統 宗 』 の 「 盈 朒 」 の 章 は 「 過 不 足 問 題 」 を 扱

い ，「 複 式 仮 定 法 」を 使 う 問 題 は 扱 っ て い な い 。し か し ，扱 っ て い る「 過

不 足 問 題 」 に は 分 数 を 含 む 難 解 な 問 も 含 ま れ て い る 。 こ の 難 解 な 問 も 含

め ， 多 く の 問 題 が 『 同 文 算 指 』 で 採 用 さ れ た 。  

1 3 世 紀 初 頭 の 『 計 算 の 書 』 で は ， 複 式 仮 定 法 は ， イ ス ラ ム 由 来 の 方 法

で あ り ， 多 元 の 未 知 数 が 求 め ら れ る 方 法 で あ る こ と が 示 さ れ て い る 。 未

知 数 を 求 め る 問 題 で ，2 つ の 仮 定 を 置 く こ と に よ り ，そ の 誤 差 の 差 か ら ，

比 例 按 分 に よ っ て ， 真 の 値 を 求 め る こ と が で き る と 記 述 さ れ ， 三 数 法 を

使 っ て 説 明 が な さ れ て い る 。 そ の 上 で 「 ア ル ＝ カ タ ア イ ン の 方 法 」 に よ

る 解 法 と し て 「 複 式 仮 定 法 」 が 使 用 さ れ て い る 。  

1 6 世 紀 末 ， 中 世 末 期 の 書 で あ る 『 実 用 算 術 概 論 』 で は ， 三 数 法 に よ る

解 法 は な く ，「 複 式 仮 定 法 」の 適 用 だ け で 構 成 さ れ て い る 。問 題 は ，1 元 ，

2 元 ， 3 元 ， 4 元 の 1 次 方 程 式 相 当 で あ り ， P M（ 盈 不 足 ） 型 ， P P（ 両 盈 ）

型 ，M M（ 両 不 足 ）型 が 適 宜 配 置 さ れ ，構 成 さ れ て い る 。中 国 の 書 と 違 い ，

一 方 の 仮 定 が 正 解 と な る 盈 適 足 や 不 足 適 足 の 問 題 は 配 当 さ れ て い な い 。

さ ら に ， 「 過 不 足 問 題 」 は 1 問 存 在 す る が 「 過 不 足 問 題 の 解 法 」 は 使 わ
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れ て お ら ず ，「 複 式 仮 定 法 」が 用 い ら れ て い る 。そ し て 解 法 の 説 明 に は ，

実 際 の 数 値 の 計 算 方 法 を 詳 し く 示 す こ と は な い も の の ， 計 算 図 が 添 え ら

れ ， そ の 図 の 説 明 に 多 く が 費 や さ れ て い る 。  

漢 訳 さ れ た 『 同 文 算 指 』 で は ， 単 元 名 に 「 盈 不 足 」 や 「 盈 朒 」 を 使 わ

ず ， 「 複 式 仮 定 法 」 を 「 疉 借 互 徴 法 」 と 訳 し て 使 用 し て い る 。 こ の こ と

は ， 西 洋 の 「 複 式 仮 定 法 」 が 中 国 の 「 盈 不 足 術 」 と 同 じ と は 認 識 さ れ て

い な か っ た こ と を 示 す 。 そ し て 『 同 文 算 指 』 の 章 題 の 後 に 「 附 盈 朒 」 と

記 し ， 「 過 不 足 問 題 」 が 『 算 法 統 宗 』 の 問 題 を 参 考 に 補 わ れ て い る 。  

以 上 の 分 析 か ら は ，『 九 章 算 術 』で 示 さ れ た「 盈 不 足 術 」は 西 洋 の「 複

式 仮 定 法 」 と 同 等 で あ り ， こ の 「 複 式 仮 定 法 」 が 『 同 文 算 指 』 の 「 疊 借

互 徴 法 」 と し て 中 国 に 伝 わ っ た こ と を 示 す こ と が で き た 。 ま た 『 九 章 算

術 』 で 「 盈 不 足 術 」 の 特 別 な 場 合 に 使 わ れ た 「 過 不 足 問 題 の 解 法 」 が ，

『 算 法 統 宗 』 の 「 盈 朒 」 を 通 し て 『 同 文 算 指 』 に も 使 わ れ た こ と も 示 す

こ と が で き た 。  

『 同 文 算 指 』疊 借 互 徴 法 第 七 と『 実 用 算 術 概 論 』の 2 3 章 複 式 仮 定 法 の

問 題 比 較 か ら は ，『 同 文 算 指 』 の 問 題 構 成 が 明 確 に な っ た 。 そ れ は ，「 複

式 仮 定 法 」 と 「 過 不 足 問 題 の 解 法 」 と を 区 別 し て 扱 い ， 両 者 の 違 い を 明

ら か に し た こ と で あ っ た 。そ し て 中 国 算 術 か ら 補 っ た 問 は ，「 複 式 仮 定 法 」

で 解 き 直 す こ と と ，「 複 式 仮 定 法 」で 使 わ れ た 図 を 活 用 し て 中 国 算 術 の「 過

不 足 問 題 」 の 理 解 を 容 易 に す る 工 夫 で あ っ た 。  

 

＊  

第 6 章 で「 三 数 法 」，第 7 章 で「 複 式 仮 定 法 」に つ い て 考 察 し た 。こ の

2 つ の 技 法 は 中 国 古 来 の 「 今 有 術 」 と 「 盈 不 足 術 」 か ら の 繋 が り が 認 め

ら れ る も の で あ る 。 そ れ は ， 劉 鈍 が 「 帰 還 」 と し て 表 し た よ う に ， 古 代
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中 国 か ら イ ン ド ，ア ラ ビ ア ，西 洋 を 巡 っ て ， 1 6 世 紀 末 の 中 国 に 到 着 し た

の で あ る 。 こ の 場 合 ， 今 日 使 わ れ る 数 式 に 当 て は め た 分 析 か ら は ， 相 当

性 や 類 似 性 を 示 す こ と は で き る が ，「 法 」や「 術 」に 込 め ら れ た 目 的 や 考

え 方 ま で は 読 み 取 れ な い 。 そ れ ら を 真 に 読 み 取 る た め ， そ れ ぞ れ の 史 料

分 析 を 行 っ た 。  

「 三 数 法 」 は ， 商 取 引 や 徴 税 等 の 実 用 場 面 で 広 く 活 用 で き る 方 法 で あ

り ，「 実 用 算 術 」の た め の「 有 用 性 」に 留 ま ら ず ，神 学 の 基 礎 と し て の 学

問 的 な 「 確 実 性 」 を も 有 す る 方 法 で あ っ た 。 一 方 「 複 式 仮 定 法 」 は ， 多

元 方 程 式 の 解 法 に 使 え る 「 有 用 性 」 が 高 い 技 法 で あ る が ， 近 代 数 学 で は

よ り 高 い 「 有 用 性 」 が 示 さ れ る 解 法 に 取 っ て 代 わ ら れ た 。  

ク ラ ヴ ィ ウ ス の 教 科 書 で 扱 っ た 「 三 数 法 」 や 「 複 式 仮 定 法 」 も ， 技 法

と し て み れ ば 近 代 性 は な い 。 し か し ， 彼 の 教 科 書 に 込 め ら れ た 数 学 観 に

つ い て は ま っ た く 別 の 視 点 が 見 い だ せ る 。 例 え ば ， ク ラ ヴ ィ ウ ス は 数 を

扱 う 西 洋 の 「 三 数 法 」 に ， 数 量 を 扱 う イ ン ド ・ ア ラ ビ ア の 「 三 量 法 」 の

考 え を 採 り 入 れ ， 数 と 量 を 統 一 す る 方 向 性 を 見 出 し ， さ ら に 比 の 式 を 表

す 図 や 公 式 を 使 っ て 理 解 を 容 易 に す る 工 夫 し ， 数 量 の 代 数 学 的 処 理 を 容

易 に し て い た 。「 数 」と「 量 」が 元 々 分 離 し て い な い 中 国 算 術 で は ，受 け

入 れ や す い 展 開 で あ っ た 。さ ら に ，「 数 」や「 量 」で は な く ，値 と し て の

「 率 」の 概 念 を 持 っ て い る 中 国 算 術 に と っ て ，「三 数 法 」で の 比 の 式 を 表

す 図 や ，「 複 式 仮 定 法 」 で 使 わ れ た 正 負 の 記 号 と 互 乗 の 図 は ，「 率 」 の 概

念 を 使 う も の で あ り ，そ の 意 味 や 有 効 性 を 深 く 感 じ 取 れ る も の で あ っ た 。

そ れ 故 ， 自 ら の 中 国 算 術 に も 採 り 入 い れ ， 積 極 的 に 活 用 し て 行 っ た 。  

こ の よ う に ， ク ラ ヴ ィ ウ ス の 教 科 書 か ら 読 み 取 る こ と の で き る ， 数 と

量 の 統 一 と ， 数 量 の 代 数 学 的 処 理 を 目 指 す 方 向 性 は ， 後 の デ カ ル ト 世 代

に も 大 き な 影 響 を 与 え た 程 の ， 近 代 数 学 に 繋 が る 考 え 方 で あ っ た 。  
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第 7 章註  

                                                   

１  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ,  E p i t o m e  A r i t h m e t i c a e  P r a c t i c a e ，R o m a， 1 5 8 3 .  (コン  

プルテンセ大 学 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ）  

 

２  I b i d . ,  p p . 1 5 7－ 1 8 9 .  

 

３  利 瑪 竇 (授 )，李 之 藻 (演 )，徐 光 啓 （選 ），『同 文 算 指 』，北 京 ， 1 6 1 4  年 。（『天  

学 初 函 』（第 5 巻 に所 収 ）海 山 仙 館 叢 書 本 （任 繼 愈 主 編 『中 國 科 學 技 術 典

籍 通 彙 數 學 卷 』所 収 ，鄭 州 ， 1 9 9 5 年 ）  

 

４  L i u  D u n ,  A  H o m e c o m i n g  S t r a n g e r  T r a n s m i s s i o n  o f  t h e  M e t h o d  o f   

D o u b l e - F a l s e - P o s i t i o n  a n d  t h e  S t o r y  o f  H i e r o ' s  C r o w n ,  i n ， Y v o n n e  

D o l d - S a m p l o n i u s ( e d . ) ,  F r o m  C h i n a  t o  P a r i s :  2 0 0 0  Y e a r s  T r a n s m i s s i o n  o f  

M a t h e m a t i c a l  I d e a s ,  p p . 1 5 7 - 1 6 6 ,  S t u t t g a r t ,  2 0 0 2 .  p . 1 5 8 の図 ，中 国 古 代

の算 術 書 『九 章 算 術 』の「盈 不 足 術 」がインド，アラビア，ヨーロッパを経 由 して，

1 6 - 1 7 世 紀 に帰 還 したと記 述 している。  

 

５  R a n d y  S c h w a r t z， I s s u e s  i n  t h e  O r i g i n  a n d  D e v e l o p m e n t  o f  H i s a b   

a l -K a t a ’ a y n ,  i n，C o m h i s m a  8 ,  2 0 0 4 ,  p . 1 2 .  

 

６  『九 章 算 術 』の原 本 は残 存 していない。 (魏 )劉 徽 註 ， 2 6 3 年 。  

（ 『欽 定 四 庫 全 書 』子 部 術 数  数 学 九 章 ，清 刊 ）所 収 。（劉 徽 註 『九 章 算 術 』 ,  

四 部 叢 刊 初 編 子 部 ，上 海 ， 1 9 8 9 年 ）を使 用 した。  

 

７  L e o n a r d o  P i s a n o ,  L i b e r  A b b a c i ,  1 2 0 2 .  （B a l d a s s a r r e  B o n c o m p a g n i ,   

S c r i t t i  d i  L e o n a r d o  P i s a n o  M a t h e m a t i c o  d e l  S e c o l o  D e c i m o t e r z o  V o l .  1 ,  

R o m a ,  1 8 5 7 .ニューヨーク公 共 図 書 館 蔵 書 P D F 史 料 ）．  

 

８  劉 徽 註 『九 章 算 術 』，前 掲 書 ，巻 七 盈 不 足 ， 6 4 頁 。 4 問 の問 と答 の後 ，「盈 不  

足 術 」についての記 述 である。この部 分 は劉 徽 が註 した部 分 でなく ，原 文 の記

述 部 分 である。  

 

９  同 書 ， 6 5 頁 。両 盈 両 不 足 問 題 への解 法 である。この部 分 も原 文 の記 述 部 分 で  

ある。  

 

１ ０  同 書 ， 6 5 頁 。『九 章 算 術 』には問 の番 号 は付 加 されていない。 9 番 目 の問 を問  

9 とした。  
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１ １  同 書 ， 6 4 頁 。「相 與 同 共 買 物 者 」についての説 明 である。この部 分 は，意 味 の  

上 では「副 置 所 出 率 以 少 減 多 餘 以 約 法 實 實 為 物 價 法 為 人 數 」にかかるので

あるが，『九 章 算 術 』の多 くの版 では，「術 曰 盈 不 足 相 與 同 買 物 者 」が「置 所 出

率 盈 不 足 各 居 其 下 令 維 乗 所 出 率 并 以 為 實 并 盈 不 足 為 法 」に続 き，そのため，

「盈 不 足 術 」が過 不 足 問 題 の解 き方 と解 釈 されている。註 1 4 の L i u  D u n もこの

解 釈 である。しかし，『九 章 算 術 』巻 七 盈 不 足 は，最 初 の 8 問 が過 不 足 問 題 で

あり，一 般 的 な複 式 仮 定 の問 が始 まる問 9 の問 題 文 と答 の後 に「術 曰 以 盈 不

足 術 求 之 」と記 されていることから考 えれば， 「相 與 同 共 買 物 者 」は特 別 な場 合

のみ扱 うと解 釈 できる。この解 釈 は以 下 の文 献 からも裏 付 けられる。  

   ①誠 成 企 業 集 団 (編 ) 『伝 世 蔵 書 』 8 2 巻 ，海 南 市 ， 1 9 9 6 年 。 8 2 頁 では「術

曰 ：置 所 出 率 ，盈 不 足 各 居 其 下 ，令 維 乗 所 出 率 ，并 ，以 為 實 。并 盈 ，

不 足 ，為 法 。」と「相 與 同 共 買 物 者 」を省 いて解 釈 している。  

   ②『景 印 文 淵 閣 四 庫 全 書 』，台 北 市 ， 1 9 8 3。 7 9 7 - 8 5 頁 では，「術 曰 盈 不 足

相 與 同 共 買 物 者 」の割 註 として「案 比 十 字 原 本 訛 在 有 分 者 通 之 句 下

共 訛 作 其 遂 不 可 通 令 改 正 」と 「盈 不 足 相 與 同 共 買 物 者 」の解 釈 が記

されている。  

   ③藪 内 清 (編 )，『科 学 の名 著 2 中 国 天 文 学 ・数 学 集 』，朝 日 出 版 社 ， 1 9 8 0

年 。 7 5 - 2 7 1 頁 ，川 原 秀 樹 (訳 ) 「 劉 徽 註 九 章 算 術 ―付 海 島 算 経 」 ，

2 1 6 頁 の註 3 6 8 で「盈 不 足 相 與 同 共 買 物 者 」の十 字 を削 除 している。  

 

１ ２  同 書 ， 6 5 頁 。「術 曰 以 盈 不 足 術 求 之 假 令 故 米 二 斗 不 足 二 升 令 之 三 斗 有  

餘 二 升 」より。  

 

１ ３  同 書 ， 7 0 頁 。「術 曰 假 令 本 銭 三 萬 不 足 一 千 七 百 三 十 八 銭 半 令 之 四 萬 多  

三 萬 五 千 三 百 九 十 銭 八 分 」より。  

 

１ ４  同 書 ， 6 8 頁 。「術 曰 假 令 出 漆 九 升 不 足 六 升 令 之 出 漆 一 斗 二 升 有 餘 二 升 」  

より。  

 

１ ５  同 書 ， 6 9 頁 。「術 曰 假 令 十 五 日 不 足 三 百 三 十 七 里 半 令 之 十 六 日 多 一 百  

四 十 里 」より。  

 

１ ６  同 書 ， 6 1 頁 ，巻 六 均 輸 の章 の問 題 である。  

 

１ ７  同 書 ， 7 3 頁 ，巻 八 方 程 の術 として「術 曰 ……以 右 行 上 禾 徧 中 行 而 以 直 除 」  

は，算 木 の操 作 に対 応 した方 程 式 の一 般 解 法 である。  
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１ ８  C h a r l e s  H o m e r  H a s k i n s ,  T h e  R i s e  o f  U n i v e r s i t i e s ,  N e w  Y o r k ,  1 9 5 7 .  (青  

木 靖 三 ・三 浦 恒 司 (訳 )，『大 学 の起 源 』，八 坂 書 房 ， 2 0 0 9 年 。 2 0 頁 参 照 )。  

 

１ ９  同 書 『大 学 の起 源 』， 2 3 頁 。  

 

２ ０  C h a r l e s  H o m e r  H a s k i n s ,  T h e  R e n a i s s a n c e  o f  t h e  T w e l f t h  C e n t u r y ,  N e w   

Y o r k , 1 9 2 7 . （ 別 宮 貞 徳 ・朝 倉 文 市 (訳 ) ， 『 1 2 世 紀 ルネサンス 』 ，八 坂 書 房 ，

1 9 8 9 年 ）参 照 。   

 

２ １  同 書 。 2 6 2 - 2 6 3 頁 に「新 しい算 術 」について詳 しい記 載 があり，「 1 1 2 6 年 にバス  

のアデラルドゥスは，アル・ファリズムの三 角 関 数 を西 方 に持 ち帰 った。 1 1 4 5 年 に

チェスターのロベルトゥスは同 じ著 者 の『代 数 学 』 ( A l g e b r a )をラテン語 に翻 訳 し，

キリスト教 ヨーロッパにこの学 問 の名 称 と方 法 を与 えた」ことに重 きを置 いている。

しかし，アル・ファリズムの翻 訳 より大 きな影 響 を与 えのは，「アラビア数 字 は，この

世 紀 の途 中 に，おそらくは学 問 的 な入 門 書 ではなく貿 易 の業 務 を通 じて入 って

きた」計 算 術 である。その代 表 が，ピサのレオナルドの『計 算 の書 』であった。  

 

２ ２  L e o n a r d o  P i s a n o ,  o p . c i t . ,  p . 3 1 8 .  

 

２ ３  I b i d . ,  p . 3 2 5 .  

 

２ ４  I b i d . ,  p . 3 2 5 .  

 

２ ５  『実 用 算 術 概 論 』の 2 6 章 以 降 は 1 5 8 3 年 版 にも， 1 5 8 5 年 版 にもなく， 1 6 0 7 年  

版 で追 加 された。  

 

２ ６  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ， o p . c i t . ,  p p . 1 6 5 - 1 6 6 .  

 

２ ７  I b i d . ,  p . 1 6 6 .  

 

２ ８  程 大 位 （編 ）『算 法 統 宗 』，新 安 ， 1 5 9 2 年 。 (北 京 大 学 図 書 館 所 蔵 『新 編 直  

指 算 法 統 宗 』 P D F 史 料 ））。巻 之 九 均 輸 第 六 章 ，巻 之 十 盈 朒 第 七 章 ，巻 之

十 一 方 程 第 八 章 からなり，盈 朒 章 は 2 3 - 5 0 頁 。  

 

２ ９  同 書 ， 2 6 頁 。盈 朒 章 の最 初 の問 である。  
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３ ０  利 瑪 竇 ，前 掲 書 ， 4 - 1 8 1 頁 。  

 

３ １  程 大 位 ，前 掲 書 ，巻 之 十 六 難 題 盈 朒 七 ， 1 1 - 1 2 頁 。  

 

３ ２  利 瑪 竇 ，前 掲 書 ， 4 - 1 6 6 頁 。『同 文 算 指 』疊 借 互 徴 法 第 七 問 2。  

 

３ ３  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ， o p . c i t . 1 5 8 3 ,  p . 1 6 8 .  2 3 章 複 式 仮 定 法 Q 2。  

 

３ ４  利 瑪 竇 ，前 掲 書 ， 4 - 1 6 6 頁 。『同 文 算 指 』疊 借 互 徴 法 第 七 問 2 の 1 元 の図 。  

 

３ ５  同 書 ， 4 - 1 6 6 頁 。『同 文 算 指 』疊 借 互 徴 法 第 七 問 2 の 3 元 の図 。  

 

３ ６  同 書 ， 4 - 1 8 頁 。  

 

３ ７  C h r i s t o p h e r  C l a v i u s ， o p . c i t . ,  p p . 1 7 4 .   

 

３ ８  『同 文 算 指 』の漢 訳 に使 われた版 については， 1 5 8 5 年 改 訂 版 とする説 が多 い  

が実 証 されてはいない（銭 宝 琮 (編 ) 『中 国 数 学 史 』，北 京 ， 1 9 8 1 年 ， 2 3 6 頁 。安

大 玉 (著 ) 『明 末 西 洋 科 学 東 伝 史 』，知 泉 書 館 ， 2 0 0 7 年 ， 1 1 5 頁 ）。  

 

３ ９  前 掲 書 ，『同 文 算 指 』， 4 - 7 7 頁 , 「刻 同 文 算 指 序 」。『同 文 算 指 』には徐 光 啓  

が記 した「刻 同 文 算 指 序 」と，李 之 藻 が記 した「同 文 算 指 序 」の 2 つが刻 されて

いる。中 国 算 術 の現 状 に関 しては，李 之 藻 の「同 文 算 指 序 」（同 書 ， 4 - 7 8 頁 ）

には，「今 日 の士 大 夫 は，経 に専 念 し，律 や度 量 法 の原 理 を学 ぼうとしない」と

中 国 算 術 の置 かれた現 状 が記 されている。  

 

４ ０  同 書 ， 4 - 7 7 頁 , 「刻 同 文 算 指 序 」。中 国 算 術 と西 洋 算 術 に関 しては，李 之 藻  

の「同 文 算 指 序 」（同 書 ， 4 - 7 8 頁 ）には，「西 洋 算 術 での計 算 は，筆 を使 って紙

上 で計 算 し，分 数 と割 合 計 算 において流 暢 である」 「盈 縮 ，句 股 ，開 方 ，測 圓

に関 しては，西 洋 算 術 は簡 便 である」と具 体 的 に記 されている。  

 

４ １  同 書 ， 4 - 7 7 頁 , 「刻 同 文 算 指 序 」。『同 文 算 指 』の教 科 書 的 意 味 づけに関 して  

は，李 之 藻 の「同 文 算 指 序 」（同 書 ， 4 - 7 8 頁 ）には，「古 代 には士 大 夫 を教 育

する場 合 ，六 芸 の一 つに算 術 が含 まれていた」と記 されている。『実 用 算 術 概 論 』

が，大 学 学 芸 学 部 段 階 での「算 術 」の教 科 書 であったこと，つまり，西 洋 の教 育

体 系 である「自 由 七 科 」の「算 術 」と同 等 な位 置 づけを，李 之 藻 がしていたことを

示 している。  
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第Ⅱ部  結  
 

第Ⅱ部では，まず全体としてクラヴィウスの数学的知見が近代数学の扉を

開く，多くの鍵を有していたこと，そして彼の書は，計算術だけでなく，進

んだ学問観を伝えていたことを指摘した。クラヴィウスの学問観は，言語を

超え，宗教を超え，思想を超えて正しく伝わっている。彼の書はそれ程優秀

な書であった。  

具体的には，第 1 点として，クラヴィウスの主要な数学的業績とされてい

る分数概念についてまとめた。クラヴィウスが示した分数計算を，漢訳者は

単なる計算法として捉えただけではなく，理論的裏付けまで深く理解してい

た。それ故，漢訳者は，クラヴィウスの教科書から学ぶ分数について「特に

奥深く流暢である」と記している。従来，漢訳された『同文算指』の意義と

して，西洋の筆算を中国に紹介したことが挙げられてきたが，計算の利便性

の面から見るだけならば，西洋の筆算は中国算盤に大きく劣る。中国算盤は，

複雑な割り算ができない西洋算盤（ Abaci）とは異なる。しかし，論点を利

便性ではなく，再現性や過程記述の明確性に置くならば，筆算の重要性が認

識できる。漢訳者は，再現性や過程記述の明確性について「特に奥深く流暢

である」ことを見つけた。そして，中国古来の「為術者先治諸分」（術を為

すものは先ず諸分を治める）と記されていた算術における分数概念の重要性

を，ここに想起させたのである。それほどクラヴィウスが著した教科書は算

術の基礎理論を確実に学ぶことのできる書であった。  

第 2 点として，クラヴィウスが『実用算術概論』で扱った中世算術の中心

的技法である「三数法」と「複式仮定法」とについてまとめた。「三数法」

は商取引や徴税等の実用場面で広く活用できる方法であり，「実用算術」の

ための「有用性」に留まらず，神学の基礎としての学問的な「確実性」をも
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有する方法であった。一方「複式仮定法」は，多元方程式の解法に使える「有

用性」が高い技法であるが，近代数学ではより高い「有用性」をもつ解法が

それに取って代わった。クラヴィウスの教科書で扱った「三数法」や「複式

仮定法」も，技法としてみれば近代性はない。しかし，彼の教科書に込めら

れた数学観についてはまったく別の視点が見いだせる。例えば，クラヴィウ

スは数を扱う西洋の「三数法」に数量を扱うインド・アラビアの「三量法」

の考えを採り入れ，数と量を統一する方向性を見出した。さらに比の式を表

す図や公式を使って理解を助ける工夫をし，数量の代数学的処理を容易にし

ている。  

このように，クラヴィウスの教科書から読み取ることのできる，数と量の

統一と，数量の代数学的処理を目指す方向性は，後のデカルトにも大きな影

響を与えた程，近代数学に繋がる考え方であった。  
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おわりに  

 

以上，全 2 部 7 章にわたって，イエズス会の『会憲』や『学事規定』，さらに

クラヴィウスが執筆したイエズス会学院用の教科書の分析 をすることにより，

「科学の保護者にして教育者」であったイエズス会教育の実態と，クラヴィウス

の教科書に込められた彼の学問観・数学観を考察した。  

これらの章は，筆者の公開済ないし公開予定の諸論文 1をもとに，加除し，ま

とめたものである。第Ⅰ部は歴史学分野の論文，第Ⅱ部が科学史分野の論文であ

る。本論では，それぞれの分野で使われる学問的な追究方法を併せ持つように努

めた。  

対抗宗教改革の知的前衛組織であるイエズス会士にして，中世末の代表的な数

学者であるクラヴィウスは，多くの負のバイアスによって正当な評価が歪められ

ていた。クラヴィウスが残した史料に正対して臨むことで，イエズス会の先進的

な教育システム構築に果たした彼の功績を示すことができた。さらに，漢訳書と

の比較研究によって，クラヴィウスが示そうとした学問観や数学観をより的確に

捉えることができた。彼の示した学問観や数学観は，近代科学の扉を開く大きな

要素であった。  

                                            
1  第 1 章「イエズス会の数学的諸学科教育の成立―クリストファー・クラヴィウスの果たした役  

割― (1 )—」，愛知学院大学『文研会紀要』第 23 号，2012 年，57-73 頁。  

第 2 章「イエズス会の数学的諸学科教育の成立―クリストファー・クラヴィウスの果たした役

割― (2 )—」，愛知学院大学『文研会紀要』第 24 号，2013 年，21-40 頁。  

第 3 章「クラヴィウスとガリレオ―出会いと交流，そして知的遺言」，『西洋史学報』第 41 号，

2014 年，1-31 頁。  

第 4 章「イエズス会の数学的諸学科教育の成立―クリストファー・クラヴィウスの果たした役

割― (3 )—」，愛知学院大学『文研会紀要』第 25 号，2014 年，67-87 頁。  

第 5 章「『同文算指』における西洋算術の分数の取り扱い，及び利瑪竇が授けた『実用算

術概論』の版について」，『数学史研究』218 号，2014 年，〈7 月掲載予定 〉。  

第 6 章「『同文算指』における西洋算術「三数法 」の取り扱い—Calv ius 著 Epitome 
Ari thme icae Pract icae との比較研究—」，『数学史研究』215 号，2013 年，1-30 頁。  

第 7 章「『同文算指』における西洋算術「複式仮定法」の取り扱い―Clav ius 著 Epi tome 
Ari thmet icae  Pract icae との比較研究―」 ,『数学史研究』第 216 号，2013 年，1-32

頁。  
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本研究で得られた知見を以下の 3 点で示す。  

 第 1 点は，クラヴィウスはイエズス会教育の方向性を決定づけ，イエズス会が

後に「科学の保護者にして教育者」と見なされるほど，その教育を発展させた中

心的存在であったことである。彼の意見が反映されたイエズス会の『学事規定』

には，当時としては稀な「数学的諸学」の教育課程が盛り込まれた。それによっ

てイエズス会学校が会士の育成機関の枠を超えて，一般教育の要求，ひいては国

家の中核を担う人材の育成にも応えうることが可能となったのである。  

第 2 点は，クラヴィウスの先進的学問観は，イエズス会教育の停滞にもかかわ

らず，彼の教科書から学んだ多くの学徒によって継承され，デカルトの世代を経

て近代科学の成立に寄与することになったことである。イエズス会は三十年戦争

による財政危機と，デカルト哲学の影響から生じた会士に対する学問追究の制限

により，「科学の保護者にして教育者」の地位を失っていくが，クラヴィウスの

書は禁書目録の対象とはならず，彼の書に込められた先進的な学問観と数学観

は，次世代に伝えられたのである。  

第 3 点は，クラヴィウスの学問観は，同時代の中国にも宗教や思想を超えて伝

播し，広く理解され受容されていったことである。クラヴィウスの書は，彼から

直接学んだイエズス会士であるマテオ・リッチによって中国に伝えられて漢訳さ

れ，後に『四庫全書』に収められるほど重要な書と見なされた。漢訳書は中国古

来の算術の価値を再認識させるとともに，旧来の中国算術の不足を補って再構成

させる契機を提供した。  
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本論文をまとめるにあたり，直接ご指導をいただいた愛知学院大学大学院文学
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上野健爾先生と同志社大学理工学研究所の林隆夫先生には，厚く感謝申し上げ

る。  

 

 

 

 

 

 



308 

 

参考文献一覧 

史料 
１ クラヴィウス関連史料 

①Epitome Arithmeticae Practicae『実用算術概論』には，1583 年初版，1585 年改訂版，1607 年再訂版の 3 

種類があり，再訂版が『全集』にも収録された。  

・初版 Christopher Clavius, Epitome Arithmeticae Practicae，Roma，1583. (コンプルテンセ大学蔵書

PDF 史料）． 

・改訂版 Christopher Clavius, Christophori Clavii Bambergensis e Societate Iesu Epitome arithmeticae 

practicae，Roma，1585. (バイエルン州立図書館蔵書PDF史料）。「今ここに同じ著者によって再検討

された」と記されている。 

・再訂版 Christopher Clavius, Christophori Clavii Bambergensis e Societate Iesu, Epitome arithmeticae 

practicae nunc quinto ab ipso auctore anno 1606. recognita, & multis in locis locupletata, Monunitiae, 

1607. (ゲント大学蔵書図書館PDF史料）。「1606年の同じ著者から再検討され，多くの箇所において

追補された」と記されている。1607 年再訂版は，1604 年の『実用幾何学』と合わせて以下のクラヴィウ

スの『全集』2 巻に収められた。 

・ 全 集 版 Christopher Clavius, Christophori Clavii Bambergensis Societate Iesu Operum 

mathematicorum tomus secundus, complectens Geometriam practicam, Arithmeticam practicam，

Mainz, 1611,（ローマ国立中央図書館蔵書 PDF 史料）『数学的諸学全集』2 巻（算術関係）．  

②Christopher Clavius, Euclidis Elementorum libri XV ，Roma，1574.(コンプルテンセ大学図書館蔵書 PDF

史料），『エウクレイデス原論注釈』. 

③Christopher Clavius, Geometria Practica, Mainz, 1604.（バイエルン州立図書館蔵書 PDF 史料），『実用幾 

何学』. 

④Christopher Clavius,  Algebra，Coloniae Agrippinae, 1608．（ゲント大学図書館蔵書 PDF 史料），『代数 

学』. 

⑤Christopher Clavius, Opera Mathematica tomus 3，Mainz，1611.（ミシガン大学図書館蔵書 PDF 史料）， 

『数学的諸学全集』3 巻（天文学関係）． 

⑥Christopher Clavius, In Sphaeram Ioannis de Sacro Bosco Commentarius. Venetia, 1596. （コンプルテン 

セ大学図書館蔵書 PDF 史料），『サクロボスコ天球論注解』． 

⑦Christopher Clavius, Astolabium，Roma，1585．（バイエルン州立図書館蔵書 PDF 史料），『天体観測

儀』．  

⑧Christopher Clavius, Dennis Smolarski(tr.) “Historical Documents, Part II, Two Documents on  

Mathematics”, in, Science in Context 15(3), 2002，pp.465-470. 

  ・Document N0.34, Modus quo disciplinea mathematicae in scolis Societatis possent promoueri. 

   ・Document N0.35, De Re Mathematica Instructio. 



309 

 

2 イエズス会関連史料 

①Societatis Iesu, Constitutiones Societatis Iesu: Anno 1558. Romae, in aedibus societatis Iesu, Roma， 

1558. (南山大学図書館貴重史料），イエズス会『会憲』． 

・Societatis Iesu, Constitutiones, Roma, 1558. (ニューヨーク公共図書館蔵書 PDF 史料）． 

・和訳  (イエズス会日本管区(編訳)『イエズス会会憲』，南窓社，2011 年)． 

②Societatis Iesu, Ratio atque Institutio Studiorum Societatis Jesu，Neapolis，1599.（コンプルテンセ大学図 

書館蔵書 PDF 史料），イエズス会『学事規定』． 

・英訳（Allan Farrell(tr.), The Jesuit Ratio Studiorum of 1599 translated into English,Washinton, 1970.）． 

③Cecilio Gómez Rodeles，Monumenta paedagogica Societatis Jesu: quae primam Rationem studiorum anno  

1586 editam praecessere，Matriti，1901.（ハーバード大学図書館蔵書 PDF 史料）． 

・クラヴィウス関連抽出英訳（Society of Jesus, Dennis Smolarski(Tr.) “Historical Documents, PartⅠ, 

Sections on Mathematics from the Various Editions of the Ratio Studiorum”, in, Science in Context, 

15(3), 2002, pp.459-464.）. 

          Ratio Studiorum － 1586, On Mathematics. 

          Ratio Studiorum － 1586/ B, ON MATHEMATICS. 

Ratio Studiorum － 1591, Rules for the Professor of Mathematics. 

Ratio Studiorum － 1591, Rules for the Provincial Superior. 

 

3 ガリレオ関連史料 

①Galileo Galilei, La Bilancietta,1586.（Galileo Galilei, Antonio Favaro(ed.), Le Opere di Galileo Galilei,  

Vol.1, Firenze, 1890.ニューヨーク公共図書館蔵書 PDF 史料），『小天秤』． 

②Galileo Galilei, Theoremata circa centrum gravitates solidorum, 1587. (Galileo Galilei, Antonio  

Favaro(ed.), Le Opere di Galileo Galilei Vol.1, Firenze, 1890.ニューヨーク公共図書館蔵書 PDF 史料）， 

『立体の重心についての諸定理』． 

③Galileo Galilei, Trattato della sfera, Roma, 1656. (ドイツ博物館蔵書 PDF 史料）『天についての論考』 

④Galileo Galilei, Le opere di Galileo Galilei, Tomo Ⅹ, a cura di Antonio Favaro, Firenze, 1853,pp.120-121.  

(コンプルテンセ大学図書館蔵書 PDF 史料）.『ガリレオ全集』第 10 巻． 

⑤Galileo Galilei，La operazione del compasso geometrico e militare, Padova, 1640.(バイエルン州立図書館 

蔵書 PDF 史料)．『幾何学的軍事的コンパス』． 

  

4 デカルト関連史料 

①René Descartes, Discours de la méthode pour bien conduire sa raison, et chercher la verité  

dans les sciences(La Dioptrique, Les Météores,La Géométrie), Paris, 1637. (ローザンヌ大 

学図書館蔵書 PDF史料)．『方法序説』及び試論（屈折光学・気象学・幾何学）． 

②René Descartes, Oeuvres de Descartes, red. C. Adam, P. Tannery, Paris 1897. (ハーバード 

大学図書館蔵書 PDF 史料)，『デカルト全集』AT版． 



310 

 

 ・和訳（三宅徳嘉・小池健男・青木靖三・水野和久・赤木昭三・原亨吉(訳)『デカルト著作集』1-4， 

白水社，2001年）． 

③René Descartes, La géométrie divisée en III livres, Paris, 1705.（ゲント大学図書館蔵書 

PDF 史料)． 

 

5 中国関連史料 

①クラヴィウスの著作『エウクレイデス原論注釈』『サクロボスコ天球論注釈』『天体観測儀』『実 

用幾何学』『実用算術概論』は，利瑪竇，李之藻，徐光啓の訳で，それぞれ『幾何原本』『乾坤 

實義』『渾蓋通憲図説』『測量法義』『同文算指』と題されて『天学初函』に収められた。（『四 

庫全書』として残された正本 7部，副本 1部のうち，現存する文淵閣版を史料として用いた。李 

之藻(編），『天学初函』，台北，1965）。 

②利瑪竇(授)，李之藻(演)，徐光啓（選），『同文算指』，北京，1614 年。『同文算指』は，1628 

年に『天学初函』に収められた。『天学初函』は，寛永 9年（1632年）に尾張藩が購入したこと 

が名古屋市蓬左文庫の記録に残っている。そして，1782 年に完成した『四庫全集』にも収められ

た。そのため多くの版が存在する。本稿では，『景印文淵閣四庫全書』（台湾商務印刷館，2005

年），『天学初函』（名古屋市蓬左文庫蔵書），『金陵大学寄存羅馬蔵本天學初函』（台湾学生書

局，1978 年），『天学初函海山仙館叢書本』（鄭州，1995 年）を比較し，刻された値に最も誤り

が少なかった『天学初函海山仙館叢書本』を使用した。 

③『九章算術』の原本は現存していない。(魏)劉徽註 263年。（『欽定四庫全書』子部術数 数学九 

章，清刊）所収。本論では（劉徽註『九章算術』,四部叢刊初編子部，上海，1989 年）を使用した。

比較のため以下の書を参考にした。 

・誠成企業集団(編)『伝世蔵書』82巻，海南市，1996年。 

・『景印文淵閣四庫全書』，台北市，1983。 

    ・川原秀樹(訳)「劉徽註九章算術―付海島算経」，藪内清(編)，『科学の名著 2 中国天文学・

数学集』，朝日出版社，1980年。 

④程大位（編）『算法統宗』，新安，1592年，(北京大学図書館所蔵『新編直指算法統宗』PDF史料）． 

 

6 数学史関連史料 

①Euclidis， Elementa, Edidit et Latine interpretaus est , ed. by Heiberg 1883.（ミシガン 

大学図書館蔵書 PDF史料) 

・和訳（中村幸四郎・寺坂英孝・伊東俊太郎・池田美恵（訳）『ユークリッド原論』共立出版,1971）．  

・和訳（斉藤憲・三浦伸夫，『エウクレイデス全集第 1巻『原論』Ⅰ－Ⅵ』，東京大学出版会，

2008年）． 

②Leonardo Pisano, Liber Abbaci, 1202.（Baldassarre Boncompagni, Scritti Di Leonardo Pisano  

Mathematico Del Secolo Decimoterzo Vol. 1, Roma, 1857. （バイエルン州立図書館蔵書 PDF 
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史料）。一般には Liber Abaci（『算盤の書』）とされているが，本書は算盤を使わずに筆算を

使用するため，Boncompagni は Liber Abbaci（『計算の書』）を使用している。 

・英訳（Leonardo Pisano, Liber Abaci, 1202.  (Sigler, L.(ed),Fibonacci's Liber Abaci, A 

Translation into Modern English of Leonardo Pisano's Book of Calculation, BERLIN, 

2003)． 

③Luca Pacioli, Divina Proportio, Venezia, 1509， (Constanti Winterberg(ed.), Fra Luca  

Pacioli, Diveine Proportione. Die Lehre vom Goldenen Schnitt. Nach der Venezianischen  

Ausgabe vom Jahre 1509, Wien, 1889. ハーバード大学図書館蔵書 PDF史料)．『神聖比例論』 

④Isaac Newton， Philosophiae naturalis principia mathematica，London, 1687. （コンプル 

テンセ大学図書館蔵書 PDF史料），『自然哲学の数学的諸原理』． 

・和訳（ニュートン，河辺六男(訳)『世界の名著 31』，中央公論社，1979 年）． 

 

7 建築史，美術史関連史料 

①Vitruvius, De architectura,(『建築十書』)。印刷本は 1486年に刊行された。（Joseph Gwilt(tra.),  

The Architecture of Marcus Vitruvius Pollio in the Ten Books, London，1874, pp.204-207）.

（ボドリアン蔵書 PDF史料）． 

②Leonis Baptistae Alberti, De re aedificatoria，Milano, 1485．(カタロニア国立図書館蔵 

書 PDF史料)，『建築論』． 

③Leonis Baptistae Alberti, Della pittura，Milano, 1435．（Leon Battista Alberti, Girolamo  

Tiraboschi ，“Della pittura e della statua di Leon Batista Alberti”，Classici italiani  34， 

Milano，1804. オックスフォード大学図書館蔵書 PDF史料)，『絵画論』． 

  ・和訳（レオン・バッティスタ・アルベルティ，三輪福松(訳)『絵画論』改訂新版，中央公論美

術出版，2011年）． 

 

 

論文 

・Alan Sangster, & Greg Stoner, & Patricia MaCarthy, The market for Laca Pacioli’s Summa Arithmetica, in，

ABFH 19, 2007 ,pp.1-20. 

・Benjamin Elman, Jesuit science and natural studies in late imperial China 1600-1800,  in， Journal of early  

modern history, 2002, pp.209-252. 

・Dennis Smolarski，Teaching Mathematics in the Seventeenth and Twenty-first Centuries, in ，Mathematics  

Magazine,Vol.75 No.4, 2002，pp.256-262. 

・Dennis Smolarski, The Jesuit Ratio Studiorum, Christopher Clavius, and the Study of Mathematical  

Sciences in Universities, in, Science in Context 15(3), 2002，pp.447-457． 

・K.R.Stephenson, J.E.Jones, The solar eclipse observed by Clavius in A.D.1567, in, Astronomy  

Astrophysics 322, 1997, pp.347-351. 

・Nicholas Jardine, The places of astronomy in early-modern culture, in，JHA xxix, 1998, pp.49-62. 

・Nicolas Standaert, The transmission of Renaissance culture in seventeenth-century China，in，Renaissance  
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Studies  Vol.17 No.3,  2003,  pp.368-391.  

・Paul Bockstacle, Between Viete and Descartes: Adriaan van Roomen and the Mathesis Universalis, in ,  

Arch. Hist. Exact Sci. 63,  2009,  pp.433-470. 

・Paul Schwettzer, An overview of the life and work of Christopher Clavius, in，Proceeding of the  

Symposium of Christoph Clavius,  2005,  pp.1-8. 

・Roger Ariew,  Chistopher Clavius and Classification of Science, in，Symthese 83, 1990,  pp.293-300. 

・Stoner Sangster, The market for Luca Pacili's Summa Arithmetica, in, Accounting Historians Journal ,  

Vol.35-1, 2008, pp.111-134. 

・Thomas Haddad, Christoph Clavius, S. J. On the reality of Ptolemaic Cosmology: EXSUPPOSITIONE  

reasoning and the problem of continuity of early modern natural Philosophy, in, Organon 41,  2009, 

pp.195-204. 

・Williams Goetzmann, Fibonacci and the financial revolution, in, NBER 10352, 2004, pp.1-41. 

・William Wallaces, Galileo’s Jesuit Connections and Their Influence on His Science, in, Mordechai  

Feingold(ed.), Jesuit Science and the Republic of Letters, London, 2003, pp.104-106． 

 

・アンニバレ･ファントリ，大谷啓治(訳)「ガリレオ裁判とイエズス会士―サンティリャーナの著作をめぐって―」， 

『ソフィア』22(4) ，1974 年，8-33 頁。 

・リーゼンフーバー・クラウス「中世の人間像と教育観」，『ソフィア』36(1)，1987 年，7-36 頁。 

・リーゼンフーバー・橋口倫介・鈴木宣明・高祖敏明・木村直司(共著)「中世の人間像と教育観」,『ソフィア』,  

1987 年，7-36 頁。  

・リーゼンフーバー・クラウス「ポエティウスの伝統－プラトン主義とアリストテレス論理学の中世への  

継承－」，『中世研究』第 4 号，1995 年，217-267 頁。  

・ロバート・ディターズ，船川和彦（訳）「神学者としてのガリレオ」，『ソフィア』42(3) ，1993 年，383-398 頁。 

・ホアン・マシア｢イエズス会の精神性と人間教育｣，『人間学紀要』，2001 年，67-82 頁。 

・浅野幸治「プラトン『国家』篇における数学の対象」，『思索』28，1995 年，103-125。 

・芦名貞道「キリスト教と近代科学：ニュートンとニュートン法を中心に」，『京都大学文學部研究紀要』38， 

1999 年，147-244 頁。 

・芦名貞道「キリスト教と近代知」,『近代／ポスト近代とキリスト教研究』，2010 年，1-11 頁。 

・足達薫「ルカ・パチョーリ『神聖比例論』（一五〇九年）におけるマニエリスム的造形原理」，『人文社会叢』人 

文科学篇 14，2005 年，1-29 頁。 

・井上義彦「スピノザにおける「精神的幾何学」について」，『長崎大学教養部紀要』32(1)，1991 年，1-18 頁。 

・岩井俊一「ピコ・デラ・ミランドラ：「人間の尊厳について」に於ける学芸の意義」，『上智大学仏語・仏文学論 

集』29，1995 年，19-31 頁。 

・上垣渉「分数起源に関する史的考察」，『三重大学教育学部研究紀要』47，1996 年，1-17 頁。 

・大貫義久「近代科学形成のルネサンス的背景―科学と宗教の接点を求めて―」，『法政大学教養部紀要』 

96，1996 年，27-54。 

・大貫義久「ガリレオ的学知の問題―Manuscript 27 からの新しいガリレオ解釈の試み―」,『法政大学教養部 

紀要』108，1998 年，55-85 頁。 

・大貫義久「ガリレオにおける「学(scientia)」の概念についての哲学的考察」，『法政大学教養部紀要』101， 

2001 年，165-184 頁。 

・大貫義久「理性と信仰―コペルニクス体系をめぐる自然探究と聖書解釈の問題について―」，『法政大学教 

養部紀要』103，2003 年，21-46 頁。 
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・大貫義久「科学の原点を求めて：ガリレオ・ガリレイに見る哲学的問題」，『明治学院大学教養科学センター 

紀要カルチューレ』6(1)，2012 年，39-53 頁。 

・小川束（著）｢建部賢弘の『算学啓蒙諺解大成』における｢立方の法｣に関する註解について｣，『数理解析研 

究所講究緑』1444，2005 年，63-67 頁。 

・隠岐さや香「一七八〇年代のパリ国立アカデミーと「政治経済学」」，『哲学史・科学史論叢』第三号，2001 

年，95-118 頁。 

・金子努「自然の「記号＝書物」観とガリレオ的科学」，大阪府立大学『人文学論集』，1993 年，31-47 頁。  

・菅野幸子「アリストテレス『形而上学』Ｍ巻第１―3 章の一考察」，『哲学・科学史論叢』第六号，1994 年， 

169-199 頁。 

・北川朋子「パリ大学とイエズス会--イグナティウス・デ・ロヨラと同志たち(1)」，『キリスト教文化研究所・トマス・ 

アクィナス研究所紀要 』23(1)，2008 年，73-99 頁。 

・北川朋子「パリ大学とイエズス会--トリエント公会議と教育改革(2)」，『キリスト教文化研究所・トマス・アクィナ 

ス研究所紀要 』24(1)，2009 年，69-98 頁。 

・北川朋子「パリ大学とイエズス会--イエズス会の大学進出(3)」，『キリスト教文化研究所・トマス・アクィナス研 

究所紀要 』25(1)，2010 年，65-78 頁。 

・河野勝彦「デカルトと数学」『哲学論叢』2， 1975 年，72-87 頁。   

・久保田静香「デカルトとイエズス会学校人文主義教育」，『フランス文学語学研究』21 号，2007 

年，29-52 頁。 

・小林道夫「デカルトにおける近代自然観の成立とその形而上学的背景序論」，『哲学論叢』6，1979 年， 

1-10 頁。 

・斉藤憲「数学史におけるパラダイム・チェンジ」，『現代思想』vol.28-12，2000 年，52-59 頁。 

・斉藤憲「エウクレイデス『原論』の整数論」，『現代思想』vol.36-14，2008 年，78-95 頁。 

・斉藤憲「パラダイム・チェンジとガリレオ」，『現代思想』vol.37-12，2009 年，94-109 頁。 

・佐々木力「１７世紀の危機と科学革命（上）」，『思想』NO.671，1980 年，25－45 頁。 

・佐々木力「１７世紀の危機と科学革命（下）」，『思想』NO.671, 1980 年，114-136 頁。 

・佐々木力「ガリレオ・ガリレイ－近代技術的学知の射程(上)」，『思想』712，1983 年，154－180 頁。 

・佐々木力「ガリレオ・ガリレイ－近代技術的学知の射程(中)」，『思想』713, 1983 年，98－112 頁。 

・佐々木力「ガリレオ・ガリレイ－近代技術的学知の射程(下)」，『思想』714, 1983 年，109－127 頁。 

・佐々木力「(われ惟うゆえにわれあり)の哲学はいかに発見されたか」，『思想』760, 1987 年，28-72 頁。 

・佐々木力「プリーンキピアの自然哲学」，『思想』762, 1987 年，37-67 頁。 

・佐々木力「ニュートンの宗教的・政治的世界」，『思想』763, 1988 年，99－137 頁。 

・佐々木力「ユークリッド公理論数学と懐疑主義」，『思想』1010，2008 年，100－149 頁。  

・楠葉隆徳「アラビア語文化とサンスクリット文化との交流に関する一考察」，『大阪経大論集』56 巻 6，2006 

年，73-80 頁。 

・城地茂「不定方程式再考：｢百鶏術｣の分類」，『数理解析研究所講究録』1195，2001 年，91-104 頁。 

・徐澤林「世界数学文化の視野における近世中日数学の比較」，『数理解析研究所講究録』1444，2005 年， 

19-28 頁。  

・鈴木武雄「北京北堂教会目録について」,『数理解析研究所講究録』1583，2008 年，77-88 頁。 

・薩日娜「明末漢訳本『同文算指』序文の解釈」，『数学史研究』第 216 号，2013 年，33-44 頁。 

・高瀬弘一郎「イエズス会『会憲』等に見られる経済基盤の理念とキリシタン教会(中)－特にレンタと喜捨を中 

心に－」，『史学』第 62 巻 第１・2 号，1992 年，1－32 頁。 

・高橋憲一「科学革命初期の宇宙論と創造」，『比較社会文化』14，2008 年，23-32 頁。 
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・高橋憲一「パラダイム・シフトとガリレオ」，『現代思想』vol.37-12，2009 年，94-109 頁。 

・高山博「１２世紀ノルマンの財務行政機構」，『史學雑誌』92 編７号，1983 年，1－46 頁。 

・高山博「１２世紀ノルマン・シチリア王国の行政官僚」，『史學雑誌』93 編 12 号, 1984 年，1－46 頁。 

・但馬亨「数・量概念の変遷と近代数学の発展」，『現代思想』vol.36-14，2008 年，109-119 頁。 

・永井繁樹・平野葉一「ルカ・パチョーリ著『神聖比例論』1」，『東海大学総合教育センター紀要』 26, 2006 

年，77-100 頁。 

・原田雅樹「ガリレイの幾何学的運動論の哲学的遺産」，『現代思想』vol.37-12，2009 年，133-153 頁。 

・平岡隆二「南蛮宇宙論におけるクラヴィウス」，『科学史研究』47，2008 年，95－111 頁。 

・平岡隆二「ゴメス「天球論」の成立と構成―イエズス会日本コレジオの宇宙論教科書とその欧文原典」，『長 

崎歴史文化博物館研究紀要』 (4)，2009 年，43-64 頁。 

・平松希伊子「一七世紀科学革命と音楽」，『人間存在論』16，2010 年，35-54 頁。 

・標宣男「ガリレオ裁判：覚書」，『キリスト教と諸学：論集』vol.21，2002 年，149-173 頁。 

・杜威「『九章算術』に関する研究Ⅳ－少廣章を中心として－」，『秋田大学教育文化学部研究紀要』59， 

2004 年，35-39 頁。 

・ホアン・マシア「イエズス会の精神性と人間教育」，『人間学紀要』，2001 年，67-82 頁。 

・三好千春「暦と天主教―北京のイエズス会士に関する燕行使情報―」，『カトリック研究』75，2006 年，161－ 

194 頁。  

・本間栄男「音楽理論における自然学的数学」，『科学史研究』39，2000 年，202－210 頁。  

・村上陽一郎「十五・十六世紀の自然観」，『中世研究』第 7 号，1991 年，297-315 頁。  

・松行康夫「近代科学の形成と還元主義的機械論科学の特質」，『経営論集』60，2003 年，65-75 頁。 

・三浦伸夫「中世科学史の新地平」，『思想』760, 1987 年，73-91 頁。 

・三浦伸夫「中世西洋における数概念の拡張」，『現代思想』vol.36-14，2008 年，96-108 頁。 

・三浦伸夫「ピサのレオナルドと３次方程式」，『数理解析研究所講究録』1257, 2002 年，37－47 頁。  

・三浦伸夫「フィボナッチとユークリッド―『幾何学の実際』における『原論』の役割」，『数理解析研究所講究 

録』1513,  2006 年，1－13 頁。 

・三浦伸夫「アルヴァロ・トマスの運動論における数学―16 世紀初頭パリにおけるオックスフォードの数学の 

影響」，『国際文化学研究』,神戸大学国際文化学部紀要, 2007 年，67－103 頁。 

・三浦伸夫「アラビア数学における幾何学的発想の起源と展開 ― クーヒーの幾何学的著作から」『国際文 

化学研究』，神戸大学国際文化学部紀要，2006 年，65－106 頁。 

・三浦伸夫「中世西欧における数概念の拡張」,『現代思想』10 月増刊，2000 年，96－107 頁。 

・宮永孝「西洋哲学伝来考 : 室町時代末期から明治期まで」，『社会志林』 52(1), 2005 年，126-48 頁。 

・森本光生「算学啓蒙諺解大成について」,『数理解析研究所講究録』1392，2004 年，27-45 頁。 

・永島孝「伝統文化としての数学」，『一橋論叢』第 119 巻 4 号，1998 年，494-501 頁。 

・山田弘明「真理規準をめぐって(下)―ライプニッツとデカルト―」，『名古屋大学文学部研究論集』哲学 41,  

1995 年，67-104 頁。 

・山田弘明「ラ・フレーシュ学院の挑戦－17 世紀フランスのコレ－ジュ」，『名古屋高等教育研究』２号，2002 

年，79-91 頁。 

・山田弘明「デカルト＝ベークマン往復書簡考・上」，『名古屋文理大学紀要』第 9 号，2009 年，37－47 頁。 

・山田道夫「最も厳密な学としての哲学―『ピレボス』55c～59c―」，『西洋古典学研究』34, 1986 年，48－58 

頁。 

・拙稿「『同文算指』における西洋算術「三数法」の取り扱い—Calvius 著 Epitome Arithmeicae Practicae との 

比較研究—」，『数学史研究』215 号，2013 年，1-30 頁。 
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・拙稿「『同文算指』における西洋算術「複式仮定法」の取り扱い―Clavius 著 Epitome Arithmeticae Practicae 

との比較研究―」,『数学史研究』第 216 号，2013 年，1-32 頁。 

・拙稿「『同文算指』における西洋算術の分数の取り扱い，及び利瑪竇が授けた『実用算術概論』の版につい 

て，『数学史研究』218 号，2014 年，〈7 月掲載予定〉。 

・拙稿「イエズス会の数学的諸学科教育の成立―クリストファー・クラヴィウスの果たした役割―(1)—」，愛知学 
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